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老子例^一目 

中国人の考え方と生き方を支えて来た古来の思想に、儒家の思想と道家の思想があると言われてい 
る。勿論これだけでこと足りる訳ではなく、法家思想.墨家思想な ども 若干加わっているには相違な 
いであろうが、主流を占めたものは前の二者であったようである0 

この 二者の思想は著しく対踱的で、儒家の方は極めて現実的、倫理的で あるのに対し、道家の方は 
極めて超越的、哲学的である。 

傾向として両者は全く相反しているようであるが、人間の正しい生き方、善い生き方、幸せな生き 
方、国家社会の正しいあり方、善いあり方、がどういうものであるかを追求している点では 全く 共通 
している。道家の思想も、やはり中国人の所産で、こう言った意味では、強く大地に根を 下した 現実 
的思想であると言えよう。 

現代人の目から見れば、消極に過ぎるように思われる、謙下不争、知足知 止と いった 老子の教訓 も、 
数千年の歴史の間に磨かれた中国人の截知の結晶であって見れば、一概には棄て去れぬ 内容を 寺って 
いると言って良いであろう。競争に明け暮れ、一方、自己嫌悪に 悩まされ通しの 現代人に、思いがけ 
ぬ薬効を与えてくれるものは、こういった東洋の古典である ことを ぜひ知っていた だきたい 0 

次に、本書は左のような要領でしるされている。 

例 言 - 



一本新釈老子の底本には、四部叢刊所収の宋版河上公本を用い、武内義雄博士の校定された河上公 
本(岩波文庫)と、馬叙倫の老子®古にょって、王弼本.傅奕本を参考にし、底本の一部を改めた。 
改訂部分には*印をつけ、その理由を語釈の項で述べて置いた。 

一語義の解明には許慎の説文解字をなるべく用いることにした。仮借.転注の説明は、朱駿声の説 
文通訓定声に依拠した。 

一従来、わが国で刊行されて来た老子注釈本ではあまり例のない、章題解説を付した。 

一通釈は訓読と対象する便も考えないではなかったが、原文が簡潔であるために、その意を汲み取 
ることが難しいと思われるものについては、かなり大量の補足を加え、時に思い切った意訳も行な 

った。 

一本文と書き下し文には正漢字を用い、書き下し文の振仮名.送仮名などは歴史的用法に従ったが、 
他は現代式に当用漢字のあるものはそれを用い、振仮名•送仮名などは表音式方法を採った。 

一字音は必ずしも漢音のみにょらず、読み狎れた通用音も用いた。 

一研究者の便を考え、引用あるいは依拠した資料や参考書の類はすべて明記して置いた。 

昭和四十一年九月十五日 阿部吉雄 



莊子例言 

荘周の思想は、戦国の世に活躍した人々の思想のうちでも、特殊なものである。新時代を背負っ 
た他の思想家たちが、おおむね現実に立脚し、動乱の世を富国強兵によって統一しようと計ってい 
たのに対し、荘周はむしろ現実を越えた世界に人生の平和を求めようとした。もっとも、 富国 強丘、 
の方策に対抗したものには、荘周などいわゆる道家のほかに、儒家があり、古に則る理想主義的傾 
向を持っていた。しかし、儒家の思想は、やはり現実に目を注ぐものであり、その主張す ると ころ 
は、仁義礼楽であった。荘子はこれを鋭く批判した。荘周のこの批判を掘り下げていくとき、そこ 
に見られるものは、儒家に限らず、形式を主張するあらゆる思想に対する反撥である。 

荘周は知を排斥する。知こそすベての争いの根本だと見ているのである。太古純樸の世が里想境 
と考えられているのも、そこに理由がある。かかる思想は一面から見て現実逃避のそれといえるで 
あろう。しかし、現代のわれわれが「荘子」を読んで共感を覚える点のあることは否定できない。 
その理由はいろいろにあろう。例えば、世が複雑になればなるほど、逆にそれを越えたものを 望む 
共通の心理など、その一つに数えられよう。理由はいずれにせよ、現代のわれわれがこれを 読ん 
で、そこから何か得るものがあったならば、それでよいのではなかろうか。得るものなどといえ 
ば、逆に荘周から笑われるかも知れないが。 



「荘子」は、中国においても日本においても広く読まれた関係上、その注釈書は夥しい数に上り、 
テキストの系統もそれに応じて少なくない。この度、この書物を作るに当り、まず遭遇したのが、 
テキストの問題であったが、一般に流布された r 荘子因」を用いることにし、「荘子因」が削除し 
た「譲王•盗跖•説剣•漁父」や、意味の通じにくいところは、古逸叢書本をはじめ、他のテキス 
卜にょって添加改正する方針を取った。その点は、語釈あるいは余説のところで、その都度言及し 
ておいた〇 

この書物は、市川と遠藤の両名で協力して作成したが、あらかじめ分担を定めて執筆することに 
した。内篇の全部と外篇の「天運」までを市川が受け持ち、外篇の「刻意」以下と雑篇の全部を遠 
藤が受け持った。なお、巻頭の解説はすべて遠藤の筆に成るものである。 

この書物は早期に出版される予定であったが、いろいろな都合で今日に及び、編輯部の各位に迷 
惑をかけたことをお詫びする。なお、校正については、加藤道理君の手を煩わし、御苦労を願っ 
た。ここに御厚意を感謝する。 

昭和四十一年九月 
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老子道德經 


解 題 

「老子道徳経」。周の守蔵室の史、老聃という人物によって著わされたというので、「老子」と冠され、書の内容が天の 
道と人の徳を述べたものであるので「道徳」の二字が付され、恒常の真理を伝えている書という意味で「経」の字が付され 
ている。 

但しこの名称はこの書が成立した当初から付せられていたものではない。先秦の古典の中で、老子に関する記事のあるも 
のは、「荘子，」.「荀子 J . r 韓非子」.「呂氏春秋」など数多くあるが'「老子道徳経」という名称は、どこからも見いだされな 
い。 この名称が初めて見られるのは、「北斉書」の杜弼伝、次いで「隋書」の経籍志である。 

では一体この書は初め、どう呼ばれていたか。それから「老子道徳経」という名称が定まるまで、どういう経緯を辿った 
か、この問題を探って見よう。 

現存の資料で知られる限りでは、「史記」の儒林伝に、「寶太后、老子の書を好む。轅固生を召して老子の書を問ふ。固日 
く、此は是、家人の言なるのみ。」とある話の中に出て来る「老子書」という呼び名が、この書の名らしい名として最古の 
もののようである。「老子書」という名称は、老聃という人物によって著わされたものだと当時一般の人々が信じていたか 
らつけられたもので、孟軻の著わした書が「孟子」、荘周の著わした書が「荘子」と呼ばれた如く、先秦以来の、典籍にお 
ける一般的命名法に従った訳であろう。 

次にこの書は「漢書」芸文志に「老子鄰氏経伝」.「老子傅氏経説」.「老子徐氏経説」の名で現われて来る。これらの書は 
亡佚して現在に伝わっていないので、鄰氏•傅氏•徐氏といった人々が何時•何処の人であるか判明しないが、大体漢代の 
人物で、老子書に注釈を加えたものだとい う 事は察せられる。ところで、 ここに注目し なければならぬことは、「老子書」 
の本文を「経」と呼び、その注文を「伝」とか「説」と呼んでいることである。「詩経」や「書経」にしても、最初から「経」 
解 題 三 



老子道徳経 四 

の字を付して呼ばれた訳ではない。 r 論'語」や「孟子」ではこれらの書は単に「詩」「書」と呼ばれている。「荘子」の天運 
篇に「詩•書.礼•楽•易•春秋の六経」という語が初めて見え、次いで「史記」儒林伝に、「申公独り詩の経を以て訓を 

為し以て教ふ。」とか、「伏生は済南の人なり。 . 行くとき常に経を帯ぶ。」(伏生〇場合の経は、尚書を指すこと明らかで 

ぁる。)という記事があることなどから、詩.書を初めとする儒家の経典が、「経」をもって称せられるに至ったのは、戦国 
末から漢初にかけてのことであると判断される。 

では一体この「経」とは何か。この字は説文では「織の従絲なり。」と記されている。要するに最初は織機の縦糸を意味 
していたのである。それが後に転じて、「すじ道」.「恒常の真理」という意に用いられ、更には「恒常の真理を語る言葉」 
すなわち「尊重すべき古典の本文」という意味に用いられ出したのである。 

ところで、典籍の本文を、かかる意味で「経」と呼び出したのは、一般に知られている「詩経」や「書経」 よりも、 諸子 
の方が早いようである。「荘子」天下篇には墨子の書が「墨経」の名で呼ばれているし、「管子」の篇目には「経言」と「外 
言」の別が立てられており、「韓非子」の内儲説•外儲説篇には「経」と「伝」の構成が用いられている。これらの諸学派 
は' 儒家が「詩」や「書」を先王の書として尊び、それに拠って議論するのに対抗し、自家の主張が「恒常の真理」を述べ 
ているのだという意識の下に、自家の祖師の言を「経」と尊称したらしい。こういう諸学派の態度に対抗して、儒家の方で 
も自派の奉ずる教典を次第に「経」の名で呼ぶようになり、六経の語などが現われるに至ったのであろう。「漢書」芸文志 
には「詩経」•「古文尚書経」•「易経」等の名称が続々現われて来ている。 

戦国末から漢初にかけて、以上のような学界一般の空気の中で、古くは単に「老子書」と呼ばれていたこの書の本文が、 
「経」と尊称されるようになって行ったであろうことは想像に難くない。それを裏書 - t するかのような記録もある。「焦氏筆 
乗」第三に、「老子は本と子書なりき。漢の景帝の時、始めて改めて経と為す。呉の闞沢、孫権に対へて日く、『許成子•原 
陽子.老子.荘子、皆身を修めて自ら玩び、山谷に放暢し、其の心を縦汰す。学は澹泊に皈す。漢の景帝に至り、黄子 • 
老子の義鉢尤も深きを以て、子を改めて経と為す。始めて道学を立て、勅して朝野に悉く諷誦せしむ。』と。」この記録の信 
憑性には若干疑点もあるが、「経」の名称が用いられ出した戦国末から漢初にかけての学界一般の風潮、景帝の母である寶 
太后が非常に「老子書」を好んだという話など思い合わせると、相当信頼出来るもののように考えられる。但し、それなら 




当然景帝の次の武帝の時代に編纂された「史記」の中に、「老子書」という名だけで「経」の尊称の見いだされないはどう 
いう訳かと反駁され得る。従って「焦氏筆乗」の記録は一応の参考資料として置く外はない。 

次にこの書に「道徳」の二字が付され、現在伝わっているような「老子道徳経」の名称が出来たのは何時頃からであろう 
か。記録に見える限りでは、「北斉書」の杜弼伝に、「弼は性、名理を好み、玄宗を探味す。自ら軍旅に在りて経を帯し、役に 
従ひつつ老子道徳経二巻に注す。」とあるのが、最も古い記録である。記録に載せられるとなると、北斉は四七九年から五 
〇一年まで続いた王朝であるから、大体五世紀の中頃から末にかけては、この名称は一般的になっていたと考えて良いであ 
ろう。では、この名称が始まったのはもっ' i 溯ることが出来る答である。顧実の「漢售芸文志講疏」を見ると、「老子鄰 
氏経伝」四篇の注に、「陸游日く、『晁以道謂ふ、王輔嗣本老子、道徳経と日ひ、道徳を g たず。之を上下にす。 as 」*?:" に近 
きがごとし』と。」とある。これによると、「魏の王弼(=六~一|??:)の注したテキストでは道徳経とは言ったが、現在のよう 
に道経.徳経と道徳二字を分かつようなことはせず、ただ上篇と下篇に分けただけで、古い形に近いもののようだ。」とい 
う意味になるが、それだと、王弼の時に「老子道徳経」という名称が始められた訳である。この陸游の引いた晁以道の説に 
どの程度の信頼が置けるかは少々問題であるが、一応、参考にすべき意見であろう。 

後漢から三国時代にかけて活躍した五斗米道の頭目であった張魯の伝記を見ると、「主として老子五千文を以てす^て習はし 
む。」とあるから、王弼より以前に溯って「老子道徳経」の名称があったことを求めるのは無理のようである。従って、結 
論的に言えば、「老子道徳経」の名称は王弼から始まったかも知れぬが、或いはそれ以後かも知れぬ。それが一般に知られ、 
記録にも載せられるようになったのは北斉の頃、すなわち五世紀後半に入ってからのようである。道徳の二字が付せられた 
訳は、この書の内容が、既に r 史記」老子伝においても「道徳の意を言ふ五千余言 Lf と記されているように、天の道と人 
の徳についての教説であるからであろう。一説として、上篇が道の字をもって始まり、下篇が徳の字をもって始まってい 
るので、上.下篇をそれぞれ道経.徳経と名づけ、この二字を合して道徳経の名称がつけられたのだとも言われている。 
【著者】 この書の著者は一般に、周の守蔵室の史、老聃であると古くから言われて来ているが、最近、この書の成立年代と 
共に著者についても研究が進められ、古来の説は拫抵からく«?"されるに至った。次にその概略を説明しよう0 

「老子道徳経」が何時.何人の手によって著わされたかについての纏まった記録として最古のものは、「史記」の老子伝 
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である。それによると、「老子は楚の苦県、厲郷、曲仁人里の人で、姓は李、名は耳、字は伯陽、諡，して»^という。周の守 
蔵室の史であり、嘗て孔子が周に適き、礼を老子に問おうとしたところが、『子の驕気と多欲と淫志とを去れ。』と手痛く 
説論された。この老子が、周室の衰えるのを見.- C 西に去ろうとした時、関の令尹の喜という人に請われて、書上下篇を著わ 
し、道徳の意を言う五千余言にして去った。」というのである。 

なお、老子伝においては、更に r 老萊子という人も楚人で、著書十五篇あり、道家の用を言い、孔子と同時であった〇」と 
か、「孔子の死後百二十九年、周の太史儋という人が秦の献公に見えて、『始め秦と周と合して離れ、離れること五百歳にし 
て復た合し、合すること七十歳にして覇王となる者出でん。』と予言をした」話を載せ、「此の太史儋が老子であるという説、 
そうでないという説があって、世人はその然るや否やを知る者が無い。」と述べられている。一般に後世の人々は「史記」 
の記述を信用して、「老子道徳経」は孔子よりも先輩の老子の著わしたものだ •£ 考えていたが、この「史記」老子伝の書き 
ぶりを見ても、既に司馬遷の頃、老子という人物は謎に包まれていたことが§るし、著者が謎であれば必然「老子道徳経」 
もその製作年代についても疑われなければならなかった答である。しかし漢代に入ってからは老荘思想が天下を風靡し、殊 
に竇太后の例に見られる如く漢の王室にも老子崇拝熱が高かったので、特にこれを究明しようという者も現われなかった。 
そのままの状態が続いて、「史記」の老子伝の記載は、後世殆んど疑われることなく伝わって来たが、「老子道徳 経」 は 後人 
の偽托であるという驚天動地の説が清儒崔東壁によって唱えられ、以来「老子」をめぐっての学界の論争は甲論乙駁、果つ 
るを知らぬ有様となった。 

崔東壁の所論は、「老子五千言は、為我の思想を述べているものであって、孟子があれほど異端邪説を攻撃したにも拘ら 
ず、老子には一言も触れず、道家中ではただ楊朱のみを攻撃していることなどから考え合わせ、楊朱によって偽托されたも 
のであろう。老聃という人物は或いは実在した人かも知れぬが、そうだとしても、礼記曾子問篇に見られる如く、単に礼に 
通じた人物に過ぎず、孔子に向かって痛撃の辞を加えた話などは後世の捏造であり、道徳経とは無論何の関係もない0」と 
いうのである。彼の所論には不完全な部分もあるが、「春秋左氏伝」によって「史記」孔子世家の問礼の記事の誤りを指摘 
し、孔老会見説話の史実にあらざることを明らかにし、二千年に亘って人々に気づかれなかった盲点を除いた功績は、真に 
偉大といわねばならない。 



崔東壁以来、中国や日本の学者で「老子」の究明に乗り出した学者は枚挙に暇がない程であるが、讓の研究の成果を ま 
とめると、「史記」孝伝に記されている孝とい又物は、戦国末から漢初にかけての道家の人々が「老子書」の著者と 
して描き出した理蠢であって、その素材となった道家の先駆者はいたろうけれども、孔子を叱唾し、現在伝わる「老子道 
徳経五千言」を自ら著わしたような老子という人物は実在しない。次に「老子道徳経」は、その原本ともいうべきものは、 
既に r 荀子」以 Hr に存在し、かなり思想界においても注目を浴びていたらしい事は、「荀子」や「呂氏春秋」などに「老子」 
の思想についての批評のあることによって知られるが、これとても果して誰の作であるかは不明である。この原本の著者 
も、恐らくは儒家や墨家などと異なる独特の思想の持ち主であったろうが、こういう考えに従う人々が次第に学派を形成 
し、 他派と対抗するようになったのは、戦国時代も終りに近い頃であろう。戦国末から漢初にかけて一般に学派の風潮とし 
て、 その祖師に権威者をかつぎ出すことが流行した。儒家では堯舜、墨家では神農という風に。道家の方もそういう風潮の 
下に黄帝をかつぎ出した。祖述者として儒家では孔子、墨家では墨子がいる。ところが、道家の方は比較的晚成の学派であ 
るから、有名な祖述者がいな：：，。そこで、孔子 S 子に対抗して老子という人物を靈し、これを羃化することに努めた 
ものらしい。また一方では、原本に手を加えて道家最高のテキストとしての「老子書」完成に向かったらしいのである。こ 
うして司馬遷の頃までに、ほぼ「老子」の像も「老子書」も整えられたらしい。 

以上をまとめて見ると、「老子道徳経」原本の著者は不明、現在伝わるこの書をまとめたのは、戦国末期から漢初にかけ 
て隆盛に赴いた道家の一連の学者群であり、その成立年代は戦国末期から漢初にかけての期間を通して と言う ことになる。 
【体裁】現在の「老子道徳経」は、王弼本.河上公本ともに上篇と下篇に分けられている。これは「史記」老子伝の記載と 
も一致するので、かなり古くからの体裁であろう。ただ河上公本では、上篇に道経、下篇に徳経の名称がつけられ ている 
力、王弼本にはこういう名称はない。次に、畐本.河上公本ともに上篇を三十 七章、 下篇を 四十四章、 計 八十 一章に分 
けているが、王弼本は初めこういう分章をしていなかったが、後に河上公本の体裁に従ったのだと言われている。この分章 
につして S 歴 fft Q 学者に異議を唱える者が多く、元の吳澄は六十八章に分かち、日本 S 畐是は二士ハ節に分かち、或い 
はまた明の焦竑などのように、すべて分章を廃した学者もある。河上公本は各章に章名を付けているが、その命名は 内容と 
良く合致するものもあるが、合致しないものも若干ある。王弼本には章名はい0 



老子道徳経 八 

【内容】現在伝わる「老子道徳経」は、前に述べたように、八十一章に分けられているが、その内容を吟味して見ると、必 
ずしも各章が思想の展開に伴なって統一配列されているとは思われない。しかし全篇を熟読して見ると、次のようなことが 
言える。政治のあり方、人間の生き方、それは宇宙開闢以前より存在し、現在なお宇宙及び人生を支配している窮極的道 
理(本書では これを「道」と 呼んでいる)に従うべきだと説いているのである。その道とはどんなものであるか、その道に 従う 
政治のあり方、人間の生き方とはどんなものか。これを説明し尽くすことは、ここでは出来ない。読者がこの書を丁寧に読 
んで、「老子道徳経」中に盛られている宇宙論(道にっぃての所説).政治論.処世訓を整理されれば、おのずから判明する 
ことである。 

ただ付言して置きたいことは、「老子道徳経」の成立過程が、極めて作為に満ちたものであったにせよ、それはこの書の内 
容.真価をいささかも損うものではないということである。春秋.戦国という長い苦難の歴史の中で鍛え磨かれた中国民族 
の叙智が結晶してこの書となったのである。その一句.一語は、そのまま現在に生きる我々の心の糧となるものであろう。 
【伝来】「老子書」の原本が「荀子」以前に成立していたらしいことは、著者の項目で既に記して置いた通りである。この 
書の注解を最初に試みたものとして解老.喩老の二篇が「韓非子」の中に収められている所から見ると、戦国末から漢初に 
かけて、この書は道家以外の学派の間にもかなり注目されていたらしいことが知られる。 

漢の景帝の時代に入ってから、景帝の母である寶太后が甚だこの書を愛好したことが、「.史記」の儒林伝、轅固生の記事な 
どから知られるが、この頃から道家の思想は俄かに隆盛に赴いたらしい。「老子書」の権威もこの頃から俄かに高まって行っ 
たようである"0「焦氏筆乗」卷三に「老子は本來子書であったが、漢の景帝の時始めて改めて経となった、云云」の記事が 
ある。焦竑が根拠とした資料は、三国時代の呉の孫権に闞沢という学者が対えた話であるから、そのまま信用することは困 
難であるが、「老子書」の権威がこの頃から俄かに高められて来た消息を物語るものとして在目される。 

続いて後漠の桓帝は極めて崇老の念が厚く、苦県に老子を祠り、更に辺韶に命じて老子を頌える碑銘を撰ばせている。こ 
ういった王室内における崇老の傾向は魏.晋.南北朝から唐•宋.明•清に至るまで連綿と続いているが、士•大夫階級や 
一般民衆の間においても同様な傾向が見られる。司馬談が道家を尊んだこと、五斗米道を唱えた張魯は、老子五千文をその 
全信徒に誦習させたという話、竹林の七賢の出現などが如実にこのことを物語っている。儒教.仏教と並んで中国民衆の思 



想を支配した道教も、この老子の思想を汲むものであり、「老子道徳経」は道蔵に収められ、道教経典の 最も尊いものの 一 
つに加えられている。 

こういう有様であるから、「老子道徳経」の注釈も極めて多く、魏の王弼の注解を始めとし、後世の諸家の注は枚挙に暇 
がない。 

わが国にこの書が齎されたのは奈良朝の頃らしく、以来この書に親しむ者が輩出した。西洋諸国においても、この書の内 
容が極めて哲学的であり、彼らに示唆する所が多いためか、中国古典の中では最も愛好され、翻訳の種類も多いということ 
である。 

【テキスト】 中国の古典を扱う場合、まず問題になるのがテキストである。長い年月を経て継承されて来ているた めに、 重 
種のテキストが生じ、それぞれのテキストによって本文にかなりの異同があるのが中国の古典の常である。「老子道徳経」 
の場合もこの例に洩れない。否、或いはこの書ほどテキストによって本文の異同が多いものは稀であるかも知れぬ 。従って 
「老子道徳経」を解釈する場合には、いかなるテキストを選ぶかが極めて大切になって来る。「老子道徳経」のテキストに 
ついては、中国の馬叙倫(「老子锻詁 J ) や東北大学の故武内義雄博士 (「老子の研究」「老子」等)が既に精細な研究を成し遂げ 
ているので、ここでは、その成果を要約して紹介し、読者の便に供えるに留めたい。 

「老子道徳経」のテキストは甚だその種類が多いが、その根本的な異本は、一、王弼本、二、河上公本、三、傅奕本、四、 
開元御註本の四種で、後世諸家の相違はこれら四本の取捨如何によって生じたものであると言われる。 

王弼本とは、魏の王弼(西紀=六〜 H 5 が注釈した本。とれが現存する老子諸注の中で最も古いものであるが、 テキストは 
宋以後のものしか残っていない。 

河上公本とは、漢の文帝の時、河上の隠士が注釈した本であると伝えられているが、諸家の研究によれば、六朝頃のもの 
らしく、王弼注より後のものらしい。従ってそのテキストは王弼本より後のものであるらしいが、この方には敦觀出土の唐 
鈔本や、奈良レ平安時代にわが国に伝わった旧本を鎌倉.室町期に転写した古鈔本も現存し、また易州竜興観の景竜碑、丹 
徒焦山の広明幢の如き唐代の碑幢も残っているので、現行の王弼本より旧形を存していると思われる。 

傅奕本とは、初唐の道士傅奕が、河上公本.王弼本等数種のテキストを比較審定したものであると言われる。 



老子道徳経 一〇 

開元御註本とは、唐の玄宗が当時「老子道徳経」の本文に異同が多かったのを一定することと、王弼•河上公の二注の優 
劣問題がやかましかったため、これを帰一するため、開元二十年自ら注したもの。これもまた王弼本と河上公本を基礎とし 
たテキストであり注釈である。 

以上「老子道徳経」のテキストについての概略を説明したが、今回私は便宜上、四部叢刊子部所収の宋刊本、河上公本を 
底本とし、他の諸本を参照して本文を校定しながら解釈を試みて行くことにした。基本テキストの中、私見にょって他のテ 
キストの方が良いと判断して字を改めたものも若干あるが、その場合、本文の傍に*印をつけ、語釈の所で改めた理由を説 
明して置いた。 

その他では、宏旨に関係ないと思われる文字の異同や錯簡の問題については、煩を避けるため一さい省略した。また河上 
公本であるため、各章に題が付されている。従来の注釈書ではこの章題の解説を施したものを見ないが、初めての試みとし 
て微力を尽くしてこの解説に当たって見た。 

【注解•参考書】 〇韓非子解老篇•喩老篇韓非撰〇老子道徳経二卷魏、王弼撰〇老子注二卷河上公撰〇老子翼三卷•考 
異一巻明、焦紘撰〇老子®話二卷民国、馬叙倫撰〇老子正詁高亨著〇老子原始.老子の研究武内義雄著〇道家の思想と 
其の展開津田左右吉著〇老荘の思想と道教小柳司気太著〇老子の新研究木村英一著〇老子の講義諸橋轍次著〇老子解義簡 
野道明著 



老子道經上 


體道第一 

em r 体道」とは道を身に体す る 意。第一章では、まずこの書の標榜している道が世間一般で考えられているようなものではなく、その道 
を身に体することが道の妙用を観取す る 方法で ある 旨を説いている。その意味で「体道」と題されたらしい。 

道可一道非_|常道；名5名非=常名一無一名、 

天地之始。有 i 名' 萬物之母。」故常無欲 
以觀=其妙【常有欲苡觀_一其徼 U 此兩者同 
出而異笔。同謂_1之玄；玄之又玄、衆妙 
之門。 

^3世人が一般に守るべき道だと考えているもの、仁だとか義だとか、それは®,#1不変の道ではない。世人が一般に正し 
い名だと考えているもの、それによって物の区別を立てている名称、そんなものは恒常不変の名ではなく、{5?¥の航|11|的な 
ものにすぎない。そもそもこの天地が開ける以前には名がなかった。万物の母である天地が開けて始めて天地という名が起 
ったのである。」だから天地を開いた常無すなわち道、それを身に体することによって我々は道の微妙なる働きを見ること 
が出来、或いはまた万物を産んだ常有すなわち天地、これを身に体することによって天地の産んだ万物の錯雑した差別相を 
見ることが出来るのである。」天地と万物、この両者は、共に同じ所から出ている。すなわち天地は同じ一つの道から、万 
物は天地という同じ親から。ところが同じ一つの道から出ながら、天と地というように名を異にしているし、また天地とい 

体道第一 一一 


みち みち ベ じやうだ5 あら なな ぺ じや5みや5 あら 

道の道とす可きは常道に非ず。名の名とす可きは常名に非 

なな て. pt > i じめ ，/£あ i しぶつ t£ 

- ず。名無し、天地の始には。名有れ、萬物の母にこそ。 J 故に 

じや*もつ そ め5 み ほつ じやうう もつ そ けふ み ほつ 

常無は以て其の妙を觀んと欲し、常有は以て其の徽を觀んと欲 

こ りやうしやおな い な こと おな これ 

す。」此の兩者同じきょり出でて名を異にす。同じきもの之を 

げん い げん またげん し，^め5 もん 

玄と謂ふ。玄の又玄、衆妙の門。 



老子道経上 二一 

う同じ親から出ながら万物はそれぞれ名を異にしている。このように同じ所から異なったものを産み出している不思議な働 
きをしているもの、これを玄という。この奥深いかすかな所、これがさまざまな微妙な現象を産み出す門なのである。 

〇常道恒常不変の道。老子道徳経著者の説こうとする道を指す。〇名事物の名称。〇常無単に「無」ともいう。道の異名。この 
章では、道を常道と称すると同じように、無を常無と呼んでいる。道を何故無と呼んだりするのかと言う訳は、その道は名づけようも無いか 
らである。〇以観其妙 r 以」は何を受けるか、種々の考え方があるが、一応「常無」を受けるとした。「其」は何を指すか、これも 種々 の考 
え方があるが、一応「常無」を指すとした。「妙」は説文の正文に無い字なので、古い老子書にどんな字で書かれていたかが問題であるが、 
諸書の用例に、 r 眇」と「妙」とが同意に使われているから、恐らくもとの字は「眇」と書かれていたであろう。そのもとの意味は「小さい 
目」であったのが、後に小さいもの一般の称となったので、ここでは後者の意味に用いられていると考えられる。すなわち、「目立たないかす 
かな働き」と解せよう。なお、 r 以観，一其妙 [1 の「観」の主語は、一見常無のように文形の上からは考えられるが、それではおかしい。やは 
り「我々」が主語で、省略されていると考えた方が良いようである00常有単に「有2」ともいう。「常」の字が上につけられているのは 
常道や常無の場合と同様の筆法による。有とは無に対する概念であるが、単に存在するもの一般を指しているのではない。さきの無が単なる 
非存在の意に用いられているのでなく、天地を開いた道を指しているのに対し、有も万物を生ずるもの、すなわち天地を指していると考え 
なければならない。第四十章に、「天下の万物は有より生じ、有は無より生ず。」(七四べージ)とあることからも、この考え方は助けられる。 
〇徼錯雑紛然たること。この字はテキストによっては、 r 皦」或いは「竅」に作っているものがあるが、「皦」ならば「明白」の意となり、 
「観二其皦一」は、万物の差別の明白なるさまを見る、と訳される〇「竅」は「空」の意で、この場合やや通じ難い。「徼」は説文には「循也」と 
あり、陸徳明は「小道也、辺也」と注しているが、これらの意では通じ難く、史記索引に「徼は音は叫、皦繞不明を謂ふなり0」とある用例 
から、錯雑紛然，の意を持つ場合のあることを認め、この解を出したものである〇 〇此両者天地と万物。「此両者」が何を指すかは幾多の議 
論のある所である。たとえば、王弼は「両者始与 k 無也」と説いているし、高亨は「両'有与 P 無也」と説いている〇王弼の説明の「始と 
無」というのは怪しい、始は無なのであるから。「有と無である」という説は高亨以外にも同意見の学者が多いが、第四十章に「天下万机生^; 
於有,、有生，一於無一」という句があり、有と無が同じ所から出るとは考えられない〇こうして、いろいろ詮じ詰めて行く と、 両者は天地と万 
物とを指すと考えるのが一番妥当になってくる。〇同出而異名天地は同じ常無すなわち道から出ながら天と地と分れ、異なる名を持ってお 
り、 万物は同じ常有すなわち天地から出ながら種々に分れ異なる名を持っておる。〇同謂之玄天地や万物を産み出すもととなる力を持って 
いる所、これを玄という。玄は幽遠なさまをいう。 〇玄之又玄幽遠なる上にも幽遠な所。このような表現は第四十八章にも「損之又損」 
(八四べージ)という風に見られるもので、意味を強める言い方で、玄の奥に更に玄があるという訳ではない0 



この第一章は老子道徳経中でも最も難解と称せられる部分で、種々の意見が出されている。その主要なものを拾って見ると、まず武内 
義雄博士が「故常無欲3以観 M 其妙 T 常有欲=1以観，1其徼？」の二句を後人の語であると見ておられる(老子の研究)。この二句があるために非 
常に通釈が困難であり、後人の語として除去してしまえば苦労はないが、一応、現在伝わっている本文を通釈するのが筆者の役目であるし、 
また老子道徳経を今のような形に編纂した人々は、何とかこれを筋を通して理解していたのであろうから、私も、あるがままにして出来るだ 
け合理的に通釈しようと試みた次第である。私も、この二句は後人が書き入れたもので、恐らく書き入れた人の気持では、「無欲であれば道 
の妙用を見ることが出来、有欲であれば道のかたはししか見ることが出来ない」という位の考えだったろうと思う。けれども、この二句を最 
初から本文にあったものとして通釈することになると、違った解釈を下さざるを得なくなる。その他、一字一字の解釈にしても十人十説で、 
語釈においてもこれらを全部は到底挙げ尽くせないので、あの程度で打ち切って置いた訳である。 

さて天地万物生成の根元を老子では玄と呼んでいるが、玄とは何から連想されて用いられた術語であろうか。老子道徳経には女性ないしは 
母性を借りて道を表現しようとしている所が多い。まず第一章に「有；，名万物之母」、第六章に「谷神不/死。是謂，一玄：！-〇玄 ! fc ® 之門、是謂，一天 
地根ご第十章に「天門開闔能為 k 雌乎」、第二十五章に「有 k 物混成、先， I 天地 I 生。寂兮寥兮。独立不 i 改〇周行而不 i 殆。可，，一以為， I 天下！！？」第 
二十八章に「知 m 其雄 I 守，真雌 I 為，,天下谿 r 」 第五十二章に「天下有：，始。以為，,天下® 8 既知，,其母，以知：其子-〇既知，,其子，復守：其!： r 没 Z 身 
不；，殆」等々とあるのを見ても判る通りである。そこで、翻ってこの玄の字に考察を加えて見る。この字は篆文では舍、古文では$に作られ 
ているが、金文では幺の字と同じく 8に作られている。試みに、玄及ぴ幺の字の説文の解釈を調べて見ると、「文幽遠也。象 M 幽。而 {ill ル之- 
也。黒而有二赤色一者為 VM 。 幺小也。象，1子初生之形？」とある。この説文の解釈からふと連想されて来るのであるが、第一章に見える r 玄」、 
第六章に見える谷神などの術語は、女性性器から連想されたものではなかろうか。 

老子の考える宇宙万物展開の原理も、案外素朴な身近な例から昇華された思想のように私には感じられる。 

養身第二 

ira この章は、世間一般の人々は相対的世界の現象に心を奪われ、差別観に執着している。だが、絶対の道を体する者は差別観を超克し、 
人為を去って自然に生き、立派な働きをなしながらもその功を恃まず、名誉の地位に身を置こうとしない。だから、その功が身を去らないと 
説いている。これこそ真にその身を養う所以である。そこで「養身」と題されている。 

養身第二 一三 



老子道経上 

天下皆知， I 美之爲奏、斯惡已•皆知，#之 
爲，善、斯不善已。」有無相生' 難易相成 
長短相形、高下相傾' 音聲相和、前後 
相隨。 J 是以聖人處，1無爲之事一行， I 不言之 
敎；萬物作焉而不 i 辭。生而不 i 有。爲而 
不 i 恃。功成而弗一居。夫唯弗 A 居。是以不 
去。 

天下の人々は皆世間一般に通用する美が美であることを単純に知っているだけで、美と醜とが全く相対的なものであ 
ることに気づかず、いたずらにその相対的美を尊び求め、或いは自分の美しさを誇りたがるものだが、これは全くみにくい 
ことだ。また誰でも善の善たることを単純に知るだけで、その善なるものが世俗的相対的な善であることに気づかず、いた 
ずらにそれに執着していわゆる世間的に見ての不善を責めとがめるが、これは全く善くない態度である。」そもそも世間の 
事柄はみな相対的である。有5)という概念があるから無(む)という概念も生まれ、また無という概念があるから有という概 
念も生まれるのである。難と易、長と短、高と下、音と声、前と後、これらは同様にみな相対的相依的な概念である0 J だ 
から、こういう相対的域を超越し絶対の道を体する聖人は、人為を去って自然に随順するし、また、人間世界の相対的意味 
しか持ち得ぬ言語を捨てて不言の教えを垂れるのである。その態度は真によく天地に似ている。道は天地の万物を生じなが 
ら一言も語らない。また生じたものを己の所有としない。これと同じく聖人も大きな働きをしながらその功を恃 ( SS みにし 
ない。功成っても当然むくいられる富貴の地位にいようとしない。そもそもただそういう地位にいようとしないからこそ、 
その功が身を去らないのである。 

〇知美之為美斯悪已美醜は極めて相対的な観念である。甲の人が美しいと感ずるものを乙の人が醜いと感ずる 場合は 往 々ある。 同じ 
人間同士の間でさえそうなのであるから、人間と他の動物の間ではなおさらの ことであろう 。人間の男なら 西 施 Li ぃ)や驪姫 B のよう な 美人を 
見れば、ほれぼれと眺め、美しいな あと 感ずるかも知れぬが、彼女ら を 見て鳥は驚いて飛び立ち、魚は恐れて水中深く もぐり 込むだろう。こ 


てんかみなび び しこ あく%.なぜし ぜん L 

天下皆美の美たるを知る、斯れ惡のみ。皆善の善たるを知る、 
斯れ不善のみ。 J 有無相生じ、難易相成し、長短 If し、 

あひかたむ おんせいあひ b ぜんごあひしたが ここ もつ せいじんむゐ こと 

相傾け、音聲相和し、前後相隨ふ。」是を以て聖人無爲の事に 

を ふげん をしへ おこな ばんぶつおこ じ しやぅ 、，5 

處り、不言の敎を行ふ。萬物作りて辭せず。生じて有せず。 

な たの こ？. X を そ ただを ここ もつ さ 

爲して侍まず。功成りて居らず。夫れ唯居らず。是を以て去ら 
ず。 



のように美醜などというものは大局高所から見れば全く相対的なものであるから、さして尊ぶべきものではないのに、この道理に気づかず、世 
人は美に執している。全くこういうことは醜いことだ。「悪」は説文に「過なり」とあるが、ここでは「亜」字の仮借として用いられている。 
「亜」は説文に「醜なり」とある。〇知善之為善、斯不善已世間で善いとされていること、それは絶対に善いことであるか。たとえば甲国 
と乙国が戦争し、甲国の人が強力な兵器を発明して乙国の人々を大殺戮し、甲国を勝利に導いたとする。その人は甲国に取っては善いことを 
したが、乙国の人々から見れば大変悪いことをしているのである。このように、善•不善という観念は相対的なものであるから、こういう善 
を「善だ善だ」と思い込んで、いわゆる世間的見方における不善をむやみやたらと排撃するようなのは、大きな目で見ると全く善くないこと 
なのである。〇有無相生有と無という概念は互いに相手があってはじめて生まれ出るものだ。四部叢刊所収の宋刊本•河上公本には「有」 
の字の上に「故」の字がある。しかし唐代に作られた竜興碑の老子道徳経の本文には「故」の字がない。文意から考えて、前の四句と「有無 
相生」以下の六句とは「故」の字を以て結ばれるような関係に置かれていない。むしろ論理的には後の六句から前の四句が引き出される方が 
ふさわしい感じがする。そこでこの「故」の字はテキストから削った。〇無為相対的人為を去り絶対の道に則した行為。一見それは何もし 
ないことのように思われるが、そうではない。〇行不言之教天地の運行、四季の循環、自然はもの言わず整然たる法則を人々に啓示してい 
る。そもそも言葉というものが相対的差別的世界の産物であるから、そういうもので窮極的道理を説き明かすことは不可能である。故に聖人 
は、自然の世界がそうしているように、もの言わず道を体現することによって窮極的道理を教示しようとする訳である。〇万物作焉而不辞 
これは主語の「道」が省略されたものであろう。道は天地の万物が生じても、自分がそれを産んでやったのだと説いたりしない。 
gla 馬叙倫や武内義雄博士らは、この章に錯簡ないし後人の言の混入があるのではないかと疑っているが、余り煩雑であるから、その紹介 
は省略する。 

安民第三 

H この章は、安らかに治める方法を説いている、そこで「安民」と題されている。 

不 i 尙 i&C 使 ，I 民不争。？貴-1 P 得之貨；使- 
民不鳥 k 。 不可 k 、 第民心^亂。是 
以聖人治、虛_真心【寘一其獎 P 其志一 

安民第三 一五 


賢を尙ばざれば、民をして爭はざらしむ。得難きの貨を貴ば 
ざれば、民をして盜を爲さざらしむ。欲す可きを見さざれば、 
民の心をして亂れざらしむ。是を以て聖人の治むるや、其の心 



老子道経上 r ゝ 

强 -- 其骨 f 常 使，， 民無知無欲『使.夫智者不二を戯 しくして、妒の麟を歡し、 k の一 r £ くして、 k の齡を 
敢爲- 也。 爲--無爲； 則 無 $ 治。 配くし、？ 11をして1妒" 無 i ならしめ、ぎ£をして齡て 

爲さざらしむ。無爲を爲せば、則ち治まらざる無し。 

ii (人間が生きて行く上に絶対必要な食物•衣服•住居などを作り出し、苦しい労働に従事しているのは農民や工人であ 
るのに、 彼らは低く見られ、国民の実生活に大して寄与しているとも思えないいわゆる賢者、実は口舌の徒の方がたっとば 
れている。だから、人民は馬鹿らしくなって、自分の持ち場を捨て去り、らくな生活が出来て尊敬される地位に ¢6°こうと し 
て、 知識を競い理窟を述べたてて争うようになるのである。) 

いわゆる賢者を無暗に尊んだりしなければ、人民は争ったりすることなく、おだやかに各々の仕事に励むであろう。 

(人間が生きる上に絶対必要なものは衣•食•住であるのに、これらには大した価もつけられず、手に入れることの難しい 
珍奇な宝玉の類は贅沢品であるに過ぎないのに無暗に尊ばれて高い価をつけられている。こんなものを 一つ二つ 手に入れれ 
ば、 苦しい労働をしないでも一生安楽に暮らせると思うから、人民に盗心が起る。) 

手に入れることのむずかしい珍宝などいうものを無暗に尊んだりしなければ、人民は盗心など起さなくなる。ほしがるよ 
うなものを見せびらかさなければ、人民の平常心を乱さないで済む。だから道を体した治者は、人民の虚栄心を無くさせ、 
腹一杯食べさせ、むやみやたらに高きを望む志を弱め、現実に生き抜くことの出来るようにその筋骨を強健ならしめるので 
ある。そして常に人民をして巧知あらしめず、不当な欲望を起させないようにし、かの知ったかぶりするような者などに決 
して出しゃばった振舞をさせない。こういうように、相対•差別を超克した無為の政治を施すならば、天下は安らかに治ま 
らないということはない。 

〇不尚賢いわゆる賢者なるものをたっとばない。〇難得之貨手に人れることのむずかしい財物、すなわち畫の類を指す。〇不見 
可欲ほしがるようなものを見せつけない00使民心不乱人民の心を乱れさせない。この句の中の「民」の字は、使用 テキストには 無い 
が、傅奕本にはある。前に「使 二 民不 P 争」や「使-一民不 P 為 k 盗 〇」 と各句に「民」の字が入っていることと、この句も「民」の字がある方が意 
味が良く通るので、傅奕本に従い補った。〇智者知識あるもの。使用テキストでは「知者」となっているが王弼本で「智者」となっている 



テキストが あるので改めた。理由は、老子道徳経の全文を通して見るのに、「知」と r 智」の二字が、前者は道の認識に向かう人間の尊い能 
力、いわゆる「叙知」の意味に用いられ、後者は片々たる知識の意味に用いられ、区別されており、この章の内容から考えて、智者とした方 
が適当であると判断されたから。 

gi 武内義雄博士は、この章の中の「聖人之治、虚 M 其心 T 実，一其腹 T 弱 U 其志 -■» 強 M 其骨？」だけは老聃の語であり得るだろうが、外の部分は 
愚民政治を主張したもので、慎到の主張に一致するから、恐らく老聃の語ではなかろうと述べておられるが、果たしてこれはいわゆる愚民政 
治を説いたものであろうか。もしそうだとすれば、この語が老聃の言であろうとなかろうと、道家の最高の典籍たる「老子道徳経」中に載せ 
られている限り、私どもは、道家の政治論に反撃を加えざるを得ない。 

私はこの章の趣旨は必ずしも愚民政治を説いたものでなく、当時の社会情勢に反撥し、人民の幸福を守るために説かれたものであろうと考 
える。と言うのは、孟子公孫丑下に見える陳臻 e ) と孟子との問答や、同書の滕2文公章句下に見える彭更と孟子の問答、更に韓非子外儲説 
左上に見える「利の在る所には、民之に帰し、名の彰(巧)るる所には士之に死す。……故に中章胥己仕へて中牟の民、田圃を棄てて文学に随 
ふ者、邑の半ばなり。云云。」の記録から、戦国時代の諸侯が人民に対しては苛歛 ( r ) 誅求 S ”) をほしいままにしながら、賢者•遊説の土な 
どに対し、どれほど手厚い待遇をしていたかが判るのである。こういう風潮に対し、心ある者はどれほど憤懣を覚えたことだろうか。恐らく 
道家の学者たちは、これでは人民は救われないと感じていたのではあるまいか。第三章は大体第二章の趣旨を敷衍して政治策を説いたもので、 
必ずしも「老子道徳経」全体の思想と矛盾するものではないと思う。そして、この章がどういう世相を背景として産み出されたものであるか 
を考えると、「老子道徳経」の思想が決して孔子以前のものではないことも諒解出来ると思う。 

無源 第四 

1この章は、主として道が万物の始祖であることを述べている。「無源」とはどういう意味であるかといえば、源の無いもの、一番最初 
のもの、すなわち万物の始祖たる道を指しているらしい。そう解すると、章旨にかなった題名であると言えよう0 

道冲而用>之、或不 k 。 淵乎似=萬物之宗」 

挫=其銳 f 解，萁紛一和萁光 一 同-一其塵 I 」湛 
兮似 ki 存。吾不知_|誰之子一象帚之先一 

無源第四 一七 


道は沖にして之を用ふるも、或しく盈たず。淵として萬物の宗 
に似たり。」其の銳を挫き、其の紛を解く。其の光を和げ、其 
の塵に同ず。」湛として存する或るに似たり。吾、誰の子たる 
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一を知らず。帝の先に象たり。 

道は空虚な器 (2 っ)のようにからっぽであるが、それをいくら用いても永久に充満することがなくて、あとが使えな く 
なるようなことがなく、奥深くて万物の祖先であるような感じがする OJ ( そして生み出した万物に各々所を得しめ生々発展 
を遂げさせようとして)万物の中で 鋭 さを持っているものをくじき、万物の中で起る紛争を解決し、万物の中できらびやか 
な光を放つものの光をやわらげ、道自身、万物の中の塵と身を同じに置いている0」こうした道は深くたたえた 水の ようで 
表面には何も見えぬ が、 その奥深い所に 何 かが存在しているようである。その何かが道の本体であろうが、私は、それが何 
から生じたものであるかを知らない。それは天よりも先にあったもののようである0 

〇冲この字は傅奕本では「盅」の字に作っている。「冲」の字は説文に「涌繇也」とあり、泉水が上騰する意味で、この意味では.こ 
の章の内容と適合し難い〇 r 忠」の字は説文に「器ノ虚也」とあり、空虚な容器を意味していて、この意味ならこの章の内容に適合する。ただ 
し「沖」と r 盅」は音が同じで昔は通用されたと考えることは出来る。すなわち「盅」が本字で、「沖」はその仮借と見れば、「冲」字の まま 
にして置いても、空虚の意に解釈出来る。従って、しいて傅奕本に従って「盅」の字に改めることをしなかった〇 0或不盈「或」は河上公 
注に従ぇば「常」と訳すべきでぁるが、塵はこの河上公注の説を否定し、「古無二此義こと断言し、正しくは「久」の字に作ったろうと述 
ベている。「或」と r 久」では字形が甚だ異なるから、兪樾説に従って軽々に字を改めることは避けねばならぬが、馬叙倫は、或•又•久 • 
有の四字は昔皆通用していて、この「或」の字は意味の上からは「久」が良いであろうと述べている。私はこの説に従った。「盈」は充満の 
意。0淵乎似万物之宗「淵」は深いさま〇 r 宗」は祖先〇 〇挫其鋭「其」の字が何を指しているかが問題であるが、万物之宗すなわち「道」 
か「万物」 かの、 いずれかであろう。前者とする学者もあるが、それでは「同， 萁塵 この句の解釈に困難を感ずる。「万物」を指すとすれば、 
比較的に通りが良いので、ここでは「万物」と解して置いた。なお「挫，一其鋭一」から「同，一其塵一」までの四句を錯簡とする学者もあり、或い 
はこの四句の主語を道を体した人物と見なして解釈している学者もあるが、そうなると、解釈もおのずから異なって来る。詳論は余説に譲る 
が、一応この四句を前後の文と一連の内容を持つものとして矛盾なく解釈しようとすれば、「其」の字が「万物」を指すと考えて、通釈の如 
き訳をせざるを得ないと思う。「挫二其鋭-」は自然界•人間界を通じて鋭いものは脆いという現象が見られる。これは道が万物の鋭いものを 
挫いているためであるという意味らしい。〇解其紛「紛」の字は「忿」の字に作っているテキストもあるが、どちらでも意味は通ると思う 
ので、そのままにして置いた。万物の紛争を解決するという意味。どんな紛雑な争いごとも、長い目で見ると、うまく解決されて行くという 
見方であろうか。〇和其光光というのは人間で言えば知慧、物質で言えば宝石の輝きなどを指すのであろう。こういうものはあまりきらび 



やかに示せば他の羡望•嫉妬を買い、不和や禍いを招くもとになるので、それをやわらげぼかすのである。〇同其塵万物の中の塵と身を同 
じに置く。道は あらゆる 所に存する。塵の中にさえも。〇湛兮似或存 r 湛」は水の深くたたえられていること。 r 兮」は音調を助けるために 
添える助辞。詩•賦に多く用いる。「或」は「有」と通用する。「或不：，盈」の項参照。〇象帝之先「象」は普通は「かたどる」と訓ずるが、 
高亨は「象は猶似のごときなり」と説いている。しばらく高亨の説に従い「にる」と訓じて置いた。「帝」は天帝とか天の意味。 

— i 「和光同塵」という言葉がこの章から生まれ、今日なお通用している。その意味は、「己の智徳才気の光をやわらげぼんやりとさせて世 
俗に随うこと。」とされている。現在通用している意味が或いは著者の真意であったかも知れない。「挫其鋭」以下の四句は第五十六章にも同 
文がある。そこで、錯簡によって第五十六章の文がこの章にまぎれ込んだのではないかと疑う学者もあるが、一方、同じ成句を二箇所で重ね 
て用いていると見る学者もあり、私は後者の意見に従った。そうして、この章を筋の通るように訳出しようとすると、現在通用している意味 
のようには訳せないのである。殊に「同二其塵-」の「其」が何を指しているか、「和光同塵」のように「其」の字が入っていなければ問題は 
ないが、「其」という字が入っている以上、これを追求せざるを得ない。そこで、結局、通釈に示したような解釈を取った訳である。 

虛用第五 

n 道は不仁であるように見えるが、それは虚心であるからである。その虚というものの用が無限であることをこの章は説いている。そこ 
で「虚用」と題されている。 

天地不仁' 以=萬物一爲=芻狗；聖人不仁、 

以 ， i 百姓 I 爲 i 狗；」天地之閒'其猶_|橐籥 I 乎。 

虛而不 fe ' 動而愈出。」多言數窮。不 A 如 i 

守 A 中。 

天地はいわゆる仁などという人間的な愛情は持っていない。天地が万物を扱う態度は全く虚心であって、ちょうど人 
人が祭祀の際に用いる「藁で作った狗」を扱うようである。(芻狗は祭祀の用に供せられる時は美しく飾られ大切に取り扱 
われるが、一旦祭祀が終ると、路傍に棄てられ、通行人から踏みにじられ、ついには草刈りに拾われて、たきつけにされ 

虚用第五 一九 


てんちふじん ばんぶつ もつ すうく な せいじんふじん ひやくせいもつ T < 

天地不仁、萬物を以て芻狗と爲す。聖人不仁、百姓を以て芻狗 

な てんち かんそ な たくやく きよ つ 

と爲す。」天地の閒、其れ猶ほ橐籥のごときか。虛にして屈きず、 

うご いよいよい たげん しばしばきゆう ちゆう まも し 

動いて愈 M 出づ。.一多言は數 M 窮す。中を守るに如かず。 



老子道経上 こ 〇 

てしまう。人々は別に芻狗を愛して大切にする訳で も、 芻狗を憎んで猱躪する訳でもない。ただそれは、使命を果たす ため 
に作り出され、それが終れば元の世界に引き戻されるだけなのだ〇)道を体した聖人も同じで、 彼は万民に 対していわゆる 
仁などという人間的な愛情を抱いている訳ではなく、人々が芻狗に対する時のような虚心な態度で万民を扱う〇 ( この 虚心 
の用の無限であることは次に述べる如くである。)」天地の間は、あたかも「ふいご」のように 虚 である。だが、 その働きは 
尽きることがなく、動けば動くほど(「ふいご」が風を吹き出すように)万物がその間から生まれ出て来る 〇」 饒舌 eOJ ; ^ はし 
ばしばゆきづまるものだ。虚(虚心で無言)を守るにしくはない。 

〇天地不仁仁とは孔子以来儒家が最高の徳目として掲げて来ているもので、主として他人に対する真実な愛情、思いやりの5を指すも 
のである。老子道徳経では、道というものは、そういう人間的な愛情などよりもずっと高い宇宙的理法で あると 考えられている。 だから、「弋 
地不仁」と言っているのである〇 〇蠶で作った犬で、祭祀の用に供した〇荘子天運篇に、「夫れ德狗の未だ陳 せられざるや、盛るに篋 
衍を以てし、巾するに文繡を以てし、尸祝斉戒して以て之を将(，)ふ。其の已に陳するに及んでは、 行く 者其の 首背を践3:み、 蘇 者(けこ)反 
つて之を爨 Q ) ぐのみ。」とある。祭祀が終ると廃物とされ、通行人がこれを踏みにじり、遂にはたきつけにされた ものら しい 00聖人老子 
道徳経の中に出て来る聖人には、道を体した有徳者と、道を体した有徳な為政者(ないしは王)の二通りの意味が f が、この場合は後者。0 
百姓「百官」と「人民」の二通りの意味があるが、この場合は後者 0 0 橐籥ふいご。〇不屈尽きない 。「屈」 は 「渴」字の仮借で、 R き 
るの意味〇 〇不如守中「中」の字は「忠」に作るテキストもある。これで も 一応意味は通るが、この章全体の 趣旨から 考えて、 「忠」 の 仮借 
と考えた方が良い〇 r 盘」は空虚を意味するから、「中」は虚心、又は無言と解されよう0 

Bi 「天地不仁、以-一万物-為-一芻狗-〇聖人不仁、以 -- 百姓一為-一芻狗？」この四句は取りようによっては実に酷薄無慚な言葉となろう。儒家の説 
く道は、人情を基としていて真に温い教えである。それに対して、道家の説く道は余りに も 冷厳である ような 印象を この 句な どからは受ける。 
しかし、真理は、かくも冷厳なものなのであろう。この文に盛られた思想こそ、或いは道家の宇宙観•人生観の極致を 示したものかも知れない。 

戦国時代の思想家中、最も合理主義的色彩の濃い者と言われる荀子の天論篇に、「天行、常有り、堯の 為に 存 せず、桀の為に亡びず0…… 天 
は人の寒を悪( 3 むが為に冬を輟(ゃ)めず。地は人の遼遠を悪むが為に広きを輟めず。云云 0 」 の文があるが、 この 冷厳なる宇宙的 真理を確認 
した点で、両者には一脈通うもののある事を感じさせられる。時代の順などから見て、荀子のかかる 思想は、或いは道家の 思 混こ，影響され」こ 
ものかも知れない。 

なおこの章は、永楽大典では、後の「谷神不ぃ死 . 用\之不一勤也。」までに連なって第五章となっており、景竜碑では、第四章から第六 





章までを一章と見ていて、テキストに異同が多い。又この章の内容も三段に分れていて、この間の連絡が明瞭でない。馬叙倫や武内義雄博 - F 
などは、この章を三つの独立した文章と分けて考えておられる。恐らく両氏の考えられたように、三段の文章は、元来は独立していたもので 
あろう。 しかし、それが今本のように第五章の中に一文の如く まとめて 置かれたのは、今本の編者が、これら三つの成句の中に鼓吹されてい 
るものが、等しく虚心であると考えた所から、ばらばらな三つの成句を一箇所に並べた結果であろう。こういう編者の意図を汲んで、なるベ 
く全文に連絡のつくような訳を試みて置いた。 . 

成象第六 

11この章は、道が不滅の生命を持ち、無限の働きをしていることを説いている。その題に「成象」とつけたのは、 どういう 訳か。河上公 
本の編者の意図が理解出来ない。とにかく、この章は内容と題名が一致していないように思われる。 

谷神不宛' 是謂，一玄牝一玄牝之門、是謂= 

天地之根 I 綿綿乎若 i 存、用乏不 fe 。 

谷神すなわち天地万物を産み出す大いなる力は不死不滅である。これを玄牝すなわち微妙な女性という。この玄牝の 
門は、天地の生じた根本の場所である。この産みの親たる谷神は人目につかず微かにしかも永遠に存在し続け、産みの働き 
を続け、玄牝の門を用いているが、疲れることがない。 

n 〇谷神道の異名。徐鼐は「谷」を r 穀」の仮借で養うの意であるとしている。確かにうなずける意見である。私は谷神とは道を指し 
ているのであって、前章で天地を「ふいご」に譬えているように、谷を持ち来たって道を象徴しているのではないかと思う。玄牝とか根とか 
いう語が続けて用いられていることと考え合わせると T 谷」は女性々器を象徴し、谷神は生成作用を言ったものではあるまいか。〇玄牝奥深 
く微妙な女性。天地万物を産み出す幽玄な生成作用。〇玄牝之門玄牝が天地を産み出した門。0天地之根天地の生じ来たった根本。0綿 
綿うち続いて絶えぬさま。「綿綿乎若^:」の主語は谷神•玄牝之門の二つが考えられるが、前者として、後の「用 x 之不 k 勤」の句の「之」 
を玄牝之門を指すと考えると通りが良いように思う。〇用之不動「之」は玄牝之門を指すと思われる。「勤」は説文に「労也」とある説明が 
この場合にも適合する。「労」はつかれるの意。 

成象第六 11一 


こくしんし これ げんぴん い げんぴん もんこれ てんち こん い 

谷神死せず、是を玄牝と謂ふ。玄牝の門、是を天地の根と謂ふ。 

めんめん そん ごと これ もち つか 

綿綿として存するが若く、之を用ふれども勤れず。 



老子道経上 ニニ 

この章の文句は、そっくり列子の天瑞篇に「黄帝書日」として引用されている。これはどういう訳であろうか。史記の記述に従えば、 
老子道徳経は老聃の自著であり、荘子の記述に従えば列子は老子よりも後輩の筈である。そうすれば、列子天瑞篇の引用は当然「老子日」と 
いうような形になるべきものである。今の列子の書の成立が何時頃であるかは種々議論のある所であるが、少なくとも天瑞篇のこの部分が成 
立した頃(戦国末〜漠初)には「谷神不死…… J の文句は老子の言葉として世間に知られていたものではなかったことだけは承認されねばな 
るま . so 

黄帝書なるものは亡んで伝わっていないので、それが何時頃何人の手によって著わされたかは知るすべもないが、漢書芸文志に黄帝四経. 
四篇(亡)黄帝銘•六篇(残)黄帝君臣•十篇(亡)雑黄帝.五十八篇(亡)等と書目が記載されており、「今こそ亡んで伝わっていないが、 
韓非•呂覧•淮南等に引見するもの、おおむね透宗の警語多く、道家の鼻始たるに愧 S じないものがある。」と顧実も漢書芸文志講疏で述べ 
ており、どうも相当古くから伝わった道家の一書であったらしい。 

黄帝書が「老子道徳経」成立以後の書であったら、当然「列子」にある「谷神不死」の文句も「老子日」となりそうに思うから、実際は黄 
帝書の方が「老子道徳経」成立の以前に存在していて、(老子原本と黄帝書の成立はどちらが先かは別問題。韓非子の解老.喩老篇には谷神 
不死以下第六章の文句は全然出て来ない)老子道徳経も列子も、共にこの書から「谷神不死」の文句を取ったと考えるのが一応一番自然であ 
ろう。 

こう推論を重ねて来ると、この小さな一事実からも、老子道徳経の成立事情が史記の記載の如きものでないことが知られると思う。 

韜光第七 

11この章は、聖人が天地の態度にならって無私である故によくその私を成し得ることを説いている。 r 韜光」という題は「知徳の光をつ 
つみかくす」という意味であるが、この章の内容に対してあまり適切なものではない。 

天長地久。天地所以能長且久 I 者、以 s 其 
不_|自生一故能長久。」是以聖人後，真身 M 
身先、外，萁身 I 而身存。非：以_|其無叙邪。 

故能成，萁私； 


てん なが ち ひさ てんち よ なが か ひさ ゆ&ん もの そ 

天は長く地は久し。天地の能く長く且つ久しき所以の者は、其 

みづか い もつ ゆ&よ ちや*'.. *0 ぅ ここ 

の自ら生きんとせざるを以てなり。故に能く長久なり。」是を 

もつ せいじん そ み あと みさき そ み そと みそん 

以て聖人は其の身を後にして身先んじ、其の身を外にして身存 

そ わたくしな もつ あら ゆ •& よそ わたくし な 

す。； K の私無きを以てに非ずや。故に能く其の私を成す。 




天地は長久である。天地が長久であり得る訳は、自ら生きようという意識がないからである。故によく長久でありう 
るのである。」だから天地のこの無私の態度にならう聖人は、自分の身を後にして他の人々を先に立てようとするが、かえ 
って人々から慕われてその身が先に立てられるようになり、自分の身を考慮の外に置いて人々のために尽くすが、かえって 
人々から大切にされてその身が存続される。それは聖人の無私の態度からそうなるのではないか。無私だからこそその大我 
が完成されるのである。 

Mia 〇以其不自生自ら生きようなど出しゃばった態度を取らないから。 〇故能長久 r 久」の字は使用テキストでは「生」になっていた 
が、竜興碑その他には r 久」に作っている。上文からのつながりを考え、「久」に改めた。〇非以其無私邪聖人に私利私欲がないからでは 
ないか。疑問の形を用いることによって意義を強めた言い方〇 〇故能成其私故によくその大我を完成する。この句の「私」は、前句の「私」 
と全く同意義のものであるかどうかが問題である。もし同意義だとすると、「是以聖人後，萁身ご以下の後段の文章は「無私であるから私欲 
を満たすことが出来るようになる OJ という晦渋な論法になり、誤られると、「私欲を満たすためには へり 下った無私の態度を取れ。」という 
老獪な処世術を導く。或いは、そういう意味であったかも知れぬが、老子道徳経全般の趣旨から、どうもそうは解したくない。そこで、この 
句の「私」は自我.大我の意に解することにした。 

易性第八 

H この章は、水を譬喩に取って不争謙下の徳を説いている。題の「易性」とは「形状の変化し易い性質」の意で、水を指したものであろ 
う。そうだとすれば、一応、章題として不都合はない。 

上 善若永。水善利=萬物|而不1爭。處，|衆人 
之所窸。故幾，一於道 一」 居善 i 地、心善 i 淵' 

與梦仁' 言善 i 信、政善 i 治' 事善 i 能' 動 
梦時。 J 夫唯不 i 爭'故無一尤。 

韜光第七易性第八 二三 


じや*5ぜ‘ん みづ ごと みづよ はんぶつ り あらそ しゆうじ.^ にくと;:ろ 

上善は水の若し。水善く萬物を利して争はず。衆人の惡む所 

を ゆ*みち ちか きよ ち よ こころ えん 

に處る。故に道に幾し。」居には地を善しとし、心は淵なるを 
善しとし、與ふるには仁なるを善しと し、 言は信なるを善しと 

せい をさ よ こと のう よ うご 

し、政は治まるを善しとし、事には能なるを善しとし、動くに 
は時なるを善しとす。 J 夫れ唯爭はず、故に尤無し。 



老子道経上 二四 

最上の善は、譬えて見ると、水のようなものである。水は万物に利益を与えていながら、円い器に入れば円くなり、 
四角な器に入れば四角になるといったように、決して他と争わない。そして多くの人々のいやがる低い位置に身を置く。だ 
から、水こそ道に近い存在と言える。」善とは次のようなものである。その起居生活は大地の如く落ち着いているのが善く、 
心は淵の如く静かで奥深いのが善く、与えるには報いを求めることなく仁愛をもってするのが善く、言ったことは必ず実行 
して信 G こ)なるが良く、政治は平安無事に治まることが善く、事をなすには能力のあるが善く、動くにあたっては時にかな 
うのが善い。」そもそも水の如くに決して争わないからこそ、他からうらみとがめられないのだ。 

〇処衆人之所悪「悪」は「憎悪」の「悪」と同じ用法で、「にくむ」の意。多くの人々は低く賤しい地位をいやがる。けれども、水は 
低い所へ低い所へと下ってゆく。だから、多くの人々のいやがる所に身を置くという事になる〇 0故幾於道「幾」は説文には r 微也•殆也」 
とあるが、ここにはこの意味では通じない。「近」の仮借と考えるべきであって、「近い」と訳す。〇政善治「政」の字は底本では「正」に作 
っているが、「政」に作っている他のテキストも多い。どちらでも良いのであるが、現在では政•正の二字が古代に通用していた事を知らな 
い人も多いので、判り易くするために「政」に改めた〇 r 正」のままにして置くとしても、「政」の仮借と考えて訳すべきであろう。 

1「夫唯不^ K 故無 k 尤」の二句は「水善利-一万物一而不/争」の下にあるべきだと馬叙倫が述べているが、肯綮に当たる。また武内義雄博 
士は「居善 k 地」以下の七句は上善の善の字を説明した古い注語の残存したものだと述べているが、馬叙倫の説と合わせ考え、参考に価する 
意見であると思う。とにかくこの章は、第一段.第二段.第三段に分けて見て、(原文に」で段落を示して置いた。)第一段と第三段は良く連 
絡するが、第二段の部分だけは何か上•下としっくりしない。そこで馬叙倫や武内博士のような意見も出て来るのであろう。 

運夷第九 

H この章は、盈満(於)を戒め、謙譲を説いている。「運夷」という題は、「運」は「うつる」、「夷」は「たいらか」で、「平安な場所にう 
つる」の意。盈満を戒め謙譲の徳を守り、功成り名遂げた後、退いて身を平安な場所にうつすという意味で、この章に題したものであろう。 

持而盈 i 之不 i 如， I 其已；揣而銳 i 之不 AfTl 長保； 

金玉滿 A 堂莫_|之能守；富貴而驕自遺，真咎； 


ち これみた そや し きた これするど なが 

持して之を盈すは其の已むに如かず。揣へて之を銳くすれば長 

たも ぺ きんぎょくだぅ み こ n - ょま' t > な ふぅき 

く保つ可からず。金王堂に滿つれば之を能く守る莫し。富貴 



功成名遂身退天之道。 にして ii れば §1力ら斯の齡を*?す。^^り^!ぎげて射齡くは芳 

の歡なり。 

1器に水を一杯に盛って、こぽすまいこぽすまいと心配しながら持っているくらい愚かな話はない。一杯になる前に盛 
るのをやめる方が良い。鋒双を鍛えて鋭くするにしても、余り鋭利にすれば折れたり歯こぼれしたりして、長く保つことが 
出来ない。必要な度合を考えて、鋭さも控え目にすべきである。黄金•宝玉を堂にまで溢れるほど蔵したら、どうしてそれ 
を守り切ることが出来ょう。富貴であるからとて驕った振舞 ( fi ) をすれば、自然に他人から咎めを受けるょうな結果にな 
る。功成り名遂げた後、その栄誉の地位から身を退ける謙譲な態度こそ、天の道にかなった振舞である。 

〇持而盈之不如其已馬叙倫は「持」を「庵」の仮借と見、説文の「良儲 n 置屋下一也」の意で解こうとしている。 この 考え方でゆく 
と、「持而盈之」の句は、下に出て来る「金玉満 k 」 の句と殆ど同様な意味を持つことになり、僅か四十余字から成る短いこの章の中で、冗 
漫な繰り返しをしたことになって、感心出来ない。淮南子道応訓に、孔子が桓公の廟で、宥巵 ( L t ) という、水がみつればくつがえる器を見て、 
弟子に盈満を戒めたという話があり、その終りに、故に老子日く、「此の道を服する者は盈つることを欲せず。云云」と 第十五章の老子言を 
引いているが、この句もそれに似た戒めの言葉と解して良いのではあるまいか。従ってこの「持」は文字通り「手に持つ」ことであり、「之」 
は容器を指すと解せられる。〇揣而鋭之 r 揣」は説文では「量な り」 とあって、この場合の意味としてふさわしくない 。馬叙倫は この 字を 
「鍛」の仮借と見ているが、適切な見解であろう。 r 揣」は「きたえる」の意。「之」は刀槍などの「鋒刃」を指す。0金玉満堂 「堂」 の字 
は傅奕本では「室」に作っている。畢沅は意味の上から「室」に作る方が良いとし、馬叙倫は「室」と「守」が同韵になるから「室」に作る 
方が良いとしているが、「室」に収め切れないで堂にまで溢れる と 解すれば、意味の上では「堂」の字のままにして置いた 方が 良いと考えら 
れる。「堂」は表座敷、「室」は居間•奥座敷。 

能爲第十 

^11この章は、道を体し、無為の治を布 S き、天地の化育に参する王者の徳を説く。題名の「能為」は、文中の「愛/民治/国、能無為 . 0 I 
の「能無為」の三字を中略したものか、或いは無為なればこそ能く為すことが出来るの意で、この章に附せられたものであろう。 

運夷第九能為第十 11 E 
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營魄に載り1を抱いて、能く離るること無からん。氣を專らに 
し柔を致して、能く嬰兒たらん。玄覽を滌除して、能く疵無か 
らん。民を愛し國を治めて、能く無爲ならん。天門開闔して、 
能く雌たらん。明白四達にして、能く無知ならん。」之を生じ 
之を畜ひ'、生じて有せず、爲して侍まず、長じて宰せず。是 
を玄德と謂ふ。 

心をとりまいている肉体に乗り、心中に道を抱いて、これから離れることのないようにしよう。精気を専一に保ち身体 
に十分に柔軟性をまねいて、嬰児のようであろう。心を洗い清めて過誤のないようにしよう。民を愛し国を治めて無為であ 
りたいものだ。天門の開閉、すなわち万物の生滅変化に応じて、雌のように従順でありたいもの だ。 心は明らかで四方の出 
来事に通じていながら、愚者のようでありたいものだ。」道が万物を生じ、徳が万物を畜なし)っているが、自らが産み出し 
ておきながら我がものとせず、自らがしておきながらその功を恃まず、自らが成長させておきながらそれを支配しない。こ 
ういうのを玄徳という。(上に述べたように、道を守り徳を養って ゆく 者は、この道の如く、生じて有せず、なして恃 まず、 
長じて宰せずの心がけを保ち、玄徳の域に達したいもの だ。) 

ai 〇載営魄「載」は乗るの意。「営魄」の「営」は原義は「四方を取り囲んだ住居」であるが、この場合は「囲む」だけの意。「魄」は 
肉体。従って「営魄」とは「魂を囲んでいる肉体」の意となる。この三字の意味については、古来種々の説があり、真意をつきとめることは 
甚だ困難であるへが、字義と、この章全体の趣旨からこのように訳した。参考までに、異説の主要なものを举げると、王弼は「載は猶ほ処のご 
ときなり。営魄は人の常居の処なり0」と注し、河上公は「営魄は魂魄なり。人魂魄の上に載り以て生くるを得。当に之を愛養すべし OJ と注 
している。武内義雄博士は、「営」は人の精気、魄は形体、「載」は安んずるの意としている。諸橋辙次博士は、営魄は熒魄で、まよえる魂を 
いう。載は「みつ」或いは「おさむ」と訓ずる。「営魄に載$つ。」は独立した一句であって、人生が迷える魂に満ちたものとの意味である 
としている。〇抱 一 r 一」は第二十二章に「聖人抱二為，一天下式ご第三十九章に「天得二以清、地得"以寧」などの例があるが、これら 
の用例から見て、道を指すことが明らかである。〇専気致柔専ら精気を守り保って乱さず、身体またこれに応じて柔軟ならしめること。〇 
滌除玄覧 r 滌」は水で洗い清めること。 r 玄覧」は心のこと。心は奥深く暗い所にいて万事を観るので、こう呼んだのである。〇疵原義は 
病であるが、転じて凡そ事の過誤を疵と言うようになった。故意に人の過ちを責めることを「毛を吹いて疵を求む」という。この章では、過 


載塾魄 I 抱二 能舞離。專 k 致>柔、能嬰 
兒 ■ P 除玄覽一能瘐疵。愛 i 民治 i 國、能 
無爲。天門開闔'能爲>雌。明白四達、 

能無知。」生 A 之畜乏、生而不 A 有、爲而不 A 
恃'長而不 i 幸。是 P I 玄德； 



誤の意味に解して匱く。〇能無為よく無為でありたい。「無為」は、相対的人為を去り、絶対の道に則した行為。「無為」の「為」の字は、 
使用テキストでは「知」の字に作ってあるが、他の諸本には「為」になっている。「明白四達、能無知」と後にもまた「無知」の語が出て来 
て、重複で煩わしい感じもし、且つ文意の上から考えても「為」の字に作る方が良いと考えられるので、改めた00天門開闔「天門」とは 
天が万物を産み出す門戸。開闔の「闔」は閉じること。〇能為雌よく雌のように従順でありたい。「為雌」の「為」の字は使用テキストで 
は「無」の字に作っているが、他の諸本は皆「為」になっている。文意から考えて「為」に作る方が良いので改めた。〇能無知よく愚者の 
ようでありたい。己の知徳の光を表に輝かさず、謙遜でありたいという気持。〇生之畜之「生之」の主語は道、「畜之」の主語は徳、「之」 
は万物を指す。第五十一章(八八ぺージ ) 参照。〇玄徳最も奥深い徳。 

この章には種々の議論が寄せられている。まず章首の「載営魄抱一」の「載」の字について、孫詰譲は冊府元亀に唐の玄宗の五載詔を 
載せて、道徳経の「載」の字を改めて「哉」としており、この「載」は「哉」の字に改めて上文に属せしめた方が良いと言っている。また馬 
叙倫も載•哉の二字は古く通用されており、改める必要はないが、この章は皆四字句(馬叙倫の見たテキストに依れば)であるのに、この句だ 
け五字句になっているから、「載」の字は上文に属せしむべきであると述べている。これに対し武内義雄博士は、淮南子道応訓の引用文、群 
書治要の老子、景福碑等によると、前章の終りは「也」字で結ばれていて、更に「哉」字を要しない。それから、楚辞の遠遊篇に 「 H 一営魄一 
而登霞兮。」という句があることから、秦漢以来「載」の字を「営魄 J と切り離さずに解釈されたもので、これを分離したのは玄宗を始めと 
すると述べている。私は武内博士の説を妥当と考えている。 

次に「生 k 之畜^ N 」 以下の文について、馬叙倫は、これは第五十一章の文の錯簡ではないかと疑っている。その理由は、「生/之畜 k 之」以 
下の文と上の文とが内容において相応じていないということが主で、その他、この章と第五十一章の王弼の注に若干問題点があることなど、 
副次的理由も掲げているが、主たる理由となっている上下の文の内容上の連絡•対応関係は、必ずしも馬氏の言う如く断絶したものでもない 
と思われるし、王弼注の問題も確実な証拠となし難い。私としては、今本の形のままで通釈出来れば、なるべく現形を尊重して行きたいとい 
う気持があるので、俄かに馬氏説に賛成することが出来ない。 

無用第十一 

H 世人は形あるものの有用性は良く知っているが、形なきもの、空虚なるものの有用性を認識しているものは少ない。家の屋根•柱•床 
などは、人を居住せしめる室の空虚な部分を形づくるためのものである。ところが、それに気づいている者は少ない。かく空虚な部分が真に 

無用第十ー ニ七 
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有用であることを説き、これより連想させて、無すなわち道の有用であることを読者に悟らしめようとするのがこの章の趣旨である。無の有 
用なるを説くという意味で、「無用」とこの章に題されているのは適切。 

三十幅共-二轂 I 當-真無|有=車之用！ 挺 J 埴 
以爲一器。掌萁無 I 有-一器之用：撃一戶牖 I 以爲 
室。當-萁無 I 有-一室之用；故有之以爲 A 利、 

無之以爲角。 

( 道はその存在が知られない。いわば無の如きものであるが、その働きを譬えると次のようである。)車輪の三十本の 
輻2は一つの載し)の空虚な部分に集中している。その載の空間部が軸を通しているからこそ始めて車輪はその働きをな 
すことが出来るのである。粘土をまるめて器を作る。その器は中の空間部があればこそ物を容れるという器の働きが果たさ 
れるのである。また戸や窓をあけて室を作るが、室というものは人を容れる空間部があればこそ室としての働きをなすこと 
が出来るのである。このような訳であるから、有すなわち存在するものが人々に利をもたらすのは、無すなわち存在しない 
もの隠れたるものが働きをなすからである。(道あればこそ万物の働きも可能であり有用となってくるのである。) 

〇三十輻「輻」は車輪の矢。河上公注によると、昔は月の日数に法 «) って車輪には三十本の幅を用いたという。〇共一穀「共」は 
同じくするの意。「載 {?- し)」は車輪の中心にあって軸3を通し、輻を集めている部分。〇挺埴「埴」は粘土。「挺」 

は使用テキスト，では「诞」に作ってあるが、これは説文にない字で、馬叙倫は王弼本により「挺」に作るべきで、且 
つ「搏3」の仮借とし、 r 搏」の意味は、説文に「搏は手を以て之を圜 S めるなり。」とあるのが、この場合よくあ 
ては まると 述べている。「挺」の字義は、説文に よると 「挺は長な り。」 とあるが、これでは、ここの意味として適当 
でない。馬氏説に従い「博」の仮借と見て訳出した。〇為器 r 為」は説文によれば「母猴 r !) なり」とある。'作る 
という意味に用いるのは「偽」(人為の意)の仮借として用いられているからである。0繫戸牖「鑿3」はうがつの意。「牖」は窓。 

Him 老子や荘子には普通人の考えも及ばない物の見方や考え方が随所に見られる。この章の如きはその良い一例である。道という虚無なも 
のの存在を、一般世人は普通意識していない。それに対して、実はこれこそ最も尊いもの有用なものであるとして、器や室の例を取って合点 
させる。その譬喩の巧みさ、 S の奇抜さは、ちょっと他に類を見いだせない。油絵の如く、画面一杯に絵の具を塗りつけ、いささかの余白 



三十の幅は一載を共にす。其の無に當りて車の用有り。埴を挺 
レ して以て器を爲る。其の無に當りて器の用有り。戶牖を鑿ちて 
以て室を爲る。其の無に當りて室の用有り。故に有の以て利を 
爲すは、無の以て用を爲せばなり。 



をも残さない洋画に対して、中国の絵画は古来主材を簡潔に描くのみに留めて、余白を生かすことに苦心が払われていると聞く。こういう、 
いわゆる「無の芸術」の思想根拠も、かような老荘の「無の効用」の思想に由来するのではあるまいか。 

檢欲第十二 

ii この章は、耳目口腹の欲望は人間の本性をそこない勝ちなものであるから、人々はこういう欲望を適度におさえ、質実な生活を営み、 
道に向かうべきであると説いている〇 r 検欲」の題名は、「欲望をとりしまる。」という意味で、この章の趣旨に良くかなっている。 

五色令 ii 人目盲一五音令=人耳聾一五味令_| 

人口爽一馳騁田獵令-入心發狂一難 i 得之 
貨令，入行妨一是以聖人爲 fe 不 i 爲 i 目。故 
去 i 彼取一此。 

1— (我々を生かしている大切なものは素朴で質実な生活を営もうとする正常な心掛けと、真実を見通す聡明さとであるが) 
飾り立てたさまざまな美しい色彩(ある衣裳や調度など〕は、それに耽溺 ( K ) すれば人の目を眩惑させ、内面の真実の美を 
見窮める明を失わせてしまう。美しい音楽も同様で、これに耽溺すれば、真実の声に耳を傾ける聡明さを失わせてしまう。 
おいしい御馳走は素朴な味覚を傷つけやぶり、馬を走らせ狩をす.る遊びは人の心を熱狂させて正常心を失わせ、手に入れ難 
い珍宝は不当な欲望を人に起させる結果、人の正常な行ないを妨げふさぐ。だから、聖人は腹をみたす質実な生活のために 
力を注ぎ、目をたのしませる華美な生活のために力を注がない。だから、私は彼すなわち目のためのものを去り、素朴で質 
実なこれすなわち腹をみたすの道を取って、心の静止.聡明さを保とうとするのである。 

B — 〇五色青•黄•赤•白.黒をいう。昔はこの五種の色が主要な色であったので、およそ色彩が多種で明らかなものを皆五色というよ 
うになった。この場合は後者の意味で、更にこういう美しい色彩を持った衣裳•調度という所まで具体的に考えると、理解しやすい。〇令人 
目盲人の目を盲にする。盲にするといっても、文字通りの意味ではなく、物事の真相を見通す眼力を失わせるという意味に取った方が良 
い。〇五味酸•苦■甘•辛•鹹のこと。五色の場合と同様、ここでは種々な味わいを配した御馳走を指す。〇令人口爽 r 爽」は、やぶる 

検欲第十ニ ニ九 


五色は人の目をして盲ならしむ。五音は人の耳をして聾ならし 

ごみ ひと くち さぅ ちていでんれふ ひとこころ 

む。五味は人の口をして爽ならしむ。馳騁田獵は人の心をして 

si つきやぅ えがた くわ ひと おこなひ さまた ここ もつ 

發狂せしむ。得難きの貨は人の行をして妨げしむ。是を以 

せいじん はら ため め ため ゆ&かれさ これと 

て聖人は腹の爲にして目の爲にせず。故に彼を去りて此を取る。 
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の意。人の口すなわち味覚をそこなわせる。〇馳騁馬をはしらせること。〇田 m かりをすること〇 〇難得之貨金銀珠玉など。珍宝00 
故去彼取此この句の主語は著者。文の形から見ると、聖人のようにも見えるが、前に「是以」の二字が あり、また ここで 「故」 の 字が出て 
来るから、聖人を主語とすることは少しおかしい。「彼」は目、 r 此」は腹を指す。 

前章もそうであったが、この章も実によく首尾一貫し、題名また内容にかなっている〇荘子天地篇の末章に、この章の趣旨と甚だ通う 
文があり、この章の理解に役立つと思われるので、参考に引いて見よう。「夫(そ)れ性を失はしむるものに五有り。一に日く五色、目を乱り目 
をして明ならざらしむ。二に日く五声、耳を乱り耳をして聡ならざらしむ。三に日く五臭、鼻を薰 a ) し困儍( IX )顙 (g た)に中 (e る。四に日く 
五味、口を濁らし口をして厲爽ならしむ。五に日く趣舎、心を乱り性をして飛揚せしむ。この五者は皆生の害な り 0」老荘の思想にはこうい 
う風に人間の感覚的欲望を出来るだけ制御しようとする傾向が強いが、その理由には、主としてかかる感覚的欲望にともすれば本6を失われ 
がちな人間に対する警告の意味が含まれていたろう。但しこれが為政者側に悪用されれば、人民に低い生活を甘受させる口実となり、一種の 
愚民政策に連なりかねない。 

冑 e 第十三 

l _ ii この章は、人間というものはとかく寵辱に心を奪われ、一喜一憂しがちなものであるが、そうであってはいけない。そんな表面的なも 
のよりも、もっと大切なもの、すなわち真の自我を尊重すべきであるという趣旨を説いている。「默 ( e 恥」の「默」は「厭」と同じで「きら 
う」の意。「恥辱をいとう気持〇」を克服すべきことを、この章が説いているので、 こう 題したものらしい0 

寵辱若 a 驚' 貴，天患-若 A 。 何謂 i 辱若 i 。 

寵爲 A 上辱爲 A 下。得 A 之萝驚、失 A 之萝驚。 

是謂，一寵辱若鮝。何謂天患一若身。吾所 W 
以有-天 患-者、 爲 -1 吾？身。及-一吾無，身、吾 
有-一何患一故貴以 A 身爲 H 天下-者、則可％,一於 
天下；愛以 A 爲 n 天下一者、乃5以託_1於天 


ち-1^5じ4く4^ろ ご•と たいくわんたつと ^ ごと な C ちようじよく 

寵辱驚くが若く、大患を貴ぶこと身の若し。何をか寵辱 

おどろ ごと い， ちよ5 じやう な じよく げ な これ え 

驚くが若しと謂ふ。寵を上と爲し辱を下と爲す。之を^:て 
は一ろくが新く、 $ぅ知な ひては？が FO 彎 S く W く 

i Vi と なに たいくわん たつと みごと ,, われ 

ガ若しと謂ふ。何をか大患を貴ぶこと#-の春しと識ふ。却 口の 

たいくわんあ ゆ*ん もの b れみ う ため b れみ ^ 

大患有る所以の者は、吾身を有とするが爲なり。^!身を無とす 

ぉゾ われなん わづらひ あ ゆ表たふと み もつ 

るに及びては、吾何の患か有らん。故に貴ぶに身を以てして 



下； P を獻むる勒には、す f ち P を&すぺ可し。動するに4を3て 

して天下を爲むる者には、乃ち以て天下を託す可し。 

世人は寵を蒙0 r ) ることや辱(£3を受けることで心を驚動させ、また身の大患となるもの(前章に述べられている五色. 
五味.五音.珍宝など)を身を尊ぶと同じように尊んでいる。「寵辱驚くが若し」とは何のことか。世人が寵をたっとぶべ 
きものとし、辱をいやしむべきものとして、辱を受ければ心驚き' 寵を失えば心驚いているさまを言っているのである。こ 
れを「寵辱驚くが若し。」というのである。「大患を貴ぶこと身の若くす。」とは何のことか。自分の身に大患があるのは、 
自分の身を無暗と喜ばせようとして快楽に耽り財貨を貪るからで、自分の身を無にし、いたずらに快楽を追い財貨を貪るよ 
うなことをしなければ、どうして大患があり得よう。だから、真の意味で自分の身を尊ぶべきことを知って天下を治めるよ 
うな人にこそ天下を寄せることが出来、自分の身を愛すべきことを知って天下を治めるような人にこそ天下を託すること 
が出来る。(このような人こそ人間を幸福にする根本的要件が何であるかを知っているから。) 

EiEa 〇寵辱「籠」は愛されること。「辱」はそしられること。〇大患大きなわざわい。ここでは大きな禍いとなるもの、すなわち前章の 
五色.五音•五味•馳騁田狐•難 k 得之貨などを指す。この大患を「籠辱」を指すと見る説もあるが、それでも通る。〇若驚寵為上この五 
字は使用テキストにはない。「若レ驚」の二字は王弼本にはある。「寵辱若/驚、貴，天患一若/身。」と冒頭に掲げられている二句を、この章では 
後の部分で「何謂……」という風に各個に引き出して説明しているが、「貴，|大患1若；，身。」の句の説明文では「何謂 T 貴，一大患一若*身。」と全部 
引いているのであるから、 r 寵辱若 k 驚。」の句の方も、王弼本のように全部-? I いているものの方が良いと思われ、この二字を加えた。次に r 寵 
為上」の三字は、これのあるテキストと、ないテキストが相半ばしている。この三字がないと、文旨が通じ難いので、あるテキストに従い、 
加えた。〇得之若驚、失之若驚この二句の中にある「之」の二字は何を承けているか。意味の上から考えると、上句の「之 j は「辱」、下句 
の「之」は「驚」を承けるとするのが一番素直なので、通釈に示したように訳したが、 r 寵為 i 、 辱為^下。得：，之若：，驚、失：，之若；，驚。」と並 
んでいる四句の形の上から、そうすることが許されるかどうか、いささか不安である。武内博士は「之(寵)を得て驚くが若く、之(辱)を失ひ 
て驚くが若くなる云云」と訓じておられる(岩波文庫•老子〕が、文の形から見れば、この方が普通の承け方であろう。しかし、武内博士の 
承け方に従えば、 r 寵を受ければ驚喜し、辱を失えば驚喜する。」と訳せようが、「得^®」と「失；，辱」は内容的に殆ど同じことであるから、ど 
うしても重複冗煩(だ5)の感を免れ得ない。また「之」は二字とも「寵」を受けるという考え方も出て来ると思うが、これは「辱」を無視し 

猷恥第十三 三 I 
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ているという点で落ちつかない。この受け方に従えば、「籠を得れば驚喜し、籠を失えば吃驚(は)し悲しむ」と訳されよう〇この二句が「失ド 
之若；，驚、得 X 之若ぃ驚。」という順になっていれば具合が良いのであるが、そうなっていないので、このように種々の解釈が出て来る訳であ 
る。〇故貴以身為天下者この句は後に出て来る「愛以/身為， I 天下一者」の句と共に、訓じ方や意味の取り方において異説の多い所である 
が、この章全体の趣旨と文形に鑑( I ん)みて r だから身を貴ぶことを知って天下を治める者。」と訳して置いた。荘子の在宥篇に、「故に君子已 
むを得ずして天下に臨蒞せば、無為に若くは莫し。無為にして而る後に其の性命の情に安んず。故貴以身於為天下、則可以託天下。愛以身於 
為天下、則可以寄天下。」と、殆どこの章と同一の文章があり、坂井喚三氏は、この部分を「故に身を以て天下を為 S むるよりも貴べば、則 
ち以て天下を託すべし。身を以て天下を為むるよりも愛すれば、則ち以て天下を寄すべし〇」と訓じておられる(荘子新釈)〇荘子の文の 方に 
は道徳経の文より「於」の二字が多く、「託」と「寄」が道徳経の順と逆になっているだけの違いであり、「於」の字が省略されても比較の意 
を表わす例は少なくないから、道徳経の方もこのように訓み解釈することが不可能ではないかも知れぬ。そうすると、「天下を治めることす 
なわち天子という栄位につくことよりも、自分の身を尊び愛するように悟っている人にこそ天下を寄託することが出来る0 」 という意味に な 
り、よりよく通る。但し、荘子の文のこの訓じ方は、文法的に可能であるかどうか疑問があり、「故に貴ぶに身を以てすれば、天下を為む る 
に於ては則ち以て天下を託すべし〇」というように訓むのが普通のようであるから、坂井氏の訓み方は一応の参考に留めて置く0 

ドィッの哲学者ショゥペンハゥェルがその著書で arerga und で aralipomena (小論集及び補遺、一八八一年刊行)の中の Lebssaphoris- 
ョ ns (処世哲学)で、人間の運命に相違を来たすものを次の三要素に帰し、人間の幸福にとって最も大切な部分は「実我」であり、最も頼む 
に足らぬ部分が「社会我」であることを説いているのは、この章の趣旨を近代の哲学者らしく分析的に解いていると言っても良いもので、甚 
だ興味深い。その論証を紹介するのは煩わしきに過ぎるので省略するが、彼のいわゆる「三要素」を次に記して匱く〇 ( 一)実我。最も広い意 
味における人格で、その中には、知性•徳性•健康•体力.美貌などが含まれる。(二)物我。あらゆる種類の持物(说)•財産〇 ( 三)社会我。 
すなわち他人に思われ見られている我—対人我—他人の頭の中にある我で、毀誉や社会的地位など。なお、この「身を尊び愛せよ0」という 
思想は楊朱の思想と通うものがあるようである。孟子の滕文公篇下に、孟子が楊•墨を痛烈に排撃している条があるが、察するに、孟子の 
頃、楊朱の思想は墨子の説と並んで一世を風靡していたようである。ところで、その楊朱の思想がどういうものであったかは、古い 資料が 乏 
しくて判明し難いが、列子•荘子•韓非子などに彼の言説が散見しており、また淮南子氾論訓に「全性保身、物を以て形を累はさざる、楊朱 
の立つる所なり。」とあるのなどを通して想像するに、彼は地位•名声•貨財などによって人間の本性がそこなわれないようにせよという思 
想を抱いていたものらしい。この考え方は、確かに道徳経中の主張と通うものを持っている。崔東壁が老子五千言は楊朱の偽托したものだと 
唱えた理由の一っも、こういう点に在るのである(解題「著者」の項参照)。 
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—1 この章は、道が人間の感覚では捕らえられず、時間的•空間的には無限であり、万有を支配する偉大な存在である旨を説いている。「眢 
玄」とは、「奥深い道をほめたたえる」の意味で、章旨に良くかなった題名であると思う。 

視一之不 i 見。名日 A 夷。 P 之不聞。名日一希。 

搏レ之不 i 得。名日一微。此三者不 i 可11致詰！ 

故混而爲 J 。」其上不>徽'其下不一味。繩 
繩不名。復廊於無物；是謂，一無狀之狀. 

無物之象；是爲=忽恍 I 」迎一之不>見>萁首； 

隨一之不 i 見 ii 其後！ 執=古之道 一 以御-一今之有 f 
以知吿始；是 PI 道紀 I 

1(道は人間の感覚で捕らえられぬ隠れた存在である。)じっと視てもその姿は目に映らない。こういう点から名づけて、 
夷(ぃ)すなわち「影も形も無いもの」という。じっと耳をすまして聴いてもその声は聞えない。こういう点から名づけて希 
X すなわち「音声の無いもの」という。手でさぐり求めてもその体に触れ得ない。こういう点から名づけて微(び)すなわち 
「隠れたるもの」という。この夷•希•微の三つの性質を具えたものは、感覚にょってはどんなにしても究明することが出 
来ぬ。道はもともとこの三者が混じて一つになっている存在である。」 

その存在は、その上面が明らかな訳でもなく、その下方が暗いというものでもない。無限定であって名づけょうがない。 
いわば無物の状態、すなわち渾沌に立ち帰っている。だから、これを形状のない形状、物のない形態という。こういうのを 
r ほんやりしている」というのである 

賛玄第十四 三三 


之を視れども見えず。名づけて夷と日ふ。之を聽けども聞え 
ず。名づけて希と日ふ。之を搏へんとすれども得ず。名づけて 
微と日ふ。此の三者は致詰す可からず。故より混じて一と爲 

そ うへあきら そ したくら じようじよう な 

る。」其の上皦かならず、其の下昧からず。繩繩として名づ 
く f からず。無物に復歸す。是を無狀の狀.無物の象と謂ふ。 
是を忽.と爲す。」之を迎ふれども其の首を見ず。之に隨へど 

そ しりへみ いにしへ みち と もつ いま う ぎよ もつ 

も其の後を見ず。古の道を執りて、以て今の有を御し、以て 
古始を知る。是を道紀と謂ふ。 
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それは前から迎えようとしてもその首が見える訳ではなく、後からついて行こうとしてもその後が見える訳でもない(無 
限の存在である)。それは太古以来の道理を執り持って今の万有を支配し、万有の始源を知っている。これを道の有する紀 
綱というのである。 

〇視之不見「視」は事物をつまびらかに察すること。「見」は物の形が目に映ること0 0 名日夷「夷」は影も形も無いさま。この字 
は、説文では「東方の人なり。」と説明されているが、この意味では通じない。馬叙倫は、この字は「幾」の字に作るべきだと論じている0 
説文に「幾は微なり」とあるから、「幾」字に改めても一応意味は通るが、私は「夷」字のままで良いと思う。その訳は、列子天瑞篇に道徳 
経のこの文と殆んど同じものがあり、列子では原初の渾沌たる状態を「易」と呼び、「易は形埒なし」と説明されている。ところで、爾雅釈詁 
に「夷は易なり。」と説明されているので、道徳経の「夷」は列子の「易」と同意のものと判断されるからである。〇聴之不聞「聴」は耳の 
感覚を用いること。「聞」は声が耳に接して覚るところあること。0名日希「希」は普通は「少ない」という意味に用いているが、道徳経で 
は「音声の無いさま」をさしているらしい。第四十一章の「大昔希声」もそう見て解すれば良く判る〇 〇搏之不得「搏」は音は「ハク1。捕 
らえるの意。〇名日微 r 微」は「微行」「微服」の「微」の如く、人をして知らしめないこと。つまり「隠れたるさま」のこと。小爾雅広詁 
に r 微は無なり」とあるが、これで も 通る。〇此三者「三者」とは夷•希•微という道の三つの属性を指すが、 r 此三者」の訳は、「此の三 
者を具えた道」とした。〇致詰「致」は「致知格物」の致と同じで、「深く審 ( g *) らかにする」の意。「詰」は「責め問う」の意。従って致 
詰は「究明する」の意となる。〇故混而為一「故」は「ゆ糸に」と訓じては意味が通り難くなる。爾雅釈話に「古は故なり」とあるが、こ 
の場合は「古くから」或いは「もとから」の意に解した方が良い〇 〇其上不皦「其」は三者混じて一となっている把捉し難い存在である道 
を指している。「皦」は明白の意。〇其下不昧「昧」は天の将に明けようとして明けないさまを §• う。暗いさま〇 〇繩繩糸の絶えないよう 
に、はてしないさま。〇忽恍「恍惚」と同じ。ぼんやりしたさま。〇道紀「紀」は説文に「絲を別つなり」とあるが、多くの糸を別け統べ 
る意味で、ここから転じて「ものごとの大綱」「規律」等の意味に用いられるようになった。「道紀」は道の大綱。 

中庸の第十六章に、「鬼神の徳たる、其れ盛なるかな。之を視れども見えず。之を聴けども聞えず。云云。」という文章がある。中庸で 
は r 視れども見えず、聴けども聞えざるもの」を鬼神としており、道徳経では道としている。道徳経に説かれている「道」の思想は「鬼神」 
の思想よりも遙かに進んだものであって、常識的に考えても後世のものと言えよう。すると、初めは「鬼神」の形容として用いられていた 
「視れども見えず、聴けども聞えず」の文句が、後に「道」を形容する文句として用いられるようになったと想像することが出来る。このよ 
うなことを考えながら、この章を読んでいると、いつしか私の頭に描き出されてくるのはシャーマンの姿である。「其上不レ皦、其下不 k 昧〇 
繩繩不：.可；^名。復 n 帰於無物？是謂二無状之状•無物之象？是為二忽恍一」という文句など、ひょっとしたら、もとはシャーマンが次第に忘我の 



状態に入って行くさまを述べたものではなかったか。道徳経の思想はシャーマ-1ズムを遙かに越えた哲学的なものであると思うし、 この 部分 
の意味も一応通釈に示して置いた通り、道を形容しているものと思うが、どうも道家と巫とには何か関係があるような気がしてならない。 


顯德第 
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この章は、前章の道が把捉し難い存在で あると いう説明を承けて、その道を体得した人物が、これまた把捉し難い姿の持ち主で ある こ 
とを述べている。そして、更にこの道を保つ者が盈満を求めない故に蔽 S れてもまた新しく成ると論じている。 r 顕徳」 という 題は、かかる 
道を体した人物の徳を明らかにする という 意味でつけられたものらしい。 


古之善爲 i 者、微妙玄通、深不％酗。 
夫唯不識、故强爲 ， i 之容一與兮若，1冬渉， 
川、猶兮若1畏，|四隣1儼兮其若奢'渙兮 
若11冰之骑釋'敦兮其萝朴、曠兮其若 i 谷、 
渾兮其若> 濁。」孰能濁以靜 i 之徐淸。孰能 
安以久動 i 之徐生 LJ 保11此道 I 者、不>欲1盈。 
夫惟不 k 。 故能蔽復成。 


いにしへ よし ものびめうげんつう ふか L ぺ そ 

古の善く士たる者は、微妙玄通、深くして識る可からず。夫 

S た-^し5 ぺ 、ゆ袅 L これかたちな よ ふゆかは 

れ唯識る可からず。故に强ひて之が容を爲せば、與として冬川 

わた ごと いう しりん おそ ごと げん そ きやく 

を渉るが若く、猶として四隣を畏るるが若く、儼として其れ客 
たるが若く、渙として冰の將に釋けんとするが若く、敦とし 

そ ぽく ごと くわう そ たに ごと こん そ にご 

て 其れ朴の若く、曠 として 其れ谷の若く、渾 として 其れ濁れる 

/と たれ よ にご もつ これ しづか おもむろ す 

が若し。」孰か能く濁るも以て之を靜にして徐に淸まさん。 

たホ よ やす もつ ひさ これ うご おもむろ しやう 

孰か能く安んじて以て久しくし之を動かして徐に生ぜん〇」 

こ ft たも もの み ほつ そ ただみ ゆ袅よ 

此の道を保つ者は、盈つるを欲せず。夫れ唯盈たず。故に能く 
蔽るるも復或すなり。 


昔の善く士たるもの、すなわち道を体得したものの態度は微妙で、しかも心は奥深く融通無碍@である〇心の奥底が 
甚だ深いので、他人には彼が何を考えているのか知ることも出来ない。どうしても知ることが出来ないので、しいてその外 
側を形容して僅かにその人柄を髪髴2 F ) させると、彼は冬に川をわたる者の如くためらいがちであり、周囲をおそれる者の 
如く用心深く、 また 威儀厳然として、 まさしく 客に行った人のようであるかと思う と、 春陽 (g る) に氷の まさに 融けよう とする 
如く、事物に渋滞せず、樸のように飾りけがなく、.谷のように心がむなしく、一見濁っているかの如く、多くのものを受け 


顕徳第十五 


三五 
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入れ混じている。」いったい誰が濁っているものを静かにして置いて、おもむろに清(す) まし 得るであろうか。またいったい 
誰が安定して久しくなっているものを動かして、おもむろに新しきものを産み得るであろうか。(道を体得した者のみがよ 
くな し 得る所である。)」この道を保つ者は(道は無限定の存在であるから盈 (み) ちることがない。従って道を体する者は) 盈 
ちることを欲しない。そもそも決して盈ちようと欲しない(偉大な存在である)からこそ、 よくや ぶれた状態を治めてまた 
新しく生成せしめることが出来るのである。 

〇古之善為士者昔の善き士は。傅奕本では r 士」が「道」になっている。「道」の字であれば「昔の善く道を為®)めた人物(或いは 
君主)は」という意味になり、一層良く意味が通る。或いは第六十八章の「善為ぃ士者不 k 武」(一ーニべージ)の文が暗示となって、後世書 
写の際「道」が「土」に誤られたのかも知れない。〇微妙玄通態度が微妙、心が奥深く、道に通じている。0不可識「識」は説文に「知 
なり」とある。知ることが出来ない。〇与兮「与」は疑いを表わす詞('^)。これを「予」の字に作るテキストもあるが、「予」は説文によれ 
ば「大きな象」であって、「与」が正しい。但し「予」と「与」は仮借し合うから、「予」を「与」の仮借字と考えれば「予」でも構わない0 
「兮(？)」は音調を助けるために添える助辞で、意味はなく、訓読の場合は普通これを読まない。主として詩賦に用いる。0猶兮「猶」は説 
文によれば「獲の属なり〇」とある。猿の一種である。曲礼中の「猶予」という言葉に、正義では「説文に猶は獲の属、予は象の属とある。こ 
の二獣は皆進退する場合疑うことが多い。人の疑惑することの多いものはこれに似ている。だから、これを猶予という〇」という説明を下し 
ているが、段玉裁はこじつけの説だとこれを排している(説文段氏注。猶字の項参照)。思うに、 r 猶」は「猷」の意で解したら良いのではな 
いか。 r 猷」と「猶」は古く通じた字であり、爾雅釈詁に r 猷は謀なり」、釈言に r 猷は図なり」とある。「謀をめぐらす。用心する。」が、こ 
この「猶」字の意味として最も適切であると思う。〇渙兮若冰之将釈「渙」は説文に「流れ散るなり」とある。ここでは事物に渋滞せぬさ 
まを表わしている。「釋」は説文に「解なり」とある。固く結ばれているものを解くこと。この句は前後の句の形と比べると、ちょっと変っ 
ている。劉師培や高亨は、文子上仁篇に引かれているこの文が r 渙兮其若二冰之液こと作られているのがこの文の原形であったろうと述べて 
いるが、卓見である。意味の上からも、句の形の上からも、両者の説の通りと思われるが、詳論は省く (老子翦詁並びに老子正詁参照)。0 
敦兮其若朴 r 敦」は篤厚。きまじめなこと。「朴」は説文に「木の皮なり」とあるが、朴(界)という木の名で、その皮が薬用に供せられたの 
である。ここではこの意味では通じ難い。他のテキストでは「樸」に作っているものが多いが、「樸」が本字で、「朴」はその仮借である。 
「僕」は説文に「木の素なり」とある。山から伐り出したばかりで、彫飾を施してない「あらき」のこと。〇曠兮「曠」は原義は「明らか」 
であるが、転じて空虚の意となる。むなしいさま。〇渾兮 r 渾」は説文に r 溷流の声なり」とある。また説文によれば「溷」は「乱な り」 



であるから、これは多くのものが入り乱れているさまと訳せよう。〇孰誰。何。疑問の詞。〇故能蔽復成 r 蔽」は r 敝」に作るテキスト 
もある。 r 敝」が正字で r 蔽」は借字。その意味は、説文に「敗衣なり」とあるのが原義で、引き伸ばして、およそ敗れることを皆指すよう 
になった 〇 「復成」は使用 テキストでは「 不新成」の三字になっていたのを、景竜碑その他の テキストに 従って改めた。「不新成」では通じ難 
いように思う。 

歸根第十六 

この章は、生まれ出たものは、あたかも木の葉が枯れ落ちて再び根に帰ってゆくように、すべてその根源に立ち帰ってゆく。これが天 
地自然の姿なのである。また静こそ万物の賦性である。この真理を知る者は、心があくせくしないから、大きく人を容れることが出来、つい 
には道にかなうまでになるという旨を述べている。そこで「帰根」と題されている。 


致一虚極、守 i 靜篤、萬物竝作' 吾以觀-萁 
復；夫物芸芸'各復巋其根一歸 fe 日レ靜、 
是謂一復一命。復一命日 i 常、知 i 常日 i 明。不レ知一 
常妄作凶。知禽容、容乃公、公乃王、 

王乃天' 天乃道■道乃久'沒 A 身不 i 殆。 


虛を致すこと極まり、靜を守ること篤ければ、萬物竝び作る 

h > れもつ そかへ み そ ものうんうん おのおのそ ね 

も、吾以て其.の復る々觀1。夫れ物' I 云 YC るも〕各{其の省に 
復歸す。根に歸るを靜と日ひ、是を命に復ると謂ふ。命に復る 

じやう い じやう し めい い じ T し みだり な 

を常と日ひ、常を知るを明と日ふ。常を知らずして妄に作 

きよう じやう し よう よう すなは こう こう すなは 

せば凶なり。常を知れば容、容なれば乃ち公、公なれば乃 
ち王、王なれば乃ち天、天なれば乃ち道、道なれば乃ち久し 
く、身を沒するまで殆からず。 

^心を虚しくしきり、心を静かに保つことが篤3いと、万物が並び生じても、やがてその根源である道に復帰して行く 
という自然の理法を私は観取することが出来る。そもそも万物は、草が繁茂するように生じ栄えるが、それぞれその根源で 
ある道に復帰して行く。根源たる道に帰って行くことは(流動やむことない現象界から静寂な本体に帰ることだから)静と 
言えよう。(静は本体たる道の姿であり属性である。従って道から生まれた万物の賦性は静である故に)これを賦せられた 
性にかえるという。万物がその賦性にたち帰ることを、常すなわち恒常の真理という。恒常の真理を知ることを聡明とい 


帰根第十六 


三七 
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う。恒常の真理を知らずに、盲滅法に行動する者は不吉を招く。恒常の真理を知るものは(あくせくしないから)寛容であ 
り、寛容であれば人々に対して公平となる。公平なものは王者の徳を具えることになる。王者の徳を具えたものは天理にか 
なった行ないをする。天理にかなった行ないをする者は道に達する。道に達した者は長久の寿命を保ち、生涯危険に身をさ 
らすことがない。 

H 〇致虚極、守静篤「致」は使用テキストでは「至」に作っていたが、王弼本•傅奕本ともに「致」に作っており、この場合、自動詞で 
ある「至」ょりは他動詞である「致」の方が適当であるから改めた。「致 k 虚 J は私心や先入観を取り去って無念無想の境地になること。「守レ 
静」は心の平静を守ること。心を虚静に保つことは真理を認識する方法である(余説参照)。〇万物並作「作」は興起するの意。ここでは 
「生ず」と訳して置いた。〇芸芸テキストにょっては「云云」に作っているものもある。 r 芸」は元来は草の名。「云」が本字で、「芸」は借 
字。「云」は「雲」の古文で、雲の湧き昇るさまをかたどったもの。「云云」は万物の盛んに生々繁殖するさまをいう。〇妄作凶「妾」の本 
字は使用テキストでは「萎」 に 作っていたが、諸本「妄」 に 作っており、且つ河上公注も「道の常に行く所を知らずして妄に作$し巧詐す 
れば則ち神明を失ふ。故に凶なり。」とあって、河上公本も元来 r 妄」字に作っていたと思われるので、改めた。妄 ($) に行動すれば凶を招 
くの意。〇没身不殆 r 殆」は危ういの意。生涯危険な目に逢わない。 

Bim r 笋虚極、？静篤。」の二句は、真理を認識する方法として心を虚静に保つべきことを説いたものであろう。これについて、併わせ参 
考にすべきものに、荀子解蔽篇の次の如き文章がある。これも道の認識法として心を虚•春.静に保つべきことを説いたものであるが、この 
章の理解を助ける意味で、煩をいとわず記す。また老子と荀子とには、どういう関係があるのであろうか。その点については終りに私見を 
述べる。 

「何を以てか道を知る。日く、心。心何を以てか知る。日く、虚窀にして静。心未だ嘗て臧3せずんばあらざるなり。然り而して所謂虚 
有り。心未だ嘗て両 (1) ならずんばあらざるなり。然り而して所謂一有り。心未だ嘗て動かずんばあらざるなり。然り而して所謂静有り。 
人生まれて知る有り。知れば志(抄すあり。志すは臧するなり。然り而して所謂虚有り。已に臧する所を以て将に受けんとする所を害せず。 
之を虚と謂ふ。心生じて知る有り。知れば異なる有り。異なる者、同時に之を兼知す。同時に之を兼知するは両なり。然り而して所謂一有 
り。夫 S の一を以て此の一を害せず。之を老と謂ふ。心臥すれば則ち夢み、偸*)むれば則ち自ら行ひ、之を使へば則ち謀る。故に心未 
だ嘗て動かずんばあらず。然り而して所謂静有り。夢劇を以て知を乱さず。之を静と謂ふ。未だ道を得ずして道を求むる者は、之を虚春 
にして静と謂ふ。之を則 S と作$す。将に道を須 u ) めんとする者、之れ虚なれば則ち入り、将に道を事とせんとする者、之れ窀なれば 



則ち尽く。将に道を思はんとする者、静なれば則ち察なり。道を知りて察、道を知りて行ふは、道を体する者なり。虚一にして静なる、之 
を大清明と謂ふ。」 

「老子道徳経」と荀子にはどういう関係があるかは未だに詳細な研究がなされていない。果たして現在の形のような「老子道徳経」のテキス 
卜が荀子の頃出来上がっていたかどうか、甚だ疑問であるが、「老子」の思想と称せられるものが荀子の頃既に知られていたことは、天論篇 
に「老子は訕3に見る有り。信(伸の仮借)に見る無し。」の老子批判の語があることからも明らかである。この解蔽篇の「虚«而静」や、天 
論篇に見える「天道観」 など、 荀子の書に盛られた学説の一部に「道徳経」の思想と通うように考えられるものが見いだ される が、これは時 
代の順から見ても、荀子が初期道家の思想の影響を受けた結果ではないかと思う 

淳風第十七 

真にすぐれた君主は、人民がその存在を知っているだけで、彼がどんな政治をやっているか知らない。それは彼が無為の治をしいてい 
るからである。家畜がふえ、収穫が増すといった具合に、仕事がうまく行っても、君主のお蔭を蒙っていることなど万民は意識しない。自分 
たちの努力が実って自然にそうなったのだと思っている。こんなふうに治まっている世の中こそ真に太平の世であって、人民は淳僕な風俗に 
従い、のどかに暮らしてゆくことが出来るのである。この章の趣旨は大体以上のようなものである。題名の「淳風」とは、 r 淳樸な風俗」と 
いう意味で、この章の趣旨によくかなっている。 

太上下知 i 有一之。其次 P 之譽一之。其次畏一於- tf は3护るを妒るのみ。 k の招はおに駆しみ^ S を！"む。 
之' 其次侮一之' 信不 i 足焉。猶兮其貴 j 目。其の k は么を畏れ、其の^?はだを海る。信私らざればなり。齡 
功成事遂、百姓皆謂，一我自然； として k れ數を*!べ。繫り¥|^げて、^1翳§?ら紛りと 

Ilf へり。 

(太古の)最上の明君は無為にして化すの治を布いていたので、下にいる人民はただ君主のおわすことを知っているだ 
けで、別に彼の存在を有り難いとは思っていなかった。その次に現われた君主は、(民に仁政を施したので)人民は上に親 
しみ、これを誉めたたえた。その次に現われた君主は、(民を治めるのに権力を振りかざし刑罰をもって臨んだので)人民 

淳風第十七 三九 
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は畏れるだけであった。更にその次に現われた君主になると、(内政•外交ともに、へまばかりやって人民を苦境に陥れたの 
で)人民はこれを侮るようになった。人民が君主を侮るのは君主の側に信 ii こ)が足らぬからである。君主たるものは人民に 
約束したことは必ず実行せねばならぬものであるから、思慮をめぐらし、言葉を貴ばねばならぬ。(無為の治が布かれた太 
平の世においては)人民がそれぞれ功を成し、事を達しても、君主の政治のお蔭ではない、自分たちの力でそうなったのだ 
と思っている。 

〇太上下知有之「太上」は太古の最上の君主(この解については余説参照)。「下」の字は呉澄本では r 不」に作っている。意味の上 
では「不」の方が良く通ると思うが、他のテキスト、また他書の老子を引用するものが皆「下」に作っているので、そのままにして訳出した。 
人民をさす。「之」は「太上」を受ける。〇猶兮其貴言 r 猶兮」は思慮をめぐらす、用心するの意。第十五章の r 猶兮若 k 畏，一四隣,」の項参 
照。〇功成「成功」に作る本もある。「功」は仕事。〇事遂 r 遂」は達するの意。〇百姓人民。百官。二義あるがここでは前者の意。 

i この章の「太上……其次……其次……」の訳し方であるが、通例、最上の君主、その次に善い君主、というように、質的に最上のもの 
から最下のものへと順に並べたような訳し方がされているようである。果たしてそれだけであろうか。 

私はこの句は、道家の歴史観を示すものではないかと思う。なぜならば、戦国から漢初にかけた一般の風潮として、「太古には黄帝•堯. 
舜•禹など理想的な君主がいた。世が降って次第に君主の徳が衰え、果ては今見る如き混乱の世となった。」といったような考え方があり、 
道家といえどもそういう一般的思潮の外にはあり得なかったろうから。更に「太上……其次……。」という筆法は、左伝襄公二十四年に、「太 
上徳を立つる有り。其の次は功を立つる有り。其の次は言を立つる有り。」といった例があり、杜預 K ) の注では「太上を黄帝•堯.舜、其の 
次を禹稷、更 y . 其の次を史佚•周任•臧文仲」として、歴史上ないし伝説上の人物を年代順にあてはめているのも参考になろう。従って、「其 
次」というのは聖人の下の賢人というような、質的に次階の低いものを指すだけでなく、年代的にも後のものという意味を併わせ持たせた方 
が良いのではないかと考えるわけである。 

俗薄第十八 

H この章は、道が失われてより次第にあさましい世相になって来ていることを述べている0 r 俗薄」という題は、世のならわしが次第に 
淳樸を失い、軽薄 ic なってゆくという意味で、この章につけられたものであろう。 








大道廢有，一仁義一智惠出有，一大僞一六親不 i 
和有=孝慈一國家昏亂有，一忠臣 I 

大道が廃れたために仁義という次善のものが説かれるようになった。智恵ある者が出て来てから、ひどい。®,も行なわ 
れるようになった。一族が不和になったので、親孝行者の存在が目立つようになって来た。国家が混乱したので忠臣の姿が 
浮かび上がって来た。 

la 〇仁義仁と義。慈愛の心と正しい行ない。〇六親父•子•兄.弟.夫.婦。〇孝慈「慈」を「子」に作るテキストがある。孝子 
と忠臣で対文になっているので'「子」に作ったものの方が良いが、慈.子の二字は古く通仮したから、「子」が本字、「慈」は仮借と考えれ 
ば良い。孝子のこと。〇昏乱「昏」は r 昏」の俗字。「昏」は説文に「日冥なり。日に从沉た)ひ氐の省。氐は下なり。」とある。日が沈んで 
暗くなること。「昏乱」は、暗くなり乱れるの意。 

この章については、「老子道徳経」成立の時期の問題等とからんで、従来種々の説が寄せられている。その主なものを記して見ると、 
(一)梁啓超や張煦は、かかる激烈な思想は春秋時代のものとしてはふさわしくないとして、老子の書が戦国末の作であるとする主張の一根拠 
としている(古史弁第四冊)〇 ( 二)津田左右吉博士は、この章の「仁義」の語を取り上げ、仁と義の徳目が仁義と連称され強調されたのは儒 
家の経典において孟子に始まるという見解から、老子の思想は主として孟子の所説に対する反抗として起ったとする説の一根拠にしていられ 
る(道家の思想と其の展開)。(三)武内義雄博士は、荘子天下篇及び荀子解蔽篇の楊偯の注に見える慎到の思想、並びに第十九章末句「絶レ巧 
棄 k 利、盗賊無 x 有」が意林に引かれた慎子の語と一致することから、第十八•十九の両章を慎到言として、老子言と分けていられる(老子の 
研究)。 

これらの説の是非を論ずるには、更に多くの資料をもとにし、詳しい論証をせねばならぬので控えるが、若千私見を述べれば、第十八•十 
九の両章の趣旨は、道徳経全般の趣旨と矛盾するものではないと思う。もしこれが慎到の思想に近いものだとしたら、それは、道徳経を編篡 
した道家の学者たちが、慎到の思想を道家の中に採り入れた結果であろう。従って、これを殊更に慎到言として異分子扱いにすることはない 
と思う。 

道徳経成立の時期については、解題で述べて置いた通りである。 


俗薄第十八 四 


だいだうすた じんぎあ ち &. い たいぎあ りくしんわ かう 

大道廢れて仁義有り。智惠出でて大僞有り。六親和せずして孝 

じ こくかこんらん ちゆうしんあ 

慈あり。國家#亂して忠臣有り。 
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還淳第十九 

1この章は、第十七•十八両章の趣旨を承け、太平の世を致すためには聖智•仁義•巧利の三者を絶ち捨て、淳樸.寡欲な状態に立ち還 
れと説いている。そこで「還淳 J と題した。 

絕 i 聖棄一智' 民利百倍。絕 i 仁棄一義' 民復 
孝慈一絕 A 巧棄 i 利' 盗賊無 A 有■此三者' 

以爲文不 i 足。故令％ i 所 i 屬。見 i 素捭朴、 

少 i 私寡 A 欲。 

世間で高く評価している聖人とか智者を絶ち菜てて用いなければ、人民の利益は百倍す る。 仁とか義とかいういかめ 
しい徳目を絶ち棄てれば、人民は自然の人情として親孝行者に立ちかえる。技巧や利を追う心を絶ち楽てれば盗賊もなくな 
る。以上の三説では、思うに説明の文がまだ不足している。だから続く言葉を用意しよう。素を見わし、樸のように飾りけ 
のない気持を抱き、私欲を少なくせよ。 

〇些 . i 「絶&棄知、民利百倍」「絶 t 棄 jt 民復 -- 孝慈 [1 「絶：，巧棄 Z 利、盗賊無 k 有」の三対の文。0以為文不足 r これでは説 
明の文章が足りないと思われる L ° の意。この句は次の句と共に古来さまざまの解釈が行なわれているが、章旨をよく通すために右のように 
訳して置いた。参考までに、王弼注では、「聖智とは才の善なり。仁義とは人の善なり。巧利とは、用の善なり〇而して直 e 、絶つと云ふ。 
文甚だ足らず。云々」とある。その意味を汲むと、通釈のように、説明の文が足りないということになるようである。河上公注では「以為文 
不ド足」に r 以為へらく文足らずとは、文は以て民を教ふるに足らず、」「故令^^所 i 属」に「当に下の句の如くすべし」と注している。その 
意味は、「文は民を教え導くに十分なものではない。まさに下の句の如く素樸•寡欲を守らせるべきだ」となろう。〇故令有所属 r たから続 
く所の文句を用意させる。」の意。 r 属」は「連続する」の意。 

Hi この所説は、歴史の進展を阻むやや過激な議論ではあるまいか。産業革命の頃、機械の発明によって解雇されたイギリスの多数の労働 


-1 聖を絕ち智を莱つれば、民利百倍す。仁を絕ち義を棄つれば、 

たみかうじ ふく かう たりす たう•そくあ な こ さん 

民孝慈に復す。巧を絕ち利を棄つれぱ、盗賊有る無し。此の三 

しゃ おも ぶんた ゆ*つづ ところあ 

者にては、以爲へらく、文足らず、と。故に屬く所有らしめん。 

そ あら ぽく いだ わたくし すくな ょく すくな 

素を見はし朴を抱き、私を少くし欲を寡くせょ。 



者が、機械こそ自分の敵であるとして、工場になだれこんで機械をぶちこわしたという有名なラッダィト運動の話が伝わっているが、これと 
似通った論法である。機械は労働者が汗水流して働かねばならぬ仕事を、彼らに代ってやってくれる貴重な生産手段である。文句を持ってゆ 
く相手は、そういう生産手段と、それから得られる利益を独占しようとした資本家や、そういう資本家の存在を許す社会制度にあった筈であ 
る。前章までの「老子道徳経」の歴史観は、太古に果たしてそういう淳樸太平の世があったかどうか疑問であるが、世が降るにつれて仁義だ 
の道徳だのがやかましく唱えられるようになり、巧智が発達して来たと見る点において、歴史の流れを表面的には正しく摑んでいると言えよ 
う。しかし、なぜそういう風に変って来たかという点についての観察が未熟であった。この点では韓非子の五蠹篇に見られるように、「人口 
の増加につれて生活資財が窮迫したこと」が混乱の原因だと述べている法家の見解の方が遙かに卓越している。歴史を進展させている原理を 
正しく認識し得なかった故に、聖智•仁義•巧利等の現われ来たった必然性を認め得ず、こういうものを絶ち棄てたならば太平の世が齎(： J た) 
されると考えたのは、機械を壊せば失業しないで済むと考えた昔のィギリス労働者の如く、目前の現象にのみ目を奪われた単純な議論であっ 
たと思う。 

異俗第二十 

ii この章もまた、前章を承け、文化を否定し淳樸を説いている。更に続けて、一般世人がいわゆる善悪•利害等の区別に明るいのに対し 
て、道を体した者がそういう区別に暗く、さまざまな点で俗人とものの考え方を異にしていることを述べている。そこで r 異俗」と題され 
ている。 

絕一學無龛。唯之與一阿' 相去幾何。善之 
與窸、相去何若。人之所裏'不畏' 

荒兮其未>央哉。」衆人熙熙、如莘=太牢； 

如春登>臺。我獨怕兮、其未窕'如猶兒 
之歩孩、乘乘兮、若一無一所 JT 衆人皆有レ 
餘'而我獨若 i 遺•我愚人之心也哉、沌 

還淳第十九異俗第一一十 四三 


學を絕てば憂無し。唯の阿と、相去る幾何ぞ〇 l の駿と、棚纪 

いかん ひと おそ ところ お?-ぺ くわう そ 

る何若。人の畏るる所は、畏れざる可からざるも、命として其 
れ未だ央きざるかな OJ 衆人熙熙として、太牢を享くるが如く、 

はる だい のぽ ごと われひと はく そ いま— えいじ 

春、臺に登るが如し。我獨り怕として、其れ未だ兆さず、櫻兒 

いま ガい ごと じようじよう き ところ t ごと 

の未だ孩せざるが如く、乘乘として、歸する所無きが若し。 

しゆうじんみなあ*りあ しか われひと わす ごと H れ ぐじしこころ 

衆人皆餘有り、而るに我獨り遺れたるが若し。我は愚人の心な 
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沌兮'俗人昭昭、我獨若 i •俗人察察 
我獨閔閔。忽兮萝海' 漂兮萝無 i 所 i 止。 

衆人皆有 i 以'而我獨頑似 i 鄙。我獨異於 
人？ 而貴一食一母。 

いわゆる学問などやめてし4えば憂えはなくなる。(たとえば、礼などを学ぶと、応答の仕方まで細かい区別があっ 
て、面倒くさく教えられるが)「唯」という返事と「阿」という返事との間に、どれ程のへだたりがあるというのか。善だ 
悪だと騒いで見た所で、どれ程の相違があるというのだ。ただ世人の畏れる所は自分も畏れ慎まねばならぬが、(一々細かい 
差別に神経質に気を配っていたら)荒野の草のようにこういうものは雑然としていて、整理しようとした所でっ央きることが 
ない OJ (自分の目から見ると、世の中にはそんなに喜ぶべきことも、そんなに悲しむべきこともありそうにない。すべて、 
そうなるベくしてなっているのだから。ところが、相対の世界に生き、差別観に捕らわれている〕世人は、ちょっと楽しい 
ことがあると、大層な御馳走にあずかった時のように、あるいは春、高台に登ってのどかな景色を眺める時のように、喜々 
としている。(その反面、ちょっと悲しいことでもあると、大変な悲しがりようである〇)私だけは為すこともなく、喜びの 
情も悲しみの情もまだ兆して来ず、まるでまだ笑うことも知らぬ赤ん坊のようであり、行くあてもなし、帰る所もない者の 
ようである。多くの人は皆意欲があり余っているのに、私だけはすべての望みをわすれ去ったらしく、ぽんやりぽんやりし 
ている。 全く•私は愚か者であるなあ、何も知りはしない。俗人どもは賢くて抜け目がない。私だけが世事に昏いよう だ。 俗 
人どもは潔白のようだ。私だけは塵にまみれている。私はぼうっとしていて、(春の)海の如く (ひねもすのたりのたりし 
ており)、漂泊者の如く、あてどなく、止まる所なき生活を送って いる。 衆人は皆せっせと何かやって いる。 それなのに私 
だけは融通がきかず、田舎者のようにぽかんとしている。このように私は世人と独りかけはなれ異なっていて、(世人が自 
己の能力をたのんで何事かをなそうとしているのに対し、私は自然の懐に抱かれて、天地の)母すなわち道に食われるこ 
とを貴いこととしている。 

〇唯直ちに応ずる丁寧な返事で、日本語の「はい」に当たる。礼記の玉藻に、「父命じ呼べば唯*)して諾せず。」とある。 r 諾」の方 


とんとん ぞくじんせうせう h > れひ < c く <0 ごと ん 

るかな、沌沌たり。俗人昭昭たるも、我獨り#きが若し。俗人 

さつさつ われひと びんびん こつ うみ ごと へう とど 

察察たるも、我獨り閔閔たり。忽として海の若く、漂として止 

ところな ごと しゆうじんみなな あ しか われひとぐわん ひ 

まる所無きが若し。衆人皆以す有り、而るに我獨り頑として鄙 

に われひとひとこと は It やしな たつと 

なるに似たり。我は獨り人に異なりて、母に食はるるを貴ぶ。 



はゆるやかに応ずる返事である。〇阿乱暴な返事。「阿」は説文には r 大陵なり、一に日く曲阜なり。」とあって、このままでは意味は通ら 
ない。劉師培は「阿はまさに訶に作るべし。」と述べている。「訶」は説文に「大言にして怒るなり。」とある。 r 訶」とすれば「大声で怒気を 
含んだ乱暴な返事」という意味になって良く通る。テキストによっては r 呵」に作るものもあるが、 r 呵」は r 訶」の俗字で同じ意味。「阿」 
の声符は「可」で、 r 訶」と古音が同じだったため、仮借されたのではないかと考えられる。〇荒兮其未央哉「荒」は蕪と同意、草が地を掩 
(油)うこと。 r 央」は広雅釈詁に r 尽なり。」とある。そこでこの句の意味を、「雑草が地を掩っているように雑然としていて整理し尽くせな 
い。」と取った。この句の解釈は古来まちまちで、それこそ整理し尽くせないので、諸説を挙げるのは省く。〇熙熙やわらぐさま。〇太牢 
牛•羊•豕(％)の牲(路)を合わせ具えた料理で、社稷の祭や天子の食膳に供えるごちそう。転じて、非常なごちそう。「年」は説文に「閑な 
り。牛馬を養ふ圏なり。」とあるように、元来は、「牛馬を養う、ゆとりのあるかこい。」の意味であったが、犠牲の獣をここに繫ぐことから、 
牲そのものをも意味するようになった。〇怕説文に r 怕は無為なり」とある。(段玉裁は「無偽なり。」と、「為」を「偽」に改めているが、 
「偽」も古典における意味は「人為」で、無偽でも意味の上では無為と変らない。)何もしないで、ぼうっとしているさま。〇孩 r 咳」の古 
文で、小児の笑うこと。〇乗乗この二字は、テキストにより、 r 憷憷」に作るもの、「偏備」に作るものなどがある。「憷僳」は「疲れたさ 
ま」、「儡儡」は「やぶれ去ったさま」。どれでも意味は通るが、一応、使用テキストに従って置く。「乗乗」は「繩繩」の仮借で、その意味は 
無限界なさまで(第十四章の語釈、三二べージ参照)、きまった目標のないことをたとえていると解せられる。〇遺忘れる。〇沌沌無知な 
さま。荘子在宥篇の「渾渾沌沌」の語に郭慶藩が「渾沌は無知なり。」と注しているのが参考になる。〇俗人察察、我独閔閔「察察」は潔白 
なさま。 r 閔閔」は使用テキストでは「悶悶」となっていたが、傅奕本その他に従い r 閔閔」に改めた。「閔閔」は r 汶汶」と通じ、汚れたさ 
まをいう。楚辞の漁父篇に屈原の言葉として、「吾之を聞けり。新に沐する者は必ず冠を弾き、新に浴する者は必ず衣を振ふ。安んぞ能く身 
の察察たるを以て、物の汶汶たる者を受けんや。」とあるのが参考になる。〇衆人皆有以 r 以」は為すの意。〇貴食母「母」は天地の母、 
すなわち道を指す。「食」は元来は穀類を指していたが、それから転じて「やしなう」意にも用いられるようになった。ここでは受身に訓ん 
で「養われる」と訳すとよく通る。 

楚辞と老子道徳経の関係について、一、二、気づいた点を記して置こう。第十章に、「和 一 営魄一抱二、能無ぃ離〇」(二四べージ)という 
句があったが、この中の「載，一営魄一」という言葉は、珍しい言葉で、先秦の他書では楚辞遠游篇に「載，1営魄一而登霞兮〇」とただ一つ見いだ 
されるだけである。更にこの章に、「俗人察察、我独閔閔。」という句は、これまた楚辞漁父篇に出て来る「安能以，一身之察察 t 受， r 物之汶汶 
者？」と、察察•閔閔(汶汶に同じ)の対応する語を共有している。これだけの資料で両者の関係を云云することは無茶であるが、注目に価す 
る点である。 

異俗第二 十 四 五 
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虚心第二十一 

li この章は、道の姿とその偉大な働きを述べている。「虚心」という語は、この章のどこにもないので、河上公本の編者がどういう訳で 
こういう題をつけたか、はっきりしないが、第十六章でも述べられているように、道を認識するには心を虚にせねばならぬ訳である。だか 
ら、この章に述べられている道の姿や働きを認識したのは、「虚心」によったのであるという意味で、こうした題名がつけられたのであろう。 

孔德之容、唯道是從。道之爲 i 物' 唯怳 ■の g は、震にをれ 1 f ふ。 si の抛たる、艦 ^ 濃。飯た 
唯忽。忽兮柷兮'其中有觀。怳兮忽兮、りく味たり、妒の？ ir。' 1'たり紙たり、 k の？佩 r。 餅 
其中有 i 物。窈兮冥兮、其中？精。其精 たり冥たり、其の中精有り。其の一!*1だ鼠にして、 k の中傜 
甚眞、其中有一信•自 一 古及 i 今、其名不 i 去。1:り'^より，今に si ぶまで、 k の V去らず。 S て船甫を k ぶ。 
以閱=衆甫；吾何以知，一衆甫之然一哉•以レ此。議を S て欝の船る を妒るゃ。 Itbfi を2 てな り。 

I 大きな徳を具えた人の容は道にそっくりである。さて道の有様は祝惚としていて定め難い。(だが、じっと心を虚静に 
保って道を見つめていると)その中に、ある像、ある物のあることが判って来る。窈冥すなわち奥深く暗い微かな中に、精 
すなわち純一無雑なものがある。それは甚だ真実で詐なきものであり、その名は古より今に至るまで消え去ったことがな 
い。そして万■物生成の始めを統べている。私はどうして万物がそのように道から出ていることを知るかと言えば、これすな 
わち虚心をもってである。 

〇孔徳 r 孔」は説文では「通なり」とあるが、ここでは通じ難い。河上公注に「孔 lil 大なり」とあるのに従う。詩経などの例では「甚 
だ」の意に用いていることが多い。〇容説文には「盛 s るなり。」とある。すなわち物を盛*).:® , ける意が、この字の 原義で あるが、ここで 
は儀容•容貌の意味の r 頌」字の仮借と して 用いられていると考えられる。従って、その意味 ti ' r 儀容•すがた.状態」などとなろう。〇忽 
兮怳兮「忽」は「 惚」 と同じ。「怳」は恍.慌と同じ。存するが如く、亡 S きが如き状態を怳忽という 〇 「兮」は語調を整える助辞で、意味 
はなく、主に 辞•賦に 用いられる字。〇窈兮冥兮 r 窈」は深遠なさま 〇 r 冥」はくらく、明らかでないこと。〇以閲衆甫万物の始めをすべ 
る。「閲」は「総(す)ベる」の意。説文では「数を門中に具ふるなり」とある。「数」とは變 5 S ) (計算をする細い竹の棒)のことである。また広 



雅釈詁にも r 閲は数なり。」とある。要するに、算木を具えること、あるいはそれを用いて計算することが「閲」字の原義であったが、後に 
転じて「総べる」の意味に用いられるようになったのである。「甫」は説文には「男子の美称なり。」とあるが、ここでは「父」の仮借として 
用いられ、その意味は「物の始め」であろう。〇以此 r 此」は王弼注では r 此とは上の云ふ所なり」、河上公注では r 此とは今なり」とある 
が、章旨を考えて、「虚心」を指すと解した。 

益謙第二十二 

—1 この章は不争謙下の徳とその効果を説いたものである。「益謙」という題は「謙遜する者には天道が多きを加える。」という意味で、章 
旨に良くかなっている。 

曲則全' 枉則直。窪則盈'弊則新。少 
則得、多則惑。是以聖人抱 i 一、爲_1天下 
式；不1見；故明。不 ，一 自是一故彰。不 ，一 
自伐【故有一功。不一一自矜一故長。夫唯不レ 
爭、故天下莫=能與>之争；古之所謂曲則 
全者、豈虛言哉。誠全而歸 i 之。 

H 曲がった木は役に立たないので、伐£られることもなく、その天寿を全くすることが出来る。人も身を曲げてへり下 
っておれば安全である。尺取虫が身をまげるのは伸び進まんがためである。人も身をまげ屈すれば真直に目ざす方向に進む 
ことが出来る。窪地(％)には水がみちるものだ。人もへり下って低くなっていれば、人望が集まり、満ち溢れるようにな 
る。道は循環するもので、秋.冬に葉が枯れ落ちても、また春になれば新しい芽が出て来るように、古くなりすたれれば、 
必ずまた新しい生命がよみがえって来る。少しなら確実に手に入る。沢山だと、どれもこれもと惑って、結局どれも手に入 

虚心第二十一益謙第二十二 四七 


きよく すな it まつた わう すなは なほ h > すなはみ 

曲なれば則ち全く、枉なれば則ち直し。窪なれば則ち盈ち、 

へい すな.は しん せう すなは t た すなはまど 

弊なれば則ち新なり。少なれば則ち得、多なれば則ち惑ふ。 

ここ もつ せいじん いつ いだ てんか しき な みづかあら ゆ11 

是を以て聖人は一を抱き、天下の式と爲る。自ら見はさず、故 

あきら みづか ぜ ゆ^あきら みづか ほこ 

に明かなり。自ら是とせず、故に彰かなり。自ら伐らず、 

ゆ表 こうあ みづか ほこ ゆ.&ちやう そ ただあらそ ゆ表 

故に功有り。自ら矜らず、故に長たり。夫れ唯爭はず、故に 

てんかよ これ あらそ な いにしへ い (i ゆるきよく すなはまつた 

天下能く之と爭ふ莫し。古の所謂曲なれば則ち全しとは、 

ちに きよ げん まこと まつた これ5»へ 

豈虛言ならんや。誠に全くして之を歸すなり。 
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らぬということになる。だから、聖人は専一に道を守り、へり下って、天下の人々にお手本を示しているのだ。自分を表わ 
そうとしない、だからますますその存在が明らかに人々に認められる。自分を是 S としない、だからますますその考え方 
や行為の立派さがあらわれる。自分の業績をほこらない、だからますますその功績が認められる。自分の才能を%らない、 
だから人々に首長 ( S し)とされる。このように聖人は決して他と争わない、だから誰も彼と争い得る者がいない。古人が「曲 
なれば則ち全し。」と言ったのは、どうして虚言であろうか、いや決して虚言ではない。まことに、こういうように不争謙 
下の徳を守ることにより終生身をまったくしてこそ、万物の母から受けた身を全きままに返すことが出来るのである。 

i 〇枉曲と同意。説文に r 枉は袤 S 曲なり」とある〇 r 袠」は邪と通じ、不正の意〇 〇抱一この場合の二」は唯一絶対のもの、す 
なわち道を指すと考えると判り良いのではないか。道徳経中の「一」字は、「道生 k 一」と第四十二章に出て来る場合など、陰陽未だ分れざる 
一元気を指すと考えねばならぬ場合もあるが、第四士一章の「一」とこの章の「一」を全く同一の音〗味に解さねばならぬかどうか疑問であ 
るから、この章の場合は、一応「道」を指すと考えて置く 〇 0為天下式「式」は法式、即ちお手本の意〇 〇不自見故明余説参照〇 〇彰明 
らか。広雅釈詁に r 彰は明なり」とある〇 〇伐ほこること。説文には「伐は撃なり」とあり、広雅釈詁にも「伐は殺なり」とあるが、この 
意味では、この章の趣旨に合致しない。この「伐」は「抜」の仮借で、「抜」は説文では「擢なり」とあって、「引き出す」の意であるが、こ 
れから転じて自らその才能をたたえることを意味するようになったもの。〇矜自ら尊大にすること。この字は「羚」に作るのが正しいが、 
古くから誤って r 矜」と書かれている。原義は説文に「矛 (3 の柄なり」とある通りであるが、 r 憐」字の仮借として、「あわれむ」「惜しむ」 
「ほこる」等の意に用いられる。〇誠全而帰之大戴礼の曾子大孝篇に「父母は全くして之を生じ、子は全くして之を帰す0」とある句と似 
た句なので、「万物の母から受けた身体を毀傷せずに返す。」の意に解した0 

「不 -1 自見1故明。」の解釈について。まず「明」字について考察して見ると、第十六章と第五十章に「知 x 常日 k 明」の句があり、第三 
十三章に r 自知者明」、第五士一章に「見小？明」とある用例などから、道徳経における「明」字の意味は、「肉眼で物を見ること明らか」 
の意ではなくて、「心眼で真理を見通すこと明らか」の意に用いられているらしい0 
ところで、韓非子喩老篇に、「故に知るの難きは人を見るに在らずして、自らを見るに在り。故に日く、自ら見る之を明と謂ふと0」という 
文がある。(「故に日く」以下は老子言を引用したものであるが、今本道徳経には「自見之謂 k 明」の句は見当たらない〇)この「明」字の定義 
こそ確かに道徳経に見られる「明」字の用例に適合したものであるのだが、それでは第二十二章すなわちこの章の「不二自見，故明」(「不」の 
字が余計についている)はどういう意味を持つことになるか。「自分をよく見ない。だから明なのだ。」では意味をなさない。木村英一氏は、 



「自分の(有限な)目で(見たことを不当によく)見えたとしないから(目が正当に)明らかなのであり、云云。」と訳しておられる。この訳 
なら、道徳経の「明」字の使用例と矛盾しないが、意味する所が判り難いし、韓非子喩老篇に引かれた r 自見之謂 x 明。」の r 自見」(自分を 
良く見るの意)とは、 r 自見」の解を全然変えねばならない。この点が残念である。そこでいろいろ考えて見たが、韓非引の老子言 r 自見之 
謂 x 明」と、この章の「不二自見—\故明」の r 自見」と「明」を、両者同義に扱ってうまく解釈することは、どうも無理なようである。そこで 
韓非引の老子言のことはこの際別扱いにして、この章の趣旨に合うように、 r 不自見」の「見」を「現」の仮借と見、「明」はこの句の後に続 
く一連の句が、いずれも処世訓的なもので、かなり俗っぽい意味のものらしく思われたので、「人々にはっきり認められる」の意に解して置 
いた訳であるが、どうも疑点の残る早であった。 

虚無第二十三 

i この章は、無言で静かな生き方こそ自然で、長久をもたらすものであることを論じ、更にこの静かな生き方をなし遂げるためには、ど 
んな相手とも同〇0じ和して行き、信実でなければならぬ旨を説いている。「虚無」とはどんな相手とも同じ和して行くためには、己を虚しく 
する以外にないという見地からつけられた題名であろうか。 

希言自然。飄風不朝、驟雨不 A 終 A 日。 

孰爲一此者。天地。天地尙不 A 能 i 久、而況 
於一人乎。故從 i 事於道 I 者、道者同_一於道 f 
德者同=於德一失者同， I 於失；同， I 於道一者、 

道亦樂 K # 之。 P 一於德一者、德亦笋得 i 之。 

同_|於失 I 者' 失亦樂 i 得 i 之。信不 i 足' 焉有 I 
不信； 

虚無第二十三 四九 


きげん しぜん へ5ふう あした を し . rvn ひ を 

希言こそ自然なれ。飄風は朝を終へず、驟雨は日を終へず。 

たれ これ な もの てんち てんち なほひさ あた 

孰か此を爲す者ぞ。天地なり。天地すら尙久しきこと能はず、 

L »* -いは ひと おい ゆ. fe みち じゆうじ もの みち もの 

而るを況んや人に於てをや。故に道に從事する者は、道ある者 

みち おな とく もの とく おな うしな もの 

には道に同じくし、德ある者には德に同じくし、失へる者には 

うしな おな みち おな みち i たこれ う 

失へるに同じくす。道に同じくすれば、道あるものも亦之を得 

たの とく おな あと またこれ 5 たの 

るを樂しむ。德に 同じく すれば、德あるものも亦之を得るを樂 

うしな おな しな またこれ う たの 

しむ。失へるに同じくすれば、失へるものも亦之を得るを樂 

まことた ここ ふしんあ 

しむ。信足らざれば、焉に不信有るなり。 



老子道経上 五〇 

1無言こそ自然な態度である。(だから見よ、人間の饒舌にも似て騒がしいあの)飄風はひ一と at も続かず、驟雨は一日も続 
かない(ではないか)。かかる仕業をなすものは誰かというに、天地である。天地のごとき偉大なものでさえ、このような 
仕業を久しく続けることは出来ない。まして人間のような小さな存在が、不自然な振舞をして、どれほど長続きするもの 
か。(長久でありたいと思ったら、無言で静かな生き方をすることである。)故に、道に従事する者は、相手が道を得ている 
者であれば、その道に同じく従い、相手が徳を得ている者であれば、その徳に同じく従い、相手が徳をも失っている者すな 
わち仁者であれば、こちらも失った者として同じように振舞う。その道に同じく従えば、道を得ている人もまた相手を得 
たことを楽しみ、その徳に同じく従えば、徳ある人もまた相手を得たことを楽しみ、徳を失った者と同じように振舞えば、 
失った者もまた相手を得たことを楽しむ。(こういう風に、人々と平和に暮らしてゆくには、何よりも己を虚しくし信実が 
なければならぬ。)信実が足らないと、不信がそこから生ずるのである。 

0希言「希」は傅奕本では「稀」に作っている。「稀言」で「言葉少ない」の意に解しても通るが、「希」のままにして置けば、第十 
四章の「聴 Z 之不 k 聞、名希。」という「希」字の用例から、「希言」は「無声の言」すなわち「無言」の意になる。どちらにすべきか迷う 
が、第二章と第四十三章に「不言之教」という語も出ており、だいたい道徳経では言葉をいやしむ傾向が顕著に見られるので、一応「無言」 
の意に解して置く。〇飄風 r 飘」は説文には「回風なり」とある。「つむじ風」のこと。〇驟雨 r 驟」は「馬の疾 S く走ること」が原義で 
あるが、転じて疾行の意になる。「驟雨」は「暴雨」の意。0道者同於道相手が道を得た者であれば、こちらもその道に同じく従うの意。 
「道者とは道を好む人を謂ふなり。」と河上注にもある。〇失者同於失相手が道や徳を失っている人ならば、こちらもあえて道を体している 
ふりをせず、相，手と同じように振舞って和してゆくの意。「失者」は河上注では「己に任じて人を失ふを謂ふなり。」とあるが、第三十八章に 
ある「失/道而後徳、失^徳而後仁……。」と考え合わせ、失徳すなわち「仁」を指したものと考えた方が良いようである。〇信不足、焉有不 
信使用テキストには、「不信」の下に r 焉」の字があるが、他書にはないものもある。この句は既に第十七章(三七べ L シ)にも出ていて、 
当時通行していた成句のようである。(但し第十七章では使用テキストには上の四字がなかった。他のテキストにはこの四字のあるものが多 
い。)王念孫は「河上本、下の焉の字の無きものが是(ぜ)である。信不 k 足で句と為り、焉有：，不 J 5 で句と為る。焉は1 i 是である。言うこころ 
は、 信足らず、是に於て不信有るなりである 0 」 と述べており、吕氏春秋季春篇の注に「焉は此に於てなり 0 」と ある例などを引いて、 「焉」 
が「於：，是」の意に用いられている事を立証し、更にこの「焉」の義に通じない後人が、前の「焉」で句を切ったために、下の「焉」の字を 
附加したものであろうと言っている(読書雑志余篇上) 〇そこで王念孫の説に従って下の「焉」を削った。この句の意味は、「信 (3 が足りな 



い、そこで不信の念が生ずる。」である。 

苦恩第二 十四 

ii この章は、前章に引き続いて、無理で不自然なやり方は長続きしないものであることを説き、静かに控え目に生きることこそ有道者の 
態度である旨を述べている。「苦恩」という題が、どういう意味でこの章につけられたかは理解し難い。 

豉者不 A 立、跨者不 A 行。自見者不 A 明、自 
是者不彰。自伐者無み' 自矜者不，長。 

其於邊也、日，一餘食贅行；物或惡 A 之。故 
有道者不 A 處也。 

1つまだちする者は長く立っていることは出来ないし、大またにまたいで歩く者は遠くまで行くことが出来ない。自分 
からあらわそうとする者は、人々にそれを明らかに知られることがなく、自分から己を善しとする者はその善があきらかに 
認められず、自分からほこる者はその業績を認められず、自分からその才能をほこる者は首長とせられない。このように無 
理なやり方は、道の立場から見れば無駄で余計なものである。すべてのものがいつもそういうことを嫌悪する。だから、有 
道者は決してそういう所(すなわち余食贅行を指す)に身を置かない。 

H 〇歧つまだちすること。「歧」は説文に「足の指多きなり。」とあるのが原義であるが、ここではその意味では通じない。これは「企」 
の仮借として用いられたものであろう。「企」は説文に「踵 G か)を挙ぐるなり。」とある。〇跨大股で歩く意。説文には「渡るなり〇」とあ 
る。両股を張って溝などを越え渡ることが原義であった。〇餘食贅行食べ残しと贅肉(ぱ)のことで、不用のものの嶮である。 r 贅」は説文 
には「物を以て銭を質 S るなり。」とあるが、この意味では通じない。この r 贅」の字は「綴」の仮借として用いられているのであって、 
「綴」は説文に「合@せ著 S くるなり。」とあるように、連属するの意が原義で、こぶが横に一肉塊を生じ身体に連属する所から、「贅」字 
がこぶの意味に用いられるようになった。 r 贅行」の「行」については、易順鼎が、列子湯問篇の「太形王屋」の張氏の注に「形は当に行に 
作るべし OJ とある例などにより、形•行の二字がもとから通用していたと見て、ここの「行」は.「形」に作るべきだとしている(老子覇詁 )0 

苦恩第二十四 五一 


つまだものた またものゆ みづかあら ものあきら 

歧つ者は立たず、跨ぐ者は行かず。自ら見はす者は明かなら 

みづかぜ ものあきら みづかほこものこうな みづか 

ず、自ら是とする者は彰かならず。自ら伐る者は功無く、自 

ほこものちやう そ みちお ょし I ?'いかうい 

ら矜る者は長とせられず。其の道に於けるや、餘食贅行と日 

ものつねこれにく ゆ表いうだうしやを 

ふ。物或に之を惡む。故に有道者は處らず。 



老子道経上 五二 

確かに「賛」字の意から考えて r 賛行」は r 贅形」であると考えた方がはっきりして良いと思う。〇物或悪之すベてのものが常に余食贅行 
を嫌悪する。「物」は第十六章の「夫物芸芸、各復 T 1 帰其根？」や第五十五章の「物壮則老。是謂， I 不道？」などの例から、人間を含めた一切万 
物の意に解した。一説には、造物者の意と取るものもあるが、それでも通ずる。「或」は第四章の河上公注に「或は常なり。」とあるのや、論 
語子路篇の「不一其徳—\或承-1之羞？」の皇侃の疏に「或は常なり。」とあることなどから、「常」の意に解した。「之」は余食贅行を指す。 

象元第二十五 

11この章は、道が天地に先立って生じたもの、声もなく形もない存在ながら、絶対のもの、普遍のもの、天地万物の産みの親であること 
を述べ、人は窮極的には、この偉大な道に則 ( S ") って生きるが良い旨を教えている。「象元」という題は、元に象 S : た)ると訓める。すなわち 
「根元たる道を手本として生きる」という意味らしく、章旨にかなっていると思う。 

有レ物混成' 先_一天地一生。寂兮寥兮、獨立 
而不 A 改'周行而不 i 殆 ' 5以爲=天下母一 
吾不一知=其名一字 A 之日 i 道' 强爲 - I 之名一日 i 大 
大日逝' 逝日遠' 遠日反。故道太。天 
大。地大：王亦大。域中有，一四大；而王 
f 其 r 焉。人法 i 地，地法 i 天、天法 i 道、 

道 法—然 一 

1はじめに渾沌とした何物かがあった。それは天地の分れる以前から生じていた。それは声もなく姿もない存在である 
が、他の何物にも頼らずに存立し、不変のものであり、万物にあまねく行きわたっていて、しかも怠らない。それが天地万 
物を産み出したのであるから、天下の母ということが出来よう。私はそのものの名を知らない。だから、これに字して道と 
言い、しいてこれに名づけて大と言うのである。この道は大きいので、万物を産み続け展開し続け、先へ先へと逝いて止ま 


ものあ こんせい てんち さき し T せき れう どくりつ 

物有り混成し、天地に先だつて生ず。寂たり寥たり、獨立して 

あらた しうかう おこた もつ てんか はは な ベ われ 

改まらず、周行して殆らず、以て天下の母と爲す可し。吾、 

そな し これあざな みちい し これな な 

其の名を知らず。之に字して道と日ひ、强ひて之が名を爲して 

だい い だい すなはゆ ゆ すなはとほ とほ 

犬と日ふ。大なれば日ち逝き、逝けば日ち遠ざかり、遠ざかれ 

すなはかへ ゆ fe みち だい てんだい ち だい わう 

ば日ち反る。故に道は大なり。天は大なり。地は大なり。王も 

まただい ゐきちゆうしだいあ しか わう そ いつを ひとち 

亦大なり。域中四大有り。而して王も其の一に居る。人は地に 

のつと ち てん のつと みち のつと みち しぜん のつ2: 

法り、地は天に法り、天は道に法り、道は自然に法る。 



ぬ。逝いて止まぬから、展開されて行った末端のものは次第に道から遠ざかる。だが遠ざかることが極まると、そのものは 
また根元たる道にかえってくる。右のょうな次第であるから、道は大であると言われるのだ。(道から産み出されたもので 
あるが)天は大きい存在だ。地は大きい存在だ。そして王もまた大きい存在だ。国の中にはこの四つの大きい存在があり、 
王もその一つにいる。(だがこの四大の間には秩序があって)人は地にのっとり、地は天にのっとり、天は道にのっとって 
いる。(ただ道だけは最初からあり、天地万物を支配している絶対の存在であるから、他にのっとるということはない。す 
なわち)道は自然、ありのままを則とするのだ。(従って人の窮極的にのっとるべき対象は道であり、自然であれというこ 
とになる。) 

E 3 E 3 〇寂兮寥兮声もなく姿もない様子。「寂」は古くは「宗」に作る。「宗」は説文に「人声無きなり」とある。「寥」は古く「靡」に作 
る。「廖」は説文に「空虚なり」とある。〇周行而不殆あまねく行きわたり、しかも怠らない。「周」は説文に r 密なり」とあるのが原義で 
あるが、ここでは「匍(!3」の仮借として用いられている。「匍」は説文に.「币 S ること遍 S 1) きなり」とある。小爾雅広言に「周は币 S 
なり」、広雅釈話二に「周は偏なり」とあるのは、この仮借の場合の意味。「殆」は説文に「危なり」とある。この意味でも通るが、ここでは 
「怠」字の仮借として用いられていると見て訳した。〇字あざな。中国では男子が二十歳になって冠礼を行なう際に、本名にちなんだ別名 
をつける習慣が古くからあった。この別名を字と言う。「字」は説文には「乳な り」 とあり、原義は「子を生み育てる」ことであったが、産 
んでふえるということから、転じて種々の意味に用いられるょうになった。別名の意も、その一つ〇 〇大日逝大きいから万物を産み展開し 
続け、先へ先へとゆくの意。この句以下の三句は、甚だ難解で、古来幾多の解釈がなされているが、馬叙倫が「日」の字を「則」の意に解し 
ているのに従って訳を試みた(老子®詁)。〇域中国の中。「域」は「或」字の別体で、説文には「或は邦な り」 とある。 

重德第二十六 

1この章は、内外両面において、君主たるものは、常住坐臥、静重を保つべきことを説いている。「重徳」という題は「重く静かなもの 
の持つ徳」の意でつけられたものであろう。(三字になるので r 静」字を省略したと見る。)それならば、章旨にかなっていると 思う 0 

重爲 -1 輕根；' 靜爲 -1 躁君 I 是以 聖人' 終日 j *t は輕の槪たり。 1 i は駆の 1*1 たり。 起を 5 て MSA £ は、^ 11 仃 
象元第二十五重徳第二十六 五三 



老子道経上 五四 

行、不雜1雲雖 A 有， I 榮觀【燕處超然。 

奈何萬乘之主而以 i 身輕_|天下；輕則失 i 
臣'躁則失 

重いものは軽いものの根本であり、静かなものは、さわがしいものの主君である。だから聖人は、ちょうど軍隊が «■ 日行 
軍しても輜重隊から離れることがないように、いつも重々しい態度を失わない。盛んなる観物があっても心をこれにはせず、 
常に心安らかに超然としている。どうして万乗の主たる天子の位にある者が、その身を軽々しくし、天下よりも粗末に扱っ 
てよかろうか。もし軽々しい振舞いをすれば臣下の信望を失い、躁がしい振舞いをすれば君主としての位を失うであろう。 

ii 〇重為軽根ちょうど木で言えば、根は重く枝葉が軽いように、すべて重いものは軽いものの根のような役目を果たしている。そこか 
ら、重々しいものは軽々しいものの根本であり主君であるという意味になって来る。〇静為躁君殆ど前の句と同様な趣旨を、表現を変えて 
言っているものである。重いものは静止し、軽いものは浮き立ちさわがしい、だから、静は躁の主君であると言うのである。「躁 J は「越」 
字の一体で、「_」は説文に r 疾なり」とある。早いこと、「せっかち」の意味であるが、それから転じて「安静でないこと」を指すようにな 
った〇 〇終日行、不離輜重一日中行軍しても、先頭部隊と糧食.兵器を運ぶ輜重とが密接に連絡していなければならぬという意味の兵家言 
が道家に採り入れられたものらしい。従って、この章では、やはり、「ちょうど軍隊が終日行軍しても輜重隊から離れないように、重々しさ 
を失わない」と補って訳すべきであろう。「輜重」の「軸」はほろ車^)、「重」は重いものを載せる車で、「輜重」で軍隊の荷物、すなわち 
食糧や武器の, rJ と。ここでは、そういう重い荷物を運ぶ軍隊の行動が極めて遅いことから、静かで重々しい態度の意味に用いている。〇栄観 
盛んな観物(3。この語は、河上注では r 宮閱を謂ふ」とある。宮関は宮闕のことらしい。宮闕は王宮の正門の傍に設けた二つの物見台の 
ことであるが、この河上注に従えば、また下の「燕処超然」までの訳も多少変って来よう。〇燕処超然安らかにおり、さわがしい周囲から 
高くぬきんでていること。「燕」は「宴」に作るテキストもある。「宴」が正字で、「燕」はその借字。説文に「宴は安なり」とある。「燕」は 
原義は「つばめ〇」0奈何いかにして、どうして0「如何」と同じ〇「奈」は「那」と通じ、共に疑問を表わすことば0 0万乗之主天子の 
こと。昔、中国では戦に臨んで兵車一万台をひきいる者が天子、一千台をひきいるものが諸侯という格づけがあった0 

道家と兵家の関係。道徳経中には、この章ばかりでなく、.第三十章.第六十七章•第六十八章.第六十九章など、兵家言を採り入れた 
と思われる箇所が少なくない。とりわけ第六十九章は、用兵家の言だと明言して、以下の文を引用している。道徳経が成立するまでに、道家 


しちよう はな えいくわんあ いへど えんしよてうぜん ハかん 

けども、輜重を離れず。榮觀有りと雖も、燕處超然たり。奈何 

ばんじようしゆ. V もつ てん»>かる かる 

ぞ萬乘の主にして、身を以て天下より輕しとするや。輕ければ 

すなは しん ，しな さわが すなは きみ うしな 

則ち臣を失ひ、躁しければ則ち君たるを失ふ。 



の学者たちが兵家とかなりの思想的接触を保っていたことは、これで明らかに知られる。兵家に限らず、儒家その他、戦国時代のいわゆる1* 
子と、道家の学者たちとが、かなり多くの思想的接触を保っていたらしいことは、道徳経の各章から断片的に窺われることであるが、こうい 
う零細な資料が積って、史記老子伝の記事の信憑性を疑わせるもとになっていることに私は注意したい。 

次に r 雖 k 有， I 栄観 f 燕処超然。」の句で思い出すことであるが、詩経の国風の鄭風、溱洧の詩に、春三月、河の氷の融ける頃、男女が心浮 
き立ち、誘い合って溱水.渭水のほとりで川あそびする風俗が歌われているが、その句にある「女日観乎。士日既且。且往観乎。」の「観」 
の字のことである。この川あそびの如き晴れやかな楽しい行事に仲間入りする意味を「観」は持っていたようである(目加田誠著、詩経栽 
照)。もし老子の「栄観」 の 「観」字を、こういう意味を持ったものとして この 句を味わうと、「燕処超然」という後の句もぐんと引き立ち、 
二句共に実に生き生きした感じを持って来るように思われるのであるが、どうであろうか。 

巧用第二十七 

11この章は、人が世に処するに当たって、その行ない.言語•計 ( ss り)などを、道に則 ( S 。) って慎重になし、きずあとを残さないように 
すべきことを格言でさとし、更に道を体し人を治める立場にある聖人たるものは、差別の観念を超克して、よく万人を救い、万物を利用すベ 
きことを述べている。「巧用」という題は、巧みに用いるという意味で、この章の後半の趣旨に合致している。 

善行無 i 迹一善言無=瑕謎；善計不一用11籌 
策 I 善閉無， I 關楗|而不開、善結無， I 繩約 
而不 i 可一解。」是以聖人常善救人、故無_ 

人； 常善救杨'故無，*物 一 是謂， ®明£1: 

故善人者不善人之師、不善人者善人之 
資•不 i 貴，萁師；不一愛_|其資【雖 i 智大迷， 

是謂=要妙； 

車が行けば轍が残り、人が行けば足あとが残るが、本当に善く行くものは(自由自在にどこにでも行ける鳥であって、 
巧用第二十七 五五 


善く行くものには轍迹無く、善く言ふものには瑕謎無し。善く 

はか ちうさく もち よ とざ くわんけんな ひら ぺ 

計るものは籌策を用ひず、善く閉すものは關楗無くして開く可 
からず、善く結ぶものは繩約無くして解く可からず。」是を JU4 て 

せいじん つね よ ひと すく ゆ袅 きじんな つね よ もの すく 

聖人は常に善く人を救ふ、故に棄人無し。常に善く物を救ふ、 
故に棄物無し。是を襲明と謂ふ。」故に!！人は不11人の師、^- 

ぜんにん ぜんにん し t し たつと そ し ちい 

善人は善人の資なり。其の師を貴ばず、其の資を愛せざれば、 

ち いへどおほ まよ これ えうめう い 

智なりと雖も大いに迷ふ。是を要妙と謂ふ。 



老子道経上 五六 

鳥は車や人のような)撤迹を残さない。同様に、(道があれほど偉大な働きをなし遂げながら、その仕事のあとが判らぬよう 
に、道を体した人の)真に善い行ないは、その跡が人目につかない。(また道が人々に啓示している無言の教えに「きず」 
や「とが」がないように、道を体した人の〕真に善き言葉は(無言の中に道理を悟らせるものであるから)「きず」も「と 
が」もない。(また道が春になれば花を咲かせ、秋になれば実を熟さしめ、四季を循環せしめ、日月星辰を狂いなく運行せ 
しめるなどの大きな計らいをしていながら、別に籌策などを用いて計算をしている訳ではないように、道を体した人の)真 
に善き計らいは、(天地自然の変化に随順し、自然であって誤らないから)籌策などを用いる必要がない〇 ( また道は、別に 
門戸を設け、鍵やヵンヌキなどを用いて他物の侵入を阻止しようとしている訳ではないが、万物を産み出した門、衆妙之門 
の扉を押し開いて道に迫り得るものがないように、道を体した人は)善くとざして、別に関楗をもってする訳ではないが、 
それを押し開いて彼に迫り得るものはいない。(また「天網恢恢疏而不/失」というように、道は別に繩を用いて万物を くく 
りつけ束縛している訳ではないのに、しかも能く万物の手綱を取りこれを統御している。これと同様に、道を体した人は) 
真に善く人を結びつけるので、別に繩で縛りつけるようなことをしなくとも、人がその»|^|解いて離れて行くというような 
ことがない。」 

こういう訳であるから、(この道理を知っている)聖人は(無為の態度を取り、差別観を克服して、人々の「能•不能」 
「長•短」に応じて各々その所を得しめるように用いて)常に善く人を救う。だから、聖人の下では棄てて顧みられないと 
いう人がない。同様に、常に善く物を用い各々その所を得しめるから、棄てて顧みられないという物がない。これを襲明(知 
愚.善悪.長短等の差別を知る明を掩って各々の存在価値を認めること)という。」 

こういう訳で、(そもそも聖人の目から見れば、善人も不善人も共に存在価値を有するものであって)善人は不善人の師 
であり、 不善人も善人に役立つ存在なのである。善人を貴ばず、不善人を愛さないならば、たとい知者といわれるような者 
といえ ども、 大きな迷いに陥っているもので、 この 道理を要妙(要となる微妙な道理)というのである。 

E 3 E 3 〇轍迹「撒」は説文に r 徹」として出ている字の後造の別字。広雅釈詁三に、「撤は迹なり」とあり、また漢書買誼伝の注に「車の跡 
を轍と日ふ」とある。説文にない字であるから、道徳経で初めに用いた字は、「徹」であったろう〇 r 徹」は 説 文に「通な り」 と ある。これ か 
ら「迹」の意が出て来た。なお、王弼本では r 徹」に作っている。 r 迹」は説文に「歩む処なり」とある。人の足あと。「跡」と同字。〇瑕讁 



「きず」や「とが Jo r 瑕」は説文に「玉の小にして赤きものなり」とある。「きず」の意に用いるのは「瘕」字の仮借で、「瘕」は説文に「女 
の病なり」とあるのが原義で、転じて「病」，の 一 J '- i :、 1:更に「きず」の意になった〇「讁」は「論」とも書く。「謫」は説文に「罰なり」とあ 
る〇 0籌策昔の数をかぞえる道具。さんぎ^「^」一は「壺矢なり」、「策」は「馬の箠(§)なり」と説文にある。両字とも原義から転じて箅 
( rs ん)と同意に用いられるようになったもの。〇関氍「かんぬき」と「かぎ」 or 楗」は使用テキストでは「徤」に作っているが、これは「楗」 
字の誤りである。 r 楗」は「鍵」と同じく、戸じまりの具。〇襲明明を掩 ( S ) う。「襲」は説文に r 衽袍を左にするなり」とあるが、「勢」字 
の仮借として用いられ、(「勢」は説文に「衣を重ぬるなり。」とある)掩 S い蔵 S すの意を持つ。〇資役立つもの。説文に「資は貨な り」 
とあり、更に r 貨は財なり」とあるから、 r 資」は財用の意味となる。すなわち、ここでは、不善人は善人の使用に「役立つもの」という意 
味で、「資」という語が用いられている。〇要妙要( I な)となる微妙な道理。 

反朴第二十八 

i この章は柔弱•謙下•素樸の徳について述べ、特に素樸の徳の偉大なことを強調している。題の「反朴」とは「素樸にたちかえる」の 
意味で、この章の要 (13 である「知 M 其栄一守-一其辱『為-1天下谷-〇為，一天下谷 T 常徳乃足、復 II 帰於朴？朴散則為：，器。聖人用 VN 、 則為，_官長？」 
の趣旨を汲んでつけたものであろう。 

知其雄 一 守，一其雌；爲，1天下谿；爲， i 天下谿 
常德不 i 離■復巋於嬰兒一知，萁白 f f 其 
黑；爲关下式；爲_夫下式；常德不念、 

復 i 於無極；知， I 其榮一,守，真辱1,爲，夫下 
谷一爲，失下谷 I ’常德乃足、復廊於朴； 

朴散則爲一器。聖人用 i 之' 則爲 ， t 長；故 
大制不」割。 

反朴第二十八 五七 


其の雄を知りて、其の雌を守れば、天下の谿と爲る。天下の谿 

な じやうとく'' i なえいじ ふくき そ しろ し 

と爲れば、常德離れずして、嬰兒に復歸す。其の白きを知り 

そ くろ t も てんか しき な てんか しき な 

て、其の黑きを守れば、天下の式と爲る。天下の式と爲れぱ、 

じやうとくあらた むきよく ふくき そ えい し t じよく 

常德志まらずして、無極に復歸す。其の榮を知りて、其の辱 

i てんか たに な てんか たに な じや5とくすなは た 

を守れば、天下の谷と爲る。天下の谷と爲れば、常德乃ち足 

ぼく ふくき ぽくさん すなはき な せいじんこれ もち 

りて、朴に復歸す。朴散ずれば則ち器と爲る。聖人之を用ふれ 

す* , I は く H んちやう な ゆ11たいせい さ 

ば、則ち官長と爲る。故に大制は割かざるなり。 



老子道経上 五八 

雄(の徳が剛強ではあるが脆く、他に先んずるが結局は憎まれて退けられる等の理)を知って、(柔らかで順であるが 
勁く、他におくれながら結局は愛されて他の先とせられる)雌(の徳)を守るならば、(自然に)天下の人々の帰趨する所 
となり、そうなれば身に不変の徳が宿って離れず、(いつか)嬰児の如き(自然の)状態(すなわち道を体した状態)にた 
ち帰る。潔白なもの(が美しくて人の目をひくものの、また汚れ易く且つ身を危うくするものであるの理)を知って和光同塵 
し、濁りの中、すなわち黒(に処って身)を守るならば、(その生き方は)天下の人々の標準となる。そうなれぱ、不変の 
徳が更まらず、(その人は)無極(なる道)に復帰する。栄(華が結局は心身を苦しめ、あるいは他人の怨みや羨望を買う 
などの理)を知って、卑辱(に処る態度)を守るならば、(その謙下の徳の故に)天下の人々の信望が集注する。そうなれ 
ば(その人には)不変の徳が満ち足り、(その人は)樸(すなわち道)にたち帰る。山からきり出されたばかりの僕に人手 
が加えられ、切り刻まれて世俗の役に立つ器が出来るのであるが、世人はいわばこの器のようなもので、どの人にも世俗的 
に何か役立つ技能があるものである。(善く人を救い用いる)聖人、すなわち道を体した人君は、人々のよくする所を用い 
て(自らは無為自然の態度で、)彼らがそれぞれ分担する役割を統括する。(この聖人が万一世人と同様に一つの器のように 
一技一能しか持ち合わさない存在であったら、統括などとても出来るものではない。聖人は器のもとである樸のような存在 
でなければならない。)だから真に偉大な制作は分割しないものと言われるのである。 

〇嬰児使用テキストでは r 瓔児」に作っているが、 rgy の字は説文にも見えぬ字であり、且つ他の諸本に皆「嬰」の字に作ってい 
るので改めた。「幼子」のこと。一説に、生まれたての女子を嬰、男子を児と言うとあるが、これは後世のこじつけらしい。説文によれば「嬰 
は頸飾なり」、「児は孺子なり」とある。「児」の方だけなら問題はないが、「児」の上に「嬰」がついて、「嬰児」が幼子の意味に用いられる 
のは、どういう IR ' であろうか。礼記雑記に「曾申、曾子に問ひて日く、父母に哭するに常声ありやと。日く、中路にして、嬰児、其の母を失 
はば、何の常声かこれ有らん0」という文があり、この「嬰」の字に鄭玄が r 猶鶩弥 ( g ぃ)のごときなり」と注をつけている。「驚弥」は小児の 
啼き声を表わしているもので、且つ r 弥」の声符の「雨」は「児」と同音である所から、朱駿声は、「騖弥すなわち嬰児で、嬰児の語が幼子 
の意に用いられるのは、この二字が小児の啼き声を表わしているからである」との見解を取っている。〇式法式。手本。標準。〇态変更 
の意。説文に「态は更なり」とある。 

「知-一其白—%守，1其黒ことは、どういう事か。これを最も良く説明してくれているものが、楚辞漁父篇に見える、屈原と漁父の問答の中 
にあるように思われるので、参考までに記して置く。 



屈原既に放たれて江潭に遊び、行く行く沢畔に吟ず。顔色憔悴し、形容枯％せり。漁父見て之に問ひて日く、「子は三閭大夫に非ずや。何 
の故に斯に至れるや〇」と。屈原日く、「世を挙りて皆濁れり。我独り清めり。衆人皆酔へり。我独り醒めり。是を以て放たれたり 〇」 と〇漁 
父日く、「聖人は物に凝滞せずして、能く世と推移す。世人皆濁らば、何ぞ其の泥を M ' r して其の波を揚げざる。衆人皆酔はば、何ぞ其の獻を 
舖つて其の釀を歡らざる。何の故に深く思ひ、高く挙つてがら放たれしむることを為すや。」と。屈原日く、「吾、ガを聞けり。新たに"^ら 
ふ者は冠を弾き、新たに浴する者は必ず衣を振ふ、と。安んぞ能く身の察察たるを以て、物の1 g たるを受けんや。11，ろ湘流に赴きて江魚 
の腹中に葬らるるも、安んぞ能く皓皓の白きを以て、世俗の塵埃を1 i んや〇」と。漁父莞爾として笑ひ、ふ榧~を鼓ちて去る。乃ち歌つて日 
く、「熗浪の水清まば、以て吾が纓を濯ふ可し。滄浪の水濁らば、以て吾が足を濯ふ可し0」と。遂に去つて、復たヂに言はず。 

屈原は戦国末期の楚の忠臣。佞臣に讒言されて放逐され、悲憤憂悶の末、ついに汩羅 (1) の淵に身を投げて死んだ。彼は潔白の身を最後まで 
守り通して死んだが、その屈原の忠節•潔白を知り、その不遇を憐みいたむ一漁父が、屈原を諭した言葉、「滄浪の水云云」 という 民謡に托 
して別れる際に遺した陰喩、これは、道徳経のこの「知二其白 f 守二其黒？」の句意と全く通うものではないか。 

無爲第二十九 

_この章は人君たるものは自然を体し人為を去るべきを説いている。そこで「無為」と題されている。 

將 F 欲取， I 天下 I 而爲，之' 吾見，真不 K 得已•天 
下神器' 不 i 可一爲也。爲者敗 i 之‘執者失 
之。故物或行或隨。或峋或吹。或强或 
贏，或載或隳。是以聖人、去 i 基、*奢 
去一泰。 

_天下を取つて、これに人為を加えて治めようとすると、私はそういうことが出来ないのを見て取るばかりである。天 
下は不思議なもので、人がこれを治めようとした所で、どうにもなるものではない。治めようとする者はかえつて天下を台 
なしにしてしまうし、それに執着するものは天下を失つてしまう。そういう訳で(世の物事は複雑で人間の思うように 行か 

無為第二十九 五九 


てんか と これ をさ し*5ょく - C れそ え み 

天下を取りて之を爲めんと將欲するは、吾其の得ざるを見るの 

てんか しんき をさ ベ をさ もの これ やぶ 

一 み。天下は神器、爲む可からざるなり。爲むる者は之を敗り、 

VT ^.0 こホ ぅ* UVX ゆ11 ものあるひ ゆ あるひ したが あるひく ある 

執る者は之を失ふ。故に物或は行き或は隨ふ。或は昀し或 
、 は吹く。或は强め或は贏む。'或は載せ^ I は隳す。是を以て 

せいじん はなは さ しや さ たいさ 

聖人は、甚だしきを去り、奢を去り、泰を去る。 
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ないもので)、一方では先に立って行っている積りが、他方では後れて人に随う結果になっており、一方ではやわらかく息 
をかけて温める積りのものが、他方では強く息を吹きかけて冷やす結果になっている。一方では強めている積りが他方では 
弱める結果になっているし、一方では載せる積りが他方では突き落す結果になっている。だから、道を体した人君は■(無為 
の態度に処り)、甚だしいこと、奢れること、驕慢なことを身から去るのである。(こうして始めて神器たる天下を保つこと 
が出来るのである。) 

H 〇将欲……しようとする。 r 将」は発声の辞。広雅釈詁一に「将は欲なり」とある。「欲」はまさにそうなろうとする状態を言う詞。 
二字続けて「シャゥョク」と読む。〇或啕或吹一方では、ゆっくり息を出して温めようとする積りが、他方では急に息を出して冷やすのと 
同じ結果になるの意。 r 咆」は「欲」の一体。 rfLr とも書く。口を開いて息を出すこと。河上公注には「啕は温なり」とある。ゆっくり息を 
はき出してものを温める意味。「吹」は息を急に出すことで、河上公注には「吹は寒なり」とある。息を急いで出してものを冷やす意味。〇 
贏 S 弱める。やせおとろえさせること。説文に「羸は瘦なり」とある。もとは、やせた羊のことだったのが、後に転じて人に言うように 
なったもの。ここでは動詞的に扱い、弱めると訳す。〇隳 X 落すこと。 r 隳」は r 隍£」の俗字で、「瘥」は説文に「城を敗 8 るなり」と 
ある。この字はまた「墮」»)にも作るが、漢書匈奴伝の注に「 £8 は落な り」 とある 0 r 城を敗る」が原義で、「こぼつ」とか「おとす」の意 
を持つようになったもの。〇泰おごり。説文には「泰は滑なり」とあり、「良く流通する」が原義であるが、「大」字の仮借として「甚だし 
い」「驕り」等の意味に用いられる。 

— ffl この章の「取-一天下この語は第四十八章や第五十七章にも見えているが、梁啓超や張煦はこの！¢5を取り上げて、春秋時代は単に諸侯が 
会盟の長たらんことを欲したに過ぎず、「取， I 天下,」の意はなかったとし、この語のあることによって、老子道徳経が戦国末期の著作である 
ことを論じてい ( 古史弁第四冊)。河上公注では「取」を「治」と訳しているので、その考えに従えば、「天下を取 S む」と訓ずることに 
なるが、それにしても、「天下を取る」とか「天下を治める」とかいう思想が戦国中期以後のものであること自体を動かすことは出来ない。 
武内義雄博士は、これらの語のある章を皆後人の文としておられる。いずれを是とすべきかは、詳しい証明を必要とするが、私は、解題にお 
いても述べて置いたように、老子道徳経成立の時期は戦国末期から漠初にかけてであり、著者「老聃」という人物は、この頃の道家学者たち 
が描き出した理想像であると見ているので、梁啓超や張煦の主張に結論的には賛成する。 




儉武第三十 

lia この章は、いたずらに武威を張り、強大を図ることは、かえって禍いを招くことになるという、一種の非戦論を説いている。そこで、 
武事をつづまやかにするという意味の「倹武」という題がつけられた。 

以レ道佐，入主一者、^以 i 兵强-夫下；其事好 
還•師之所&、荆棘生焉。大軍之後' 

必有=凶年；善者果而已•不 - I 敢以取►强。 

果而勿 i 矜、果而勿 i 伐' 果而勿 a 騎、果而 
不1得色、果而勿强。物壯則老。是謂_|不 
道；不道早已。 

H 道をもって人主をたすける者は、その国を兵をもって天下の強国としょうとはしない。物事には必ず報いが還って来 
るものだ。軍隊が駐屯すれば、その地の田畑は荒されて荆棘が生える。大戦争の後には必ず凶作の年がくる。善い(政治や 
外交という)ものは、ただ果断ではあるが、決して果断をもって強大の名を取ろうとはしない。果断であっても尊大にかま 
えたり、(自己の才能を)ほこったり、驕慢になったり、強くあろうとするな。やむを得ざる時のみ果断であれ。すべて物 
は強壮であるとすぐ老衰するものだ。強壮(にまかせて無茶をやるもの)を不道という。不道なものは早く滅び云るもの 
だ 0 

1 a 〇以道佐人主者人臣で道をもって主君を輔佐する者。「佐」は輔佐の意。なお、この「佐」の字は景竜碑では「作」の字になってい 
て、 if 樾は諸子平議でこの事に論及し、河上公注に「人主能く道を以て自ら輔佐するを謂ふ。」とあるが、「以/道佐-入主一」とは「人臣道を 
以て其の主を輔く」の意であり、河上公注は甚だ原文に則していない所から、河上公本も元来「佐」の字を「作」の字に作っていたのであろ 
うと述べている。道徳経中で、君主を輔佐する者の心得を述べている所は他に例がなく、外交.政治.軍事等に関する事柄はすべて君主の心 

検武第三十 六一 


みち もつ じんしゆ たす もの へい もつ てんか つよ そ て - i : 

道を以て人主を佐くる者は、兵を以て天下に强くせず。其の事 

よ かへ し を ところ けいきよくしやう たいぐん のち かなら 

好く還る。師の處る所には、荆棘生ず。大軍の後には、必ず 

*.よ5 ねんあ ぜん もの くわ あへ もつき -v> うと 

凶年有り。善なる者は果なるのみ。敢て以て强を取らず。果に 

ほこ な くわ ほこな くわ おご な 

して矜る勿かれ、果にして伐る勿かれ、果にして驕る勿かれ、 

や え くわ きや 5 な ものさかん 

果にして已むを得ざれ、果にして强なる勿かれ。物壯なれば 

すなはお これ ふだう い ふだう はや や 

則ち老ゅ。是を不道と謂ふ。不道なれぱ早く已む。 
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得と して 説かれていることから考えて見る と、 命樾の説は正しいと思うが、「佐」でも意味は通るので、しばらく このままにして 置く。「作」 
の字であれば、「道を体して人主と作(な)る者〇」という意味になる〇 〇師軍隊のこと〇説文に、三千五百人を師と為す」 と ある。周代の 
軍制で、二千五百人から成る軍隊を師と言った。0荆棘生「荆」は楚地に産する小灌木、「棘」は 「とげ」 のある小 灌木で、 これらがはえる 
というのは、田畑が荒廃することを意味する 〇 〇果果敢、又は果断の意 0 0矜自ら尊大にすること。 第二十二章語釈「矜」参照0 0伐 
自らその才能をたたえること。第二十二章語釈「伐」参照。 

偃武第三十一 

raH ® この章は、前章に引き続いて、兵について、已むを得ぬ場合にのみこれを用い、決してこれは尊ぶべきものではない旨を述べて いる。 
そこで「偃武」と題されている。「偃」とは臥 (ふ) せる、または、 

意味になる。 

夫佳兵不祥之器。物或惡乏•故有道者 
不一處。君子居則貴 i 左、用 i 兵則貴 i 右。兵 
者不祥之器' 非-1君子之器；不一得』已而用レ 
之' 恬谈爲1。勝而不_。而，之者' 

是 P 殺 iA ■夫樂一殺人者' 則不 i ? 以得，一志 
於天 T 矣。吉事尙 i 左' 凶事尙一右。偏將 
軍痹左、上將軍處 i 右。 F 以，1喪 P 處★之。 

殺入之衆、以 -1 悲哀-泣 i 之' 戰勝以 ， i 喪禮 I 處 k 
之。 

そもそも立派な武器は不吉な道具である。誰でもこれを嫌う。だから、道を体した人は武器を用ハる地位に身を S か 


その事を休止するの意で、「偃武」といえば、武器をふせて用いぬ、 という 

ギれ1 fs の辭なり。1?おを顆む。? gs はぎら 
ざるなり。君子居りては則ち左を|^び、兵を用ふるときはす#,ち 
轺 i.Fi は s;、.?^Qf C ず。むを1#^ずして尨を 
用ふるも、括淡を上と爲す。勝ちて！ k とせず。耐るに為を！ k と 
する者は、是れ人を殺すを樂しむなり。夫れ人を g すを！!しむ 
截は、すて一 r& デに l# 5 .r らず。 TP にはひ s*?v 

きよう- L みぎ たつと へんしやうぐんひだりを じヤうしや. ^ みぎ を 

凶事には右を貴ぶ。偏將軍は左に處り、上將軍は右に處る。 
喪禮を以て之に處るを言ふ。人を f すことの歉きときは、！^ 
を以て之に泣き、戰勝ちては喪禮を以て^ K に處る〇 



ないのである。有徳の人物は、平生は左をたっとび、武器を用いる時に右をたっとぶ。こういう点から考えて見ても、武器 
が不吉な道具で、君子の用いる道具でないことがわかる。やむを得ず武器を用いる場合でも、利欲に惑わされてそうするの 
でなく、あっさり用いることが立派な武器の用い方である。戦いに勝っても、君子はそれを善いことだとは考えない。それ 
なのに、戦いに勝つことを善いことだと考える者があれば、それは人を殺すことを楽しみとする者である。そもそも人を殺 
すことを楽しみとするような者は、天下を統一しようなどという志など立てたところで、到底かなえられない。一般に吉事 
の場合には左をたっとび、凶事の場合には右をたっとぶ。それなのに軍隊では' 副将軍が左すなわち高い位置におり、上将 
軍が右すなわち低い位置にいるという、変則な席の占め方をしている。これは、喪礼の時の席の占め方で、軍隊は人を殺す 
不吉な場所であるから、将軍たちは喪礼の法式で身をおいていることを言い表わしているのである。だから、有徳の君は、 
戦争などで人を殺すことの多いときは、悲哀の真情をこめてそのことに泣き、戦いに勝っても喪礼をもってこれに処するの 
である0 

ii 〇佳兵立派.な武器。鋭利な刀剣や強力な弓矢などをさす。説文に「佳は善なり」、「兵は械なり」とある。〇物或悪之誰でも常にこ 
ういうものを憎悪する。「之」は佳兵を指す。「物或」については第二十四章語釈(五〇ぺージ)参照。〇恬谈心安らかなこと。あっさりし 
て執着しないことを意味する。説文に r 恬は安なり」とある。「淡」は原義は「慾 e ふ」であるが、この場合は、安んずるの意の「谈」か 
「儋」の仮借として用いられている。〇勝而不美戦いに勝っても、それをよしとしない。説文には「美」は「甘なり。羊と大とに从 ( <5 fe ) 
ふ。羊は六畜 ( s 5<) に在り。主として膳に給するなり。美と善とは同意なり。」とある。〇偏将軍副将軍。「偏」はたすけるの意。〇喪礼人 
が死んだ時の礼式。 

gla 「夫佳兵不詳之器」の「佳」は「美」又は「飾」の字に作るテキストもあるが、畢沅の見た河上公本•王弼本では r 隹」に作っていた 
らしい(老子®詁参照)。王念孫も読書雑志で、この字について、『今考えて見るのに、「佳」は当8に r 隹」に作るべきである。字が誤った 
のである。 r 隹」は昔の「唯」の字である。(中略)上に「夫唯(11」と言い、下に「故」と言い、文義が正しく相承けている。八章に「夫唯 
不，争、故無 k 尤。」といい、十五章に「夫唯不 x 可 JI 、 故強為-1之容？」といい、また「夫唯不 k 、 故能蔽不-一新成？」といい、二士一章に「夫 
唯不 k 争、故天下莫二能与 k 之争？」といっているのは、皆その証拠である。云云』と述べている。 

「佳」は確かに「佳」と誤り易い字で、王念孫の意見はもっともと思われる。もし王念孫の意見に従って「佳」を「唯」に改めると、道徳経 
中で、「夫唯……故」の形を取る句は必ず上に接続する文を持ち、その論旨を転ずる役割を果たしているから、第三十一章は元来独立したもの 

偃武第三十一 六三 
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でなく第三十章と合して一章を成していたものだったかも知れぬ〇魏源の老子本義で、 この 両章を合わせて一章に まとめているのも参考に 
なる。しかし、「佳」のままでも意味は取れるので、 I 応、使用 テキストに 従って訳出した次第で ある。 

聖德第三十二 

1 BH この章は、侯王が道を守った場合、天下の人心がこれに帰し、天も瑞祥の甘露を降らせ、人民はおのずから均しく その恩沢を受けて、 
世は太平に治まるであろう ことを 説いている。 そこで、 侯王が道を体した場合の徳を「聖徳」 と 名 づけ、 この章の 題とした ものであろう0 

道常無 i 名。朴雖 k 小天下不，一敢臣；侯王若 
能守 i 之、萬物將，1自賓一天地相合以降 ， t 
露；民莫，一之令 I 而自均。始制有 i 名。名亦 
旣有' 夫亦將 i 知 i 止。知 i 止所3以不系 。 f 
道之在-夫下 I 、猶~川谷之與=江海； 

ii 道は常に名づけようのない状態にあるものである。これを譬えて見れば、 P ようなものである。 use ような道を 
体する人は、•たといその身分が微小であっても、天下の何人も決して彼を使役することは出来ない。まして侯王の 如き大き 
な地位権力を持つ者がよくこの道を守るならば、天下の万物がおのずから敬い帰服して来るであろう。そうして、天地の気 
阳相合して瑞祥の甘露の雨を降らし、人民は別に誰も政令を下すものがなくても、自然に 均しく 恩沢を受けるようになる。 
樸散じて器となるように(第二十八章参照)、最初に無名の道からさかれて名ある万物が生じた訳であるが、既に万物の名 
が生じた上は、とどまることを知ることが大切である。限りなく分化し差別されて行く末の末を追うなかれ。とどまること 
を知るのは危険より遠ざかるゆえんである。末を追わずして道を守る侯王の天下における地位は、あたかも川谷の水が江海 
に従い、 ここに 流れ 注ぐごとく、万物の帰服する所である。 


銳 は！！に？ し。 #？ ? t な りし街も奉齡 て g とせず 。 gp 

ij :, こ. tt まも ばんぶつまさ おのづか ひん てんちあ6がつ 

し能く之を守らば、萬物將に自ら賓せんとす。天也相合して 

も \ o - i > ん！たみこれれい な おのづかひと ？し 

以て甘露を降し、民は之に令する莫くして自ら均し。始めて 

さ ，なあ な またすで あ そ ま^まさ とど し 

匍けて名有り。名も亦旣に有れば、夫れ亦將に 止まる を 知らん 

- と ^ J し あやふ ゆ表ん みち てんか あ 

とす。止まるを知るは殆からざる所以なり。邀の天 fL に密るを 

たと な せんこく かぅかい くみ 

譬ふれば、猶ほ川谷の江海に與するがごとし。 



ii o 侯王諸侯。 o 賓敬服すること。 r 賓」は説文に「敬する所なり」、また広雅釈詁に r 賓は敬なり」とある。〇始制有名最初に道 
からさかれて名ある万物が生じた。「制」は説文に「裁なり」とある。裁断すること。〇夫亦将知止「夫」と「止」は使用テキストでは「天」 
と「之」になっていたが、意味が通じ難いので、王弼本•傅奕本に従って「夫」と「止」に改めた。〇猶川谷之与江海「与」は「於」に作 
るテキストもあるが、「与」のままで訳出して見た。「与」は説文に「党与なり」とあり、「仲間になる」が原義であるが、国語(斉語)の r 桓 
公、天下の諸侯多く己に与するを知る。」の注に「与は従なり」とあるように、「従う」の意に用いる場合もあった。この章においても、「仲 
間になる」というよりは「従う」の意に取った方が、よく理解出来ると思う。 

辯德第三十三 

ii この章は道を体する者の徳を論じている。「弁徳」とは r 徳を弁明する」の意味で、この章に題されたものであろう。章旨にかなって 
いると思う。 

知人者智、自知者明。勝入者有ぃ力、自 A? を知る 1 は智、み自らを知る者は明なり。 A? に勝つ者は力有り、 
勝者强。知 A 足者富' 强行者有 A 志。不 A 失-一 自らに勝つ者は强し。足るを知る者は富み、强めて行ふ者は 
其所一者久、死而不 A 亡者壽。 志有り。其の所を失はざる者は久しく、死して亡びざる者は 

11なり0 

i 他人の事をよく知っている者は智者と言えるが、自己をよく知る者こそ真に聡明な人と言える。他人をうち負かす人 
は力がある者と言えるが、私欲•私情を克服出来る者こそ真の強者と言える。足ることを知る者は富者であると言えるし、 
つとめて道を行なおうとする者は志ある者と言える。自分の処るべき所に住してそれを失わぬ者は、長く久しく安らかであ 
り得るし、道を体して宇宙永遠の生命に参入し得た者は、肉体は死んでもその真生命は亡びない。こういう者を真の寿者と 
言うのである。 

ii 〇強行勉め行なう。「強」は原義は虫の名。説文に「祈なり」とある。音が通う所から、 r 彊」の仮借字として用いられている。 r 彊」 
は説文に「弓の力あるものなり」とあるものが原義であるが、これがまた r 勉める」の意をも持つようになったもの。〇死而不亡肉体は死 

聖徳第三十二弁徳第三十三 六五 



老子道経上 六 yN 

んでも、その精神•功業は後世の人々の中に生き続けること。「亡」の字は、テキストにより「忘」あるいは「妄」に作るものもあったが、 
しばらく「亡」のままで訳して置く。 

任成第三十四 

H この章は、道が万物を生じ、愛養しながら、その功を恃みにして名を揚げようとか、万物の主となろうとかしない。言いかえると 、 a 
は万物が自然に成るに任せ、これに対して差し出がましい態度に出ない。こういう道の態度に見習って、聖人も、黙々と万民のために尽くし 
ながら、自ら偉大ぶらない。だから、真に偉大な存在になるのだ、という趣旨のことを論じている。「任成」とは「成るに任せる」 という 意 
味で、だいたい章旨にかなった題名であると思う。 

大道氾兮、其可-1左右；萬物恃 i 之而生' 

而不一辭□功成不=名有 I 愛；一養萬物一而不 
爲レ主。常無欲可 i 名，-於小一萬物 P 之' 而 
不 i 爲 i 主•可-1名爲失。是以聖人、終不_|自 
大 I 故能成， I 其犬； 

i 道は水め氾濫するよう に、 右へも左へも、いっさいの所にあまねく行きわたっている。万物はこの道をたよりにして生 
じているが、道はその労を辞することもない。それのみか、万物を生ずるの功を成しながら、功名を有しようともしない。 
万物を愛し養いながら、その主人になろうとしない。道は常に無欲で、世俗の目から見たら、その存在は 真に 小さい と言え 
よう。道は万物が己に帰服しているが、その主人になろうとしない。その働き、心の持ち方は、真に大きい と言える 。だか 
ら、道を体した聖人は最後まで自分を大きいものとしない。真に無欲で謙虚である〇だからこそ、万人が彼に帰服し、その 
大を成すことが出来るのである。 

iram 〇氾水が一面に溢れること。氾涅すること。〇辞ことわる。「辞」は説文に r 訟なり」とあり、「曲直を争う」という意味が原義で 


して、 k れ錾すルし。 is を一みて it ずるも、一! 

じ こうな な いう ばんぶつ あいやう しゆ な 

レ も辭せず。功成りて名を有せず。萬物を愛養して、主と爲らず。 
常に無欲なれば小と名づく可し。萬物ガに歸して、主と爲らず。 
ぎけ てガと S* 1 すずし。 起を 5て iA£ 、 g II らガとせず。 g 
に能く其の犬を成す。 



ある。「ことわる」という意味に使うのは r 辤」の字の仮借として用いられている時である。 r 辤」は説文に「受けざるなり」とある。また 
「辞」は r 詞」の仮借として「説く」とか「語る」という意味にも用いられる。この意味でもここは通る。「説く」又は r 語る」意味にして M 
釈すると、「万物恃ぃ之生、而不 k 辞。」は「万物は道をたよりにして生じているのだが、道はその手柄を自ら語ろうとはしない。」という訳に 
なる。〇帰之道に帰服する。「之」は道を指す。「之」は使用テキストでは「焉」に作っていたが、王弼本•傅奕本に従い「之」に改めた。 
〇終不自大最後まで自分を大きな存在だという風に振舞ったり しない。「白」 は使用テキストでは「為」の字になっていたが、「為」ではや 
や意味が取りにくいので、傅奕本に従って r 自」に改めた。 

仁德第三十五 

ii この章は、道を体して生きる者は何所に往っても安全に生きてゆくことが出来る。ところで、その道についての教えは、人々の関心を 
惹(ひ)かないあっさりしたものだが、その効用は無限である、という旨を述べている。「仁徳」という題は、どういう積りでこの章につけられ 
ているのであろうか、合点が行かない。 

執矢象 I 天下住' 往而不％、 

與 fe ' 過客止。道之出 ip ’ 

視一之不 i 足 a 見、 P 之?足レ聞' 

大道を執り守って行くならば、天下いずれの所に行くとも危害を蒙ることなく、平安無事である。美しい音楽と御馳 
走とをもってもてなせば、過客は足を止めるが、道が聖人の口から言葉となって出るとき、それは平凡であっさりしていて 
何の味もないので、人々は止まって聞こうともしない。全く道は視ても見えないし、聴いても聞えない存在だから、道につ 
いての教えも必然として淡々としたものになってしまうのだが、道をいくら用いてもその効用が尽きないように、道の教え 
の効用もまた無限である。 

任成第三十四仁徳第三十五 六七 


安平太。樂 
淡兮其無一味。 
用一之不 i 可一旣。 


大象を執りて天下に住けば、住くとして害せられず、安平太な 
り。樂と餌とは、過客止まる。道の口より出づるとき、淡とし 
て其れ味無し。之を視れども見るに足らず、之を聽けども聞く 
に足らざるも、之を用ふれば旣くす可からず。 



老子道経上 六 A 

i 〇大象道を指す。第四十一章に「大象無形」という句がある。形なきものとは又「道」についても言われることである。従って大象 
とは無形なるもの、すなわち「道」を指すと考えられる。「象」は説文に「南越の大獣にして長き鼻牙あり。云云」とあり、獣の象^)の意味 
が原義。「ものの形」の意に用いるのは「像」の仮借としてである。〇安平太安泰であるの意。「太」はテキストにより「大」または「泰」 
に作るものがある。大•太•泰の三字は音が通ずるので、どの字でも良い。0不可既尽くすことが出来ない。「既」は説文に「小食な り」 
とあるが、説文の定義も少しおかしいし、またこの意味ではここには通じない。ここでは「汔 J の仮借として用いられているのである。「汔」 
は説文に「水の涸 S るるなり」とある。 

「道之出 k 口」の句の「口」の字は傅奕本では r 言」に作っている。下に続く句の末の見•聞の二字と韻がそろうから、「言」に作る方 
が古い形であったかも知れない。また「不；，足：，聞」の「足」は傅奕本では「可」に作っている。その前の「不 k 足 k 見」も恐らくもとは「不ド 
可レ見」になっていたろうと馬叙倫は述べている。また彼は「不ド足」という表現は、第二十三章の王弼注に、この節を引いて、 「下 章に言ふ。 
道の言に出づる、淡として其れ味無し。之を視れども見るに足らず。之を聴けども聞くに足らず〇然れば則ち無味にして聴くに足らざるの言 
は、乃ち是れ自然の言なり。」と言っている中の言葉であって、「足」•「可」は音が近いので、伝写の際に誤り改めたのであると述べて いる 

が、第十四章の、 r 視：，之不 x 見。 . 聴\之不 k 聞。」というような例など併わせて考えて見ても、 r 不レ足」よりは「不：，可」の表現の方が正しい 

ように思われる。 r 不 レ 足」でも意味が通らぬ ことは ないので、 しばらくそのままにして置くことにしたが、こういう 調子 こ今 味して 行くと、 
「老子道徳経」 は 実に文字についての問題が多い。 

微明第三十六 

1この章は、外交•内政の要諦を説いている0 r 是謂-一微明-」というこの章の中の句の言葉 r 微明」を取って題にしたらしいが、「微明」 
とはどういう意味であろうか。これには種々の意見もあるが、河上公注に「此の四事は其の道 S ) 微にして其の効明らかな り 0」とあるよう 
に、「道の万物に対するやりかたが微妙で、その効果が明らかである0 J という意味であろう。 

將，1欲歎>之' 必固 P 之•將詼 P 之' 必固 
强 i 之•將5欲寧之、必固興乏。將 S 欲奪乏' 

必固與一之。是謂，薇明；柔弱勝，|剛强一魚 


これ ちぢ し¢-5 よく かなら しば これ は こ n よわ 

之を歙めんと將欲せば、必ず固らく之を張る。之を弱めんと 

しやうよく かなら しば これ つよ これ はい La -5 よく 

將欲せば、必ず固らく之を强くす。之を廢せんと將欲せば、 

かなら、しば これ おこ これうば しやうよく かならし f これ 

必す固らく之を興す。之を奪はんと將欲せば、必ず®，らく之 




不 i 可 fe-l 於淵；國之利器' 不 i 可-一以示 入。 に&ふ。^ K を微嫩と1 E ふ。柔 lit は剛强に勝っ。魚は淵より脫 

す可からず。國の利器は、以て人に示す可からず。 

1道は万物を縮めようとする時には、必ずその前にしばらくこれを膨張させる。これを弱めようとする時には、必ずモ 
の前にしばらくこれを強める。これを廃れさせようとする時には、必ずその前にしばらくこれを興す。これを奪おうとする 
時には、必ずその前にしばらくこれに与える。こういうやり方は実に微妙でしかもその効果が著明であるので、これを微明 
という。こういう微妙な道理が働くから、一見負けそうに見える柔弱なものが、一見勝ちそうに見える剛強なものに勝つの 
である。魚は淵から出てはいけない。出たらたちまち捕らえられてしまう。同様に、国を守り治める利器を無暗に人に示1, 
てはいけない。一且それを表に持ち出したら、その効力を失い、かえって禍いを招くことになりかねない。 

I 〇将欲歙之、必固張之道が万物に対するやり方を見ると、何かを縮めようとする時には、必ずその前にまずしばらくこれを膨張させ 
る。この章は各句の主語が省略されているので、さまざまに解し得るが、一応、主語を「道」とし、「之」は万物を指すと見て置いた。「歙」 
は使用テキストでは「噏」に作っていたが、傅奕本には r 歙」に作られており、且つ「噏」は説文にもない字であるので「歙」に改めた。 
「歙」は説文に「鼻を縮むるなり。」とあって、「縮」の意味があり、「必固張 k 之」の「張」と対用されている。「固」は説文に「四塞なり」 
とあるが、ここでは「しばらく」とか「一時 ( i »3 J の意の「»(-」)」の字の仮借として用いられていると考えられる。武内義雄博士は「姑」 
の仮借であろうと見ておられるが(老子の研究)、「姑」の宇が「しばらく」の意を持つのも raj の仮借としてではないかと思う。〇微明 
題意参照。0国之利器国を守り治める大切なするどい道具。国君の権力とか、智識を指すと思われる。 

r 将7一欲廃一.之」から r 必固与 U までの四句は、これに類似したものが韓非子説林上と戦国策の魏策一とに「周書日」として引用され 
ている。武内博士はこの章全体を陰謀家の言と見ておられるが、確かにどうも権謀術数の臭いの濃い章ではある。諸家の中で比較的晩成の道 
家には、恐らくこういった陰謀家の思想の影響もあったことであろうし、戦国末期の世相から、こういう権謀術数的要素が思想の中に採り入 
れられたのは、自然の勢いであったろう。 

爲政第三十七 

n この章は、道を体して無為の政治を行なうならば、天下の万物おのずから化し、天下が正しく治まるようになるという旨を述べてい 
微明第三十六為政第三十七 六九 



老子道経上 七〇 
る。そこで「為政」と題されている。「為政」とは「政治を為$す」の意。 

道常無爲、而無禾 A 爲。侯王若能守、萬 
物將 i 化一化而欲作、吾將 1 鎭乏以 ，一 無名 
之朴一無名之朴、亦將不 k 。 不 k 以靜 
天下將_1自定？ 

道は常に無為であって、人間の働きのような人目につく仕事はしないが、しかもあらゆることをなし遂げている。諸 
侯のごとき地位の者がもしよく道を守り、道に則って無為の政治を行なうならば、万物はのびのびと自然の 生成変化を遂げ 
るであろう。生成変化の過程において不当な欲望を起すものがあったら、私ならその欲望を鎮めるのに、 私自身が「無名の 
朴」すなわち「道」を執り守って無欲であるさまを示し、もって鎮めよう。無名の朴に感化されれば、万物 もまた 自然に無 
欲になるであろう。万物が無欲になり静かになれば、天下も自然に安定するであろう。 

〇万物将自化「化」はここでは生成変化の意に取ったが、感化されるの意に取っても通じよう。〇化而欲作「欲」は貪欲 (技)〇 「作」 
は説文に「起なり」とある。句意は「生成変化を遂げて貪欲が起ったら〇」であろう。「化して作 (3 らんと欲せば」と訓む人も あるが、 そう 
訓んでも、意味はほとんど変らない。 

E 2 K 3 この章並びに第三十二章に「侯王」という言葉が出て来る。武内博士は、「漢人は諸侯を王と称している。諸侯を侯王と 称するのは、 
早くも戦国、斉•梁が王と称した以後のことで、老子既に没した後のことであろう。従って、この章を老子の作でないと疑ったのは理由ある 
ことであるが、其の思想から考えて老子の思想と反するわけではないから、老子没後間もなき時代に、その後学が述べた 言であろう0」と述 
ベておられる。また梁啓超はこの語が春秋時代のものでない故に、老子道徳経の著作年代は戦国末期で あると論じて いる。 確かにこの語は、 
老子道徳経成立の時期を物語る貴重な資料のようである。 


歡は！ I に！^なれども、一一もぎさざるぎ。殿寧しぼく賊ら 

ばんぶつ まさ おのづか くわ くわ ょくおこ わ れまさ こ- n . 

は、萬物將に自ら化せんとす。化して欲作らば、吾將に之を 
鎭むるに無名の朴を m てせんとす。1命の枞もてせば、船搬に 
欲せざらん。欲せず以て靜かなれば、兒 T 4 ' 鹏にぉ i§ から 超 まらん 
とす。 



老子德經下 


論德第三十八 

1この章は道徳について論じている。そこで「論徳」と題されている。 

上德不ブ德、是以有 K 德。下德不 i 失 i 德' 是 
以無 i 德。上德無爲、而無， I 以爲；下德爲一 
之' 而有，|以爲；上仁爲一之■而無11以爲； 

上義爲一之、而有11以爲；上禮爲一之' 而莫，1 
之應【則攘 i 臂而仍 i 之。故失 i 道而後德' 

失レ德而後仁' 失 fc 而後義'失 i 義而後禮。 

夫禮者忠信之薄而亂之首' 前識者道之 
華而愚之始。是以大丈夫、處萁厚一不レ 
居>1其薄；處萁實；不 i 居， I 其華；故去 i 彼取 i 
此* 

上徳の人は自分が徳を行なっているなどと意識していない。ただ自然に振舞いつつ、しかもその行為が道にかなって 
いる。だから真に有徳者と言われ得るのだ。下徳の人は修養し、意識して徳を失うまい失うまいとしている。そういう態度 

論徳第三十八 七一 


じやうとく とく ここ もつ とく あ かとく とく う しな 

上德は德とせず、是を以て德有り。下德は德を失はざらんと 

ここ もつ とくな じやうとく む*もつな 

す、是を以て德無し。上德は無爲にして、以て爲せりとする 

な かとく これ な もつな あ じやうじんこれ 

無し。下德は之を爲して、以て爲せりとする有り。上仁は之を 

な もつな な じやうぎ これ な もつ な 

爲して、以て爲せりとする無し。上義は之を爲して、以て爲せ 

あ じや5れい これ な これ f な すなは 

りと する有り。上禮は之を爲して、之に應ずる莫ければ、則 

ひぢ ひ これ ょ A & みち ，しな のちとく とく ，しな 

ち臂を攘いて之に仍らしむ。故に道を失ひて後德、德を失ひ 

のちじん じん うしな のちぎ ぎ うしな のちれい そ れいち 言 

て後仁、仁を失ひて後義、義を失ひて後禮あり。夫れ禮は忠 

しん はく らん はじめ ぜんしきしや みち くわ ぐ はじめ 

信の薄にして亂の首なり。前識者は道の華にして愚の始なり。 

ここ もつ だいぢやうふ そ あつ を そ うす を そ 

是を以て大丈夫は、其の厚きに處りて、其の薄きに居らず。其 

じつ を そ くわ を ゆ表 かれ さ これ と 

の實に處りて、其の華に居らず。故に彼を去りて此を取る。 



老子徳経下 七一一 

が一種偽善の趣きを呈して、徳がないとされるのだ。上徳の人は道に則って無為(人目につくような作為的な働きをしない 
こと)であり、また自ら事をなしたという意識を持たない。それでいて徳を行なっているのである。ところが、下徳の人は 
人目につく働きをし、自ら事をなしたという意識を持っている。上仁の人は人目につくような働きはするが、しかし自ら事 
をなしたという意識はない。上義の人は人目につくような働きをし、その上自ら事をなしたという意識を持っている。上礼 
の人は人目につくような働きをし、相手が礼をもって応えぬ時は、相手の臂を引っぱり強制してでも礼に従わせようとす 
る。こういう風であるから、道が失われた後に徳が現われ、徳が失われた後に仁が現われ、仁が失われた後に義が現われ、 
義が失われた後に礼が現われたのである。そもそも礼などという外側の形式的なものは、人の真心の薄れた結果生じたもの 
であり、争乱の始めとなるものである。人より前に識るなどという智者は、いわば道の仇花であって、邪偽の始めとなる 
ものである。だから立派な人物は、その篤厚なる忠信におって、その薄き礼におらず、誠実なる道におって、仇花たる智に 
おらないのである。だから、私は彼の礼.智を去ってこの道を取るのである。 

〇攘臂而仍之相手の臂 S を引っぱって、強制して礼に従わせる。 r 攘」は説文に「推なり」とあるが、ここでは r 壤」字の仮借とし 
て用いられていると考えられる。 r 禳」は説文に r 臂を援 ( A くなり」とある。「仍6;ょ)」は説文に「因(ょ)るなり」とあり、また広雅釈詁一に 
r 仍は从 (£ fe ) なり」とある。従うの意。「之」は礼を指す。〇愚之始「愚」は「おろか」の意でも通ずるが、第十八章の「知恵出焉有，一大偽 I 」 
の句などと思い合わせると、「遇」字の仮借と見て、邪偽とか姦邪の意に解するのが良いのではないか。説文には「遇」は「逢ふなり」とあ 
るが、王引之の経義述聞卷三の r 暫遇姦宄 j (尚書•盤庚の句)の「遇」の説明によると、「遇」には古く r 姦邪」の意があった。 

この章の「故失：，道而後徳」以下「乱之首」までは、荘子知北遊篇に黄帝の口から語られた古諺として「故日云云」と引用されており、 
そこでは「老子」の言葉として扱われた形迹がない。武内博士はこの II 早の文体が無韻であることや、儒家に反抗する気分があることなどか 
ら、比較的新しい文章らしいと述べておられる。津田博士は、第十八章に「仁義」の語のあることを一証とし、老子の思想が孟子に対する反 
抗から起ったものだと述べておられるが、もしその理窟をこの章に適用するならば、一般の中国哲学史の常識に従って、孔子が仁を説き、孟 
子が義を唱え、荀子が礼を重んじた歴史にび-?たり該当し、老子の思想が荀子以後のものと言うようなことにもなりかねない。しかし「老子 
道徳経」の原本とも言うべきものが既に荀子以前にはあったらしく、荀子がいわゆる老子の思想を知っていたことは、天論篇に老子批評があ 
ることなどから明らかであるから、老子の思想が荀子以後のものであると言う事は出来ない。もしこの章が荀子の礼思想を頭に置いて書かれ 
たとするならば、それはこういう訳であろう。 r 荀子以前に存在した老子の原本には、その後引き続いて道家の学者たちの手が加えられた。 



そして軟国末から漢初にかけて、次第に現在伝わる老子道徳経とほぽ同じものが完成されて行ったのである。この章のごときは荀子以前から 
あった老子原本に、荀子以後の道徳学者が書き加えたものであろぅ。」一般に、「荘子」の内篇は荘子の自著、外篇•雑篇は荘子後学の手に成 
ったと言われているが、もし老子道徳経五千余言が史記に記されているょぅに孔子の先輩格である老聃の自著であるとしたら、その後学たる 
荘子或いは荘子の弟子たちが「故失道而後徳……乱之首也」を知北遊篇に記す時に、これを黄帝に語らしめ、古語として引用する害はなぃ。 
従って知北遊篇のこの文が記された頃は、まだ現在伝わる如き老子道徳経は完成されていなかったと見る一つの証拠になる。そして恐らく、 
知北遊篇のこの文は、荘子の後学で、荀子の思想を知っている者の手になったのではないかと私は想像している。 


法本第三十九 

ia この章は、天地万物は道から生じた一元気を体して各々その分を得ている旨を説き、人がその根本を重んじなければならぬ訳を理解さ 
せ、さて諸侯に取って、その基本となるものは賤しい人民たちであるのだから、侯王はそういう人々を大切にし、謙譲であらねばならないと 
論じている。「法本」とは根本に法 ( so ) るの意で、以上のような章旨から、この章に題されたものと思われる。 


昔之得 J 者。天得二以淸、地得二以寧、 
神得二以靈' 谷得 J 以盈' 萬物得 J 以 
生' 侯王得二以爲，一天下正•其致 i 之一也 • 
天無， I 以淸(將一恐裂；地無， I 以寧；將1恐發； 
神無， I 以靈；將 I 恐歇；谷無， I 以盈(將，1恐竭； 
萬物無，一以生；將，1恐減；侯王無=以貴高； 

將，1恐蹵；故貴以涵爲 i 本' 高必«下爲 i 基。 
是以侯王自謂，一孤.寡ホ轂；此非，1以 i 賤爲>本 
耶 。非乎•故参數譽，無％。不 if 璨琺如> 

法本第三十九 


北 aa は之れ 1 を得る者ありき。天は一を得て以て淸く、地は一を 

え もつ やす しん いつ え もつ れい たに いつえ もつ み 

得て以て寧く、神は一を得て以て靈に、谷は一を得て以て盈ち、 

f - p ぶつ いつ え もつ い こうわう いつ え もつ てんか せい な 

觜物は一を得て以て生き、侯王は一を得て以て天下の正を爲せ 

そ これ いた いつ てんもつ きょ な 

り。其れ之を致せしものは一なり。天以て清きこと無くんば、 

まさ お^-さ ちもつ やす な まさ おそ 

將に恐らくは裂けんとす。地以て寧きこと無くんば、將に恐ら 

くづ しんもつ れい な I おそ や 

くは發れんとす。神以て靈なること無くんば、將に恐らくは歇 
まんとす。谷以て盈つること無くんば、將に恐らくは竭きんと 

ばんぶつもつ い な まさおそ ほろ 

す。萬物以て生くること無くんば、將に恐らくは滅びんとす。 

こうわうもつ きかう な まさ おそ たふ ゆ . A 

侯王以て貴高なること無くんば、將に恐らくは蹵れんとす。故 

き せん もつ もと な たか かなら ひく もつ もとゐ な 

に貴は賤を以て本と爲し、高きは必ず下きを以て基と爲す。 

七三 




老子徳経下 七四 

tlx * 口 1 rr • ここ もつ こ 5 わうみづかこ くわ ふこく い こせん もつ もと な 

王 落落如 i 石 是を以て侯王自ら孤•寡•不轂と謂ふ。此れ賤を以て本と爲す 

に非ずや。非なるか。故に數譽を致せば譽無し。淥淥として玉 
の如くならんと欲せざれ。落落として石の如くあれ。 

昔は一即ち道から発した一元気を体得する者があった。天はこの一を得て清く、地はこの一を得て^ I らかであり、神 
はこの一を得て霊妙であり、谷はこの一を得て盈ち、万物はこの一を得て生き、諸侯はこの一を得て天下の政治を行なって 
いた。そもそも天に清を、地に寧を、神に霊を、谷に盈を、万物に生を、侯王に天下の政治を致させていたものは、即ちこ 
の一であったのである。(所が今や前章に述べたように、世が降るにつれて次第に道が失われて来ている。恐ろしいことだ。) 
もし天がこの一を得て清であるのでなくなったら、天と雖もやがては恐らく裂けてしまうであろう。地がこの一を得て寧で 
あるのでなくなったら、やがては恐らく崩れてしまうであろう。神がこの一を得て以て霊妙であるのでなくなったら、やが 
ては恐らくその働きは尽きてしまうであろう。谷がこの一を得て以て盈ちているのでなくなったら、やがては恐らく%れて 
しまうであろう。万物がこの一を得て以て生きるのでな く なったら、やがては恐らく死滅してしまうことであろう。侯王が 
この一を得て以て天下の政治をするのでなくなったら、やがては恐らくその地立が<«?ぇされることであろう〇こういう訳で 
あるから、身分貴き渚は、道に従ってへり下り、身分いやしき者を本として九®5にしなければならず、高い地位におる者は 
地位のひくい者を基として大切にしなければならない。だからこそ、諸侯は自分を呼ぶのに孤.寡•不轂 というよう な、人 
のいやしみにくむ言葉をもってし、へり下っているではないか。これは賤しい者を本としてへり下らねばならぬため、そう 
している良い例ではないか。そうではないか。(こういう風に高貴な身分の侯王ですら、自分をへり下らさねばならないの 
は、余りに良きものを一人占めにする事が道にかなわぬ事だからでもある。)だから昔から言われているではないか、余り 
誉れをいたそうとすれば、かえって誉れがなくなると。すべて人は淥淥たる玉の如く貴く光輝あるを欲しないで、粗くいや 
しい石の如くであれ。これこそ一を得た者の生き方である。 

0 -道より発した一元気で、陰陽のまだ分かれないもの。第四十二章の「道生"。一生匕〇二生二一〇三生 m 万物？」の r 一」であ 
る。〇寧「安らか」の意。説文には「寧」は「願ひの詞なり」とあるから、「安らか」の意に用いるのは「盛」の仮借である。「盛」は説文 
に「安なり」とある。〇将恐発やがてきっと崩れてしまうだろう。「発」は説文に「射発なり」とあるが、ここでは「廃」の仮借として用 



いられていると考えられる。 r 廃」は説文に「屋の頓するなり」とあり、「傾」は「首を下ぐるなり」とあるから、「廃」の仮借としての「楚 
には「崩壊する」という意味がある訳である。〇歇涸れ尽きるの意。「歇」は説文には「息するなり」とあるが、ここでは「渴」の仮借と 
して用いられていると考えられる。 r 渴」は説文に「尽くるなり」とある。〇竭涸れ尽きるの意。「竭」は説文には「負举するなり」とある 
が、ここでは「渴」の仮借として用いられている。「渴」は前項参照。〇蹵足をすべらせて顚倒すること。〇孤君主の謙称。「孤」は説文 
に「父無きなり」とある。頼りない存在ということから、謙称に用いられた。〇寡君主の謙称。「寡」は説文に「少なり」とある。徳の少 
ない者ということから謙称に用いられた。〇不穀君の謙称。「穀」の字はテキストにより「穀」に作るものがあるが、「穀」が正字で、「毂」 
はその仮借である〇 r 穀」は説文に「幅の湊 (3 まる所なり」とあり、いわゆる「車のこしき」であり、「穀」は「百穀の総名」の意から転じて 
「善」の意を持つ。従って r 不穀」とは「不善」の意を持つ。そこで謙称として用いられるようになったと考えられる。または「穀」は「禄」 
の仮借で、 「禄」 は説文に「福な り」 とある、そこで 「 不穀」は「福(ぼ)でない」の意を持つ所から謙称として用いられるようになったとも 
考えられる。〇®*玉の美しい形容。「璏」はテキストによっては「碌」或いは「禄」に作るものがある。「璏.碌」の二字は説文になく、 
r 禄」だとすると、これは説文に「福なり」とあって意味が通り難い。これは恐らく「録」に作っていたものを「如ド玉」とある下の二字に 
引かれて、後世の学者が「璏」と玉篇に改めたものであろう。「録」は説文に「金色なり」とあり、美しいものの形容に「録録」の語が用い 
られていたのではなかろうか。〇落落石のあらく賤しい形容。「落」は木の葉の枯れ落ちる意であるが、「落落」がどうして石の形容に用い 
られたかはわからない。ただ後漢書馮衍伝の注に「玉の貌 (7) は碌碌たり。人の貴ぶ所なり。石の形は落落たり。人の賤しむ所なり。」とあ 
るのを参考に、右の如く訳して置いた。 

B — この章にはテキストによる文字の異同が甚だ多く、どれを正しいと見るかで解釈にも相当大きな相違が出て来るが、私見によって、次 
の三点を改めた。「侯王得ぃ一、以為-1天下正-0」は使用テキストでは「侯王得/一、以-1天下-為：，正。」となっている。この「侯王」を「王侯」 
に作るテキストもあり、 r 以二天下一為 x 正」は r 以為二天下正一」、或いは r 以為--天下貞一」、或いは「以為-一天下政一」と、種々異なって作るもの 
がある。「為以天下11|」の形が一番多いこと、0内の字では「正」が一番多いこと、そして意味が1番すっきり通るという点から「以為--天下 
正一」と改めた。「侯王」は一応そのままにして置く。次に、「其致/之一也。」の「一也」は使用テキストにはなかったが、この二字のあるテキ 
ストが多く、王弼の注から推察しても、この二字がもとはあった筈だという陶方琦の説もあり、意味を良く通す上からも、この二字があった 
方が良いと思われたので、これを加えた。次に「故致-一数誉一無 k 誉。」の「香」は、使用テキストでは「車」に作っていたが、 r 誉.輿.与」 
などさまざまに作るテキストがあり、意味の上から r 誉」に作るのが最も通じ易いので、これに改めた。 


法本第三十九 七五 



老子徳経下 七六 

去用第四十 

H この章は道の働きを述べている。「去用」という題は、どういう訳でこの章につけられたか、理解に苦しむ。 

反者道之動' 弱者道之用。天下萬物生 -I 蹈は獻の® f 、^ T は截の船なり。 KT 4 の鬆ギより^じ、* 5 は 
於 有；有 生 = 於無； 無より ^ず。 

' (下に述べるように)天下の万物は有より生じ、その有はまた無即ち道から生じているのであるが、天下の万物をまた 
無に反そうとするのが道の働きでもある。(道は万物を生じ、それに生を遂げしめると再び道に復帰せしめているのだ。)そ 
してその道の作用は(万物に対して強硬な態度で臨む訳ではなく)柔弱である。(それでいて絶大な威力を発揮しているの 
だ。) 

同異第四十一 

H この章は、道が衆人に理解され難いものであることを述べ、しかもその道が姿は見せないが万物に力を貸し与え、それらの生成発展を 
遂げさせているの だと 説いている。「同異」 という 題は、「異なるものを同じくす」 という 意味のようであるが、 そうだと すると、章中の「明 
道若^昧、進 x 道若ぃ退、云云」といった一連の逆説に因(ょ)ってつけられたものであろうか。ちよっと良く理解出来ない題名である。 

上士聞％勤而行 i 之' 中士 P 道' 若 k 存 君は銳を,ば、|て^^ひ、3は齡.けば、税す 
若 レ亡、 下士聞 ist 大而笑 i 之•不一笑不一足 一一 るが 若く 亡きが 若く、下士は lit を 聞けば、 对として 為を笑 ふ。 
以爲►道•」故建言有一之。明一道若一昧、進一道 雜はざれば似て銳と齋すに^! らず。」 齡に8| |1 '扩り。齡』_ 
若一退、夷道若 i 類' 上德若一俗、大白若 i 辱、 かなるものは眛きが ぎく、截を齡 むものは#!くが 街く、 费19は 
廣德若-不 i 足、建德若 i 偸' 質眞若 i 渝•大 範なるが新く、±|1|は妍なるが新く、ガ閉はじ1|くせるが街く、 



方無 i 隅、大器晩成、大音希！聲、大象無レ 膨德は把らざるが若く、！！德は偸なるが若く、質眞は淪なるが 
形。」道隱無一名。夫唯道善貸且成。 若し。允方には隅無く、大器は晚成し、大音は聲希く、大象は 

腐齡し OJ la 隱れて名無し。夫れ唯道のみ善く貸し且つ成す。 

H (道は名状すべからざるものであるから衆人には容易に理解出来ない。〕.徳高く知すぐれた人物は、道を聞けば勤めて 
之を行なう。だが中位の知徳を具えた人物になると、道を聞いても半信半疑で、そういう道があるのだか無いのだか見当も 
つかない。知徳の最も低い人物になると、大法螺 ( M ) だと笑って片付けてしまう。だが、こういう輩 (1) に嘲笑される位で 
なければ道となすに足らぬ。」だから、昔の立言者が次のように述べているではないか。(次に述べるような逆説的真理が中 
士や下士などに判ろう答はない。)道に明らかな者は(その數知の光を蔵 S している故に)蒙昧な者のように見える。道を 
進む者は(これを損し、又これを損して無為に至らんとする故に)退く者のように見える。平らな道はかえって凸凹道のよ 
うに見え、上徳の人は(その徳の光を包蔵する故に)俗人のように見える。道を体した真に潔白な人は(和光同塵する故に)汚 
辱にまみれた者のように見え、広大な徳を具えた人は(相対を超越し、差別相に無関心なので)知慧の足りない者のよう 
に見える。すこやかな徳を具えた人は M ' i って悪賢い者のように見え、道を体した質樸で真実な人はおもねる者のように見え 
る。 (右のように、道を体した者が一見その本質と反対なもののように見えるのは何故であろうか。それは道が謙譲であり、 
且つ無限な大きさを持つ故である。)大きなは筐(天地の如く万物を容れている器)には隅というものがない。(だから容器と 
して認識されない。)小さな器は早く出来上がるが、大きな器は遅く出来上がる。(人間においても同じ事が言える。だか 
ら、将来大人物になるような人は、それまでは何の役にも立たな_い者のように見えるのである。)(人間の耳に聞える程度の 
音は、いわば小さな音であって、天地.宇宙.日月星辰の運行する際に起されているであろうような無限の)大音は人間の 
耳には聞えず、声の無いように思われている。(人間の目に形として映 ( F ) る 程度のものは小さなもので)無限に大きいもの 
の像 (50 は人間の目には形として捕らえられない。」道は人の目に映らず隠れた名づけようもない存在だ。だが、そもそもこ 
の道だけが善く万物に力を貸し与え、且つそれを生成せしめている。 

11 〇上士知徳の高い人物。周代の制度で、身分の上から、上士 •中士 .下士が分けられているが、ここでは身分を指しているのではな 
い。〇大而笑之大げさな話だとして嘲笑する。「而」の字は使用テキストにはなかったが、この字のあるテキストも多く、句法の上からは 

去用 第四十 同異 第四十一 七七 



老子徳経下 七八 

上の「勤而行之」と形が揃い、牟子•抱朴子などに引用されている例を見てもこの字があるので、加えた。「而」字がなけ^1文「大いにこれ 
を嘲笑する」という意味になる。〇建言昔の立言。〇夷道平らな道。「夷」は説文に「東方の人なり」とある。ここでは「徬」の仮借と 
して用いられている。「禊」は説文に「行くこと平易なり」とある。〇若類凸凹道のようである。「類」は王弼本•傅奕本も共に「類」に作 
っているが、馬叙倫が両者共に r 晶」の仮借で、説文には「晶」の正字はないが、偏•傍に用いられた「煨鑷」が「不平なり」と説明され、 
荘子庚桑楚篇の「畏塁之山」はその状が不平であることから「晶」が「不平」の意で、平易の意の「夷」と対していると述べているのに従っ 
た。〇上徳若俗上徳を具えた人は一見俗人のようである。「俗」の字は使用テキストでは「谷」に作ってあったが、「俗」に作るテキストも 
あり、馬叙倫も「谷」に作ってあるものは「俗」字の人偏が省かれた形と見ているので、改めて「俗」にした。若し「谷」のままにして置け 
ば、「上徳の人は一見谷の如く徳が空 ( g しいように思われる」とか、「谷のように徳が低く見える」と訳せよう〇 〇建徳若偸すこやかな徳 
を具えた者は悪賢い者のように見える。「建」は ic 樾が「読んで健と為すべし。剛健と鍮惰と応ず0」と述べているのに従い、「健(1)か」の 
意に解した。「偸」は傅奕本では r 楡」、河上公本の別のテキストでは「揄」に作っている。「偸」は「鍮」の別字で、「鍮」は説文に「巧黯な 
り」とある。「黠」には「慧」又は「悪」の意あり、そこで悪賢いの意に解した。〇大白若辱真に潔白な者は汚れているように見える。「辱」 
は説文に「失なり」とあるが、「_」字の仮借として用いられ「汚れる」の意を持つ〇「黷」は説文に「垢を握り持つなり」とある〇 〇質真若 
渝質樸で真実な人はへつらう者のように見える。「渝」は「楡」或いは「輸」に作るテキストもある。「偷」は説文に「変汚するな り」 とあ 
る。この意味でも通るが、馬叙倫の説に従い r 諫」の仮借字と見て訳した。「誤」は説文に「諂なり」とある。へつらうこと。〇大方無隅 
大きな筐8には隅というものがない。「方」は説文に「舟を併@すなり」とあるが、ここでは「匚」の仮借字として用いられている。 「に」 
は説文に「物を受くるの器なり」とある。〇大音希声大きな音は声の無いのと同じで、人の耳に聞えない。「希」は第十四 章の 「聴 k 之不レ 
聞、名日 x 希」の用例から、この場合「無」と同意に訳して置いた。 

道化第四十二 

H この章は、前段において道から万物が展開する過程を説明し、後段においては謙下柔弱を守るべき旨を説いている0「道化」とは「道 
の変化」或いは「道の化育」の意で、この章の前段の内容からつけられた題名であろう。 

道生 i 一'一生一一1、一一生一三、三生--萬物；|歡 T を^じ、 Til を^じ、 S 一 1を^じ 、 ilsl 概を^■ず。獻 



萬物 負 i 陰而抱一陽、冲氣以爲 i 和。」人 之所 i 
惡'唯孤•寡•不轂。而王公以爲 i 稱。故物 
或損一之而益、或益一之而 損。 人之所 i 敎' 

我亦敎 i 之。强梁者不ブ#其死；吾將-以爲= 

敎父 I 

1道が万物を生成する過程は次の如くである。まず道が一元気を生ずる。次にその一元気は分かれて陰•陽の二気とな 
る。次にその陰•陽の二気が感応し合って、第三番目の冲気即ち「湧き起る気」を生ずる。次にこの冲気が万物を生ずるの 
である。だから、万物にはどれにも陰の一面と陽の一面とがそなわっており、冲気がこの陰•陽を和して宿っているのであ 
る。」(これが万物の真相なのだから、人事においても、身分高き者はへり下り、力強き者は柔弱な態度を取ってこそはじめ 
て良き調和が保たれる道理である。)世人が嫌悪するものは孤.寡.不轂ということであるが、王公はそれを自称としてへ 
り 下っている。その訳は、物事というものは、常に減らせば益し、益せば減るようになっているからだ。人々‘がその子弟に 
よく教えていることを、私もまた人に教えよう。(先に述べたような道理を悟らず)「いたずらに強きにまかせる者は、まと 
もな死に方をしない。」と。私はこの言葉を教訓の父としよう。 

11〇道生一道が一元気を生ずる。「一」とは、陰陽二気のまだ分かれない根本の気。〇二陰陽の二気。〇三陰陽二気が相感応して 
生じた冲気を指す。〇冲気陰陽一一気の感応によって湧き起った気。「冲」は「沖」の俗宇。「沖」は説文に「涌繇なり」とある。水の湧き出 
すこと。〇孤•寡•不穀君主の謙称(第三十九章語釈参照)。〇物或損之而益物事は常にこれを減(0らせば益»)すょぅになってぃる。 
「或」は常の意(第二十四章語釈参照)。「損」は説文に「減なり」とある。0強梁者強い者。「梁」は説文に「水橋なり」とあるが、ここで 
は「惊 j の仮借として用いられている。「原」は説文に「彊なり」とある。〇教父教訓の父。最も尊い教訓。河上公注には、「父は始なり。 
老子、強梁の人を以て教戒の始と為すなり。」とあるが、これでも意味は通る。 


道化第四十二 七九 


械獻をぎひて陽を挪き、冲氣以て和を爲す〇」人の惡む所は、 

た2£ く b ふこく しか わうこうもつ しょ5 な ゆ11ものつね これ 

唯孤•寡•不轂のみ。而るに王公以て稱と爲す。故に物或に之 

そん えき つね これ えき そん ひと をし ところ われ また 

を損して益し、或に之を益して損す。人の敎ふる所は、我も亦 

これ をし きや--^' S . う もの そ し え われ i 3 もつ けう 

之を敎へん。强梁なる者は其の死を得ず、と。吾將に以て敎 
父と爲さんとす。 



老子徳経下 八〇 

徧用第四十三 

i この章は、水を喩 S えに引いて、道の用の無限なことを説いている。「偏用」という題は「あまねく用いられる」という意味で、この 
章につけられたものであろう。章旨に大体適合していると思う。 

天下之至柔.馳^ g 天下之至堅？無有人-一琴の難にして、 W の靈を髮す。 1 iv にして 1 it に A v ' 
無閒一」吾是以知-一無爲之有，益。不言之敎、る。」靈を S て！^!の攀るを妒る。5:かの^影の51は、 
無爲之 益、 天下希 kA 之。 芳ぶもの妒し 0 

pi 水は天下で最も柔らかいものでありながら、天下で最も堅い金石を支配している。そしてそれは定形がなく、隙間の 
ない所まで入りこんで(万物をうるおして) いる 〇」私は(こういう水の姿から、)無為という ことが 有益で あることを知る。 
無言の教訓の効果と、無為の働きの利益、この両者には、天下に及ぶものがない。 

〇天下之至柔水を指す〇 〇馳騁支配する。「馳」も「騁」も馬を駆って走らせること0 0 天下之至堅金属や石を 指す。 「馳コ騁天 
下之至堅1」とは、水が金石をうがったり、大石を押し流したりすることから言ったもの0 0 無有定形の ない こと。 

1 この章は本文に段落をつけて置いたょうに二段に分かれ、形の上では第二段は r 是以」 で 第一段案けて論旨を敷衍しているょうであ 
るが、内容から見ると論理が甚だ飛躍している。そこで馬叙倫は第七十八章の「天下柔弱、莫ぃ過 こ 於 水 —^ 而攻 一一 堅彊一者、莫こ能勝 ごをこの 章 
の「馳 n . ll 天下之至堅？」 の 下に、又第七十八章の「其無，一以易，^之。」をこの章の「無有 Ai 間 [1°の下に あるべしとし、第一一段の部分は第三 
十七章の錯簡と見ている。なお武内義雄博士もこの章の第二段を第二章の錯簡と見ておられるが、これら 種々の 意見が 出て来るの も、 もっと 
もな ことで ある。 

立戒第四十四 

1この章は、人間に取って最も大切なものは名や財ではなくて身であり、欲望を適度に制して足るを知り止まるを知ることが良久なる所 



以であると説いている。人間の戒めを説いている所から「立戒 J と題されている。「立戒」とは戒めを確立するの意。 

纪と#と孰れか親しき。身と貨と孰れか多れる。得ると 亡 ふ 
と！^れか病しき。甚だ愛すれば必'ず大いに費し、多く藏すれ 
ば必ず 厚く亡 ふ。足るを知れば辱しめられず、止まるを知れ 
ば殆からず。以て長久なる可し。 

H 名誉と自分の身体と、どちらが自分により近く大切なものであろうか。(もちろん身体の方である。)自分の身体と財 
貨とは、どちらが大切で多としなければならぬものであろうか。(もちろん身体の方である。)得ると失うとは、どちらが苦 
しいことであるか。(もちろん失う方が苦しい〇) ( こう考えて来ると、身体の安全を得ることが一番望ましいという結論に 
なる。ところが、名誉や財貨に)愛着することが甚だしければ、必 -- f (身体を)大いに消耗し、(名誉や財貨を)多く蔵し 
過ぎると、必ず自分の身をも失うような結果になる。足るを知れば辱しめられることはない。止まるを知れば危険に陥るこ 
ともない。足るを知り、止まるを知ることによって、人は長く久しく、身を安全に保つことが出来るのである。 
ii 〇孰どちらが。〇多まさる。ありがたい。〇病苦しい。「病」は説文に「疾の加はるなり」とあり、転じて「苦しい」の意に 
なった。広雅釈詁四は「病は苦な り」 とある。〇知足名誉.地位•財産など、ほどほどの所で満足する心がけを持つこと。〇知止欲望 
はと かく 無限に広がりがちなものであるが、適度な所で止まる心がけを持つこと。〇殆危険なこと。 

洪德第四十五 

11この章は、道を体した聖人の徳は一見すると欠ける所あり、空(怒しいようであるが、それを用いれば、つまずき失敗したり、きわま 
ったりするようなことがないと説き、さらに静を守ることによって聖人は天下の政治を長く維持し得ることを述べている。「洪徳」とは大き 
な徳ということで、道を体した聖人の徳を指したものであろう。だいたい章旨にかなった題名であると思う。 

大成若 k ' 其用不一弊。大盈若一冲、其用|好 g は^くるが若くなれども、其の用は弊かず。大盈は冲しき 

偏用第四十三立戒第四十四供徳第四十五 八 一 


名與 i 身孰親。身與>貨孰多。得與一亡孰 病。 
甚愛必大費、多藏必厚亡•知龟不 i 辱、 

知 i 止不一殆。可-一以長久 I 



老子徳経下 

不 A 窮。大直萝屈、大巧若 A 拙大辯萝訥 。 J 
躁勝 A 寒、靜勝 A 熱。淸靜爲，一天下正一 


1真に大成した人物は、一見欠けた所があるように見えるが、その徳を用いればつまずき倒れるような失敗をすること 
がない。真に徳の盈ち満ちた人物は、一見からっぽのように見えるが、その徳を用いれば窮地に陥ることがない。真にまっ 
すぐな諸はかえって一見曲がっている2うに見え、真に巧みな者はかえって一見なように見え、真に雄弁な者はかえっ 
て一見訥弁のように見える OJ 身体を躁がしく動かせば(一時は)寒気に打ち勝つことは出来ようが、心身を平静に保てば 
(長く)暑熱を克服することが出来る。(このように、躁がしきものは一時的で あり、 静かなものは永続的で あるから、王 
侯たる者は)清く静かな態度で天下の政治を行なえ〇 ( そうすれば天下を平和な状態に長く保つことが出来る であろう 〇) 

H 0弊つまずき倒れる。「弊」は「獎」字が後世誤られたもの〇「樊」は説文は r 頓仆なり」とある〇 〇冲空虚なさま〇第四章語釈 
参照。〇大直若屈本当にまっすぐな者は、かえって曲がっているように見える。「屈」は傅奕本•王弼本には「訕」になっている。説文に 
よれば「屈は無尾なり」「訓は詰|[11(4|)なり」であるから、「1{11」が正字で、「屈」は仮借である00天下正天下の政治0「正」は「政」に作 
るテキストもある。説文には「正は是なり」「政は正なり」とある。どちらも「よいこと。ただしいこと」という意味であるが、「政」は後世 
では専ら「政治」の意に用いられているから、「政」に改めた方がこここでは判り良くなるが、「正」と「政」は仮借し合う文字なので、しい 
て改めることをしなかった。また「清静以為-一天下正こと「以」の字が入っているテキストもある。「以」があった方が判り良い0 

ii この章には、文体の上で、また論理の上で、少しおかしい所がある。文体の上で言うと、「大成若：，欠、其用不レ弊。大盈芦冲、其用不 〆 
窮」と初めには出て来ているのに、後の「大直若„屈、(其用不0)0大巧若^拙、(其用不口)0大弁若ピ訥、(其用不0)0」という具合になって 
いないこと。最初から省略されて、なかったものか。それとも途中で失われたものであろうか。これについては孫詒譲が韓詩外伝に「大巧 
若ド拙」の句を引いて、それが「大弁若；，訥」の句の下になつており、その下に「其用不 k 屈」の句があることを指摘している所から、どうも 
途中で失われたか錯簡があったらしい疑いが残る。次に論理の上からおかしいと思われるのは、「躁勝 k 寒」以下の文である。文面だけで見れ 
ば「躁」は寒気を克服する上に価値あることと認められている。ところが、最後の句では「躁」は無視されて、「静」だけが強調されている。 
第二十六章に r 静為-一躁君-」とか r 躁則失 k 君」という句もあるから、道徳経では「躁」を賤しみ「静」を尊ぶ思想がある ことは 明瞭で ある 


* ご•と そ ょ5 きは たいちょくくつ ごと たい 

が若くなれども、其の用は窮まらず。大直は屈するが若く、大 

かぅ せつ ごと たいべん とつ ごと さぅ かん か せい 

巧は拙なるが若く、大辯は訥なるが若し0」躁は寒に勝ち、靜 

ねつ か せいせい てんか せいな 

は熱に勝つ。淸靜もて天下の正を爲せ。 



が、この章によっても明らかなように、人間を苦しめる寒気と暑熱、これを克服するのに静だけでは駄目であることを著者は知っている箸や 
ある。それなのに、寒に勝つ躁を排して、熱に勝つ静だけを採用して人君の術としているのはおかしい。「躁勝ぃ寒 」 は、一時的であり、 「鈴 
勝 k 熱」は永続的であるから、躁を賤しみ静を尊んだと見て解釈を進める外はなかった。 

儉欲第四十六 

ii この章は、多欲を戒め、併わせて非戦論を説いている。 r 儉欲」とは欲望をつづまやかにするという意味で、章旨に良くかなった題么 
である。 

天下有一道、却-一走馬-以糞。天下無>道、戎 
馬生-於郊一罪莫矢-於可欲【禍莫矢--於不 
知 i 足‘咎莫 i 大 -1 於欲 K 得故知 i 足之足' 常 
足。 

1天下に道が行なわれ平和であれば、戦場を馳駆する軍馬は®されて、田畑を耕作する仕事に用いられる。反対に、天 
下に道が行なわれず戦乱が続けば、(牝馬まで徴発される結果)軍馬が都を遠く離れた戦場でお産をするという状態になる。 
(そうなったら、人々は耕作に使う馬や牛にも事欠き、生活不安におびやかされる。このような禍いがどうして起るかと言 
えば、それは君主の飽くなき領土拡大の欲望によって戦争が行なわれるからだ。だから)欲望を許すことより大きな過失は 
ないし、足るを知らぬことより大きな禍いはないし、(他人のものを)得ようと願うことより大きな過失はないのである。 
足ることを知って満足すれば、いつも不足を感ずることはない。 

11 〇却走馬早く走る馬、すなわち軍馬を戦場から退ける。「却」は使用テキストでは「却」に作っているが、この字の旁 (sj は rpj 
が正しいので改めた。「却」は「卻」：の俗字で、「卻」は説文通訓定声によると、「欲を節するなり。按ずるに退なり」とある。〇以糞退け 
た軍馬を用いて田畑をつちかう〇 r 糞」は排泄物であるが、これで田畑に施肥することから、つちかう意になった。〇戎馬生於郊軍馬が都を 

徐欲第四十六 八三 


てんか みちあ そぅば しりぞ もつ つちか てんか みちな 

天下に道有れば、走馬を却けて以て糞ふ。天下に道無ければ' 

じ言ば かぅし T つみ かよく だい な b ざはひた し 

戎馬、郊に生ず。罪は可欲より犬なるは莫く、禍は足るを知^ 

だい な とがめて ほつ だい な 

ざるより大なるは莫く、咎は得んと欲するより大なるは莫し。 

ゆ44た し こた つねた 

故に足るを知つて之れ足れば、常に足る。 



老子徳経下 八四 

遠く離れた戦場でお産をする。「戎」は説文に「兵なり」とあり、「郊」は「国を炬(&つる百里を郊と為す」とある00罪つみ。あやまち0 
〇可欲欲望を許すこと。「可」は説文に「頁なり」とある。「買」は r 肯」の古字で許す意。〇咎とがめ。過失。 

「戎馬生--於郊この句について。馬叙倫はこのままでは意味が通じないとして、韓非子解老篇の r 戎馬乏しければ則ち将馬」の「将馬」 
を顧広折の説によって r 脖馬」に改め、塩鉄論未通篇に「此の時に当り、走馬を卻け以て糞 (*■?) ふ。其の後00、師旅数 S ) 発し、戎馬 足ら 
ず。特此陣に入る。故に駒0•犢 CT ) 戦地に生まる。」とあるのは韓非に本づくもので、老子ももとは r 脖馬生-一於郊こに作ってあったので 
はないかと述べている。筋の通った意見であるので、この説に従って通釈にも配慮を加えた。 

鑒遠第四十七 

H この章は、虚心を保って道と冥合する者は、居 S ながらにして天下の情勢を知り、無為にして事を成就すると説いている〇「鑒遠」と 
は遠方を照らすという意味で、居ながらにして天下の形勢を知る云云というこの章の句に即してつけられた題名である。 

不一出一戶知，夫下；^窺 i 牖見 ， i 天道；其出彌 
遠' 其知彌少。是以聖人、不一行而知、 

不レ見而名‘無爲而成。 

(虚心を保って道と冥合した者は)一歩も戸の外に出ないで天下の情勢を知り、*1;から外をうかがわないでも天道を 見 
る ことが 出来る。(そもそも心を虚静に保てば真理は心の鏡に映るものであるのに〜第十六章参照〜、世人は知見を 広めよう 
として、 あくせくと 外にこれを求めているが、)外に出る ことが 遠ければ遠いほど、真知はいよいよ失われ少なくな ってゆ 
く。だから聖人は(虚静を保って)どこに行く こと もなくて外の様子を知り、別に目で見なくとも明察し、別にあくせく 人 
為を施さないでも事を成就するのである。 

i 〇牖壁を穿 e って作った窓。〇弥いよいよ、ますます。 r 弥」は説文には「弓を弛むるな り」 とあるが、ここでは「禰」の仮借と 


こ い てんか し ょう うかが てんだう み 

戶を出でずして天下を知り、牖ょり窺はずして天道を見る。 
其の出づること彌"遠ければ、其の知ること彌-少し。是を m 

せいじん ゆ しみ あきら むゐ な 

て聖人は、行かずして知り、見ずして名かに、無爲にして成 
る0 



して 用いられている。「獮」は説文に r 満な り」と あるが、転じて、ますますの意になったもの。〇不見而名見ないでも明らかに察知する- 
「名」は韓非子喩老篇の文では「明」に作られている。ここでは、「明」が本字で、「名」はその仮借と考えられる。 

B — この章の解釈には、大きく分けて二通りのものがある。一つは人君南面の術を説いたものと見るもの、いま一つは道を悟った者の神讯 
的な力を説いたものと見るものである。武内博士は、鬼谷子本経陰符篇に、「不^尸而知-一天下 T 不ぃ窺，牖而見，一天道？不，見而命、不 x 行而 
至。」という文がある所から、この章の古い形は恐らくこれであって、「其出弥遠、其知弥少。.一の二句は後人の解釈が竄入 ( ff に)したもので*, 
ろうとし、更に恐らくこの章は周書陰符の語で、老子の言ではあるまい、その思想から見ても術策家の言に見えると述べておられる。博士パ 
この章をこのように見なされた理由は、主として淮南子主術訓の説明に従って解釈されたからであるから、まずそれを検討して見る。煩を W 
わず、淮南子主術訓の一節を引くと、『人主は深居隠処して燥湿を避け、閨門重襲して以て姦賊を避け、内は間里の情を知らず、外は山沢们 
形を知らず、目は帷幕の外を見る能はず、耳は十里の前を聞く能はず。而 S も百歩の外、天下の物知らざるなきは、其の之を灌輸するもの 
大にして、之を斟酌するもの衆®ければなり。是の故に、「不^尸而知，一天下 r 不ぃ窺，牖而知，一天道？」衆人の智に乗ずれば天下を有するド 
足り、専ら其の心を用ふれば、猶身も保つに足らざるなり。』とある。武内博士は、「これは此の章の古い解釈で、之によれば此の章は、君士_ 
が世を治むるに衆人の智によれば深宮の内にあって万事を知ることが出来るという意である。」と述べておられる。 

さてこの章は、冒頭の一一句「不^ 3 J 尸知，一天下 f 不：，窺レ牖見，1天道一」には主語が明記されていないし、天下を知り天道を見る具体的方法も 
説かれていない。そして最後に T 是以聖人、不 r 仃而知、不：，見而名、無為而成。」と結論されている。(この章の文形から見ると、冒頭の二句 
は恐らく古くから伝誦された俚諺•成句の類であったろうと思う。「其出弥遠、其知弥少」の二句にしても、武内博士はこれを後人の解釈の 
竄入としておられるが、私にはどうもやはり成句の類のように思われる。そしてその成句に拠って聖人のあり方が後に導き出されて来ている 
らしい〇〕すると、この冒頭の二句にいかなる主語を加え、「戸を出ないで天下を知り、窓より窺わないで天道を見る」ためのいかなる具体的 
方法を想定するかは、解釈する者の主観によって、かなり左右され得る訳である。武内博士の解釈には確かに尤もな根拠がある。淮南子主術 
訓の一節以外にも、たとえば韓非子内儲説上に見られる、韓の昭侯がある臣下から秘かに情報を得て、そのことを知らぬ他の臣下たちから明 
察を恐れられた話など、戦国時代の君主が、臣下を御し、政治を行なってゆくために、種々苦心を払ったらしい事実は、この章の性格を人君 
南面の術を説いたものと見る側に有利な証拠となろう。 

ところが、面白いことは、淮南子よりも古く、右のような資料を沢山盛っている韓非子の書の、喩老篇では、この章は決して人君南面の術 
を説いたものとは見られていないのである。韓非子喩老篇の一節にこうある。「空竅なる者は神明の戸牖なり。耳目、声色に竭(っ)き、精神、 
外貌に竭く。故に中に主無し。主無ければ則ち禍福丘山の如しと雖も、従(ょ)って之を識る無し。故に日く、『不 k 出-1於戸 T 可 W 以知-一天下—0不：. 

K 遠第四十七 八五 



老子徳経下 八六 
窺二於牖 f 可，二以知-一天道？』此れ神明の離れざるを言ふなり〇」と。 

どうも私は、老子道徳経全般の思想には、この喩老篇の見方の方がおだやかであるように思う。老子道徳経の文句に説明を加えたものの中 
で、韓非子の喩老•解老の二篇が最も古いという点も併わせ考え、私としてはこちらの解釈に従った訳である。 

忘知第四十八 

11この章は、学問に励めば確かに知識は益 M してゆき、道に励めば知識は減ってゆく。だが知識を減らしに減らした結果、無になり、 
無為の境に達したならば、天下を治めることも容易である、という旨を説いている。「忘知」とは、知識を忘れ去ってしまえという意味で、 
章旨に良くかなった題名である。 

爲一學日益、爲一道日損。損 i 之又損、以至 ，I 
於無爲一無爲而無 i ? 爲。取_夫 J 常以無 
事一及 ii 其有事【不 i 足*以取 I 夫下！ 

学問を修めれば確かに日々知識は益して来よう。その反対に道を修めれば日々に知識は減ってゆく。けれども、知識 
を減らしに減らした結果、人は無為の境地に達する。無為の境地に達したなら、今度はもう為し得ないものは何もなくな 
る。天下を治める者は常に無事(即ち人目につかない仕事)をもってする。彼が有事(即ち人目につく作為的な仕事)をす 
るようにな っ •たら、 とても 天下を治める ことなど 出来ない。 

^^3 〇損之又損知識を減らしに減らす。「損」は「減なり」と説文にある。「之」は知識を指す。〇無事道を体した者の仕事は人目につ 
かず一見何もしていないように見えるから無事と いう。 〇取天下天下を治める。「取」は河上公注に「治な り」 と ある。 

gia この章はテキストによる文字の異同で特に記すべきものはないが、第五十七章との間に錯簡があったのではないかという疑いが多くの 
学者の間に持たれている。たとえば、馬叙倫は第五十七章の、「以 Z 正治/国、以 X 奇用ぃ兵、以 M 無事一取， I 天下？吾何以知 M 其然 I 哉、以 k 此。」の 
五句はこの章の末尾にあるべきだとし、武内博士は反対に、この章の「取，一天下，」以下を第五十七章に移すべきだとし、阪大の木村教授は第 
五十七章の「吾何以知-一其然一哉、以 k 此」の九字をこの章の下に移しておられる。確かにいずれも理由のある説であるが、ここでは一応の参 


學を爲せば、日に益し、道を爲せば日に損す。之'^損し又損し、 
■以て無爲に至る。無爲にして爲さざる無し。天下を取るは常に 
無事を以てす。其の有事に及びては、以て天下を取るに足らず。 



考に留めて置きたい。なお、武内博士はこの章が韻を踏んでいないことから、比較的後世の語、恐らくは黄帝書の文であろうと述べられ、ま 
た梁啓超や張煦など中国の学者は、「取-一天下1」の語のある所から、道徳経の制作年代が戦国末であるべきことを論じている。 

任德第四十九 

I この章は、道を体して政治を行なう君主は、人間性の善であり信であることを知って、我見に執せず、民心を汲んで行動することを述 
ベている。「任徳」という題は、人間の徳に任せるという意味で、人間性の善と信なることを知ってこれに任せるという意味になり、章旨に 
かなっている。 

聖人無11常心一以_|百姓心 I 爲一心。善者吾善 
之■不善者吾亦善一之。德善■信者吾信 
之' 不信者吾亦信一之德信。聖人在， I 天 
下一怵怵爲，夫下 I 渾，真心；百姓皆注，真耳 
里聖人皆孩乏。 

聖人は、一定不変の心、即ち固執した考えを持たない。天下万民の心を己の心とする。世間的な意味での善良な人を私 
は善い人と認める。だが、不善な人をもまた私はこれを本当は善い人なのだと認め包容してゆこう。何故なら、人間の徳即 
ち心に具わっているものは本来善であるから。同様に、信ある人を私は信ある人と認める。だが、信あらざる人をもまた私 
はこれを本当は信ある人と認め包容してゆこう。何故なら、人間の心に具わっているものは本来信であるから。かくして聖 
人の天下に対する態度は、(不善なる者、不信なる者を割り切って否定しようとする考えの起ることを)怵怵と恐れ、出来 
るだけ天下の人々のために自分の心を渾沌たるものにして置こうとする。万民は皆その耳を傾け目を注いで物をよく見、区 
別しようとするが、聖人はその耳目を用いず、これを幼児のような状態に置く0 

忘知第四十八任徳第四十九 八七 


聖人には常の心無し。百姓の心を以て心と爲す。善なる者は 
吾之を善とし、不善なる者も吾亦之を善とせん。德善なればな 

しん もの われ二れ しん ふしん もの われまたこれ しん 

り。信なる者は吾之を信とし、不信なる者も吾亦之を信とせん。 
德信なればなり。聖人の天下に在るや、怵怵として天下の爲 
に其の心を渾す。百姓は皆其の耳目を注げども、聖人は皆之 
を獻にす。 



老子徳経下 八八 

mi 〇常心変らない一定した心。ここでは固執した考えの意味。〇徳善「人の心の中に具わっているものが善であるから」の意味。 r 徳 j 
は説文に「升@るなり」とある。高い所へ登る意味。ここでは「恵」の仮借として用いられている。「恵」は説文に「外 S 人に得、内 S 己 
に得るなり」とある。物質的な意味と精神的な意味の両方があるが、ここでは後者。つまり心の中に得たものの意味。〇怵怵恐れるさま。 
〇渾其心自分の心を乱し濁して、明察を用いないようにする。「渾」は第十五章語釈参照。〇孩之聖人_身の耳目を幼児のようにし、明 
察を用いないようにする。 r 孩」は r 咳」の古文で、小児の笑うことであるが、ここでは小児のようにするという意味。 

— i 「聖人無二常心？以二百姓心,為：，心。」何というすばらしい言葉であろう。人の上に立つ者、政治をつかさどる者の心に刻むべき箴言であ 
る0 

次に注目すべきことは、道家の考え方の中には、性善説的傾向が見受けられるということである。この章の「徳善」「徳信」の言葉からも 
その一端は窺われるが、幼児を人間の理想の状態のようにたたえる箇所のあることなどを考えると、一層その感を深くする。幼児は人間に学 
問修養が施されていない存在であり、いわば人間の生まれながらの自然の状態を示すものである。それをたたえるということは、人性の本来 
のものが善きものであるという考え方があったからであろう。道徳経には、孟子や荀子の如く、人間の本性が善であるか悪であるかというよ 
うな議論は見られないが、およそその人性観なるものは、各章の端々から窺われ、それは大体右に述べたような性善説的傾向を持ったもので 
あるように思われる。だからこそ、悠々と無為自然であれな どと いう教えも生まれたのであろう。 

貴生第五十 

i この章は、生とは道より出でてこの世に姿を表わすことであり、死とは道に入ってこの世から姿を消すことであるから、死生を超越し 
て死地のない It . 地に在る者こそ、いわゆる生を完くすることが出来ると説く。「貴生」とは「生を貴ぶ」という意味であろうが、章旨と若干 
のずれのあることを感ずる題名である。あるいは真に生命を貴ぶ者はかくの如き心境に入れという積りで、こういう題名をつけたのであろ 
ラ0 

出生入死。生之徒十 有 A 三。死之徒十 有 A 
三。人之生動^一死地 I 十有 J 二。夫何故。 

以_真生 k 生之厚；蓋聞、善攝一生者、陸行 


い いい し せいと じふ さんあ し と じふ さん 

出でて生き入りて死す。生の徒、十に三有り。死の徒、十に三 

あ ひと せい ぅご しち ゆ じふ さんあ そ なにゆ& 

有り。人の生、動いて死地に之くもの、十に三有り。夫れ何故 

そ せい せい あつ もつ けだき ょ せい 

ぞや。其の生を生とするの厚きを以てなり。蓋し聞く、善く生 



不 ip 兒虎一入 i 軍不 i 被 _ 申兵；兜無 k - 真角 f 
虎無 i 所措 i 爪' 兵無 i 所 if 其刃；夫何故。 

以萁無 I 死地； 

( 万物は道より)妝で(この世に現われ)て生き、(道に)帰入して(この世から消え去り)死ぬ〇 ( 生とか死とか言う 
ものは、道即ち本体から現象界に姿を表わすか、現象界から本体に還るかということによって名づけられる差別に過ぎない 
のである。従って、生はさほどに喜ぶべきことでもなく、死はさほど悲しむべきものでもない 0) 世間には寿命の長い者が十 
人のうちに三人いる。寿命の短い者がまた十人のうちに三人いる。寿命長く生まれついているのに、下手に動き廻る結果、 
自ら死地に赴いて短命に終る者が、また十人のうちに三人いる。それは一体何故であろうか。余りにも生命を満ち足らせよ 
うとし過ぎて、享楽耽溺の生活を送ったり、富貴•名声を追求することにあくせくしたりするからである。(さて残りの一 
人、十人の中の一人には、真に道を悟り、生死の意味を達観した人物がいる。)聞く所によると、真に善く生を養う者は、 
陸上を旅行する際には兕や虎の害に出会うことなく、敵国の軍隊の中に入って行っても甲兵の害を被ることがない。兕はそ 
の角で突く余地がないし、虎はその爪をかける余地がない。兵器もその刃を刺し込む余地がない、と。それは一体何故であ 
るか。(道を体し、死生一如を達観したこの人には)いわゆる死地というものがないからである。 

0生之徒長寿な人々。或いは生を保つ方面の道、即ち柔弱•謙下.不争などを指すのかも知れぬが、しばらく前者のように訳して置 
く。〇十有三十人の中に三人いる。〇死之徒短命な人々。〇生生生命を十分に生かそうとする、つまり、ぜいたくをしたり、肉欲に耽 
ったり、富貴を追い求めたりして、生命の充足をはかること。〇摂生生命を安んずること。「摂」は説文に「引持するなり」とあるが、こ 
の場合の r 摂」は「聃」の仮借であろう〇「聃」は説文に「安んずるなり」とある。〇入軍不被甲兵敵国の軍隊の中に入って行っても甲兵 
(武器)の害を被らない〇 r 被」は使用テキストでは「避」になっていたが、王弼本や別の河上公本では「被」に作っており、「被」の方が意 
味が良く通るので改めた。〇兕野牛の一種。一角でその皮は厚 (5) よりも堅厚で、鎧甲 (2 S ) の材料となる。〇措爪爪をかける。「措」は 
「置く」の意であるが、ここではただ置くだけではなく、ひっかけるの意。〇兵無所容其 «. 兵器(刀•戟など)もその ai » ぃ)をさし込む 
余地がない。「容」は説文に「盛2るなり」とある。器の中に物を受け入れること。そこで右のような訳になったが、これには異説もある0 
即ち商樾は諸子平議でこの字について言及し、「容」は「用」であると説いている〇兪樾の説に従えば、「兵無 k 所^' f 其 a - o 」 は、「兵器 も そ 

貴生第五十 八九 


せつ も〇 りく かぅ じこ あ ぐんい かふへいか * rvO 

を攝する者は、陸行して兕虎に遇はず。軍に入りて甲兵を被ら 

じ そ つの とぅ な とら つめ お とこ* C な へい そ 

ず。兕は其の角を投ずる無く、虎は爪を措く所無く、兵は其の 

やいばい ところな そ なにゆ&そ しちな もつ 

刃を容るる所無し、と。夫れ何故ぞや。其の死地無きを以てなり0 



老子徳経下 九〇 
の S . を用いてこの人を害する余地がない。」という意味になる。これもまた良い解であると思う。〇死地死ぬべき所。最も危険な場所。 

養德第五十一 

11この章は、道が万物を産み、徳がこれを養い育てていると、道と徳とについて述べ、さらに道や徳がかような働きをしながらも万物を 
わがものとせず、その功を恃 (© まず、万物の主人顔をしないことを誉め讀えている。「養徳」とは、普通の訓み方なら r 徳を養う」と訓むの 
であろうが、この章の題としては「養う徳」と訓んで、「万物を養い育てている徳」の意に解した方が章旨にかなうように思う。 

道生 A 之' 德声之' 物形 A 之‘勢成 i 之。是 
以萬物、莫禾=尊>道而貴 i 。 道之尊德之 
貴、夫莫，一之命一而常自然•故道生乏、 

德声之、長％ F 之、成乏、熟之' 養. 

之、覆>之。生而不：有、爲而不長而 
不ぃ宰、是謂玄德 I 

道が産み出し、徳が養う結果、万物がその形を表わし、自然の勢いによってその特質が成就される。そこで万物は皆道 
を尊び徳を貴ぶ。道の尊く徳の貴いのは、誰からも命ぜられることなしに、何時も自然な態度で万物を生育する点にある。 
こういう訳で、自然に道は万物を生じ、徳がこれを畜い、これを長ぜしめ、これを育て、これを成し、これを熟し、これを 
養い、これを被護している。(だから)生じても己のものとせず、これだけの事をしてもその功を恃まず、成長させても支 
配しない。これを玄妙な徳(即ち道のめぐみ)というのである。 

i 〇徳畜之徳が万物を養い育てる。 r 徳」はこの場合は形而上の意味に用いられ、「道のめぐみ」とでも訳したら良かろうか。普通いう 
道徳の徳とは少し違うようである0 r 之」は万物を指す。 r 畜」は説文に「田畜なり」とある。「田を耕作して得た蓄積」というのが原義であ 
った。転じて「養う」「有 S つ」などの意に用いられる。周礼夏官庖人の注に「始めて養ふを畜と日ふ」とあるから、「養」とは少し異なる 


みちこれ しや5 とくこれ やしな もの* J れかたち いきほひこれ な 

道之を生じ、德之を畜ひ、物之を形づくり、勢之を成す。 

ここ もつ ばんぶつ みち たつと とく たつと な みちたつと とく 

是を以て萬物、道を尊び德を貴ばざるは莫し。道の尊きと德 

たつと そ これ めい な つね L ぜん 

の貴きとは、夫れ之に命ずる莫くして、常に自然なればなり。 

ゆ表 みちこれ L やう とくこれ やしな これちやう これ そだ これな 

故に道之を生じ、德之を畜ひ、之を長じ、之を育て、之を成 

これ じゆく これ やしな これ おほ しやう いう な 

し、之を孰し、之を養ひ、之を覆ふ。生じて有せず、爲して 

たの ちやう さい これ げんとく い 

恃まず、長 じて宰せず。 是を玄德と謂 ふ。 



意味に使われているようである。〇孰之万物を成熟せしめる。「孰」はテキストに より 「熟」に作る ものも ある。どちらで も 良い。 「熟」文 
「孰」 の 別体である。〇不宰支配しない。 

r 成 k 之、孰ぃ之」は王弼本•傅奕本では「亭^ N 、 毒：，之」に作っているが、説文によれば「亭」は「民の安定する所な り」、 「毒」は「厚 
なり」 と あり、章旨を変える程の大きな意味の相違はない。 

歸元第五十二 

i この章は、人間をも含めて天下の万物は道から生じたものであり、それを自覚して道を守るならば生涯不安なく過せる旨を説き、さら 
に道を守り身を安全に保つための具体的方法としては、耳目の欲をふさぎ、微小なものの兆を観破ってこれに処し、柔を守り、明知の光を蔵 
<?.) せと教えている。「帰元」とは「万物の根元たる道に帰れ」の意であろう。章旨によくかなっている。 

天下有一始、以爲，1天下母；旣知，1其母；復 
知_一其子一旣知其子；復 f 其母；沒 A 不レ 
殆 。 J 塞=其兌 f 閉萁門【終身不 i 勤。 P 其 
兌；濟=其事【終身不 i 救。」見 i 小日 i 明' 守レ 
柔日 i 强。用，萁光 f 復5歸其明(無身妖一 
是 PI 習常； 

天下(の万物)には(それを産み出す)始めのもの(即ち道)があった。それが(万物を産んで)天下(の万物)の 
母となった。(私は)既に(我々万物を産んでくれた)母(即ち道)を知り、(自分らが)その子で あると いう 事を知ってい 
る。一旦(自分が道から生まれた)子で あることを 知り、またその本た る 母(即ち道)を 守るならば、 生涯安全で ある 0」 
(では道を守り身を安全に保つには具体的にはどうしたら良いか。)耳. 目. 口.鼻を塞ぎ門を 閉じよ。(外物の誘惑を入れ 
養徳第五十 I 帰元第五十二 れ I 


天下に始有り、以て天下の母と爲る。旣に其の钿を知り、«2纪 
の子たるを知る。旣に其の子たるを知り、復其の®!を守れば、 

み ぽつ あやふ そ あな ふさ そ もん と 

身を沒するまで殆からず。」其の兌を塞ぎ、其の門を閉づれ 
ば、終身勤れず。其の兌を開き、其の事を濟せば,' L ^ fMicT はれ 

せう み めいい じう まも き s ..う い そ ひ*>り もち 

ず。」小を見るを明と日ひ、柔を守るを强と日ふ。其の光を用 
ひて、其の明に復歸すれば、身に狹を遺す無し。恳を® i 齡 i 5 
評ふ。 
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ないようにし、妄聴•妄視•妄言•妄嗅を慎むことだ。)そうすれば、生涯労苦することがない。(その反対に)耳•目.口 
•鼻の穴を開き、それら(感覚器官)の仕事をいよいよ益すならば、生涯救われない。」(また道を守り身を安全に保つには 
具体的にはどうしたら良いか。明であれ、柔であれ。)小(さな兆)を見る(ことの出来る)者を(真の)明(者)という。 
(第六十三章参照。)柔(弱なる態度)を守り続け得る者を(真の)強者という。その i 明知)の光を用い(微小な兆を観 
破してこれに処し、 )( そしてまた)その明知の中に(光を)復帰せしめ(いたずらに外に耀かさない。)るならば、身に殃 
を31?さない。これを襲常(常道を内に包み蔵してその光を外に耀かさないこと)という。 

ii 〇塞其兌耳•目.口.鼻の穴を塞 g ぐ。「兌」は「鋭」に作るテキストもあるが、「鋭」では通じない。「兌」も説文では「説なり」 
とあって、この場合あまり適切でない。命樾が諸子平議卷八で、この句を取り上げ、「兌」は「穴」と読むべきだとし、文選の風賦の「空穴 
来風」の注に、荘子の「空閲来風」を引いているのを例証とし、「兌」と「穴」が通仮することを説いているのが首肯に価する。従って「兌」 
は「穴」の意に解した。〇終身不動生涯労苦することがない。「勤」は説文に「労なり」とあり、法言の「或問，一民之所！.勤。」の注に「勤」 
は「苦なり」とある。そこで、ここの「勤」を労苦と訳した。〇済其事耳.目•口.鼻の働きをいよいよ益す。「済」は説文に「済水なり」 
とあり、元来は川の名。「益2す」或いは「成す」の意に用いるのは r 斉」字の仮借としてである。「斉」は説文に「禾麦、穂を吐いて'上平 
( sit ) なるなり」とあり、禾麦の成長の意。転じて益す、成るという意になる。爾雅釈言に「済は成なり」、「済は益なり」とあるのも、仮借 
による意味である。〇守柔日強柔弱な態度を守り得る者こそ真の強者と言える。「日」は使用テキストでは「日(ひ)」になっていたが、「日 
(<1-はごに作るテキストの方が多い。意味の上からも、上の「見 k 小日 k 明」の句との釣合から言っても、「日」に作る方が良いので、改めた。 
〇殃とがめ。わざわい。〇習常常道を内に蔵 S すこと。「習」は傅奕本では「襲」に作っているが、「習」と「襲」は音通。この本字は 
「褻」で、「習 J も「襲」も共にその仮借(第二十七章語釈「襲明」参照)。なお、木村英一氏は、第二十七章の「襲明」とこの章の「習常」 
を入れ替えた方が文意がすっきりすると述べておられるが、卓説である。 

la この章は、本文に段落を施したように' 三段に内容が分けられ、各段の間の連絡が、一見するとなかなか困難である。そこで、錯簡の 
疑いが持たれ、馬叙倫.武内義雄博士など、種々の意見を述べておられるが、私としては、現代人の論理で古代の文献に整理を加えることに 
一抹の疑念を抱いている。勿論はっきりした証拠があれば錯簡を正すのは結構であり、またなさねばならぬことであるが、単に現代人の頭で 
考えて、意味が続かない、論理が通らないという事で、手入れを施すべきではないと思うのである。そこで、しばらく本文に則して、出来る 
だけ意味の続くようにと、さまざまに思いをめぐらし補足を加えて、右のように訳出して見た訳である。 



益證第五十三 

H この章は、学者によっていろいろ解釈を異にしているが、私は無為の政治を説いているものと考える。一般の為政者は、むやみに施策 
を人民の上に加え、重税を課し、奢を極めているが、こういうのは「盗夸("?)」即ち「人の物を盗んでしかも威張っている奴」だとまで著者 
はやっつけている。「益証」という題の意味、及び章旨との関係については、理解し難い。 

使 I 我介然有-知 a 行於大道 一 唯施是畏 。大 
道甚夷、而民好 i 徑。朝甚除、田甚 蕪、 

倉甚虛。服 I 文採(帶11利劍一厭11飮食一財 

貨有 fe 。 是&盜夸；非道哉。 

ii もし 私をして、はっきりと大道に基づく政治を主らしめ行なわしめるのであったら、いたずらに人民を苦しめるだけ 
の煩わしい施策を行なうことだけは畏れ慎もう。そもそも大きな道は甚だ平らかであるのに、人民は径を好む。(それは何 
故かというに、大きな道には関所が設けられ、人民は一々うるさい検問を受けたり、通行税を取り上げられたりするからで 
ある。そういう施設がなければ、人民は喜んで大道を通行する ことであろう 〇) ( ところが、世の為政者のやり方はどうだ。) 
朝廷や宮室は人民から取り立てた税金で清潔に保たれている一方、人民の田は荒れ、その倉は空っぽにされているではない 
か。為政者だけは美服をまとい、鋭利な剣を帯び、たらふく飲み食い、あり余る財貨をかかえている。こういうのを「人の 
物を盗みながら威張っている奴」というのだ。全くひどい話ではないか。 

H 〇介然画然と同じ。はっきりしたさま〇 r 介」は説文に「画なり」とある。〇知行於大道大道に基づく政治をつかさどり行なう。「知」 
は知事•知県の「知」の如く、「主 (!?.) る」の意。〇径小道。説文に「歩道なり」とある。車の通る大きな道に対し、人の通る小さい道を 
いう。使用テキストではこの字の別体 r 徑」に作っていたが、他の多くのテキストが r 径」に作っており、 r 径」の方が一般に知られた字で 

益証第五十三 九三 


把をして介然として大道に知行すること有らしめば、唯施を是 
れ黙る 。 S は，讀かなるも、祇も威は SI を板む。斬は1は 

ぢょ t はなは ぶ くら はなは むな ぶんさい ふく 

だ除なれども、田は甚だ蕪し、倉は甚だ虚し。文綵を服し、 

りオん お いんしょく あ ざいくわあまりあ これ た5こ い ひ 

利劎を帶び、飮食に厭き、財貨餘有り。是を盜夸と謂ふ。非 

だ5 

道なるかな。 
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もあるので、改めた。〇除清掃する こと 。「除」は説文に「殿陛 なり」と ある。階段の ことで あるが、一般に「祛」の仮借と して 「除去す 
る」の意に用いられている。 ここ もその例 0 0蕪田畑の荒れる こと 〇 〇文綵美しい模様のある着物 0 0盗夸人の物を盗んで ぜいたくを 
し 威張っている奴。 r 夸」は説文に「奢なり」とある。或いは「誇」の省略体と考えても良い。但し韓非子解老篇の引用文には「盗竽」に作っ 
てあり、「竿は五声の長なる者なり」という解老の文もあり、これで意味も良く通るから、恐らく初めは「夸」ではなく「竽」に乍って いた 
のであろう。「盗竿」なら「盗賊の長な)」の意になる。 

修觀第五十四 

i この章は、道を修めれば、必ずその身、その家、その国に恵徳が授かるという教えを説いている〇 r 修観」という題は、文中の各所に 
出て来る r 修」と「観」の二字を結びつけ、「道を修め其の恵徳を観る」という意味にして、この章の題名にしたらしい。章旨には 大体かな 
つていると思う。 

善建者不 k 拔。善抱者不 fe ， 子孫祭祀不 
輟。修，一之於身；其德乃眞，修 ， i 之於家『 

其德乃餘 。 修，一之於鄕；其德乃長。修，一之 
於國；其德乃豐。修，一之於天下【其德乃 
普。」故以 k 身 P 身 • 以>家 P 家、！^鄕 P 鄕 
以レ國觀酗、以_夫下1觀_1天下一何以知，1天下 
之然一以 A 此。 

i 真に善く道を悟り心の中にこれを確立させた者は、どんな外物の誘惑に出会っても、その道心を抜き取られることが 
ない。真に善くこの道心を抱き守る者は、どんな外物の誘惑に出会っても、その道心が肥け出ることがない。こういう人物 
の子孫はまた自然と道に従うようになるもので、宗廟の祭りも従って絶えることがない。この it を身に修めるなら f 、 そ€» 


レ 善く建つる者は拔けず。善く抱く者は鹏せず。子銳銳耐して^ 

、• >こ ホ* t をさ そ とくすなはしん これ いへ をさ 

ます。之を身に修むれば、其の德乃ち眞。之を家に修むれば、 

そ ♦ とくすなは あまり これ きやう をさ そ とくすな t なが 

其の德乃ち餘あり。之を鄕に修むれば、其の德乃—ち曼し。 

こ. n くに をさ そ とくすなはゆたか これ てんか をさ 

之を國に修むれば、其の德乃ち豐なり。之を天下に修むれば、 

、 そ とくすなは あまね ゆ&み もつ み み いへ もつ いへ み 

其の德乃ち普し。」故に身を以て身に觀、家を以て家に觀、 

きやう もつ き^う み くに もつ くに み てんか もつ てんか み 

鄕を以て鄕に觀、國を以て國に觀、天下を以て天下に觀る。 

なに もつ てんか しか し これ もつ 

何を以て天下の然るを知るや。此を以てなり。 



身に受ける恵徳として人は真人(荘子に出て来る達道の人物で、不老長寿の超人)になれる。この道を家を斉える上に修め 
るならば、その家に受ける恵徳として家は資財に余裕を持てる。この道を一郷を治める上に修めるならば、その郷の受ける 
恵徳として 郷は長く栄える。この道を一国を治める上に修めるならば、その国の受ける恵徳 として 国は豊かに富み栄える。 

この道を天下を治める上に修めるならば、天下の受ける恵徳として万民の上に普く平和が訪れる。」こういう訳で、道を身 
に修めれば身に、家に修めれば家に、郷に修めれば郷に、国に修めれば国に、天下に修めれば天下に、その効果を観ること 
が出来る。なぜ天下がそのようになるのを知るかと言えば、「善建者不 X 抜。善抱者不ぃ脱。」という真理によってである。 

H 〇善建者不抜善く道心を確立した者は、外物の誘惑などでその心を引き抜かれることがない。(韓非子解老篇の解釈に従う。) 〇子孫 
祭祀不輟子孫の行なう祖先の祭りが絶えない。中国人は古来、死後も霊魂は存在し、子孫の祭りを亨(ぅ)けることによって安息を得ると考え 
ていた。従って、子孫が絶えたり、或いは子孫は絶えぬまでも、家運が衰えて、先祖の祭りが絶えることを最も忌み嫌った。「輟」は爾雅釈 
話に r 輟は已なり」とある。〇其徳乃余この句は使用テキストでは「其徳有余」となっていたが、他のテキストでは「有」を「乃」に作っ 
ているものが多く、上の「其徳乃真」や、下の「其徳乃長」.「其徳乃豊」.「其徳乃普」の句などが皆「其徳乃口」という形になっているの 
で、「乃」に改めた。意味は、「その受ける恵みで、家が余裕を持つようになる。」なお、「乃」は、「能」と古代には通用したというので、「能 
(ょ) く」 の意に馬叙倫は解しているが、これでも良く通る。〇其徳乃普その恵みはすなわち天下に普 ( r ) く行きわたる。「普」は、傅奕本で 
は「溥」に作っている。説文によると、「普」は「日の光無きなり」とあり、「溥」は「大なり」とある。この「大」の意が転じて「あまねく 
ゆきわたる さま」 を意味するようになった訳であるから、「溥」が本字で、「普」はその仮借である。「その恵みはすなち甚だ大きい」と訳し 
ても良い。 

— i この章は、本文に段落を施して置いたように、二段に区分されている。後段の文は「故」で前段の文を承けているようであるが、実際 
に訳して見ると、なかなかそうすっきりとは結びついていない。武内義雄博士は、後段の文が無韻であることと、管子牧民篇に類似の文があ 
ることから、これを後人の文としておられるが、確かに疑われるだけのことはある。またこの章の解釈には、いろいろあって、どれが良いと 
も定め難かったが、主として韓非子解老篇の文を参考にし、部分的に河上公注を用いた。「其徳乃真」の「真」を真人と解したのは河上公注 
によったものである。 


修観第五十四 九五 
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玄符第五十五 

1_ 恩この章は、有徳者は赤子と同じで、無欲無心で あるた め何物にも害されることがなく、天授の精気•和気に満ちて いるた め 長久である 
ことを述べている〇 r 玄符」とは「幽玄なる道の瑞徴」 という 意味で、赤子に見られる道のめでたい 徴 (LL る) を 指したものらしい。 

含レ德之厚' 比， I 於赤子一毒蟲不 fe •猛獣 
不レ據'攫鳥不 i 搏。骨弱筋柔而握固。未レ 
知， fk 牡之合 I 而峻作、精之至也.終日號 
而不 A ®、 和之至也•知 i 和日常' 知 i 常 H * 

明' 益 i 生日祥、心使 i 氣日强。物壯則老。 

謂乏不道；不道早已。 

徳を厚く身に蓄えている人は赤子になぞらえることが出来る。無心の赤子は毒虫もこれを刺さない し、 猛獣もこれに 
爪をかけないし、猛禽もこれを翼で撃とうとはしない。(このょうに有徳の人には危害が身に及ばない〇)赤子は#も弱く筋 
肉も柔らかであるが、その握る手は実に固くしっかりしている o ( 有徳の人も柔弱でありながら剛強を能く制し、真の意味 
では実に強い。)赤子は男女交合の事もまだ知らないが、その陰部は元気良く立つ。それは精気が至って充実しているから 
である。一日中号泣しても声が出なくなるという事がない。それは和気が至って充実しているからである0(有徳の人 も 精 
気.和気が内に充実しているので、いつも元気で疲れを知らない〇)この和を知る者は則ち恒常不変であり、恒常不変の道 
を知る者が則ち明らかなる者である0その反対に、いたずらに生を益さんとすれば(第五十章参照)則ち凶兆が現われ、心 
が 気の主となれば剛強となって挫折を招くことになる〇万物について言えることだが、余り ttl んなものはすぐに老衰する0 
こういうものを不道という。不道であれば早く B ' み減んで行く。 


fi u しく， あ -〇せきI ひ とくちゆうさ まうじ5 

德を含むことの厚きものは、赤子に比す。 毒 蟲も螫さず、猛獣 

よ くわくてう 5 ほねよ b すぢや太ら j 如 こぎ 

も據らず、攫鳥も搏たず。骨弱く筋*'かにして而も蜇 ること 

かた いま ひんぽ がふ し しかしゆんおこ 亡い い i 

固し。未だ牝牡の合を知らずして、而も峻の作るは、精の至れ 

しゆ5じつがう あ わ いた っ し 

はなり。終日號して啞せざるは、和の至ればなり。和を知れば 

^ じ， や*" \广て、す S めい せい ま すなはしや，こころき 

日ち常、常を知れは日ち明、生を益せば日ち祥、心氣を 

-〇か-•すなはきやう ものさか すなはお これらだ-.- \ 

使へは日ち强な り。 物壯んなれば則ち老ゆ。之を不 道と 謂 ふ。 

ふだう はや や 

不道なれば早く已む。 



〇螫虫がさすこと。〇拠つかむ。「拠」は説文に「杖持なり」とある。〇攫鳥鷲 S や魔8のような猛禽。「攫」は使用テキスト 
では「獲」に作っていたが、他のテキストにより改めた。説文によると「獲」は「母猴なり」、「攫」は r 执なり」とある。「抗」は説文によ 
ると「上からつかみ取る」の意であるから、「攫」が正しく、「獲」に作るものは転写の際に誤ったものであろう。〇搏翼で撃つこと。広雅 
釈詁三には「撃なり」とあり、また礼記儒行篇の「鷲蟲攫搏」の疏に、「脚を以て之を取るを攫と為し、翼を以て之を撃つを搏と為す」とあ 
る。〇筋筋肉 ( s < Aoo 蝾作赤子の陰部が勃起すること。 r 峻」は王弼本には「全」に作り、傅奕本及び河上公本の一本には「股」に作っ 
ている。 r 峻」は説文になく、「股」は説文の新付字で、「赤子の陰なり」とある。 r 峻 j は「股」と同意の後造の字であろう。「全」とすれば 
それは if 樾の説の如く「衾」の字の誤ったものであろう。「食」は説文に「雲の日を覆ふなり」とある。それから、かくれた所という意味に 
転じ、生殖器を意味するようになったものであろう。〇啞声の出なくなること。 r 啞」は説文には「笑なり」とあるが、史記刺客伝の「呑レ 
炭為へ©:」の索隠に「瘠病を謂ふ」とあるのに従う。「瘠」は説文に r 言ふ能はざるなり」とある。〇益生日祥妄 ( e りに生活を豊かにしよ 
うとすれば凶祥が現われる。「益：，生」については第五十章参照。「日」は使用テキストでは「日」に作っていたが、王弼本•傅奕本には「日」 
に作っており、第二十五章や第五十二章の句例を見ても「•_日/«」という形の句が道徳経には多いので、「日」に作る方が良いと思い、改 
めた。この「日」の意味は第二十六章におけると同様、「則」であろう。 r 祥」は説文に「福なり」とある。しかし、ここでは「像」の仮借と 
して、「きざし」それも「悪いきざし」の意に用いられている。 r 祥」を「悪いきざし」の意に用いている例は、左伝昭公十八年の伝の r 将；， 
有-1大祥この注に「変異の気なり」とあるのを始め、諸書に見える。〇物壮則老「則」の字は、使用テキストでは「将」に作っているが、 
王弼本•傅奕本を始め、他のテキストには皆「則」に作ってあり、使用テキストにおいても第二十五章に出て来るこれと同じ句では「則」に 
作っているので、「則」に改めた。 

玄德第五十六 

H この章は、道を体した人物が、他の何物にも左右されない偉大な存在であることを述べている。「玄徳」とは「玄妙なる徳」の意味で、 
有道者の徳を説いているこの章の題名として適当であろう。 

知者不 i 言' 言者不 i 知。塞-真兌；閉 -1 其門 f 妒勒は IB はず、 11111 ふ齡は奶らず。ずの始を截ぎ^の rlt をぢ、 
挫-一其銳；解-萁紛 f 和- - 其光？ 同 I - 其塵；是 k の'齡を取き、■其の鍁を，き、 k の^を il け、 k の Bt に献ず。 

玄符第五十五玄徳第五十六 九七 



老子徳経下 九八 

PI 玄同；故不 i 可，一得而親 f 亦不 i 可，得而疏； 

不％ II 得而利 f 亦不 A 可，得而害；不 i 可_|得而 
貴一亦不％テ得而賤；故爲，夫下貴； 

真の知者は何も言わない。何だかんだと言う者は実は何も知っていない。一 tf の耳.目•口.鼻を_ぎ、その門を閉じ 
(て外界の誘惑を断ち、内なる声に耳を澄まし)、己の鋭気を挫き、鋭気によって起る紛争を解きほぐし、己の知慧の光を 
やわらげ(て耀かさず)、知慧の光を曇らせる塵にまみれる。以上のような態度を取ることを、玄妙な道に同ずると言うの 
である。(右のように、言わず、誘惑されず、鋭からず、誇らぬ)故に有道者には！しくこれに親しみ近づくこと も 出来 
ないし、またこれから離れ、これを疎んずること も 出来ない。これを利すること も 出来ないが、またこれを害すること も 出 
来ない。貴 y することも出来ないが、またこれを賤しくす る ことも出来ない。(このように超越した存在であるから こそ、) 
天下で最も貴い存在となるのである。 

〇塞其兌自分の 耳目 口鼻をふさいで、外物の誘惑を断つこと。「其」は「己」を指す。「兌」は「穴」の意(第五士一章語釈参照)。 
〇 閉其門耳 •目鼻の門を閉じる。「其」は「兌」を承 X ける 〇 〇挫其鋭己の鋭気を挫 S く。「其」は「己」を指す。〇解其紛鋭 
気から起る紛争を解きほぐす。「其」は「鋭」を承(-)ける。「紛」はテキストにより「分」「忿」などに作るものがある。「忿」が意味の上で 
は一番通りが良いようであるが、 r 紛」でも通るので、しばらくこのままにして置く。〇玄同玄妙な道に同化すること。〇疏 r 疏」は「疏」 
の俗字。他のテキストでは r 疏」に作っているものが多い。ここでは、うとんずるの意。説文には「疏 」 は「通な り」 とあるが、淮南子や春 
秋などに、「分れる」とか「外 S にする」などの意味に使用されている例がある。 

淳風第五十七 

H この章には、余説にも述べる通り、錯簡の疑いの濃い箇所があるが、一応、現在の形のままで意味を取って見ると、為政者が無為自然 
であれば、人民はおのずからその徳に感化され、天下は太平に治まる との 旨を説いている。「淳風」という題名は、大体において章旨に かな 
っている。第十七章にも同じ題がつけられていた。参照されたい。 


これ げんど5 い ゆ^えした ぺ またえ 5と ぺ 

是を玄同と謂ふ。故に得て親しむ可からず、亦得て疏んず可か 

、 えりべ ま£ がい ぺ え たつと ぺ 

らす。得て利す可からず、亦得て害す可からず。得て貴くす可 

r またえ いや ベ 室 てんか き な 

からず、亦得て賤しくす可からず。故に天下の貴と爲る。 



以 TE 治 _ 以一奇用一兵' 以 = 無事一取，一天下； 

吾何以知真 然 I 哉' 以 虹。」 天下多1譯一而 
民彌貧。民# I 利器；國家滋昏。人# I 伎 
巧；奇物滋起。法物滋彰' 盗賊多有。 

故聖人云' 我無爲而民自化■我好>靜而 
民自正、我無事而民自富，我無欲而民 
自朴。 

国を治めるには正道をもってし、兵を用いるには奇道をもってするが、(正も奇も要するに相対的なもの、人為を出 fr 
いものであって駄目であり、)天下(という神器〜第二十九章参照~)を治めるには道を体しての無事(人為的な仕事を|扨 
やらず、道に従って自然なこと)をもってする(外はない。)私はどうして天下が無事をもってすれば治まるかを知るか。 
以下に述べる事実によってである。」天下に禁令の如きものが多ければ多いほど、(官吏の数も多くを必要とし、彼らを養う 
費用は莫大なものとなり、彼らの権力がいよいよ強まる結果、重税が取り立てられ、苛酷な政治が行なわれて)人民は益 i 
貧しくなり、(その貧しさを克服しようとして)便利な道具などを人民がたくさん発明して持つようになると、(これまた下 
らぬ競争心をあおりたてる結果)国家はいよいよ暗くなり、(同じ理由で)人民が技巧を多く持つようになれば、実生活の 
役にも立たぬ奇怪なものがいよいよ多く出て来(て国が乱れ)る。法令が明らかに整備されればされるほど(人民の生活は 
苦しくなり、法に触れる者が多くなって)盗賊が多くなるものである。(悪人を懲らしめて悪事をさせないようにするのが 
法の趣旨であると言うが、むやみやたらに、たくさんの法令を作って、かえって人民を貧窮のどん底に陥れ、悪人をたくさ 
ん作り出し、国家を乱す原因を法自らがかもしている。)だから、聖人は言っている。「私が無為であると人民は自然に感 
化され、私が静を好むと人民は自然に正しく治まり、私が無事であると人民は自然に富み、私が無欲であると人民は自然に 
素樸になる。」と。 

〇忌諱いやがり避2けること。ここでは禁令を指す。0弥いよいよ。ますます。説文には r 弥」は「弓を弛 S むるな り」 とある 
淳風第五十七 九九 


せい もつ くに をさ き もつ へい もち ぶじ もつ てん如 と 

正を以て國を治め、奇を以て兵を用ひ、無事を以て天下を牧る- 

-C. れなに 4つ そ しか し これ もつ てんか きき S 

吾何を以て其の然るを知るや。此を以てなり。」天下に忌諱 A 

たみいよいよまづ たみ りきおほ こくか i すますくら ひと ぎ 

くして民彌，貧し。民に利器多くして、國家滋■-昏し。人に估 

かぅおほ きぶつますますおこ はふぶつますますあきら たぅぞくおほ あ 

巧多くして、奇物滋"起る。法物滋"彰かにして、盗賊多く右 

ゆ.14せ.(，'じんい われむゐ たみおのづか くわ われせい この 

り。故に聖人云ふ、我無爲にして民自ら化し、我靜を好みで 

たみおのづか ただ われぶじ たみおのづか と われむ よく た， 

民自ら正しく、我無事にして民自ら富み、我無飲にして！一一; 

おのづか ぽく 

自ら朴なり、と。 



老子徳経下 一〇〇 

が、この意では通じない。これは r 獮」の仮借である。 r 獮」は説文に r 満なり」とあり、転じて「盈(み)ち益4)す」の意に用いられるよう 
になったもの。 r 弥」を r 獮」の仮借として用いる例は枚挙に暇がないほど多い。〇滋ますます。説文によれば r 滋 j は滋水という川の名 
である。ますますの意に用いるのは「茲」の仮借としてである。「茲」は説文に「艸木0.多く益4)すなり」とある。0昏くらいこと。「昏」 
とも書く。〇伎巧技巧のこと。「伎」は説又に「与なり」とあるが、ここでは「技」の仮借として用いられている。「技」は説文に「巧な 
り」とある。 

i この章については諸家の間に種々の錯簡説が唱えられている。その中でも、肯綮 ( K ) に当たると思われるものを挙げて参考に供したいと 
思う。 r 以正治国」以下 r 以/此」までを諸橋博士はこの章の終りに移動させておられる。また阪大の木村英一教授は「吾何以知，一其然一哉、以 k 
此」の九字を第四十八章の文末に移しておられる。 r 以レ此」の r 此」が何を承けるか、前文に該当するものがないために、両者のような意見 
が出て来た訳である。私も、この説のどちらかに従いたいと思ったが、使用テキストに大きな移動を行なうことを避けようとした結果、 r 此」 
を以下の文を指すものとして通釈して置いた。また木村英一教授は「天下多，一忌諱一」以下「盗賊多有」までを、第五十八章の「禍兮福之所 k 
倚」以下「其日固久」までの文と入れ替えておられる。こうすると確かに意味の良く通るものになるが、ここでは一応、現行本のままで訳し 
て置いた。 

順化第五十八 

1この章は、吉凶•禍福の因果関係が人知で察知出来ないように、政治の要諦も到底人知で極めることは出来ない。民情を察知して施策 
を加えれば加えるほど、かえって人民の淳朴さを破壊するだけである。故に道に則って、ぼんやりした無為自然の政治を行なうが良い。そう 
すれば、人民； d 順化せられて、淳朴さを能く保つことが出来るであろうと説いている。「順化」とは「順 (5) い化す」の意で、章旨にかなっ 
ている題名である。 

其政悶悶' 其民醇醇。其政察察' 其民纪の齡 SS たれば、 k の陆は9!一!んたり。&の齡議たれば、 
ftt *。 禍兮福之所 i 倚.福兮禍之所 i 伏。 ぎ殿は黯たり。“ rat の％る^1一 i は PI ひの財す W 1 な 
孰知-萁極；其無 i 正。正復爲一奇'善復爲 i り。一か&の®!をがらんゃ。#れ P し。政も挺がと纪り、戴 
飫。人之迷、其日固久。是以聖人、方も餛誔と妒る〇ひんの！ i へること、"其のひ日一とに M し。起を m て！！ 



而不 is 、 廉而不％、直而不 i 肆、光而不 i W は、 所し .- C 離せず、齡 して歡 せず、 ttl にすれども 聲 せず、 
曜。 光あれども曜かさず。 

政治のやり方がぽんやりして昧いように見える無為の治の下では、為政者は人民に何もしてやってないように見える 
が、実は人民は腹が満ち足りて淳樸になり、政治のやり方が、民情を良く察知して施策の多い有為の治の下で i > へ為' m 者は 
人民のために尽くしているように見えるが、実は人民は貧しく足らず、淳樸さが破られ欠ける。世の中のこと磨€聲てこう 
いう風になっているのだ。禍だと思っている所に福が倚りそい、福だと思っている所に禍が伏しかくれている©:; 5- f ;: *- 相で、 
一体どこまでが福で、どこからが禍であるか、その窮極を誰が知っていようか、誰も知っている者はいない。一体この相対 
的世界において、絶対に正常だというようなものがあるだろうか。そんなものはありはしない。禍福の場合と同様に、正常 
なものがまたその反対の奇怪なものとなり、善いもの.がまたその反対の怪しいものになったりする。世人がこの相対世界の 
輪廻の中に踏み迷い出してから、全く久しくなる。だから、聖人は両方を併わせ包容し、これを割いて片方だけに固執するよ 
うなことをしない。稜は立てるが、他を傷つけるようなことをしない。真直にはするが、引き伸ばすようなことをしない0 
光は放つが、耀かせるようなことをしないのである。 

1〇悶悶昧0 くぼん やりしていること。 r 悶」は説文に r 懣なり」とあるが、これでは通じ難い。河上公注に従って訳した 〇 〇醇醇 
素朴で人情に厚いさま。「醇」は説文に「不澆の酒な り」 とあるが、ここでは「厚い」の意を持つ「惇」の仮借として用いられている〇 〇察 
察細かい所まで明らかに察知しているさま。〇缺缺破れ缺けるさま。 r 缺」は使用テキストでは「鞅」の字に作っていたが、「软」は誤っ 
て作られた字であるから、正字の「缺」に改めた。説文に「缺」は「器の破るるな り」 とある〇〇祅怪しいもの。「飫」は「禊」の別体で、 
「跋」 は説文に「地、物に反するを耪と為すなり。」とあり、「変異」の意。他のテキストで「妖」に作るものがあるが、「妖」は「巧な り」 
で、「禊」が本字、 r 妖」はその仮借として用いられているものである。〇方而不割相対する両者を併わせ容れて、その間を割き、しいて一方 
を善しとし他方を悪しとするようなことをしない。この句は河上公注以来多くの注釈家が、「聖人自体は方正であるが、それだからと言って 
他人を裁くようなことをしない」という意味に取っている。この解も良く通るが、この章を今の形のままにして置いて、全文の連絡がよく杈 
れ るように解釈するためには、説文に「方」は「船を併するな り」 とある解を活かして訳した方が良いのではないだろうか〇 0廉而不害稜 
(£5は立てるが他を*つけるようなことをしない。「廉」は広雅釈言に r 稜な り」 とある。〇肆伸ばす〇「肆」は説文に「»」で出ている字の 

順化第五十八 101 
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別体。説文に「隸」は r 極陳なり」とあるが、ここでは「伸」の仮借として用いられている。広雅釈詁四に r 肆は伸なり」ともある。〇曜 
かがやく。照らす。「@」の別体。 

守道第五十九 

n この章は、政治を行なう上にも、処世の上からも、財貨や精力を節用することが極めて大切である旨を説いている。この章旨から言え 
ば、「守嗇」とでも題すれば端的に内容を表現出来るように思われるが、「守道」と題したのは、「節用する者こそ道を守る者である」という 
ような考え方によるものであろう。従って「守道」という題は、「道を守る者の心得」というような意味を持つものと思う。 

治 X 事一天莫 A 若一奮。夫唯裔、是以早復。 

早復 ' P 之重 S 積德一重 S 積德 I 則無禾レ克。 

無 i 不 i 克則夢知； I 其極；莫 i 知，一其極 f 可_|以有> 

國。有酗之母' 可-|以長久一是&声根圍 
柢 。長生久視之道。 

人民を治め天に事えるには節用が最も良い方法である。そもそも節用であれば、費しても早く力を回復する。早く力 
を回復する(ならば、どんどん余力を蓄えてゆくことが出来るから、)これを徳を重ね積むことという。徳を重ね積めば克 
服出来ぬものはない。克服出来ぬものがなければ、その力の限界は測り知る事が出来ぬほど大きなものといえる。その力の 
限界が測り知ることが出来ぬほど大きいならば、国家を安泰に保有することが出来る。国家を安泰に保有する母である嗇、 
これによって人民も君主も長久であることが出来る。これを「根柢を深く固くする」ことというのである。「根柢を深く固 
くする」ことは不老長生の道である。 

ii 〇治人事天人民を治め、天に事 (2) えること。これは当時の君主の二つの重大な任務であった。〇嗇(財貨や精力などを)節用する 


人を治め天に事ふるは嗇に若くは莫し。夫れ唯嗇なる、是を 

もつ はや ふく はや ふく これ とく かさ つ い— とく かさ 

以て早く復す。早く復す、之を德を重ね積むと謂ふ。德を重ね 
積めば則ち克たざる無し。克たざること無けわば則ち其の極 
を知ること莫し。其の極を知ること莫ければ、以て國を有つ可 
し。國を有つの母、以て長久なる可し。是を根を深くし柢を 
固くすと謂ふ。長生久視の道なり。 



こと。〇是以早復節用するから早く回復する。使用テキストでは r 以」が「謂」、「復」が「服」に作られていたが、傅奕本、その他のテキ 
ストにより、意味のより良く通るように r 以」と「復」に改めた。〇克能くする。勝つ。克服する。「克」は使用テキストでは「剋」に作ら 
れていたが、「剋」は説文の r 勉」の字が誤って作られた字で、意味は「尤 (4) も劇 S むるなり」とあり、この場の意味として通じ難い。こ 
れは r 克」の仮借として用いられているので、「克」は説文に「肩3ぐなり」とあるが、転じて「能くす」「勝つ」の意を持つ。更に、韓非 
解老始め他のテキストにも r 克」の字に作っているものが多いので、「剋」を改め r 克」とした。〇深根固柢根柢を深く固くする。もとと 
なる所をしっかりかためる。「柢」は使用テキストでは「藉(匕」に作っていたが、「柢」に作る他のテキストが多く、且つ、韓非子解老篇に 
引用されているこの句も r 柢」の字に作っているので、これに改めた。「根」は細根で、養分を吸収することをつかさどり、 r 柢」は直根で、 
樹幹を立たせることをつかさどる。〇久視長生と同じ意味。 

gla 「早服」と「早復」。使用テキストで「早服」と書かれていたものを「早復」と改めた理由は、意味が良く通るようにと考えて、他のテ 
キストに従ったのであるが、韓非解老の文では「蚤服」に作られ、河上公注も「早服」のままで注釈を加えているから、或いは「早服」の方 
が正しく原形を伝えているものかも知れない。その場合は、もちろん韓非解老や、河上公注のように、「早く道に従い理に服す」の意に解釈 
すべきであろう。 

居位第六十 

H この章は、人君の位にいる者の治国の心得として、無為自然を尊び、人為•施策を去るべき旨を説いている。「居位」とは「位に居る 
者」の意で、その心得を説いている章旨に大体かなった題名であると思う。 

治一天國 I 若小鮮一以 i 道夜_一天下；其鬼不 i 
神。 f 其鬼不飾、其神不 i 傷 i 人。非，萁神 
不ヾ f 人、聖人亦不 A 傷。夫兩不_褒故 
德交歸 A 焉。 


守道第五十九居位第六十 一〇三 


大國を治むるは小鮮を烹るが若くす。道を以て天下に莅めば、 
其の鬼も神ならず。其の鬼、神ならざるに非ざるも、其の神、 
人を傷つけざるなり。其の神、人を傷つけざるのみに非ず、聖 
人も亦傷つけざるなり。夫れ雨ながら相傷つけず。故に德交 • 
焉に歸す。 



老子徳経下 一〇四 

大国を治めるには、無為を尊んで小魚を烹るようにし、いたずらに、施策を加えかきまわすような ことを しない。この 
無為の道をもって天下に臨めば、鬼 も その神怪な力を振るって人民に禍をくだす ことが 出来ない。鬼に神怪な力がない訳は 
ないのだが、その神怪な力も人民を傷つけ得ないのである。鬼の神怪な力が人民を傷つけることがないだけではなく、人君 
もまた刑法などによって人民を傷つけるようなことをしない。鬼も人君も共に人民を傷つけないのであるから、両者の恵徳 
がこもごも人民の もとに帰し、その生活が 安定する 結果、 天下は泰平を保ち得るのである。 

^ 〇若烹小鮮小魚を烹るように、ゆっくり静かにやる。小魚を烹るのに、急いで火を強くしたり、かきまわしたりすれば、小魚はそ 
の形を失い、味もそこなわれる。同様に、無暗に効果をあせって施策を加えるならば、人民の生活は滅茶苦茶に破壊されてしまう ことを 譬え 
ている。「烹」は説文になく、「烹」の古字である「亨」に作るのが原形であったろう。「鮮」は元来魚の名前であったが、「蟲」の仮借として 
「生魚」の意に用いられることが多い。テキストにより、 r 鮮」を「鱗」、或いは「腥」に作るものもあるが、意味の上で大差はない〇 〇以道 
莅天下道をもって天下に臨む。 r 莅」は説文に「竦」と作られている字の後造の字で、説文に「竦」は r 監臨なり」とあるから、「臨む」 
と解して良い。 

荀子の天論篇に、「道を修めて武8はざれば、則ち天も禍する能はず。故に水旱も之をして飢渴せしむる能はず。寒夢も之をして疾ま 
しむる能はず。祅怪も之をして凶ならしむる能はず。云云。」という論がある。荀子の言わんとする所は、人としての道を踏めば、天も祅怪 
もその人に禍を降 S すことは出来ぬと言うのであり、道徳経のこの章の趣旨は、無為の道をもってすれば鬼神もその力を振るって人を傷つ 
ける事は出来ぬと言うのであって、主張する道は違うが、古い迷信を打破し、その道を守る者に対しては何物も禍することが出来ぬという強 
い信念を打ち出している点、また従来の知識階級並びに一般庶民の信仰の対象であった「天」とか「鬼神」とかを、自分たちの「道」より低 
いものと見なしている点において通うものがある。 

謙德第六十一 

1この章は、大国も小国も互いにへりくだって平和共存すべき旨を説いている。とりわけ力の強い大国が宜しくへりくだるべき旨を強調 
している 点は、今日の世界情勢に鑑みて面白い。「謙徳」即ち「謙下の徳」 という 意味の題は、章旨に良くかなって いると 思う 0 

大國者下流、天下之 交。 天下之 ft 。 此对斷は T d «? にして、一一^の 1 ; 3 C 5 なり。芳アの似なり。^ 1 に 歡 を 



常以 i 靜勝 fe 。 以 i 靜爲 i 下。故大國以下=小 
國 I 則取11小國 f 小國以下||大國 I 則取 I 天國一 
故或下以取、或下而取。大國不 
畜人 f 小國不 i 過 kx 事入。夫兩者各得_| 

其所 f 欲。大者宜 ip 下。. 

大国は譬えて見れば川の下流であって、天下の水が集まり来るところである。また譬えて見れば天下の女性のような 
ものである。女性はいつも静かで争わないことによって、さわがしくて争う男性に勝っている。女性が男性に勝つのは、静 
かで争わない態度で下におるからである。こういう訳であるから、大国は小国に対して謙下の態度を持することによっ.て、 
小国の歓心を得てこれを帰服せしめることが出来、一方、小国は大国に対して謙下の態度を取れば、大国の歓心を得てこれ 
に容れられ安堵することが出来る。だから、一方では大国の方がへりくだって小国を取り、他方では小国がへりくだって大 
国に取られるということになる。大国の望みは、多くの人民を兼ね養うを欲するに過ぎず、小国の望みは大国に入り事えて 
安堵せんことを欲するに過ぎない。そもそも互いにへりくだれば、各々その欲する所を得られるのである。大国たるものは 
宜しくへりくだるべきなのである。 

0天下之交天下の水の交会する所。即ち、天下の水が集まり来る所。〇故或下以取、或下而取上の「取」の字の下に「小国」、下 
の「取」の字の下に「大国」を補って訳すと、「だから一方には大国がへりくだって小国を取り、他方では小国がへりくだって大国に取られ 
る〇」となる。この二句は、 if 樾が「何か抜けたか誤ったかしたものであろう0」と述べているが、確かにおかしい句である。しばらく、前に 
述べたように、小国•大国の二語を補って訳して置く。 


謙徳第六十一 一〇五 


もつ ぽか せい もつ くだ な i たいこくもつ 

以て牡に勝つ。靜を以て下ることを爲せばなり。故に大國以て 

せうこく くだ すなは せ5こく と せうこくもつ たいこく くだ すなは たい 

小國に下れば則ち小國を取り、小國以て大國に下れば則ち大 

こく と ゆ&あるひ くだ もつ と あるひ くだ と 

國に取らる。故に或は下りて以て取り、或は下りて取らる。 

たいこく ひと か やしな ほつ す せうこく い ひと 

大國は人を兼ね畜はんと欲するに過ぎず、小國は入りて人に 

つか ほつ す そ りや5しやおのおのそ ほつ ところ 5 

事へんと欲するに過ぎず。夫れ兩者各"其の欲する所を得。 

だい もの ょろ くだ な 

大なる者は宜しく下ることを爲すべし。 



老子徳経下 一〇六 

爲道第六十二 

1この章は、道によって、善人は言うまでもなく、不善人までも救われている、と、道の尊い所以を説いている〇 r 為道」とは「道を為 S 
めよ」という意味であろう。大体章旨にかなっている。 

道者萬物之奥' 善人之寶' 不善人之所レ 
保。 美言 可，一以市；尊行可， I 以加入。人之 
不善、何棄之有。故立_1天子1置=一|公；雖レ 
有_拱璧以先=»馬；不>如&進 i 此道；古之 
所一以貴=此道 I 者何。不 Af 以求得' 有 i 罪以 
免 I 耶。故爲_|天下貴？ 

ai 道は万物の奥に隠れていて目立たない存在であるが、善人はこれを宝としており、不善人はこれにより保んぜられ生 
かされているのである。道を伝える立派な言葉は売ることが出来、道を体した尊い行為は、それを人に及ぼして益を与える 
ことが出来る6道の立場から見れば、不善人と雖もどうしてこれを棄てることがあろうか。このように道は貴重な働きをな 
すものであるから、天子が立てられ三公が置かれて、天下の政治が議せられるに当たって、これらの為政者に両手の指を合 
わせるような大きな璧を先にし、併わせて四頭立ての馬車を献上するような者より、跪坐してこの道を進言する者の方が、 
どれほどすぐれたものを贈っているか判らない。古人が道を尊んだ理由は何か。「その道によって求めれば得られ、罪のあ 
るものもその道によって免れられる L ! と言われているではないか。(だからこそ古人に尊ばれたのである。)故に道は天下 
で最も貴いものとされているのである0 

ii 0三公最も尊い三つの 官位。 太師•太傅•太保。〇拱璧両手の指を合わせるほど大きい美玉。「拱」は説文に「手を做むるなり」 


みち ばんぶつ おく ぜんにんたからふぜんにん やす ところ 

道は萬物の奥にありて、善人の寶、不善人の保んぜらるる所な 
り。美言は以て市る可く、尊行は以て人に加ふ可し。人は不善 

なん す こ あゆ&てんし た £ 

なるものも、何の粢つることか之れ有らん。故に天子を立て三 

こ5 お きょぅへきもつ しば さき あ いへど 

公を置くときは、拱璧以て駟馬に先だたしむる有りと雖も、 

ざ こ みち すす し いにしへ こ みちたつとゆ表ん もの 

坐して此の道を進むるに如かず。古の此の道を貴ぶ所以の者 

なん もつ もと えつみあ もつ まぬが い ゆ*. 

は何ぞや。以て求むれば得、罪有るも以て免る i - 日はずや。故 

てんか き な 

に天下の貴と爲る。 



とある。 r 璧」は真中に孔 3 のあいた円い平らな玉。〇駟馬四頭の馬。または四頭立の馬車。 

この章は全文の連絡が余り良く取れない。たとえば、「美言可二以市 r 尊行可，一以加..人。」の二句は、直ちに「故立，一天子一置-一三公一」以下 
の文に続いた方がすっきりする。錯簡か何かがあったのではないかと疑われてならない。命*は、淮南子道応訓•人間訓の引用文に、「美言 
可二以市 V 尊、美行可-1以加又〇」となっているので、今のテキストは「美」の字を脱落していると述べているが、たといそう改めたにしても、 
この二句の在り場所がこのままでは、どうにも通釈し難い。武内博士•木村教授もこの二句を問題にして、種々論議されているが、私は、こ 
の二句を「人之不善、何棄之有」の下に移せば、文意が比較的良く通るのではないかと思う。しかし、ここでは、一応、現形のままで何とか 
通釈を試みて置いた。 

恩始第六十三 

n この章は、すべて事は微細なうちに良く処理すべき旨を説いている。題の「恩始」は「思始 J の誤りではなかろうか。「思始 J なら、 
「物事の始めを慎重に考える」という意味に解せられて、章旨に良くかなう。「恩始」のままで題の意味を考えると、何とも解しょうに苦しむ。 

爲=無爲 一 事 I 無事；味=無味；大 i 小爹少 
報葱以ブ德。圖 fe 於其易【爲，天於其細； 

天下難事' 必作，1於易；天下大事必作 
於細；是以聖人終不窵一大■故能成_一其大 
夫輕諾必寡 i 信。多 i 易必多麵。是以聖人 
猶 P 之。故終無 i 難。 

道を体得した聖人は、人目につく働きをせず無為をなし、殊更の施策を行なわず無事を事とし、その言行は淡白無味 
を旨とする。しかして この 聖人は、小さい事柄を小さいからと等閑に付することなく、大きな事柄になる始めと考え、少な 

為道第六十二恩始第六十三 一〇七 


無爲を爲し、無事を事とし、無味を味はふ。小を大とし少を多 

g みむく とく もつ なん そ やす はか だい そ 

とし、怨に報ゆるに德を以てす。難を其の易きに圖り、大を其 
の細に爲む。天下の難事は、必ず易きより作り、天下の大事は、 

かならさい おこ ここ もつ せいじん つひだいな ゆ&よそ 

必ず細より作る。是を以て聖人は終に大を爲さず。故に能く其 

だい な そ かる だく かならまことすVな い おほ 

の大を成す。夫れ輕く諾するものは必ず信寡し。易とする多 

かならかた おほ ここ もつ せいじん な これ かた 

ければ必ず難きこと多し。是を以て聖人は猶ほ之を難しとす。 
故に終に難きこと無し。 



老子徳経下 一〇八 

いからと言ってこれを等閑視することなく、多くなる始めと考えて細心に事を運び、他人が自分に恨めしい行為を取って 
も、これに恵徳をもって報いる。(怨みに報いるに徳をもってすれば、人間の間の争い事など、殆んどすベての事件は小さ 
いうちに解決され、大事に至らずして終るものである。)むずかしい事件の解決を図るのは、それがまだやさしい状態にあ 
るうちにすべきであるし、大きい事件は、それがまだ細かいうちに治むべきである。そもそも天下の難事は必ず 1- S しい事柄 
から起り、天下の大事は必ず細事から起るものである。そこで、聖人は事を未然に処理するから、結局、大きい仕事をしな 
いということになる。それ故にこそ、天下を泰平に治めるという大事業を成し遂げるのである。そもそも、事を容易だと侮 
って、軽々しく引き受けるようなものには、必ず信実がない。事を易しいと侮ることが多ければ、必ず困難な目に出会うこ 
とが多い。だから聖人は、一見容易に見える事柄をもなおこれを難事と見なして慎重に臨む。だから最後まで難事に出会う 
ことがないのである。 

〇大小多少小さい事柄を小さいからと等閑に付することなく、大きな事柄に発展する始めだと考え、少ないからと言ってこれを等閑 
視する ことなく、 多くなる始め だと 考えて、慎重に 扱う。また、 「小を積んで大 とし、 少を積んで多とする0 J と解す る 説 もある 0 
E 313 論語憲問篇に、「或 ひと 日く、徳を B て現に M ゆるは Rio A 、と。子故く、峨を奶て&に紀いん 0 a ? くを3て，141斯い、觀を奶て齡に紀い 
よ、と。」と ある。道徳経のこの章の、 「報/ 怨以ぃ徳〇 」 は、まさに論語の「以/徳報 k 怨」の語と同趣旨のものである。この語の由来の古さを 
物語るものであると同時に、儒家の思想の現実性と、道家の思想の超越性とを、まざまざと見せつ けられる 感がする。 

この章も、錯簡、或いは脱字があったと説く学者が多いが、私はそれほどこの章については疑う気持を持てない。だいたい首尾一貫して趣 
旨のよく通っている文章のように思う。 

守微第 六十四 

H この章は、内容が各段ごとに異なり、まとまった一文として扱うことが困難であるが、第一段には、前章とほぼ同じ趣旨、即ちすベて 
事が微小なるうちにこれを治めるべきことが説かれている。「守微」とは「微小なきざしを見守って、事柄が大きくならぬうちに処置せよ」 
という意味らしい。第一段の内容には良くかなった題であろうが、その後の文とは適合していない。 

k 安# 持、 其未 i 兆易 a 謀。 其脆# 破、 其| k の S きは 1 :し辦く、 k の#'た 11 さざるは 11 り辦し。 纪の_ き 



微昜散。爲 II 之於歩有' 治乏於宇亂。合 
抱之木' 生， I 於毫末【九層之臺'起， I 於累 
土 f 千里之行' 始，|於足下 L 1: 爲者敗』之、 

執者失一之。聖人無爲。故無 A 敗。 P 執、 

故無 i 失。」民之從 i 事' 常於=幾成一而敗 i 之。 

愼レ終如 i 始'則無 i 敗 i 事。」是以聖人欲一不 A 欲 
不 A # p 得之貨學禾«〒復_1衆人之所”過 
以輔 -1 萬物之自然 - '而不_|敢爲 一 

すべて物事は、それが危うきに至らぬ安泰の中に心を用いて置けば、維持することが容易であり、それが表面に現われ 

ぬ中に謀って処理すれば、容易に治められるものである。それがまだ堅固にならず脆く弱い中に破るのは容易であり、微小 

な中に処置を施せば、散じ解くことは容易である。まだ形や勢いを有しない中に治め、まだ乱れない中に治めることが大切 

である。一抱えもある大木も、毛の先ほどの萌芽から成長したものであり、九階建ての台も、もっこ一杯の土を積み重ねて 

起されたものであり、千里の行程も、足下の一歩から始まるのである。」 
a 

あまり 人為を施す者は、かえって事を駄目にしてしまい、 あまり 執着する者は、かえってそれを失って しまう 。道を体し 
た聖人は無為自然である。だから事を駄目にしてしまうようなことがない。執着しない。だから失うことがない。」 

人民が事に従う場合、いつでも殆んど事の成就しかかっている所で失敗している。終りを慎むこと始めのごとくであれ 
ば、失敗するということはない。」 

聖人は、人々の欲しないものを欲する。(即ち、人は財貨.名誉•地位などを欲するが、聖人は道を欲する〇)手に入れ難 
い財貨.宝玉などを貴しとしない。また人々の学ぶことの出来ないものを学ぶ。(即ち人々は知識を求め身に益せんことを 

守微第六十四 I 〇九 


やぶ やす そ び さん やす これ い4あ をさ 

は破り易く、其の微なるは散じ易し。之を未だ有らざるに爲め、 

これ いま みだ をさ がふは5 き が5まつ しやう きうそう 

之を未だ亂れざるに治む。合抱の木も、毫末より生じ、九層の 

5てな るゐど おこ せんり か5 そくか はじ な もの 

臺も、累土より起り、千里の行も、足下より始まる〇」爲す者は 

これ やぶ と もの これう. L な せいじんむゐ ゆ&やぶ 

之を敗り、執る者は之を失ふ。聖人は無爲なり。故に敗るるこ 

なと な ゆ fe うしな な たみこと したが 

と無し。執ること无し、故に失ふこと無し。」民の事に從ふや、 

つね ほと な おい これ やぶ をはり つつし はじめごと 

常に幾んど成るに於て之を敗る。終を愼むこと始の如くなれ 

すなは こと やぶ な ここ もつ せいじん ほつ ほつ え 

ば、則ち事を敗る無し。」是を以て聖人は欲せざるを欲し、得 

がた く h> たつと まな 充な しゆうじん す ところ かへ 

難きの貨を貴ばず。學ばざるを學び、衆人の過ぐる所に復る。 

も〇ばんぶつ しぜん -r -す あへ な 

以て萬物の自然を輔けて、敢て爲さず。 



老子徳経下 一一〇 

望むが、聖人は知識を減らし無の道に到達せんと学ぶ。)そうして衆人が根本を通り過ぎ末を追っているのに反して、常に 
根本に立ち帰ろうとしている。そして道によって万物の自然の成長を助け、決して人為を施そうとしない。 

〇毫末毛の先ほどのごく小さいこと。ここでは萌芽を指す。 r 毫」は「豪」の俗字。「豪」は猪の類。転じて「長い毛」の意に用い 
る00累土 土を積み重ねること。〇无「無」と同じ。〇幾ほとんど。ちかし。「幾」は説文に「敗なり、殆なり」とある。「危うい」の 
意。「ほとんど」とか「ちかし」の意に用いるのは「近」の仮借としてである00欲不欲人々の欲しない所を欲する。或いは無欲ならんと 
いうことを欲すると解して通じよう。〇復衆人之所過人々が行き過ぎてしまう所、即ち道に立ち帰る。普通の人は利欲に 目が くらみ、知識 
を追い求めて、根本である道を忘れてしまうが、聖人は常に道に立ち帰ろうとするの意〇 〇輔助ける。 

この章は文字の異同については余り問題になるものはないが、内容が各段ばらばらで、甚だ連絡が悪い。本文に傍記したように、この 
章を四段に分けて見ると、第一段は前章と同一趣旨を説いたものであり、第二段は全く独立した内容のもので、第二十九章の文がここに錯入 
したのではないかと疑われる。第三段は慎重であれと説いている点で第一段と通い、第一段が事の始めを重視しているに対し、第三段では終 
りを完うすることを説いているから、この二つは首尾相応じた文と考えることも出来る。ところが、第四段がこれまた全然独立した内容の文 
章で、前三段と同一の章内に収めるべきものとは思われない〇古来の注釈を見ると、何とかこれを連続して訳出しようと試みているが、その 
成功しているものを見ない0 

武内博士は、この章の句を大幅に移動し、意味の通るようにテキストを大改造しておられるが、私としては、しばらくこの形のままで疑問 
のある章として、各段ごとに解釈を施するのみに留めて置いた。 

淳德第六十五 

1この章は、国を治める法式として、愚民政策を掲げている〇 r 淳徳」とは r 淳朴の徳」の意で、巧智を除いた人民の素朴な徳を尊しと 
する章旨を取ってつけた題であろう。 

古 之善爲 A 道者、非-一以野民。將一以愚>之。 

民之難 A 治、以 -1 其智多一以 SP 日治 k 國、國之 
賊、不|一以 A 知日治>國國之福。知11此兩者 f 


いにしへ ょ みち をさ もの もつ たみ あきら あら まさ 

古の善く道を爲むる者は、以て民を明かにするに非ず。將に 

もつ これ ぐ たみ をさ がた そち おほ もつ 

以て之を愚にせんとす。民の治め難きは、其の智の多きを以て 

ち もつ くに をさ くに こ ぞく ち もつ くに をさ 

なり。智を以て國を治むれば、國を之れ賊し、智を以て風を治 



亦楷式。常知=楷式(是 PI 玄德一玄德深 
矣遠矣。與 A 物反矣。乃至_一於大順； 

古の善く道を修めた君主は、道をもって人民を聡明にしようとはせず、道をもってこれを愚にして治めようとした。 
人民が治め難いのは、彼らに知識が多いからである。君主の政治の仕方でも、知識を振りかざして国を治めようとすれば国 
を害することになり、知識に頼って国を治めようとしないで無為自然に治めるならば、国を福することになる。この両つ 
の事を知ることも為政者としての法式で、常にこの法式を知る者を玄徳具われる者という。玄徳は深遠で、一見、一般の物 
事と相反しているようだが、長い目で見ると玄徳なる者こそすなわち大きな道理に順っていることになる。 

1〇楷式法式。則 ('?) るべき標準。「楷」は本 S 木の名であるが、「介」の仮借として「法」の意味に用いられるようになったもの。 

広雅釈詁一に r 楷は瀛(法の古字)なり」とある。「介」は説文に「画なり」とあり、別( I )ち隔てる意。〇大順大きな道理に順うこと。 
n 武内博士はこの章が愚民政治を高調しているから、慎到あたりの言であろうと述べておられるが、巧智を排し、素朴を尊ぶ道徳経一般 
の主張を推し進めれば、こういう章も自然に結晶される答で、あながち法家言の竄入ときめる訳には行かぬのではないか。但し、こういう愚 
民政策が当を得ているものか否かは別問題で、現代に生きる私どもの考え方からすれば、この章の趣旨は全面的には肯定し難い。 

後己第六十六 

11この章は、君主たる者が宜しく謙譲であるべき旨を説いている。「後己」とは「己を後に置け」という意味で、章旨に良くかなった題 
名である。 

江海所苡能爲=百谷王 I 者' 以_萁善下 f 之。 

故能爲 t 谷王1是以聖人欲1良'必以， 

言丁之。欲 A 先一民' 必以 i 身後 i 之。是以聖 

淳徳第六十五後己第六十六 


かうかい よ ひやくこく わ5 ゆ11ん もの そ よ これ くだ もつ 

江海の能く百谷の王たる所以の者は、其の善く之に下るを以 

ゆ袅 よ ひやくこく わう な ここ もつ せいじんたみ うへ 

てなり。故に能く百谷の王と爲る。是を以て聖人民に上たら 

ほつ かならげん もつ これ くだ たみ さき ほつ 

んと欲せば、必ず言を以て之に下る。民に先んぜんと欲せば、 


くに こ ふく こ りやぅしや し * たかいしき つね 

めざれば、國を之れ福す。此の兩者を知るも、亦楷式なり。常 

かいしき し これ げんとく い げんとく ふか とほ もの はん 

に楷式を知る、是を玄德と謂ふ。玄德は深く遠し。物と反す。 

すなは たいじゆん いた 

乃ち大順に至る。 



老子徳経下 一二一 

人處 i 而民不 i 。 處.前 而民不 Ja 。 是以 一^ ず4 を m てねに 齡る 〇屘を m て戰 AJC W に 鋩る も既動 しとせ 
天下樂推而不 a 厭。以一一其不，爭故天下莫-一能 ず。 祀に ぎ るも既 S ? とせず。 起を似て 无 Ilir み *" して) iiv は 
與レ之爭” ず。 &の ft はざるを 5 ての齡に寮 is く お と # I そふ ぎし。 

江海が能く百谷の王たるわけは、それが善く百谷に Ti って低い位置におるからである。だから能く百谷の王となれる 
のである。そこで聖人は、人民の上に立とうと思えば、必ず言葉で孤•寡•不«<などと自分を呼んでへりくだる 。人民の 先 
に立とうと思えば、必ず譲って自分の身を後に退く。だから聖人が上にいても、人民はその存在を重い と 感じない。前にい 
ても、人民はその存在を障害と感じない。そこで天下の人々は、楽しんでこの聖人を前に推し戴いて、少しも厭わない〇聖 
人が争わないから、天下の人々で聖人と争いうる者もいないのである。 

〇江海大きな川や海。中国の南方では大河を「江」と呼び、北部では「河」と呼んだ。また単に「江」と言えば揚子江、「河」と言 
えば黄河を指す場合もあるが、ここの「江」が揚子江を指すかどうかは不明。恐らく単に大河の意味に使っていると思う。 


三寶第六十七 


この章は、慈•儉•謙下の三徳について述べて いる〇 r 三宝」とはこの三徳のことで、文中に「我有二三宝 f 持而宝；，之 〇」とあるのから 
取った題である。 

てんかみなわ 


天下皆謂莪道大似， - 不肯；夫唯大故似_一不 
肖；若肖、久矣其細。夫我有，一三寶一持 
而寶一之 • 一日慈、二日儉' 三日不蕺爲= 
天下先；慈故能勇。儉故能廣。不•敢爲= 
天下先【故能成-一器長一今捨 i 慈且一勇、舍 i 
儉且 fe ' 舍 i 後且』先' 死矣•夫慈以戰則 


tc-t- ぷゼ 5 に 、，そ tiil.\ 

妖下!！！我が道を犬にして不肖に似たりと謂ふ。夫れ唯大なるが 
夫れ我に三寶有り。持して之を寶とす。一に0,く慈、二に印く 

戊、さ；いはあへてんか せんな じ-ゆ & 45- 

漁、三に日く敢て天下の 先と 爲ら ず。 慈なる 敗に 能く勇な り。 
儉众る故'に能く廣な り。 敢て天 T の艇と爲ら ず、 & S に紀く親 AT 
を成す。今慈を捨てて且に k ならんとし、敵をぎてて沿に戴く 
あらんとし、後るるを舍てて且に先んぜんとすれば、死せん。 



\ f 1 » -J ITT 。 11 、 ,■: : /> s 、 VI 。 そ：，じもつ たた力 すな , it う もつ a すな ii かた てんまさ これ 

勝以守貝固天將 i 救一之以一慈衞一之 夫れ慈以て戰へば則ち勝ち、以て守れば則ち固し。天將に之 

を救はんとす。慈を以て之を衞らん。 

^3天下の人々は、私の説く道を余りに大げさで何物にも肖ていない、従って信用出来ないものだと言っている。だが、 
そもそも大き過ぎるものだからこそ何物にも肖ないので、もし何かに肖ていたら、それはとっくの昔に細かい下らぬものに 
なり果てていたことであろう。私には彐づ■の宝がある。私はそれを宝として奉持している。その第一はいつくしみの深いこ 
と、第二は儉約であること、第三は決して天下の人々の先に立とうとしないことである。(慈母がその子の危難に際して驚 
くべき勇気を発揮するように)真に慈愛の心がある故に、よく勇気も湧き出るものである。儉約であればこそ広く人々に恵 
みを垂れることが出来る。決して天下の人々の先に立とうとしない。だからこそ人々に慕われ推されて、よく人々の長にな 
ることが出来る。それなのに、もし今慈愛の心を捨てて、しかもむやみに勇ましく振舞おうとしたり、倹約を捨てて置いて 
自己の勢力範囲をむやみに広大にしようとしたり、へりくだって人の後となる態度を捨てて置いて、人々に先んじようとし 
たりすれば、身を滅ぼしてしまうだろう。そもそも慈愛の念から湧き起る勇気をもって戦えば勝ち、慈愛の念から湧き起る 
勇気をもって国を守れば、その守りは固い。天もこれを救ってくれるであろう。だから民をいつくしむ愛情から湧き起る勇 
気をもって、私は国を衛るのである。 

〇謂我道大似不肖私の説く道が大げさで何物にも似ていないと言う。「道」の字は使用テキストにはなかったが、王弼本によって補 
った。もし「道」の字を入れなければ、「私が大きな事ばかり言っていて馬鹿者のよう だと 言っている0 」という 訳になろう。これでも通る0 
「肖」は似るの意。〇器長諸々の有能な人々の長。「器」は有用な道具の意から転じて、有用な人材を言う。0舎捨てる。「舎」は説文に 
「市居を舎と日ふ」とある。ここでは r 捨」の仮借として用いられている。「舎」と書くのが正しい。 

「故能成二器長一」は、「能」の下に「為」の字の入っているテキストもある。韓非子解老篇の文では、「故能為成事長」となっている。 
脔樾は、「成器」の二字は連文で、左伝に出て来る成国•成県等の語が大国•大県の意であることから、「成器」は大器の意であると し、 「為」 
の字があるべきだとしているが、第二十八章の r 朴散則為 〆 器、聖人用：，之則為二官長—0」と考え合わせると、「為」の字がなくても意味は良く 
取れるので、しばらくこのままにして置く。また「死矣」は傅奕本では「是謂 k 入，一死門 C . 0 に作っているが、前句の末尾の字「先」と「門」 
が韻をふむことから考えると、傅奕本の方が古い形を存しているかも知れぬ0 

三宝第六十七 一二一一 



easa この章は、天と匹敵する徳として不争謙下を説いている 0 「配天」とは「是謂 k 配 r 天」という句から取った題で、「その 徳が天に匹敵す 
る」という意味であり、章旨に良くかなっている。 

善爲±者不 k 。 善戰者不 A 怒。善 P 戰者 
不レ爭。善用 A 人者爲 A 下。是謂-一不爭之德 f 
是 P 用 A 人之力 f 是 P 配矢。古之極。 

真に善き土は、外見は武張っていない。真に善く戦う者は、感情に駆られて怒ったりしない。真に善く敵に勝つ者は、 
相手と争ったりしない。真に善く人を使用する者は、へりくだるものである。これを「不争の 徳」 と言い、これを 「人を 用 
いる力」と言い、これを「その徳が天に匹敵する者」と言う。こういうのが古の道の極致であった。 

〇善勝戦者不争真に善く戦に勝つ者は、相手と争ったりしない。「争」の字は使用テキストでは「与」の字に作っていたが、傅奕本 
には「争」に作っており、「争」の方が音〗味が良く通るので改めた。但し「与」のままでも「争」の意に解し得ることは、陶鴻慶の言う通り 
である〇陶鴻慶は、墨子非儒篇に「若し皆仁人ならば則ち説きて相与すること無からん J とある文が、下文の「若し両@つながら暴にして交 
( U ) 争はば云々」の文と相対していることから、「与」は即ち「争」の意に用いられることがあると述べている(老子蕺話 )00 是謂配天こ 
れをその徳が天に匹敵すると言う。「配」は説文に「酒色なり」とあるが、ここでは「妃」の仮借として用いられている。「妃」は説文に「匹 
なり」とある。この句の別解として、「これを天に配して祭られる者、即ち王者と称するのである0」と説明する学者があるが、それでも良く 
通る。なお、兪樾はこの句を下の「古之極」と続けて読み、「是謂い配二天古之極 f 」 として、「古」の字を衍文であろうと説いている。甚だ肯綮 
に当たる意見なので、参考に記して置く。「樾謹んで此の文を案ずるに、王弼に注無し。河上公、『是謂配天』の四字を以て句と為す。注に云 
ふ。能く此を行ふ者は、徳、天に配するなりと。『古之極』の三字を句と為す。注に云ふ。是れ乃ち古の極要の道なりと。然れども此の章毎 
句に韻有り。前四句は『武•怒•与 •下』 を以て韻を為す。後の三句は『徳 •力 •極』を以て韻を為す。若し「是謂配天」を以て句と為せ 


I 口く ± L たる齡はた越けしからず〇 |口 く#ふ齡は紋らず。 111 く®1ひ 

か もの あらそ よ ひと もち もの く^ *£ これ 

に勝つ者は爭はず。善く人を用ふる者は下ることを爲す。是を 

ふさぅ とく い これ ひと もち ちからい これ てん t r 

不爭の德と謂ひ、是を人を用ふるの力と謂ひ、是を天に E ' すと 

いにしへ きよく 

謂ふ。古の極なり。 



ば、則ち韻せず。疑ふらくは、『古』の字は衍文ならん。『是謂配天之極』の六字を句と為す。上文の『是謂不争之徳』•『是謂用人之力』と文 
法一律なり。其の『古』を衍せしは、『古』は即ち『天』なればなり。周書周祝篇に日く、『天は古なり』と。尚書堯典篇に日く、『若、古帝 
堯を稽 (*"!•) ふるに。』の鄭注に日く、古は天なりと。是れ『古』と『天』と同義なり。此の経の『配天之極』、他本に或は『配古之極』に作る 
者有り。後人伝写するとき、誤って之を合せしのみ」(諸子平議卷八)。〇古之極古の極まれる道。或いは古の道の極致。 

「善為 i 者不 k 」 以下の文を読んで思い出されるのは、張良である。張良は始め漢の高祖を輔 S けて、秦都咸陽を破り、後には抜山 
蓋世の英雄楚の項羽を相手に知略の限りを尽くし、ついに高祖の王業を成就せしめた名将であるが、その容貌は婦人の如く柔和であったと伝 
えられ、下邳の圮上で黄石公にめぐりあった際の強忍の態度は今も語り草となっている。この章の趣旨を体現したような人物の一人として、 
掲げて置きたい。 

玄用第六十九 

n この章は、用兵家の言を借り来たって、道家独得の謙下不争の道を説いている。「玄用」とは、「玄妙な道の用」という意味で、謙下不 
争の道によって勝利を収めることが出来ると説く章旨に大体かなった題名であると思う。 

用レ兵有«-«吾不ュ敢爲圭而裊客'不=敢進 
寸而退一尺。是謂1行無 i 行、攘無 i 臂'仍無 
敵' 執無兵•禍夢大=於？敵。 P 敵幾喪 
吾寶；故抗兵相加' 襄者勝矣。 

用兵家の言に、「自分の方からは決して主導権を握ろうとしないで、客のごとく向こうの出方に応じて慎重に控え目に 
動き、こちらからは決して一寸も相手に迫って行かず、相手が迫って来たら一尺退いて十分の間合を取り、相手の出方を見 
守る。」とある。このような態度は、相手から見れば、「行こうとしても行き着けず、つかまえて退けようとしても、つかま 
える臂がなく、引き寄せて倒そうとしても相手になってくれず、兵器を執って戦おうにも兵器の執り甲* 1 がない0」という 

配天第六十八玄用第六十九 一一五 


へい もち い あ われあへ しゆ な きやくな 

^ 兵を用ふるもの言へる有り。吾敢て主と爲らずして客と爲り、 

あへ すん すす しやく L りぞ これ ゆ ゆ な 

i 敢て寸を進まずして尺を退く。是を行くに行くところ無く、 

= 攘ふに臂無く、仍くに敵無く、執るに兵無しと謂ふ。ゎ禍は敵 
を輕んずるょり大なるは莫し。敵を輕んずれば幾んど吾が寶を 

ぅしな ゆ 41 かぅへいあひくは ゆづ ものか 

喪はん。故に抗兵相加ふるときは、襄る者勝つ。 



老子徳経下 一一六 

ことになる。とにかく、敵を軽んじてみだりに戦いを挑むほど大きな禍はない。そういうことをすれば、恐らくこちらの宝 
である生命•財産•国土まで失うことになるだろう。だから、敵対する軍兵が互いに相手に害を加えようとする場合には、 
譲って退く者の方が勝利を占めるのである。 

i 〇吾不敢為主而為客こちらは決して主導権を握らず、客のように慎重で控え目な態度を取る。この句の本来の意味は、「主人となっ 
て本拠に留まることなく、客となって出撃する。」という積極的なものであったかも知れぬが、道1経では、全く反対の意味に用いている〇 0 
攘無臂つかまえて追い払おうとしても、つかまえる臂がない。 r 攘」は卻紅り)ける意。〇仍無敵引き寄せようにも相手にならない。「仍」 
は説文に「因るなり」とあるが、ここでは r 扔」の仮借として用いられていると考えられる。「扔」は説文に「捆なり」とあり、広雅釈詁一 
にも r 扔は引なり」とある。〇抗兵相加対抗する兵が互いに相手に害を加えるとき。これを「兵を抗(ぁ)げて相加ふ」と訓む学者もあるが、 
それも良く通る。「杭」は説文に「扞なり」とある。防禦する意が原義であるが、転じて「挙(ぁ)ぐ」の意となり(広雅釈詁一に「抗は挙なり」 
とある)、「伉」の仮借として「敵する」或いは「対する」の意に用いられる。〇襄者勝矣譲って退く者の方が勝つ。「襄」は使用テキストで 
は「哀」に作っていたが、愈樾の説に従って「裏」に改めた。参考までにその説を引いて見る。—— r 樾謹んで按ずるに、哀の字は義無し。 
疑ふらくは『襄字』の誤ならん。史記の、『梁の恵王卒し、襄王立つ。襄王卒し、哀王立つ〇』は、竹書紀年に拠るに哀王無し。顧氏の日知録 
に、『哀•襄は字近し。史記誤り分けて二人と為す。』と謂ふ。又按ずるに、秦の哀公、陳の哀公は、史記の士一諸侯年表皆『襄公』に作る。 
是れ二字の相混ずる久しきなり。『襄』は『譲』の仮字。云云」〇愈樾の言う通り「襄」は「譲」の仮借であろう0 

第六十七•六十八•六十九の三章は、道家の立場から説かれた独得の兵法であり、外交策であり、処世術でもあろう c 恐らく、当時の 
兵家の思想の刺戟を受け、これを道家独得の思想体系の中に融け込ませて新しく産み出した言説であろうと思う。 

知難第七十 

1この章は、筆者の説く道は本来極めて理解し易く、行ない易いものであるが、筆者が己を敢て主張せざる故に、世人が容易に筆者の道 
を理解せず、また実行に も 移そうとしないと嘆き、それにしても、自分を知る者、自分の道を理解する者がいない ことこ そ、実は自分が道に 
かなっていればこそであると、自らを慰め、矛盾をかこっている。「知難」とは、世人に道を 悟らし める ことの 難きを知る という音心 味であろ 
うか。或いは世人が道を知る ことの むずかしさという意味であろうか。いずれにせよ、だいたい 良く 章旨にかなって いるよう に 申3う0 



吾言甚易知、甚易荇、天下莫 ，1 能知；莫 ，1 
能行一言有 A 宗、事有 A 君。夫唯無 i 知。是 
以不一-我知 一 知 A 我希、則我者貴。是以聖 
人、被 P 玉。 

ii 私の言うことは甚だ知り易く、甚だ行ない易い。それなのに、天下の人々で、私の言葉を能く理解し得る者、また行た 
い得る者はいない。およそ言葉には根本となる主旨があり、また物事には主宰者となるものがあって、しめくくりをつけみ 
ものである。(ところが、私の教えは無為自然であれというような教えなので、茫漠としてしめくくりがないように思われて 
いる。だから、世人が私の言葉を理解し得ず、行ない得ないのである。)そもそも、ただ私が自分を無知と見なして知った 
か振りをせず、殊更に宗旨を立てて説かない、だから私の存在を知る者がいない。私の存在を知る者がいないということ、 
それはとりも直さず、私の貴い所以である。(道を見よ。道は誰にもその存在を示してはいないではないか〇)だから(昔か 
ら言われている。)聖人は表面賤しい者のようにしていて(人目に立たず)、内に宝玉のごとき尊い心を懐いている(と)。 

H 〇言有宗、事有君およそ言葉というものには、根本となる主旨があり、また物事には主宰者があって、しめくくりをつけるものであ 
る。 「宗」は説文に「尊祖の廟なり」とあるが、転じて「根本」の意に用いられる。この二句は、河上公注では、「我の言ふ所には宗祖根本有 
り。 事には君臣有り。」となっているが、私見をもって右のように解して置いた。〇夫唯無知そもそも、ただ自分を無知な者と見なし、知 
ったか振りをしない。(この訳は、第七十一章の趣旨を汲んで訳出したもので、一般の解釈とやや趣きを異にしている 0) 0 知我希自分の存 
在を知ってくれる者がいないならば。「希」は第十四章の「聴ぃ之不 k 聞、名日 k 希」や、第四十一章の「大音希 k 声」の用例により、「無し」と 
fl じた。0被褐懷玉粗末な衣服をまとい、宝玉のような心を懷く0外を薄(パ)くし、内を厚くする0「褐」は賤者の衣服0 

知病第七十一 

H この章は、知っても知らぬような顔を して、 謙遜であれと説いている。「知病」とは「病 S を知る」、即ち「自己の欠点を知る、」 或い 
は「困ったことを困ったことと自覚す る」 の意であろう〇章中の「聖人不 k 病〇以，萁病,^病」から取った題であろう 。だいたい 章 旨に適して 

知難第七十知病第七十一 一一七 


b . げんはなは し やす はなはおこなやす てんかよ しな 

吾が言は甚だ知り易く、甚だ行ひ易きも、天下能く知る臭く、 

よ おこな な げん そぅあ こと きみあ そ ただし な 

能く行ふ莫し。言に宗有り、事に君有り。夫れ唯知る無し> 
す。是を以て我を知らず。我を知る希ければ、則ち财は* i し< 

ここ もつ せいじん かつ かぅむ たまいだ 

是を以て聖人は、褐を被りて玉を懷く。 



老子徳経下 一一 八 
いると思う。 

知不 A 知 上。 不 A 知知病。夫唯病 A 病。是以 
不 A 病。聖人不 A 病。以_萁 f 病。是以不，病。 

知っていながら知ったか振りをしないのが立派な態度である。知りもせぬ癖に知ったか振りをするは困った態度であ 
る 。そもそも困ったことを困ったこととして素直にこれに臨めば、困らないで済む。聖人が困らないのは、困ったことを困 
ったこととして臨むからである。だから、彼は困らないので ある 0 

〇知不知上知っていながらへりくだって知らないふりをするのは上等な態度であるの意。「知不知」を「知らざるを知る」と訓ん で、 
「己の無知を自覚する」と訳せば、ソクラテス的になって面白いが、淮南子道応訓の引用文には「知而不知尚矣」と、 「而」 字が入って おり、 
河上公注も「道を知りて知らずと言ふは、是れ乃ち徳の上なり。」とあるから、最初のょうに訓じ解釈する方が穏当であろう〇 〇不知知病 
知らないのに知ったかぶりをするのは困ったことだ〇 r 病」は説文に「疾の加はるな り」 とある。 これょり 転じて、「苦」 或いは 「憂」の意に 
用いられる。ここでは「苦」又は「憂」の^一^で解した方が良いと思う〇 

is この章に ついては、 「夫唯病：，病、是以不ぃ病。」の 二 句は、 r 以 -1 其病！.病、是以不：，病。」と同意で、重複の感を免れない。この点につい 
て武内博士は、「聖人不：，病、以二其病 P 病。是以不 k 病。」の異文が行の傍に記されていたものが、本文に混入したのであろうと見ておられ、木 
村教授は、校讐の際に類似の 二 文が統合された結果、かかる重複が行なわれたのであろうと見ておられる。いずれを是とするか、にわかに決 
し難いが、確かに少し怪しいものを感ずる文である。 

愛己第 七十二 

1この章は、真に己が身を愛する者は、足るを知り、分に安んじ、謙譲である旨を説いている。そこで「愛己」 と 題されている0 

民不 A 畏 A 威大威至矣。無 A 狹真所唐' 無， 

厭1一其所，生。夫唯不 A 厭、是以不 A 厭。是以 


たみゐ おそ たいゐいた ?-, を ところ せま な 

民威を畏れざれば、大威至らん。其の居る所を狹しとする無 

そい ところいと な そ ただいと ここ もつ いと 

く、其の生くる所を厭ふこと無し。夫れ唯厭はず、是を以て厭 


知りて知らずとするはし上。知らずして知れりとするは席。^<れ 
唯病を病とす。是を以て病せず。聖人病せず。 k の ilsr を席とす 
るを以てなり。是を以て病せず。 



聖人、自知不 II 自見；自愛不一 I 貴；故去レ 

彼取此。 

人々が天威を畏れず、思い上がった振舞いをするならば、必ず大きな天罰がその身に降るであろう。(分に安んじ足， C 
を知る人は、)自分のいる所を狭くて嫌だなどと思わず、自分の生業を厭わない。そもそもこのように決して厭わない、だ 
から、 こういう 人は天から厭われない。 こういう 訳で、聖人はよく自分を知り、(過分な欲望を抱かないから、)自らその才 
能を表わし示して、その存在を認められようなどとしない。自分の身を真に愛し重んずる。(だから、人に嫌われた り嫉夺 
れたりするような態度を避け、)自分を貴しとして高ぶるような振舞いをしない。こういう訳であるから、私は驕慢を去っ 
て、知足•安分.謙譲を取るのである。 

mi 〇 威威力。権威。ここでは天の権威を指す。 〇 無狭其所居自分の居所を狭くて嫌だと思わない。足るを知ること。「狭」の字は王 
弼本•傅奕本には r 狎」に作っている。「狭」は説文にない字であるから、老子の原本は「狭」には作っていなかったろう。馬叙倫は、 r 狎」 
と「狭」は同じ談類に属する音の字で、互いに通仮した。そしてこの両字は、「押」の借字として用いられているのであろう。説文に、「柙は檻 
なり」とあり、この字は時に「匣」の仮借として用いる。説文に「匣は匱なり」とある、と述べている。故に恐らく本の字は「柙」か「匣」 
で、意味は、引伸義の「狭 S し」であったろう。 〇 去彼取此「彼」とは驕慢をさし、 r 此」とは、足るを知り、分に安んじ、謙譲であるこ 
とを指していると思われる。 

la この章はなかなか難解の箇所があり、学者によって相当異なる解釈が出されている。馬叙倫や武内博士は、 r 是以聖人」以下は別の文 
章で脱文があったのだろうと疑っておられるが、 L ばらくこのままの形で、出来るだけ意味の通るようにと、いろいろ補いをつけて訳出して 
置いた。 

任爲第七十三 

H この章は、天の道が他と争わず、しかも偉大な働きをしている事を語り、消極的態度を守り、他と争うなと説いている〇 r 任為」とい 
う題名は、「為すに任せる」という意味で、消極的態度を保てということらしい。だいたい章旨にはかなっていると思うが、 r 不敢」とでも題 

愛己第七十二任為第七十三 一一九 


、く • こ: W もつ せんじん みづかし みづかあら みづか あ： 

はれず。是を以て聖人は、自ら知りて自ら見はさず。自ら砾 

みづか たつと ゆ表 かれ さ これ と 

して自ら貴くせず。故に彼を去りて此を取る。 



老子徳経下 

したら一層ぴったりしたであろうに0 

勇， I 於敢 I 則殺' 勇-1於不敢 I 則活•此兩者、 

或利或害。天之所一惡'孰知，真故一是以 
聖人猶難 i 之。天之道不¥而善勝、不匕言 
而善應'不苕而自來'緙然而善 謀。 天 
網恢恢、疏而不 ^ r 

1進んで事をなそうとして勇を振るう者は、人を殺し己を殺す。じっと消極的な態度を守って争うまいと勇を振るう者 
は、人を生かし己を生かす。この二つの生き方の、後者に利があり、前者に害があることは明瞭である。前者は天も憎む所 
であるが、誰がその天意を知っているだろう0誰も知っている者はいない。こういう訳であるから、明知を具えた聖人すら 
も、なお、積極的につき進み、勇を振るって他と争うことをいことだとしている o ( まして明知の具わらない谷人が、 
むやみに勇を振るい他と争ったら、いったいどういう事になるか〇)天の道は、(江海が川や谷にくだってよくその王となっ 
ているように〕何物とも争わず、しかも善く何物にも勝っている。(人は半知半解のことをべらべらしゃべっているが、)天 
の道は何も言わず、しかも善く万物の願いに JS ,: え(悪い者には凶、善い者には吉をもたらし)ている。天の道は、(手を S 
るったり呼んだり^ y ) 招かずとも、(道に従う者の所には)自然にやって来て(これを守って)いる。(善人が困窮し、悪 
人が 榮 える{^!の相に憤りを感ずる人間の目から見ると)まどろっこしいように見えるが、実に善く謀って(いて、必ず1'1| 
に背く者には禍、道に従う者には福を授けて)いる。天の網は(余りに広大であるので人間の目から見ると〕あらすぎるよ 
うであるが、それでいて、決してこの網の外に何物も洩らしてはいない0 

1^ 〇 勇於 敢則殺積極的にやる方向に勇気を振るえば、人を殺したり、自分を殺したりする結果になる 〇 ( 積極的にやれば、どうしても 
他と争うことになるから0 ) 〇孰知其故誰が(こういう)天意を知っていようか。誰も知っている者はいない。 「其」 は 天を昔す。 「故」 i 
説文に「之を為さしむるなり」とあるが、そこから「意志」の意味に使われるようになったらしい。呂覧•楚語.淮南子などに用例が見られ 
る。淮南子 i 訓にある「勒して其の故を問ふ OJ の注に「意なり」とあるのは一例〇 0是以聖人猶難之こういう訳であるから、明知の目べ 


■一 i - ゆ0 ，•すなはさつ ふかんゆぅ すなは く b つ こ り^5し^ 

敢に勇なれは則ち殺、不敢に勇なれぱ則ち活。此の兩者、 

あるひ りあるひ がい てん にくところ たれ そ ゆ表し ここ もつ 

或は利或は害。天の惡む所、孰か其の故を知らん。是を以て 

せい■じん な これ かた てんみちあらそ ょか い 

聖人も猶ほ之を難しとす。天の道は爭はずして善く勝ち、言は 

、■ :!. お5 め おのづか きた せんぜん ょ はか 

ずして善く應じ、召さずして自ら來り、輝然として善く謀る。 

てんまぅくわいくわい そ 5しな 

天網恢恢、跪にして失はず。 



わった聖人でさえ、積極的にやる方向に勇を振るうことをむずかしいこととしている or 之」は「勇二於敢こを指す。〇繹然ゆったりして 
いるさま。説文に「帯の緩きなり」とある。これから「帯」が脱落して「緩」のみの意に用いられるようになったもの。音は、陸徳明の音義 
によると、闡 (3 と同じ。〇天網恢恢、疏而不失天の網は甚だ大きくて、その目は粗 (5) いようだが、万物を網羅していて洩らすものはな 
い。「天網」は、万物を網羅している天の道を網にたとえて言っている〇 r 恢」は説文に r 大なり」とある。「疏」は目の粗いこと。正しくは 
r 疏」と書く (第五十六章語釈参照；}。 

制惑第七十四 

1この章は、為政者の心得として、善政により民を幸福ならしめ、みだりに刑罰を用いるべきでない旨を説いている。「制惑」とは「惑 
を制す」と訓むが、その意味は、「厳法重刑を用いさえすれば人民は恐れて自分の命令に唯(ゐ)々諾々と従うであろうと思い込んでいる為政者 
の惑 G ど)を制する」ということであろうか。そうだとすれば、章旨に適していると思う。 

民不 fflKi 死' 奈何以一死 P 之。若使 I 民常畏， 

死' 而爲 i 奇者'吾得_|執而 f 之' 孰敢。 

常 有 ，I 司殺者；夫代， I 司殺者；是 P 代，天 E 
斷 ~ 夫代 I 天匠|新者' 希 i 有 i 不 i 傷 i 手.矣 • 

人民が困窮の極、死をも恐れない状態になったら、どうして死罪などで彼らを恐れさせることが出来よう〇 ( どんな g 
しい刑罰を設けても、政府の命令に従う者はいなくなる。)もし人民をして常に恐れさせるような幸福な生活を送らせ、そ 
れでもなお不正な事をして秩序を乱す者があれば、それを捕らえて殺すことが出来れば、誰が敢て不正を働こうか。不正を 
働く者は絶滅するに違いない。(だが、奇をなす者を殺すと言っても、みだりに厳法重刑を布いて、不正者をひっ捕らえる 
という訳ではない。)常に殺を司る者、即ち天道がある。(天道は万物を照覧し、悪人を懲らし善人を助けている。この天道 

制惑第七十四 一二一 


たみし おそ いかん し もつ これ おそ も たみ 

民死を畏れずんば、奈何ぞ死を以て之を懼れしめん。若し民を 

つね し おそ しかき な もの われとら これ ころ 

して常に死を畏れしめて、而も奇を爲す者は、吾執へて之を殺 

i たれ あへ つね しさつしやあ そ しさつしや 

すことを得ば、孰か敢てせんや。常に司殺者有り。夫れ司殺者 

か/ t これ だいし T か/ t きい そ だいしやぅ かは き 

に代る、是を大匠に代りて新ると謂ふ。夫れ大匠に代りて斷 

もの' てきずつ あ な 

る者は、手を傷けざる有ること希し。 



老子徳経下 ニーーー 

こそ最高の司殺者である。)そもそも、司殺者に代って人を殺す者を、すぐれた木工に代って木を切ると言う。そもそもす 
ぐれた木工に代って木を切る者で、自分の手を傷つけない者はいない。(だから為政者たる者は、よくよく慎重に死刑の事 
を行なわねばならない。人を殺すという事は、最高の司殺者たる天道に代ってこれを行なうのであるから、間違ったら自分 
を破滅させる事になる。) 

〇司殺者殺すことをつかさどる者。天道を指す。天道は万物を生成発展せしめるが、また一方、これを無即ち本体たる道に帰せしめ 
ている。〇大匠すぐれた木工。大工 (</ i ぃ)の頭。「匠」は説文に「木工な り」 とある。〇斲木を切る こと。 音は 「タク」 0 説文に「斫 S な 
り」とある。〇希道徳経の他の用例に従い、「無し」と訳す。稀 S の意味に してもここは 通ずる。 

この章では章旨にかかわるほどの大きい文字の異同はない。問題は、「民不 x 畏 k 死」の一句の解である。なぜ民が死を畏れないのか、 
この点が章旨を左左する。次章を参照すると、君主が余りに重税を課し、有為の政治をするため、人民が困窮のどん底に陥って、自暴自棄に 
なる結果、死をも恐れなくなるのだという事が判ると思う。「為ぃ奇者、吾得，一執而殺,，之」は、第二十七章の、「聖人無ュ棄人一」の趣旨と矛盾 
するが、大意は、道徳経一般の主張と良くかなっている。 

貪損第 七十五 

i この 章は、為政者が自分の生活ばかりを考えて、人民の困窮を顧慮せずに重税を課したり、殊更に治績を挙げよう として 施策を 多くし 
たりするために、人民が苦境に追い込まれ、自暴自棄になる結果、国が乱れる と 説き、為政者に とっても 損になる ことでは ないかと、その 反 
省を求めている。•「貪損」 とは 「貪 (§ さ) って かえって損をする」の意味であろう。章旨に 良く かなっている。 

民之飢'以 ， i 其上食一稅之多一是以飢。民 
之難 i 治' 以>一其上之有鳥、是以難 i 治。民 
之輕 k 死、以_1其上生 i 生之厚一是以輕宛。 

夫唯無=以基爲3 3 .*貝者'是賢，1於貴>生。 


たみ う そかみ ぜいは おほ もつ ここ もつ 

民の飢うるは、其の上の稅を食むの多きを以てなり。是を以て 

う たみをさがた そかみ な あ もつ ここ もつ 

飢う。民の治め難きは、其の上の爲す有るを以てなり。是を以 

をさ がた たみ し かろ そ かみせいせい あつ 

て治め難し。民の死を輕んずるは、.其の上の生を生とするの厚 

もつ ここ もつ しかろ そ ただせい もつたふと な 

きを以てなり。是を以て死を輕んず。夫れ唯生を以て貴しと爲 

な もの こ せいたつと まさ 

すこと無き者は、是れ生を貴ぶょり賢れり。 



ii 人民が飢えて苦しむのは、彼らの上に立つ為政者が、税をむやみに多く取り立てるからである。だから人民が飢え苦 
しむのである。人民が治め難いのは、その上に立つ為政者が、殊更に施策し過ぎるからである。だから治め難くなるのであ 
る。人民が自暴自棄になって軽々しく死ぬような無茶な行動を取るのは、その上に立つ為政者が自分の生活を豊かにせんと 
することの厚きが余りである。だから人民が軽々しく死ぬような無茶な行動を取るのである。そもそも為政者が、自己の生 
命を殊更に貴しとしない方が、生命を貴しとして重税を課したりするよりも遙かにまさっている。 

H 〇以其上生生之厚その上に立つ為政者が余りにも自分の生活を豊かにしようとするからである。使用テキストでは「以 -I 其求/生之 
厚？」になっていたが、傅奕本には、「以 -- 其上求/生：，生之厚-也。」となっていて'「其」の下に「上」の字が入り、「求生」が「求生生」にな 
っている。前の句、 r 以其上食税之多」•「以其上之有為」に「上」の字が入っているから、この句にも「上」の字がある方が形も揃うし意味 
も良く通る。もし「上」の字がこの句にないと、「其」は「民」を承けることになり、意味が全然反対になってしまっておかしいので「上」を 
入れた。次に「求生生之厚」は、易順鼎が文選魏都賦の注の引用文、淮南子精神訓、文選鹪©賦の注の引用文などに拠って、「生生之厚也」 
に作るべしと述べており、第五十章にも r 以其生生之厚」の句があることなどから見て、易氏説に従い改めた。〇軽死生命を粗末に扱って 
軽々しく死のうとする。自暴自棄になる。〇夫唯無以生為貴者そもそも決して自分の生命を殊更に貴し としない 者。「貴」は使用テキスト 
にはなかったが、傅奕本にはこの字があり、ある方が意味も判り良いので、補った。 

戒强第七十六 

1この章は、人間界•自然界の姿を例に取って、堅強を戒め、柔弱を奨 g め、併わせて謙下の徳を説いている。「戒強」とは「堅強を戒 
める」の意で、良く章旨にかなった題名である。 

人之生也柔弱。其死也堅强。萬物草木 
之生也柔脆。其死也枯槁。故堅强者死 
之徒' 柔弱者生之徒。是以兵强則減' 

木强則折。强大處>下、柔弱處 i 。 

貪損第七十五戒強第七十六 一二三 


ひと 5 じ5じやく そ し けんきや5 f んぶつさ 5-,^^ 

人の生まるるや柔弱なり。其の死するや堅强なり。萬物草木 

しやう じうぜい そし こか. r \ ゆ&けんきやう もの 

の生ずるや柔脆なり。其の死するや枯槁す。故に堅强なる者 

し と じうじやく もの せいと ここ もつ へいつょ すなは 

は死の徒、柔弱なる者は生の徒なり。是を以て兵强ければ則 

ほろ きつょ すなはを きやうだい した を じうじ^く 

ち滅び、木强ければ則ち折らる。强大なるは下に處り、柔弱 
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なるは上に處る〇 

人が生まれ出る時、その身体は柔弱であるが、死ぬと身体は *1 くこわばる。万物草木も同様で、生ずる時は柔らかく 
脆いが、死ぬと枯れて固くなる。だから、堅く強い者は死の仲間、柔らかく弱い者は生の仲間である。こういう訳であるか 
ら、軍隊が強いと(武力に驕って無暗に戦争などす る 結果、)国が滅亡し、(柔軟な柳は強風に も!！える が)堅く強い g など 
のような木は(強風に吹き)折られる〇 (固い木の根や幹などが下にいるように)堅強なものは下に^(るのが自然で且つ 
安全であ)り、(柔らかい木の葉や小枝などが上にいるように)柔弱なものが上に処(るのが自然で安全であ)る。 

〇枯槁木の枯れること。「搞」は説文に r 棄」に作っていて、「木の枯るるな り」 とある。 〇 兵強則滅軍隊が強いと(武力に驕って 
無暗に戦争などする結果)国が滅亡する〇 r 滅」は使用テキストを始め諸本みな「不ぃ勝」に作っているが、劉師培が淮南子原道訓に「兵強則 
滅」に作っているから、これに拠って改めるべしと述べ、また馬叙倫も列子の引用文に「不勝」の二字が「滅」字に作っているのが正しいと 
している。「不勝」でも意味は通るが、「減」にした方が次の「木強則折」の句と字数も揃い、戦国時代の世相を良く物語っていると思われる 
ので、しばらく両氏の説に従う。〇木強則折堅強な木は強風などで吹き折られる〇「折」は使用テキストでは「共」に作っているが、^樾 
が列子黄帝篇の引用文に「木彊則折」と、「折」字に作られている所から「折」字が原本のものであったろうと述べている。 「共」 では意味も 
通らず、傅奕本では「兵」になっているが、これも「折」字ほど適切でない。そこで®!氏説に基づき改めた。 

「兵強則減」。敗戦の年、杜甫の「春望」の句、「国破山河在」をいかに切ない思いで私たちは噛みしめたことであろう。あれから二十 
年、私たちは苦難に耐えて、やっと今日まで生きて来た。今あらためて老子の「兵強則減」に接し、新たな感慨の湧き起るのを禁じ得ない。 
全体主義•民族主義•国家主義、等々の名の体制の下に鍛え上げられた精強な軍隊を持っていたドィッと日本は、武力を恃んで無謀な戦争に 
突入した結果、.無惨な敗北を遂げて、今もなお完全には独立を回復し得ない状態にある。ドィッ民族は二つに裂かれ、日本全土は米国の前衛 
基地にされて、国内に紛争が絶えない。あの時、昭和十六年、戦争の決意が固められた時、あるいはそれ以前、日支事変が始まる前ごろ、当 
時の為政者の頭には老子や孫子に説かれている哲理が閃 (!! かなかったのであろうか。先哲の啓示 ( L !) をあらためて尊く思う所以である0 

天道第七十七 

11 この章は、天の道が高きを抑 ( is ) え低きを挙げ、余りある者を減らし足らざる者に補うものであるのに、無道の君主が人民より苛敵 SJ 5 



誅求し、己の一身に贄沢の限りを尽くしている現実を嘆き、理想の君主は天道に従い、贄沢をやめて、万民に恵み、しかも謙下の徳を抱く者 
であることを説いている。「天道」の題名は改めて解釈するまでもない。章旨に良くかなっている。 

天之道其猶一張 i 弓乎。高者抑 i 之、下者擧 
之。 有 A 餘者損 A 之' 不 i 足者與 i 之。天之道 
損 i 有 i 餘而補^ A 足。人之道則不 fer 損レ不 
足以奉 i 有 fe 。 孰能 有 a 餘以奉_一天下；唯 有 
道者。」是以聖人、爲而不择、功成而不 
處。其不 A 欲一見 i 賢。 

ii 天の道は恰も弓に弦を張る時のようであって、(弓に弦を張る時は上弭を抑え下弭を挙げる)高い者は抑え、下い者は 
挙げる。また(水が余れば溢れ出て凹地に注ぐように)余りある者を減らし、足らない者に与える。天の道は余り有る者を 
減らし、それを足らぬ者に補っているのである。しかるに、人の道はそうではなくて、足らないで苦しんでいる者を更に減 
らして、それを余り有る者に奉じている。いったい誰が能く余りあって、それを天下の人々のために奉じ得るであろう。こ 
れはただ道を体した者のみが能くなし得るところである。」こういう訳で、聖人は偉大な働きをしているのだが、その功を 
恃みに威張ったりしない。功業を成し遂げても、名誉の地位にいようとしない。彼は自分の賢さを人に示すことを欲しな 
い。(かく謙下の徳を抱き、天下万民の上に思いを寄せる者こそ理想の君主である。) 

i この章の後半、 r 是以聖人」以下は前文との連絡が悪い。馬叙倫は「為而不ぃ恃、功成而不^処」の二句は第五十一章にあるべきで、 r 是 
以聖人」の下には、第八十一章の r 不 k 積」以下が入るべきだと述べている。確かにそうなっていれば大変通じ易いと思うが、今はしばらく 
このままにして置く。そのため、前段と後段の連絡がうまく取れず、ぎこちない通釈になった。また木村教授も「損^有ド余而補^不^足」が重 
複していて不自然であることなどから、二つの異文が校簪によって統一されたために、こういう形になったものであろうとして、原文を想定 
しておられる。詳しくは同教授の著「老子の新研究」について参照されたい。 

天道第七十七 一二五 


てんみちそ な ゆみ; t たか も© これ おさ ひく 

一 天の道は其れ猶ほ弓を張るがごときか。高き者は之を抑へ、下 

もの これ fc あまりあ もの これ へら た もの これ あた 

き者は之を擧ぐ。餘有る者は之を損し、足らざる者は之に與ふ。 

てん みち あまりあ へら た おぎ r £ ひと みち すなは しか 

レ 天の道は餘有るを損して足らざるを補ふ。人の道は則ち然ら 
ず。足らざるを損し以て餘有るに奉ず。孰か能く餘有り以て天 

か ほぅ ただいぅだ5しや ここ もつ せいじん な たの 

A 下に奉ぜん。唯有道者のみ。」是を以て聖人は、爲して侍まず、 
功成りて處らず。其れ賢を見すを欲せざるなり。 
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任 信第 七十八 

i この章は、水の例を引いて「柔能く剛を制す」の理を説き、さらに、柔弱の態度に連なる謙下の徳(それも王者たる者の心得としての 
もの)に説き及んでいる。「任信」とは「信ずるに任せる」の意で、この章の終りに「正言若ぃ反」とある。即ち「正しい言葉は一見常識乃至 
真理に反しているようだ」とある所から、この章に説く所は一見常識に反しているようだが、本当は正しいのだ、だが、それは 読む者、聞く 
者の信ずるか否かに任せよう、という意味でつけられた題名であろう0 

天下柔弱' 莫 A 過菸水一而攻，一堅强一者、莫レ 
知二能勝一其無-一以易乏。弱之勝強、柔之 
勝 A 剛、天下莫 A 不 A 知、莫=能行一」故聖人云、 

受 II 國之垢 f 是謂，一社稷主 f 受，一國之不祥一 
是謂-一天下王一正言若反。 

天下に柔弱なものは数多くあるが、水より柔弱なものはない。だが、堅く強いものを攻めるに、水より_れたものを 
私は知らない。そもそも水に代るものなどありはしない。弱いものが強いものに勝ち、柔かいものが_いものに勝つという 
道理は、天下.に知らない者はないが、その道理を身に体して実践し得る者はいない 0」( さてこの柔弱な水は常に下に®る〇) 
だか'?>{柔弱の道を体した)聖人が言っている。(へりくだって国家の谷となり)国中の!！を受け容れるもの、これが a ^@ to < 
主と謂われるものであり、(へりくだって天下の谷となり、もろもろの)国の不祥を受け容れるもの、これを天下の王と!1 
うのである、と。(君主は！！り、榮誉や吉祥を受けるのが当然のように思っている人から見ると、奇妙な言葉のようだが) IE 
しい言葉は一見常識に反するように見えるものである。 

〇而攻堅強者、莫知能勝堅く強いものを攻めるに、水より勝れて効果あるものを知らない。これは点滴が岩をうがつことや、難攻不 


31か > { く： •み づす な しかけんきやうせ 

天下の柔弱なるもの、水に過ぐるは臭し。而も堅强を攻むる 

^の よ i さ しな そ もつ これ かは i じゃく 

者、能く勝るあるを知る莫し。其れ以て之に易るもの無し。弱 

ぎ^' か じうがうか てんかし なよ 

の强に勝ち、柔の剛に勝つは、天下知らざるもの莫きも、能 
く^ふは勤し。」 ifesr 、 1 の i をぞくる、； g を g し®?く 

のし ffi 1 - ひ、 i のふ不し£をぞくる、起を P の??、と。 IE ? 

げん はん ごと 

言は反するが若し。 



落の城を陥れるのに水攻めの法が用いられることなどを、著者が頭に置いて述べた言葉であろう。〇其無以易之そもそも水に代り得るょう 
な有効な堅強を攻める道具はない。「其」は発語の辞。そもそも。「易」は代(せる。「以ぃ暴易ぃ暴。」の用例に同じ。「之」は水を指す。〇受国 
之垢国民のけがれを自己の責任として、へりくだって受け容れる。〇社稷「社」は土の神、「稷」は榖物の神。国は土地と穀物にょって人 
を養うから、昔、諸侯はこの二神を王宮の右に祀3り、左に宗廟を祀った。転じて、国家の意味に用いる。 
glM この章は、「故聖人云」以下の文と、前文との連絡が一見余り良くない。そこで馬叙倫は錯簡があるのではないかと疑い、「天下柔弱、 
莫：，過-一於水？而攻二堅強-者、莫/知二能勝？」は第四十三章の「天下至柔、馳 n 騁天下之至堅？」の下にあるべきだとし、「其無-1以易ヮ之。」も第 
四十三章の「出二於無有-*'»入二於無間？」(傅奕本にょる)の下に入るべきだとしている。馬氏の説に従えば、部分的には良く意味の通るょうに 
なる事は明らかであるが、この章の前段は柔弱能く剛強を制するの理を説いており、「故聖人云」以下の後段は謙下の徳を説いている。私の 
想像では、この章を綴った著者の頭の中には、柔弱は即ち謙下である、乃至 Q ぃ)は本質的に柔弱は謙下に連なるものであるという意識があっ 
たため、柔弱を説いた後に、「故に」という連続の仕方で謙下の徳を敷衍したのではないかと思われる。もしこの想像が当たっていれば、別 
に錯簡という問題はなくなり、適当な補足を施せば、何とか通釈も出来るのではあるまいか。そういう考え方で、一応、通釈を試みた次第で 
ある。 

任契第七十九 

H この章は、人民から重税を取り立てる君主に対する諫言である。「任契」とは「貸し方を任務とする」という意味であろうか。章中に 
「有徳司 X 契」とあるのから取った題であろう。(「司契」の意味は語釈参照。)もしそういう意味でつけたのなら、章旨に適していると思う。 

和天怨一必 有， |餘怨；安可_|以爲>善。是以 
聖人執， 一 左契；而不 賣，| 於人 一有 德司 i 契、 

無德司 i 徹■天道無 i 親' 常與_|善人； 

為政者が人民に対して暴逆を振るったり重税を課したりして大きな怨みを一旦買ったなら、少しばかりの恩恵を彼ら 
任信第七十八任契第七十九 一二七 


たい * ん やはら かなら ょ44んぁ いづく もつ ぜん な ベ 

大怨を和ぐるも、必ず餘怨有り。安んぞ以て善と爲す可けん 

ここ もつ せいじん さけい と しか ひと せ いぅとく けい 

や。是を以て聖人は左契を執るも、而も人を責めず。有德は契 

つかさど むとく てつ つかさど てんだぅ しんな つね ぜんにん 

を司り、無德は徹を司る。天道は親無けれども、常に善人 
に m す。 
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に施してその怨みを和らげようとしたところで、効果はなく、必ず後々まで怨みが残るものである。そういう政治は、どう 
して善いと言えようか。だから、聖人は貸し方に廻って、約束の割符は手に持っても、決して人を責めて取り立てるような 
ことはしない。有徳者は貸すことを司り、無徳者は取り立てることを司る。天の道は特に親しくする者はないが、常こ真の 
意味での善人、すなわち有徳者に味方し、これを助けてくれる〇 ( 故に一見損ばかりしているような有徳者よ、飽くまで道 
を行ない、人民に恵みを垂れよ。そうすれば、怨みを受けることもないし、天の助けを受ける事が出来よう 0) 
i— 〇執左契貸し方の割符を持つ。すなわち人々に貸し与える。「左契」は割符の左半分で、貸し方の持つものであるという説と、借り 
方の持つものであるという説とがあるが、ここでは貸し方の持つ割符と考えた方が良いように思う。〇司契貸すことを司(泣)る。「契」は 
約束の害符〇 r 司契」は次の「司徹」と対応する語であるから、貸し方の割符を主管する、すなわち「貸すことを司る」という 意味に解され 
る。〇司徹取り立てる事を司る。「徹」は説文には「通なり」とあるが、「興」(撤に同じ)の仮借として「剥ぎ取る」の意に 用いられる。 

獨立第八十 

i この章は、一種の疆郷が描かれている。 それは、 領土も小さく、人民も少ないが、無為の治がしかれ、知•愚の区別は置かれず、す 
ベての人々がその境遇に満足し切って、外界と全く往来を絶っているという、小さいながらも完全な独立を保ち、 自給自足 している 素朴な 農 
村自治体的国家である。「独立」とは、こういう独立小国家を描いている章の題名として、一応、適当であろうと 思う 0 

小國寡民〃使，有存宿人1之器衡不=用。使， 

民重 A 死而不-1 遠徒； 雖 A 有，-舟肇；夢所乘レ之。 

雖 A 有一一甲兵一無 A 所 A 陳 A 之。使1一民復結繩而用， 

之。甘 萁食；美，|其服；安，萁 居一樂 萁俗一 
鄰國相望' 雞狗之聲相聞、民至，一老死； 

不_|相往来； 


+>\,ぅ.こくく jC みん ひと じふはく きあ' b ち たみし 

d 國寡民。人に什伯するの器有るも用ひざらしむ。民をして死 

- Jtf . t - t ; i 5 つ しぅよあ いへど これ <o ところな 

を重んじて遠く徙らざらしむ。舟輋有りと雖も、之に乘る所無 

— * ふへ; v '- fc いへど これ ちん ところな たみ i たけつじよ5 

し。甲兵有りと雖も、之を陳ずる所無し。民をして復結繩し 
て之を用ひしむ。其の食を甘し とし、 其の服を ！ K とし、 史の E ! 
に剪んじ、 k の m を i しむ。麗み、 1 I<si ii ゅるも、 

たみらぅし いた もひわ5ら、- 

民老死に至るまで、相往來せず。 



小さ- I ' 国で人民も少ないのが理想的だ。たとい他に十倍.百倍する器量の人がいても、その才能を用いさせない。人 
民が生命を大切に思い、死を重大なことと思うようにし、(質朴ながらも豊かな生活を送らせて、)遠くへ1り住みたいとい 
うような気持を起させない。舟や乗車があっても、これに乗って行く必要を感ぜしめない。¥1デ兵器の備えはあっても、こ 
れを陳 ベて戦争などすることはさせない。人民をして古代の淳朴な、繩を結んで契約するような状態に立ち ® r らせる。この 
ような至治の極、人民が各々その食を甘しとし、その服を美とし、その居に安んじ、その風俗を楽しんで満ち足りて、隣国 
と相望める近きにあり、お互いの国の雞や犬の鳴き声が聞え合うほど接していながら、各自の土地に満足し切って、老いて 
死ぬまで、互いに往来しようとも思わない。かかる国こそわが理想郷である。 

〇什伯人之器普通の人の十倍•百倍の器量を持った人。(余説参照- 3 〇舟舉舟や乗車。「輋」は「輿」に同じ。人や物を載せる車。 
〇結繩古代、まだ文字のなかったころ、繩をさまざまに結んで文字に代え記憶の便に供した。0老死年老いて死ぬ。「死」は使用テキス 
卜にはなかったが、他の諸本は殆んど皆これがあり、またこの字がある方が意味の上でも良く通るので補った。 

「使る民有 T 什コ伯人-之器上而不〃用。」の「人」の字は王弼本•傅奕本共になく、河上公本も敦煌出土の古写本にはない。では「什伯之器」 
として「人」の字を除いたらどういう意味になるか。命樾は、諸子平議卷八で、「什伯之器」とは兵器であると説いている。武内博士も銥氏 
説を襲っておられるが、もしこれが兵器だとすると、後に出て来る r 雖/有一一甲兵一無 i 所^陳ぃ之。」の句と意味が重複して煩わしい感を免れな 
い。木村教授は「さまざまな文明の利器」と解しておられるが、, 5 n « 氏説よりこの方がまさっていると思う。もし「人」の字を削らずに解釈す 
れば、通釈•語釈に示したような解になると思う。いずれを是とするか、にわかに決定は出来ないが、今はしばらく使用テキストにあるまま 
で訳して置こう O r 什」は「十」に同じ。「伯」は「長」の意であるが、 r 佰」の仮借として用いられている。「佰」は「百」と同じ。 

顯質第八十一 

11この章は、表面を飾るものに対する攻撃がさまざまな表現で綴られ、道を体した聖人は真実を尽くし、他と争わぬものである旨が説か 
れている。「願質」とは「質朴にして真実なるものを顕賞する」という意味であろう。章旨にかなっていると思う。 

信言不 a 美、美言^信。善者不 i 辯、辯者| 霞は Ik ならず、靈は獻ならず。 1 St は齡ぜず、■ずる截は 

独立第八十顕質第八十ー ニー九 
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不一善。知者不一博、博者不 i 知。」聖人不一積。 in からず。妒齡は W ? からず、锻き勒は妒らず。」！！' A £ は*" まず。 
旣以爲人、己愈有。旣以與入己愈多。 4く3て A ? の獻にして、^1带ボす。-^!く似て^?&へ 
天之道' 利而不 i 害。聖人之道、爲而不 i て、^%^ I し？ K の獻は、！：して* f :' せず。齡 A £ の獻は、皆 
爭。 して爭はず。 

^真実な言葉は美しく飾られてはいない。美しく飾られた言葉には真実がない。真に善き行ないをなす者は多弁を弄さ 
ない。多弁を弄する者は、実は善行をしていない者である。真に良く知っている者は、博識者ではない。雑多な s 識を 博く 
持っている者は、実はどれ一つとても真に良く知ってはいない。(真に尊いものは真実と謙虚さである。)聖人は自分の ため 
に蓄積しない。ことごとく人々のために尽くす。かくも真実を尽くす故に、人々から感謝され、かえって自分がいよいよ 多 
く所有するようになる。聖人は自分のものをことごとく人に与える。その結果は、前と同様、かえって自分がいよいよ 多く 
持つようになる。天の道は万物を利するのみで害することがない。同様に、聖人の道はすべての人々のためにし、しかもそ 
の功名を人と争おうとしない。(それだからこそ、能く大事業を遂行し得て、天下の王となれるのである。) 

1^ 〇既以為人すベてその力を人々のために尽くす。「既」は広雅釈詁一に r 既は尽なり」とある。ことごとくの意。「以」は聖人の力を 
もってである。 

この章は、文字の異同については言うべきほどのものはないが、馬叙倫が「聖人」以下を第七十七章の錯簡としており、武内博士は連 
絡なき三節を 集めた； ^のであろうとしておられる。確かに一見どうも「聖人」以下の文と前文とでは連絡が 余り 良くない。しかし、前文に汲 
み取られるものに、表を街 e わず、真実を尊ぶべき旨、「聖人」以下の文に、人々のために尽くし、1，わない、という旨があるとしたら、 ⑴ 
と ㈡ の間には通うもの、すなわち「謙下の徳」があり 、 W と M の間には「誠実の徳」があると考えられる。そうすると、あながち前文と後文 
の間は断絶している訳でもなさそうである。そこで、この章には錯簡というほどのものはなく、編集者としては、一応前文から後文への移行 
はそう無理なものとは意識しないで綴ったと考えて通釈を試みた。 





【荘子の書について】 荘子の著述は、史記の老荘申韓列伝に「十余万言」、漢書芸文志に「五十二篇」と記されているが、 
の陸徳明の経典釈文叙録になると、次に挙げる七種類のテキストが収録されている。 

崔撰注十卷二十七篇 向秀注二十巻二十六篇 司馬彪注二十一巻五十二篇 郭象注三十三巻三十三篇 
李頤集解三十巻三十篇 孟氏注十八巻五十二篇 王叔之義疏三卷 
右に挙げたものはいずれも晋人の著述で、このうち、現在われわれが手にし得るのは、郭象注の三十三篇本だけだが、経典 
釈文の音義が他書の音注や字句の異同を示しているところから、郭象注本以外のテキストの片鱗を窺い知ることができる。 

司馬彪^ i 五十二篇本は、荘子経本の中では恐らく最も古い形態であって、この書中には釈文叙録が指摘する rM 5 奕•意脩 • 
%言•游鳧.子胥」の諸篇、及び史記に記載された「畏累虚」の篇、北斉書杜弼伝に見える「恵施」、南史文学伝に載せる「馬 
捶」などの、現行の郭象本にはない諸篇が存在したであろうと思われる。その内容は、また釈文叙録に述べるごとく雑駁なも 
のであり、内篇を除く他篇の順序形式も、現行本とはかなりの差違があったものと想像される。孟氏注五十二篇本もまた前者 
と同一の形式•内容を持つものであったと推察される。崔讓本二十七篇は、司馬形式の本に基づいたものであろうが、一方他 
書を参照するか、あるいは自己の見解によるかして面目を一新したものである。向秀本二十六篇は、崔諜本の形式を踏みなが 
らも、また他書を参酌して多少の刪定が行なわれたものである。崔.向二本の形式.内容はこれを総体的に限定することは不 
可能であるが、大概を察すると、司馬本の雑篇なる篇目を省き、およそ全篇の精粋を集録しようとしたもののようである。 

郭象本は、司馬.崔.向の諸本を合わせ編集したもので、それぞれの長所を取り短所を捨てる意図によったものと考えられ 
るが、同時に崔課の«定の意を大いに汲みながら、しかも崔.向二家とは異なる独自の立場を取って'いる。外•雑篇の編成は 
全く郭象独自のものであり、ただ内篇のみはその大体を司馬.崔.向の三本により、二、三の文句の移入転出を行なったにと 
どまる。郭象本の特色としては、しいて各篇を独立させ、それに論理的な整形を付加しようとした点があげられる。 


唐 



荘子 二一一四 

【荘周について】 「荘子」の書は周代の荘周の著といわれる。史記の老荘申韓列伝によると、荘周は蒙(河南省帰徳府商丘県 
の東北)の人で、字を子休といった。かつて蒙の漆園(うるし畑)の役人となった。梁の恵王や斉の宣王と同時代で、その 
学問は博く、通暁しないところはなかったが、学説の要点は老子の説に帰着し、十余万字にも及ぶ著述は、おおむね寓言であ 
った。「漁父•盗跖.肤篋」の諸篇を作り、それらによって孔子の徒をそしり、老子の学術を明らかにしたという。その生存 
年代については確実な根拠となるべきものがなく、司馬遷の説も当時の荘子書中の記事から推定したものと考えられる。ここ 
ではその年代についての詳細な考察は省き、大略紀元前四世紀半から三世紀のはじめにかけて生存した人物と推定する〇とす 
ると、従来もしぱしば論ぜられたところであるが、殆んど孟子と同時代にいながら、荘子の名が何故に孟子書中に見えず、ま 
た荘子書中に孟子の名が記されていないのであろうか。これについては、朱子語類にいうように、孟子の足跡がかつて大梁以 
南に及ばず、荘子が蒙の人であったために、二子の声聞相接せずという事情があったと考えられ、また一方、荘子の思想.言 
説は、その生存当時において広く宣伝せられたものでなく、ごく狭い場所で論述され、その思想内容も極めて内向的なもので 
あって、外•雑篇の一部に見られるような対外的論争の傾向を本来具有していなかったと推察されるところから、自然と孟子 
書において記されることもなく、荀子の非十二子篇にあっても対象とはならずに、わずか「荘子蔽，1於天一而不 k 知 k 人」と解蔽 
篇に記されるにとどまったのである。 

その事跡についても確かなことはうかがい知るすべがないが、史記にも「その学、風がざる所無し。」と記されているよう 
に、彼 P ぃ学識は相当に博かったものと想像され、また、その論説や思想内容から推して、貴顕と交わる生活はなかったにして 
も、宋趼.尹文子の学派、田駢.慎到の学派、そしてまた老子.関尹学派から学ぶところは多大であったと想像され、当時宰 
相の地位にまでついた恵施とはかなり親交があり、互いに啓発されることもしばしばであったろうと考えられる。 

【荘周の思想について】 現行本の荘子書において、一般に荘周自身の思想を最もよく伝えているのは内篇の部分であるとさ 
れ、特にその中でも「逍遙遊」と r 斉物論」の二篇がその精粋であるとする意見が多い。確かに内篇は、各注家によってもそ 
れぞれその旧が保たれ、文章の風格も他に比してすぐれ、首尾貫通する論理体系を示している。しかし、内篇にあっても、後 
人の付加と考えられる箇処があり、また、逆に外•雑篇の方が内篇よりも先に書かれたという主張もあるほどで、内篇のみ取 
りあげてその思想を限定することは必ずしも妥当でない。いわば思想体系の結論的なものは内篇に集約されていると考えられ 
るが、その基本的な思惟や考察、発展的な理解や論理構成は、雑駁な形態を持つ外•雑篇の中に求められるといえよう。 



荘子の思想を一言で尽くせば「完全自由の境地を求める」ことである。これは孔子のいう「心の欲する所に従つて矩を踰え 
ず。」の境地と相通ずるものである。周王朝に征服された殷(商)の末裔である宋国に生をうけた荘周は、被征服民族としての 
苦難と無力感を生活経験の中でくりかえし味わつたことであろう。積極的な社会的自由の獲得は、彼にとつて意味のないもの 
であつた。むしろ彼の自由とは、屈辱と無力のぎりぎりの限界において、人間自身本来の安住を見いだすことであつた。 

まず人間の行為一般を包む束縛をいかにして解脱するかが考察される。行為の束縛とは、彼にとつては行為者自身に内在す 
る執着である。執着は、それが遂行されない点において行為者の苦悩となる。この苦悩すなわち束縛を脱する工夫は、行為そ 
のものに精通することに外ならない。いわばそれは純粋経験に至る道であつて、行為者が行為の対象と一体となつて行為する 
経過において求められる。行為の自由とは、知的分別を越えたところではじめて可能になる。逆にいえば、行為者が対象を含 
めて、自己の行為を分別する間は、束縛から離脱することができない。水に泳ぐものが水を忘れるとき、その行為は本然の自 
由の境地に立つことになる。この意味から、人間各個の行為が人間本来の意志によつてなされ、その対象となるものが自然万 
物としてあるとき、その行為と対象とは大自然の根源において合一する。この思惟は、恐らく古代宗教の実践的境地から導き 
出されたものであろうが、自他合一の実在を自由の境地に展開せしめたところに、達生への新たな意義が見いだされる。 

行為を包む束縛を越えたところには、更に心理的束縛と精神的苦悩とが待ちかまえる。これを克服して安心の境地に立ち到 
るには、まずその束縛と苦悩の実体を見窮めなくてはならない。人間社会の現実には一喜一憂する余りにも多くの事象がある。 
しかもそれらは大自然の運行とは全くかかわりのない、人間のしわざによつてもたらされたものではないか。野辺に乱れ咲く 
百花のとりどりは、それぞれに本然の色彩を成し、形を与えられて無心である。しかも人間は、この花を美とし、かの花を憎 
む。それもある人はこの花を美としながら、別のある人はその花を醜いとする。美醜の判断は、各個人の思いのままであり、 
その評価は単に人間としての好悪の感情によるものに過ぎない。このように考えれば、現実の社会において、人間が心理的束 
縛として感ずるところのものはすべて空虚な相対的価値観に過ぎぬものである。昨日の是は今日に非とされ、かの国の美徳は 
この国の悪徳とされ、人間の美とするものは他の鳥獣にとつては恐ろしく醜怪でさえある。われわれがのぞみ願う真.善.美 
も、浅はかな人為の仮説であつて、絶対の見地よりすれば空白の影に過ぎない。大小•美醜.善悪にかかずらつて精神の自由 
を拘束されることこそ、人間の本然をそこなうものである。われわれがこのような価値の幻影に一喜一憂するというのも、結局 
は人間の愚かしい知を誇るところに起因している。知にたより、理にすがつて自己の本然を求めようとすることこそ、拘われ 
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荘 子 ニーー六 

た生き方である。万物を区別し、人知によってそこに道理を見いだそうとすることほど本末を顚倒しているものはない。 かく 
て荘周は、一切の人知をしりぞけ、相対的価値観を否定し、大自然の中に融化する自己の真実在を とらえよと説く のである。 
人為を誇り、自己の理知を信ずるものは、本然の人間を離れて浮遊する存在でしかない。真の知とは、事物に些かの差別も設 
けず、何ものにも執着を抱かず、大自然の中に合一し、無心に順応するところの、無限に自由な魂そのものであるという。 

前述した行為者の自他合一は、ここにおいて万物の生命との融合となり、一切の人間的成心を否定することによって、宇宙 
の根源的な自由に合同帰一することとなるのである。彼はまた、人間の生死を、夢と現実の姿に託し、「物化」のことばで定 
着させている。大自然の本然に帰一し、その化に無心に乗ずるとき、死生は一如となり、孤立する生命の執着を解脱して無窮 
の逍遙の世界が開かれるというのである。 

(参考書) r 荘子」に関する注釈書•訳本•研究書の中から、主要なものと、手軽に入手できるものとを次にあげておく。 
荘子注 晉、郭象 荘子音義 唐、陸徳明 荘子疏 唐、成玄英 
南華真経口義 宋、林希逸 荘子翼 明、焦竑 荘子因 清、林雲銘 
南華経解 清、宣穎 荘子雑志 清、王念孫 荘子平議 清、 ic 樾 
荘子札迻 清、孫詒譲 荘子集釈 清、郭慶藩 荘子集解 清、王先謙 
荘子補注 清、奚侗 荘子解故 清、章炳麟 荘子義証 民国、馬叙倫 
荘子内篇証補 民国、朱桂曜 荘子集解内篇補正 民国、劉武 列子荘子知見書目 K 国、厳霊$ 


老子と荘子武内義雄 岩波書店 荘子 ( lg ) 福永光司 中央公論社 
荘子の哲学大浜皓 勁草書房 
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逍遙遊第一 

01^1逍遙遊とは俗世を超越し、無拘束の曠野に心を遊ばせることをいう。現実の世界にはいろいろな区別があって、人々を拘束する。身分 
はもちろん、道徳もそうだ。また、生死貧富もその仲間に入ってくる。これらのものを超越し、大自然の大きい懐に入ってこそ、人は幸福が 
得られるという。これがつまり逍遙遊である。開巻第一のこの篇に、この名称が与えられたのは、まことに意味深い。 

北冥有 i 魚' 其名爲一銀。銀之大不一知 II 其叢に擧り、 k のかを跪と&す。 SIX の対ぃなる、 k の蓉 a 5 
幾千里一也。化而爲一鳥。其名爲一鵬。鵬之 なるを妒らず。似して卽と！！る。纪の纪を E 1? と皆す。 11'? の！ C 、 
背、不一知一萁幾千里-也。怒而飛、其翼若-一 k の羁 f るを »'- らず。ぎして▼へば、史の髮蠢の寵の 
垂天之雲；是鳥也-海運則將】徙二於南冥？ 新し〇妃の；！ゃ、献鍛れば胍 V 船に献11に樾らんとす〇献11と 
南冥者、天池也。齊諧者、志一怪者也。 は、霞なり。 S とは、 P 親す截なり。 iQIsx , に印く、赌 
諧之言日' 鵬之徒，-於南冥一也、水撃三千の S に i るゃ、 7 K 3 の！：する こと ヨ&1を， 搏ちて J-S r 栽 
里-搏-一扶搖一而上者九萬里-去以 - H ハ月一息 Me f て舊を m て魟ふ齡なり。 

者也。 

内篇逍遙遊第一 一三 七 



荘子 一三八 

北の海に餛という名の魚がいた。鲲の大きさは幾千里あるか分からないほどだ。この魚が変化して鵬という名の鳥に 
なった。鵬の背たけは幾千里あ-る本分からない。勢いよく飛びたつと、翼は空に垂れこめた雲のようだった。この鳥は、海 
が荒れると南の海に移ろうとす，る。， ' 南の海とは造化の手になる自然の池である。斉諧とは、怪異を書き記したものであるが、 
この書物に次のように書いてあ，る，。 II が南の海に移ろうとするとき、水は三千里にわたって波立ち荒れる。鵬はそのとき起 
る旋風に羽ばたいて九万里も上にのぼり、それから(南を指して)飛び去り、六箇月の後に(南の海に着いて)休息する。 
ii 〇北冥北の海。「冥」は一に r 溟」に作る。溟淇(暗い)として涯のないこと。北の暗い涯のないところの意で、ここでは北の海を言 
う。〇鲲想像上の大魚。郭慶藩は魚の子と解き、荘子は小魚の名を借りて大魚を表わし、人の意表を突く方法を用いたというが、この説は 
穿鑿にすぎる。〇鵬「鳳」に同じ。想像上の大鳥。おおとり。〇怒勢の激しいこと。〇海運海の荒れること。一説に海上をめぐること0 
〇天池池は海。海は造化の作ったものなので、これを天池という。〇斉諧書名。斉の国の怪異を記したものという意味であろう。一説に 
人名。〇搏扶揺而上「博」はもと r 搏 SJ に作る。「搏」とは手で物を丸めることから、体で輪を描く意。これでも通じないこともないが、 
「博」のほうがよい。「博」は「博」と字形が似ているので誤ったのであろう。「搏」は r 拍」に同じ。「扶揺」は飆6(旋風)を二音節に発音 
したもの。一句の意味は、旋風に羽ばたいて空に上ること。 

野馬也' 塵埃也、生物之以意相吹也。 

天之蒼蒼，其正色邪。其遠而無矫=至極 I 
邪。其視卞也、亦若則已矣。且夫水 
之積也不>厚、則負，天舟 I 也無 k 力■覆. I 杯水 
於坳堂之上一則芥爲_|之舟【置 i 杯焉則膠。 

水淺而舟大也。風之積也不 >厚' 則其負 I 
大翼 i 也無一力。故九萬里' 則風斯在 i 下矣。 

而後乃今培 k ' 背負，青天 I 而莫，一之夭閼 
者 一 而後乃今將南。 


やば ぢんあい せいぶつ いき もつ あひふ てん さうさ5 

野馬や、塵埃や、生物の息を以て相吹くなり。天の蒼蒼たる、 

そ せいしよく そ とほ しきよく ところな そ した み 

其の正色か。其の遠くして至極する所無きか。其の下を視る 
や、亦是の若くならんの み。且つ 夫れ水の 積む こと厚からざれ 
ば、則ち大舟を負ふに力無し。杯水を坳堂の上に覆せば、 

すなはあくたこれ ふね な さかづき お すなは か5 みづあさ 

則ち芥之が舟と爲るも、杯を置けば則ち膠す。水淺くして 

ふねおほ かぜ つ あつ すなはそ だいよく 

舟大きければなり。風の積むこと厚かざられば、則ち其の大翼 

お ちからな ゆ&きう W んり すなは かぜここ した あ 

を負ふに力無し。故に九萬里なれば、則ち風斯に下に在り。 

しか のちいまかぜの せ せいてん お これ. t う fe つ ものな 

而る後乃今風に培れば、背に靑天を負ひて、之を夭閼する者莫 

しか のちいままさ みなみはか 

し。而る後乃今將に南を圖らんとす。 



ii (空に上るのは鵬ばかりではない)かげろうが立ち上り、ちりの舞い上るのは、すべて造物主が息を吹くからである。 
(地上から空を見あげるとき)空の青青した色は、果してその本来の色なのだろうか、無限に遠いためなの•たろうか。空か 
ら見おろすときも同じであろう。さて、水の深さが足りないと、大きな舟を負い浮かべたときに、それを支える力がない。 
杯の水をくぼ地にあけると、ごみは舟になるにしても、杯を置くと底についてしまう。それは水が浅くて舟が大きいからで 
ある。風の厚さが足りないと、大きな翼を負い浮かべょうにも支える力がない。故に九万里のぽるとすれば、風(大気)が 
翼の下にあるはずだ。そこで始めて風に乗る。青空を背にし、邪魔者がなく、そこで始めて南を指して進もうとする。 
H 〇野馬かげろう。春のうららかな日、野原などに立ちのぼる気。そのょうすが奔馬に似ているところからいう。〇生物造物主。〇 
蒼蒼色の青々していること。〇其視下也亦若是則已矣 II が空から見下ろしたときも同じであろうということで、「野馬也」からこの一句 
までは、天(宇宙)の広大なことをいう。〇坳堂凹凸に同じ。地のくぽみ。〇膠膠着。ぴったり附くこと。〇培風風に乗る。「培」は 「® J 
に同じく、乗る意。一説に「培」は「掊」の誤り。「掊」は撃つこと。〇夭闕「夭」は折、「関」は止。おさえとめる。 

蜩與 i 鳩 I 笑 i 之日、我決起而飛、槍_一楡枋 一 
時則不 S 而控=於地一而已矣。奚以=之九萬 
里 M 南爲。適，一莽蒼 I 者、三渙而反、腹猶 
果然。適， t 里 I 者、宿春適， I 千里 I 者、 

三月聚»。之二蟲又何知。小知不芨=大 
知 I 小年不一及矢.年 I 奚以知=其然 I 也。朝 
菌不一知， I 晦朔(蟪蛄不知，春秋一此小年也。 

楚之南 有-一冥靈 者；以5百歲 I 爲 i 春，五 百 
歲爲一秋。上古、有，天椿者；以11八千歳 I 爲一 
春' 八千歳爲萩。而彭祖乃今以 i 久特聞。 

衆人匹 A 之、不_一亦悲一乎。 

内篇逍遙遊第一 一三九 


蜩と鶯鳩と之を笑ひて日く、我決起して飛び、楡枋に槍る。時 

すなはいた ち こう なん これ きう4んり もつ 

に則ち至らずして地に控するのみ。奚ぞ之が九萬里を以てして 

みなみ な f さう ゆ もの さんそん かへ はら 

南するを爲さん、と。莽蒼に適く者は、三痕にして反るも、腹 

な くわぜん ひやくり ゆ もの しゆくりやうつ せんり ゆ もの 

猶ほ果然たり。百里に適く者は、宿に糧を舂き、千里に適く者 

さんげつりやうあつ こ にち f またなに し せう ち だいち 

は、三月糧を聚む、と。之の二蟲又何をか知らん。小知は大知 

おょ せうねん だいねん おょ なにもつ そしか し て 5 

に及ばず、小年は大年に及ばず。奚を以て其の然るを知る。朝 

きん く h > いさく し けいこ しゆんじう し こ せうねん そ 

菌は晦湖を知らず、蟪蛄は春秋を知らず。此れ小年なり。楚 

みなみめいれい ものあ ごひやくさい もつ はる な ごひやくさい あき 

の南に冥靈なる者有り。五百歲を以て春と爲し、五百歲を秋と 

な じやうこ だいちん ものあ はつせんさい もつ はる な はちせんさい 

爲す。上古、大椿なる者有り。八千歳を以て春と爲し、八千歳 

あき な しかう はうそ いまひさ もつ ひと きこ しじん 

を秋と爲す。而して彭祖は乃今久しきを以て特り聞ゆ。衆人 

これ ひつ 4たかな 

之に匹せんとする、亦悲しからずや。 



荘子 一四〇 

蝉と鳩が II を笑った。「われわれが勢いよく飛び立って、にれやまゆみの木に止まろうとしても、時には中途で地に投 
げ出されることがある。九万里も上って南に飛ぶなど、とんでもないことだ。」郊外に行くときは、三度の食事で戻って来 
ても、(近距離なので)空腹を感じないが、百里の旅には、前夜に米を春いておくし、千里の旅には、三箇月も前から食糧 
を集めておくものだ。(このように遠い旅には準備が必要なのだ。)このちっぽけな生きものに、一体なにが分かろう。小さ 
な知慧は大きな知慧に劣るし、短い寿命は長い寿命に劣るものだ。どうしてそれが分かるかというに、朝菌は(たかだか一 
日の寿命なので)月の終りと始めを知らないし、蟬は(たかだか一夏の寿命なので)春と秋とを知らない。これは短命だか 
らである。楚の南に冥霊という木があって、五百年を春とし、五百年を秋としている。大昔、大棒という木があって、八千 
年を春、八千年を秋としていた。ところが、(七百歳の)彭祖は、現在、長命によって特に有名で、人々はそれに匹敵しよ 
うとする。悲しいことではないか。 

〇蜩せみの一種。ひぐらし。〇鶯鳩はと。〇決起勢いよく立つ。 〇 槍楡枋 「® J はにれ、「枋」はまゆみ、いずれも喬木の名。 
「槍」は集まる。とまる0 0控於地地に投げ出される。〇莽蒼「莽」はくさむら、「蒼」はくさむらの青々した色。野原の色から転じて近 
郊の地をいう。〇三®三度の食事。転じて一日。「«」は夕食のことであるが、ここでは単に食事の意。〇果然 r 果」は果実。果実の形が 
円味を持っているところから、満腹にたとえる。 r 然」は状態を表わす語尾詞。0宿舂糧前の晩に米を春 (0) いて糧食に備える。〇朝菌朝 
に生えて晩に枯れるきのこ。〇蟪蛄せみの一種。なつぜみ。〇楚国名。戦国時代、今の湖南.湖北•安徽•江蘇•浙江の諸省にまたがっ 
てあった国。0冥霊木の名。〇彭祖姓は銭、名は鋰 S 、 堯の臣で、彭城の地を領した。殷の頃まで、七百年を生きたという。 

H 勇壮な文章の起こしである。 II が羽ばたいて九万里の高さに昇り、六箇月も飛び続けて休息するという。目的地の南冥も人智で計りえ 
ない遠い遙か彼方にあるのであろう。この II の飛翔を笑うものがいる。笑うものは、自らの小知に拘束され、壮大なものが理解できない。小 
知を捨て大知の境地に立つとき、その笑いは自然に解消する。自らの経験を越えたところにある犬いなるものを得よと、荘子は言うのであ 
る0 

湯之問 i 棘也是已。窮髮之北有*海者； 

天池也。有 i 魚焉 。其 廣數千里。未 i 有知， I 
其脩 I 者；其名爲 ig 。 有 i 鳥焉 。其 名爲 fe 。 


た5 きよく と これ きゆうはつ きた めいかい ものあ てんち 

湯の棘に問ふや是のみ。窮髮の北に冥海なる者有り。天池な 

うをあ そ ひろ すうせんり いま そ ながさ L もの&そ 

り。魚有り。其の廣さ數千里。未だ其の脩を知る者有らず。其 

な こん な とりあ そな ほうな 皆 たいざん ごと 

の名を鲲と爲す。鳥有り。其の名を鵬と爲す。背は泰山の若 



背若， I 泰山；翼若 S 天之雲一搏 I - 扶搖-羊角 
而上者九萬里•絶-一雲氣一負一青天 一 然後圖 i 
南' 且 i 爹南冥一也。斥鸚笑一之日、彼1-奚 
適：也.我騰躍而上' 不 i 過-藪仞 M 下' 翗 S 
翔蓬蒿之閒；此亦飛之至 也。 而彼且 -1 奚 
適 I 也。此小大之辨也。 

la 湯が棘に問うた話も次のようなことである。不毛の北の地に冥海という海がある。それは自然の池である。そこに隹 
がいて、幅は数千里あるが、縦の長さは誰にも分からない。その名を鲲という。鵬という名の鳥がいる。背は泰山を思4 
せ、翼は空に垂れこめた雲のようである。つむじ風に羽ばたき、輪を描いて九万里のぽり、雲の上に出、青天を背にし、^- 
こで始めて南に向かい、南冥に行く。みそさざいはそれを笑った。「あれはどこへ行くというのだろう。こっちは飛び上が 
っても、たかだか五六扨で下りる始末で、よもぎの間を飛びまわっている。これも飛ぶぎりぎりのところだのに、あれはど 
こに行こうというのだろう。」これは小さいものと大きいものとの違いである。 

1〇湯股の初代の天子。夏の桀王を倒して天子の位に即いた。〇棘人名。湯の大夫。〇窮髪之北草の生えない北方の地。「髪」は 
毛、草。 r 窮髪」とは不毛の意。〇冥海「北冥」と同じ。北方の海。〇脩長さ。〇泰山今の山東省にある。〇羊角羊の角は螺旋形に曲 
がっているので、酿が輪を描きながら上っていくさまに譬えてある。〇絶雲気雲の上に出る。雲気は雲。〇斥鸚みそさざい。〇数切 
r 仞」は r 尋」に同じ。一仞は八尺。約二六〇センチメートル。〇辨区別。違い。 

故夫知效 d 官；行比=一郷(德合-一一君； 

而徵，二國-者' 其自視也' 亦若 i 此矣。而 
宋榮子猶然笑 i 之。且舉 i 世而譽 i 之' 而不 A 
加勤' 擧 i 世而非 i 之、而不加で沮•荦一乎內 
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ゆ*か ち いつくわん かぅ おこなひ いつきやぅ ひ とく いつくん 

故に夫の知は一官に效あり、行は一郷に比し、德は一君に 

がつ のう いつこく ちよ5 もの そ みづかみ またかく ごと しか 

合し、而は一國に徵ある者、其の自ら視るや、亦此の若し。而 
して宋榮子猶然として之を笑ふ。且つ世を擧げて之を春むる 
も、勸むるを加へず、世を擧げて之を非るも、沮むを加へず。 


つ£さすゐてら くも ごと ふえう 5 や5かく のぼ ものき5まんり 

く、翼は垂天の雲の若し。扶搖を博ち羊角して上る者九萬里。 

うんき た せいてん お しか のち みなみさ まさ なんめい ゆ 

雲氣を絕ち靑天を負ひ、然る後に南を圖し、且に南冥に適かん 
とす。於獻忽を！ K ひて日く、彼且に奚にか適かんとする。我隙 

やく の tf すうじん す くだ ; i うか5 あひだかうしやう こ 

躍して上るも、數仞に過ぎずして下り、蓬嵩の閒に翗翔す。吐 

またと いたり しか かれまさ いづく >ゆ 

れ亦飛ぶことの至なり。而るに彼且に奚に力適かんとする 
と。此れ小大の辨なり。 



外之分 f 辨 = 乎榮辱之竟 I 斯已矣。彼其 
於 fe ’ 未，藪數然，也。 P 然'猶有>歩樹也 
夫列子御 i 風而行。泠然善也。旬有五日 
而後反。彼於 || 致 i 福者 f 未||數數然 I 也。 此 
雖一免， I 乎行(猶有， I 所一待者 I 也。若夫乘，1天地 
之正 f 而御 d ハ氣之辨【以遊， I 無窮-者、彼 
且惡乎待哉。故日、至人無 JIT 神人無 
功、 聖人無一名。 

故に知がわずか一官職に効果を示し、行ないが一村の人々の心に合い、徳が一君の気に入り、才能が一国にあらわれ 
るような人物は、自身を見る目がみそさざいと同じであろう〇宋栄子はこういう人物を鼻先で笑い、それに、世間から誉め 
られただけ努力するでもなく、世間から非難されただけ意気銷沈するでもない。ただ自他の分を定め、栄辱の別をはっきり 
させるだけだった。彼は世事に心を煩わせたことがない。とはいっても、やはり未完成な点がある。かの列子は、風に乗っ 
て旅行したが、ふわりとして工合がいい。そこで、十五日も旅を続けた〇彼は(自然の風に乗っているので)楽をさせてく 
れるもの C 風)に対して、心を煩わすことがない。これは、たしかに歩かずに済ませてい.るのだが、やはヶ f るものがある 
のである。そもそも、自然の正しい姿に乗り、六気の変化に乗って、無限の地に遊ぶ場合、それはいったい何に依るのだろ 
うか。故に、至人は己を忘れ、神人は功を忘れ、聖人は名を忘れるというのである。 

I 〇 比 一郷 「比」 は合うこと。「郷」は村。〇而徴一国「而」は「能」に同じ。才能のこと。「徴」は信、 L '2>' L ' のあらわれること〇 〇 
宋栄子天下篇に出てくる宋妍 ( e のこと。一説に、宋は国名、栄子が名。あるいは名を栄といい、貴んで子の字を加えたともいう0 0 猶然 
笑うさま。〇沮意気沮喪すること 0 0栄辱之竟名誉と恥辱の別 C 「竟」は「境」と同じ 0 0 斯「此」に同じ。〇数数心を煩わすさ 
ま。 〇未樹「樹」は 立。 〇列子列御冠。蠢氏を師とし、伯高子を友とし、二子の道を尽くしたのち、風に乗って帰ったと、列子黄帝篇 
に見えてしる'" 〇冷然軽妙のさま。〇旬有音十音。「旬」は十日。「有」は「又」と同じ。 Q 致福者福をもたらすもの、即ち風〇風 


な.> ぐわいぶん さだ えいじょく きや5 ぺん これ かれそ ょ お 

內外の分を定め、榮辱の竟を辨ずる、斯のみ。彼其の世に於 
• ける、未だ數數然たらず。然りと »- も' 猶ほ，未だ，たざる* & 

して而る後反る。彼、福を致す者に於て、* i - だ數數11たらず。 

1 ^ まぬか いへと な i ところ ものあ も そ てん 

此れ行くを免ると雖も、猶ほ待つ所の者有り。若し夫れ天 

虻の FI り、姿の殿に1し、 m て鍵に fs 、 蹩 sf 

i に待たんや。故に日く、至人は己無く、神人は 5!;? 無く、記んは 
名無し、と。 



に乗れば、歩まずに先へ進めるので、これを福といった。〇所待者期待をかけるもの。たよりとするもの。風にたよっていることをいう。 
〇天地之正自然の平常の姿。これは下句の「六気之に対する。〇六気之弁六気の変化。「弁」は「変」と同じ。六気とは、陰(曇). 
陽(晴)•風•雨•晦(夜 r 明(昼)の六つの気。_然界にあるこの六つの現象を気の変化と見ている。〇至人•神人•聖人至人は十分な徳を 
修めた人。神人は神妙なはたらきを持った人。聖人は智徳のすぐれた人。この三者は、同一の人物を、見る方面から分けて言ったもの。従っ 
て、「無 x 己」「無 k 功」「無 k 名」も同一人の具えた特性を言う。 

gi 前半の鵬と斥鷀の話は、その内容が前と全く同じである。ただ、ここでは、宋栄子や列子の話の前提として扱われているのであるが、 
同じ篇の中に同じ話が続いて出てくるのは、いささか奇異の感じがする。これは荘子の系統を引くもののうちに、鵬の話を土台にした話がい 
くつかあり、荘子という書物を編纂するときに、そのうちの二つが採用されたと見ることができよう。想像をたくましくするならば、二つの 
うちの一つが原荘子に書かれていて、後にそれと類似したものが加えられたとも考えられよう。これから後のほうにも、ときおりこういった 
文章が出てくる0後半に出てくる宋栄子や列子は、世俗的な人間に比較して、一段と進んだ境地にいる。しかし、宋栄子は内外の分を定めた 
り、栄辱の竟を弁じるような人間であり、列子は風を頼りにしている。いずれも自然のうちに融けこんだ人間ではない。荘子はこのような辞 
越のしかたには不賛成だった。 

堯讓-一天下於許由； 日、 日月出矣。而爝 
火不 i 息。其於一光 也、 不_1亦難-乎。時雨降 
矣。而猶浸灌。其於也、不，亦勞 I 乎， 

夫子立而天下治、而我猶尸一之•吾自視 
缺然。請致-一天下；許由日' 子治- - 天下一 
天下旣已治也。而我猶代 i 子、吾將一爲レ名 
乎。名者實之賓也。吾將 i 爲一賓乎。鶴鶴 
巢一於深林【不 i 過，二枝；偃鼠飮一河' 不レ過 
滿腹 I 歸休乎君。予無>所角- - 天下一爲〗庖 
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けう てんか きよ ゆ ゆづ いは じつげつい しか しやわ 

堯、天下を許由に讓らんとす。日く、日月出でぬ。而るに爝火 
息まず。其の光に於けるや、亦難からずや。時雨降りぬ。而る 

な しんくわん そ たく お またらう ふうした てん 

に猶ほ浸濯す。其の澤に於けるや、亦勞せずや。夫子立ちて天 

かをさ われな これ つかさど われみづかみ けつぜん こ 

下治まるに、我猶ほ之を尸る。吾自ら視るに缺然たり。請ふ 

てんか いた きよゆいは してんか をさ てん »' すで をさ 

天下を致さん、と。許由日く、子天下を治め、天下旣已に治ま 

しか われな し かは われまさ なな な 

る。而るに我猶ほ子に代らば、吾將に名を爲さんとするか。名 

じつ ひん われ4さ ひん な せうれうしんりん すく 

は實の賓なり。吾將に賓と爲らんとするか。鶴鶴深林に巢ふ 

いつし す えんそかは の まんぷく す ききう 

-I も、一枝に過ぎず。偃鼠河に飮むも、滿腹に過ぎず。歸休せよ 

きみ われてんか もつ な ところな は5じんは5 をさ いへど ししゆく 

君。予天下を用て爲す所無し。庖人庖を治めずと雖も、尸祝 



人雖レ不レ治 A 鹿尸祝不_樽沮-而代 t 之矣。 |は m 纪を故 ぇて ^に ftf t らじ 、と0 
ii 堯が天下を許由に譲ろうとした。「太陽や月が出ているところで、いくらかがり火が燃え続けようと、その光太輝き 
にくいのではありますまいか。折よく雨が降ったところに水をくれても、骨折り損の水まきになるのではありますまい卜0 
(それと同様)先生が天子になれば世が治まりますのに、わたしがその務めをしているのです。わたしは省みて恥ずかしい 
思いです。天下を譲らせてもらえませんか。」「あなたの手で世はよく治まっているのです。そこにわたしが t って出まし 
たら、、： p '' Lt 名称だけのことになりましょうか。名称は実質の客分なのです。わたしは、客分になろうとするのでしょう 
か。みそさざいは、深林に巣をかけるにしても、一枝で十分ですし、がは川の水を飲むにしても、満腹で止まりで 
す。どうかお引きとりください。わたしには天下は無用です。料理番がしごとをなまけても、尸や祝は自分の領域を越えて 
代ることはしますまい OJ 

ii 〇堯古の帝王。姓は伊祁(ふ、字は放勛 K )。 堯は謙。在位七十二年の後に位を舜に譲った。〇許由許は姓、由は名。世を避けて裳 
X 山に隠れていたが、堯はその賢人なるを知り、帝位を譲ろうとした。許由は堯の申し出を聞いたあと、耳が汚れたというわけで、川こ行 
って耳を洗ったという。〇爝火かがりび。〇時雨時機を得た雨0 0 浸灌灌漑する0 0 沢うるおい0 0 缺然不満足のさま。〇名者実 
之賓「賓」は客。実を主人、名を客にたとえ、実が重く、名の軽いことを示す。実とは事物を指し、名とは事物の名称をいう。例え文、ある 
ものの内容が、人々の最上位にあって天下を治めていくこととする。そのばあい、このい 0' には帝とか天子という名が与えられる。い¢0"と帝 
の関係が実と名の関係になる〇幽分は天子の器でなし、また現在 Q 生活に満足しているので、天子の位につく気持もない、許由はこのように 
考えていたのであろう。〇鹪鶴みそさざい。〇偃鼠どぶねずみ0 0 無所用天下為天下を治めることができない。「用」は「以」に同じ。 
「不：，欲」と言わずに「無 〆 所」と言っているのは、婉曲な言い方である。〇庖人料理を掌る役人。「庖 J は料理場00尸祝 「 n 」は如かレ 
ろ(祭のとき、神の代理をつとめる人) 〇 r 祝」は祝詞 ( S り)を神に：！ JR ける人0 0 樽俎「樽」は酒だる、「俎」は 犠牲を載せる台。 ともに 祭器。 

堯が許由の人物に惚(ほ)れこんで、天下をこの男に譲ろうとする。いわゆる禅譲であって、儒家が理想としている譲位形式である。許 
由は堯の申し出を拒絶する。堯の政治で天下が よく 治まっているのに、わざわざ自分が出ていくのは、名を求めることにな って 嫌(。だし、 
また現在の生活に自分は満足している。自分には天下を治める才能もなく、またその気もない。これが拒絶の理由で ある。この話を読む と、 
堯が儒家の見る理想的帝王なだけに、儒家に対する皮肉が感じられる。荘子の言いたいところは、名にとらわれない自由な 生活を 営めと いう 
点にあるのであろうが、それとともに一種の儒家批判とも見られないことはない。 



肩吾問，-於連叔-日，吾聞-一言於接輿一大而 
無一當'往而不一反.吾驚 f 怖其言猶 e 河漢1而 
無麁也。大有1庭【不 i 近， I 人情 I 焉。連叔 
日' 其言謂 i 何哉。日、藐姑射之山有--神 
人一居焉。肌膚若， I 冰雪；淖約若=處子；不レ 
食5穀；吸一風飮_ 乘=雲氣；御=飛壟 
而遊％四海之外；其神凝使，物不=疵癘； 

而年穀熟；吾以 a 是狂而不 i 信也。 

IM 肩吾が連叔に尋ねた。「わたしは接輿から話を聞きましたが、その話は大きくて当たりどころがなく、進んだままで'戻 
ってこない。わたしにはその話が天の川のように無限に続くように思われて、ぞっとしました。えらく違っていて、常識で 
は考えられません0」「話の内容は何なのです。」「藐姑射の山に神人が住んでいて、その肌は氷雪のように純白で、処女のよ 
うに柔軟、五穀を食べず、風を吸い、露を飲み、雲に乗り、飛竜に乗って、天地の外に出かけるし、その心が凝集すると、 
人々は傷ついたり悪病にかかったりせず、穀物はよくみのるようになると、そういった話なのです。それでわたしにはその 
話が嘘に思えて信じられませんでした。」 

ii 〇肩吾•連叔いずれも人名。〇接輿姓は陸、名は通、接輿はその字。楚の隠者。孔子と同時代の人。〇河漢あまの川。一説に、 
黄河と漢水。〇大有逕庭大いに差がある。「逕」は門前の道、「庭」は堂外の地。両者の位置がかけはなれているところから、差のある こと 
をいう。〇人情世間普通の様子。〇藐姑射山名。一説に r 藐たる姑射」と読み、 r 藐」を遠い形容、「姑射」を山名と解する。〇淖約柔 
弱なさま。〇処子処女。「子」はむすめ。〇五穀黍 tig ). 稷 S •麻•寂 S •麦。〇疵癘 r 疵」は傷、「癘」は悪病。〇狂「誑」と同じ。 

連叔日、然。瞽者無•以與，乎文章之觀 一 |漱禁く、齡り。 K は5て SV . V % るぎく、■は 
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けんご れんしゆくと いは h » れげん せつよ き だい あた 

肩吾、連叔に問ひて日く、吾言を接輿に聞くに、大にして當る 

な ゆ かへ われそ げん な かかん きは4り 

無く、往きて反らず。吾其の言の猶ほ河漢のごとくにして極 
無きに驚怖せり。大いに逕庭有りて、人情に近からず、と。 
連叔日く、其の言に何を謂ひしや、と。日く、藐姑射の山に神 

じんあ を きふ ひようせつ ごと しやくやく しよし ごと 

人有りて居る。肌膚は冰雪の若く、淖約として處子の若し。 

ごこく くら かぜ す つゆの うんき の ひりゆう ぎよ 

五穀を食はず、風を吸ひ露を飮み、雲氣に乘り、飛龍に御し 
て、四海の外に遊ぶ。其の神凝れば、物をして疵癘せざらし 

ねんこく じゆく われこれ もつ きやう しん 

め、年穀をして熟せしむといへり。吾是を以て狂して信ぜざ 

るなり、と0 



荘子 一四六 
聾者無*以與 II 乎鐘鼓之聲；豈唯形骸有一聾说てし aflk の si に^る纪し。 JJifei !^®: にのみ SIS ^ C らんゃ 。！ k 
盲一哉。夫知亦有 - 之。是其言也' 猶 - I 時女 I の妒にも扼華り。記れ炉の敦ゃ、聲ほ斯れ祭ごとし。^！の 
也。之人也、之德也-將—礴萬物；以 A ? ゃ、ぎ g ゃ、脂に鬆に P くして、似て T と默さんとす。 
爲二世蘄-乎亂 I 孰敝敝焉以 - I 天下 I 爲一事。11は iLI まるを斬むるも、寧そ齡 fficrjll として及11を姐て斬と！！さ 
之人也、物莫，一之傷；大浸稽关而不翁、ん。ぎ AI ゃ、 S を ff 。一靈に f も體れず、 m ん 
大旱金石流、土山焦' 而不％是其塵に磬齡れ、 sf るも、一せず。皆れそ其の_紀齡、配ほ 
垢批糖猶將 H 陶 S 鑄堯•舜-者也孰肯以一物搬に數.繫断親せんとする親なり。辦ぞ截て触を姐て* j と！！ 

爲レ事。 さんや、と。 

l li i 連叔が言う、「なるほど。めくらには、あやの美が見えないし、つんぽには音楽の妙がわからないものだが、つんぼや 
めくらといっても外形だけのことでしょうか。知にもそれがある。というのもまず、ぎ V のような人間のことでしょうね。 
神人の徳は万物に行きわたって、それを一つにまとめようとしている。世人は治まることを求めているが、神人は 身を 疲ら 
せてまで天下を考えることなど何でするもんですか。かかる神人は、物にそこなわれることがない。天に届くほどの 洪水に 
も溺れず、金石が熔け流れ、大地が焦げるほどの炎暑にも平気でいる。神人は爪先の垢ででも堯や舜を作ろうというのに、 
(天下という)物など気にかけるでしょうか。」 

〇瞽者•めくら。〇文章模様。0聾者つんぼ〇 0是其言也「瞽者」から「夫知亦有：，之」までのことを指す〇 〇猶時女也「時」 
は r 是」に同じく語助詞。「女」は汝。〇旁礴ひろく行きわたる。〇蘄音「キ」。願い求める0 0 乱治0 0 敝敝焉疲れるさま0 0 大浸 
洪水〇 〇塵垢粃糠「塵」はちり、「垢」はあか。「粃」は実の入らぬ穀物、「糠」は穀物の皮。いずれも人にとって役立たぬ不要のもの〇 〇 
陶铸陶器を作り、金属を铸るように、物を型に入れて作る〇 〇孰肯以物為事「物」とは価値のないもの、天下をいう。「事」とは重要なこ 
と、価値あることがら〇 r 孰」は疑問副詞、「何」に同じ。「肯」は意志を表わす助動詞。承知するとか、よいと認める意味を示す。 
i 神人の姿•生活•才能などは、いずれを取ってみても、普通の人間と違う。山とは神聖なものである。神人とは、この神聖な山に住む 
神聖人を表徴したものではあるまいか。神に仕え、時としては神と一体になりうる人、そのような人は普通の人間と違い、普通の人間の為し 



えないことも為しうる。古代社会の人々の懐く神聖人のィメージが、このような形で表わされ、それを荘子が巧みに利用して、超俗の主張を 
展開したとも、この話は受け取れよう。 

宋人資，章甫|而適， I 諸越；越人斷髮文身、 

無 i 所角 A 之。堯治，1天下之民；?海內之政 
往見 II 四子藐姑射之山；汾水之陽、宵然 
喪=其天下|焉。 

ai 宋の国の人が、冠を売ろうというので越に出かけたところ、越の人々は、髪を短くし身にいれずみをしているので、 
冠の用いどころがない(結局商売にならなかった)。堯は天下の民を治め、海内の政をりっぱに行なっていた。四人の人物 
に会おうというわけで藐姑射の山に出かけたが、途中、汾水の北にまで来たところ、(自分のやっていることが小さく見え；； 
がっかりして天下のことを忘れてしまった。 

ii 〇宋河南省にあった国。〇資章甫 r 資」は資本にする意。「章甫」は殷代の冠。宋は殷の後裔なので、宋で作る冠を章甫と言ったの 
であろう。〇適諸越「諸」は「於」に同じ。越は浙江省にあった国。〇断髪文身髪を短くつめ、からだにいれずみをする。文化の程度が 
低いところの風習。髪を長くし、冠をつけるのは文化の高い中国の風習と考えられている。「断」が「短」となっている本もある。〇四子 
誰か不明。経典釈文所引の司馬彪の説は、王倪3.齧欠(盟).被衣.許由の四人をいう。0份水山西省にある川の名。0眘然がっかりす 
るさま。〇喪其天下四子が世間を超越し、天下を治めることなど意に介しない有様なので、堯はそれを考えると、自分が骨折って天下を治 
めることに幻滅の悲哀を感じた。この二つの話では、堯は宋人に当たり、天下は章甫に、四子は越人に当たる。ただ、四子と越人とは、他の 
人が貴ぶ物に関心を示さない点で類似性が持たされている。 

gia 宋人の話と堯の話とは、どういう連繫を持つのだろうか。この一段を読んだものが誰しも抱く疑問であろう。郭象は堯を越人に当て、 
堯が天下を意にかけないのは、越人が章南を必要としないのと同じだといっている。郭象のこの解釈はおかしい。荘子の中に、堯が天下に意 
を用いないといった話は、殆んど見あたらない。むしろ堯を政治に熱心な帝王として扱っているのである。従って、郭象の解釈を取るとき 
は、文意を歪める結果になろう。宋人の話を堯の話に関係づけるならば、堯は宋人に当てられるべきであろう。宋人は一儲けしようというわ 
けで、越に出かける。ところが持っていった章甫は少しも売れない。越人には無用の物なのだ。そこで宋人はぼんやりしてしまう。堯も自分 
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そ5ひ i しや5ほ L * つゆ * つ C ん だんばつぶんしん これ 

宋人、章甫を資として越に適く。越人は斷髮文身なれぱ、之を 

〇 もち ところな げ5てんか たみ をさ かいだい まつりごと fc ひ 6 

一 用ふる所無し。堯天下の民を治め、海内の政を平かにす。 

ゆ し，し ばくこや やま み ふんすゐ きた えぅぜん 

往きて四子を藐姑射の山に見んとし、汾水の陽に、宵然として 

そ てんか ぅしな 

其の天下を喪へり。 



荘 


子 


四八 


の政治的手腕を見せるつもりで、藐： s 射の山に神人を訪れる。ところが神人は、政治には何の興味も持たない。 t かく i 問も結局は何に 
もならなかつた。そこで堯はぼんやりしてしまう。以上 Q よう1れば、二つの話の連繫はつくであろう。しかし、何か無理に関係づけた感 
がないでもない。 こ Q 二つの話を切り離したらどうだろう。堯 Q 話は前 e 藐姑射 Q 神人 Q 話につけ、宋人§ ©ところは、衍文と見て削除す 
る。そうすれば、話の筋は一貫しよう。 


惠子謂，一荘子-日，魏王貽 ，1 我大 
樹一之' 成而實，1五石；以盛永 
能_|自擧一也。 P 之以 P 瓢' 則 
非 i 不％然大 I 也。吾爲，萁無甬 
子日■夫子固拙菸用 rK 矣， 
不龜手之藥 I 者；世世以<併 S 游 
聞一之' 請 J 貝-真方百金；聚レ族 
世世爲-併蘇統；不 i 過-藪金； 

技百金：請與一之。 


瓠之種一我 
漿 f 其堅不 i 
瓠落麫所 i 容。 
而摈之。莊 
宋人有_爲= 
統|爲1事。客 
而謀日' 我 
今一朝而鬻_: 


澈子、 sris ひて‘日はく、 S 、 傲に詰の齡を齡る。3を 

樹^0に、成五石を實る。姐て和齡を纪れぱ、把の Mt きこ 

と自'ら擧ぐる能はず。之を剖きて：：!て 1 ST と！！せぱ、す呢ち f 齡 

IV ところな けうぜん だい あら bl そ よう -i' 

して潘る^所無，し〇唔然として大ならざるに非ず。吾其の用無 

11が爲6を^^。琿|く‘子，41為；1るに 

拙し。宋人に善く不龜手の藥を爲る者有り。世世統を紙辟する 

もつ ^ な かくこれ き そ はう ひやく*;.;>か こ 

を以て事と爲す。客之を聞きて、其の方を百金に賢はんと請 

へり。族を聚めて謀りて日く、&世世恍を齡齡するを f すも、 

ri--^i す いまいつてう ぎ ひやくきん ひさ こ こ h 

數金に過ぎず。今一朝にして技を百金に鬵ぐ。請ふ之を與へ 

ん、と。 

恵子が荘子に話しかけた。「魏王が大辄の種をわたしに下さったので、それを^*いたと ころ、 成長して 五 S ? も 入るほど 
の実がなった。そこで水を入れてみたところ、重くて持ちあげられない。二つに割って瓢に しようと すると、ぽろぽろ欠け 
て何か汲める段でない。たしかにすばらしく大きかった e ですが、役に立たないので打ちく だいてしまいましたよ。」「先生 
は大きいものの用いかたが、蒙下手ですな。宋の国にひび薬を上手に作る男が いましてね。 その男の家は、綿の漂白を代 
代やっていたのです。旅人がうわさを聞いて、薬の作りかたを百金で 買おうと申し出 ますと、その男は家族を集めて 相談し 
たものです。『家では綿の漂白を代々やっているが、収入は知れたもの。今この製薬法を売れば忽ち百金が手にはいる。ど 
うか売らしてもらいたい。』 



ii o 恵子姓は恵、名は施。宋の人で、魏の大臣になった。学派では名家(辯者)に属する。 o 魏王魏の恵王。〇貽音 r ィ」。人に物 
をおくること。〇大瓠「瓠」はゆうがお。食用に供する。0実五石一説に「実は五石」と読み、「実」を果実と解く。〇水漿水液。〇其 
堅不能自舉一説に、もろいので水を入れて持ちあげられないと解する。〇瓢水や酒を汲むのに用いるもの。〇瓠落，ほろぼろ欠けおち 
る。〇啃然虚大なさま。〇掊打ち割る。〇不亀手之薬ひびあかぎれの薬。手に亀裂を作らないようにする薬の意。〇併游統綿を水で 
漂白する。〇方方法。薬の作りかた。〇百金重さ百斤の金。一斤は約二三九グラム。0»技百金薬を作る技術を百金で売る。 

客得乏以說，1吳王；越有 fe 。 吳王使=之將 
冬、與&人，水戰'大敗， I 越人；裂 511 而封 
之。能不 ii 手一也。或以封' 或?免1於 
併 S 游統 I 則所 i 用之異也。今' 子有11五石 
之瓠(何不1以爲矢樽；而浮¥江湖； 

而憂：真瓠落無所 i 容。則夫子猶有 ii 蓬之心 
也夫’ 

ii ^ 旅人はその薬を手に入れて、呉王に薬の功能を話しました。越が呉を襲ったとき、呉王はこの男を指揮者にしました 
が、冬、越軍と舟合戦をして、大いにこれを打.ち破ったので、土地を割いて与えたのです。(薬によって)手にひびあかぎ 
れを作らぬ点は同じです。それでいて、領主になるものもあれば、綿の漂白から抜けきれないものもある。それは用いかた 
が違うからです。現在、五石いりの瓠を持っていて、先生はなぜそれを大きい搏の形(舟)にして川や湖に浮かべて乗ろうと 
せず、ぽろぽろ欠けて容れものにならぬことばかり苦にするのです。やはり、先生にはすなおな心がないのですな0」 

0呉王呉は今の江蘇省一帯にあった国。その南に越があった〇〇越有難越の軍が呉に侵入したこと〇〇水戦舟合戦する〇〇慮 
一説に結綴{^)(しばりつける)の意。〇蓬之心よもぎは茎がまがっているので、こせこせした、まがった心に譬えてある。 

惠子謂二莊子-日、吾有，天樹；人謂— ; 一 ¥ て f 、？_り。 ,ふ。 把 
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。 かくこれ え もつ ご455 と 袅つ なんあ ごわ i れ し r 

- 客之を得て以て吳王に說く。越に難有り。吳王之をして將たら 

ふゆ 袅つじん すゐせん おほ 袅つじん やぶ ち さ これ 

一 しむ。冬、越人と水戰し、大いに越人を敗る。地を裂きて之を 

ほう ょてきん いつ ちるひ もつ ほう あるひ 

封ず。能く手を龜せざるは一なり。或は以て封ぜられ、或は 

くわう へいへき まぬか すなは もち ところ こと 

a . を淋游するを免れざるは、則ち用ふる所の異なるなり。 

い4しごせ.^こあ なんおもんばかもつだいそんな かう 

今、子、五石の瓠有るに、何ぞ慮りて以て大樽と爲して、江 

こうか そこらくい ところな うれ すな tt ふうし 

_湖に浮ばず、其の瓠落して容るる所無きを憂ふる。則ち夫子 

なょもぎこころあ 

猶ほ蓬の心有るかな、と。 



荘子 一五〇 

其大本擁腫而不 i 中-1繩墨；其小枝卷曲而 
不レ中_一規矩；*一之塗；匠者不一顧。今、子 
之言' 大而無 i 用。衆所， I 同去电莊子日 
子獨不一見， I 狸往 I 乎。卑 i 身而伏、以候敷者 
東西跳梁' 不 i 避嵩下；中，一於機辟；死，一於 
罔罟；今' 夫漦牛' 其大若=垂天之雲； 

此能爲 i 大矣'而不 ip 執一鼠。今' 子有天 
樹；患箕無甬'何不~樹=之於無何有之鄕 
廣莫之野；彷徨乎無爲=其側；逍遙乎寢 
臥其下；不一夭芹斧；物無，害煮無 i 所一可 
用、安所， I 困苦 I 哉。 

恵子が荘子に話した。「わたしのところに大木がありましてな、樗というのですが、幹は瘤だらけで、すみなわも引け 
ず、枝はひねくれて、定規もあてられないありさまです。道に立てておくと、大工は目もくれませんよ。あなたの話は、大 
きいばかりで役に立たない。誰も耳を貸してくれますまい。」「先生はたぬきやいたちを御存じでしょうな。身を低く伏せ、 
のこのこ出てくるやつを待っている動物ですが、あちこち跳びまわり、高下にお構いなしなものですから、しかけにかかっ 
たり、網で命を落したりします。漦牛というやつは、大きさが天に垂れこめた雲ほどで、これは大きいしごとはしますが、 
鼠を捕らえることができません。今、先生のところに大木があって、役に立たぬのを御心配のようす。これを何もない土地 
やひろびろした野原に植え、のんびりと何もせずにその側にい、屈託なくその木の下に寝そべろうとは、なぜ、なさらぬ。 
その木はまさかりやおのに命を縮められず、他物の害を受けないのですから、役に立たずとも、何で苦にするところがあり 
ましようぞ OJ 


たいほん ようしよう じようぽく あた そ せう L けんきよく きく 

の大本は擁腫して繩墨に中らず、其の小枝は卷曲して規矩に 
中らず。之を塗に立つれば、匠者顧みず。今、子の言、犬に 

よ5な しゆう おな さ ところ さうしい ii しひと 

して用無し。衆の同じく去る所なり、と。荘子日く、子獨り 

りせいみ み ひく ふ もつ あそ もの ま とうざい 

狸独を見ずや。身を卑くして伏し、以て敖ぶ者を候つ。東西に 

てうり'?う かうげ さ きへき あた まうこ し いま か り 

跳梁し、高下を避けず、機辟に中り、罔罟に死す。今、夫の漦 

ぎう そ だい す*てん くも ごと こ よ だいな 

牛は、其の大なること垂天の雲の若し。此れ能く大を爲すも、 

ねずみとら あた いま し たいじゆあ そ ような うれ 

鼠を執ふる能はず。今、子に大樹有りて、其の用無きを患ふ。 

なん これ むかいぅ きやぅくわぅばく v> う はぅくわぅ そ かたはら 

何ぞ之を無何有の郷、廣莫の野に樹袅、彷徨として其の側 

な な せう t う そ した しんぐわ きんぷ えう 

に爲す無く、逍遙として其の下に寢臥せざる。斤斧に夭せら 

もの がい ものな もち ぺ ところな いづく こんく 

れず、物に害する者無し。用ふ可き所無きも、安んぞ困苦す 

ところ 

る所あらん。 



〇樗木の名。悪臭のある葉を持ち、幹も枝も役に立たない。〇擁腫はれあがる。木にこぶの多いこと。「擁」は「臃」の仮借字0 
〇不中繩墨すみなわがうまく引けない。〇不中規矩ものさしがうまくあてられない。「規」はコンパス、「矩 j はものさし。枝がひねくれ 
ているのでコンパスやものさしが用いられないのである0前の句とともにこの木が材木にならない ことを いう。〇匠者大工〇 〇狸驻；^ か 
きやいたち。〇敖あそびあるく。 r 遨」に同じ。〇中於機辟しかけにかかる。〇罔罟獣を捕らえる 網 0 0 漦牛長い尾を 持つ 黒 牛〇農 
耕などに用いる。 r 漦」は r 犛」の仮借。〇無何有之郷何ものもない土地。0広莫之野ひろびろとして人のいない野原。「莫」は無。一説 
に、「莫」は大、広大の野をいう〇 〇彷徨•逍遙何ものにも拘われず、のびのびしている こと 〇 0夭わか死にする。 

Bn 恵子と荘子の間にかわされた二つの話は、仮に題をつけるとしたら、いずれも「無用の用」でよいであろう。現に無用の物も、見方を 
変えれば有用になるというのである。ただ、有用な点に問題がある。大瓠については、これで大樽を作り、江湖に浮かべよと言い、樗につい 
ては、無何有の野に植え、その下に横臥せよと言う。いずれも超俗的な有用である。俗的な目で無用と見えても、超俗的な 目には 有用と見え 
る、 つまり 俗に拘泥するなというのが荘子の言いたいところであろう。 



荘 子 I 五一一 

齊物論第二 

la 斉物論とは、物論を斉一にするということである。物論とは雑論であり、諸子の思想、殊に儒家を筆頭に楊墨、ならびに辯者の考えか 
たを指していう。荘子はこれらの思想や考えかたに徹頭徹尾批判的である。世の乱れるのは、これらのものがあるからだという。なぜなら 
ば、これらは事物に区別を設け、それに小知をはたらかせて歪めてしまう。自然のままにしておいてこそ、人は平和に過ごせるからである。 
従って、この篇の中では、人知によって作られるいろいろな事象がつぎつぎに批判されていく。荘子の主意はこの一篇のうちにすべて述べら 
れているといっても過言でない。 

南郭子綦隱 X 而坐、仰 i 天而噓。荅焉似 
喪一萁锅；顔成子游立幕乎前；日、何居 
乎。形固可一使 k 如，槁木；心固可 i 使 i 如， I 死灰 
乎。今之隱九者' 非=昔之隱 A 者 I 也。子 
綦日' 偃' 不=亦善 I 乎' 而問 k 之也。今者 
吾喪>我。汝知乏乎。汝聞，入籟 I 而未 k 聞地 
籟；汝聞 I 地籟|而未 ip 天籟一夫。 

^3南郭子綦がひじかけに凭れて坐り、天を仰いでほっと息を吐いた。ぼうっとしてわが身を忘れているようだ。顔成子 
游はその前に立ち控えていたが、「先生の御様子は、どうしたわけですか。いったい、外形は枯木のようにできるものであ 
り、心は冷えた灰のようにできるものなのでしょうか。今、ひじかけに凭れた先生の姿は、きのうまでの同じ姿と違います 
ね。」と言った.〇「偃よ、君はなかなか好い質問をするね。現在、わたしはわたしというものを忘れてしまったのだよ。きみ 
にはそれがわかるだろうか。きみには人籟が聞こえても地籟は聞こえないし、地籟が聞こえても天籟は聞こえないからな。」 
ii 〇南郭子綦楚の昭王の庶弟。南郭は子綦が住んでいた所。0几ひじかけ。集釈本.集解本は「机」に作る。〇噓息を吐く。〇荅 


なんく 45 くしき きよ ざ てん ちふ うそぶ たふえ.；> そ 

南郭子綦、几に隱りて坐し、天を仰いで嘘く。荅焉として其の 

ぐう うしな に がんせいしいう まへ りつじ いは なん 

耦を喪ふに似たり。顔成子游、前に立侍す。日く、何ぞゃ〇 

かたち もと かうぽく ごと ベ こころ もと しくわい ごと 

形は固より槁木の如くならしむ可く、心は固より死灰の如く 

ベ いま き よ もの むかしき よ もの あら 

ならしむ可きか。今の几に隱る者は、昔の几に隱る者に非ざる 

L きいは えん またよ なんぢこれ と 

なり、と。子綦日く、偃、亦善からずや、而の之を問ふこと。 

いま b れ われ うしな なんぢこれ し なんぢじんらい き いまち 

今、吾、我を喪へり。汝之を知るか。汝人籟を聞きて未だ地 

らい き なんぢちらい き いま てんらい き 

籟を聞かず、汝地籟を聞きて未だ天籟を聞かざるかな、と。 



焉我を忘れるさま。原本は r 嗒然」に作る。集釈本に従った。〇耦「寓」に同じ。心の寄る所、身体をいう。郭象の注は「匹」と解く。 
「匹」は配耦者。〇顔成子游-子綦の門人。姓は顔、名は偃、字は子游、諡は成。〇立侍乎前子綦の前に侍っている。長者に侍るとき、立 
っているのが礼である。集釈は、質問しようとしたので立ち上がったと解く。〇何居乎「居」は「其」などと同じく疑問詞につく語助。「乎」は 
衍字。子綦のようすを見てその理由を尋ねたのである。〇槁木•死灰枯れた木、冷えきった灰。ともに生命を失って活気のないもの。〇而 
問之也 r 而」は汝。〇人籟人の吹く笛の音。籟は簫の一種。〇地籟風が作り出す音を笛の音に譬えている。〇天籟空に鳴る自然の響。 

子游日■敢問， I 其方一子綦日、夫大塊噫 
氣'其名爲一風。是惟無 i 作' 作則萬竅怒 
時。而獨不藺-一之翏翏一乎。山林之畏隹、 

大木百圍之竅穴' 似 a 鼻' 似>口、似一耳、 

似玩'似_似白'似|洼煮似=汚者： 

激者' 謫者' 叱者' 吸者' 叫者' 讓者 
突者' 咬者' 前者唱>于'而隨者唱初。 

泠風則小和' 飄風則大和。厲風濟則衆 
竅爲 i 虛。而獨不一見，，之調調之刁刁 I 乎。 

I 「三籟の道理をお聞かせ願えましょうか。」「大地の吐く気、その名を風というが、これが起こらないときは別とし 
て、起こると、いろいろな穴が激しく鳴る。きみには風のひゅうひゅう鳴る音が聞こえるじやろう〇 ( 風が吹いて)山林が 
揺れ動く。百かかえもある大木の穴、鼻に似、口に似、耳に似、ますがたに似、！!に似ている。臼に似たのもあれば、浅深 
とりどりの水たまりに似たものもある。(これらの穴が風を受けて、)ざあざあ、ぴゅうぴゅう、ぎいぎい、すうすう、きゅ 
うきゅう、わあわあ、ごうごう、ちいちいと鳴る。前の風がひゅうと鳴ると、次の風がごうっと鳴る。そよかぜには小さく 
応じ、大風には大きく応じる。烈風が止むと、どの穴も静かになる。静かになると、そこで、調和のよく取れた自然の姿が、 
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しいういは&■へそはう と しきいは か だいく. c い あい 

子游日く、敢て其の方を問ふ、と。子綦日く、夫の大塊の噫 

き そな かぜ な こ ただおこ な おこ すなはばんけ5 

氣は、其の名を風と爲す。是れ惟作る無きも、作れば則ち萬竅 

どがう なんぢひと これ れうれう き さんりん ゐつゐ 

怒唔す。而獨り之が翏翏たるを聞かずや。山林の畏隹する、 

たいぽくひやくゐ けうけつ はなに くちに みみに けいに けん 

大木百圍の竅穴は、鼻に似、口に似、耳に似、析に似、圈に 

に う-3-に わしや に うしや に げき もの かう もの 

似、臼に似、洼者に似、汚者に似たり。激する者、請する者、 

ひつ もの きふ もの けう もの が5 もの - t う もの かう 

叱する者、吸する者、叫する者、讓する者、突する者、咬する 

もの んしや5 とな ずゐ L やぐ とな れいふう すなは 

者ありて、前者于と唱ふれば、隨者喁と唱ふ。泠風には則ち 

せ5わ へう.ふう すなは だいわ れいふうや すなはしゆうけうきよ 

小和し、 II 風には則ち大和す。厲風濟めば則ち衆竅虚たり。 

なんぢひと これ て5て5 これ てうてう み 

而獨り之が調調たると之が刁刁たるとを見ずや、と。 



荘 


子 
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きみの目に映るであろう。 

〇敢問其方 r 敢 j は遠慮の気持を表わす。目上の人にものを問うとき、しばしばこの字が用いられる。「方」は道理。三籟についての道 
理をいう。〇大塊噫気大地が吐く息。この句は、風を大地の呼気と考えているわけである。〇是惟無作この下に「則己」の二字が略された 
形。風は吹かなければ、それまでだ。 r 是」は風を指す。〇万竅 r 竅」は穴。「万」は数の多いこと。〇怒哨すさまじい音を出す。「怒」はは 
げしいこと。 r 唔」は叫ぶ。 0 PP 風が遠くから吹いてくる音。〇畏隹木が激しく揺れ動くさま。奚侗の補注は山の峻しいさまと解き、山 
林の「林」を「陵」に改めている。〇大木百囲大木の百かかえもあるもの。〇枬ますがた。柱の上部の四角な木。清の供頤煊は、「妍」は 
r 妍」に同じと解く。 r 妍」は頸部の長い瓶。〇圏杯。〇洼深い水たまり。〇汚浅い水たまり。〇激水がはげしく流れる音。〇謫矢 
の飛ぶ音。〇讓大声で泣くょうな音。〇突穴の中で聞える重い反響。〇咬鳥の鳴くょうな澄んだ音。激から咬に至るまでの文字は、す 
ベてその持つ音によって風の音を表わしている。〇于•喁ともに音を表わす。風の音が前後相和することをいう。0泠風そよ風。〇飄風 
旋風。〇厲風烈風。0済止む。〇為虚むなしい形となる。音を立てない。〇調調•刁刁 ともに 調和のよくとれたさま。 r 刁」は「司」。 


子游日、地籟則衆竅是已。人籟則比竹 
是已。敢問，夫籟【子綦日' 夫吹一萬^同' 
而使萁自芑也。咸其自取。怒者其誰邪。 


t いぅいは ちらい すなは しけぅこれ じんらい すなは ひちくこれ 

子游日く、地籟は則ち衆竅是のみ。人籟は則ち比竹是のみ。 

あへ てんらい と しきいは そまん ふ おな 

敢て天籟を問ふ、と。子綦日く、夫れ萬を吹きて同じからず、 

それ おのれ よ4なそ みづか と ど もの 

其をして己に自らしむるなり。咸其れ自ら取る。怒する者は 
其れ i ぞや、と。 


「地籟はいろいろな穴がそれですし、人籟は笛がそれだとしまして、天籟についてお伺いしたいのですが。」「いろいろ 
な物を吹いて、違った音を立てさせるが、それはめいめいに任せているのだ。すべて鳴るもの 自ら 取る結果じゃな、激しく 
なるのは誰がさせるかといえば。」 

-la 〇比竹竹を並べて作った笛。蕭の類。〇使其自己己(木の穴)の形の相違によっていろいろな音を出させること。一説に、「其をし 
て自ら已2ましむ。」と読み、各々その性を得て満足するようにする意と解する。〇怒者其誰邪激しく鳴るのは、いったい誰がそうさせる 
のか。「怒」は前の怒喝の意。 r 咸其自取、怒者其誰邪。」は、「怒者其誰邪。咸其自取。」を倒置したもの。 
i 南郭子綦の話の主眼は天籟にある。天籟は万物を鳴らすものではなく、万物がめいめいの音を立てて鳴ることをいう。万物の存在なり 
活動なりをそのままにして包んでいく天ともいえよう。自らの力は決して加えようとしない。すべてを自然のままに任せておくものである。 



これに対して、人籟や地籟は力が介在する。天籟の足もとにも及ばぬものである。しかし、地籟の説明はすさまじい。音を立てるものの形や 
風の音の描写が細かく、この文章を読んでいると、形が目の前に現われ、音が耳の側を通っていく感じがする。荘子の文章が名文といわれる 
のも尤もである。 


大知閑閑' 小知 閒閒。 大言炎炎、小言 
詹詹。其寐也魂交、其覺也形開。與接 
爲 i 構，日以一心鬭。縵者' 窖者’密者。 

小恐惴惴'大恐縵縵。其發若=機括；其 
司基非 I 之謂也•其留如， M 盟；其守餘之 
謂也。其殺如， I 秋冬；以言，真日消一也。其 
溺之所一爲之、不％ fei 復一之也。其厭也如一 
緘'以言，真老洫 I 也。近宛之心、夢使レ？ 
陽也。 


だいち かんかん せ* T , ち かんかん だいげん えんえん せうげん せん 

大知は閑閑たり、小知は閒閒たり。大言は炎炎たり、小言は詹 

せん そ い たましひまじは そ さ かたちひら とも 

詹たり。其の寐ぬるや魂交り、其の覺むるや形開く。與に 

せつ こう な ひ こころ もつ とう まん もの かう 

接して構を爲し、日に心を以て鬭す。縵なる者あり、窖なる 

もの みつ もの せうきよう ずゐずゐ だいきよう まんまん 

者あり、密なる者あり。小恐は惴惴たり、大恐は縵縵たり0 

そはつ きくわつ ごと そ ぜひ つか S ど いひ 

其の發すること機栝の若しとは、其の是非を司る謂なり。 

そ とど しよめい ごと そ かち まも いひ そ さい 

其の留むること詛盟の如しとは、其の勝を守る謂'&り。其の殺 
すること秋冬の如しとは、以て其の日に消ゆるを言ふなり。其 

でき な ところこれ ふく ぺ そ おさ かん 

の溺の爲す所、之を復せしむ可からず。其の厭へらるるや減の 

ごと もつ そ. お ふか い しちか こころ 

如しとは、以て其の老いて恤きを言ふなり。死に近き心は、 
陽に復せしむる莫し。 


りっぱな知慧はゆったりしているが、つまらぬ知慧はこせついている。りっぱな言葉は美しいが、つまらぬ言葉はく 
どい。(小知小言の人間は)眠ると夢を見、目が覚めると活動する(ありさまで、少しも心の休まるときがない)。また、物 
に接して争いを起こすと、一日中争いに心を費やすのだが、(その争いかたには、)のんびりしたのもあれば、深刻なのもあ 
れば、隠険なのもある。(彼らは常に人の指弾を恐れるのだが、)恐れの小さいときは、びくびく程度で、それが大きくなる 
と意気沮喪してしまう。さて、(小知.小言•小恐の人間を見たぱあい、)現われかたが、ばねやためぎにはじかれたようだ 
とは、心が事の是非を掌るときのこと。とどめかたが誓いのよう(に堅固)だとは、自分の勝ちを守っていくことをいう。殺 
ぎかたが秋や冬のようだとは、勢いが日々に衰えること、つまり欲に溺れた結果は元に戻せぬという意味だ。抑圧は封じこ 
めに等しいとは、老人になってからも欲が盛んで、かえって欲に抑えつけられることをいったもの。死に近づいた5は、二 
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度と盛んにはできない。 

ii 〇大知.小知逍遙遊篇(一四〇ぺージ)の通釈.余説を参照。〇閑閑ゆったりしたさま。〇閒閒こせこせしたさま。〇大言り 
っばな言葉。〇炎炎美しく盛んなさま。陸徳明の経典釈文にある李頤の説は「炎」を「淡」に作る。「淡淡」はさっばりして是非に拘泥しな 
いさま。〇詹詹つまらぬことをごたごた並べるさま。〇魂交夢をみる。〇形開外にある器官が活動を始めること。〇為構騒ぎを起こ 
す。「構」は乱を構えること。一説に r 構」は合、交わること。〇縵ゆるやか。〇窖深い。元来の意味は食料を蔵するあなぐら。〇密計 
画の行きわたること。縵•窖•密は心闘を三種に分けていったもの。〇小恐■絶えず何か起りはしまいかと恐れる心。〇惴惴びくびくする 
さま。〇大恐ふだんは平気でいて、何か事が起るとひどく心配する心。〇縵縵心の平静を失って、しまりのつかないさま。〇機栝「機」 
は矢を発するところ。ばね。「括」はためぎ。いずれも力をためておくもので、外すと物が勢いよくはねる。〇司是非「司」は主る、「是非」 
は判断すること。心が物の是非を判断することをいう。「其発若，一機括-->其司， 一 是非一之謂也。」は比喩による説明で、前後倒錯している。即ち、心 
が是非の判断をするとき、その激しさは機栝のようだということ。この後の文も同じ書きかたになっている。〇詛盟誓い。誓いは変えられ 
ないので、状態を長く続ける「留 j の比喩に用いる。〇其殺如秋冬秋から冬にかけて草が枯れ、木の葉が落ちて生気を失うように、勢いの減 
退すること。0其日消人の精力の日々に衰えること。〇其溺之所為之「溺」は利欲に溺れること。「為之」の「之」は語助詞。一説に「為之」 
の「之」を往と解し、下句につける。後者のばあい、次の句は「之不：，可 k 使 k 復 k 之也」となり、その意味は「一度先に進むと、もとに戻すこ 
とができない L ? となる。〇其厭也如緘「厭」は音「ニフ」、抑圧すること。 r 緘」は封緘する。一句の意味は、欲に抑圧されて自由のきかぬ 
こと。〇老洫年老いて欲心の深くなること。 r 洫」は音「ィッ」。一説に r 洫」を敗壊と解し、年老いて衰える意とする。〇陽さかん。 
H — 知.言•恐について大小の別を立てているが、大部分は小についての批判である。恐は恐れるといった文字通りの意味であるが、これ 
を情と受け取れないこともない。なぜならば、この段の後に続くのは、知と言と情の問題だからである。 

喜怒哀樂' 慮嘆變慜 ' 姚佚啓態。樂出 
虛、蒸成 i 菌、日夜相 S 代乎前 f 而莫一知其 
所 f 萌•己乎、已乎。旦暮得 i 此'其所，一由 
以生孕。非 i 彼笋我、非 i 我無 i 所 i 取。是亦 
近矣。而不 i 知真所， I 爲使一 


きどあいらく りよたんへんせ^え5いつけいたい がく きよ い じよぅきん 

一 喜怒哀樂、慮嘆變憝、姚佚啓態あり。樂の虛より出で、蒸の菌 

な にちや まへ あひかは そ きざ t こ6し な 

を成すごとく、日夜、前に相代りて、其の萌す所を知る莫し。 

や や たんぽ これ ぅ そよ もつ しや5 

已まんか、已まんか。日一暮、此を得るは、其の由つて以て生ず 
る所か。彼に非ざれば我無く、我に非ざれば取る所無し。是 

i たちか しか そ ため をし ところ し 

れ亦近し。而るに其の爲に使むる所を知らず。 



ii 人の 心の動きには、喜怒哀楽、憂慮悲嘆や変転憂欝、あるいはうわついたり放逸になったり、欲情が動いたり媚態を 
作ったりといったものがあるが、この心の変化は、あたかも、音楽の音が管の空虚なところから出、朝菌が地気の上るとこ 
ろに生じるといった自然の変化と同じである。(心の変化が)夜となく昼となく、目の前につぎつぎに現われてくるが、そ 
れがどこに芽生えるのか分からない。その1^鑒はやめることにしようが、朝な夕な感情の生起があってこそ、われわれは生 
きていけるのである。感情を外にしては、我の存在はなくなるし、我を外にしては、感情の取りどころ(現われどころ)が 
ない。この考えかたは、たしかに道理に近いのだが、誰がいったいそうさせているのか、それが分からない。 

1〇変愁心が変ったり、欝陶しくなったりする。〇姚佚心がうわついたり、気ままになったりする。〇啓態欲情を起こしたり、し 
なを作ったりする。〇菌朝菌(朝生えて晚には枯れる茸)。〇已乎いたずらに穿鑿するのを止めよということ。劉武の集解内篇補正は、 
「己」を己の意に解し、「情はそうだけれども自分のほうは……」と、下句に連ねる。〇非彼無我…彼我共存の関係にあることをいう。「彼」 
とは情を指す。郭象注は「彼」を自然と解いている。郭象注に従うと、これ以下の文章は新しく起こされたものになり、前との連絡がつきに 
くいこと になろう。〇是亦郭象注は、自分と自然とが近いと解く。 

若％,眞宰一而特不ブ得，一其朕；可 i 行已信 • 

而不 i 見，萁形；有 a 情而無一形。百骸•九竅•六 
藏'賅而存焉。吾誰與爲 i 親。汝皆說レ之 
乎、其有 k 焉•如皆有 if 臣妾一乎。其 
臣妾不 i 足， I 以相治 I 乎•其遞相爲，宭臣 I 乎。 

其有_1眞君存|焉。如求得_萁情1與禾每、無< 

益5損乎其眞； 

H 造物主がいるようだが、その姿は見あたらない。人の心情を動かせるのは、甚だはっきりしているが、形が見えない。 
実体はあるのだが、形がないのだ。(さて、われわれのからだに例を取って考えてみよう。)われわれのからだには、百骸. 
九竅•六臟がすべて具わっているが、われわれはそのうちどれに愛情を示すというのだろう。きみはすべてに愛情を示すの 
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しんさいあ ごと しか ただそ あとえ ゆ ぺ 

眞宰有る若し。而れども特其の朕を得ざるのみ。行かしむ可き 

t な文 しん しか そ かたち み じやうあ かたちな 

こと！ if だ信なり。而れども其の形を見ず。情有れども形無 

ひやくがい きうけう りくざう そな そん われたれ した な 

し。百骸.九竅.六藏、賅はりて存す。吾誰と親しみを爲さ 

なんぢみなこれ ょろこ そ わたくしあ かく ごと みなしんせふ 

ん。汝皆之を說ばんか、其れ私有らんか。是の如きは皆臣妾 

お そ しんせふ もつ あひをさ た そ たが 

たる有らんや。其れ臣妾は以て相治むるに足らざるか。其れ遞 

あひくんしん そ しんくん そん あ も もと そ 

ひに相君臣たらんか。其れ眞君の存する有るか。如し求めて其 

じやう うえ そしん えきそん な 

の情を得ると得ざるとは、其の眞を益損する無し。 




荘子 一五八 

か、それとも差別を設けるのか。(いずれにしても)それらはすべて臣妾のように仕えてくれるだろうか。臣妾たちは、互 
いに治めあえないのだろうか。それとも、交互に主君となり臣下となりあうものなのだろうか。実は真君なるものがあるの 
である。しかし、この真君なるものは、その本来の姿が求められようと求められまいと、その真価には増減がない。 

〇真宰宇宙の支配者、造物主。〇朕痕迹。〇可行已信物の情を動かせることは、はなはだはっきりしている。「行」は運動させ 
ることで、上に述べた諸疼禱を起こさせる意。「信」は徴 ( LL る)で、はっきりしていること〇 〇有情而無形実情はあるが、形としてあらっ n 
ない。情は実情(事実)。真宰のはたらきと思われる事実が、その結果から見て存在するのであるが、それが具体的の形を取って現われない 
ことをいう。〇百骸百の骨節。百は数の多いことを表わす。〇九發身体にある九つの穴。目•耳•鼻 •口 および下半身の二つの穴〇〇六 
蔵六の内臓。心•肝•脾•肺•腎(腎は二)をいう〇 〇賅而存焉百骸•九竅 • ハ臓が備わって一身を作っている〇「賅」は備〇宇宙の万物 
に譬える〇 〇吾誰与為親自分はどれに親しもう〇骨や内臓などのうち、どれか一つに特別な親愛の情を示すわけではないの意。「誰与」の 
二字は「誰」 が疑問詞なので、この形を取る。「誰与」と読む。〇汝皆説之乎、其有私焉「説」 は 喜ぶ。 「私」 は私情。それぞれに特別な親 
愛の情を 示せば、 私情を働かせることになって好ましくない意 0 0臣妾人に使役される身分の賤しい男女〇 〇真君真宰と同じものを指す 
が、 ここでは君臣という言葉が用いられているので、真君という。この真君のもとに、百骸•九竅•六臓は動いているというのである0 

喜怒哀楽などの感情は、自分の心の動きであるが、荘子 は、 その萌す所を知るなしといって、その根源に疑問を投げかける。感情は対 
象によって起こるのであるが、対象を切り離し、心の動きのみについて見るならば、多くの変化がある ことにな り、 不可思議ともい える であ 
ろう〇荘子はこの根源を真宰と称し、感情を_然と見た。 この 感情は 否認さるべき ものでない 〇 人の生をこれに結びつけヒところに、これが 
見られる。 

荘子は 人知の.こざかしさに基づく 行為を 嫌悪し、 自然に従うべき ことを 主張す る。しかし、 自然には 存在を含めた動きがある。この動きは 
秩序 あるものと 見られ、それを支配す るものの 存在が 考えられていた。真宰と はま さにその間の事情を示すものであろう。 

一受-萁成形；不 i 亡以待 JS 。 與鉍相刃相 T たび k の黯をぞく S 、 @ ずして S てぎくるを纪 て。 铖 
靡.其行卽馳'而臭，，之能止？不，赤,乎。と髒し PI、k の t 打くこと &する& くにして、 おを紀 
終身役役' 而不真真成功 I 茶然疲役、 く itj むる賢し。凝しからずや。 aiis として、 把の 繫を 
而不知，-其所►歸 。可き 哀邪。人謂-一之不死、妃ず。§ として i し、 k の f る№1を r ず。11 し—る 



奚益。其形化、其心與 i 之然。可 % i 謂，一大 
哀 I 乎。人之生也' 固若 fe 芒乎。其我獨 
芒、而人亦有_1不 i 芒者 I 乎。 


可けんや。人之を死なずと謂ふも、奚んぞ益あらん。其の形 

くわ そ こころこれ しか だいあい い ぺ ひとぅ 

化し、其の心之と然り。大哀と謂はざる可けんや。人の生ま 

もと かく ごと くら そ われひと くら ひとまたくら 

るるや、固ょり是の若く芒きか。其れ我獨り芒くして、人亦芒 

ものあ 

からざる者有るか。 


人は一たび形を受けて生まれてきたならぱ、生命を害うことなく、自然に死ぬのを待つことだ。それを、周囲の物に 
逆らいそれと争うょうでは、一生は駆け足で過ぎ去り、その足を止め(長生きす)ることはできまい。悲しいことではある 
まいか。生涯、心を痛めながら、その効果が現われず、くたくたに疲れても帰るところが見つからない。哀れではあるまい 
か。生きているょと世間から言われても、何の得になろう。これはからだが衰えて老人になると、心もそれに伴うことだか 
ら、大きな悲劇と言うべきであろう。人がこの世にあるときは、もともとかくも愚かなのであろうか。それとも、自分だけ 
が愚かで、人には愚かでない点があるのであろうか。 

IM 〇成形固定した形。人の体。〇不亡以待尽「亡」は無理をして命を失うこと。 r 尽」は自然に命数の尽きること。〇相刃相靡「刃」 
はそこなう、「靡」は磨擦を起こす。〇其行如馳一生の経過を馬の駆けるに譬え、その速かなるをいう。「行」字の下、諸本では概ね r 尽」 
の一字を加えてあるが、馬叙倫の説に従って、これを省いた。〇役役心を疲らすさま。〇茶然疲れはてたさま。〇其形化からだが変 
化する。年老いて体力の衰えること。〇芒暗くて物の道理がわからない。 
la 人は誰しも長寿を願う。荘子は、「亡はずして尽くるを待て。」という。自然に任せよというのである。「亡う」とは、物に逆らう結果生じ 
ることがらである。生死の問題について、荘子はしばしば論じるが、常に自然に従うことを要諦としている。 

誰獨且無 i 師乎。奚 


夫隨 -I 其成心一而師 i 之、 

必知一代而心自取者有 i 之。愚者與有 i 焉。 

未 k _ 乎心 M 有- - 是非【是今日適>越而昔至 
也。是以一無 一有 爲 i 有。 無 一有 爲 一有、 雖 一有11 神 
禹一且不 a 能 i 知。吾獨且柰何哉。 

内篇斉物論第二 


夫れ其の成心に隨ひて之を師とせば、誰か獨り且つ師無から 

いづく かなら かは し こころみづか と ものこれあ 

ん。奚んぞ必ずしも代るを知りて心自ら取る者之有らん。 
愚者も與りて焉有り。未だ心に成らずして是非有るは、是れ 
今日越に適きて昔至るなり。是れ有る無き'^以て有りと爲す 
なり。有る無^を^:、りと爲さば、神禹有りと雖も、且つ知る能 
はず。吾獨り且つ柰何せん。 

一五九 



荘 


子 


六〇 


そもそも成就した心に従い、この心を師とするならば、誰にでも師はあることになる。目の前で交代に現われる感青 
がわかってこそ、心に師が取れると何で限ろう。愚かな人にも成心は備わっているのだ。心に成見もないのに、是非の判断 
を持つのは、今日越に出かけて、昨日到着したというようなもの、つまり、 あり もしないことをあるということになる 〇あ 
りもしないことをあるというなら、禹のようなりっぱな人物が現われても、その理窟はさっぱり分からないであろう。本人 
にどうなるというのだ。 

1〇成心何か一定の意見を持つようになった心。〇奚必知代而心自取者有之この一句は、下句の愚者に対して、賢者をいったもの。 
「代」は前段にある「日夜相 n 代乎前-」の代を受ける。代りあうものの芽生えは、普通には分からないのだが、知をはたらかしてそれを知ろ 
うとするのは、賢をもって自任するもののやることで、よけいなことだというのが、荘子の考えである。この一句を郭象注は次のように解す 
る。「成を不成に代えるのは、知のことと違い、心の自得である。故に愚者もその成心を師とする〇」郭注によると、代字のところに句点がは 
いる。もっとも、郭注は「成心」を「一身の用を制するに足る心」と解き、一身を完全に支配する方面から見ている〇 〇今日適越而昔至事 
の不合理をいう。この語は天下篇に恵施の語として出ている。〇神禹禹は古代の帝王。夏王朝を開いた。神はその美称〇 〇吾ありもしな 
いこと をあるという人を指す。郭象注は荘子の一人称と見ている。 

33^この文章の前半は難解である。誤字あるいは脱文があるのではなかろうか。 


夫言非 A 吹也。言者有 A 言。其所 A 言者、特 
未レ定也。果有 JW 邪、其未，一嘗有晉邪。其 
以爲萬，一於鷇音；亦有 k 辯乎、其無>辯乎。 
道惡乎隱而有_眞僞 一 言惡乎隱而有-一是非 f 
道惡乎往而不 A 存。言惡乎存而不 A 可。道 
隱 -1 於小成；言隱菸榮華一故有，一儒墨之是 
非一以是-萁所 > 非、而非_萁所每。欲一其 
所”非、而非真所，是、則夢萝以，明。 


そこノ*^ん すゐ あら げん もの げんあ そ い ところ 

夫れ言は吹に非ざるなり。言なる者は言有り。其の言ふ所の 

4の* 上 •た v :± さだ はた げんあ そ いま かつ げん 

者、特未だ定まらざるなり。果して言有るや、其れ未だ嘗て言 

あ そ もつ こぅ ね こと な またべしあ 

有らざるや。其れ以て鷇の音に異なりと爲すに、亦辯有るか、 

そ， f んな みちいづ かく しんぎ&げんいづ ”く 

其れ辯無きか。道惡くにか隱れて眞僞有る。言惡くにか■れて 
是非有る。道惡くにか往くとして存せざる。言 si , くにか存する 

か みち せぅせい かく げん えいぐわ かく ゆ表 じゆ 

として可ならざる。道は小成に隱れ、言は榮華に隱る。故に儒 

ばく ぜひあ もつ そ ひ ところぜ そ ぜ 

墨の是非有りて、以て其の非とする所を是とし、其の是とする 

ところひ そ ひ ところぜ そぜ ところひ 

所を非とす。其の非とする所を是とし、其の是とする听を非と 

ほつ すなはめい もち しな 

せんと欲せば、則ち明を以ふるに若くは莫し。 



ii 言葉は音と違う。言葉とは、意味を持ったものである。しかし、(嬰児の口のきき初めは、)意味がまだはっきりして 
いない。とすると、そこには果して言葉があるのだろうか。それとも言葉がないのだろうか。ひなどりの鳴き声と違うとい 
われても、そこには区別があるのだろうか、それとも区別がないのだろうか。道は何に蔽われて真偽を出してくるのだろう 
か、言葉は何に蔽われて是非を出してくるのだろうか。道はどこにでも存在し、言葉は常に不可がない。ところが、道は小 
成に蔽われ、言葉ははなやかさに蔽われる。故に儒•墨の間の是非の議論が出、相手の非とすることを是とし、相手の是と 
するところを非とするようなことになる。相手の非とすることを是とし、相手の是とすることを非としたいなら、是非に拘 
われない明智を用いるのが第一だ。 

n 〇吹風が木を吹いたり、人が笛などを吹いて出す音。〇言者有言言葉には声(音)とともに意味があるとの意。〇其所言者特未定 
嬰児の声が言葉になっていないことをいう。〇餃鳥のひな。〇辯区別。〇道悪乎隠而有真偽道は元来相対的な真偽から超越したものな 
のに、そこから真偽の出てくるのはなぜだろうかと疑問を発する。「隠」は蔽われること。〇道悪乎往而不存道は到るところに存在するこ 
とで、道の偏在をいう。〇言悪乎存而不可自然のままの言葉は是非を超越しているので、どこにおいても不可ということがない。〇小成 
大成の反対で、小さく固まってしまうこと。人為の小細 H を指す。〇栄華はでなこと。質朴の反対。質朴な言葉の中に信があると荘子は考 
える。即ち、是非に拘泥してそれを強く主張すれば、言葉がはでになってくる。〇儒墨儒家と墨家。前者は孔子の教えを奉じ、堯•舜を尊 
び、仁義の道を行なうもの。後者は墨子の教えを奉じ、禹を尊び、兼愛の道を行なうもの。両者は戦国時代の代表的思想家で、相互にその是 
非を争った。 

i 言の定義ともいえるものが冒頭に述べてある。これを見ると、荘子の言説は、弁者を常に脳裏に置き、論理に基づいて論理を打破する 
といった点が窺える。この文章のなかに道の話が出てくるが、これは行文上のあやにすぎず、言の話を進める補助手段に用いられているので 
ある。なお「其所言者特未定也」を通釈では嬰児の言として解釈したが、これも言の一般的定義のうちに含め、言葉を概念的に担えるとき、 
それはただ言とのみいうべきであって、限定的意味をまだ持っていないものだ、というようにも理解できよう。 

物無 i 非一彼、物無一非 i 是。自 i 彼則不 i 見、自 
知則知 i 之。故日、彼出，一於是 f 是亦因一彼。 

彼是方生之說也。雖氣'方生方死。方 

内篇斉物論第二 一六 


物は彼に非ざる無く、物は是に非ざる無し。彼に自れば則ち見 

みづかし すなはこれ し ゆ袅 いは かれ これ い 

えず、自ら知れば則ち之を知る。故に日く、彼は是ょり出で、 

これ またかれ ょ ひしなら しやぅ せつ しか いへど なら 

是も亦彼に因る、と。彼是方び生ずる說なり。然りと雖も、方 



荘子 一六 二 

び生ずるは方び死.1-るなり。方び死す；は方び^ T ず '？ >なり。 
方び可なるは方び不可なるなり。方び不可なるは方び！'なるな 
り。是に因るは非に因るなり。非に因る Jt 是に因るなり。是を 
以て聖人は由らずして之を！に照ちす。亦是に因るなり。 - JiK も 
亦彼なり。彼も亦是なり。彼も亦一是诽にして、此も34 k 
なり。果して且つ彼是有るや、果して且つ彼是無きや。彼是其 
の偶を得る莫き、之を道樞と II 1 ふ。掴にして始めて其の跑中 

え もつ むきゆう お5 ぜ またいちむきゆう ひ またいちむきゆう 

を得て、以て無- II に應ず。是も亦一無窮なり。非も亦一無窮な 
り。故に日く、明を以ふるに若くは莫し、と。 

H 物には彼でないものもなく、此でないものもない。彼は彼の立場からは彼として現われないが、こちらがわかれば、 
(対象としての立場から)彼であることがはっきりする。故に「彼は此から出てくるし、此も彼によって立つ Lf という 。こ 
れは彼此の両者が並び生まれるという話である。しかしながら、見かたを変えれば、生は死であり、死は生であるし、可は 
不可になり、不可は可になる。また、是に拠ることは非に据ることになり、非に拠ることは是に拠ることになる。このよう 
に世の事象はすべて相対性を離れないので、聖人はそれに拠らず、天に拠って考えようとするが、これもやはり以上の理由 
によるのである。(相対面から言えば、)此も彼であり、彼も此である。従って彼も一つの是非であり、此も一つの是非であ 
る。このよ>に見ると、果して絶対的の彼.此の区別があるものだろうか、ないものだろうか。相対的な彼.此を越えた も 
の、それを道枢というが、枢なればこそ環の中心を占めて無限の変化に応じるのである。このように見れば、是も無限の変 
化の中の一つであり、非も無限の変化の中の一つである。故に「拘われぬ明智を用いるのが第一だ。」というのである。 

〇物無非彼、物無非是物は常に相対性を持っていること。即ち、一つの物をこちらから見ると彼になり、その物の立場から見るなら 
是になる。〇自知則知之藤沢東畝(江戸時代の儒者)は、自知の「知」は「是」の誤りという。この説に従えば、この句の意味は、「こちら 
の立場に立つと、相手(彼)が分かる0 J となる。〇彼出於是、是亦因彼彼.是は相対の関係にあること。是があればこそ彼があり、彼があ 
ればこそ是がある。〇方生「方」はならぶ意。0方生方死生死が並ぶこと。つまり、現在の生は過去の死を意味する。〇方死方生死生 


死方生。方可方不可。方不可方可。因レ 
是因 i 非•因 i 非因一是•是以聖人不 i 由而照 
之於天 I 亦因 i 是也•是亦彼也。彼亦是 
也。彼亦一是非、此亦一是非。果且有 II 
彼是-乎哉、果且無-1彼是 I 乎哉•彼是莫 i 得 ，I 
其偶；謂--之道樞一樞始得， I 其環中；以應 
無窮一是亦一無窮。非亦一無窮也。故 
日、莫 i 萝以 i 明。 



が並ぶこと。現在の死は将来の生を意味する。前の句とともに意味を取ればこのようになるが、結論としては、生.死の相対性を言ったも (n 
で、方向を変えて両方から説明してある。次に続く議論は相対性を基準にして展開されている。〇聖人不由而照之於天聖人は相対的是非の 
判断によらず、相対を越えた天の立場から事物を見ること。〇彼亦一是非是非が相対のものである以上、彼という一事物についても、見 yl > 
たによって、あるいは是となり、あるいは非となる。それを彼という事物の立場からいうなら、是非を同時に持っていることになる。〇彼具 
莫得其偶彼是いずれにしてもその相手が得られないもの、即ち相対の世界を越えたもの。〇道枢道を枢に臀える。 r 枢 j はとぼそ、上下 
のしきいに穿った穴。これに戸の支柱をさしこみ、戸の回転を円滑にする。回転する戸の最も重要な部分である。世の動きを戸の回転に髻4 
れば、その軸になるものが、枢に臂えられる道である。0枢始得其環中枢なればこそ環の中心を得る。「環中」は円の中心。戸の回転に卜 
つて描かれる線を環に譬える。変化の中心になっていて、そのものは少しも動かないので、現中を得るという。〇以応無窮「無窮」とは亦 
化のきわまりないこと。0是亦一無窮是も非も相対の事象なので、無限の変化の一つと見なされる。 


以レ指喩=指之非>指、不一罗以一非>指瑜 ， i 指之非” 
指也•以>馬喩=馬之非鳥' 不 if 以 i 非>馬喩= 
馬之非鳥也。天地一指也。萬物一馬也。 
可_一乎可 f 不；一可乎不可一道行一之而成、物 
謂レ之而然。惡乎然。然菸然；惡乎不 kr 
不 k 菸不>然。物固？所 i 然。物固有』所 i 可。 
無，一物不”然、無， I 物不，可。 


ゆび もつ ゆび ゆび あら たと ゆび あら もつ ゆび ゆ一 

指を以て指の指に非ざるに喩ふるは、指に非ざるを以て指の揭 
に非ざるに喩ふるに若かざるなり。馬を以て馬の馬に非ざる r 
喩ふるは、馬に非ざるを以て馬の馬に非ざるに喩ふるに若かざ 
るなり。天地は一指なり。萬物は一馬なり。可を可とし、不可 
を不可とす。道は之を行きて成り、物は之を謂ひて然り。悪に 
か然る。然るに然るなり。惡にか然らざる。然らざるに然らざ 

ものもと しかところあ ものもと か ところあ もの 

るなり。物は固より然る所有り。物は固より可なる所有り。物 
として然らざるは無く、物として可ならざるは無し。 


I 現実の指を標準にして比べ、問題の指が指でないといぅょりは、指でないもの(概念としての指)を標準にして比べ、 
問題の指が指でないといったほうがよい。同じく、馬を標準にして、問題の馬が馬でないというよりは、馬でないものを標 
準にして、問題の馬が馬でないといったほうがよい。(絶対の境地から見れば、)天地は一本の指であり、万物は一頭の馬で 
ある。(ところが相対の見方をするものだから、)自分の可とするものを一般に可と言い、自分の不可とするものを一般に不 
可と言う。さて、道はそこを通るので道となり、物は名称が与えられてそうなる。それならば、どういう点でそうなるの 
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六三 



荘子 一六四 

か。そのものの姿においてそうなっているのだ。どういう点で違ったことになるのか。そのものの違った姿において違って 
いるのである。物にはもともとそうなるものが具わっているし、物にはもともと可となるものが具わっているのだ。従っ 
て、すべての物はその物の姿を持っており、すべての物は可なのである。 

〇以指喩指之非指以指の「指」は、指に拘われた指。指之の「指」は問題になっている指らしいもの。非指の「指」は、まともな 
(概念としての)指。集釈は、最初の指は自分の指、次の指は相手の指、第三はまともな指と し、 この一句の意味を「自分の指を正しい指と考 
え、相手の指をそれに比較して指ではないと判断する」ことと取っている。〇不若以非指喻指之非指上にある「非指」とは、指に拘われな 
いこと。自分のものにしろ、相手のものにしろ、指を基準にするときは、そこに自他の区別、即ち相対の様相があらわれる。故に相対を越え 
た絶対の境地から、その価値を決定するのが第一だという。〇天地一指也一歩を進めて、物に拘われない立場から見るなら、天地は指と同 
じである。天地とか指とかいう名称に拘われるから区別ができるのである。荘子は拘われる態度を排斥した。下の「万物一馬也0」も同じ。 
〇可乎可自己に拘われた立場からいう。〇物謂之而然物は名称を与えられてそうなる。例えば、ある物の特色を取ってそれを馬と呼ぶと 
き、われわれは馬という名称によってその物を別な物から区別するが、最初にこれを牛と言ってもよいはずで、物には初めから名称があるわ 
けではない。それに人がある名称を与えて、始めてそういう物として扱う。〇然於然人がそうするのでそうなる。物本来の姿がそうなって 
いるわけでなく、人為によってそうなっているということ。例えば、：一刖に挙げた馬でも、馬という名称は人がつけたもので、その物に元来馬 
という名称があるわけではない。是非の判断でも同じで、事物にはもともと是もなければ非もない。それを人が是だとか非だとか言うのであ 
る〇 〇物固有所然物にはもともとそうなるものが具わっている。例えば、馬には馬になるものが具わっていて、それらの特色を人が提えて 
馬というのであって、人が馬と認めようが認めまいが、馬は馬として存在しているのである。故に「物として然らざるな し。」 という。 

故爲 fef 莛與>極、厲與，1西施 f 恢愧橘怪 一 
道通爲 J 。其分也、成也。其成也、毁 
也。凡物無，一成與鼗、復通爲 J 。唯達者 
知，一通爲二。爲，是不用一而寓，藷庸一庸也者、 

用也。用也者、通也。通也者、得也。 

適得而幾矣。因已•已而不知， I 其然 f 


故に是が爲に莛と楹と、厲と西施と、恢诡と谲11とを!.ぐれ 
ば、道として通じて一たり。其の分るるや成るなり。其の成る 

やぶ おょ もの な やぶ な またつぅ いつ 

や毀るるなり。凡そ物は.^ると毀るると無く、衝通じて一た 
り。唯達する者のみ通じて一たるを知る。是が不用を爲して ItK 
を庸に寓 す。 庸とは、用な り。 用とは、通な り。 通とは、得な 
り。適得すれば而ち幾し。是に因るのみ。のみにして其の船る 



謂-一之道； | るを知らざる、 a を！ i と II 1 ' ふ。 

1さて、(これを明らかにするために、)茎と柱、癩病患者と西施、それに珍しいものと怪しげなものとを挙げるならば、 
それぞれの間にある相違は、道の上からすべて一になる。見かたを変えれば、分立は完成であり、完成は破壊である。一般 
に、物は完成した形であれ、破壊された形であれ、やはりいずれも一である。すべて一たることは、ただ道に達したものの 
みが知っていて、この人は、自分の意見を立てず、事物を平凡に委ねる。平凡とは事物そのままの姿である。事物の自然に 
任せておけば、常に変化に応対できる。変化に応対できれば、心にゆとりができる。心に十分ゆとりができれば道に近い。 
すべてこの自然に任せるだけである。それでいてそのことを意識しない。それを道という。 

H 〇莛•楹茎と柱。大小の差を示す。〇厲•西施癩病にかかった人と西施。西施は、越王句践が呉王に献じた美女。これは美.醜の 
差を示す。〇恢诡珍しいもの。〇惘怪あやしげなもの。〇道通為一道.の上から見ると、それらの相違は全く消えうせて、一つのものに 
なる。〇其分也成也ある一物を見るとき、人によっては分立していると見るし、また他の人はまとまったものと見る。見かたによって相違 
のできることを言う。これをその物だけについて言えば、分立していることは、まとまっていることになる。〇不用己を是とする主張を用 
いない。〇寓諸庸事物を平常のさまに宿す。 r 寓」は「寄」、宿すこと。 r 庸」は「常」、平凡で一般性あること。〇適得「適然而得」の意。 
何にわざわいされることもなく自得すること。〇幾道に近いこと。集釈は r 尽」と解く。この上ない意。〇因是已 r 是」は天(自然)を指 
す。「因」は任せる。すべてを_然に任せ、是非の判断を加えないこと。〇已而上句の最後の一字を受けて下句に続ける形。〇不知其然 
自分の心の働きがそれに加わっていないことをいう。 

勞 - I 神明一爲而不一知，萁同一也。謂之朝三 
何謂-|朝三一日、狙公賦1亨日'朝三而暮 
四。衆狙皆怒。日' 然則朝四而暮三。 

衆狙皆悅•名實未 fe 而喜怒爲一用' 亦因 
是也。是以聖人和 i 之以，是非；而休_1乎天 
鈞？ 是之謂||兩行 I 
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しんめい，ら5 いつな そ おな し これ て5さん い 

神明を勞して壹と爲し、其の同じきを知らず。之を朝三と謂 

なに てうさん い いは そこうちよ あた いは あさ 

ふ。何をか朝三と謂ふ。日く、狙公芋を賦へんとして日く、朝 

さん くれ し しゆう.そみないか いは しか すなは 

は三にして暮は四にせん、と。衆狙皆怒る。日く、然らば則ち 
朝は四にして募は三にせん、と。衆狙皆悅ぶ。名實未だ虧けず 

きど よう な またこれ よ ここ もつ せいじんこれ わ 

して喜怒を用と爲すは、亦是に因るなり。是を以て聖人之を和 

ぜひ もつ てんきん やす これ こ りや5かうい 

するに是非を以てし、天鈞に休む。是を之れ兩行と謂ふ。 



荘 子 一六六 

すべてを同一にしようと苦心しながら、万事同一であることがわかっていない、それを朝三という。朝三とはどうい 
うことか。猿まわしが猿にどんぐりを与えようとして、「朝は三つで、暮は四つだ。」といったところ、猿どもが怒った。そ 
こで「それなら、朝四つ暮三つにしよう 0 J というと、猿どもは喜んだ。名称も内容ももとのままにして、猿まわしは猿の 
喜怒を利用している。これも猿の天性に従って猿まわしが処置しているのである。故に聖人は是非を調和して天鈞の地に身 
を休めるが、これを両行という。 

ai 〇神明心。「労-1神明 I 為 i 壹」とは、世人がそれぞれに意見を立て、他人をその意見に従わせようと苦心すること。一隅に拘泥して全 
体を忘れることをいう。〇狙公猿の主人。猿まわし。「狙」は猿。〇芋どんぐり。〇名実未虧朝三暮四でも朝四暮三でも、合計の七個に 
は変りがない。 r 名」とは七という数、「実」はその数によって表わされる内容。また、これは狙公について言ったもので、狙公と いう 名称と 
その実体に変りがないと説く説もある。〇和之以是非是を和するに無是を用い、非を和するに無非を用いる。是非を超越することをいう。 
〇天鈞自然。 r 鈞」は「均」に同じ。是非を平均することで、事物に拘われないところからいう。〇両行 r 両」は物と我、 r 行」は障りの 
ないこと、是非に拘われず、物を物に任せるため、物我両方に何らの障礙も起らない。 

物の名称を始めとして、人は事物に区別を立てることを好む。区別を立てることは、人の生活において確かに必要なことに違いない 
が、区別を重んじすぎると、自然の調和を破る結果になる。区別を立てるのは、一つの事物を他の事物から隔離すること、換言すれば、全体 
のなかに筋を引き、それぞれに独立させることに外ならない。しかもその区別なるものも人為によって行なわれるため、甲なる人の見方と、 
乙なる人の見かたには違いができる。つまり絶対的のものではない。従って、同一事物に対して見方の差が出てくる。朝三暮四の話が語られ 
るのもそこに原因がある。全体の調和、それを自然の姿で見ようとするのが、荘子の立場である。 

古之人’其知有一所 i 至矣。惡乎至。有 K 以 
爲 A 未， I 始有砀者；至矣，盡矣。不 i 可，一以加 I 
矣。其次以爲，有一物矣而未，|始有，封也•其 
次以爲~有1封焉而未硌有，是非 I 也。是非之 
彰也' 道之所5以磨|也•道之所5以«愛 
之所 S 以成；果且有=成與虧乎哉、果且無，| 


古の人、其の知に至る所有り。悪にか至る。以て未だ始め 

ものあ な ものあ いた つ もつ くは ベ 

より物有らずと爲す者有り。至れり、盡くせり。以て加ふ可か 

そ つぎ もつ ものあ いま はじ ほぅあ な 

らず。其の次は以て物有れども未だ始めより封有らずと爲す。 

そ つぎ もつ ほぅあ いまはじ ぜひ fe な ぜひ 

其の次は以て封有れども未だ始めより是非有らずと爲す。是非 

あらは みち か ゆゑん みち か ゆゑん あい な 

の彰るるや、道の虧くる所以なり。道の虧くる所以は、愛の成 

■§ 表ん はたかな か あ はたかな 

る所以なり。果して且つ成ると磨くると有るか、果して且つ成 



成與>應乎哉 • ると歡くると* 4 きか。 

昔の人の知慧には、相当な所まで行ったものがある。それはどの程度の所に行ったのであろう。物な ど 全くないと考 
える人がいたが、それなど全くもって十分で、それに附け加えることはできない。その次の人は、物があるにしても、区別 
などないと考えている。その次の人は、物に区別があるにしても、是非な どな， いと考える。是非があらわれてくると、これ 
は道の毁損する原因になるし、道の毀損することは、偏愛の成就するもととなる。しかし、道には果たして成就するとか毀 
損するとかいうことがあるのだろうか、それともそういったことがないのだろうか0 
H 〇未始有物昔から物がなかった。物の存在を全く意識しない立場をいうが、それとともに、自己の存在も意識せず、すべて自然の境 
地に一致した状態である。〇封区別。彼.此の区別を立てること。原本は、「対」の字になっているが、集解本その他に従って「封」の字 
に改めた。〇是非是非の判断を下す。区別を立てる段階から、さらに進んで価値判断を与えようとすることで、順次に好ましからぬ状態に 
進んでいる。 

有， I 成與齒'故昭氏之鼓 i 琴也。無， I 成與 fe 、 

故昭氏之不琴也。昭文之鼓一琴也' 師 
曠之枝 i 策也、惠子之據 i 梧也' 三子之知 
幾乎。皆其盛者也。故載， I 之末年；唯其 
好一之也' 以異，1於彼；其好 i 之也、欲苡明 
之彼：非 i 所 i 明而明 i 之。故以，一堅白之昧 I 終。 

而其子又以=文之綸 I 終、終身無 k 。 若 i 是 
而可 ip 成乎、雖 a 亦成也。若 i 是而不 i 可レ 
謂 k 乎、物與 i 我無 k 也。是故滑疑之耀、 

聖人之所 i 圖也。爲，是不用 I 而寓，1諸庸【此 
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なか あ むかしせ5し こと こ なか 

成ると虧 くると 有るは、故昭氏の琴を鼓するなり。成ると虧 

な むかしせ5し こと こ せ5ぶん こと こ 

くると無きは、故昭氏の琴を鼓せざるなり。昭文の琴を鼓す 
るや、師曠の策を枝ふるや、惠子の梧に據るや、三子の知幾き 
か。皆其の盛んなる者なり。故に之を末年に載す。唯其の之を 
好むや、以て彼に異なり。其の之を好むや、以て之を彼に明か 

ほつ あきら ところ fc ら これあきら ゆ&けん 

にせんと欲す。明かにする所に非ずして之を明かにす。故に堅 

ばく くら もつ をは しか そ こまたぶん りん もつ を <i しゆぅしん 

白の昧きを以て終る。而して其の子又文の輪を以て終り、終身 
成る無し。是の若くにして成ると謂ふ可きか、我と雖も亦成る 
なり。是の若くにして成ると謂ふ可からざるか、物と我と成る 

な こ ゆゑ こつぎ かがや せいじん は, a » ところ こ ふ 

無きなり。是の故に滑疑の耀きは、聖人の圖る所なり。是の不 



之謂 iwi 明。 用を爲して諸を庸に寓す、此れ之を明を以ふと謂ふ。 

成就と毁損のあるばあいは、むかし、昭氏が琴を弾いたときがそれである。成就と毀損のないばあいは、その昭氏が 
琴を弾かないときがそれである。昭文は琴を弾き、師曠は策を立てて音楽を聴き、恵子はひじかけに短れて高談する。この 
三人の才知は理想に近く、いずれもりっぱなので、のちのちまでもその名が書物に載ったのである。ただ、彼らの好みかた 
は、ひととおりでなく、それを人に説いて聞かせようとするほどである。ところが、必要のないものを説き聞かそうとする 
ものだから、堅白論の愚かさで終ってしまう。そしてまた、昭文の子は、昭文の弦つまり技術を受け継ぐだけで、生涯何ら 
の発展もなかった。こんなことで発展といえるなら、われわれにだって発展があるのだし、発展といえないのなら、物にも 
われわれにも発展のないことになる。それだから、まことの道を乱す光は、聖人はこれを除こうと計る。自分の意見を用い 
ず事物を平凡にゆだねること、これを真実の明知を用いるというのである。 

1〇故昭氏「故」は昔。昭氏、姓は昭、名は文、琴の名手。ここの一句の意味は、昔の琴の名手昭氏でも、琴を弾けば、そこにはすで 
に音階などの区別ができ、一音が鳴ると他の音が消えるというように、成•虧の現象が現われる。即ち動の世界、区別の世界について述べた 
ものである。これに対して、成.虧のない場合は、静の世界、区別のない世界のことで、琴を弾かなければ音階の区別などが現われてこない 
し、やがて現われる現象をすべてその中に包含している。万事の変化に応じられる境地である。〇師曠字は子野。晋の平公の楽師で、音律 
に明るかった。〇校策策を立てて身を支え、音楽の調子に聞きいること。「策」は鼓を打ってリズムをととのえる棒。〇拠梧ひじかけに凭 
れて高談する。一説に、梧は琴。また一説に、「梧に拠る」とは、語り疲れて、ひじかけに凭れること。この説によると、昭文の鼓琴は、人々 
に不鼓琴の妙**かわからないために琴を弾くことになり、師曠の枝策は、人々が音楽の妙を悟らぬため、リズムを取る棒を立てて音楽を止め 
てしまう意味になる。〇三子之知幾乎三人の才知はいずれも理想に近い。郭慶藩の集釈は「幾」を「尽」と解し、知力が窮まってがっかり 
する意とする。また一説に、幾乎を下句に続け、「三子之知、幾，一乎皆其盛者一也。」と読む。盛んなるもの、即ち至れるものではないが、そ 
れに近いものだという。〇載之末年「載」は記載、末年は後年。一説に、「載」は行、「末年」は晩年。晩年までその技を持ち続けていった 
こと。〇異於彼人の好みかたと違う。「彼」は一般人をさす。〇堅白一種の詭弁で、戦国のころ趙の公孫竜が考えたもの。この話は次の 
ようなものである。ここに堅くて白い石があるとする。視覚によれば白だけわかって堅さはわからない。触覚によればその反対になる。そう 
すると、堅白石といっても、それは堅石と白石の二つになって、それを合わせて一つにすることはできない。以上がその概略である。公孫竜 
には、この論のほかに、白馬非馬の論がある。いずれも概念分析による詭弁である。因みに、このような議論をした人々は、弁者といわれ、 



荘子の中に出てくる恵施などもその一人である。〇以文之綸終「文」は昭文、「綸」は琴の絃。「終」の字は、原本に「緒」に作ってあるが、 
集釈本によって「終」に改めた。〇若是……無成也発展といっても、比較の問題であり、一方から発展と見られるものも、他方からは発展 
と見えない。ここに挙げた話を、われわれの身にあてはめても、同じことになるというのである。〇滑疑之耀真実の道を乱す光。荘子の思 
想は、老子と同じように、むしろ光を包む傾向を持っているので、光を外に出すことを嫌う。知が排斥されるのも、同じ理由による。 

知とは区別を立てて穿鑿する働きをいう。荘子はかかる知を徹底的に排斥する。しかし、知にも荘子に肯定されるものがある。真知と 
もいうべきものであろうが、それがこの段に示されている。知の理想的様相は、物の存在を考えない点についていわれる。次は物の存在は考 
えるが、区別を考えないもの、次は、区別は考えるが、是非の評価を介入させないもの。よい意味における知の認められるのは、この段階ま 
でである。つまり、是非の観念を含む知は、嫌悪さるべきもので、かかる知によって展開される行為は、徹底的に排斥されなければならない 
ものであった。なぜならば、評価は相対的なものにすぎず、立場によって差異ができるからである。この理論を前の三段階に昇せるとき、事 
物に区別を立てるところに、すでにその萌芽が見えるといえよう。成虧の問題は評価に重さがかかっているのであるが、それとともに、知の 
批判も加えられていると見るべきであろう。 

今且有 JF 於此；不 A 知-真與 A 是類乎、 

是不 A 類乎一類與禾 A 類、相與爲，類、 

彼無，一以異一矣。雖蕉、請嘗言 A 之。 

1^今、ここに一つの話があるとする。それが聖人の話に似ているのか、似ていないのか、その点は分からないが、似て 
いるものと似てないものとが、同じ類をなすならば、この話は弁者の話と違いがなくなろう。しかし、ひとつ言わせて もら 
ぃたぃ。 

ipi 〇今且有言於此これ以下の文は、これから自分の意見を述べる前段ともいうべきもので、自分の意見は弁者のそれと似ているように 
見えるが、それと違うことを強調する。〇其与是類乎 r 是」は下句の「彼」に対する語。近指詞であるが、ここでは聖人の心といったもの 
を指す。一説に我。〇彼公孫竜などの弁者を指す。 

有-一始也者 I 有，未-一始有，始也者^有-未 a 始有* 紙 e る SI ? り。#た^より^ , L 齡らざる齡り。#た^より？ K の 
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い* L ばらここ げんあ そ これ るゐ そ これ るゐ 

其與一 今且く此に言有り。其の是と類するか、其の是と類せざるかを 

_, 1、 し るゐ るゐ あひと t るゐ な すなはかれ もつ 

II 與 i 知らず。類すると類せざると、相與に類を爲さば、則ち彼と以 

こと な し. <)» いへど こ こころみ これ い 

て異なる無からん。然りと雖も、請ふ嘗に之を言はん。 




荘 子 

夫未=始有，始也者；有=有也者一有-一無也者； 
有呆，1始有無 I 也者；有 f 未 I 始有<夫未11始有無 I 
也者；俄而有無矣。而未知， I 有無之果孰 
有孰無|也。今我則已有“謂矣。而未知 1 T 口 
所一謂之其果有 i 謂乎、其果無 i 謂乎； 


七〇 


いう も2 

有なる者有 


未だ始より始有らざるもの有らずといふ者有り 
P 。 無なる者有り。未だ始より有無せざる者有り。未だ始より 
夫の未だ始より有無せざるもの有らざる者嗜り。俄かにして有 
無す。而るに未だ有無の果して孰れか有り孰れか無きかを知ら 

いま 4;れすなはすで い Sr しか いまわれ い ところ 

ざるなり。'4、我則ち已に謂ふ有り'0而るに未だ吾の謂ふ所の 
其れ果して謂ふ有りや、其れ果して謂ふ無きやを知らず。 

始めということがあれ ば、 その前程にあたる「まだ始まらない」ということがあるはずだし、さらにその前程「まだ 
始まらないときの前」ということがあるはずだ。また、有といったものがあり、無といったものがあるばあい、その前程に 
当たる「有無以前」のことがあるはずだし、さらにその前程「有無以前の以前」があるはずだ。従って、不意に有無の現象 
が起きたとき、いったい有無のうち、いずれが有で、いずれが無なのだろうか。現在、わたしは意見を述べたのだが、以上 
の論理からすると、わたしの意見は、述べたことになるのだろうか、ならないのだろうか。 

5^ 〇未始有始也者「未始」は「未曾」に同じ。事端のまだ現われぬことをいう。この一句は、郭象の注によると、終.始なく、死•生 
を一にすることをいう。郭注は、前句の「有始也者」を始めあれば終りありとして、終始の観念が働いていると見る解釈である。従って「未 
始有始也者」は「有始也者」より更に一歩進んだ境地になる。〇未始有夫未始有始也者事端がまだ現われないといった時点、その時点もま 
だ現われていない状態をいう。文の構造からいうと、前文の「未始有始」を一つの概念として捉え、その概念に「未始有」の三字を冠らせた 
ものである。つまり、「未始有始」という状態がまだ現われて来ない時点を指している。このような言いかたは、言葉の論理的組み合わせに 
よって生じるもので、一種の循環論理とも見られよう。論理的に言えば、この文を一概念として提え、「未〒始有ホ未日始有，，一夫未，一始有 P 始也者 d . 
とさらに遡源することも可能であろう。要するに r 始」の有無を尋ねることの愚かしさを言ったものと見られよう。この論理は弁者のそれに 
似たところがある。それで、最初に弁者の話と違うと断っているのであろう。なお、郭象の注によると、前の「未始有始」が死.生を一にす 
る境地を表わすのに対し、この文はさらに一歩を進め、死•生の一なることをすら忘れる境地を表わす。〇有無之果孰有孰無有•無といっ 
ても、それを悠久の形において捉えることはできないし、かつそれは相対界の現象にすぎず、あたかもこの篇の後に出てくる胡蝶の夢に示さ 
れているように、有.無の両者を決定するものは何もない。無は有であるかも知れないし、有は無であるかも知れない。この一句はそのよう 
な事情をいったものである。 



天下莫 i 大， I 於秋毫之末 f 而太山爲一小。莫 A 
壽>1乎瘍子(而彭祖爲关。天地與 i 我竝 生、 

而萬物與 i 我爲 J 。旣已爲二矣、且得一有一 
言乎。旣已謂=之一一矣、且得舞言乎。 一 
與 J 日爲ー ニ。 二與 二 爲 i 三。 自 i 此以往 、巧 
歷不 i 能 K 得。而況其凡乎。故自 i 無 適％、 

以至一一於三；而況自 i 有適 i 有乎。無 i 適焉因レ 
是已。 

世の中で、秋毫の先ほど大きなものはなく、太山は小さいものである。若くして死んだものほど長命のものはなく、 
彭祖は若死にしたものである。悠久な天地はわれわれと並び生きているし、もろもろの物はわれわれと一つになっている。 
一である以上、何も言^!ない、が、一と言う以上ニーロ葉なきことが許されょうか。対象の一と、それを表現する言葉とは二に 
なり、その二と一とで三になる。これ以後のことは、数が増して、計算の巧みなものにも計算ができない。凡人はなおさ氏 
だ。故に、無から有に進んでも三になるのだから、有から有に進んだら、それこそえらい数になる。故に次から次へと進む 
煩いを避け、無為自然の道に従うのが第一だ。 

〇秋毫秋の動物の毛。動物の毛は秋に脱けかわるが、新しく生えた毛は細い。秋毫の末は細い毛の先のことで、これを至大のものと 
いうのは、やはり比較の上から出てくる議論である。常識からすれば、秋毫には細小という観念がつきまとうが、秋毫ょり細小のもののみを 
持ってきて比較するとき、秋毫は最大のものになる。〇太山泰山ともいう。山東省にある山。〇寿寿命の長いこと。〇殤子幼少で死ん 
だ子。二十歳にならぬうちに死ぬことを殤という。〇彭祖逍遙遊篇(一三九頁)に見える。〇夭若死に。〇且得有言乎言を插む必要がな 
い。 r 且」は調子を強めるために用いる字。〇既已謂之一矣それを一だという以上は。一を一と言えば、そこ•にはすでに一という言葉が出 
ていることになる。〇一与言為二一といわれる事物と、それを一というと、合わせて二になる。〇二与一為三二になると相互に相対 
性を持ち、それぞれ独立している場合と異なってくる。ここにいう一とは、二になる前の一で、それぞれに独立しているときをいう。それぞ 
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天下秋毫の末より犬なるは莫く、太山を小と爲す。殤子より壽 
なるは莫く、彭祖を夭と爲す。天地と我とは竝び生じ、萬物と 
我とは一たり。旣已に一たれば、且つ言有るを得んや。旣已に 
之を一と謂へば、且つ言無きを得んや。一と言と二たり。二と 
一と三たり。此より以往は、巧歷も得る能はず。而るを況んや 
其の凡なるをや。故に無より有に適きて、以て三に至る。而ス 
を況んや有より有に適くをや。適く無くして是に因るのみ。 



れの独立を概念として纏めるゆえ、これを一という。〇巧歴計算の巧みな人。〇凡凡人 00 自有適有論争をつぎつぎに展開していくこ 
とを指す。〇無適心の適くなきことで、事物によって心の煩わされないことをいう〇 〇因是自然に任せて、自分の意見を用いない0 
Eia 世界を相対の形で捉えるのは、人の持つ有限的な知のはたらきによる。しかし、世界は空間的にも、時間的にも、相対の形で存在して 
いるのではないというの が、 荘子の考えである。有無にしろ、寿夭にしろ、それらはいずれも、知によって計られたものにすぎない。見方に 
よっては、いろいろに変化するものなので、そこから決定的のものを得ようとするのは、愚の骨頂だといわんばかりの論法である。スヶール 
の大きさが感じられる一段である。 

夫道未--始？封。言未-1始有食。爲一是而有 i 
畛也。請 F 萁峻一有 i 左有 i 右、有一論有一議' 

有 i 分有 JT 有一競有 i 爭。此之謂， I 八蠆六 
合之外' 聖人存而不^！。六合之內、聖 
人論而不 JT 春秋經 i 世' 先王之志' 聖 
人議而不 JT 故分也者' 有分也。辯 
也者' 有 A 不 i 辯也。日' 何也。聖人懷乏、 

衆人辯乏以相示也。故日' 辯也者' 有 k 

不レ見也。， 

t — 道には決して限界が なく、 言葉には決して恒常性がない。そのために言葉には区別が出てくる。ひとつ区別について 
1'0士4'-€もらえば、物には左があり右があり、話には大綱があり細別がある。考えには分析があり類別があるし、争いには 
せりあいがあり、対抗がある。これを八徳(八種の区別)という。天地四方の外のことは、聖人はそのままにしておいて、 
大綱も説かない し、 天地四方内のことは、聖人は大綱を論じるだけで、こまかい意見を言わない。春秋なる書が、治世の道 
を載せているのは、先王の志を表わしたものであるが、聖人はこの書物の中で、事の説明をするだけで、理窟は言ってな 
い。 さて、分析することに対しては、分析しない という ことがあり、類別を立てることに対しては、類別しない ということ 


そ*, ノ f ち い :±はじめ ほうあ げんいまはじめ つねあ これ 

夫れ道は未だ始より封有らず。言は未だ始より常有らず。是が 
獻にして P り“ の g を 1 一 a はん。 S り蔡 り、 111 :り 

ぎあ ぶんあ べんあ きやうあ さうあ こ これはつとく い 

議有り、分有り辯有り、競 有り 爭 有り。 此れを之八徳と謂ふ0 

*9くがふ そと せいじんそん ろん りくがふ I せいじんろん ぎ 

六合の外は、聖人存して論ぜず。六合の內は、聖人論じて議せ 

、 しゆんじ5よ けい せんわう こころさし せいじんぎ べし 

す。春秋の世を經するは、先王の志なれば、聖人譲して辯ぜ 

、 ゆ糸 ぶん もの わか あ べん もの べん 

ず。故に分なる者には、分たざる有り。辯なる者には、辯ぜざ 

f いは なん せいじん これ いだ しゆ5じんこれ べん 

る有り。日く、何ぞや。聖人は之を懷くも、衆人は之を辯じて 

もつ あひしめ ゆ11いは べん もの み あ 

以て相示す。故に日く、辯なる者は、見えざる有ればなり、と。 



がある。それはどういうことかといえば、聖人は万物を心に収めているので問題外であるが、一般の人は、類別を立てて 
(理窟をこねて)自分を誇示しようとするのである。それだから、類別を立てるのは道のわからぬ点があるのだと、わたし 
は思う。 

H 〇道未始有封道の遍在をいう。「封」は封域、区域。「封」は原本に「対」に作ってあるが、集解本などに従って改めた。〇言未始有 
常言葉は事物に従って発せられるゆえ、恒常性が認められない。〇為是而有畛言は常*:'きために区別が生じる。 r 畛」は田のあぜ。転じ 
て区域。〇有論有議「論」はすじみちを述べる、 r 議」はこまかいことを述べる。原本に「有倫有義」に作ってあるが、章炳麟の説に従って 
本文のように改めた。〇有分有弁「分」は分析、「$は類別。〇有競有争「競」は先をあらそう、「争」は向かいあってあらそうこと。〇 
八徳八種。左•右.論•議•分•弁.競.争の八つをいう。〇六合之外天地四方の外。人の考えの及ばぬところ。〇存而不論そのまま 
にしておいて論じない。まして議することはしない。〇春秋書名。孔子が魯の国の記録によって作った書物。〇経世世を治める。〇議而 
不弁一つ一つの事を述べるが、あまりこまかいことに弁別を用いない。〇聖人懐之聖人は心にすべてを蔵して、是非などの区別を物に 
加えない。即ち弁別の心を起すのは凡人だけだというのである。前句の r 不分•不弁」を受ける。〇相示「示」は誇示すること。 

夫大道不：稱'大辯不 Ji 日大仁^仁、大 
廉不 i *' 大勇不 fe 。 道昭而不运、言辯 
而不 i 及、仁常而不 k ' 廉淸而不一信' 勇 
忮而不 i 成。五者圓而幾>向一方矣■故知止 
其所^一知至矣。孰知=不言之辯、不道之 
道；若有=能知；此之謂，夫府 一 注焉而不 
滿'酌焉而不 i 竭' 而不知真所， I 由来(此 
之謂-一揉光； 

6^3大道は口に出して言えないもの、大弁は言葉となって外に出ないものである。大仁は不人情であるし、大廉は人に譲 
らず、大勇は人を害しない。(これと逆に、)道ははっきり現われると道ではなくなり、言葉は外に出ると不完全になる。仁 
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夫れ大道は稱せられず、大辯は言はず、大仁は仁ならず、大廉 
は嗛せず、大勇は伎はず。道は昭かなれば而ち道ならず、言は 
辯ずれば而ち及ばず、仁は常なれば而ち成らず、廉は淸ければ 

すなはしん ゆ 5 そこな すなはな ごしや&ん it ぅ むか 

，一 而ち信ならず、勇は伎へば而ち成らず。五者圓なれども方に向 
ふに幾し。故に知其の知らざる所に止まれば至れり。孰か不言 
レ の辯、不道の道を知る。若し能く知るもの有らば、此を之れ天 
府と謂ふ。注げども滿たず、酌めども竭きず、而して其の由つ 

一-た ところ し これ こ ほくわぅ い 

て来る所を知らざる、此を之れ葆光と謂ふ。 



荘子 一七四 

が固定すると真価を失い、廉が清という形を取るといつわりになり、勇が人を害するとその真価を失う。この五っ^、あた 
かも円を書きながら四角に流れるようなもの(で、本来の姿を失うもの)である。故に知が不知のところで止まってい^ば、 
それで充分である。(わからぬところを強いて知ろうと務める必要はない。)口に出されない言葉や、道としての形を取らな 
い道がわかるのは、誰だろうか。もし、わかる人がいたら、その人は天府に譬えられる人だ。そこまでいけば、水を注いで 
も一ぱいにならず、汲み出してもなくならない容器と同じであるが、なぜそのようになるのか、その原因はわからない。か 
かる状態を德光という。 

〇大道不称真実の道は口で言い表わせない。荘子は、表現される道は真の道でないと言う。後句の「道昭かなれば道にあらず」がそ 
れに当たる。〇大仁不仁真の人情には不人情のところがある。真の人情はすべての人を平等に愛し、特定の人のみに愛を注ぐことをしない 
ため、その人から見ると不人情のように見える。この点を指摘した句である〇 〇大廉不嗷真の廉潔は人に遜 S らぬ点にある。「嗛」は「謙」 
に同じ。謙譲の心を持つこと。廉潔の人は欲を持たず、人と争うよりはむしろ身を退く方向を取るが、荘子は、かかる廉潔は真の廉潔でない 
という〇 〇言弁而不及言葉が言葉として表現されれば、その内容はかえって不充分になる。外に表わされた言葉は、それが言葉であること 
によって制限を受け、その内容を充分に表わしえない。その点を荘子は衝いている00仁常而不成仁が一定の方向を取ってそれに固定する 
と、 真の仁にならない〇 r 成」は一本に「周」に作る〇郭象の注に「常愛は必ず周 (3 からず〇」と説いてあるところから見ると、少なくとも 
郭注本には「周」の字が書かれていたのであろう。〇五者道昭•言弁•仁常•廉清•勇伎の五〇 〇円而幾向方矣道 • 言•仁•廉•勇の五 
つは、そのままのものが真実であって、それを表にあらわそうとすれば、却って本来の真実をゆがめてしまう。それはあたかも、円を書こう 
としながら、策を弄するため、ほとんど四角になってしまうのと同じだということ。〇天府自然の倉庫。世のあらゆる^^が収めてあるとこ 
ろ。すべての物を内に渾然として持つことに譬える。〇葆光蔽われた光。蔽われて外にあらわれず、内に煌々と輝く光。事物にとらわれ 
ず、 それを越えたところにいる人の心情を譬えたものである。 

ii 表現によって渾沌は破壊される。表現は何物かに限定され、全体の部分を示すにすぎない。従って、表現されたものによって理解しよ 
うとすれば、理解は部分に限局し、渾然たる生命に触れることができない。表現の奥にあるもの、つまり渾沌を把握してこそ、全体の生命に 
触れ、自然のいぶきを心に受けることができる〇荘子のここの論議は、何か芸術の世界にも一詠通じるものがあるので はなかろう か。 

故昔者、堯問二於舜-日、我欲-伐-一宗膽•胥•敖一齡に1 1^ 、1 i 、 し4んに阶ひて故く、傲 J.II . SV . 辦を tic 5 たんと 



南面而不 = 釋然 I 其故何也。舜 日、 夫三 
子者、猶存_|乎蓬艾之間一若不 - I 釋然 一 何 
哉。 昔者、十日竝出、萬物皆照。而況 
德之準乎日一者乎。 

1さて、むかし堯が舜に尋ねた。「わたしは、宗膾•胥.散の三国を討ちたいと思う。天子の位に在りながら、それが気 
がかり じ ゃ。なぜ じ ゃろう〇」舜が答えた。「あの三人の君主は、何と いっても よもぎの生え繁るような避遠の地にいるので 
ございます。わが君の御不興は、どうしたわけでございましょう。むかし、太陽が十も出たので、万物がすべて照らし出さ 
れたと申します。まして、太陽より秀れた徳をお持ちのかたなら、なおさらではありませんか。」 

〇宗膾•胥•敖三国の名。この三国が朝貢しないので堯はこれを討とうとした。経典釈文所引の崔_の説は宗•膾•胥敖としてい 
る。0南面君主となって政治を執る。君主は南に面して座を占めるため、かくいう。〇釈然心のうちとけるさま。〇存乎蓬艾之間よも 
ぎの生えている所にいる。その国が僻遠の地にあることをいう。〇十日並出十個の太陽が一時に出た。堯の時に十個の太陽が出たので、堯 
は羿2 (弓の名手)に命じて、九個の太陽を射落させたという話がある。 
gal 荘子因の著者林雲銘は、この話を前段の葆光にかけているが、どういうものだろうか。舜が堯の徳を称讚した話で、前段との連繫は考 
えにくい。さればとて、後段に続く性格のものでもない。何か脱文でもあるのではなかろうか。疑いを残しておきたい。 

齧缺問％王倪一日' 子知*物之所=同是 I 乎。 

日、吾惡乎知 i 之。子知字之所示 A 知邪。 

日、吾惡乎知乏。然則物無知邪。日、 

吾惡乎知一之。雖鉍、嘗試言 i 之•庸詎知~ 

吾所 i 謂知之非=不知 I 邪。庸 is 知 in 口所 i 謂不 
知之非>知邪。 
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げつけつ-わぅげい i いは し もの おな ぜ ところし 

齧缺、王倪に問ひて日く、子、物の同じく是とする所を知るか、 

いは われいづく これし しし し ところし 

と。日く、吾惡にか之を知らん、と。子は子の知らざる所を知 

いは われいづく これ し しか すなはものし 

るや、 と。 日く、吾惡にか之を知らん、 と。 然らば則ち物知る 
無きか、 と。 日く、吾惡にか之を知らん。然り雖も、嘗試に之 

い なん h > い ところち ふち あら し な 

を言はん。庸 IM ぞ吾が謂ふ所の知の不知に非ざるを知らん。庸 
詎ぞ吾が謂ふ所の不知の知に非ざるを知らん。 


欲す。南面すれども釋然たらず。其の故何ぞや、と。舜日く、 
夫の三子は、猶ほ蓬艾の間に存す。若の釋然たらざるは、何ぞ 
や。 昔者、十日竝び出で、萬物皆照さる。而るを況んや德の日 
ょり進む者をや、と。 



荘子 一七六 

01餐缺が王保に 尋ねた。 「物が同じように是認される基準をご存じでしょうか。」「分かるはずがないじやないか。」「ご存 
じでない点を、ご自身でご存じですか。」「分かるはずがないじやないか。」 「そうしますと、 物については何もご存じないの 
ですか。」「そんなこと、わしに分かるものか。じやが、断っておくが、わしの言う知が不知であるかも知れないし、わしの 
言う不知が知であるかも知れん。 

〇齧欠•王倪ともに堯のときの賢人。前者は後者の門人。〇物之所同是物が共通に是とすることがら。ある一物にとって是とする 
ことが、他の物についても是になる。 

且吾嘗試問， I 乎汝；民涅寢、則腰疾偏死 
鰌然乎哉。木處'則惴慄恂懼、援猴然 
乎哉。三者孰知&處(民食，1豢；糜鹿 
食麁■螂且甘一帶、鴉鴉嗜鼠。四者孰知 
正味一援、猖姐以爲 i _、 麋與 fe 交、鰌 
與 i 魚游。毛嬙.麗姬人之所 i 美也。魚見乏 
深入、鳥見>之高飛' 麋鹿見 k 之決驟。四 
者孰知- - 天下之正色 I 哉。自一我觀 i 之、仁義 
之端' 是非之塗' 樊然殽亂。吾惡能知 
其辯つ 

Eia さて、きみに一つ質問をしよう。人は湿地に寝ていると、足腰の立たぬ病気にかかつて死ぬが、 i '' l :' 、よ-^もそうだろ 
うか。木の上にいると、人はびくびくものだが、猿も同じだろうか。この三者のうち、どれが正しい居所を知っているのだ 
ろぅ。人は家畜の肉を食ぃ、となかぃは草を食ぃ、むかでは蛇を好み、&<'ゲぅは鼠が好きだ0この四者のぅち、どれが正 
しい味を知っているのだろう。雌猿は谝狙がその相手に選び、となか I'' は鹿と交わり、 £01:' 'ようは 魚と遊ぶ。毛嬙や麗 姫は 


且つ吾嘗試に汝に問はん。民は涅獻せば、す聊ち Mtl もて銳死せ 

しう しか J 9 \bx すなはずゐりつじゆんく *. んこう 

んも、 SI は然らんや。木處せば、則ち惴慄恂懼せんも、援猴は 

しか さんしやいづれせいしよ し たみ すうくわんくら びろく せん 

然らんや。三者孰か正處を知る。民は芻豢を食ひ、麋鹿は薦を 

くら しよくそ たい あ 4 しあ そ たしな しし a-v' づれ 4 JV' み 

食ひ、螂且は帶を甘しとし、»鴉は鼠を嗜む。四者孰か正味を 

し&ん へんそ もつ めすな び しか まじは しう 5を あそ 

知る。援を、谝狙は以て雌と爲し、麋は鹿と交り、鰌は魚と游 

まうしやう りき ひと び ところ うを これ み ふか V ' 

ぶ。毛嬙•麗姬は人の美とする所なり。魚は之を見て深く入 

とり これ みたかと びろく これ み すみや はし ししや 

り、鳥は之を見て高く飛び、麋鹿は之を見て決かに驟る。四者 

い'2れ*2> せいしよくし われ これみ じんぎ たん.せひ 

孰力天下の正色を知る。我より之を觀るに、仁義の端、是非の 

と はんぜん か5らん われいづく よ そ ぺんし 

塗、樊然として殽亂す。吾惡んぞ能く其の辯を知らん。 



美人の評判が高かった。ところが、そういった美人の姿に、魚は深い所に隠れるし、鳥は空高く飛び去り、鹿は勢いよく逃 
げ出す。この四者のうちどれが世の正しい美を知っているのだろう。わしの目から見ると、仁義の道も是非の道も、雑然と 
入り乱れている。(すべてが自分の立場に立ってのみ物を考えている。)わしにどうしてその区別が分かろう。」 

〇涅寝湿地に寝る。「涅」は湿の正字。〇偏死枯死する。半身が麻痺して役に立たなくなる病を偏枯という。〇鰌どじょう。〇木 
処木の上にいる。〇惴慄恂懼四字いずれもびくびく恐れる意。〇援猴猿。〇三者人とどじょうと猿。〇芻豢「芻」は草。草食する動 
物のことで、牛や羊などをいう。 r 豢」は養う意で、犬や豚などをいう。〇麋鹿となかい。〇薦獣の食する草。〇卿且むかで。〇带帯 
のように長いもので、蛇のこと。むかでは蛇の脳を好むという。〇鵑鴉ふくろう。〇猸狙猿の一種。〇毛嬙古の美人。越王の寵姫。〇 
麗姫春秋時代、晋の献公の寵姫。〇決驟勢いよく走る。〇仁義之端仁義の道。「端」は楮。〇樊然乱れるさま。〇殺乱入り乱れる。 

齧缺日■子不一知， I 利害 一 則至人固不一知_一利 
害一乎。王倪日' 至人神矣。大澤焚而不 
能 i 熱' 河漢沍而不一能一寒。疾雷破 i 山' 風 
振 i 海' 而不 ip 驚。若 i 然者' 乘-一雲氣；騎 
日月；而遊，1乎四海之外；死生無>變=於己 
而況利害之端乎。 

1齧缺がいう、「先生が物の利害をご存じないのでしたら、道を窮めた至人にも、もちろん物の利害が分かりますまい0」 
「至人は不可思議だ。大きい沢地が燃える熱さにも熱がらず、大きい川の凍る寒さにも凍えない。また、山を破るような激 
しい雷や、海を震わす大きい風にも驚かぬ。かかる人物は、雲に乗り、日月に跨がって、宇宙の外に出かけ、生死によって 
自分の心を変えることはない。それでいて、物の利害の道に心を動かすことがあるだろうか。」 

H 〇利害例えば、前文にある「湿地に寝て病死する」のは人にとって害であり、同じ湿地にいても、どじょうには利になる。〇河漢 
黄河と漢水。ともに大河。〇沍凍る。〇疾雷はげしい雷。〇風振海風が激しく吹いて海に大波を立てる。一本によると、風の上に「飄」 
の一字があり、「飄風振海」となっている。飄風とは、ぴゅうぴゅう吹く風。〇雲気雲。〇死生無変於己死生によって心を変えない。 
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齧缺日く、子、利害を知らざれば、則ち至人固ょり利害を知ら 
i ざるか、と。王倪日く、至人は神なり。大澤焚くるも熱する能 

かかんこほ こご あた しつらいやま やぶ かぜぅみ ふる 

はず、河漢沍るも寒えしむる能はず。疾雷山を破り、風海を振 
一一 ふも、驚す能はず。然るが若き者は、雲氣に乘り、日月に騎し 
i て、四海の外に遊び、死生も己を變ふる無し。而るを況んや利 
害の端をや、と。 



荘 子 一七八 

1人がある事物に与えた評価は、他の生物によって同じように下されるとは限らない。毛嬙や麗姫は人間の目から見て美人であろうが、 
魚にとっては、自分に害を与えるものとしてしか映らない。人間の世界でも同じだ。同一事物に対する評価は、人によってまちまちで、自分 
の評価を人に押しつけようとすれば争いになる。この評価を超越したところに真の調和がある。至人の形容はすさまじい。常識では考えられ 
ないものを至人は持っている。常俗からの超脱が至人によって表徴されていると見られよう。ただ、至人の様相は、通俗的な意味で、一般人 
の夢を託しているようにも見える。修行の結果到達できるかも知れぬ境地、それが至人によって表わされているのではあるまいか。つまり古 
代には、こういう境地に達することを目的として、修行する人々があり、荘子がそれを脱俗的な意味に換骨奪胎して、巧みに自家薬籠中のも 
のにしたとも想像しうる。 

瞿鵲子問，乎長梧子一日、吾聞，一諸夫子；聖 
人^ f 事於费不 kA 利' 不 ■:*,« 害、不 
求、不 A 緣 i 道。無 i 謂？謂。有>謂無 i 謂。而 
遊_乎塵垢之外一夫子以爲，1孟浪之言；而 
我以爲，1妙道之行一也，吾子以爲，1奚若；長 
梧子日、是黃帝之所，®熒1也。而丘也何 
足 II 以知 f 之。且汝亦太早計，見 i 卵而求_1時 
夜；見 i 彈， 而求， II 灸；吾嘗爲 k 妄5言之； 

汝以妄麻之；奚。旁一一日月；挾一一宇宙；爲，一 
其脗合一置=其滑潛；以 fe 相尊。衆人役 
役' 聖人愚范參蓠歲 Mr 成純；萬物 
盡然。而以一是相蘊。 

瞿鵠子が長梧子に尋ねた。「先生から承った話です。聖人は世事に特に力を入れることはせず、利にも就かなければ、 


瞿鵠子、長梧子に問ひて 61 く、散銳を先子に奶けり。^^獻 
に從事せイ、利に就かず、害を違けず、求むるを1^はず、|3に 
緣らず。謂無きは謂有るなり。謂有るは瓢辦きなり。 ® して！ 

こう そと あそ うし もつ t うらう げん な bix もつ め52 J 5 

垢の外に遊ぶ。夫子は以て孟浪の言と爲し、我は以て妙道の 

おこなひ な ごし もつ いかんな ちやうごしいは こ くわう 

行と爲す。吾子は以て奚 * と爲す、と。長梧子日く、是れ黃 

てい き まど ところ しか きう なん もつ これ L ‘こ 

帝の聽き熒ふ所なり。而るを丘や何ぞ以て之を知るに足らん。 

か なんぢまたはなは さうけい たまごみ じ , ?* もと たま み H - うしや 

且つ汝亦太だ早計なり。卵を見て時夜を求め、彈を見て 51 炙 

もと われこころみ なんち ため これ まうげん なんちもつ これ ま5ちやう 

を求む。吾嘗に汝の爲に之を妄言せん。汝以て之を妄聽せ 

いかんじつげつ ょ 5ち5 さしはさ そ ふんがふ な そ こつ 

ょ。奚。日月に旁り、宇宙を挾み、其の脗合を爲し、其の滑 

こん お れい もつ あひたふと しゆうじん VV - き t き せいじん ぐとん 

涫に置き、隸を以て相#ぶ。衆人は役役たり、聖人は愚莆た 
り。萬歲に參して成純を一にす。萬物盡く1り。 M して慰を 

もつ ちひつつ 

以て相蘊む。 



害も避けない。好んで実情を求めるでもなく、世間でいう道なるものに縁るでもない。言葉に表わさなくても、言葉になっ 
ており、言葉に表わされても、(自然にそうなるのであって、)言葉を用いないのと同じである。それで、塵を避けて世の外 
に遊ぶ。(以上が先生から承った話です〇)先生はこの話をでたらめだとおっしゃるのですが、私には、すぐれた道の行なわ 
れている姿だと思えるのです。きみはどう考えますか。」「それは黄帝が聞いても惑うことがらです。わたしにどうしてわ 
かりましょう。それにきみは結論が早い。卵を見て時の知らせを求め、はじきだまを見て小鳩のあぶり肉を求めているので 
す。座興に一つお話ししましょう。そのつもりで聞いてください。いかがでしょう。聖人は日月に添い並ぶように徳がすぐ 
れ、宇宙を小脇にかかえるように一切を見ている。つまり、万物と一となり、.すべてを乱れたままにしておき、貴賤の別を 
設けない。一般の人々は心身を労するし、聖人は愚鈍のようにぼうっとしている。永年の間いろいろな物とまじりあいなが 
ら、すばらしい純粋さを持ち続ける。それはなぜかというのに、万物はすべて同じであり、聖人はそのような万物の中にい 
て相互に包みあっているからなのです。 

1〇瞿鵠子.長梧子いずれもどういう人物か、はっきりしたことは分からない。一説に、後者を前者の門人という。また樾は前者を 
孔門七十子の後と見ている。〇夫子先生。兪樾は孔子と見る。〇務しごと。〇不喜求実情を得ようと得まいと、真理に変りがないので' 
好んで実情を求めようとしない。〇無謂有謂「謂」は教言。口に出して言わなくとも、それがちゃんと言葉になっている。〇有謂無謂言 
葉となって、口から出るが、それは自然の発露であって、しいて言葉にしているのではない。 〇孟浪之言とりとめのない言葉。 〇奚若 
「何如」に同じ。0黄帝太古の帝王。姓は公孫、または姬。軒轅?;)の丘に育ったので軒轅氏という。「黄」の字は一本に「皇」に作る。0 
焚惑う。〇丘長梧子の名。兪越は孔子の名と見る。〇時夜鳥が夜明付(鶏)や夜中(鶴)に鳴くこと。人はそれを聞いて時刻を知る。〇鵾 
炙小鳩のあぶりもの。〇妄言でたらめを言う。座興として話す。〇奚「奚若」の略。〇旁日月郭象の注によると、日月は昼夜、さらに 
生死を意味する。生死によるとは、生死に逆らはず、それに順うことで、生死を一つと見る立場をいう。次句の解釈とともに、これも一説で 
ある。〇挟宇宙郭象の注によると、「宇」とは天地四方、 r 宙」とは往来古今をいう。空間と時間。この両者を懐中に蔵めておくとは、空間 
と時間のうちにある万物に区別を設けず、それを一体として受けとること。〇脗合両唇のぴったり合うように、隙間のないこと。〇置其滑 
谐乱れたままの姿にしておく。むりに自己流の意見を加えて物を分けるようなことをしない。〇以隸相尊貴賤の別を立てず、両者を同一 
視すること。「隸」は奴隸。また、相手を蔑視して自らの尊大を計ると解く説もある。〇役役身心を労するさま。〇愚 m 「苗」ははっきり 
しないさま。〇参万歳万歳にわたって、いろいろなものと交りあう。〇一成純完成された純粋さを持ちつづける。〇万物尽然万物には 
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荘子 一 s 
大小美醜などの差があるが、絶対の境地から見るならば、すべて同じである〇 〇以是相蘊「是」は上の「万物尽然 J を受ける。「蘊」は包む意。 

予惡乎知， I 說一生之非 fe 邪■予惡乎知死 
之非， I 弱喪而不知巋者 I 邪。麗之姬艾封人 
之子也。晉國之始得乏也■涕泣沾鉍 • 

及萁 P 1 於王所【與一王同，一筐牀；食，芻豢； 

而後 ft 其泣 I 也。予惡乎^ I 夫死者不 fe _ 真 
始之蘄生乎。 

いったい、 生を喜ぶのは惑いなのではありますまい か。 死を憎むのは、若いころ故郷を飛び出し、そのまま帰りを忘 
れているものと同じなのではありますまいか。麗之姐とは、艾という国境の町を守っていたものの娘です。晋の国がこの娘 
を手に入れた最初、この娘は悲しみに泣き沈んで、襟を濡らしたものですが、王の御殿に行き、王と同じ寝台に寝、うまい 
物を食べるようになると、最初の嘆きを後悔しました。(これと同じく、)死ぬものにとって、最初に生を求めたことが海ま 
れるのではありますまいか。 

H 〇予悪乎知説生之非惑邪荘子は生死いずれにも拘泥しない立場を取るので、生を喜ぶ心は、荘子から見ると惑いである。〇弱喪若 
い頃に故郷を離.れ、他国に落ちついて帰るを忘れること。〇麗之姫麗戎国の美女。麗姫というところ、調子をゆるめるために「之」の字が 
加えてある。春秋時代、秦の穆公と晋の献公が力を合わせて麗戎の国を討ち、美女一人と玉環二個を手に入れた〇秦は玉環を取り、晋は美女 
を取った。この美女が麗姫である〇 〇艾封人之子「艾」は地名。「封人」は国境を守る人。「子」はむすめ〇 〇王所晋の献公の宮殿。春秋 
時代はまだ諸侯を王と呼ばず、戦国に入って始めて諸侯を王と称するようになった。ここで献公を王と称したのは、戦国、つまり荘子の時代 
の称呼に従ったのである。〇筐牀四角な寝台。一説に、 r 筐」は「安」で、安らかに身を横たえられる寝台〇 〇蘄生生を求める。生を求 
めるとは、裏をかえせば、死を悪むことである。生死に拘泥しない立場からは、死を悪むことと共に、生を求めることも斥けられる0 

夢飲】酒者、且而哭泣' 夢哭泣者、旦而|歡に瞰を妒みし鞀は、0?1にして^§し、鹩に知姐せし覩は、た日1 


われいづく せい よろこ まどひ あら し わ.一一、，づく 

予惡にか生を說ぶことの惑に非ざるを知らんや。吾惡にか 

し にく じやくさう かへ し もの あら し 

死を惡むことの弱喪して歸るを知らざる者に非ざるを知らん 

りしき がい ほ5じん むすめ しんこく はじ これ 5 てい 

や。麗之姬は艾の封人の子なり。晉國の始めて之を得るや、涕 

きふ えり 5るほ そ わうしよ いた わう きや5しやう おな す5 

泣して襟を沾す。其の王所に至り、王と筐牀を同じくし、芻 

くわんくら およ そな こうくわい われいづく か し 

豢を食ふに及び、其の泣くを後悔せり。予惡にか夫の死する 

ものそ はじめ せい もと く し 

者其の始に生を蘄めしを侮いざるを知らんや。 



田獵。方-真夢 一也、 不 i 知-萁夢 一也。 夢之中 
又占，真夢 I 焉'覺而後知其 夢-也。 且有矢 
覺 I 而後知，1此大夢 I 也。而愚者自以爲 A 覺' 
竊竊然知 i 之。君乎牧乎。固 哉。 丘也與 i 
汝皆夢也。予謂，一汝夢 I 亦夢也。是其言也、 
其名爲％詭；萬世之後而一遇-天聖【知-- 
其解| 者、是旦暮 遇 i 之也。 


でんれふ そ ゆめ あた そ ゆめ し 

にして田獵す。其の夢みるに方りてや、其の夢なるを知らさる 

ゆめ うち またそ ゆめ うらな さ のち そ ゆめ し 

なり。夢の中に又其の夢を占ひ、覺めて後に其の夢なるを知 

か だいがくあ しか のち こ だいぽう し しか ぐしや 

る。且つ大覺有りて而る後に此の大夢なるを知る。而るに愚者 

みづかもつ さ な せつせつぜん これ し きみ 

は 自ら 以て覺め たりと 爲し、竊竊然として之を知るとす。君と 

ぽく こ きうなんぢみなゆめ われなんぢゆめ 

いひ牧といふ。固なるかな。丘や汝と皆夢なり。予の汝を夢む 

い またゆめ こ そ げん そ な てきき な ばんせい 

と謂ふも亦夢なり。是れ其の言や、其の名を弔詭と爲す。萬世 

のち ひと だいせい あ そかいし もの こ たんぼ 

の後にして一たび大聖に遇ひ、其の解を知る者は、是れ旦暮に 
之に遇ふなり。 


I 夢のなかで楽しく酒を飲んでいたものも、朝(悲しい事があると)泣き出すし、夢のなかで泣いていたものも、朝にな 
ると狩に出かける。夢のなかでは、それが夢だと気がつかないのです。夢のなかで夢占いをし、目が覚めてから、それが夢 
だと分かる。それに、大きい目覚めがあってこそ、この人生の大きい夢なることが分かるのです。ところが愚者は、目は管 
めているとうぬぼれ、こざかしくも、すべてが分かるという。それで人を君主だとか牧人だとかいって区別する.。固陋なも 
のだ。わたしも t ' みも夢を見ているのです。きみは夢を見ているのだというわたしも、夢を見ているのです。こういった話 
を、世間では奇妙至極といいますが、万世ののち、一度でも大聖人に出会って、この話の意味が分かるのは、早朝や日没 
に人に遇うょうに稀です。 

〇大夢荘子は人生を夢と見ている。人は生涯に夢を見るが、人生を夢と見るばあい、この夢は前の夢に比べて長い。それで大夢とい 
う。従って、大覚とは、人生を越えて人生を見たときに言われるものである。〇竊竊然知ったかぶりをするさま。〇君乎牧乎君主だとか 
牧人だとかいって、貴賤の区別にとらわれること。人生を夢と見る立場からいえば' 貴賤などは夢のなかの一事象にすぎず、それにとらわれ 
て人を評価するのは、愚の骨頂だという。〇固哉「固哉丘也」と句を切る説もある。この場合、丘とは孔丘をいう。孔子は君臣の分につい 
てうるさかったので、上の「愚者……牧乎」を孔子に対する批評と取る説である。〇弔詭「弔」は至、「詭」は異。至って奇妙なこと。世人 
には上述の話が分からぬため、このようにいう。〇一遇大聖……一般人にはその意味が容易に分からぬことをいう。 

この段の長梧子の話は、聖人の話から、生死の話に移っている。この話は一貫したものとも受け取れれば、三つに分けることもでき 
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荘 子 一八— 

る。三つに分ける場合は、右に分けたように見ればよく、この場合はそれぞれ独立したものと見る。即ち、第一は瞿長二子の問答のうちに聖 
人の性格を説いたもの、第二は生死の話、第三は現世を夢と観ずる話である。 

旣使=我與 i 若辯 I 矣、若勝 i 我' 我不，一若勝； 

若果是也' 我果非也邪•我勝箬、若不，1 
我勝【我果是也' 而果非也邪。其或是 
也、其或非也邪。其俱是也、其俱非也 
邪。我與一若^能-葙知 I 也。則人固受=其® 

闇；吾誰使一正一之 • 

i わたしときみとが議論したとしましょう。きみがわたしに勝ち、わたしがかゲに負けたばあい、^'ゲが正しく、わた 
しが間違っているのでしょうか。また、わたしがきみに勝ち、きみがわたしに負けたばあい、わたしが正しくて、#'^'が間 
違っているのでしょうか。これは一方が正しくて、他方が間違っているのでしょうか。いずれも正しく、いずれも間違って 
いるのでしょうか。それは、わたしに もき みに も 分からない。とすると、第三者はもちろん判断に惑うことでしょう。われ 
われは誰にその判定を求めたらよいのでしょうか。 

i 〇 若勝我、我不若勝後句は前句を裏から言った もので、 内容は同一で ある。この 一節は次の 二 節と ともに 甚だ理窟っ.ほい。論理的に 
議論を運びながら、結論は是非判定の基準のない ことに 落ちつく。一是を求める ことの 不可能な点を論じた ものである〇〇 驅闇暗い こと。 
「人固受其驅闇」とは、当事者に とって 是非の判定が容易でないため、その話を 聞く 第三者に も 判定の下しに くいこと をい う。 

读同，乎若 I 者正，之' 旣與 i 若同矣'惡能正 
之。使向-一乎我一者正，之' 旣同=乎我一矣、惡 
能正 i 之。使真， I 乎我與 f 若者正，之' 旣異，乎 
我與者矣、惡能正 i 之。使茼，1乎我與>若者 


なんぢおな もの これ ただ す C なんぢ.おな 

若に同じき者をして之を正さしめんか、旣に若と同じければ、 

いづく よ これ ただ われ おな もの これただ 

惡んぞ能く之を正さん。我に同じき者をして之を正さしめんか、 
旣に我に同じければ、惡んぞ能く之を正さん。我と若とに異 

もの これただ すで われなんぢ こと いづく 

なる者をして之を正さしめんか、旣に我と若とに異なれば、惡 


旣に我をして若と辯ぜしめんに、若我に勝ち、 as 若に R 4 ' たざれ 

A んぢ :ii た ぜ b れはた ひ . b れなんぢか なんぢ 

は、若果して是にして、我果して非ならんか。我若に勝ち、若 

•b れ か b れ Itt ぜ なんぢはた ひ そ 

我に勝たざれば、我果して是にして、而果して非ならんか。其 

あるひぜ そ あるひひ そ とも ぜ そ 

れ或は是にして、其れ或は非ならんか。其れ俱に是にして、其 

とも ひ われなんぢちひし ちた すなはひともと 

れ俱に非ならんか。我と若と相知る能はざるなり。則ち人固ょ 

そ， た.んあん ラ われたれ これただ 

り其の a 闇を受けん。吾誰にか之を正さしめん。 



正*之' 旣同宇我與菪矣、惡能正 i 之。然 
則我與 i 若與 i 人' 俱不 ip 相知 I 也。而待 i 彼 
也邪。 


ょ これ ただ われなんぢ おな もの これただ 

んぞ能く之を正さん。我と若とに同じき者をして之を正さしめ 
んか、旣に我と若とに同じければ、惡んぞ能く之を正さん。钬 

すなはわれなんちひと i も あ6し あた しか かれ 

らば則ち我と若と人と、俱に相知る能はざるなり。而るを彼に 
がたんや。 


i — きみと同じ意見のものに判定させるばあい、その人物の意見はきみと同じなのだから、どうして正しい判定ができォ 
しょう。 わたしと同じ意見のものに判定させるばあい、その人物の意見はわたしと同じなのだから、どうして正しい判定•が 
できましょう。わたしやきみと意見の違うものに判定させるばあい、その人物の意見は、わたしやきみのと違うのだから、 
どうして正しい判定ができましょう。わたしやきみと意見の同じものに判定させるばあい、その人物の意見はわたしやき H 
のと 同じだから、どうして正しい判定ができましょう。とすれば、わたしにもきみにも第三者にも分からないことになり ■* 
しょう。誰の力を借りるというのですか。 


I 〇彼誰。 

化聲之相待' 若萁不，1相待一和 i 之以 - I 天傾； 
因一之以=曼衍；所 s 以窮车也。何謂 i 和一之以= 
天倪；日、是不是。然不然。是若果是 
也、則是之異，乎不是 I 也■亦無 i 辯。然若 
果然也' 則然之異=乎不然一也' 亦無辯。 

忘 i 年忘一義、振=於無竟一故寓 -1 諸無竟？ 


く b せい あひま そ あひま ごと これ b てんげい 

化聲に相待つは、其の相待たざるが若し。之を和するに天倪を 

もつ これ ょ4んん もつ とし きは ゆ&ん 

以てし、之に因るに曼衍を以てするは、年を窮むる所以なり。 

なに これ わ てんげい もつ い いは ぜふぜ 

何をか之を和するに天倪を以てすと謂ふ。日く、是は不是な 

ぜん ふぜん ぜも はた ぜ すなはぜ ふぜ こと 

り。.然は不然なり。是若し果して是ならば、則ち是の不是に異 

ャたぺんな ぜんも はた ぜん 十なはぜん ふぜん こと 

なるや、亦辯無し。然若し果して然ならば、則ち然の不然に異 

またべんな とし わす ぎ 4;す むきやぅ の 

なるや、亦辯無し。年を忘れ義を忘るるは、無寛に振ぶればな 

ゆ fe これ むきやう ぐう 

り。故に諸を無竟に寓す。 


^このように一定しない意見に期待をかけるのは、期待をかけないのと同じです。天倪(自然の道)によってすべてを調 
和し、曼衍(変化)によってすべてを放任しておくのは、天寿を全うする方法です。天倪によって調和するとは、どんなこと 
かというに、次のようにいえる。一方で是と見ることを、他方では不是と見るし、一方でそうだと思っても、他方ではそう 
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荘子 1八四 

でないという。(このように是と不是、然と不然はいずれもそれぞれに相対的——不定——のものである。)判定された是が 
真実の是ならば、この是が不是と違うのは、論じるまでもないし、判定された然が真実の然ならば、この然が不然と違うの 
も論を待たない。(以上のことを心得て事に処するのが天倪によって和するということである 0) 年齢(生死)を忘れ、義理 
(是非)を忘れるのは、心が無限の境地に伸びていくからです。故に心を無限の境地に置くのです〇」 

〇化声変化する議論。是といい非というも、それはそれぞれの立場による判断にすぎず、立場が変われば、是なるものも非となり、 
非なるものも是になる。そこには不変の基準がない。かかる議論を化声といい、世間一般の議論は、すべてこれに属するというのが荘子の考 
えである。なお、「化声之相待」から「所以窮年也」までの五句は、諸本概ね「不然也亦無弁」の後に置いている。〇天倪是非を越えた自然 
の道。後漢の班固はこれを「天研」と解釈している(経典釈文所引)。「研」とは石臼のこと。つまり自然の道を天で表わし、それを石臼にた 
とえているのであるが、石臼が回転して終始のないように、是非も決定的のものがないというのである。これはなかなか巧みな解釈である。 
〇曼衍変化。「因： V 之以 - I 曼衍一」とは、すべてを変化のままに任せ、私意などは加えないことをいう。〇是不是同一の事を見て、ある人は 
正しいというし、別な人は間違っているという。見方によって是非の判断に相違のあること〇 〇然不然同一-©事物を見て、ある人はこうだ 
といい、別の人はそれと違うという。人によって事物の見方が違うことをいう。〇無弁議論の余地がない。.是といわれるものが、真の是で 
あれば、是だとか非だとか言い争う必要などない、といった気持ちが含まれているが、荘子の考えは、むしろ是非に拘泥するのは愚かしいと 
いう点にある〇 〇振暢と同じ。のびること。 

E 3 E 3 是非の問題を荘子はしばしば取りあげて論じる。結論は常に同じである。是非の判定を下す尺度はないという。事物に是非の判定を下 
すのは、人為で，ある。事物についてのみ見るならば、物がある、事が起ったというだけで、是非を考えてやっているわけでない。人知はしば 
しば事物の真の姿を歪める。荘子はそれを恐れるのである。 

なお、通釈は長梧子の話をここまで続けてきたが、中途で切ることも可能であろう。例えば「化声之相待」以下を荘子の言とも li うる。 

罔兩問一景日' 曩子行' 今子止。曩子坐' 

今子起。何其* I 特操 I 與。景日'吾 有捂 
而然者邪。吾所 i 待' 又 有 i 待而然者邪 • 

吾待' 蛇跗蜩翼邪。惡識萁所5以然 I 惡 


まうりやう かげ と いは さき しゆ いましとど さき しすは 

罔兩、景に問ひて日く、曩に子行き、今子止まる。曩に子坐 

いました なん そ とくさうな かげいは われ ま あ 

り、今子起つ。何ぞ其れ特操無きや、と。景日く、吾は待つ有 

しか もの われ ま ところ またま あ しか もの われ i 

りて然る者か。吾の待つ所、又待つ有りて然る者か。吾の待 

だふてうょく いづく そ しか ゆ袅ん し いづく そ 

つは、蛇蚶蜩翼 か。 惡んぞ其の然る以 所を 識 らん。 惡んぞ其 



識萁所！！以不 fer の然らざる№1议を識らん。 

H 罔両が影に問いかけた。「きみは歩いていたかと思えば止まり、坐っていたかと思えば起ちあがる。何と気持がふらつ 
いていることでしょう。」「ぼくは寄りかかるものがあってそうなっているのですよ。それに、ぽくの寄りかかっている相手 
も、寄りかかるものがあってそうなっているのですよ。ぼくの寄りかかっているものは、例えば、蛇の鱗や蟬の羽といった 
ものでしょうか。しかし、なぜそうなるのか、なぜそうならないかの点について、ぼくに何の知識がありましょう0」 

H 〇罔両影の外側にある薄い影。〇景影と同じ。〇特操独立した節操。経典釈文に、「特 J を「持」に作った書物のある旨が記さ 
れている。文意としては持に従ったほうが分かりやすい。読み方は「操を持つ」となる。〇有待「有 Z 所 Z 待」の意。影の寄りかかる物のあ 
ること。影は物によってできるが、これを影のほうからいえば、影ができるのには、物が先になければならない。これを「待」で表わしてい 
る。〇然行止坐起することを指す。影は、その生じる物が行止坐起するに従って行止坐起する。〇所待物を指す。〇又有待物—身体— 
は心によって動かされるので、このようにいう〇 〇蛇鲋「跗」は蛇の腹部の下側に生えている鱗。蛇はこれを動かしてからだを進める。つ 
まり、蛇のからだはこの動きによって進む。これを物と影に当てはめると、蚶が物、蛇が影になるのであるが、付くという点から見ると、蛇 
が物、蚶が影になる。少し割り切れない比喩であるが、意のあるところを取れば、前者になろう。下の「蜩翼」も同じ00悪識其所以然な 
ぜ行止坐起するのか、その原因になるものが分からない。というのは、影が行止坐起するのは、身体のそれによるのであって、自らの意思に 
よるものでない。身体もまた同じで、このように原因を迎っていくと、結局は何も分からず、ただ天機によるというほかはない。相対の世界 
においては、これを決定するものがないのである。 

ia この話は相対の世界をそのままに肯定し、人智による分析を否定したものといえよう。ある事物の存在なり運動は、それ自体において 
成立するものでなく、必ずその原因となるものがあるし、その原因の成立には、さらに高次の原因がある。これを求めていくのは、あたかも 
無限の螺旋階段を昇っていくようなもので、際限がない。人智を越えた遙かかなたに窮極の原因があるといわざるを得まい。いわゆる道であ 
る。これを逆に言えば、すべての事物は、道の投影だといえよう。事の穿鑿を非難した寓話である。是非の判定の下しがたい話に付くもので 
あろう0 

昔者' 莊周夢爲-一蝴蝶；栩栩然蝴蝶也。 p 、 に I 蝦と S 4 る。 斯£として 賢一たり。^ら i し 
自喻適！志與。不一知一周也。俄而覺'則蓮 み® I に廚するかな。船たるを妒らざるなり。にして *1 むれ 
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蘧然.周也。不知魚之夢爲&蝶 I 與'蝴蝶 
之夢爲 i 周與；周與=蝴蝶；則必有 i 分矣。 

此之謂=物化？ 

1先ごろ荘周は蝶になった夢を見た。それはひらひらと飛ぶ蝶で、いかにものびのびとしていたが、自分では荘周であ 
ることに気がつかない。ふと目が覚めると、何と自分は荘周ではないか。これはいったい荘周が蝶になった夢を見たのだろ 
うか、蝶が荘周になった夢を見たのだろうか。しかし、荘周と蝶とは、区別があるはずだ。このような変化を物化(物の変 
化)という。 

〇栩栩然飛ぶさま。郭慶藩の集釈はのびのびしたさまと説いている。〇自喩適志楽しんでのびのびする。「喻」は r 愉」の仮借。集 
釈は r 喻」を暁(さ.と S と説き、生滅の交代、寒暑の循環は天地万物の常理なることを悟るといっているが、これは穿ちすぎた解釈である。 
〇蓮蓮然驚くさま。荘周たることに気づいて驚くことをいう〇 〇物化一つの物が他の物に変化すること。生死もまた物化という。ここで 
は、荘周が蝶に変化し、蝶が荘周に変化することを指す。 

Hi この話は蝴蝶の夢といわれて、渾沌の寓話とともに、荘子のうちで有名な一節である。この文章を読んでいると、一種幽玄な世界に導 
かれる思いがする。話の材料は夢と蝴蝶である。夢の世界で蝴蝶がひらひらといかにも楽しげに飛んでいる。何の屈託もない、いかにも平和 
な姿である。しかし、それは荘周という現実の人間の夢にすぎない。現実の人間にとって、すべてが蝶のように楽しいものとは限らない。む 
しろ、人間の貪欲な知慧によって歪曲されたものが現実の世界である。勝敗を争い、利害に拘泥し、生死に苦しむ。いずれも区別を立てるこ 
とによって生じる心の悩みである。小ざかしい人智を加えず、無理な区別を設けず、すべてを自然に委ねておけば、何の悩みもないはずだ。 
人生最大の悩みといわれる生死の問題についても、生死を越えた自然の道に没入するとき、それは容易に解決できるというのが、荘子の考え 
であろう。幽玄の趣を湛えるうちにも、やはり荘子流の厳しさが示されている。 

夢が現実なのか、現実が夢なのか。現実と夢、生と死、その間に果たして差があるのか、ないのか。相対を除いたとき、そこには何らの差 
別も認められまい。相対のない世界、それこそユートピヤではあるまいかと荘子はいう。荘子を読むと、寓話がしばしば顔を出す。読んでい 
ておもしろく、知らず知らずのうちに、その理論の中に置かれることがある。荘子の話術の巧みさともいうべきであろう。 


すなは きよきよぜん しう し5 ゆめ こてら な こてふ 

ば、則ち蘧蘧然として周なり。周の夢に蝴蝶と爲りしか、蝴蝶 

ゆめしうな し しう こてふ すなは かなら ぶんあ 

の夢に周と爲りしかを知らず。周と蝴蝶とは、則ち必ず分有 

これ こ XS ； つく h い 

り。此を之れ物化と謂ふ。 



養生主第三 

^1 養生主とは、生を養う ポィントと いった意味で、自然に従って物に逆らわず、すなおな生活をしていくところに、幸福な人生を送る道 
の あることを 説く。 この 篇の中心をなすものは庖丁の話であるが、前後の話もその線に沿っている。なお、林雲銘は、生の主を養う意と取 
り、生の頼りにしている主人、即ち斉物論にいう真君を養うことだといっている。林説は深遠な趣きを示すが、全篇を通じて理解されるも 
のは、やはり生を養う主と見たほうがよい。 

吾生也有レ涯' 而知也無—。以 A 有 fe 隨.無 A r が拉や鍛护りて、知や S ? 無し〇鍛#るものを说て鍛 f きもの 
涯、殆已。已而爲 A 知者' 殆而已矣。 にし fflf へば、齡るるのみ。のみにして妒を!！す截は^るるのみ0 

自分の一生には際限があり、知ることには際限がない。際限のあるものによって、際限のないものの後を追っていっ 
たら、疲れるだけのことだ。それにも拘わらず、知を働かそうとすれば、よけい疲れることになる。 

H 〇知也無涯知の対象になるものは、空間的にも時間的にも、数限りなくあること。〇以有涯随無涯有限の一生によって無限の知的 
対象を追う。〇殆疲れる。一説に、危険なこと。〇已而「己」は前句の殆已の已を繰り返したもの。 

知に対する批判である。世人は知に頼って事物の解決を求めようとするが、人の知りうるものは、世界のごく一部分にすぎない。人が 
知り得たと思うものも、果たしてそれが真実であるかどうかも疑わしい。しかも人の一生には限りがある。有限の生に属する知力によって無 
限に存在する事物の解決を求めようとすることは不可能であり、それを敢てすれば、ただ疲労のみが残される。愚の骨頂だという。荘子は、 
不安定不確実な知に頼るよりは、むしろ知を捨て、大道と一体になれと主張する。それがつまり生を養う眼目だというのである。 

爲 A 善無 A 近 A 名爲 A 惡無レ近 A 刑緣 A 督以爲 A 經 #" を s f しては 私に & づくこと無く、歡を！5 しては赚に a ? づくこ 
可一一以保，身 可|一以全>生 可11以養，親 可1一以 と無く、督に緣りて以て經と爲さば、以て身を保んず可く、以 
盡，年。 てぎま^ W すく、 S & を ^?く、说て粗を ii す ずし。 
善いことを行なうときは、世間の評判の立たないようにし、悪いことを行なうときは、刑罰に触れないようにし、ち 
内篇養生主第三 一八七 
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ょうどのところを取ってそれを常道としていったならば、人から害を受けずにすみ、生も損わずにいられるし、親を養うこ 
ともで き、 天寿を全うすることもで きる。 

H 〇名名誉。評判。〇督中。背中の中央を上下に走っている血管。一説に着物のせぬい。いずれも転じて、中の意味になる。〇経 
基準。〇尽年天から与えられた年を生き抜く。 

ii 荘子は、中道に依れという。その中道とは、善悪いずれをなすにも甚だしきをなすなということである。つまり行為の消極性を主張す 
るものといえよう。それは世の煩わしさから逃避し、身の安全を計る術でもある。 

世間の常識から見ると、悪を行なうことは否定さるべきであるが、荘子はこれを全面的に否定するわけでない。この文章では、むしろ善と 
悪とが同じ重さを与えられているように見える。しかし、 この 論理は、善悪の超越から派生する ものと 見るべきであろう。表現としては、善 
悪ほどほどの形として督(中)が主張されているように見えるが、事実は善悪といった相対を越えた絶対の大道に入ることが理想とされるので 
ある。それを平易な形で説くために、このような表現が取られたと見て誤りなかろう。 

庖丁爲 -- 文惠君一解 i 牛。手之所ぃ觸、肩之所-廠 T^、*tBrI< の齡に啊を，く。デのぎるる^1、亂の％ると％股 
倚、足之所.履、膝之所.踏、奢然嚮然。 の，むと％一の&るると％敷 Ms たり OW を1むること一く 
奏 A 刀騁然。莫 A 不一中 A 音。合一一於桑林之舞一、 歉たり〇韵に时らざる髮し〇 M の繼にがひ、すかはち®前のく41 ぃ 
乃中- fe 首之會 f に+;る。 

庖丁が文恵君に頼まれて牛を解剖した ときの 話。解剖の最中、庖丁の手の触れる ところ、 肩のよりかかる ところ、 足 
の 踏む ところ、 膝の当たる ところは、ばりばりと 鳴る し、 刀を進めて いくとき、ばさばさと 音がする。その音はいずれも音 
楽の調子に合い、その動作は桑林の舞そっくりで、経首のリズムに乗っている。 

〇庖丁料理人の丁。丁は人名。〇文恵戦国時代の魏の恵王〇 〇蹐触れる。音「キ JO 「手之所/触」から「膝之所 k 踏」は、解剖の 
際に用いるからだの部分、ならびに動作が記されている。〇砉然皮と 肉と が離れる音の形容。〇嚮然嚮は響と同じ。音の 響くさま。 経典 
釈文によると、一本には r 然」の字がないという。〇黯然皮と肉とが離れる音。響きは菪然より大きい。〇桑林舞楽の名。殷の湯王が桑 
山で雨乞いをするときに作ったという伝説がある。名曲の類をいうのであろう。〇経首堯が咸池の楽を作り、経首の詩を作って天帝を祀っ 
たという話がある。ここでは詩よりも音楽に重点がある。0会リズム0 



文惠君日、譆'善哉。技蓋至 i 此乎。庖 
丁釋 i 刀、對日' 臣之所 i 好者道也。進_一乎 
技 I 矣。始臣之解％之時、所 i 見無_|非 i 牛者 
三年之後' 未％見=全牛 I 也。方-一今之時？ 

臣以 i 神遇' 而不，一以一目視；官知止而神欲 
行。依，乎天理；批，天都 f 導天窮因，萁 
固然；技經青綮 I 之未一嘗。而況大輒乎。 

(庖丁の妙技に)文恵君は「いや、りっぱなものだ。技もここまで来るとは。」と褒めた。庖丁は刀を下に置いて答ぇ 
た。「わたくしが好きなのは道でございまして、技は二の次でございます。牛の解剖を始めたばかりの頃、わたくしの目に 
映るのは、牛ばかりでございました。それが三年になりますと、完全な牛は目に映らなくなりました。現在は、心であしら 
い、目では見ません。目の働きが止むと心が澄んでまいります。そこで、自然の筋に従って大きな隙間に刀を入れ、大きな 
穴に刀を導いていきます。牛の生来の肉体組織に従って刀を進めますので、技といたしましては、堅い筋にぶちあてるよう 
なことはありません。大きい骨などはなおさらでございます。 

ii 〇譆感嘆詞。〇進乎技技術以上である。「進」は過ぎる、すぐれる意。〇所見無非牛者目に映るものがすべて牛だ。どの部分を 
見ても、それが牛の一部分だという考えが頭から離れないこと。〇未嘗見全牛その部分だけが目に入って、それが牛であることを忘れてし 
まう。〇官知感覚器官の働き。直前の目の働きを指していう。〇神欲心の動き。〇批おしひらく。〇固然もとより然るものというこ 
とで、骨格な り 筋肉なりの自然のままのつきかた。〇肯綮「肯」は骨についた肉。「紫」は筋のいりくんだところ。〇細大きい骨。 

良庖歲更 i 刀。割也。族庖月更为。折也。 Ms ごとに 1 ^ il む。 ; ilf けばなり。 

今 臣之刀十九 年矣。 所一解數千牛矣。而 む。 折れば なり。今、段のがは七九粒なり。解く所ろは妍5な 
刀刃若薪發二於硎 I 彼節者有-聞、而刀刃 り。 Mi: るに所研は新たに 娜ょり觀 せしが舒し。街の IPS なる齡に 
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文惠君日く、諄、善きかな。技蓋し此に至るか、と。庖丁刀を 

お こた いは しんこのところものみち わざ -t 寸 

釋きて、對へて日く、臣の好む所の者は道なり。技より進む。 

はじしんうしと ときみ ところ？しあら ものな さんねんのちい+ 

始め臣の牛を解く時、見る所牛に非ざる者無し。三年の後、未 

かつぜんぎうみ いま とき あた しんしんもつぐう め もつ 

だ嘗て全牛を見ず。今の時に方り、臣神を以て遇して、目を以 
て&ず。翦起まりて ill く。■に&り、黐をひ批し、好 

くわんみちび そ もと しか よ わざこうけいふ いま 

竅に導く。其の固より然るに因り、技の肯綮を經ること未だ 
嘗てせず。而るを況んや大輒をや。 



荘子 一九〇 

者無 i 厚"以 i 無一厚入一有 i 閒'恢恢乎其於一费は WI 抵りて、 K 肌なる S には齡さ* , ' £ し。酌さ％きものを5 
刃、必有 - 一餘地|矣。是以十九年而刀刃若* I ?るものに A 1 れば、く卿 S 私として k の^を齡ばすに财て、4 
新發 I 一於硎一 ず影把らん。起を3て- f - i 製なるも羅は ffl たに W より歡せ 

しが新し0 

t — 上手な料理人は、一年ごとに刀を換えます。筋を切るからでございます。平凡な料理人は一箇月ごとに刀を换えます。 
骨を切るからでございはす。現在、わたくしの刀は十九年になり、解剖した牛も数千頭になりますが、刀の刃は® i 5 l にかけ 
たばかりのようです。(刃こぼれ一つございません 0) あの骨の関節には隙間があります し、 刀の刃には厚さがありません0 
厚さのないものを隙間に入れるのですから、ひろびろしていて、刀を動かすにも余裕がございます。そういう b けで、 十九 
年たちましても、刀の刃は砥石にかけたばかりのようでございます。 

H 〇族鹿「族」は衆の意。一般の料理人ということで■、平凡な料理人を指す。0折骨を 切ること〇 〇 発於 g 碧にかける 。 OJg 
関節。〇恢恢乎ひろびろしたさま。 


1り、と雖も、族に至る每に、吾其の爲し難きを野、恤っ^'として 

た叱 ''4 N L'- し—た^と.^ま か5ため おそ かたなぅご はなはぴ 

爲に戒%。視爲に止り、行爲に遅く、刀を動かすこと甚だ微な 
り t 0課然^ J して已に解け、虹の地に委するが M し。1を城さげ 
%立ち r 之が爲に四顧し、之が爲に躊躇し、志を i たし 

善ひて^!を sil む、と。凝說く、111きかな。露での款を阶 

せいやしな え 

き、生を養ふを得たり、と。 

しかし、筋の*まった ところに 来るたびに、むずかしさが感じられ、細心の注意を払います。目は そこに 吸いつけら 
れ、手の進みは遅く、刀の動きもこまかくなります。肉が骨からばらりと離れますと、あたかも土が高所から大地に落ちる 
ように、下に落ち.ます U 解剖が終りますと、わたくしは、刀を提げて立ち、あたりを見まわし、満足の心を味わうのでござ 
います。それから刀を拭いて鞘に収めます。」文恵君はこの話を聞き、「ありがたい。わたしは庖丁の話を聞いて 養生の道を 


雖レ然、毎 M - I 於族【吾見-真難鳥、怵然爲 
戒•視爲止' 行爲遲'動为甚微。譟然 
已解' 如， L 土委岛。提 i 刀而立、爲乏四顧' 
爲レ之躊躇' 滿 i 志、善 i 刀而藏乏•文惠君 
日、善哉。吾 MI 庖丁之言 I '得 i 養 i 生焉。 



会得した。」といった。 

1〇族筋の集まったところ。〇怵然心の不安なさま。〇謀然骨と肉とが離れる音の形容。劉武の荘子集解内篇補正は、これを速か 
なさまとし、「謀然已解」を上句につけ、「ほんのわずか刀を動かすと、もう肉が骨から離れている。」と解する。〇委地地面に積もる。〇 
四顧周囲を見まわす。〇躊躇満足するさま。〇善刀「善」は「飾」の仮借。「飾」は「拭」と同じ。 

— i 庖丁は牛の解剖の名手である。解剖の姿はいかにもリズミヵルで美しい。文恵君はすっかり感じいって、その技を褒める。しかし庖丁 
の会得したものは、技よりはむしろ道であって、道について滔々と述べたてる。「以 X 神遇而不 - I 以：，目視？」とは最も得意のところであろう。技 
術にとらわれず、_然の理に従うところに道がある。しかし、その所説を見ると、いかにも理詰めである。彼我の相対を越えよという荘子の 
主張は、この話に照らして見ると、自我を捨て、対象にある自然の理法に従う意味とも受けとれる。荘子において理法の否定は見られない。 

公文軒見， I 右師|而驚日、是何人也。惡乎 
介也。天與'其人與。日' 天也。非人 
也。天之生 A 是、使 i 獨也。人之貌有 k 也。 

以 i 是知-萁天也非入也。澤雉十步一啄' 

百步一飮。不 i 蘄1畜=乎樊中【神雖 i 王' 不一 
善也。 

公文軒は右師に会って驚いた。「この男は何なのだろう。何の罪で片足にされたのだろう。それをやったのは、天だろ 
うか人だろうか。」(右師はこの言葉を耳にしていった。)「天ですよ。人と違います。天がこのからだを作るときに、一本足 
にしたのです。人の姿には足が二本あります。わたしの一本足が天のしわざで、人のしわざでないことが、それによってわ 
かります。(わたしがこのような姿になったのも、すべて自然のなせるわざで、わたしは、ただそれに従うだけで、不快な 
気を持ちはしない。)さて、沢に住む雉は、 十 歩あるいて一度餌を啄み 、百 歩あるいて 一口水を飲む(というように飲食は 
不十分である)。しかし籠に飼われることは求めません。というのは、沢にいれば、心がのびのびしていますが、籠に飼わ 
れると窮窟になるからです。」 
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こうぶんけん いうし み おどろ いは こ なにびと いづく かい 

公文軒、右師を見て驚きて日く、是れ何人ぞや。惡にか介せら 
る。天か、其れ人か、と。日く、天なり。人に非ざるなり。天 

これ う どく ひと ばう ともあ これ もつ そ 

の是を生む、獨ならしむるなり。人の貌に與有り。是を以て其 
の天にして人に非ざるを知る。澤雉は十步にして一啄し、百步 

いちいん はんち.2^やしな もと しんさか いへど 

にして一飮す。樊中に畜はるるを蘄めざるは、神王んと雖も、 
善からざればなり。 



〇公文軒人名。公文が姓で、軒が名。〇右師宋の官職の名。姓名は不明。〇介一本足。ここでは刖 S (足切り)の罰を受けて 
片足を切られたこと。〇与なかま。足が二本揃っていること。〇神雖王、不善籠中の鳥の説明とする解釈もある。それによると、籠中の 
鳥は食物に不自由がないので、心がのびのびしているが、一方から考えると、籠に拘束されているので不愉快になる、という。 

老聃死。秦失男之' 三號而出。弟子日 
非4< 子之友 I 邪•日' 然。然則弔一焉若 fe 
可乎•日、然。始也' 吾以爲，萁人,也 • 

而今非也。向吾入而弔>焉' 有^者哭一之 
如レ哭=其子(少者哭一之如，哭，真母；彼其所 
以會乏'必有， I 不一蘄 J 日而言、不蘄一哭而哭 
者；是遁一天倍 A 情' 忘，萁所曼。古者謂， I 之 
遁 i 天之刑一適來，夫子時也。適去、夫 
子順也•安每而處蹢、哀樂不>能 x 也， 

古者謂 I 是帝之縣解？ 

老聃が死んだとき、秦失は弔いに行き、三度号泣して出てきた。それを見て門人が g ねた。「あの人は先生のお友達で 
はありませんか。」「そうだ〇」 「とすると、 あのような弔いかたでよろしいのですか 〇」 「よろしい。はじめ、わたしはあの男 
を人物だと思ったが、今は違う。さきほど、わたしが入っていって弔った とき、 老人はわが子を失ったかのように哭してい 
るし、若いものは母を失ったように哭していた。あの男が、人々を集めた原因のうちには、称讚を求めずとも称讚され、哭 
を求めずとも哭されるといった(いかにも虚偽的な)点がある。これは、天を逃れ、真実にそむき、生来の本分を忘れたも 
のだ。(心を苦しめるものなので)むかしは、これを天を逃れた刑といっていた。あの人がたまたま生まれて来たのは、あ 
の人の生まれてくる時だったのであり、死んでいったのは、あの人が自然に従っただけのものである。時に安んじ、自然に 


.Ibo.^ し‘ しんいつこれ てう み が5 い ていしいは ふ5し 

老聃死す。秦失之を弔し、三たび號して出づ。弟子日く、夫子 

とも あら いは しか しか 十な， i これ てう 

の友に非ざるか、と。日く、然り、と。然らば則ち焉を弔する 

かくごと か いはしか はじ われもつ 

こと此の若くにして可ならんか、と。日く、然り。始め、吾以 

そ ひと な しか いま ひ さき われい これ てう 

て其の人と爲せり。而るに今は非なり。向に吾入りて焉を弔す 

らうしやこれ こく そ こ こく ごと せう L やこれ こく 

るに、老者之を哭すること其の子を哭するが如く、少者之を哭 

そ はは こく ごと あ かれそ これ くわい ゆ11ん 

すること其の母を哭するが如き有り。彼其の之に會する所以、 

かなら い もと い こく もと こく ものあ 

必ず言ふを蘄めずして言ひ、哭するを蘄めずして哭する者有 

こ てん の.か じ6.う，てむ そ う ところ わす いに 

り。是れ天を遁れ情に倍き、其の受くる所を忘るるなり。古 

しへこれ てん のが けい い たまたまきた ふうしとき 

者之を天を遁るる刑と謂へり。適>涞るは、夫子時なるなり。 

たまた4さ ふ5しじゆん とき やす じゆんを あいらく 

'iiM 去るは、夫子順力るなりノ時に安んじて順に處らば、哀樂 
入る能はざるなり。古者是を帝の縣解くと謂へり。 



従っていたならば、哀楽といった感情は心に入れない。むかしは、このことも、上帝の逆吊しが解けるといったものだ。」 
ii 〇老聃老子のこと。姓は李、名は耳、聃は字。老は親愛.尊敬などを表わす語。〇秦失人名。〇号大声で泣く。〇若此三号し 
ただけで出てきたことをいう。門人は秦失の弔問があまりにも簡単なので怪しんだのである。0其人りっばな人物。老聃を指す。集釈は、 
そこに集まって哭する人々を指すという。集まった人々を方外の人かと思ったところ、あまりにも悲しみすぎるので、思い違いだったという 
のが集釈の説である。〇哭人の死を悲しんで泣くこと。声を出して泣く。〇彼老聃を指す。集釈は、そこに集まった人々を指すという。 
〇倍情真実にそむく。「倍」は「背」と同じ。「情」はまこと。集釈は「倍」を「加」、「情」を「流俗の情」と解する。〇遁天之刑自然か 
ら逃れようとするために受ける刑罰。自然に従えば何の苦しみもないのに、逃れようとするので苦痛が伴う。この苦痛を指していったのであ 
る。〇来•去生•死。〇夫子老聃を指す。〇時生まれる時に従って生まれてきた。〇順死ぬべき運命に従って死んでいった。〇安時 
而処順生は喜びであり、死は悲しみであるが、そういう感情にとらわれず、すべて自然に任せていくこと。〇帝之県解「帝」は「天」、 
「県」は「懸」。天から加えられた逆吊しの繩が解ける。生死は天から与えられたもので、人がそれに拘泥するかぎり苦痛から逃れられない。 
生死をすべて自然に任すとき、人は生死を越えられ、生死の苦痛から逃れられる。これを比喩的に言ったものである。 
gla この一章の意味は、「其人」の取りかたによって、少なくとも二つの方向に分かれる。一つは、通釈に示された方向であり、これは老 
聃を見損じたといって、どちらかといえば老聃を毁 S ったものであるが、他の一つは、「其人」を衆人と取り、衆人が老聃を慕って集まり、 
大声を揚げてその死を嘆き悲しむのは、俗情によるものであり、老聃は決して死を悲しみなどはしない。むしろ、自然に従い、生死を越えた 
心境にあったといい、老聃を褒めたものである。二説について、その当否の程は容易に決定しがたいが、前説のほうがより妥当性を持つもの 
と見、これを通釈とし.て取った。 

指窮 ，一 於爲>薪' 火傳也、不 一 知 一一 其盡 一 也。 齡は fl を&るに s?f し、^<の齡はるや 、 k の Si くるを妒らず。 

n 指で薪を取るには限界があるが、火の伝播は果てしなく続く。 

〇為薪「為」は取ること。郭象注は前に推し進める意とし、奚侗の補注では助ける意とする。〇火伝火が蔓延する。火の本来の性 
格についていったもの。 

E 3 S 3 この章は、集釈などでは、前の章に併せてあって、独立した一章として扱ってないが、内容から見て前章と そう 密接な関係が あるよう 
にも思えない。 むしろ 独立し、第一章の生と知との問題に呼応するものと見て よいであろう0 
郭象の注は「指窮 ，i 於為 t - 薪」の一句を「指が薪を前に進める道理を窮めたならば、」 という 意味に取り、「火伝也」で句を切って いる。 「薪 
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を次々に補給していったならば、火は永遠に燃え続ける。それと同様に、養生を加えていけば' 命が永続する。」といぅのがその解釈である 
が、最後の一句 r 不 k 知-1其尽 I 也」を俗人に当て「俗人には、火が一か処で尽きてもすぐ次に移っていき、人の生も現世で尽きても未来に続 
くことがわからない」意に解している。郭注はあまりにも穿整にすぎるよぅに思われる。 



人閒世第四 


人間世とは、世間ということ。この篇は、世間に処する道を説いたものである。荘子は人の知を排斥するが、人の集団生活まで排斥- J - 
るものではなかった。集団生活の中にあって、各人がどのように処していくかが、常に問題になっていたのである。孔子と顔回の問答に見ュ 
る心斉、孔子と子高の問答に見える命と義、匠石と弟子の問答に見える無用の用など、いずれも処世の方法を述べたものである。 


顏囘見，#尼 I 請 >行。日、奚之。日、將 i 之， 
衞。日' 奚爲焉。日、囘聞，衞君' 其 
年壯'其行獨。輕用，萁國|而不 i 見，真過； 
輕用 i 民死' 死者以_*|乎澤一若 * r 民 
其無一如矣。囘嘗聞，一之夫子；日、治國き 
之' 亂國就一之' 醫門多>疾。願以 i 所>聞 ®I 
其則；庶幾其國有 ft 乎。 


がんくわいちゆうぢ まみ ゆ こ いは いづく ゆ 

顔囘仲尼に見え行かんことを請ふ。日く、奚にか之く、と。 

いは まさ 東い ゆ いは なに な いは 

日く、將に衞に之かんとす、と。日く、奚をか爲す、と。日く、 

くわいき11いくん そ としさう そ おこなひどく かろがろ 

囘聞く、衞君は、其の年壯にして、其の行獨なり。輕 i しく 

そ くに もち そ あやまちみ かろがろ たみ もち し 

其の國を用ひて其の過を見ず。輕 M しく民を用ひて死せしめ 

し1.や くに もつ さはりやう せう ごと たみそ いかん 

死者は國を以て澤に量するに、蕉の若きも、民其れ如と もすス 

な く b いかつこれ ふうし き いは をさま くに これ さ 

無し、と。囘嘗て之を夫子に ' M けり。日く、治れる國は之ょり土 
り、亂れたる國は之に就く。醫門には疾多し、と。願はくは聞く 

ところもつそ のりおも そ くにれうあ ちか 

所を 以て其の則を思はん。其の國に瘳 有るに 庶幾からんか、 と。 


顔回が仲尼のところへ旅行の挨拶に行った。「どこへ行くのかね。」「衛に行きます〇」「何をしにだね。」「世間の噂 ( S 5 ゎ) 
ですと、衛の殿さまは年が若く、身勝手なことをするということです。軽々しく国権を用い、過ちなどは考えず、軽々しく 
民を用いて死地に陥れ、その死者は、国を沢地にたとえますなら、あたかも雑草のように、その数が多いのですが、民はど 
うにもできないそうです。わたくしは先生のお話を思い浮かべます。『平和の国からは立ち退き、乱れた国へは出かけてい 
く。それは医者の家に患者が多く集まるのと同じ(で治療が必要なの)だ。』ということでした。わたくしも一つ先生から承 
ったお話によって、方法を考えることにいたします。衛の国も何とか持ち直りましよう0」 
si 〇顔回顔は姓、回は名、字は子淵、魯の人。孔子の門人。〇仲尼孔子の字。孔子、姓は孔、名は丘、魯の人。〇術君衛の荘公。 
一説に出公輒 ( r ) という。〇軽用其国君主の権力を乱用すること。〇量比較する、たとえる意。原本は、「量」の下の「乎」を「平」に作 
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り、「死者以ぃ国量、平沢若 k 蕉」と読んでいる。集釈本に従って「乎」の字に改めた。〇蕉雑草や塵芥。〇無如「無，一如ぃ之何一」と同じ。 
郭象注は「如」 を 「ゆく」意に解す る。 〇所聞す ぐ 上に ある 孔子の言葉を指す。〇瘳病気が直る。 ここでは 政治が ょくなることを いぅ。 


仲尼日' 譆。若殆=往而刑，耳。夫道不 
雜■雜則多、多則擾' 擾則憂' 憂而不一 
救。古之至人、先存_一諸己；而後存 ， i 諸人 I 
所 i 存-一於己 I 者未 fe , 何暇至， I 於暴人之所呑。 


ちゆぅぢいは あ A > なんぢゆ けい ちか そ みち ざつ 

仲尼日く、譆。若は往きて刑せらるるに殆し。夫れ道は錐なる 
を欲せず。雜なれば則ち多く、多ければ則ち擾れ、擾るれば則 

ぅれひ 5れひ すなはすく いにしへ しじん ま これおのれ 

ち憂あり、憂あれば而ち救はれず。古の至人は、先づ諸を己 

そん しか のち これ ひと そん おのれそん ところい i さだ 

に存し、而る後に諸を人に存す。己に存する所未だ定まらざる 

なんいとま ばうじんおこなところいた 

に、何の暇ありてか暴人の行ふ所に至らん。 


^顔回の話を聞いていた仲尼「そうかね。出かけても刑罰を受けるのがおちだょ。道というものは雑駁でないほうがょ 
い。雑駁だと事が多くなるし、事が多いと乱れ、乱れると憂いが生じ、憂いが生じると解決ができないものだ。むかしの至 
人は、まず自分に道を具えてから、人にも具えさせるようにした。自分に具えるべきものがふらついているときに、乱暴な 
人間の行為を考える余裕など、どうしてあろう。 

3 E 3 〇譆感嘆詞。いぶかる気持を表わす。〇憂而不救 r 而」は「則」と同じ。〇至人徳のすぐれた人。聖人。〇存諸人道を人に具 
えさせる。人を助ける。〇暴人乱暴な男。衛君を指す。 


且若亦知4< 德之所 i 蕩'而知之所 f 爲 i 出乎 
哉。德蕩 n 乎名；知出，乎爭一名也者、相 
軋也。知也者、爭之器也。二者凶器' 

非_所苡盡行 I 也。且德厚信肛'未 i 達，入氣； 
名聞不争' 未蓮，入心 I 而疆以_|仁義繩墨 
之 言 I 術 I 暴 人之 前 I 者是以 ||人 惡|有 II 其 美 I 
也。 命 a 之 日 imi 人 。 m 入 者' 人 必反舊 i 之。 


か なんぢ i たか とく たう ところ ちい な ところし 

且つ若は亦夫の德の蕩する所にして、知の出づるを爲す所を知 

とくな たう ち あらそひ いなもの あひきし 

るや。德は名に蕩し、知は爭に出づ。名なる者は、相* L るな 

ち もの あらそひ うつは にし V きょ.^ ことごと おこな 

り。知なる者は、爭の器なり。二者は凶器にして、盡く行は 

ゆ表ん あら か とくあつ しんかた いま ひと き たつ 

るる所以に非ざるなり。且つ德厚く信紅きも、未だ人の氣に達 

めいぶんあらそ いま ひと* J * J ろたつ しか つと 

せず、名聞爭はざるも、未だ人の心に達せず、而うして彊めて 

じんぎじょうぽく げん もつ ばうじん まへ の もの こ ひと あく もつ 

仁義繩墨の言を以て、暴人の前に術ぶる者は、是れ人の惡を以 

そび う これ めい ひと わざはひ い ひと わさはひ 

て其の美を有るなり。之を命じて人に m すと日ふ。人に m 

もの ひとかならかへ これわざはひ なん•ちほとひとわざはひ 

する者は、人必ず反りて之に m す。若殆んど人の舊すると 



若殆爲，入菌一夫， 


ころと爲らん n 


I それに、徳がなぜ揺れ動くのか、知がどこから出てくるのか、きみに分かるかね。徳は名声によって揺れ動き、知は 
争いから出てくる。名声は互いに制肘しあうし、知は争いの道具である。この二つは凶器であって、事がうまく運ばれるも 
のと 違う。それに、徳がすぐれ、堅い信義の心を持ちながら、人の気持がわからず、名声については人と争うことを避けな 
がら、人の心がわからない。それでいて一心に仁義道徳の話を乱暴者の前で述べるのは、人の悪によって、こちらの美点を 
売りつけようとするものだ。こういうのを、人に迷惑をかけるという。人に迷惑をかければ、人は必ず迷惑を返してくる。 
きみは人に迷惑をかけられるといったところだろう。 

11^ 〇蕩揺れる。不安定な状態に置かれる こと。 〇徳蕩乎名徳は名声を得んとする心に よって 揺れる。名声を得る心に よって 徳が破壊 
される こと。 〇軋きしる。相手を抑える 〇〇 尽行事がすべて スムーズに運 ばれる。〇肛音 rn ゥ 」。堅実な こと。 〇名聞不争名声に 
ついては It 泊な心で対し、それを得るために人と争うような ことは しない。〇繩墨すみなわと、それにつける墨。直線を引くときに用いる 
も0。転じて規則.標準の意味になる。0術「述」の仮借。0有其美自分の美点を街8う。「有」は経典釈文に崔本を举げて「育」に作 
るとあるが、「育」字に作るべきであろう。「育」 は 「鬻0:)」の仮借で、売る意。〇苗「災」と同じ。 


且苟爲 fefe 而惡 - I 不肯 I 惡用■求一有，1以異； 
若唯無 fe 。 王公必將<乘入而鬭_真捷 I 而 
目將 i 焚一之' 而色將之、口將一營一之、容 
將 i 形一之、心县成 i 之。是以 A 火救 k 、 以永 
救一水■名 i 之日 i 益 i 多，順一始辨窮。若殆以 A 
不 i 信||厚言 I 必死=於暴人之前|矣_ 


か いやし けんょろこふせうにく な いづく なんぢもち もつ 

且つ苟くも賢を悅び不肯を惡むを爲さば、惡んぞ而を用ひ以て 

こと あ もと なんぢただつ な わうこうかならまさ ひと 

異なる有るを求めん。若は唯詔ぐる無きのみ。王公必ず將に人 

じょう そ せふたたか なんちめ まさ これ けい 

に乘じて其の捷を鬭はさんとす。而の目は將に之に熒せんと 

なんぢいろ まさ これ へい くち 受さ これ えい 

し、而の色は將に之に平せんとし、口は將に之に營せんとし、 

かたちまさ これ けい こころまさ これ な こ ひ 

容は將に之に形せんとし、心は且に之を成さんとす。是れ火を 

もつ ひ すく みづ もつ みづ すく これ なづ おほ ま 

以て火を救ひ、水を以て水を救ふなり。之を名けて多きを益す 

い はじめしたが きはまりな なんぢほと こうげん しん 

と日ふ。始に順ひて窮無し。若殆んど厚言を信ぜられざるを 

もつ かならばうじん まへ し 

以て、必ず暴人の前に死なん。 


それに、もしも相手が賢者を好み、愚者を嫌ぅ といぅ ことなら、(相手には多くの家臣が いて、そこから 賢者を選用す 
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ればよいのだから)何もきみを用いて特別なことをしてもらう必要はあるまい。(向こうへ行ったら)きみは何も言わぬほう 
がよい。何か言えば、殿さまは必ずや君主の権力を笠に着て、弁舌を奮うに違いない。きみは目が眩み、顔色が青くなり、 
口に弁解の言葉を出し、態度が卑屈になり、心の中で相手の意見に賛成してしまう。これでは火で火を消そうとし、水で水 
を防ごうとするもので、こういったものを『よけいなおせっかい』という。最初にこのようだと、後はそれに従ってずるず 
る行くだろう。きみの親切な意見が信じられないため、きみはきっと乱暴者の前で命を落すことになろう。 

1〇異他の人より優れていること。〇王公衛君を指す。〇乗人権勢で人を抑える。一説に、人の隙に乗ずること。〇捷口まえの 
上手なこと。〇熒目のくらむこと。〇平「変」の仮借。〇営弁解する。〇形卑屈な様子を表わすこと。〇成相手の悪を完全なもの 
にする。〇益多ますます激しくすること。〇順始無窮はじめのやりかた一つで、それが永久に続く。最初が悪いために、よい結果の出な 
いこと。 

且昔者、桀殺，1關龍逢；紂殺 I 主子比干； 

是皆脩，真身 f 以卞値5拊人之民【以卞拂 
其 上 I 者也。故其君因，，其 f 以擠，之。是好 
名者也。昔者' 堯攻，叢枝•胥敖 f 禹攻，％ 

慮一國爲虛厲一身爲 II 刑戮〖其用 i 兵不一止 
其求一實無色。是皆求， I 名實 I 者也。而獨不 
聞一之乎•名實者、聖人之所 i 不 i 能一勝也。 

而況若乎。雖 k 、 若必有 i 以也。嘗以語 
我来。 

また、むかし桀は関竜逢を殺し、紂は王子比干を殺したが、殺された人はすべて行ないを正しくし、臣下の身分で主 
君の民を愛養し、臣下の身分で主君の心に逆らった人物である。それで主君は、その人々のやりかたを口実に、抹殺の举に 


か むかし けつ く b んりゆうほう ころ ちう わうじひかん こ6こ 

且つ昔者、桀は關龍逢を殺し、紂は王子比于を殺せり。是れ 

みなそ み をさ しも もつ ひと たみ くふ しも もつ そ かみ 

皆其の身を脩め、下を以て人の民を値拊し、下を以て其の上に 

もと もの ゆ*そ きみ そ をさ ょ もつ これ せい 

レ 拂る者なり。故に其の君は其の脩むるに因りて以て之を擠せ 
り。是れ名を好む者なり。昔者、堯は叢枝•胥敖を攻め、禹は 

いうこ せ くに—きょ机4'»な み けいりく な そ へい もち 

、 有扈を攻む。國は虛厲と爲り、身は刑戮と爲る。其の兵を用ふ 

や そ じつ もと やな こ みなめいじつ もと 

レ ること止まず、其の實を求むること已む無し。是れ皆名實を求 

もの なんぢひとこれ き めいじつ せいじん ^ あた 

むる者なり。而獨り之を聞かずや。名實とは、聖人の勝つ能は 

ところ しか いは なん ぢ しか いへ ど なんぢかなら ゆ&あ 

A ざる所なり。而るを況んや若をや。然りと雖も、若必ず以有 

こころみ もつ われ つ 

らん。嘗に以て我に語げょ、と。 



出た。こういった主君は、名声を好む人間である。むかし堯は叢枝.胥敖を攻め、禹は有扈を攻めた。攻められた方では、 
国は廃墟になるし、身は殺されるありさまだったが、それは常に兵を動かし、財利を貪っていたのである。この三国はいず 
れも 名声と財利を求めた国である。きみ も 聞いていると思うが、名声や財利というものは、聖人で もこれ に勝てないのだ。 
かみのばあいは、なおさらだ。しかし、きみにはきっと(衛に行く)理由があるのだろう。ひとつ、わたしに話してみたま 
え。」 

ii 〇桀夏帝国の最後の王。暴虐の聞え高く、殷の湯王に滅ぼされた。〇関竜逢桀王の賢臣。桀の暴政を諫めて、斬首の刑に処せられ 
た。〇紂殷帝国の最後の王。虐政を行ない、周の武王に滅ぼされた。〇王子比干名は比干。紂王の叔父。紂を諫めてその怒りにあい、胸 
を裂かれた。〇以下臣下の身を以ての意。〇値拊愛する。〇擠おしおとす。〇好名者君主は臣下から諫められると、名誉を傷つけら 
れたように思うので、こういっている。〇叢枝「叢支」とも書く。国の名。奚侗は斉物論にある「宗膾(«)」と同じ国だろうといっている。 
〇胥敖.有扈ともに国の名。〇虚厲 r 虚」は r 墟」、「厲」は「墓地」。いずれも人の住まぬところ。廃墟をいう。〇聖人之不能勝関竜逢 
や比干は名声を好む君主に勝てなかったし、堯や禹は財利を貪るものを徳によって感化できなかったことをいう。 

顔囘日、端而虛'勉而一、則可乎。 日、 

惡。惡可。夫以 fe 爲>充孔揚'釆色不 i 定、 

常，入之所示 a 違' 因案，入之所>感' 以求*容= 

與其心；名乏日—漸之德不一成。而況大 
德乎。將，執而不^^ 外合而內不 i 訾、其 
庸詎可乎。 

「心を静かにし、雑駁にならないよう努めましたならば、よろしいでしょうか。」「いや、よくあるまい。むこうは剛 
気を心に満たし、意気が甚だ盛んであるし、喜怒の顔色も一定せず、人が不正と考えることをやる。そして、それによって 
人の心の動きを抑え、わが心の喜びを求める。こういったものを『日に進む徳さえ修まらない』という。まして大徳なども 
っての外である。ああいう人間は自分の心に執着して、人の感化をうけず、外面は妥協するが、内心の反省はない。それだ 
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顏囘日く、端にして虛、勉めて一ならば、則ち可ならんか、と。 
日く、悪。惡んぞ可ならん。夫陽を以て充と爲して孔だ揚り、 

さいしよくさだま ひと ゐ ところこころ よ ひと かん ところ 

釆色定らず、人の違とせざる所を常み、因りて人の感ずる所 

あつ もつ そ こころよ5よ もと これ なづ にちぜん 

を案して、以て其の心を容與せんことを求む。之を名けて日漸 
の德成らずと日ふ。而るを況んや大德をや。將に執りて化せざ 
らんとし、外合して內訾せず、其れ庸詎んぞ可ならん、と。 



荘 子 二〇〇 
から、うまくないのだ〇」 

〇端而虚心が正しく静かなこと。〇勉而一努力して心を一にする。〇夫衛君を指す。〇陽強い気。〇釆色不定わがままで喜 
怒の情が一定していないこと。〇常「嘗」の仮借。こころみる。〇違「韙(ゐ) j の仮借。正しいこと。〇案「遏 3 」の仮借。とどめる。 
〇容与よろこばす。〇日漸之徳一日一日と努力を続けた結果得る徳。0外合外面は相手の賽に従う〇 〇訾自分を責める。なお「外 
合」以下の読み方を、荘子因の著者林雲銘は次のようにしている。「外合而内不、訾二其庸-0詎可乎。」(外は合すれども内はしからず、其の庸 
を訾る。詎(レづ)んぞ可ならん。)この説に従うと、 r 訾」はそしること、 r 庸」とは庸劣の意で、上句の「日漸之徳不 k 成」を指す。ここの意味 
は「外面は人に賛成しながら、内心は違う。そして人の愚かさを指摘しようとする。それだから、どうしてよいことがあろう〇」ということ 
になる。しかし、庸詎の二字連用はしばしば見られるので、これを離して読むのには賛成できない。 

「夫以X陽為 Z 充」から r 以求三容 n 与其心I」までを顔回のことをいうと見ることもできる。つまり、孔子は顔回の質問した言葉を取り 
あげ、それを批評したと取る。それでも意味は通じるが、孔子の話は衛君が一筋繩ではいかぬ人物だということを頭に置いて続けられている 
ので、やはり、この一段は衛君なる人物の説明と取ったほうがよい。 

また、部分的には異説もあるので、それを次に挙げておこう。第一に「夫以：，陽為：，充孔揚」の一句、馬叙倫の義証では、呉汝輪の説を挙 
げ、陽を佯(於)の意とし、孔を穴、揚を衍字と見ている。この説によると、「佯りによって穴を充たす」意になり、「端而虚 云々」 といった 顔 
回の言葉を真向から批判したことになる。第二に「常人之所不を文字通りに解するもの。これによると、「常人と変ったところがない」 

音心になる。 

ョ、 ^ —J >c JJ r --1 ^ 11 ii 3 J いは しか すなは h » れ 5 ちちよく そときよくな じや 5 ひ うちちよく 

日 然 IJ 我 內直而外曲成而上比 內 日く、然らば則ち我內直にして外曲、成りて 上 比せん。內の直 
直者、與一天爲一徒。與一天爲 i 徒者' 知=天子 なる勒は、芳と&たり。方と&たる，#は、？と W と、髮の 
之與 i 己、皆天之所手。而獨以 IB 言；蘄二 子とする所なるを知る。服るに獨り！一が1一 BX を似て、 M <' き A ? の 
乎而人善>之薪 I 一乎而人不>善】之邪。若 i 然 之を善とするを蘄めんか、而き人の之を善ならずとするを蘄 
者、人謂-一之童子 f 是之謂-一與 i 天爲 f 徒。 めんか。船るが街き勒、 A ? は a を af 子と11"ふ。起を^！れ苑と紀 

たりと謂ふ0 

「それならば、わたくしは、心が正しく、態度が鄭重、事が成った ときに 昔の人と肩がならべられるようにいた しま 



しょう。心の正しいものは、天と仲間になります。天と仲間になったものは、天子も自分も、ともに天がわが子としていス 
ことを知っております。それなのに、自分の意見を相手が褒めてくれるのを求めるのでしょうか。それとも相手がけ^'す Irl 
を求めるのでしょうか。(相手の褒貶などは問題にならないはずです。)こういった人を、世間では小児と申しておりま+ 
/か、これを天の仲間になっていると申すのでございます。 

11 0外曲外面に委曲を尽くす。〇上比むかしの人と並ぶほどにりっぱだということ。〇而人 r 而」は「若」と同じ。かかる人とし 
うことであるが、特定の人を指すのではなく、一般に人という意。 

外曲者' 與入之爲 fe 也。擎跽曲拳■人 
臣之禮也。人皆爲一之、吾敢不 i 爲邪。爲= 

人之所鳥者' 人亦無 i 疵焉。是之謂，與 X 
爲 fe 。 成而上比者、與レ古爲，徒■其言雖レ 
敎、論之實也=古之有也。非_|吾有也。 

若一然者，雖一直不 i 爲 i 病。是之 P 與 i 古爲 fe 。 

若一是則可乎。 

lii 泣 態度の鄭重なものは、人と仲間になります。笏を手にしたり、長くひざまずいたり、身をこごめたりするのは、人臣 
が君主につくす礼です。これは人々のすることですから、わたくしもしないわけにいきません。人々のすることをやってい 
れば、人も悪くは申しません。これを人と仲間になると申します。事が成ったときに、むかしの人と肩が並べられるもの 
は、むかしの人と仲間になります。かかる人の言うことはむかしの教えであっても、実は相手を責めているのです。これは 
むかしからあることでして、わたくしに始まることではございません。従って、この度のことは、まともにやっても心配は 
いりません。これをむかしの人と仲間になると申します。このようでしたら、よろしいでしょうか 〇」 

〇擎手に笏を持つ。〇跽ひざまずく。0曲拳体を折って平伏する。「拳」は「巻」の仮借〇 〇 疵中傷する0 〇 謫「讁」と同 
じ。責める。〇若然者相手の非を責める、つまり諫言することを指す。 
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そと きよく もの ひと こ と けいききよくけん じんし. 

外の曲なる者は、人と之れ徒たるなり。擎跽曲拳するは、人！！！ 

れい ひとみなこれ な b れ.5>へ な ひとな とこ， 

の禮なり。人皆之を爲せば、吾敢て爲さざらんや。人の爲す菥 

な もの ひと またそし な これ こ ひとと い な 

を爲す者は、人も亦疵る無し。是を之れ人と徒たりと謂ふ。 F # 

じやぅひ もの いにしへ と そげん をし いへど せ 

りて上比する者は、古と徒たり。其の言は敎ふと雖も、論 4- I - 

じつ いにしへ い5 わ いぅ あら しか ごと も ( 

る實なり。古の有なり。吾が有に非ざるなり。然るが若き者 

ちよく いへどへい な これ こ いにしへ と い 

は、直なりと雖も病を爲さず。是を之れ古と徒たりと謂ふ。 
是の若くならば則ち可ならんか、と。 



荘 子 二〇二 

仲尼日、惡。惡可•太#，政法 M 不 
雖レ固亦無>罪。雖 fer 止 i 是耳矣。夫胡可，， 

以孕化。猶師>心者也。 

「いや、よくあるまい。理窟が多すぎて、ゆとりがない。固陋のため罪を受けることがないとはいうものの、ただそれ 
だけのことだ。むこうを感化するなど、何でできよう。きみはまだまだ自分の心に拘泥している。」 
nff 〇太多政法正法が多すぎる。内直•外曲•成而上比の三法を立て、それによって衛君を説得しようとすることを指す。「太」の字は 
他の本では「犬」に作っている。音義ともに同じ。「政」は「正」と同じ。愈樾は「政」で句を切り、「法」を下句につけ、「大多レ政、法而不レ 
諜〇」と読んでいる。〇諜「媒3」の仮借〇狎れる。集釈は条理と解き、「犬多……不諜」については、「政治に三条を設けるのは繁雑すぎ、 
理において当たらないところがある。」と説明している〇 〇止是三法を立てて説くだけに止まり、それ以上の発展がない〇 〇師心自分の 
成見に従っていくこと。まず自分の考えを立て、その考えに相手を従わせようとすることで、荘子にいわせれば、自然にそむくことになる。 

顔囘日' 吾無，一以進一矣。敢問，一其方一仲尼 
日、齋。吾將 fei 若。有而爲一之' 其易耶。 

易 A 之者' 皡天不 i 宜•顔囘日、囘之家貧。 

唯不 ki 酒'.?^萝葷者' 數月矣。若則 
可=以爲惫乎。日、是祭祀之齋、非，1心 f 
也。 

1顔 回 「(お話を承りますと)わたくしには行けそうもありません。方法をお教え願います。」「斎してわたしの話を聞き 
たまえ、私心を抱いて事を行なったら、うまくいくだろうか。うまくい くと 考えるものには、天の神 もよ い気持を持つま 
い0 」「 わたくしの家は貧乏でして、酒やなまぐさ物を数箇月も口にしておりませんが、このようで、斎といえるので L ょう 
か。」 「それは祭りのときの斎で、心斎とは違う。」 


がんく h . いいは われもつ すすな あへ そ はう と ち T ぢい i 

顏囘日く、吾以て進む無し。敢て其の方を問ふ、と。仲尼0, 

さい われまさなんぢつ あ これ な そ 

く、齋せょ。吾將に若に語げんとす。有りて之を爲すは、其れ 

やす これ やす もの かうてんょろ がんく. C い 

易からんや。之を易しとする者は、皡天宜しとせず、と。顏囘 

いは くわい いへ ひん たださけ の くん くら もの すうげつ 

日く、囘の家は貧なり。唯酒を飮まず、葷を茹はざる春、數月 
なり。此の若くなれば、則ち以て齋と爲す可きか、と。日く、 
是れ祭祀の齋にして、心齋に非ざるなり、と。 


ち f ぢい ,i ああいづく か はなはせい li ふおほ せつ 

仲尼日く、悪。惡んぞ可ならん。太だ政法多くして謀ならず。 

かた いへどまたつみな しか いへど ここ とど そ ■£ ん 

固しと雖も亦罪無し。然りと雖も、是に止まるのみ。夫れ胡ぞ 

もつ くわ およ ぺ な こころし もの 

以て化に及ぶ可けん。猶ほ心を師とする者なり、と。 




ii 〇其方進む方法。〇斎神を祭るとき、あらかじめ飲食などを慎んで身を清めること。ここでいう斎は、神を対象とせず、ただ心の 
持ちかただけについていう。他本に r 斉」の字に作ってあるが、音義ともに「斎」と同じである。〇有而為之有は有心の意。郭象の注に「有 x 心 
而為/之者」とあるので、元来は「有」字の下に「心」の字があったのであろう。〇皡天元来、夏のぎらぎらした天をいうが、ここでは単に天と 
いうのと 同じ 0 「皡天不 ii. 且」 とは自然の理法に合致しない ことを いう。〇不茄葷 r 茹 」 は食べる こと or 葷」はねぎなどのように臭気の強い野菜。 

囘日' 敢問=心齋；仲尼日' 若 r 志。無-1 
聽乏以茸、而聽 i 之以 A 心。無 dp 之以 f 心、 

而聽>之以聽止菸耳；心止=於符一氣 
也者' 虛而待 i 物者也。唯道集 i 虛。虛者 
心齋也。 

H 「心斎とはどうする ことでしょう か。」「雑念を去りたまえ。耳でものを聞かず、心で聞く こと だし' 心でものを聞か 
ず、気で聞く こと だね。耳は物の音を聞くだけの こと だし、心は外の現象を受け止めるにすぎない。気は中をからにして物 
に応対する。道は からのと ころに集まって くる。からで ある ことが 心の斎である。」 

1〇一志心を虚しくする。虚心になる方法が次に述べられている。〇気空気や風から連想されるものであろう。目で捉えることはで 
きないが、何かはある。しかもそれはどこにでもあり、すべてのものを内に包み、それぞれのものにそれぞれの応対をする。それがつまり虚 
である。〇聴止於耳愈樾は「耳止於聴」の誤りだろうといっている。「無，一聴：，之以 I ,耳」を説明したものだというのがその理由であるが、下 
句の「心止-一於符こに照らしてみても、「耳止--於聴一」としたほうがはっきりする。ただ、左伝昭公十九年に「室於怒、市於色。」(家で怒り、 
市で激しい顔つきをする。)という書きかたがあるので、「聴止於耳」も誤りときめつけるのは早計であろう。〇符合わせること。外の物を 
自分の心に照らし合わせる。〇唯道集虚虚心であれば道に合致することをいう。 

顏囘日' 囘之未，一始得，使' 實自 i 囘也。得 i 瞰郎61 < 1J 、W の#'た^ I ょり ffi L を I 4 さるは、 1 1? に'！ビ 5n るな り。 
使一之也、未 一 I 始有 f 囘也。可 i 謂一虛乎。夫子 之を使す るを 得るや、 未だ 始より囘有ら ざるな り。虛と諝ふず 
日、盡矣。吾語一若。若能入！ i 遊其樊一而 きか、と。夫子印く、 t くせり。 S#! 11 k げん。截1 i く .k の樊 
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くわいいは あへ しんさい と ち f ぢいは なんぢこころざしいつ 

囘日く、敢て心齋を問ふ、と。仲尼日く、若志を一にせよ。 

これ き みみ もつ な これ き こころもつ 

之を聽くに耳を以てすること無く、之を聽くに心を以てせよ。 

これ ^ こころもつ な これ き きもつ 

之を聽くに心を以てすること無く、之を聽くに氣を以てせよ。 

き みみ とど こころふ とど き むな もの 

聽くは耳に止まり、心は符に止まる。氣とは、虛しくして物か 

ま もの ただみち きよ あつ きよ しんさい 

待つ者な り。 唯道は虛に 集まる。 虛 とは 心齋な り、と。 



荘 子 二〇四 

無一感一萁名一入則鳴、不一入則止。無 i 門無 i に A 1 り^ I ばば、® 1 ち&の^?に ! il ずる1?かれ。 A 1 ' らば il ち " 1" き、 
毒.一宅而寓，一於不►得一已、則幾矣。 A 1 ' らずんば W ちめょ。^ く 1暴く、1 ¢1 にして&むを^:ざ 

るに寓せば、則ち幾し。 

「わたくしがこれまで心斎できませんでしたのは、まことに自分にこだわっていたからです。現在、心斎ができまし 
て、自分にこだわらなくなりましたが、これで虚(心)と申せましょうか。」「充分です。わたしの話を聞かせよう。術の国に 
行ったら、きみは名誉に心を動かさぬことだね。きみの話をむこうが聞いてくれるなら話しなさい。聞いてくれなければ ^ j 
めること。門戸を立てず、心を静かにして、やむを得ず応じるようにしたならば、まず無難であろう。 
mia 〇使心をして斎せしめること。〇自囬自分(顔回)の意見によって事を行なおうとする。自分の言行のなかに、常に自我が強くは 
たらいていること。笑個の補注は、 r 自」は「有」の誤りという。下句に「有回」とあるところから推断したものであるが、その方が「自回」 
よりわかりやすい S 051. 請虚乎心のなかから自分を除いた現在、これで虚といえるかということ。自分を除けば、相手の話がすなおに聞け 
るわけで、孔子の詰を禪く心の準備ができたことになる〇 〇樊「藩」と同じ。元来は境界をいうが、ここでは衛国を指す。 〇 而無感其名 
r 而」は「則」と同じ〇衛君に意見を述べ、衛君がそれに従えば、顔回の名誉になるのであるが、そういう心を持つなということ。 〇 無門 無毒 
門戸を立て自分を主張しないこと。「毒」は「賣(；；)」の仮借。くぐり門をいう。唐の李楨は「毒」を r 壙(3」の仮借としている。「壤」は 
堡塁のこと。王先謙は李楨の説を取り、「門は行路の標準になり、毒は遠望の標準になる。門や毒がなければ、誰も先の見当がつかない」旨 
をいっている。-これは自分を主張しなければ、相手から自分の正体がつかまえられないことをいったもので、文字の解釈は違うが、結論は同 
じである。 〇 一 宅心の居処を専一にする。心を多方面に用いないこと。郭慶藩の集釈は「心を至一の道に処 (*) く」と説くが、これによる 
と、本文は「宅"」でないと通じない。もっとも、「一宅」を「宅一」の転倒句とする説もあるが、無理である。 

絕 i 迹易無 ATT 1 地難。爲|入使 f 易-一以僞一 迹を « g f つは易く、% ■- を行く'無きは*?し。 A ^ の使と^！れぱ、姐て 
爲 ， i 天使；難，|以僞；聞，一以.翼飛者一矣'未1 11”尉く、？ぎと & S 、 U 4 て W り雛し 。 S るを S て泥ぶ 
，以 i 無一翼飛者一也。聞-一以一有一知知者一矣、未 i 都をぼくも、#た*1-§きを3て泥ぶ勒をぼかざるなり。答る 
聞--以一無一知知者一也。瞻|一彼闋者 f 虛室生 i 白。を S て妒る齡を ㈣ くも、彩だ.きを3て妒る S を M * かざるな 



吉祥止 i 止。夫且不 i 止、是之謂_一坐馳； り。紀の離しき勒を_れば、■にを^ f ず。士 PI は止に止ま 

る。夫れ且つ止まらざる、是を之れ坐馳と II 1 ふ。 

H 歩かぬことは容易だが、歩く際に地を踏まぬことはむずかしい。人に使われるとき、そ■の人を欺くのは容易だが、天 
に使われるとき、天を欺くのはむずかしい。翼があるので飛ぶといった話は聞くが、翼なしで飛ぶといった話は聞いたこと 
がない。知力があるので物事が分かるといった話は聞くが、知力なしで物事が分かるといった話は聞いたことが上い。(わ 
れわれは、このように難易有無といった相対の世界に住むのだが、)あの何もない所をよく見ると、がらんとした部屋が昍 
るくなっている。(それと同じように、相対に提われず、心を虚しくしていれば、すべての真相がはっきり分かる。)幸福1+ 
この静虚のところに集まり止まるのだ。止まるべきところに止まらなければ、それを坐馳という。 

H 〇絶迹歩かぬこと。劉武の荘子集解内篇補正ほ足跡を消すと説くが、無理であろう。〇為人使…人はすべてを見通せるわけでない 
ため、隙に乗じて欺くことができるが、天はすべてを見通すので、欺こうにもその隙がない、といった意。この二句は、上の二句とともに 
難.易の相対を述べている。〇聞以有翼…翼があればこそ飛べるので、翼がなければ飛べない、といった意。下の二句とともに有.無の ffi 
対を述べている。〇瞻音は「セン」。その場に臨んで見ること。〇闋音「ヶッ」。空処。〇虚室何もなくてがらんとした部屋。上句の fill 
者をいいかえたもの〇 〇生白部屋に何もないので明るく見えること。「白」は白光。〇吉祥よいこと。幸福〇 〇止止下の「止」は上 - &T 
の虚室を受けていい、静かな所を指す。王先謙の集解は「之」字の誤りと見ている。〇坐馳坐るべきときに坐らず、馳せまわること。郭慶 
藩の集釈は、「からだは坐っているが、心が落ちつきを失っている」意と説く。 

夫徇 II 耳目內通 I 而外 - I 於心知一鬼神將-一來 デれ平 s ^ をして P 91 に断ぜしめ、仏妒を m にせば、把神 Ml に来り 
舍；而況人乎。是萬物之化也。禹.舜之 f せんとす。而るを況んや人をや。是れ萬物の化なり。禹.舜 
所一紐也。伏羲九蘧之所 i 行終。而況散一焉 の網る所なり。伏羲.几蓮の行ふ所終る。而るを況んや焉より 
者乎。 散なる者をや、と。 

n 耳や目の力を自分の内部に通じさせ、心の働きを外に向けるようにしたならば、鬼神もやって来て留まってくれるで 
あろう。人はなおさらである。これがつまり万物の変化に応ずる方法であり、禹や舜といった聖人の行ないの依りどころだ 
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荘 子 二〇六 

ったものであり、伏*や几蓮といった帝王が、生涯行なっていたものである。まして、これらの人々より劣ったものにはま 
すます必要である L ! 

H 〇徇耳目内通耳や目は元来外部に接するもので、常に外に向かって働くものであるが、これを内に向け、外部との交渉を絶つ。「徇」 
は「使」と同じ。使役の助動詞0 〇外於心知心の働きは元来内部にあって、判断を掌るものであるが、これを外に向けて、本来の働きを消 
してしまう。前句と合わせ、内外ともに忘れることをいったもの 0 0紐「係」と同じ。すがっていくこと 0 0伏羲.几蘧ともに古代の帝 
王。〇散平凡。 r 況散ぃ焉者乎」を王先謙の集解は「まして平凡な人は、必ずその感化を受けるものだ Lf と説いている。それでも通じる。 

Hi 有名な心斎の話である。顔回が衛に行って君主の暴政を諫めようとし、その気持を孔子に話したところ、その方法を述べる前に、孔子 
はまず心斎せよと顔回に向かっていう。心斎とは、要するに心を虚しくすることであろうが、「斎」の字が用いられているところから見る と、 
元来は宗教的行事に関係があるものではなかろうか。神の前に出るとき、あらかじめ心身を清める行事、それが斎であり、すでに顔回が 自分 
の生活に照らして述べている通りである。かかる行事が道家の方面で受けつがれ、それがやがて虚心という精神的方面に昇華したとも想像さ 
れる。問答の行なわれる前に、心斎が要求されているのは、興味あることである。また、孔子が顔回に説いているのは、これから出かけよう 
とする顔回の心の持ちかたである。それはまた為政者の心にも通じるものであるが、相対を捨て絶対の境地に立って事を考えることが強調さ 
れている。 

葉公子高將一使，，於齊【問，一於仲尼 I 日' 王使 ，I 
諸梁 I 也甚童。齊之待， I 使者；蓋將 ， i 甚敬而 
不►急■匹夫猶未一可一動也。而況諸侯乎。 

吾甚慄乏。子嘗語=諸梁,也'日'凡事若 
小若大'夢不运=以懼 k 。 事若不 k 、 則 
必有，入道之患？ 事若成、則必有， I 陰陽之 
患 I 若成若不 i 成而後無 i 患者' 惟有德者 

能ぃ之。 


せふこうしかうまさ せい つかひ ち.ぢ と いは わう しよりやう 

葉公子高將に齊に使せんとし、仲尼に問ひて日く、王の諸梁を 
使むるや甚だ重し。齊の使者を待つ、蓋し將に»!,だ® CK して^1な 

ひつぶ な いま 5ご ぺ し *» 

らざらんとす。匹夫すら猶ほ未だ動かす可からざるなり。而る 

いは しよこう われはなはこれ おそ しかつ しよりや5つ 

を況んや諸侯をや。吾甚だ之を慄る。子嘗て諸梁に語ぐるや、 

いは およ こと も せうも だい もっ M よろこ 

日く、凡そ事は若しくは小若しくは大、以て庇るを權ぶと道は 
ざる もの寡し。 事若し成らずんば、則ち必ず- 4 齡 の， i . A 销り。 事 

も な すなはかならいんやう くわんあ も な も な 

若し成らば、則ち必ず陰陽の患有り。若しくは成り若しくは庇 

、 しか のち くわんな もの ただいうとくしや これ よ 

らずして而る後に患無き者は、惟有德者のみ之を能くす。 



i — 葉公の子高が使者として斉に行くとき、仲尼に尋ねた。 r (楚の)王がわたくしを使者にお立てになったことは重大で 
すが、使者に応対する斉の態度には、慇載無礼な点がありそうです。口先で普通の人間を動かすのさえ不可能です。まして 
諸侯は動かせる段ではありません。その点がどうにも気がかりです。あなたはいつかわたくしに話してくださいましたな。 
『事の大小に拘わらず、成功を嬉しいと思わぬものはない。』と。(このたびは)事がもしうまくいきませんでしたら、必ず 
王からお咎めを被りましょうし、うまくいった場合は、心身の疲労が激しいことでしょう。成功.不成功に拘わらず何の災 
も被らぬといったことは、徳あるもののみができるのです。 

n 〇葉県名。楚の国にあった。〇子高姓は沈、名は諸梁、子高は字。楚の大夫で、葉県の尹(長官)になったが、公を潜称していたの 
で、葉公という。〇斉国名。当時の大国。山東省にあった。〇王楚壬。春秋時代、王を称するのは周王だけで、諸侯は爵位を称するにと 
どまったが、楚だけは特別で王を潜称していた。沈諸梁が公を潜称したのも楚王に做ったためである。〇不急楚の要求になかなか応じてく 
れないこと。〇匹夫身分の卑しい男。〇寡不道以權成奚俩の補注は「道を得ずに喜びを成しうるものは少ない。」と説く。この解釈だと 
「寡二不/道以權成？」(道ならずして以て懼成するもの寡し 0) という読みかたになる。〇事斉国との交渉。〇人道之患楚王から受ける災。 
〇陰陽之患；^ lb '/ c ' の調子が崩れる災。交渉が成立すれば心がのびのびし(陽)、交渉以前の憂い(陰)が解消するわけだが、そのとき陰陽の争 
いが体内に起きて、そのために健康をそこなうことになる。 

吾食也' 執 fe 而不爨無，一欲一清之人； 

今' 吾朝受乂叩而夕飮 i 氷。我其內熱與。 

吾未 1 P 1 乎事之情；而旣有--陰陽之患 I 矣。 

若事不 i 成、必有-入道之患；是兩也。爲ュ 
人臣-者' 不 i 足， U 任乏•子其有=以語亵來。 

6^0わたくしの食事は、粗末なもので、お話になりません。飯を炊くにしても、(火をあまり使わないので)涼しさを願う 
人がないほどです。現在、わたくしは、朝、王命を受け、夕方、氷を飲むといった形ですが、からだが熱くなっているので 
しょうか。わたくしは、王命を実行に移さぬうちに、からだの調子が狂ってしまいました。これで交渉が成立しなければ、 
内篇人間世第四 一一〇七 


31b 口が食や、粗を執りて臧からず。爨するに淸を欲する人無し。 
ゲ、®朝に命を S 5 けて夕に氷を飮む。我其れ内の熱きか。吾未 
だ事 CD 情に至らざるに、旣に陰陽の患有り。若し事成らずん 

かならじん•たぅ く b んあ こ りやぅ じんしん もの もつ これ 

ば、必ず人道の患有らん。是れ兩なり。人臣たる者、以て之に 
任ずるに足らず。子其れ以て我に語ぐる有れ、と。 



荘 子 S 八 

きっとお咎めを被ることになりましょぅ。これでは災いが重なることになります。人臣たるものには、荷が重すぎます。ひ 
とつご指導にあずかりたいものですが。」 

〇執粗粗末な食べ物をとる。〇不臧よくない。賛沢.でな-いこと。 r 臧」は 「善 1 - 0 0 费飯を 炊く。 〇 清「清」 と 同じ。涼しさ 0 

〇我其内熱与体内が熱っぽくなっているのは、別に美食をしているわけでなく、王命を受けて緊張しているからである。「吾 食也 . 」が 

ここの 伏線に なって いる。〇事 之 情交 渉と いぅ仕事の事実。〇両災いが二つ 重なる こと 0 0不足以任之人臣としての務めにたえられな 
い。〇来語末助詞。軽い疑問を表わす。 

仲尼日' 天下有，天戒±•其一命也。其 
一義也•子之愛 i 親、命也。不解， I 於心； 

臣之夢君' 義也•無， - 適而非宭也。無レ所 
逃 n 於天地之間；是之謂，天戒；是以夫事 ，I 
其親 I 者' 不 i 擇 i 地而安，之。孝之至也。夫 
亊萁君 I 者' 不 i 擇一事而安一之。忠之盛也。 

自亊萁心-者' 哀樂不為 s 施乎前一知， I 其不 f 
可-1奈何【而安 a 之若 i 命' 德之至也。爲，入 
臣子 I 者、固有 i 所一不 i 得一已、行， I 事之情 I 而忘= 

其身；何暇至--於悅 i 生而惡宛。夫子其行 
可矣。 

世の中には大切な道が二つあります。一つは制で、もう一つは義です。子が親を愛するのは命でして、それは心から 
解き外せません。臣下が君に仕ぇるのは義でして、君臣の関係はどこに行っても付きまとぃ、この世の中で逃れら比ぬもの 
です。これを大切な道といいます。そこで、親に仕えるものは、身分の高下に拘らず親を安らかにしますが、これが最上の 


仲聲く、奉に装 i りて fl 。 把の t は一なり。 k の T は& 

こ おや ちい めい こころと ぺ ししきみ 

なり。子の親を愛するは、命なり。心に解く可からず。臣の君 

つ 力 ぎ ゆ きみ あら な てしら5>ひだ 

に事ふるは、義なり。適くとして君に非ざる無し。天地の間に 
I るる№1一し i をどれ袭ぃと,ふ i を3て！<の- r 鶴に數 
ふる者は、地を擇ばずして4をちんず。家の赛なり。？ K の纪の 
君に事ふる者は、事を擇ばずして之を安んず。ち^?の®1.んなる 

みづか そ こころ つか もの あいらくまへ えきい そ い 

なり。自ら其の心に事ふる者は、哀樂前に易施せず。其の奈 
何ともす可からざるを知りて、之に安んじ51に若*ふは、德の 
至な り。 人の臣子たる者、固ょり已むを^;ざる 所有り て、事 
の情を行ひて其の身を忘る。何の暇ありてか 41 ?を«|びて死 
を惡むに至らん。夫子其れ行きて f なり。 




孝です。君に仕えるものは、要務の如何に拘らず、君のために尽くします が、 これがりっぱな忠です。さて、自分の心に仕 
えるものは、哀楽の感情が目の前に移って来ませんし、どうにもならぬことを知り、心安らかに命に従います。これは最上 
の徳です。人の臣であり子であるものは、元来、自分ではどうにもならぬ点がありまして、尽くすべき道を尽くし、わが身 
を度外に置くものなのです。生を喜び死を憎む暇が何でありましょう。(生死を気にせず)あなたは出かけたらよろしい0 
i 〇大戒大法。〇 命さだめ。生まれた ときから 定められたもので、親子の関係、殊に子の親に対する道をいう。〇義君臣間の道。 
殊に臣下が君主に仕える道をいう。〇無所逃於天地之間この世界どこへ行っても、人々.は「親子」や「君臣」の関係から逃れられないこ 
と 〇 〇不択地どんな環境に あろうと も。 「地」は 環境、 主として 身分の高下を いう。 o _ 事其心わが心を大切にすること。自然の道に従 
うことをいう。〇哀楽不易施乎前哀楽によって心を動かされないこと。「施」は「移」の仮借、「易施」は「移易」と同じ。〇若命さだめ 
に逆らわぬ。「命」は前述の命•義を兼ねている。 


きうこ ふく き ところ もつ おょ まじはり ちか すなは 

丘請ふ復するに聞く所を以てせん。凡そ交は、近ければ則 

かなら あひした しん もつ とほ すなは かなら これ ちゆう 

ち必ず相靡しむに信を以てし、遠ければ則ち必ず之に忠あ 

げん もつ げん かなら これ つた あ そ りやうきりやうど 

るに言を以てす。言は必ず之を傳ふる或り。夫れ兩喜兩怒の 

げん った てんか かた.もの そ りやうき かなら いつび げん 

言を傳ふるは、天下の難き者なり。夫れ兩喜は必ず溢美の言 

おほ りやう ど かなら いつあく げんおほ おょ いつ たぐ ひ まう まう 

多く、兩怒は必ず溢惡の言多し。凡そ溢の類や妄なり。妄な 

すなは そ これ しん うす うす 十なは げん つた もの 

れば則ち其の之を信ずるや莫し。莫ければ則ち言を傳ふる者 

わざはひ ゆ&はふげん いは そ じやう.じやう つた そ いつげん つた 

殃あり。故に法言に日く、其の常情を傳へ、其の溢言を傳 

な すなは まつた ちか 

ふる無ければ、則ち全きに幾し、と。 


丘請復以一所 A 聞。凡交近則必相靡以 A 信、 

遠則必忠 i 之以一言。言必或 i 傳一之。夫傳||兩 
喜兩怒之言；天下之難者也。夫兩喜必 
多， I 溢美之言；兩怒必多- S 惡之言一凡溢 
之類也妄。妄則其信 i 之也莫。莫則傳 J 口 
者殃。故法言日' 傳=其常情一無1傳_|其溢 
言一則幾 II 乎全！ 

ひとつ聞き知っていることをお話しいたしましょぅ。国の交際は、相手が近ければ、信義を尽くして親しみますし、 
遠ければ、言葉によって真心を示すものですが、言葉は必ず使者を立ててそれを相手に伝えます。さてこの場合、両方が喜 
び両方が怒る言葉を伝えるのは、甚だむずかしいことです。そもそも、両方が喜ぶというのは、褒めすぎの言葉が多いにき 
まっていますし、両方が怒るというのは、けなしすぎの言葉が多いにきまっています。およそ行きすぎの類は、いつわりで 
す。いつわりだと、信じかたが薄くなります。その結果は' 使者の災いということになります。それで教えには『普通の事 
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を伝え、行きすぎた言葉は伝えるな。そうすればまず大丈夫だ。』といってあります。 

〇丘孔子の名。自分のことなので丘といった。〇復返答をする。告げる〇〇靡馬叙倫の義証では、「縻」に通ずといい、つながる 
意に解する。〇両喜両方の国の君主がともに喜ぶ。〇溢美実情以上のほめかたをする. 0 〇莫「薄」の仮借。〇法言手本とすべき言葉。 

且以 i 巧鬭一力者' 始 I 乎陽 f 常卒 ii 乎陰一泰 
至則# I 奇巧；以一禮飮者' 始，乎治【常 
卒，乎亂一泰至則多， I 奇樂；凡事亦然。始_一 
乎諒；常卒=乎鄙一其作一始也簡'其將峯 
也必巨。 

1それに、巧みさで勝負を争うものは、正々堂々たるところから始まって、常に陰謀を弄ぶところに終るものです。あ 
げくの果ては、奇妙な巧みさが多くなります。礼に従って酒を飲むものは、始めは行儀がょく、常に乱に終るものです 〇あ 
げくの果ては、奇妙な楽しみが多くなります。ほかのこともすベて同じで、まことから始まって常に 為りに 終るも ¢0 です。 
始まりは簡略なのですが、終る頃は必ず大きくなります。 

gla 〇陽明るいこと。卑怯なことを せず、 堂々と 争う ことをいう。〇 陰暗い こと。陰謀を用いることをいう00泰太と同じ〇 i な i 
だ00奇巧甲^いもかけぬ度の過ぎた計略。〇奇楽原本は「奇」を「其」に作ってあるが、集釈本に従って「奇」に改めた。〇諒まこ 
と。命 樾 はこれを 「諸」 の誤りと し、「諸」 を 「都」 と訓じている。 命説に ょると、上品という意味になり、下句の「鄙」は下品という意味 
になる。〇鄙いつわり。 

夫言者風波也。行者實喪也。夫風波易 
以動；實喪易， I 以危；故忿設無一由' 巧言 
偏辭。獸死' 不夢音、氣息 II 然。於 fe 
竝生=心厲； 


夫れ言とは風波なり。行とは實の喪はるるなり。夫れ a 5 庇は 

もつ15ご やす じつ 5しな もつ あやふ やす ゆ11いかり 

以て動き易く、實の喪はるるは以て危くなり易し。故に恐 

まう ょしな かうげんへんじ けだもの し 

の設けらるるは由無し、巧言偏辭のみ。獣の死なんとする、 

j と えら きそくふつぜん ここ おい なら しんれい しやう 

音を擇ばず、氣息弗然たり。是に於て竝びに心厲を生ず。 


か たくみ もつ ちから たたか もの やぅ はじ つね ハん を . i 

且つ巧を以て力を鬭はす者は、陽に始まり、常に陰に卒る〇 

はなは いた すなは きか5おほ れい もつ さけ の もの ち はじ 

泰だ至れば則ち奇巧多し。禮を以て酒を飮む者は、治に始ま 

* o ね らん をは はなは いた すなは きらくおほ 柘よ ことまたしか 

り、常に亂に卒る。泰だ至れば則ち奇樂多し。凡そ事亦然 

りやゝぅ ' i じ つね ひをは そ11じめ な かん 

り。諒に始まり、常に鄙に卒る。其の始を作すや簡にして、 

t まさ をは かなら きょ 

其の將に畢らんとするや必ず巨なり。 



^そもそも言葉とは風波のょぅなものですし、行為とは内容が失われたものなのです。風波は動きやすく(安定性を欠き)、 
内容の失われたものは、危険になりがちです。故に憤りの発するのは、ほかに理由はなく、飾りの多い相手の言葉が原因で 
す。獣は殺されるとき、声などかまっていませんし、あらあらしい息づかいになります。その時に心が平静を失ぅのです。 

i 〇夫言者原本には「夫」の字がないが、集釈本その他にょって「夫」の字を補った〇 0実喪内容がなくなる。心のなかにあるもの 
は、行為として外に出るたびに、薄くなつていくこと。〇無由他に理由はない。〇巧言偏辞いつわりを事実と思わせるような、巧みな、 
そして片寄った言辞。〇不択音死に際しては普通の声を出すどころではない。死を悲しみ恐れるため、その啼き声はいかにももの悲しい。 
〇気息蕗然呼吸のあらあらしいこと。〇心厲心の病。平生と異なり、荒れた心になることをいう。「獣死…心厲」までは、悲しみや怒り 
などの感情のため、心が平生を失い、激しいものの出てくることをいい、これを次の文に続けている。 


尅核泰至、則必有，一不肯之心一應一之' 而不レ 
知 I 萁然一也。苟爲一不 i 知萁然 I 也' 孰知，真哲 
終，故法言日' 無一遷 i 令。無 fek 。 P 度 
益也。遷^ P 勸 k 殆 i 事。美成在 k 、 惡成 
不 ki 改。可^ i 愼與。且夫乘 i 物以遊，心。 

託 A 不ブ得色以，中、至矣。何作 i 爲 i 報也。 

莫 A 若 A 爲 A 致 A 命。此其難者。 


こくかくはなは いた すなは かなら ふせう ここ6あ これ おう 

尅核泰だ至れば、則ち必ず不肯の心有りて之に應ずるも、 

そしか し いやし そしかし な' 

其の然るを知らざるなり。苟くも其の然るを知らずと爲さば、 

いづれ そ をは ところ し ゆ袅 はふげん いは れい うつ な. 

孰か其の終る所を知らん。故に法言に日く、令を遷す無か 

な 寸す な どすごま れい うつ 

れ。成るを勸むる無かれ、と。度を過すは益すなり。令を遷し 

な すす こと あやふ び な ひさ あ あく 

成るを勸むれば事を殆くす。美の成るは久しきに在り、惡の 

な あらた おょ つつし ベ かそ ものの 

成るは改むるに及ばず。愼まざる可けんや。且つ夫れ物に乘 

もつ こころ あそ や え たく もつ ち f やしな 

りて以て心を遊ばせ、已むを得ざるに託して以て中を養へ 

いた なにはうな な めい いた な し 

ば、至れり。何ズ報を爲すを作さん。命を致すを爲すに若くは 
臭し。此れ其れ難き者ならんや、と。 


これと同じように、きびしさが度を過ごすと、相手は必ずよからぬ心を起して応じて来るのですが、こちらにはその 
事情が分かりません。事情が分からなければ、どうして事の結末がつきましょう。ですから、教えには『君主の命令を改め 
るな。無理な成功を求めるな。』とあります。度を過ごせば、事実を割り増ししたことになりますし、辞令を改め、成功を 
求めれば、失敗します。よいことの完成には時間がかかりますし、わるいことができあがると、改めようもありません。こ 
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の点を よく お考え願いたいものです。それに、物に従って心を遊ばせ、やむをえぬ状態に身を置いて精神を 養うよう にし ま 
したならば、それが最上の方法です。何もわざわざ特別の知らせをすることはありますまい〇楚の辞令をそのまま 相手に伝 
えるに越したことはありますまい。これは決してむずかしいことではないのです〇」 

OM 核きびしさ。〇不肖之心よくない心。〇不知其然こちらが酷 ( S しくすれば相手はよくない心で応じてくるといった事情が 
分からないこと。〇孰知其所終こちらでは相手の心が分からないので、ますます酷しくするし、相手は相手でそれをはぐらかすために、ま 
すますよくない考えをめぐらすといったように、交渉がいつ終るか分からないことをいう〇 〇不及改改めようにも、どうにもならないこ 
と。〇乗物乗りものに乗って行くように、物の動きに身を任せること。つまり、物に逆らわぬことをいう00遊心心をゆったりとさ^ r て 
おく 〇 〇託不得已事を行なう場合、自ら進んで積極的にするようなことをせず、やむをえずにするといった消極的態度を取ること 0 0中 
心。〇為報楚の国王の辞令をいろいろに考えて斉に伝える。〇為致命楚の国王の辞令を何も細工せず、ありのまま斉に伝える。 

Hi 楚の沈諸梁が君命を帯びて斉に行こうとするが、成功するかどうか自信がない。成功したにしても、事後の心労が気にかかる。緊張や 
ら不安やらの心に駆られて、孔子を訪問する。孔子は君臣の義から説き起こし、臣下としては、君命を遂行することが第一義だといい、次に 
君命の伝え方について述べていく。その伝え方も特別な方法があるわけでなく、ただ、ありのままに君命を伝え、自分の言葉など飾って技巧 
を弄するなという。話としては、まず平凡なもので、儒家の言として見ても、さして支障を生じない。ただ、荘子がこのような話を記してい 
るのは、決して儒家に賛意を表しているわけでなく、やはり言わんとするところがあるのである。「物に乗じて以て心を遊ばせ、已むを得ざ 
るに託す。」の一語はその間の事情をよく示す。事物に拘泥せず、消極的な態度を取って心を養えという。そこに窮極の人生があるというの 
である。 

顏闔將I傅，一衞靈公太子 f 而問，一於蘧伯玉一日、 

有入，|於此一其德天殺。與乏爲，1無方(則 
危鲁_ 與乏爲-|有方；則危_1吾身；其知 
適足 M 以知，入之過；而不知,其所苡過一若レ 
然者、吾奈 a 之何。 

pi 顔闔が衛の霊公の太子を補佐するに先立って蘧伯玉に尋ねた。「ここに人がいて、その性格が生来薄弱だとします。こ 


がんかふまさ 65い れいこう たいし ふ きょ ft くぎょくと い t 

顏闔將に衞の靈公の太子に傅たらんとし、蓮伯玉に問ひて a 

ここ ひとあ そ とくてんさい これ むはう な す it わ 

く、此に人有り、其の德天殺なり。之と無方を s ' せば、則‘ち吾 

くに あやふ これ いうはう な すなは わ み あやふ t 

が國を危くし、之と有方を爲せぱ、則ち吾が身を危くす。其 

ちたまたまもつひとあやまちした そあやまゆゑんし 

の知は適 i 以て人の過を知るに足り、其の過つ所以を知ら 

しか ごと も® fe れ C れ いかに 

ず。然るが若き者、吾之を奈何せん、と。 



の人物とともに無道なことをすれば、国を危険にしますし、まともなことをしようとすれば、自分の身を危険にします 。こ 
の人物の頭の働きは、人の過失を知るには確かに充分なのですが、過失の原因までは分かってくれません。かかる人物に対 
し、わたくしはどうしたらよいでしょうか。」 

〇顔闔魯の賢者。〇傅輔佐役になる。0太子名は蒯聩荇)。〇蘧伯玉蘧は姓、伯玉は字。名は援5。衛の大夫。0有人於此暗に 
蒯聩を指していっている。〇天殺性格が弱いこと。殺を「サッ」と読むとき、意味は、性格の殺伐なことをいう。〇無方無道〇 〇不知其 
所以過人が過失を犯すのは自分の無道によることを太子は知らない。従って、人があやまてば、きびしく責めたてるが、自分の無道を少し 
も責めようとしない。 

蘧伯玉日' 善哉問乎 • 


きよはくぎよくいは よ とひ これ いまし これ つつ L なんぢ み 

蓮伯玉日く、善きかな問や。之を戒め之を愼み、汝の身を 
正さんかな。形は就くに若くは莫く、心は和するに若くは莫 

しか いへど こ にしや くわんあ つ い ほつ 

し。然りと雖も、之の二者に患有り。就くは入るを欲せず、 

b いほつ かたちつ い まさ てんな めつ 

和するは出づるを欲せず。形就いて入らば、且に顚と爲り滅と 

な ほ5 な けつ な こころわ い まさ こ在 

爲り、崩と爲り蹶と爲らんとす。心和して出づれば、且に聲と 

ななな えぅな げつな かれまさえいじ な 

爲り名と爲り、妖と爲り孽と爲らんとす。彼且に嬰兒と爲らん 

またこれ V いじた かれ— ていけいな な 

とすれは、亦之と嬰兒爲れ。彼且に町畦無きを爲さんとすれ 

♦一たこれ ていけいな な かれ is がいな な 

ば、亦之と町畦無きを爲せ。彼且に崖無きを爲さんとすれば、 

i たこれ 'がいな な これたつ きずな い 

亦之と崖無きを爲せ。之を達せば、疵無きに入らん。 


戒 i 之愼 A 之、正11汝 
身-哉。 形莫 a 萝 就、 心夢萝和。雖 kr 之 
二者？患。 就 ?欲 X 、和不』欲一出。形就 
而入、且=爲>顚爲 i 滅'爲 M -, 朋爲鹼。心和而 
出， 且裊聲爲 i 名、爲 一 妖爲，孽。彼且一爲_|嬰 
兒 一 亦與 i 之爲一嬰兒；彼且一爲一無=町畦一亦 
與 A 之爲 A 無一一町哇一彼且 A 爲 A 無 A 崖亦與 k 之爲 A 
無 A 崖。_之、入於無海。 

「よいことをお尋ねなされた。よくよく注意して、わが身を正しくすることですな。親しい態度を取り、逆らわぬ心を 
持っていくのが最上です。しかし、この二つには注意が必要です。親しみは深入りしないでほしいし、逆らわぬ心は外に出 
さないでほしい。なぜならば、態度が親しくて相手に捲きこまれると、こちらは、ひっくりかえって崩れてしまうし、逆ら 
わぬ心が外に出ると、こちらは(人にへつらうといった)悪い評判が立ち、災いを受けることになる。ですから、相手が赤子 
になろうというなら、一しよに赤子におなりなさい。相手が限界を越えようとするなら、一しよに限界を越えなさい。相手 
が茫漠たる様子でいたいなら、一しよに茫漠たる様子でいなさい。こういった道理が分かれば、災いを被るようなことはあ 
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りますまい。 

〇就親しむ。〇患心配。〇顚顚倒する。〇蹶つまずく。「顚」•「減」•「崩」.「蹶」の四字は、いずれも自己を失って、相手の 
害を受ける結果になることをいう。〇声•名相手の無暴に加担しているという評判。林雲銘は次のように説く。「逆らわぬ心を外に出せば、 
衆望を得、そのために太子の怨みを買う結果になる0」0妖•孽いずれも災いの意。〇嬰児幼い子。無知にたとえる。0町畦境界。節 
度を守ることに'*;とえる。〇崖はて。無崖とは、法などにかまわず、思うままに行動すること。 

蓮# i 話は、ここで終っているわけでないが、以上の話を纏めてみると、やはり無為ということが強調されている。顔闔は輔佐の任 
を全うしたい気持はあるが、太子の凶暴な性格を考えると、どうにも身の危険が案じられる 。さて どうしたものかと蓮伯玉に方法を問う。蓮 
伯玉は自分の意見を去り、太子のなすに任せよという。なまじ自己を主張するから災いを受けるので、それさえなければ身の安全を守れると 
いって、保全の道を教える。この問答は作られたものであろうが、乱国に身を処する一法を述べたものといえる。終始逆らわぬ態度を持ちつ 
づけるのは、弱を主張した老子の教えを彷彿たらしめるものがある。この話は、前にある沈諸梁と孔子の問答に類似している。外形をいろい 
ろに変えて、同じ内容を人に訴えていくのであるが、そこには話術の巧みさといったものが感じられる。 

汝不 A 知 II 夫螳螂 I 乎。怒，萁臂|以當|車轍；不 
知-萁不藤一任也。是其才之美者也。戒レ之 
愼 i 之。積一伐而美煮以犯乏、幾矣。 

きみはかまきりをご存じないかな。腕を振り上げて車の前に立ちふさがるのですよ。櫟き殺されるのも分からずにね。 
これが才の美というものです。用心してくださいよ。自分の(才能の)美を誇り、相手の権威を犯すと、危険な目にあいま 
すよ。 

ii 0螳螂かまきり。気の強い虫で、相手かまわずに向かっていく〇 〇当車轍車のわだ - fc ' に入りこんで車に立ち向かうこと。「轍」は車 
のわだち。〇怒其臂俗にかたひじを怒らす というのと 同じ。虚勢を張る形をいう。「臂」は腕のひじから手首までの部分。〇不勝任背負 
いきれない。車に櫟き殺されること。「任」は背負うこと。又は背負う荷物。〇是其才之美者林雲銘の荘子因は、「是」を「自ら是とする」 
と解き、阮毓崧の集註は、 r 是」を r 恃 si )」 と訓じ、自分の才能の美を是とする意味に解いている。集註に従えば、自分の力を買いかぶって 


汝夫の螳螂を知らざるか。其の臂を怒らして以て車轍に當る。 
其の任に勝へざるを知らざるなり。是れ其の才の美なる者な 
り。之を戒め之を愼め。而の美なる者を積伐し、以て之を 
犯せば、幾し。 



いる意となろぅ。なお、原本には「者」の字がないが、集釈本などにょってこれを補った 0 〇積伐誇る。「積」は多とすること。「伐」は誇 
る。〇幾危険。一説に「ちかし」と訓じ、かまきりに近似する意とするが、それでも通じる。 


汝不知=夫養 i 虎者一乎。不鼓以=生物 I 與，之、 

爲 i 真殺一之之怒 I 也。不，敢以=全物一與*之' 爲 II 
其決 i 之之怒 I 也。時， I 其饑飽；達箕怒心； 
虎之與入異«。而媚，1養 i 己者 f 順也。故 
其殺者' 逆也。 


なんぢか とらやしな ものし あへ い もの もつ これ 

汝夫の虎を養ふ者を知らざるか。敢て生きたる物を以て之に 

あ -fcf そ これ ころ いかりため あへ まつた もの 

與へざるは、其の之を殺すことの怒の爲なり。敢て全き物を 

もつ これ あた そ これ さ いかりため そ き 

以て之に與へざるは、其の之を決くことの怒の爲なり。其の饑 

はぅ とき そ どしん たつ とら ひと る*こと しか 

飽を時とし、其の怒心に達す。虎と人とは類を異にす〇而るに 

おのれ やしな 0 Q こ じゆん ゆ表 そ こ6もの 

己を養ふ者に媚ぶるは、順なればなり。故に其の殺す者は、 
逆なればなり。 


きみは虎の飼育者を御存じはないかな。生きた物を虎に与えょぅとしないのは、虎がそれを殺して起こす獰猛性を恐れ 
るからですし、餌をまるまる与えないのは、それを裂いて起こす獰猛性を恐れるからなのです。彼は虎が空腹のときと満腹 
のときとをよく見定めますし、虎の獰猛性をよく心得ているのです。虎は人と種類が違いますが、自分を飼って くれる 人には 
機嫌を取ります。それは人が虎に逆らわぬからです。ですから、虎が飼育者を殺すのは、飼育者が虎に逆らうからなのです。 

〇殺之之怒生き物を殺したために起る怒心。この怒心つまり獰猛性は、ふだんは外に現われないが、餌の与えかたによって出てくる 
恐れがある。それが飼育者にも及んで、とんだ禍いを受ける。それを飼育者は恐れるのである、〇媚機嫌を取る。 


夫愛 i 馬者、以 i 筐成 S 11 矢、以酿盛 i 溺。適有 ， i 
蚕言僕緣 一 而拊 i 之不 i 時' 則缺毀晉碎レ 
胸。意有矫%'而愛有>所ヒ。可禾&那 


夫の馬を愛する者は、筐を以て矢を盛り、娠を以て溺を盛る。 

たまたまぶんば5 ぼくえん あ これ ぅ とき すな t 

適 i 畜宦の僕緣する有りて、之を拊っこと時ならざれば、則ち 

くつわか くび こ if むね くだ い いた ところあ あい ぅしな ところ 

銜を缺き首を毀ち胸を碎く。意に至る所有りて、愛に亡ふ所 

あ つつし ベ 

有るなり。愼まざる可けんや、と。 


一^馬をかわいがる人は(りっぱな)籠にその糞を入れ、おおはまぐりにその小便を入れるほどですが、たまたま蚊や KII が 
愛馬に止まったとき、いきなり 叩く と、馬は驚いて くつ わを噛み砕き、首の飾りを こわし、 胸の飾りを砕いて しまいます。 
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これは、注意が行き届いていながら、愛情に欠陥があるためなのです。(きみの場合もこれと同じで)用心が大切ですな。」 
〇筐竹で編んだ四角な籠。〇矢 r 屎」の仮借。糞。〇娠おおはまぐり。これに水を入れて蓄えておく。一説に、祭肉を盛る器。 
〇溺小便。〇僕縁付く。「僕」は付くこと。〇拊之不時不意に打つ。〇缺銜毁首砕胸集釈は「馬がくつわを噛み砕き、たづなを引き 
ちぎってあばれ、人の首を折り胸を砕く」意と説く。 また 一説に、首•胸を馬の首•胸と説く。 

馬にたかる虻などを追い払うにも、その時を見てせよという。前述の「順」がここでも強調されている。顔闔が太子の粗暴を改めるに 
しても、その 時を見てせよ というのである。 螳螂の比喩では、力の過信を戒め、養虎の比喩では手段を暗示し、愛馬の比喩では時機に注意せ 
よと いっている。これらはいずれも相手を見て事を行なう旨を述べたものであるが、その底に流れるものは、自己を主張しないといった、い 
わゆる順の思想である。しかし、一面から見れば、保身の術ともいうべきもので、一種の老獪さが漂っている。 

匠石之 JT 至，一於曲轅；見=櫟社樹一其大 
蔽_藪千牛；絜一之百圍'其高臨 i 山、十仞 
而後有一枝。其可11以爲>舟者' 旁十數。觀 
者如一市。匠伯不 i 顧。遂行不一駿。 

1匠石が斉に出かけて、曲轅まで来たところ、棟社の木が見えてきた。その大きさは数千頭の牛を覆うほどで、太さを 
計ると百かか，えもあり、高さは山を見下すほどで、地上十扨のところから枝が出ている。舟の作れる枝は幾十となくある。 
(その木のところには)見物人が市場のように集まっている。しかし、棟梁はふりむきもせず、そのまま先へ歩いて行った。 
la 〇匠石「匠」は大工、「石」はその名。〇曲轅地名。〇櫟社くぬぎの木を神木にした社。社は土地の神。〇蔽数千牛原本には「数 
千」の二字がなく、「蔽牛」となっているが、集釈本に従って「数千」の二字を加えた。なお、 r 蔽牛」だけだと、その意味は、牛がその木の向う 
側に立つと姿が見えない、ということになる。〇絜はかる。王先謙の集解は「币(*?)」と説く。〇百囲百かかえ。経典釈文所引の李説によ 
ると、 「囲」 とは直径一尺をいう。〇仞 r 尋」ともいう。一ひろ、 約 八尺。〇旁「方」と同じ。 「まさに」と訓じる。 〇匠伯大工のかしら0 

弟子厭觀 i 之、走及， I 匠石一日、自害執，一斧斤 I 
以 P 夫子；未 i 見， I 材如 i 此其美 I 也。先生 


ていしあ これ み はし しやぅせき およ いは われふきん と 

弟子厭くまで之を觀、走りて匠石&及びて日く、吾斧斤を執 

もつ ふうし したが いま かつ ざい かくごと そ び 

りて以て夫子に隨ひしより、未だ嘗て材の此の如く其れ美な 


しやうせきせい ゆ きょく*ん いた れきしや じゆ み そ だい 

匠石齊に之き、曲轅に至る。櫟社の樹を見るに、其の大なる 

すうせんぎう おほ これ はか ひやくゐ そ たか やま のぞ 

こと數千牛を蔽ふ。之を絮るに百圍、其の高きこと山に臨み、 

じふじん しか のち えだあ そ もつ ふね つく ベ もの まさ じふ 

十仞にして而る後に枝有り。其の以て舟を爲る可き者、旁に十 

かぞ み ものいち ごと しや5はくかへり つひゆ や 

もて數ふ。觀る者市の如し。匠伯顧みず。遂に行きて輟まず。 



不 ，一肯視一 行不一 駿，何邪。 日、已矣。 勿一るを '^ さるなり〇赶 ik 』 て 1" ず、 t 仃きて！！まざるは、峨ぞゃ、 
言し 之 ■矣"散 木也。以爲】舟則沈' 以爲 -1 棺 と。 51く、 B ' めょ。ねを W 1 ' ふ！：かれ。 S 於なり。 m て齡を s < れ 
#¢1却#腐' 以爲 > 器則速毀' 以爲，一門戶一則 ば 則ち 沈み、& て棺 ti を爲れ ばす 聊ち) a ? . かに腐り、 11 て命 
液 勝.以爲一柱則蠹。是不材之木也*無 レ を S ? れぱす#ちす跑ゃかに配れ、 m て Si を ® < ればす 剛ち液1し、 
所&用。故 能若甚 之壽。 5 て！ f を f . はす f ち#^す。纪れ爲の ** なり。厭ふずき船；！ 

し。故に能く是の若く壽し、と。 

弟子はじっくり櫟を見てから、駆けて匠石に追いついた。「わたしは斧を手にして棟梁のお供をするようになってか 
ら、これほどみごとな材木を見たことがありません。棟梁は見ようともせず先を急ぎなさる。なぜですか。」「やめろ。それ 
を言うな。あれは役に立たぬ木だ。舟を作れば沈むし、棺を作れば腐りが早いし、器を作れば»;;れやすいし、扉を作ればダ 
にが出るし、柱を作れば虫が食う。つまり材木にならぬ木だ。何の役にも立たないので、あれまで長生きしたのさ0」 
n おの。大を斧といい、小を斤という。〇散木役に立たぬ木。〇棺樹棺桶。内側のを棺、外側のを槨という。や Li 
が一面にしみ出る。 OS 木を食う虫のつくこと。 

匠石歸。棵社見 i 夢日' 女將惡乎比％哉。 

若將比=予於文木 I 邪。夫祖梨橘柚果蔵之 
屬'實熟則剝。剝則辱。大枝折、小枝 
泄。此以，萁能 I 苦，萁生 I 者也。故不參真天 
年；而中道夭。自掊飯於世俗 I 者也。物 
莫レ不 i 若一是。 

1匠石が帰宅すると、棵社が夢に現われた。「おまえは、わしを何に見た てようとする のじゃ。おまえはわしを役に立つ 
木に 見ようとする のか。 しどみ. なし•たちばな.ゆずな ど、 実のつくたぐいは、実が 熟するともぎとられ、もがれる とき 
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しやうせきかへ れきしやゆめ あらは いは なんぢはたいづ< われ ひ 

匠石歸る。櫟社夢に見れて日く、女將惡にか予を比する。 

なんちはたわれぶんぽく ひ かさりきついうくわら ぞく みじゆく すなは 

若將予を文木に比するや。夫の祖梨橘柚果蔵の屬、實熟せば則 
ち剝■せらる。剝せらるれば則ち辱らる。大技は折られ、小枝は 

ひ こそ のう もつ そ せい くる もの ゆ*.そ 

泄かる。此れ其の能を以て其の生を苦しむる者なり。故に其の 

てんねん を ち <§.1^ だ5 え5 みづか せぞく ほ5げき も (D 

天年を終へずして、中道に夭す。自ら世俗に掊擊せらるる者 

ものかく ごと な 

なり。物是の若くならざるは莫し。 



荘子 ニー八 

に枝が台なしになる。大きい枝は折り取られ、小さい枝は引きちぎられるありさまじゃ。これは自分の特徴によって自分の 
生を苦しめるもの。それで、天寿を全うせず、あたら命を落すことになる。つまり、自ら進んで世俗の打撃を受ける。物は 
すべてこういったものじゃ。 

〇文木散木に対するもので、役に立つ木をいう。〇祖しどみ。果樹の名。〇果菔果実。 r 果」は木につく実、「菔」は蔓草につく 
実。〇辱 r 衄3」の仮借。折る。〇泄 ras 」 の仮借。引っぱる。〇能はたらき。実をつけることをいう。〇苦経典釈文に崔本では 
r 枯」に作る旨が述べてある。 r 枯」にしても意味は通じる。〇中道夭中途で若死にする。〇掊撃打つ。 

且予求一無一所一可一用久矣。幾死' 乃今得 ) 之 K っ努服ふ！^き船船きを奶むること 似し。 繼んど吧せんとせ し 
爲 一一 予大用；使，一予也而 有， 用' 且得％-一此大 I も、^ちゲムを 賢て 予がガ用と！！ す。 B をして 用有ら しめば、 
也邪。且也若與一予皆物也。奈何哉其相 盅っ t の於？？るを掙んゃ。圯っ?1と我と齡触なり。親伊ぞ炉れ 
物也。而幾死之散人、又惡知一一散木 i 相物とせん。而 うして 幾ん ど 死せ し 散人、又惡んぞ散木を知ら 

ん、と。 

それに、わしは用いられる点がないようにと、長いこと求めてきた。今まで何度も殺されはぐったが、今日(おまえ 
から見捨てられて)やっと望みがかない、無用をわしの大用とするようになった。かりに、わしが役に立つ木じゃったら、 
どうしてこれほど大きくなれたろう。それに、おまえも、わしも、同様に物じゃ。それをどうしておまえは、わしを物だと 
いって 軽蔑す るのじ ゃ。死に そこないの無用の人間に、どうして無用の木のことが分かろう ぞ。」 
n 〇幾死大きく育っているため、人々の目につきやすく、材木にされかかったことをいう。〇得之無用となることができた。この木 
の傍を通っても、匠石はこの木に見向きもせず、また、弟子の質問に無用の木だと答えている。大工の棟梁にはっきりと無用の烙印を押され 
たのだから、もう安心だというわけである。〇予大用他人には無用でも、自分には大用だということ。木が長寿を保つには、なまじっか 人 
の役に立ってはならない。つまり、人の役に立たねばこそ、長寿を保つという自分の役には十分に立つのである。〇相物匠石が探を物扱い 
して軽蔑すること。 

匠石覺而 PI 其夢；弟子日、趣取，一無用； |匠！^めて k の！>を診なふ。 i 子ぃ日く、趣ゃかに無用を取れば、 



則爲 a 社何邪•日、密。若無 a 言。彼亦直腐》 s と&るは 峨ぞゃ、 と。5? く 、齡 にせょ。 iir ぎかれ0 
寄焉。以爲不 A 知 A 己者詬厲也。不 A 爲 fe 者、燃 も 船！！寄るのみ。 W 爲 へらく BE を 知らざる齡 ii ® す、と。齡 
且二幾 有>翦乎。 且 也、彼 其 所 A 保與 A 衆異。 と爲らざる者は、且に幾んど翦らるること有らんとす。且つ、 
而以 k 義譽 k 之、不一 一 亦遠 一 乎。 彼の其の保つ所は衆と異なれり。 而 るに義を以て之を 譽 むる、 

亦遠からずや、と。 

H 匠石が目を覚まして夢を占っていると、弟子が尋ねた。「無用になることを熱心に求めるとすると、社になっているの 
は、なぜでしょうか。」「静かに。めったなことを言うな。あの櫟も社に身を寄せているだけのもので、自分の心を知らぬも 
のが悪く言うのだと考えている。神木とならなければ、まず薪にされるところであろう。それに' あの木が取っている保全 
の法は、世間のと違う。神木になっているからといってあの木を誉めるのは、実情から遠いのではあるまいか。」 
i_i 〇診占う。夢占いをすること。王念孫は、告げる意としている。〇趣音 r ソク」。速かに。集釈は、意趣、つまり櫟の考えとして 
いる。〇為社何邪無用になることを望みながら、人々が尊敬する社になっているのはなぜか。考えと行ないとが矛盾しているではないかと 
いった疑問である。〇密こっそりと言え。大きな声を立てるなということ。〇無言話をするな。めったなことを言って、礫社に聞かれた 
ら大変だという気持がある。〇寄焉「焉(ポ)に寄る」とも読める。櫟が社に身を寄せて神木になっていること。郭象注では、社神が櫟に身を 
寄せる。〇以為……詬厲也郭象注によると、「社神は櫟が無用を願うことを知らずに寄宿し、そのために恥を受ける。故に社だからといっ 
て別に尊いものでない。このように櫟は考えている。」という意味になる。 r 詬厲」は辱ずかしめること。〇不為社……翦乎郭象注による 
と、「たとい社にならずとも、伐採されるようなことはあるまい〇」といった意味になる。そうすると、読みかたは「社と為らずとも、且つ幾 
んど翦らるること有らんや」となる。〇義社(神木)としての本義.〇 〇誉評価する。原本では r 喩」に作ってあるが、盧文弨の校記によっ 
て r 誉」に改めた。 

無用の用といった話である。木が役に立つとか立たぬとかいうのは、人間の方からの言い分で、木にとっては有難迷惑な話に違いな 
い。むしろ無用の方が有難いというかも知れない。無用ならば伐り倒される心配もなく、痛めつけられる恐れもない。自然のままに育ち、長 
寿を全うすることができるのだ。荘子は櫟社と匠石の会話のうちに、この事情を語っていく。あまりにも人間中心的な考えかたに対する批判 
である。荘子のかかる思想は、_然対人間の関係から、人間対人間の関係に発展する。荘子が楚王の招聘を拒絶した話が秋水篇に見えてい 
る。濮水で釣を楽しんでいる荘子のところに楚王の使者がやってくる。荘子を宰相として迎えようというのである。荘子は神亀(占いに用い 
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る亀)を例にその話を断る。神亀はたしかに貴いし、大切にされる。しかし、尾を泥中に引きずる亀と比較したとき、どちらが自由で、どち 
らが楽しいか。むしろ、位はなくとも、自分の生活を楽しめるほうが、有意義だという。荘子は顕官に就くことは、それだけ自由が束縛され 
ると考えたのであろう。有用なことを外に出さず、それを無用として内に留めておくのが荘子の望みであった。それを一歩押し進めれば、徹 
底した無用こそ、かえって外から力を加えられることなく、天寿を全うし、自己の生涯を楽しむことができることになる。匠石と櫟社の話は 
まさにこれであろう。 


南伯子綦遊，乎商之丘；見，天木% I 有萬。 

結 = s 千乘 f 隱將隹萁所 i 。 子綦日、此 
何木也哉。此必有， I 異材一夫。仰而視，真細 
枝；則拳曲而不一可,以爲，1棟梁；俯而視其 
大根一則軸解而不一可一^以爲 ii 棺構 IBSI 真葉一 
則口爛而爲 fc 。 嗅 i 之、則使，入狂酲三日 
而不色。子綦日' 此果不材之木也。以 
至=於此其大一也。嗟乎、神人以 i 此不材。 


なんばくしき しやうしきう あそ たいぽく み こと fe しせん じょう 

南伯子綦、商之丘に遊ぶ。大木を見るに異なる有り。驷千乘を 

むす，かく まさ そ おほところおほ しきいは こ 

結べは、隱れて將に其の頼ふ所に芘はれんとす。子綦日く、比 

, rf £ ん き‘ こ かならいざいあ あふ そ さいし み 

れ何のぞや。此れ必ず異材有らん、と。仰ぎて其の細枝を視 

すなは けんきょ く もつ とうり '? 3 'うなべ ふそ だ、二 j ん 

れば、則ち拳曲して以て棟梁と爲す可からず。俯して其の大根 

み すなは ■ちくかい もつ くわんく h >- く なん そ 文 

を視れば、則ち軸解して以て棺槨と爲す可からず。其の葉を 

な すなは くちただ きず な これ か すな文 ひと 

咕むれば、則ち口爛れて傷を爲す。之を嗅げば、則ち人をし 

きやうてい みつか や しきいは こ it 

て狂酲すること三日なるも已まざらしむ。子綦日く、比れ*し 

4、ざ，I'? もつ * j そ だい いた あ$>しんじんこれ 

て不材の木なり。以て此の其の大なるに至る。嗟乎、神人此を 

もつ ふざい 

以て不材なり、と。 


南伯子綦が商邱に行ったとき、一風変った大木が目についた。四千頭の馬をその木に繫ぐと、その蔭にすっぽり隠れ 
てしまうほどである。「これは何の木だろう。すばらしい材木になるに違いない〇」そう思って子綦はあお向いて細い枝を見 
ると、曲がりくねって、むな木やたる木になれたものでなく、次に目を大きい根に落すと、空洞があって柔かく、棺桶にな 
れたものでない。葉を®めると、口がただれて傷になるし、臭を嗅ぐと、三日たってもなおらぬほどに人を 激しく 酔わせ 
る。そこで子綦 はこう いった。「これは結局役に立たぬ木だ。それでここまで育ったのだ。ああ、至人は こういう わけで、 
才能(特色)を持たないのだ。」 

3 EE 3 〇南伯子蒸南郭子萊(斉物論に見える)と同じ。「伯」は長。従う道が貴く、物の長となりうるので、伯という。〇商之丘商邱(地名) 
のこと。「之」は語助詞。〇有異普通の木と違ったところがある。〇結駟千乗四千頭の馬を繫ぐ。「駟」は一両の車につけた四頭の馬。 



「乗」は車一両のこと。〇隠かくれる。経典釈文所引の崔説は、暑さのきびしい意に解している。〇芘庇と同じ。おおう。「隠将班」の三 
字を、奚侗の補注では r 将隠座」に作るべしといっているが、その方がわかりやすい。〇賴おおう〇 〇異材すぐれた素質〇 〇拳曲こぶ 
しのように曲がる。〇棟梁棟はむな木、梁はたる木。いずれにも曲がりくねった木は使えない。0軸解車輪のこしきのような空洞があっ 
たり、柔らかかったりする。〇狂酲はげしく悪酔いする。〇神人至人。道を十分に修めた人。 

Bii この話も、登場人物は違うが、内容は大同小異で、前と同じく無用の用を述べたものである。前にも、外国へ使臣として行くものの心 
得が孔子と沈諸梁との問答によって示され、太子の傅となるものの心得が蓮伯玉と顔闔との問答の中に示されていて、この二つの話を煎じつ 
めると、結局は同じことを言っているのが分かる。ここの話は棵社の話と甚だしい類似性を持っている。逍遙遊の冒頭にもこれと同じような 
ことが見られる。こういった点から荘子という書物を見ると、いくつかの派(それは荘子の流れを汲むものであろうが、)に伝わるものを集 
めてきたのではあるまいかと推測される。次の荆氏の話も、話の筋こそ変われ、言わんとするところは無用の用である。 

宋有，荆氏者；宜=楸•柏.桑；其拱把而上者 
求 m 猴之杓 I 者斬 i 之 三圍四圍'求，高名 
之麗 I 者斬一之 七圍八圍貴人.富商之家 
求，#傍 I 者斬 A 之。故未 i 終真天年一而中道 
之夭， I 於斧斤；此材之患也。故解 i 之以 f 牛 
之白顙者、與=豚之亢鼻者(與，人有， I 痒病 
者；不一以適>河。此皆巫祝以知乏矣。 

所 J 以爲11不祥一也。此乃神人之所 S 以爲 I 天祥 
也。 

1 宋の国に荆氏とい-5地方があって、そこは、ひさぎ.かしわ•桑に適していた。そういった木で、一かかえ以上の太 
さがあると、猿を繫ぐ村を探すものが切り倒してしまうし、三かかえ四かかえあると、大きいむなぎを求めるものが切り倒 
し、七かかえ八かかえもあると、棺桶を求める貴族や金持ちが切り倒してしまう。それで、こういった木は、天命を全うせ 
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そ5 けいし ものあ ひさぎかしは くは よろ そ きよ4いじやう もの 

宋に荆氏なる者有り。楸•柏.桑に宜し。其の拱把而上の者 

そこう くひ もと ものこれ き さんゐ I しゐ丨 かうめい り 

は、狙猴の«を求むる者之を斬り、三圍四圍なれば、高名の麗 

もと ものこれ き しちゐはちゐ きじん ふし やう いへぜんばう 

を求むる者之を斬り、七圍八圍なれば、貴人.富商の家禪房を 

もと ■^のこれ き f & いま そ てんねん を ちゆうだう 

求むる者之を斬る。故に未だ其の天年を終へざるに、中道にし 

ふきん えう こ さい うれ ひ ゆ表 これ と うし !i くさう 

て斧斤に夭するは、此れ材の患なり。故に之を解くに牛の白顙 

もの ぶた かうび もの ひと ぢびやうあ もの もつ 

なる者と、豚の亢鼻なる者と、人の痔病有る者とを以てすれ 

4>つ ゆ ベ こ 7* なふしゆくもつ これ し ふしやう 

ば、以て河に適く可からず。此れ皆巫祝以て之を知る。不祥と 

な ゆ表ん こ すなは しんじん だいしやう な ゆ袅ん 

爲す所以なり。此れ乃ち神人の大祥と爲す所以なり。 



荘 子 ニニニ 

ぬう ちに、 中途で斧に切り倒されることになる。これは、木に具わる特質がもたらす災いである。さて、厄払いの祭には、 
白い額の牛とか、鼻が上向きの膝とか、_のある人間などは、河につれていって、神に捧げる わけに いかない 。こういった 
事情を巫祝はよく知っているので、この三つのものを不吉なものと考えているが、これこそ、 至 人が大いによ ろしと 見ると 
ころな のである。 

〇荆氏地名。〇楸ひさぎ。桐に似た葉を持つ落葉樹〇 〇高名之麗大きいむな木〇 r 名」は大きいこと。〇禪傍棺桶。中国では 
むかしから棺にはりっぱな材木を用いていた。〇材之患なまじ何かに使われるようなはたらきを持っているので、切り倒される災いに遇う 
こと。 r 材」は r 才」に同じ。〇解災いを除く。祭の一つ。〇白顙白いひたい。ひ；^ I ''だけが白色になっていること。神に捧げる牛は、 
色が一色(赤牛)でなければならない。従って、ひたいの白いものは、神に捧げられない 0 0亢鼻上向きの鼻。鼻の形が悪く見にくいので、 
こういう鼻をした豚は神に捧げられない〇 〇痔下の病い。不潔なために用いられない。むかしは、人を川に沈めて川の神を祭った〇 〇適河 
川に行って川の神を祭ること。〇巫祝みこ。「巫」とは一般に女のみこをいう。男の場合は現©という。「祝」は祭文を読むもの 0 0知 
之牛でも豚でも人でも、不完全なものは犠牲にならないことを知っている0従って、巫祝がそういうものを見る と、 これは 役に立たぬ無用 
のものと思うわけである。〇不祥「祥」は「善」の意。 

ii 南伯子綦の話も、荆氏の話も、いずれも前章と同じく木に関するものである。話の内容はそれぞれに違うが、大同小異で、言わんとす 
る所は全く同じである。人間の役に立たない木は長命を保つし、人間の役に立つ木は夭折する。役に立つとは人間から見た考えにすぎず、木 
の方からいえば、甚だ迷惑といわざるをえない。役に立たぬことこそ、木にとって幸福である。無用の用、それこそ木の最大の望みであろ 
う。末尾の犠拉の話も、登場するものこそ違え、それぞれのものの立場に立てば、無用こそ長寿を得る最上の条件である。犠牲として神に捧 
げられることは、神聖な行事を背景として、いかにもおごそかに、その価値が高められるように見えよう。しかし犠牲としては、絶命の断崖 
に立つことであり、決して幸福とはいえない。むしろ何とかしてこの禍いから逃げたい気持であろう。故にはなやかな壇上に立つのは、決し 
て嬉しいことでなく、犠牲の条件を具えない身こそ至上の幸福を具えたものとして礼讃するに違いない。無用の用こそ、その物にとって最大 
の幸福である。 

ただ、 荘子のかかる考えかたのうちには、強烈な個人主義の臭いを感じる。自己の生活を楽しみ、他から干渉されたくないといった、自己 
中心の考えかたである。しかし、自分の方も他には干渉しないといった意味においては孤独を楽しむということにもなろう。しかし、ここに 
は長寿を保つという強い目的がある。この目的に沿ってすべてが考えられている傾向がないでもない。ここに後世の俗宗教に連なるものがあ 



る〇とはいうものの、他の場所において、荘子は生死を自然に任せよともいっている。この二つを併せ考えると、自然に任せ、無為に従うと 
ころに長寿の秘訣があるということになろう。 

支離疏者、頤隱，於齊 f 肩高-一於頂一會撮 
指一天、五管在1、兩髀爲 i 脅。挫治 i » 

足，，以 P 口、鼓鉍播 JT 足-以食_1十人一上 
徵_1武士 f 則支離攘臂於其間；上有矢役 一 
則支離以一有_1常疾示 A 受 i 功。上與 -1 病者粟 f 
則受=鍾與=十束薪；夫支籬其形|者、猶 
足 f 以養=其身(終 t 其天年〗又況支5離其德 
者乎。 

H 支離疏という男は、下あごがへその下に隠れ、肩が頭よりも高く、もとどりの所於天に向き、五臓が上の方にいって 
いるし、両方の V もが脇のようになっている(形の醜い—せむし)男だったが、裁縫をしたり洗濯していれば、食べるには 
事欠かなかったし、(市場で〕貧を動かして米をふりわけていれば、十人の家族が養えた。また、お上で武士を徴集すると 
きは、支離は徴集場で腕まくりをし(平然としているし)、お上に大きな事業があって人々を使役に使うときは、支離は不 
治の病いがあるために、ひっぱり出されないし、お上が病人に穀物を与えるとき、三鍾の穀物と十束の薪を受けた。そもそ 
も、人並のからだをしていないものでも、食べていけるし、長生きできるのである。人並の心を持たぬものは、なおさらそ 
れができるのではあるまいか。 

H 〇支離疏不具者(せむし)の疏。「疏」は人名。〇斉「臍」と同じ。へそ。〇肩高於頂背がひどく曲がっていたため、頭の先が肩よ 
り下になっている有様。このあとに続く三句は、いずれもせむしの体形を説明したものである。〇五管五臓の管。〇髀もも。〇挫緘治獬 
人から頼まれて裁縫したり洗濯したりすること。「挫」は「按」と同-1:く、おさえること。劉武の集解内篇補正ではこの一句を一事に取り、「針 
を手にして古い着物を修理する」と解く。〇猢〇食べていく。日々を何とか過ごしていく。「糊」は「糊」とも書き、かゆを食べること〇 〇鼓 
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支離疏なる者、頤は齊に隱れ、肩は頂ょり高く、會撮は天を 

さ ごくわん うへ あ りやうひ わき な はり おさ かい をさ 

指し、五管は上に在り、兩髀は脅を爲す。鉞を挫へ獬を治むれ 

もつ くち こ た さくこ せい: i もつ じふにん 

ば、以て口を糊するに足り、莢を鼓し精を播すれば、以て十人 
をゃ食ふに足る。上武士を徵すれば、則ち支離臂を其の間に攘 
ひ、±£に#役有れば、則ち支離は常疾有るを以て功を受けず。 

かみびやうしやぞく あた すなは さんしょ5 じふそくしん う そ 

上病者に粟を與 ふるとき は、則ち三鍾と十束薪とを受 く。 夫 

そ かたち しり もの な もつ そみ やしな そ てん 

れ其の形を支離にする者は、猶ほ以て其の身を養ひ、其の天 
年を終ふるに足る。又況んや其の德を支離にする者をや。 
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莢播精箕 S (米をふるってぬかを分ける道具)をふるって、米をえりわける。経典釈文所載の崔 ■ の説では、占いをして米を手に入れる意 
とする。その場合の「策」とは筮竹のこと。〇上徴武士他の国との間に不和が生じ、そのために兵士の徴集が 始まる こと。 〇攘臂腕まくり 
する。 徴集されたほかの人々 は、 五体満足なために兵士にさせられる恐れがあるが、疏は不具なのでその心配がなく、腕まくりをし、大手を 
ふって 悠 々文々の間を 歩— わるのである。〇大役土木や狩狐などの大きい仕事。〇不霧仕事を授けられない。土木事業や狩狐など 
のあるとき諸侯は民を徴集して働かせるのだが、疏は不具のため、その夫役が免じられたことをいう。〇三鍾約一四八•八リットル。鍾は 
量の 単位。 〇 支 離其徳世間の人とは違った心を持つ。世間の人は有用を心がけ、富貴名声を求めるが、そのょうな心を持たぬことをいう。 
i *」の章も前章と同じく無用の用を述べたもので、人間を題材にしただけに、余計何か考えさせるものを 持つ ている。^ JtJ ' L ' の 形は醜 
い。世間誰しもその姿を自らに望むものはあるまい 〇荘子は その心を^ Jtr'L' の如実の表現に托して述べている。その描写の 巧み さは、却って 
読む者に眉をひそめさせるほどである。しかし、五体が満足でないために長生きできるのだと 荘子 はいう。一種の皮肉とも受け权 h . よう。有 
用 礼賛の世俗の心を 巧みに 批評しているのである。 


孔子適 i 楚。楚狂接輿遊真 門；日' 鳳兮鳳 
兮'何如德之衰也。來世不苛 P 待' 往世 
不一可一追也•天下有 i 道' 聖人成焉 '天下 
無一道、聖人生焉。方=今之時【僅免荊焉。 
福輕，乎羽一莫之梦載' 禍蓽乎地【莫乏 
知-避。已乎已乎' 臨 X 以 i 德。 殆乎殆乎' 
畫 i 地而趨 。 迷陽迷陽' 無為鲁行一吾行 
郤曲、無 一傷，1吾足； 山 木自寇 也’ 膏火自 
煎也。桂可乂艮。故伐乏。漆5用。故 P 
之。人皆知-%用之用 f 而莫知，1無用之用, 
也。 


孔子楚に適く。楚の SI 接齡 k の F 1^ に越びて印く、 M '? や W . や、何 
如ぞ德の衰へたる。勑啦は待っ； k * からず、酎！一は纪ふ可から 

てん-5みち&せいじんな てんか みちな せいじし、， 

ず。天下に道有れば、聖人成し、天下に道無ければ、聖人生く。 
今の時に方りては、僅かに刑を免れんのみ。® t は駆ょり轍き 

こホ ^ しな わざけひち おも これ さ 

も之を載するを知る莫く、禍は地ょり重きも、之を避くる 

^ な： や や ひと のぞ とく もつ ち e ， ふ 

を知る莫し。已まん已まん、人に臨むに德を以てするは〇殆し 

あ , ' TJT - ちくわく ft し めいやう めいやう わ ゆ やぶな 

殆し、地を畫して趨るは。迷陽よ迷陽ょ、吾が行くを傷る無 
かれ。吾行くに卻曲すれば、11が fit を* S る妒かれ。 lill * f は PI ら 

Ko 、>5くわみづかや けいしよくべ ゆ&これき う.るし 

寇し、膏火は自ら煎く。桂は食す可し。故に之を伐る。漆は 

もち ベ ゆ表 これ さ ひとみない うようようし む ようよう 

用ふ可し。故に之を割く。人は皆有用の用を知るも、無用の用 
を知る莫し、と。 



i — 礼子が楚に行ったとき、楚の狂接輿がその宿所の前を通って歌った。「鳳よ、鳳よ、なぜおまえの徳は衰えたのだ。未 
来は期待できないし、過去は追えない。世が太平ならば、聖人は偉業を成し、世が乱れれば、聖人は隠れて身の安全を計 
る。現今は、刑罰から免れるのにせいいっぱいだ。福は羽より軽いのに、人々はこれを手にすることを知らぬ。禍いは大地 
より重いのに、人々はこれを避けることを知らぬ。やめよ、君子顔で人に臨むのは。危うし、地を限って走りまわるのは。 
迷陽よ、迷陽よ、わたしの旅の邪魔をするな。わたしの旅はじくざく (で危険を避けているもの)なのだから、わたしの足 
に刺さらないでくれ。山の木は伐られる運命にあるし、油は燃やされる運命にある。肉桂は食用になるので切り倒され、漆 
は塗料になるので割かれる。人は誰しも有用の用は知っているが、無用の用は知らない。」 

H 〇鳳世の中がよく治まったときに出現するといわれる瑞鳥。ここでは孔子に喩えている。〇何如徳之衰也 r 徳之衰也何如」の倒置 
形〇 〇来世将来。乱れた世では、将来はどうなるか分からないので、期待できないという。〇成焉りっぱなしごとをしとげる。〇生焉 
自分の生命を大切にする。乱れた世の渦中.に捲きこまれると、事業ができないばかりでなく、命まで危険にさらされるので、世を避けて生命 
の安全を保つのである。〇福世を避けて命を全うすることを指す。〇軽乎羽極めて容易なことをいう。〇載手に執る。〇画地地面に 
線を引いて、自分の動く範囲に制限を加える。孔子が乱世に執着して、かえって身を苦しめていることに喩える。〇迷陽ばら。郭象の注で 
は「亡陽」と解し、「動なく独に任じ、外界に心を奪われなければ、生を全うできる。」と説いている。郭注によれば、「陽亡で)し」と読み、 
「陽」を「動」の意味とする。〇郤曲うねりくねって歩き、まっすぐに進まないこと。集釈は、心を虚しくし、物の性に随順する意と説 
く。〇吾足郭象の注は、心の満足する意と説く。〇自寇自 f 身にあだをする。山にある樹木が、なまじ人間の役に立つため、伐採され 
ることをいう。〇膏火自煎油はなまじ燈明用になるため、われとわが身を焼くことになる。 

1楚の狂接輿が孔子の宿所の前を通って歌った話は、論語の微子篇にも出ている。歌の文句に違いがあるので参考のため次に記しておこ 
ぅ。 

楚狂接輿歌而過，一孔子-〇日、鳳兮鳳兮、何徳之衰。往者不 X 可 k 諫、来者猶可：，追。已而已而、今之従/政者殆而。孔子下、欲， I 与：，之言？趨而 
辟 X 之、不 kfl 与 X 之言？ 

(楚の狂接輿歌ひて孔子を過ぐ。日く、鳳や鳳や、何ぞ徳の衰へたる。往者は諫む可からず、来者は猶ほ追ふ可し。己まん己まん、今の政 
に従ふ者は殆し、と。孔子下りて、之と言はんと欲す。趨りて之を辟け、之と言ふを得ず。) 


内篇人間世第四 ニニ五 



徳充符とは、徳が 心のうちに充満すると、その 符験 (しるし)が外面に現われることをいう。荘子はこれを主張す るた めに、 外形が不完 
全で 内心に 徳を 具えた人物の例を持ち出してくる。王駘 3 は片方の足を失った人間だし、哀駘它 (G しは 容貌醜 怪な男だし、そのほか唇のな 
い男、大きい瘤 e のある人間を登場 させ、 これらの人間が、いずれも人を引きつける魅力の持ち主だといった話を、つぎつぎに述べていく0 
これらの話は、外面にょって 人を 評価しょうとする世人の常識を嘲笑するものでもあろうが、要は無限の 広さを 持つ自然の道に 合一すべきこ 
とを 説いて いるのである。 

魯有%者王駘一從 A 之遊者、與，一仲尼葙若 
常季問-1於仲尼一日、王駘兀者也。從乏遊 
者與一一夫子一中=分魯一立不 A 敎坐不 A 證、 

虛而往、實而歸。固有，一不言之敎一無レ形 
而、 / L 成者邪是何人也。仲尼日、夫子 
聖人也。丘也直後而未爾。丘將_&爲 
師。而況.不 A 若 A 丘者乎。奚假魯國。丘將 
引一一天下一而與從•之。 

i 魯の国に一本足の王駘という男が いて、 この男に従学する門弟の数は、 仲 尼の門弟の数と等しかった。それで常季が 
仲 尼に尋ねた。「王驗 は 一本足ですのに、門人の数は、先生の門人と、魯の人口を二分するほどです。あの男は 教え もせず、 
議論 もしないのに、からの 頭で 行った門弟たちが、帰りには頭をいっぱいにしてきます。元来、無言の教えというものがあ 
つて、 形式がなくとも心がりっぱ.になるものなのでしょうか。あれはどんな人間なのでしょう 〇」 「先生は聖人です。わたし 
はぐずぐずしていて、まだお目にかかっていませんが、これから教えを仰ごうと思っています。わたし以下の人間よなおさ 


。 こ do だ- & > こホ したが あそものちゆうぢあひし じや— 

魯に兀者王駘有り。之に從ひて遊ぶ者、仲尼と相若く。常季、 

P ゆう A - いは わうたい こつしや これしたが あそ もの ふ5し 

仲尼に問ひて日く、王駘は兀者なり。之に從ひて遊ぶ者、夫子 
と魯を中分す。立ちては敎へず、坐りては議せず、齡にして！！ 

、 SCLO - ^ もと ふげんをしへあ かたちな こころ な 

き實にして歸る。固ょり不言の敎有り、形無くして心の成 

'は- 3こ ： S 2にび^ちゆうぢぃは すし せぃじん ？ 

れる者か。是れ何人ぞや、と。仲尼日く、夫子は聖人なり〇 £ 

>*^.^お.<, いま ゆ きうまさ もつ し £ し*. 

> や直後れて未だ往かざるのみ。丘將に以て師と爲 さんと す。而 
T るを況んや丘に若かざる者を や。 奚ぞ假に魯國のみならん や。 

きうまさ てんか ひ とも これ した^ 

丘將に天下を引きて與に之に從はんとす、と。 



ら教えを仰ぐべきでしょう。魯の人はもちろん、天下の人々を誘って、弟子入りするつもりです。」 

H 〇兀者一本足の人間。「兀」とは罪を得て片足を切られること。〇王駘魯の人。〇常季魯の賢人。〇立不教坐不議「立」•「坐」 
には特別な意味はない。「不》教不 J 1」 を飾っていったもの。〇無形教えるために特別な形式を設けないこと。郭象の注では、不具の形体 
を忘れると説いてある。〇奚仮「何第」と同じ。……だけではない。 

常季日、彼兀者也。而王=先生【其與 i 庸 
亦遠矣。若 i 然者' 其用 i 心也、獨若一之何。 

仲尼日、死生亦大矣。而不ゾ得 - lli 之變； 

雖_夫地覆墜(亦將 A 不與乏遺；審=乎寧假' 

而不=與杨遷；命=物之化 I 而守_真宗 I 也。 

r あの男は一本足の不具者なのに、先生より勢いがあります。普通の人よりよほど優れていましょう。あのようなのは、 
心の用いかたを、いったいどのようにしているのでしょう。」「死生も重大事ですが、その死生もあの人を変化の道づれにけ 
できません。天がくつがえり、地が陥落しましょうとも、あの人はそれと一しょに滅びますまい。あの人は真理をよく心 m 
ていて、物といっしょに変化することはありませんし、物の変化はそのままに任せ、自分は根本の道を守っているのです。 
H 0王「盛」と同じ。〇庸「常」と同じ。常人のこと。〇死生亦大死生という変化も重大なことである。〇不得与之変死生という 
変化も、王駘をその変化のうちに捲きこめない。生も喜ばず、死も憎まず、形体は変化に任せて、心は道に冥合するため、その人のすべてを 
変化のうちに取りこめないのである。〇将不与之遺天地の覆墜という大変動に会っても、その心は永遠の道に合しているので、滅亡の道づ 
れにならない。「遺」は失われる意。〇無仮にせのないことで、真をいう。郭慶藩の集釈は「仮」を「瑕」の誤りとし、「己に瑕疵3とす 
べきもののないことがはっきりすれば、物の 自ら 遷るに任せて、自分は物に左右されなくなる 〇」 と説いている。〇不与物遷物の変化は物 
にまかせ、自分は自分で、心を道に置くので物とともに変化することはない〇 〇命物之化物の変化を天命と見て、それにさからわない〇奚 
侗の補注は「命」を「信」と訓じ、物の変化に任せる意と説く。 

常季日、何謂也。仲尼日、自-一其異者一視一|齡與％く、祗の雖そゃ、と。似.聪6|く、纪の點なる勒ょりおを 
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じやうきい it れ こつしや しか せんせい さか そ つね 

常季日く、彼は兀者なり。而るに先生ょり王んなり。其れ庸と 

またとほ しか ごと もの そ こころも b ひと これ いかに 

亦遠からん。然るが'若き者、其の心を用ふる、獨り之を若何せ 

ちゆうぢいは しせい まただい しか これ へん え 

ん、と。仲尼日く、死生も亦大なり。而るに之と變ずるを得ず。 

てんちふくつゐ いへと また— これ ゐ かな つまびら 

天地覆墜すと雖も、亦將に之と遺せざらんとす。假無きを審 

もの うつ もの くわ めい そ そう まも 

かにし、物と遷らず、物の化を命として、其の宗を守る、と。 




荘 


子 


之、肝膽楚越 也。 自=其同者一視乏，萬物 
皆 一也。 夫若者' 且不 知_茸 S 之 所” 宜、 
而遊心乎德之和 一 物視，1其 所二、 而不竟_| 
其 所 喪■視 k 喪，真足；猶 i 遺± 也。 


ニニ八 

視れぱ、肝膽もぎ SI なり。纪の雕じき勒ょり為を紀れば、戴姑 
は皆一なり。夫れ然るが若き者は、 J . 4 つ耳目の一^しき所，を知ら 
ずして、心を德の和に遊ばせ、物は其のぃ一っなる所を^て、把の 

ぅしなところ み t あし ぅしな み なつ b 10 *と 

喪ふ所を見ず。其の足を喪ふを視ること、猶ほ土を遺すがご 
ときなり、と。 


「それはどういうことでしょうか。」「違うという点から見るならば、一身の内にある肝臓と胆臓も、ひどく離れた楚と 
越のょうなものですし、同じという点から見るならば、万物はすべて同一です。この道理に明るい ものは、耳目を喜ばせて 
くれる美しいものなど忘れて、心を徳の調和した境地(道)に遊ばせ、物については、同一の点を見、不完全(差別)の点を見 
ない。さればこそ王駘は片足を失っても、土を払い落すほどにしか考えていないのです〇」 

0 肝胆楚越肝臓と胆臓とは人の一身内にあって隣接し、その距離は甚だ小さい。ところが、楚の都と越の都とは 3 t く離れて いて、 叵 
離は甚だ大きい。しかし、距離が ある (別物だ)という点からいえば、肝胆の関係 も、 楚越の関係 も、 同じになるというの である〇 〇遺土か 
らだについた土を払い落す。 


- C や*い. i かれ おのれ をさ そち もつ そ こころ う 

常季日く、彼の己を爲むるに、其の知を以てし、其の 11' を得 

そ こころ もつ そ じやうしん う ものなんす これ 

るに、其の心を以てす。其の常心を得るに、物 M 爲れぞ之に 

あつ ちゆうぢいは ひと りうすゐ かん な し 

最 まる や、と。仲尼日く、人は流水に鑑 すること 莫 くして、 it 

すゐ かん ただし よ l -ゆうし とど めい ち う ，こだ 

水に鑑す。惟止のみ能く衆止を止む。命を地に受けたるは、勝 

しようはく ひと ただ と5かせいせい めいてん 5 た7だ 

r fe 柏のみ獨り正しく、冬夏靑靑たり。命を天に受けたるは、惟 

- ^55し-^ん ひとただ ばんぶつはじめあ さいはひ よ せぃ ただ ' 

堯舜のみ獨り正しく、萬物の首に在り。幸に能く生を正しく 


常季 日 ' 彼爲 JU 以，萁知一得，萁心【以= 

其心一得萁常心；物何爲最 i 之哉•仲尼 
日、人莫 k - l 於流水【而鑑，1於止水一惟止 
能止-一衆止【受斋於地【惟松柏獨也正、 

冬夏靑靑。受，1命於天(惟堯舜獨也正、 

在 I - 萬物之首！■幸能正一生、以正 -I 衆生 一 |して、以て装屯 4- l JEJ しくす。 

^「あの人は、自分の身を修めるとき、知力を働かせて心を明らかにし、明らかに L た心で恒常不変の心を得て(自分の身 
を修めて)いるだけですのに、人々はどぅして、あの人の所に集まる のでしょぅ 0」「人は流れる水を 镜とせず、 静止した水 



を鏡とするものです。それは、静止のみがもろもろの静止を生かせるからです。生を大地から受けたもの(樹木)は、松柏だ 
けが正しい気を受けて、冬も夏も青青としている。それと同じく、生を天から受けたもの(人間)のうちでは、堯舜のみが正 
しい気を受けて、万物の一番始めに立っているのです。あの人は幸にも自分の心を正しくしていますので、それで人々の心 
を正しくするのです。 

1〇為己わが身を治める。〇以其知得其心知を働かせて、自分の心を明らかにする。〇以其心得其常心「其心」とは明らかにされた 
わが心をいう。常心を得て俗世間を忘れたはずなのに、彼のもとに人が集まるのは、常心を得ていないのではあるまいかと常季は疑う。〇物 
人。〇最 r 聚」と同じ。集まる。〇唯止能止衆止静止しているものだけがすべてのものを静止した状態にしておける。止水のみが物の姿 
をそのままに映せること。これは王駘が心を虚寂にしているので、それを止水にたとえ、人が止水に来て姿を映すように、王駘を慕ってそこ 
に集まってくることをいう。〇松柏「柏」も松に似た一種の常緑木。〇冬夏青青原本には冬の上に「在」の一字があるが、衍字なので、 
これを省いた。〇在万物之首集釈本•集解本はいずれもこの一句を欠いている。なお、この二本には「堯舜」の二字を「舜」の一字にして 
ある。〇幸能正生心を正しくしようと努力せずとも、心が自然に正しくなることをいう。「生」は「性」と同じ。心のこと。 

夫保> 始之徵'不之實。勇士 一人、 雄 
A I 於九軍；將一求 i 名而能自要者、而猶若， 

是。而況官=天地 f 府=萬物；直寓 ， i 六骸 f 
象 I 耳里 一|| 知之所 > 知、而心未_一嘗死 I 者乎。 

彼且=擇一日而登假一人則從 fe 也。彼且何 
肯以一物爲一事乎。 

さて、生命保全の効果があがるのは、物を恐れない心の実情によるものです。例えば、勇士がひとりで大軍に突っ こ 
んでいくように。勇名を馳せようとして、事の成功を期待するものでさえ、あのようです。まして天地を治め、万物を蔵 
し、肉体を一時の宿とし、耳や目を仮象とし、心知の知るものをすべて一にし、心に死生の変化がないものは、なおさらで 
す。あの人は日を択んで天に昇ろうとしているので、人々が(それを慕って)集まって来るのです。あの人は人に教える こ 
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そ はじめ たも しるし おそ じつ ゆ5しいちにん 

夫れ始を保つことの徵あるは、懼れざるの實なり。勇士一人、 

ゆう きうぐん い * さ な もと ょ みづか もと も In 

雄として九軍に入る。將に名を求めんとして能く自ら要むる者 

な かくごと しか いは てんち くわん ばんぶつ ふ 

すら、猶ほ是の若し。而るを況んや天地を官し、萬物を府し、 

ただりくがい C 5 じ-,^ しやう ち し ところ いつ ここ A 

直六骸を寓とし、耳目を象とし、知の知る所を一にして、心 

いま かつ し もの かれまさ ひ えら とうか ひと 

未だ嘗て死せざる者をや。彼且に日を擇びて登假せんとし、人 

すなはこれしたが かれか なん あへ もの もつ こと な 

則ち是に從ふなり。彼且つ何ぞ肯て物を以て事と爲さんや、と。 



荘 子 二三〇 
となど何で考えているでしょうか。」 

1^13 〇保始人が生まれるときに受けた気を保っていく。〇不懼死を恐れない。つまり、生死を超越すること。〇雄「勇」と同じ。〇九 
軍天子の六軍と諸侯の三軍とを合わせたもの。大軍のこと。〇要功果のあがることを期待する。〇官天地、府万物天地万物の外に立つ 
こと。 r 官」は管理する。「府」は収蔵する。〇寓六骸肉体をかりの宿と考える。生に執着しないこと。「六骸」は首と胴と手足。〇象耳目 
耳や目を仮象と考える。耳は物を聞き、目は物を見る器官で、いずれも知識の入口である。これを仮象と見るとは、外界から来る知識にと 
らわれないことをいう。〇一知之所知大小貴賤、生死存亡など、事物にはそれぞれ差がある。それらをすべて同一視する。これもまた外界 
の変化に逆らわず、それに順応していくことをいう。〇心未嘗死心が死んでいないとは、生死の変化に順応するので、永久に生きているこ 
とになる。〇登仮魂が天に登ること。「仮」は「遐」と同じ、遙か遠いところをいう。郭注は「仮」を下句につけて「仮人」とし、仮人の 
意味を仮借の人(世間の凡人)と説いている。〇物人。 

「登仮」は遙かな天に昇るという意味で、死を意味するのが普通であるが、ここでは単なる死をいうのでなく、人の魂が肉体を離れて 
昇天することである。生命の永遠を願う行¢3が、中国の昔にもあったのであろう。世俗的なものを排 し、 肉体と魂の分離を計る修行法を、 
この常季なる人物もやっていたのではあるまいか。常季が虚構の人間でもさしつかえない。この話に出てくる常季の行為に修行法が象徴され 
ていると見れば、荘子はかかる修行法を述べることによって、自己の考えを表明しようとしたといっても過言であるまい0 

申徒嘉兀者也。而與=鄭子產 I 同師於伯昏 
無人一于產謂-1申徒嘉一日、我先出則子止。 

子先出則我止。其明日又與合一堂同 i 席而 
坐。子產謂=申徒嘉一日、我先出則子止。 

子先出則我止。今我將 i 出。子可=以止一乎、 

其未邪。且子見， I 執政 M 不篷。子齊執政 I 
乎。 

申徒嘉は一本足の男だったが、鄭の子産とともに伯昏無人に師事していた。子産が申徒嘉に注意した。「わたしが帰る 


しんとか こつしや しか てい しさん おな はくこんむじん し 

申徒嘉は兀者なり。而して鄭の子產と同じく伯昏無人を師と 
す。子產申徒嘉に fl l ひて日く、我先に出づれば則ち子止まれ。 

しさき い すなは われとど そ みやぅじつまたとも だぅ がつ 

子先に出づれぱ則ち我止まらん、と。其の明日又與に堂を合 

せき おな さしさんしんとかい いは われさき い 

し席を同じくして坐す。子產申徒嘉に謂ひて日く、我先に出づ 
れば則ち子止まれ。子先に出づれば則ち我止まらん。今我將に 
出 でんと す。子以て止まる可きや、其れ未だし や。 且つ子は執 

せいみ さ し しつせい ひと 

政を見て違けず。子は執政に齊しきか、と。 



とき、きみは残ってくれたまえ。きみが帰るなら、わたしは後に残ろう。」その翌日、又もや同じ部屋で同じ場所に坐った。 
子産が申徒嘉に注意した。「わたしが帰るとき、きみは残ってくれたまえ。きみが帰るなら、わたしは後に残ろう。わた1.. 
はこれから帰るが、きみは後に残ってくれるかね。それにきみは、大臣たるわたしを見て避けようともしない。きみは大 K 
と同じなのかな。」 

_ 〇申徒嘉申徒が姓、嘉が名。鄭の賢人。〇兀者刖 ??)( 足切り)の刑を受けたもの。〇鄭春秋時代、今の河南省にあった国。01+ 
産姓は公孫、名は僑 ( r )、 子産はその字。鄭の大夫。当時、名大夫の評判が高かった。〇伯昏無人人名。荘子が作りあげた人間であ A 
う。「昏」 とは 暗い こと。 「無人」 とは 物我の別を忘れること。知識を外に表わさず、区別のない大きい世界に遊ぶ人物と いうよう な意味で、 
この名が作られたのであろう。なお、「無」の字は列子では「瞀(む)」(目がよく見えないこと)に作ってある。〇執政大臣。子産自らを指す。 
〇違避ける。敬意を表わすこと。 

申徒嘉日' 先生之門' 固有=執政 I 焉如レ此 
哉。子而說，1子之執政一而後人者也。聞 A 
之、日' 鑑明則塵垢不 i 止。止則不 i 明也。 

久與，一賢者 I 處'則無一過。今' 子之所一取矢 
者先生也。而猶出一言若 fe 、 不，赤過一乎 ■ 

_「伯昏無人先生のところには、そんな大臣などいるのでしょうか。あなたは、自分の大臣たることを鼻にかけて、人を 
軽蔑なさる。こんな話があります。『鏡にくもりがないのは、塵がつかないからだし、塵がつくとくもる。(それと同じよう 
に)しばらく賢者と一しょにいると、くもりが取れて過ちがなくなる。』現在、あなたが重んじているのは、先生の道です 
のに、そのようなことを口にするのは誤りではありませんか。」 

〇固有執政焉如此哉執政(大臣)などはいないから、子産の いうよう な ことをいうものは ない ということ 〇 〇子而 「 而 」は 「乃」 と 同じ。 

子產日、子旣若一是矣。猶與一堯爭 i 善。計-ーア蛋く、 f 船に歡の起し。« ,£ ほ！^と戴を^!ふ。；^の觀を一る 
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しんと5>いは せんせい もん もと しつせいあ かくごと 

申徒嘉日く、先生の門、固ょり執政有りて此の如くならんや。 

し すなは し しつせい ょろこ ひと あと もの これ 

子は而ち子の執政たるを說びて、人を後にする者なり。之を 

き いは かがみあきら すなは ぢんこぅとど 

聞けり、日く、鑑明かなるは則ち塵垢止まらざればなり。 

とど すなはあきら ひさ けんしや を すなはちやま， J 

止まれば則ち明かならず、と。久しく賢者と處れぱ、則ち過 

な いまし だいと ところ もの せんせい しか な げん 

無し。今、子の大を取る所の者は先生なり。而るに猶ほ言を 

い かく ごと またあやま 

出だすこと是の若きは、亦過たずや、と。 



荘子 二三二 

子之德 I ‘不 i 星以自反一耶。申徒嘉日' 自 
狀萁過【以不 A 賞亡者衆、不妖真奰以 
不一芗存者寡。知 i 不 A 可， I 奈何一而安 i 之若 i 命 
惟有德者能 i 之。 

r きみはそんなからだなのに、まだ堯と善を争っている。きみの徳では、 t ' み自身の反省ができないのだろうか。」 「自 
分の過ちを述べ、足は失わずにすむと思うものは多いのですし、自分の過ちは言わず、足がそのままのはずはないと考える 
ものは少ないのです。どうにもならぬことを知って運命に安んじ順うのは、有徳者にのみ可能です。 

〇若是片足を失って、見にくい姿になったことをいう。〇与堯争善執政たる子産を尊ばないことを、暗に指している〇〇不状其過 
自分の過失を外に表わさないとは、それを隠すことではなく、心では自分の過ちであることを正しく認めていることをいう。馬叙倫の義証 
には王想紘 (355?) の説を引き、ここの r 不状」と前句の r 自状」とは、入れ違っているのだろうといっている。 

遊-一於羿之彀中【中央者中地也。然而不 
中者命也 • 人以_真全足一笑，1吾不全足|者 
衆矣。我桃然而怒' 而適 ， i 先生之所 f 則 
廢然而返。不 i 知先生之洗 k 以 Jn 邪。吾 
與4< 子#十九年，而未，嘗知 ， i 吾兀者 I 也。 

今' 子與；我遊_一於形骸之内；而子索=我於 
形骸之外；不_1亦過 I 乎。子產蹵然改 i 容更 
貌日'子無， I 乃稱； 

1羿の弓の射程距離に入ると、中央は矢のあたるところです。そこであたらないのは運がよいからです。世間に t 、 自 


げい こくちゆう あそ ちゆうあう あた ち し4>しあ fc 

羿の彀中に遊べば、中央は中る地なり。然り而うして中らざ 
る者は命なり。人は其の全足を以て、吾の不全足を笑ふ者衆 
し。我拂然として氣るも、先生の所に適けば、則ち齡紀とし 

かへ し せんせい われ あら ぜん もつ b れふうし あそ 

て返る。知らず先生の我を洗ふに善を以てするか。吾夫子と遊 

じふくねん い玄 かつ 4 P れ こつしや し 

ぶこと十九年なるも、未だ嘗て吾の兀者なるを知らざるなり。 
今、子我と形骸の內に遊ぶに、子は我を形骸の外に索む。跪， 

しさんしゆくぜん ょ5 あらた ばう か いは しすなは 

たずや、と。子產蹵然として容を改め貌を更へて日く、子乃 
ち稱する無からん、と。 


もつ みづか はん た しんとかい ii みづかそ 

に、以て自ら反するに足らざるか、と。申徒嘉日く、 自ら 其の 

あやまちじやう もつ まさ うし もの おほ そ あやまち 

過を狀し、以て當に亡ふべからずとする者は衆く、其の過 

じやう もつ まさ そん もの 十くな いかん 

を狀せず、以て當に存すべからずとする者は寡し。奈何とも 

ぺ し これ やす めいしたが ただいうとくしゃ 

す可からざるを知りて、之に安んじ命に若ふは、惟有德者のみ 
之を能くす。 



分の足が揃っているからといって、わたしの不具を笑うものが多い。わたしは無性に腹が立つのですが、先生の所へ伺う 
と、気持ちがさっぱりします。先生が善でわたしを洗ってくださったのかも知れません。わたしは先生と十九年のおつきあ 
いになりますが、先生はわたしが片足のことに気づいていません。ところが、あなたは、わたしと精神的な交際をしている 
はずなのに、わたしに世間的なことを求めていなさる。まちがってはいませんか。」子産はこれを聞くと恥ずかしくなり、 
形を改めていった。「話はもう結構です。」 

E 1 K 3 〇羿堯時代の弓の名手。〇彀弓を張る。また、矢のねらいどころ。〇中央*のまん中。〇不中者命射程距離のまん中にいなが 
ら矢にあたらないのは運命だ。過ちを犯したならば当然その罪は受けるべきであり、その罪を受けて兀者になるものも多いなかに、罰を受け 
ずにいられるのは運命のなせるわざで、徳の有無に関係のあることでない、という意。子産にも過ちがあるはずで、それにもかかわらず満足 
なからだでいられるのは、運命によることで、何も徳には関係がないのだとあてこすっている。〇払然むっと。「払然而怒」とは、人から 
一本足を笑われて、むっとすること。〇廃然而返怒りを捨てて、平常の心に戻る。〇形骸之内身体の内部。心。〇形骸之外身体の外 
形。「索二我於形骸之外1 J とは、一本足の申徒嘉を軽蔑していることをいう。〇蹵然恥じいるさま。〇子無乃称申徒嘉の話に恥じいって、 
それ以上の話は聞きたくないため、このように言った。 

申徒嘉は兀者であり、子産は執政である。そこには世俗的な身分差が厳存する。子産が申徒嘉に対して取った高飛車な態度は、まさに 
それを意識している。申徒嘉はそのような ことを 全く考えない。伯昏先生の門下生としては、すべての人が平等であると主張す る。 差別のな 
い世界に遊ぶとき、足の有無も、身分の高下も問題にならない。現実の美醜はすべてそこに解消していく。荘子の主張したい点はそこにあ 
る。前の季常にしても、次の叔山無趾にしても、いずれも兀者であって、世間一般の人から見れば醜に属する人物である。かかる人物を取り 
あげて、その人物に物を言わせているのは、美醜観念の打破、ひいては差別の打破を指向するものである。 

魯有， 7 C 者叔山無趾；踵見，#尼一仲尼日' 

子不画。前旣犯 k 若 i 是矣。雖_|今来；何 
及矣。無趾日、吾惟不 i 知一務'而輕用，1吾 
身；吾是以亡一足。今吾來也、猶有，#一足 
者存；吾是以務荃乏也。夫天無禾 k 覆' 
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ろ こつし- 1 ?しゆくざんむしあ しよ5 ちゆうぢ み ちゆうぢいは しつつし 

魯に兀者叔山無趾有り。踵して仲尼を見る。仲尼日く、子謹 

まへ すで くわん をか かく ごと いまきた いへど なん 

まず。前に旣に患を犯すこと是の若し。今來ると雖も、何ぞ 

およ むしいは われ ただつと し かるがる 

及ばん、と。無趾日く、吾は惟務むるを知らずして、輕 M しく 

わみ もち 4:れここ もつ あし 5しな いまわれ きた i あし 

吾が身を用ふ。吾是を以て足を亡へり。今吾の來るゃ、猶ほ足 

たふと もの そん あ われここ もつ これまつた 

より尊き者の存する有ればなり。吾是を以て之を全うせんと 



荘 子 二三 四 

地無一不~載。吾以=夫子|爲_|天地；安知夫子 
之猶若一是也。孔子日' 丘則陋矣。夫子 
胡不 A 入乎。請講以。無趾出。孔子 
日、弟子勉 i 之。夫無趾兀者也。猶務事 
以復_前行之惡 f 而況全德之人乎 • 

i — 魯に叔山無趾という兀者がいた。この男がひよこりひよこりと仲尼に会いに来たとき、仲尼が話した〇 rt ' v は不謹慎 
だ。以前罪を犯してそのようになった。今さら来たとて、間に合うものですか。」「わたしは道の勉強も知らず、軽卒なこと 
をしたものですから、足をなくしたのです。今日お訪ねしましたのは、足より大切なものが残っているからで、それをりっ 
ばにしたいからなのです。天はすべてのものを覆ってくれますし、地はすべてのものを載せてくれます。わたしは先生を天 
地同様に思っていましたのに、先生がこんなふうだとは意外でした 0 」「わたしが愚かでした 。さあさあ お As りください。ひ 
とつわたしの存じよりを聞いていただきましよう。」無趾が出ていくと、孔子はいった。「門人たち よ、 勉強することだ〇あ 
の無趾は兀者なのに、勉強して前の行ないの悪をつぐなおうとしている。りっぱな徳を持った(五体満足な)人はなおさら 
のことだ Lf 

n 〇叔山無 lit ' 叔山は字。足切りの刑を受けて趾がないため、無趾といった。 r 趾」は足くび。〇踵かかと。足くびがないので、踵で 
歩いている形になる。集釈は r 頻」と解き、しきりにやってくる意味にしている。〇子不謹一説では、下句の「前」字をこれに附け、「子 
不謹前」を一句とする。意味は、以前の行為を謹まなかったこと〇〇犯患罪を犯す〇〇若是矣今のような醜い姿になった〇〇不知務義 
証は、 r 務」の下に「学」の字を補うべき旨をいう。一説に、「務」を世務と解く。〇尊足者心の徳をいう。〇復補補いをつける〇 〇全徳 
之人罪を犯さず、五体満足な人。りっぱな徳を持てば こそ 五体が満足に揃っているので ある。 

無趾 e 一老聃一日-孔丘之於，-至人；其未邪。1.、 pr & げて f 、％丘ぅの S に！5け\其れ起だしゃ0 
彼何賓賓以學 i 子爲•彼且*蘄以飯 it 幻怪黯ぞ■として3て ^ L に^ I ぶを皆す。似 J . I に* f £ むるに祖饥 


務む。夫れ天は覆はざる無く、地は載せざる無し。部夫子を奶 
て天地と爲す。安んぞ知らん夫子の猶ほ是の若くなるを、と。 

こうしいは きうすなはろう ふ5しなん い こ かう 

孔子日く、丘は則ち陋なり。夫子胡ぞ入らざる。請ふ講ずるに 

とこ6もつ むしい こうしいは ていしこれ つと 

聞く所を以てせん、と。無趾出づ。孔子日く、弟子之を勉めょ。 

か むし こつしや な がく つと もつ ぜんかう ちく s > く i 

夫の無趾は兀者なり。猶ほ學を務めて以て前行の悪を復補せん 

しか いは ぜんとく ひと 

とす。而るを況んや全德の人をや、と。 



之名聞：不一知室人之以 i 是爲=己桎梏-邪。 

老聃日' 胡不 h 直使•彼以=死生 i 一條 I 以= 

可不可，爲，一一貫，者' 解，其桎梏；其可乎' 

無趾日' 天刑>之。安可 i 解。 

1無趾が老聃に話した。 r 孔丘は、至人という点ではまだまだでしょうな。何でしきりとあなたから学ぶのでしょう。あ 
の男は奇怪な名声を求めかかっているのですが、至人がそれを枷椎と見ているのに気づかぬのです。」「死と生とを一つに 
し、可と不可とを同じと見るような人間に、なぜすぐさま枷泄をはずさせないのです。それはできるはずです。」「天罰です 
から、どうしてはずせましょう0」 

n 〇賓賓「頻頻」と同じ。しきりに。集釈はつつましくと解く。〇誠詭奇異なこと。〇桎浩 r 桎」は足かせ、 r 梏」は手かせ。至人 
は名聞などは手かせ足かせのように、わが身の自由を束縛する ものと 考えている。〇条なわ。〇貫物をさして おく 紐。一条一貫とは、死 
生や可不可をそれぞれ連続して区別のない ものと する比喩的な言いかた。〇天刑之孔子が名聞のためにあくせくするのは性分で、あたかも 
天が刑罰を加えているような もの だということ。 

n 孔子と無趾とが別れたあと、孔子はその門人に向かって無趾の人物を褒め、無趾は老聃に会って孔子の批評をする。ここに両者の優劣 
が示される。この話は、もちろん無趾の口を借りた荘子の孔子批判であり、ひいては儒家に対する批判にもなる。孔子を桎梏のはずせない人 
間だといって、孔子が至人の域に到達できない原因をそこに求めようとする。桎梏とは礼楽をいい、仁義をいう。社会生活の上で、儒家が最 
も 重要な ものと して主張する礼楽仁義が、荘子にとっては桎梏にすぎない。それらを主張する以上、桎梏から脱却できないと見られるのは理 
の 当然で、ここに両者の大きい違いがある。 

魯哀公問， I 於仲尼 I 日、衞有，一悪人 I 焉。日-一哀 
駘它；丈夫與乏處者' 思而不去也。 

婦人見乏'請=於父母一日^^爲_入妻【寧 
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魯の哀公、仲尼に問ひて日く、衞に惡人有り。哀駘它と日ふ。 

ぢや5ふ これ を もの し さ あた ふじんこれ み 

丈夫の之と處る者は、思して去る能はざるなり。婦人之を見 
れば、父母に請ひて、人の妻と爲らんよりは、寧ろ夫子の妾と 


くおい めいぶん もつ しじん これ もつ おのれ ちこくな 

怪の名聞を以てせんとす。至人の是を以て己が桎梏と爲すを 
知らざるか、と。老聃日く、胡ぞ直ちに彼の死生を以て一條と 
爲し、可不可を以て一貫と爲す者をして、其の桎梏を解か使め 
ざる。其れ可ならんか、と。無趾日く、天之を刑す。安んぞ解 
く可けんや、と。 



荘 子 二三六 

爲〃夫子妾 4 T 十數而未 i 止也。未，1嘗有藺 ，i 
其唱也。常和入而已矣•無宭入之位' 

以濟=乎人之死；無象祿以望，入之腹【又 
以一惡駭-夫下(和而不 i 唱。知不 i 出 ii 乎四域『 

且而雌雄合宇前；是必有，異_|乎人 I 夢也。 

6^魯の哀公が仲尼に尋ねた。「衛の国に容貌の醜い男がいて、名も哀駘它というが、ほかのものが この 男と一しょにいる 
と、側から離れられないし、婦人がこの男を見ると、『ほかの人の妻になるより、あの人の妾になりたい0』 と 両親にせび 
る。そんな婦人の数は夥しい。あの男が人の音頭を取った話は聞いたことがない。いつも人の調子に合わせているだけで 
ある。人の命を救うような君主の位もなく、人の腹を満たすほどの財産もない。それに、醜さで世間をびっくりさせる。調 
子は合わせるが先に立たず、知識は身の外にまで及ばない。それでありながら、いつしか男女を前に集めてしまう。きっと 
凡人とは違う点があるのであろう。 

〇悪人せむし男。「悪」は「亜」に同じ。「亜」は背の彎曲した形を表わす象形文字0 〇哀駘它駘它は背に瘤の出ているようすを形 
容することば。，せむしの人の背が彎曲しているようすをいったもので、哀駘它とは、世間の人があるせむし男につけた名称であろう。一説で 
は、「哀駘」を醜い形の形容、 r 它」を人名と解している。〇丈夫一人前の男。〇思「侍」の仮借。側につき従うこと。.〇聚禄集積した 
財産。〇望満月の意味から、転じて、物を満たすことをいう。〇知不出乎四域知識が四方に出ていかない。知識が身近なところで止まっ 
ていること。王先謙の集解は、「知」を知名の意味に取り、名が遠くまで知られていないと解釈する。 

寡人召而觀>之，果以 i 悪 P 夫下；與=寡人, 

處'不一至11以 i 月數【而寡人有一意， I 乎其爲入 
也。不 i 至||乎期年【而寡人信一之。國無 i 宰、 


くわじんめ これ A はた あくもつ てんか おどろ くわじん 

寡人召して之を觀るに、果して惡を以て天下を駭かす。寡人と 

を つき もつ かぞ いた く b じんそ ひとな い 

處るに、月を以て數ふるに至らずして、寡人其の人と爲りに意 

あ きねん いた くわじんこれ しん くに さいな くわ 

有り。期年に至らずして、寡人之を信ず。國に宰無くして、寡 


な いもの じふ かぞ いまや い i かつ 

爲らんと日ふ者、十もて數ふるも未だ止まざるなり。未だ嘗て 
其の唱を聞きしもの有らざるなり。常に人に和するのみ。人に 

きみ くらゐ もつ ひと し すく な しゆ5ろく もつ ひと はら み 

君たるの位、以て人の死を濟ふ無く、聚祿の以て人の腹を望 
たす無し。又惡を以て天下を駭かし、和して唱へず。知は四域 

い しばら しい—へ あつ こ かなら ひと こと 

に出でざるに、且くにして雌雄前に合まる。是れ必ず人に異 

ものあ 

なる者有らん。 



而寡人傳酗焉。悶然而後應，氾然而若 i 
辭■寡人醜乎。卒授-之國；無=幾何一也' 

去，寡人 M 行•寡人卹焉若 i 有 i 亡也•若一無- 
與樂_一是國 I 也•是何人者也。 

H 呼び寄せて見ると、なるほど世間を驚かすほどの醜悪さだ。しかし、一緒にいると、いく月もたたぬのに、わたしは 
その人物に心を引かれたし、一年たたぬうちに信用するようになった。国に大臣がいないものだから、国政を委せようとし 
たところ、その男は浮かぬ顔で承諾したが、鼻白んだようすで辞退するようにも見えた。わたしは恥ずかしくなったが、結 
局は国政を委せた。しかし、間もなく、あの男は、わたしから離れていった。わたしは、なくしものでもしたように、心が 
落ちつかなかった。この国の楽しみを共にするものがいなくなった思いだ。あれは、どういった人物なのだろうか。」 

11 〇期年一年。〇宰大臣。〇伝国国政を委ねる。〇悶然気にそまぬさま。〇氾然而若辞 r 氾然」は r 泛然」と同じ。心にかけ 
ないさま。 集釈本は この 一句を r 氾而若 K 辞」に作る。奚侗の補注は、 r 氾若而辞に作るべし」といっている。「氾若」は「氾然」と同じ。〇醜 
乎恥じる さま。 〇卹焉憂える さま。 

仲尼日' 丘也嘗使=於楚 I 矣。適見 f 純子食 ，I 
於其死母 I 者；少焉朐若。皆棄 i 之而走。 

不一見一己焉爾。不 ip 類焉爾。所其 母-者、 

非一愛，萁形 I 也。愛其形-者1也。戰而 死者、 

其人之葬也' 不-一以 1 P 資？ 刖者之屨無レ 
爲 fei 之。皆無-萁本 I 矣。爲天子之諸御 一 
不レ爪 i 翦'不参耳。取_者'止_1於外【不レ 
得ュ復使；形全猶足_一以爲爾。而況全德之 
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ちゆ5ぢいは きぅ かつ そ つかひ たまたまとんし そ しぽ しよく 

仲尼日く、丘や嘗て楚に使せり。適 MW 子の其の死母に食す 

もの み しばらく しゆんじやく みなこれ す はし おのれみ 

る者を見る。少焉して胸若たり。皆之を棄てて走る。己を見 
ざる©み。類を得ざるのみ。其の母を愛する所の者は、其の 
形を愛するに非ざるなり。其の形を使ふ者を愛するなり。戰 

し もの そ ひと さ5 せふ もつ し げつしや くつ 

ひて死せし者、其の人の葬や、*を以て資せず。刖者の屨は、 

これ あい なな みなそ もとな てんし しよぎよ 

之を愛すると爲す無し。皆其の本無ければなり。天子の諸御と 

な せんそ みみ うが つま めと もの そと とど 

爲れば、翦を爪らず、耳を穿たず。妻を取りし者は、外に止め 
て、復使ふを得ず。形全ければ猶ほ以て爾りと爲すに足る。 


じんく -C. つた もんぜん しか のち お5 はんぜん じ 

人國を傳へんとす。悶然として而る後に應じ、氾然として辭す 

ごと く h> じんし5こ つひ これ くに さづ. いくばく な 

るが若し。寡人醜乎たり。卒に之に國を授く。幾何も無くして、 

く b じん さ ゆ く b じんじゆつ t. ん ぅしな あ ごと とも 

寡人を去りて行く。寡人卹焉として亡ふもの有るが若し。與 

こ くに たの な ごと こ なにびと 

に是の國を樂しむもの無きが若し。是れ何人ぞや、と。 



荘 子 二三八 

人乎。今、哀駘它未 A 言而信、無一功而親. 

使入授，3國；惟恐， I 其不 f 受也。是必才全 
而德不 i 形者也。 

1「わたくしは楚に派遣されたことがありますが、そのとき、死んだ親豚の乳房を吸っている子豚の姿が目にはいりまし 
た。しばらくすると、目をぱちくりして、子豚たちはいっせいに親豚を捨てて逃げました。それは親豚が子豚を見てくれな 
いからですし、親豚のようすがいつもと違っていたからなのです。母親を愛するのは、その外形を愛するのではなく、形を 
使うもの(才徳)を愛するのです。戦争で死んだものは、葬られるときに刀剣が贈られないし、刖者は以 t ' vfo ' に愛情を感じま 
せん。これはいずれも根本(用いられる理由)がないからです。天子の女御となれば、！^を刹ったり、耳たぶに穴をあけた 
りしませんし、結婚した男は、外で休ませ、役向きに使いません。外形の完全なことでさえ、好ましいと思われるのに充兮 
です。まして完全な徳を具えた人はなおさらです。現に、 哀駘它 は、もの言わぬうちから人に信じられ、功績もないのに親 
しまれ、人から国政を委任されて、受諾しないことのみが心配されている次第です。これはきっと才能が完全で、徳が外に 
あらわれていない人物なのでしょう〇」 

-1 〇独子豚の子。「独」は「豚」と同じ。〇 食 乳を吸う。〇少焉しばらくして〇 〇胸若目たたくさま。「睇」は「瞬」、「若」は 
r 然」と同じ。集釈は、少焉胞若の四字で「しばらくして」と解する。0嬰「鋏3」(刀剣)の仮借0一説に、棺を飾る羽とするが、「その 
本無し。」の句に照らしてみると、意味が通じにくい。死者はすでに刀剣を必要としないので、葬るときそれを贈らない〇 〇資 贈る。 〇 履 
はきもの。はきものは、足があってこそ役に立つので、足のない刖者には必要がない。それで刖者は tt ' t '4' to ' に特別な関心は持たないのであ 
る。〇諸御「御」は天子の身のまわりの世話をする婦人0「諸」は複数を表わす00不爪翦«の垂れさがったところを剃らない。「爪」は 
「刮 s < b ご、「翦 J は「鬍3」の仮借。集釈は「爪翦 j を文字どおりに取り、「爪を切らない」意に解する〇 〇不穿耳耳たぶに穴をあけて環 
をつ けるようなことはしない。前句とともに、特別に修飾を加えず、素地のままにして おく ことをいう0 

哀公日何謂 一ー オ全 f 仲尼日、死生存亡' | 貧幻 印く、 僻をか！^記 L ^ と II '- ふ、と。 ㈣ 超印 く、? 被 ^'?、||| 


而るを況んや全德の人をや。今、哀駘它は未だ言はずして g ぜ 
られ、功無くして親しまれ、人をして己に國を授けしむ。艦把 
の受けざるを恐るるのみ。是れ力必ず才全くして德形がざる齡 
なり、と0 



窮達貧富、賢與=不肯 I 毀譽•鐵渴.寒暑、 

是事之變、命之行也。日夜相！一代乎前一 
而知不 i 能乎其始 I 者也。故不龟=以滑> 和， 

不 a 可 iAl 於靈府一使-1之和豫；通而不 a 失-1於 
兌；使_一日夜無钿、而與>物爲％。是接而 
生_一時於心 I 者也。是之謂， I 才全； 

H 「才能が完全だとは、どういうことかね。」「生存と死亡、貧困と富貴、賢と愚、侮蔑と栄誉、飢えと渴き、寒さと暑 
さ、これらは事の変化であり' 運命の流れです。昼となく夜となく目の前で交代していながら、わたくしたちには、その始 
まりがはかり知れないものなのです。(従って変化は変化のままに任せて、こちらとしてはそれにかかりあわない。)それ 
で、世の変化はわれわれの心の調和を乱せませんし、心の中にも入ってこられないのです。心が調和していれば、のびのび 
して喜びを失いませんし、昼も夜も変化の入る隙がないようにしておけば、万物と調和していくものです。これが万物に接 
して和気を心に生じるということです。これを才能が完全だと申します〇」 

n 〇窮達貧窮と栄達90始変化の始まり。荘子は変化を循環の形で捉えているので、変化の始めと終りに区別を認めない。〇霊府 
精神の止まるところ。心〇 0兌—「-悦」と同じ。よろこび。奚侗の補注は「脱」と同じとし、疏略と解いている。この説に従うと、「通而不レ失二 
於兌,」は「通じて兌 S に失せず」と読み、「物に順っても、疏略にはならない。」意となる。〇日夜無郤常に間隙がないようにする。心が 
事物の変化に引きこまれること、それが間隙である。「都」は「隙」と同じ。〇時前句の春を受けていう。春のようななごやかな気配のこと。 

何謂，|德不海。日' 平者' 水停之盛也。 

其可，1以爲沄也、內保 i 之而外不 i 蕩也。德 
者、成和之修也。德不每者' 物不一能レ離 
也。 
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何をか德形れずと謂ふ。日く、平とは、水の停まることの盛ん 
なるなり。其の以て法と爲す可きは、內之を保ちて外蕩かざれ 
ばなり。德とは、成和の修まれるなり。德の形れざる者は、物 
離るる能はざるなり、と。 


たつひんぷ けん ふせぅ きよ きかつ かんしよ こ こと へん 

達貧富、賢と不肖と、毀譽.饑渴.寒暑は、是れ事の變にし 

めい おこな にちやまへ あひかは ちそ はじめはか あた 

て、命の行はるるなり。日夜前に相代り、知其の始を規る能は 

fyQ -§袅 もつ b みだ た れいふ い ぺ 

ざる者なり。故に以て和を滑すに足らず、靈府に入る可から 

これ b よ つ5 よろこび 5しな にちやげきな 

ず。之をして和豫せしむれば、通じて兌を失はず、日夜郤無 

すなは もの はる な こ せつ とき こころ しやぅ 

からしむれば、而ち物と春を爲す。是れ接して時を心に生ず 

もの これ こ さいまつた い 

る者なり。是を之れ才全しと謂ふ、と。 



荘 子 二四〇 

「徳があらわれないとは、どういうことかね。」「平らとは、水がぴたりと静止したときの姿です。それが81準となりう 
るのは、内部に静けさを保ち、外部が揺れ動かないからなのです〇徳とは、事物の調和が ょく とれた姿です。 徳が外に あら 
われないばあい、人々は(それに引かれ、)それから離れられません0」 

P "* 鼓 〇水停之盛水が静止した状態の極点。〇成和之修事物が完成調和する力、その力が身に具わったばあい、これを徳といっと。一説 
に「成二和之修一」と読んでいるが、これでは通じにくい00物人。周囲の人々をいう。 

哀公異日以吿，一閔子一日、始也、吾以~南面 
而君，一天下；執，一民之紀 f 以憂，真死； 自以 
爲こ至通一矣。今、吾聞，一至人之言 f 恐，吾無，一 
其實一、輕用鲁身一而亡 I 吾國；吾與，孔丘一非，一 
君臣一也。德友而已矣。 

他日、哀公が閔子にその話をした。「は rc め、わたしは君主の位に在るために、民を治める法規を握り、生活の安定を 
計ってやった。わたしはそれで自分を事理を弁えた人間だと思っていたが、こんど至人の話を聞いて、わたしが 実力もない 
のに軽はずみなことをし、この国を失うのではないかと恐ろしくなってきた。わたしと孔丘との間がらは君臣では なく、 徳 
友である。」丨 

H 〇閔子姓は閎、名は損、字は子養5。孔子の門人〇 〇南面人君は南に向かって学るので、人君になる ことを 南面するという。 
〇君天下天下とは魯国をいう。〇執民之紀民を治める紀綱を手にする 0 0憂其死民が食糧不足のため 死ぬことを 憂える。〇至通 この 
上なく事理に通じる。〇至人孔子を指す。 

HM 1 哀驗它とは、その名から想像できるように、せむし男であり、その醜怪さは天下一とさえいわれる。しかし、形体の醜さにかかわら 
ず、しかに も 人を引きつけ る ものを持っている。国君さえ も 国を譲りた くなる ような魅力がある。なぜだろうか。荘子 はこれ を 駘它の 持つ、 
によるという。「未だ言はずして信じられ、功無くして親しまれ云云」 という 一語が、その間の事情を よく 示している 〇 
これまで読んできた話のうちには、不具者がしばしば主役を演じている。この主役は常にりっぱな人間として登場する。世間一般の観念、 


f さ 0 卜 V じつ！ S K し-- つ：- いは はじ h > れなんめん て 4 か 一一き み 

哀公異日以て閔子に告げて日く、始め、吾南面. L て天" F に君た 

もつ たみ き と もつ そ し ぅれ A . b - が-もつ しつぅ 

るを以て、民の紀を執りて、以て其の死を憂へ、自 b 以て至通 

な ヶ， > い ，ま.. H •れし‘じんげんき われそ じつな かる .*5 

と爲せり〇今吾至人の言を聞くに、吾に貧の！^無く、輕ぶし 
く&が#を脫ひて把が離を^ふを顆る。截と習とは8に赖 
ざるなり。德友たるのみ、と。 



らすれば、不具者に対する人間的評価は低い。それは外形の尺度をもって心まで計ろうとするからである。荘子はこれに反対した。心さえ優 
れているならば、外形を云云すべきではないという。これはまた、形式に拘泥する世人(殊に儒家)に対する批判と見られよう。それだけに、 
駘它の評価ならびにその理由を、孔子に言わせているのは、なかなかおもしろい。一種の皮肉とも受け取れよう。 

闉跤支離無脤、說，1衞靈公；靈公說 i 之。 

而視_|全人；其脰肩肩。甕瓮大癭'說，一齊 
桓公；桓公說 i 之。而視峑人；其脰肩肩。 

故德有 i 所長，而形有 Mi 忘。人不 fe , 真所> 

忘' 而忘，1其所>不^忘。此謂，一誠忘； 

闉歧支離無脤が衛の霊公に意見を述べたところ、霊公の気に入った。霊公がその目でからだのまともな人間を見たとこ 
ろ、その頸がいかにもかぼそい。甕瓮大癭が斉の桓公に意見を述べたところ、桓公の気に入った。桓公がその目でからだの 
まともな人間を見たところ、その頸がいかにもかぼそい。故に人格に優れたところがあれば、形は忘れられる場合がある。 
世間の人は霊公や桓公が忘れた点を忘れずに、霊公や桓公が忘れなかった点を忘れている。これをまことの忘却というので 
ある。 

H 〇闉歧支離無脤「閫歧」は足が曲がってびっこになっていること。「支離」はせむし。「無脤」はくちびるのないこと。いずれも世間 
一般の人間から見れば、不完全で醜い形である。こういう形をしていたため、世人はこの男にこういう名をつけて呼んだ。あるいは無脤が形 
態からきたあだ名で、他の二つはその男のようすを形容した語とも見られる。〇説之その意見を喜んで聞いた。形の醜さによって意見を無 
視するようなことはしなかったということ〇〇全人四体の完全な人〇〇脰くび。〇肩肩繊細なようす。「其脰肩肩」とは、無脤の頓が 
太いので、それを普通と思う目は一般の人の頸を細いと見ること。〇*養瘤(ちの大きい形容。 r 甕」も「寮」も水などを容れるかめ。〇瘿 
こぶ。「甕寮大瘿」とは、かめのような大きなこぶをつけた男ということで、これもあだ名であろう。〇所忘忘れたもの。外形をいう。 
〇所不忘忘れないもの。徳をいう。 

gla 形の醜い男たちが、霊公や桓公に何を説いたか分からない。いや、何を説いたにしても、その内容はここでは問題にならない。霊公や 
桓公の喜んだことが重要だ。醜い男の姿が普通に見え、普通の姿が異常に見える。それほどに惚れこんだのである、荘子の言いたいことはそ 
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いんきしりむしん ii い れいこう と れい* J うこれ よろこ しか ぜんじん 

闉歧支離無脤、衞の靈公に說く。靈公之を説ぶ。而して全人を 

み そ くびけんけん をうあうだいえい せい くわんこ 5 と くわんこう 

視れぱ、其の脰肩肩たり。甕瓮大瘦、齊の桓公に說く。桓公 

これ よ6こ しか ぜんじん み そ くびけんけん ゆ11とくちやう 

之を說ぶ。而して全人を現れば、其の脰肩肩たり。故に德長ず 

ところあ すなは かたちわす ところあ ひとそ わす ところわす 

る所有れば、而ち形忘るる所有り。人其の忘るる所‘を忘れず 
して、其の忘れざる所を忘る。此を誠に忘る と 謂ふ。 
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こにある。人の真価は外形で律しられず、むしろ目に見えぬところにあるのだという。ここに出てくる醜男は、もちろん実在の人間では ある 
まいし、 話 も 作り話であろう。 しかし、 この短い話の なかで、 荘 子は 言わんと欲するところを充分に言っている。 

故聖人有 i 所 i 遊、而知爲>孽、約爲一膠、德 
爲湊、エ爲」商。聖人不 i 謀、惡用知。不 
斬’悪用_ 麫喪' 悪用 K 德。不資'惡 
用 i 商。四者天鬻也。天鬻也者、天食也 
旣受，1食於天【又悪用入。 

そこで聖人は逍遙遊し、知を禍いのもとと考え、約束(礼法)をにかわと思い、徳(得)を余計なものの接続、技巧を商 
売の際の手段と見ている。聖人は謀略を用いないのだから、何も知を必要としないし、物を削らないのだから、に^;わの必 
要もなく、失うことがないのだから徳(得)の必要もなく、利益を計らないのだから、商売の必要もない。(謀らず、®*らず、 
喪なし、貨せずの)四つは、天鬵である。天鬵とは、天が万物を養うことである。天に養われている こと だから、何で さら 
に人を必要としょう。 

E 3 E 3 〇所遊.心を遊ばせる境地。世俗的な束縛を離れ、心を自然のままにしておく処をいう。〇孽禍いの原因になるもの〇 r 知為：，孽」と 
は、 なまじ知を働かせると、それが禍いの本になること。集釈では、禍いを除くのが知だと説いている。〇約拘束す る。 礼法などに従っ 
て、 身を慎むこと。〇膠にかわ。にかわで物を付けると離れなくなることから、動きの取れなくなることにたとえる。「約為：，膠」とは、礼 
法などに従っていけば、それから外に出られず、あたかもにかわで貼- it ) りつけられたょうになることをいう。集釈では、礼法に従って散漫 
な心をひきしめる意味と説いている。〇徳心に得るもの。〇接接続。集釈は「徳為 i 接」を、徳を立てて民に接する意と説いている。0 
H 為商集釈では、技巧を凝らして万物に利を与える意と説く。〇斬木を削って細工する。礼法などを設け、自然の形に作為を加えること 
にたとえる。〇無喪悪用徳失って不足を感じればこそ得る必要があるので、最初から失うことがなければ、得る必要もないということ。 

有-入之形一無-入之情；有|入之形；故羣，一 IA ? の M 前れども、パの能艇し。^跑帘り、^“に*1す。“ 


!>&せいじん あそ ところあ ち げつ な やく な とく 

故に聖人は遊ぶ所有りて、知を孽と爲し、約を膠と S - し、德を 
接と爲し、エを商と爲す。聖人は謀らざれば、ぃ一 I くんぞ知を甩 
ひん。澌らざれば、惡んぞ膠を用ひん。喪ふ無くんば、惑ん 
ぞ德を用ひん。貨せざれば、惡んぞ商を用ひん。四つの!？は 

てんいく てんいく てん やしなひ すで やしなひ てん 5 

天鬻なり。天鬻とは、天の食なり。旣に食を天ょり受くれ 

またいづく ひと もち 

ば、又惡んぞ人を用ひん。 
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於人；無 X 之情；故是非不 K 得 n 於身； 
乎小哉所 S 以屬11於人一也。警乎大哉、 
成 I 真天； 


I ( 聖人は)人の形をしているが、人の心を持っていない。人の形をしているので、人の仲間に入り、人の心がないの 
で、事の是非はその身から得られない。聖人が人に属している点は、いかにも小さいが、自然と一つになっている点はいか 
にも大きい。 

I 〇是非不得於身是非の判断が聖人の身において行なわれないこと。聖人が事の是非に捉われないことをいう。〇眇乎小さいさま。 
〇蒈乎大きいさま。〇成其天自然の道をりっぱに身につけている。 

惠子謂=莊子一日' 人故無 A 情乎。莊子日' 

然。惠子日、人而無一情■何以謂， I 之人； 

莊子日' 道與乏貌；天與=之形；惡得^ 

謂-一之人； 

I 恵子が荘子に話しかけた。「人には心がもともとないのでしょうか。」「ありませんな。」「人でありながら心がなかった 
ら、なんで人というのです。」「道が容貌を与えてくれていますし、天が形質を与えてくれているのですから、人といわざる 
をえません0」 

惠子日、旣謂乏人；惡得 i 無 A 情。莊子日 
是非，一吾所 I 謂情一也。吾所 A 謂無 A 情者' 言又 
之不，以，一好惡一內傷，其身；常因，一自然一而不 
益 i 生也。 
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、 惠子日く、旣に之を人と謂へば、惡んぞ情無きを得ん、と。 
莊子日く、是れ吾が謂ふ所の情に非ざるなり。吾が謂ふ所 

こころな もの ひと かぅを もつ ぅち そみ やぶ つねしぜん 

. の情無き者は、人の好惡を以て內に其の身を傷らず、常に_然 
に因りて、生を益さざるを言ふなり、と0 


惠子、莊子に謂ひて日く、人故ょり情無きか、と。莊子日く、 
然り、と。惠子日く、人にして情無くんば、何を以て之を人と 
謂はん、と。莊子日く、道之に貌を與へ、天之に形を與ふ。 
惡んぞ之を人と! I 1 はざるを得ん、と。 



荘 子 二四四 
r 人という以上、心のないわけにいきますまい0」「それは、わたしのいう心と違います。わたしが心なしというのは、 
人が好悪によってわが身を害うことをせず、常に自然に順い、無理に寿命を延ばそうとせぬことをいうのです。」 

惠子日、不 a 益 a 生、何以有 n 其身【莊子日 
道與-一之貌一、天與 n 之形一無 T 以-一好惡一內傷，其 
身 一 今、子外一一乎子之神(勞一一乎子之精一 
倚レ樹而吟、據，稿梧 M 瞑。天選， I 子之形一 
子以_一堅白 I 鳴。 

r 養生を計らずに、どうして身を保つのです〇」「道が容貌を与えてくれ、天が形質を与えてくれたのです。好悪でわが 
身を害ねぬようにしましょう。現在、あなたはあなたの心を疎外し、あなたの精力を浪費し、立てば木に 倚り かかって吟 
じ、坐れば脇息にもたれて瞑目する。天がわざわざあなたのからだを作ってくれたのに、あなたは議論をふりまわして 人と 
争う(から、そうなるのです)〇」 

1^ 0外乎子之神心を外に向けるのみで、静かな境地に置こうとはしないこと。〇拠槁梧而瞑脇息に倚りかかって目を閉じている 。、/ D 
身ともに疲れているため、坐ると脇息にもたれ目を閉じて、心身を休めようとするのである。上の一句も同じ状態をいっている。〇天選子之 
形天が万物を作るとき、万物の中から特に選んで恵施という人間を作ったこと。〇堅白堅白同異の弁。斉物論(三六べージ)を参照。 

情とは心の動きである。恵施のいうように、人は生きている限り情を持つ。人間を規定する重要な条件の一つといえよう〇荘子はそれ 
を否定する。容貌形質を具えれば、それで人間の条件が充たされるというのが荘子の主張である。きわめてドライな見解といえよう。しか 
し、荘子は情を好悪にかたよせて理解し、それが自然を破壊するが故にこれを否定しようとするのである。情を疎外した枯木恬淡な境地、そ 
れこそ_然に冥合した徳充の符と荘子は考えるのであろう。 


けいしいは せい « なにもつ そみ たも さ5 

惠子日く、生を益さざれば、何を以て其の身を有たん、と。.莊 

しいは みちこれ ば5 あた てん* J れかたちあた かうを もつ うち そ 

子日く、道之に貌を與へ、天之に形を與ふ。好悪を以て內に其 

み やぶ な いま し し しん そと し せい らう 

の身を傷る無かれ。今、子は子の神を外にし、子の精を勞し、 

キ」 よ ぎん かうご よ めい てん し かヒち えら 

樹に倚りて吟じ、稿梧に據りて瞑す。天は子の形を選べるに、 

し けんぱく もつ な 

子は堅白を以て鳴る、と。 



大宗師第六 

n 大宗師とは、大いに貴ぶべき師とも、貴ぶべき偉大な師ともいえよう。いずれにしても道をいう。この篇では、この道を得た真人がい 
ろいろの方面から説かれる。真人は常識では考え及ばぬような性格を持っているのであるが、そのなかで、最もクロ I ズァッブされてくるの 
は、生死を越えて、道と一体になっている性格である。女偶( V )の話にしても、子祀■子輿 S などの話にしても、あるいは、子桑戸などの 
話にしても、いずれも、その点に関することである。人の生死は、古今東西を問わず、人の重要な関心事である。この篇も、その問題に対す 
る一つの解答とも見られよう。 

知， I 天之所鳥、知|入之所鳥者至矣。匆 I 天 
之所鳥者' 天而生也。知=人之所>爲者、 

以_|其知之所知、以 * 萁知之所^ i 知。終= 

其天年【而不=中道夭一者' 是知之盛也。 

天のすることがら、人のすることがらが分かれば、最上である。天のすることがらを知るのは、天のままに生きてい 
ることであるし、人のすることがらを知るのは、わが知の知るところによって、わが知の知らざるところを取り入れていく 
ことである。無事に生涯を終え、中途で折れることがなければ、ぞれは知としてりっぱなものだ。 
ii 〇天之所為天は自然のこと。自然のなすところとは、四時の循環、草木の盛衰など自然界の現象をいう。0人之所為手で物を持 
ち、足で歩くといった肉体的のことがらをいう。〇以其知之所知知識として持っているもので。「其知」とは人間が本来的に具えた知を指 
すのであるが、事物を穿鑿する働きを持ったものでなく、その働きとしては、自然に順応するにすぎない。知の目標は下句の天年を全うする 
にある。〇終天年天寿を全うする。長生きすることをいう。〇夭若死にする。〇知之盛それが真実の知だということ。 

雖レ然有％ 夫知有辦待而後當。其所 A 待 似りと^も^ぎり'夫れ妒は I ：っ S りて歡に歡る。 k のぎ 
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てん な ところ し ひとな ところ し もの いた てん な 

天の爲す所を知り、人の爲す所を知る者は至れり。天の爲す 
所を知る者は、天にして生ずるなり。人の爲す所を知る者 

そちし とこ6もつ もつ そちし ところ やしな 

は、其の知の知る所を以て、以て其の知の知らざる所を養ふ。 
其の天年を終へ、中道にして夭せざる者は、是れ知の盛んなる 
なり0 
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者、特未萣 也。 庸詎知-一吾 所謂 天之非人 っ^ の齡 、震だ一 V さるな り。齢 FI , 口がきふ辦の芳の 
乎、 所. 謂人之非>天乎。 ひんに赖 ず、11"ふ W 1 の A ? との fk んに 4 らざるを r ん ゃ。 

1しかし気がかりだ。そもそも、知というものは、拠りどころがあってこそ、判断がつくものだが、その拠りどころが、 
どうもはっきりしない。それで、わたしのいう天が人と違うことや、わたしのいう人が天と違うことが、どうして分かろう 
か。 

〇所待たよりにする占^〇標準をいう。ある事物を知ろうとすれば、それをある標準(すでに得た知識でもよい)に照らして、その事 
物が標準に合うのか合わないのか、標準と同じものなのか違うものなのかを調べる。その標準が「所待」である00庸詎二字で「ィブクン 
ゾ」と読む。反語〇 r 庸詎知二…非 p 天乎」の言う意味は「自分の考えている天が、あるいは天でなくて人であるかも知れないし、自分の考え 
ている人が、実は人でなくて天であるかも知れない0」ということで、標準がはっきりしないため、人の知の頼りにしにくい点を言っている。 
ral 天寿を全うするのが、知の理想的な功用だと荘子はいう。これがいわゆる真知なるものであろうが、知るという行為について見ると 
き、そこには知られる対象がなければならない。そして、その対象の提えかたは、人によっていろいろ違うし、概念づけるのも人為的工作に 
すぎない。従って知的対象は常に不安定だといわざるをえまい。かかる知を根底に置いて人生問題の解決を計ろうとしても、殆んど不可能に 
近い。荘子が知の理想的功用を述べながらも r 然りと雖も患有り。」といって、知に対する不安を投げかけた点もここにある。それならば真 
知といわれるものは何であろうか。この疑問を解決するために、次に真人の話が出てくる0 

且有-*人」而後有，眞知一何謂，眞人；古之 
眞 人、 不 A 逆 A 寡、 ^雄 k 、 不# ± 。若レ然 
者、過而弗 fe 、 當而不 _1 自得 一也。 若 k 然者 
登 A 高不 A 傈、 入，水 ^ 濡、入 k 不 A 熱。知之 
能登&於道一也若 A 此。 

1 それに、 真人がいて こそ、真知が ある。 何を 真人というのであろう か。 むかしの真人は、 失敗に さからいもせず、 成 
功を 鼻に もかけず、仕事らしい仕事もしない。こういうふうだと、しそんじても後悔などせず、うまくいっても得意こなら 


か, しんじんあ しか のち しんちあ なに しんじん い 、，にしへ 

且つ眞人有りて然る後に眞知有り。何をか眞人と謂ふ。古の 
眞人は、寡に逆はず、成を雄らず、士を蟇らず。汾るが若き背 

あやま く あた じとく しか ごと もの た** 

は、過つも侮いず、當るも自得せざるなり。然るが若き春は、高 
きに登るも慄れず、水に入るも濡れず、火に入るも熱からず。 

ち ょ みち とぅか かく ごと 

知の能く道に登假するや此の若し。 



ない。こういうふうだと、高いところに登っても平気だし、水に入っても濡れず、火に入っても火傷をしない。知が道に到 
達した様子は、こういったものだ。 

〇真人道の奥義を悟った人。〇不逆寡失敗にさからわない。また、「寡」を劣勢と見、わが身の劣勢にさからわず、それに従って 
いく意と解することもできる。〇不雄成成功を誇らない。馬叙倫の義証は「成」を r 盛」と同じと説き、わが勢いの盛んなことを自慢しな 
い意とする。〇不蟇士仕事を計画しない。「蟇」は r 謓」とも書き、はかることをいう。 r 士」は「事」と同じ。郭象注は「土」をそのまま 
の意味に取り、士の招致を計らぬ意とする。〇当うまくいく。上句の「過」に対する語。〇登仮「仮」は至ること。 

其食 古の眞人は、其の#' • ぬるや夢みず、其の覺むるや憂無し。 
衆人 其の食は甘からず、其の息は深深たり。眞人の息は踵を以て 
其嗜 し、衆人の息は喉を以てす。屈服する者は、其の響哇するが 
若く、其の嗜欲深き者は、其の天機淺し。 

むかしの真人は、眠っているときには夢を見ず、起きているときには心配事がなかった。うまい物を食べるわけでな 
く、呼吸はゆったりとしている。真人は踵で呼吸し、衆人は咽喉で呼吸する。人の議論に屈服したものは、咽喉から出る言 
葉が、あたかも咽喉につかえた物を吐き出すょうに出てくるし、欲の深いものは、心の働きが浅い。 

H 〇其寝不夢つねづね何も考えないので、眠っているとき夢を見ないというのである。〇其覚無憂目の覚めているときは、何の主張 
もなく、その環境に従っていくので、別に憂うべきものがないというのである。〇其食不甘食物は生命を保つにとどまるので、別に美味を 
必要としないのである。〇真人之息以踵真人が踵で呼吸するというこの一句は、寓意的のもので、下句の「衆人之息以喉」に対する。踵は 
人体の最下部にあり、いはば物の底部に相当し、深いところにあることになる。つまり真人は深い箇所で呼吸することをいい、一般の人が咽 
喉、即ち先の方で呼吸するのと違うというのである。真人と一般人の a 深の差を、呼吸の箇所を借りていったもの。0衆人之息以喉一般の 
人は咽喉で呼吸するため、いかにも*くせわしない。真人の深々たるものが見られないという。〇嗌言咽喉から出る声。〇哇吐き出す。 
経典釈文所引の崔課の説は r 哇」を「結」と解き、咽喉の気が結礙して通らぬ意とする。〇嗜欲飲食の欲。〇天機心に自然に具わった働き。 

古之眞人不 i 知 i 說 i 生' 不 i 知一惡 i 死*其出不二ぃ抗ヘの辑 A £ は起を®!ぶを知らず、死を&むを妒らず。纪の tB 1 ' 
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古之眞人' 其寢不 i 夢、其覺無 i 憂。 
不 #' 其息深深。眞人之息以 M ‘ 
之息以>喉。屈服者、其嗌言若 i 哇、 
欲深者、其天機淺。 



荘 子 二四八 

訢、其入不 i 距。條然而往'條然而來而 
已不 i 忌一一其所 f 始不レ求||其所>終' 受而喜 J 
之、亡而復1之。是之謂示=以^捐1'不， 

以一人助，天。是之謂，眞人； 

1，或 むかしの真人は、生を喜ぶことも知らず、死を憎むことも知らなかった。生まれてきたからといって喜ぶわけではな 
く、死にゆく段になっても死を嫌がらない。自然に任せて行き、自然に任せて来るだけのことだ。始めとなるもの(生)を® 
けず、終りとなるもの(死)を求めず、生が授けられればすなおに受ける し、 生を失っては元へ戻っていく。取捨の心によっ 
て道を棄てることなく、人の立場から天を助けることなどしない、とは、このことをいうので あり、 そのとおりにする人を 
真人というの - e ある。 

IE 〇説生「説」は「悦」と同じ。喜ぶこと。0其果訴「出」とはこの世に生まれ出ること。「訢」は「忻」と同じく、喜ぶこと。〇其入 
不距「入」とは死の世界に入ること or 距 」 は 「拒」 と 同じ。 〇涵然無心に自然に従うさま。一説に、「條」を「シュク」と読み、速かなさま 
と解く。 〇往 .来死と生をいう。〇不忌其所始生の始まるところを避けない。「不 k 忌」とは、下句の「不 k 求」に応じ、生まれたなら£生 
まれたままに従っていくことをいう。「忌」の字は原本では「忘」の字になっているが、義証の説に従って「忌」の字に改めた 0 0 受而喜之、 
亡而復之生死にさからわず、それに順応することをいう。「亡」の字は、原本では「忘」の字になっているが、義証の説に従って「亡」の字 
に改めた。〇不以 心捐道取捨の 心を起こして 真実の道を棄 てるようなことはしない fif 0不以人助天人情の分別を用いて天を助けること 
はしない 意。 なまじ人知を用いて天を助けようなどといった気を起こさず、ひたすら自然の 道に 随順していくことをいう。上の一句も同じ0 

若故者' 其心忘' 其容寂' 其顙頮。凄 i るが新き勒は、&の： - I * 5 り、 k のたり、 k の1 P 
然似 A 秋、媛然似 A 春。喜怒通|1匹時 f 與 A 物り。 gfM として辦にぎ、歡槪として# *1 に®"たり。動£/は哑ボに 
有レ宜、而莫レ知 I 真極； S ? じ、 S と？4しき护りて、 k の SI くを妒る&し。 

こういうふうな人は、すべてを忘れた心、ひっそりとした姿で、ひろい額をしている。それから受ける感じは、時に 
よると秋のようにさむざむとしたものだし、時によると春のようにほのぼのとしたものを持っている〇喜びや怒りの 感倩尤 


よろこ そ い こば い5ぜん ゆ 、，ぅぞん 

つるも訢ばず、其の入るも距まず。條然として往き、扇然と 

きた そ はじ ところい そ を t ところ もと 

して來る のみ。 其の始まる 所を 忌まず、其の嵚る 所を 求めず、 

,5: これ，よ.-*>こ ぅしな これ かへ これ こ こころもつ みちす 

受けて之を喜び、亡ひて之に復る。是を之れ心を以て道を捐 

、• ひと もつ てんたす い これ こ しんじん い 

てず、人を以て天を助けずと謂ふ。是を之れ*,人と謂ふ。 



四時の変化に等しく、心は物と調和し、無限の広さを持っている。 
la 〇其容寂姿から受ける感じが、いかにも静寂であること。下句の「凄然似：，秋」に応じる、0其顙額額が広い。 r 顏」は「額」。「額」 
は額の広いようす。いかにものびのびとした感じを表わす。下句の「煖然似い春」に応じる。〇凄然ひややかなさま。〇煖然「媛」は「暖」 
と同じ。〇与物有宜、而莫知其極無心に環境に従い、敢てさからおうとしないため、物との調和がよく取れるし、また、あらゆる変化に順 
応するので、心の動きの極限が計り知れないのである。 


故聖人之用 i 兵也' 亡 i 國而不>失，入心 f 利 
澤施，乎萬世；^爲 i 愛入。故 PP 物、非_1 
聖 A 也。？親' 非 fc 也。天時' 非 fe 也。 
利害不一通' 非=君子 I 也。行 i 名失一己' 非± 
也。亡一身不 >眞'非 i 役入也。若=狐不偕•務 
光•伯夷.叔齊.箕子.胥餘.紀他•申徒狄【是役= 
人之役【適|入之適一而^自適=其適 I 者也。 


故に聖人の兵を用ふるや、國を亡ぽせども人心を失はず、利澤 

ばんせい し ひと あい な ゆ fe もの つぅ た© 

萬世に施けども、人を愛するを爲さず。故に物を通ずるを樂し 
むは、聖人に非ざるなり。親しむこと有石'は、仁に非ざるな 
り。天時もてするは、賢に非ざるなり。利害通ぜざるは、君子 
に非ざるなり。名を行ひて己を失ふは、士に非ざるなり。 
身を亡ぼして眞ならざるは、人を役するものに非ざるなり。狐 

ふかい むく b う はくい しゆくせい きし しよよ きた しんとてき ごと 

不偕•務光•伯夷•叔齊•箕子•胥餘•紀他、•申徒狄の若き 
は、是れ人の役を役とし、人の適を適とし、白ら其の適を適と 
せざる者なり。 


故に聖人が戦争をするときは、相手の国を滅•ほしても、そこの人心を失わず、また、恩恵が万世にまで及ぶようなこ 
とがあっても、人を偏愛することはしない。故に好んで物を働かせようとするものは聖人でないし、特定の人に親しむもの 
は仁者でなく、天の時を頼りとするものは賢人でない。利と害との区別を除かぬものは君子でなく、名誉に駆られた行ない 
をして心を害うものは、士でない。また、生命を捨てながら、それが真の道に合致しないものは、人を使う人間でない。狐 
不偕•務光•伯夷•叔斉•箕子•胥余•紀他•申徒狄などは、他人の仕事に使われ、他人の楽しみの道具となり、白らの楽 
しみを楽しまない人間たちである。 

〇不失人心情勢に従い、人々と調和していくので、国を滅ぼしても、その国の人心を得る。0施及ぶ。〇不為愛人一部の人のみ 
を愛することはしない。〇通物物を役に立たす。物が自身でその力を発揮するのに任せるのではなく、人力をそれに加えるのである。〇天 
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時干支などのように自然の時を計る目安。占いなどによく用いられ、そこにはそれに従って取捨選択する人知が関与する。〇利害不通利 
と害とが通じあわない。利害は何か一つの立場によって出てくるもので、立場を作ることはすでに事物にとらわれることになる。その点を荘 
子は嫌ったのである。〇行名わざと名誉になるような行ないをする。〇非役人人を使う人間と違う。かえって人に引きまわされてしまう 
ということ。〇孤不偕堯のときの賢人で、堯から位を譲るといわれ、河に身を投げて死んだという話がある。〇務光夏のときの人。殷の 
湯王の譲位を受けず、石を背負って廬水 ( r ) に投身自殺した。一説に黄帝のときの人。〇伯夷•叔斉孤竹君の二子。兄弟で国を譲りあい、 
ともに国を出、西伯(周の文王)の徳を慕って周に行った。たまたま西伯の死後、武王が紂を伐ちに出発するところに出合い、それを諫止しよ 
うとしたが聞きいれられず、首陽山に隠れ、ついに餓死した。〇箕子殷の紂王の賢臣。紂王の無道を諫め囚奴とされた。〇胥餘春秋時代 
呉王夫差に仕えた伍子胥のこと。夫差を諫めて殺された。〇紀他殷の湯王のときの隠者。務光が湯王の譲位を断ったので、次に自分のとこ 
ろに来るのを恐れ、簌水 ( K ) に身を投じて死んだ。〇申徒狄紀他と同時代の人。紀他の話を聞き、河に身を投げて死んだ。0適人之適人 
の心を楽しませる。この一句の内容を前の八人の人物に照らすとき、すべてに当たるわけでない。前句の「役人之役」も同様に理解されよ 
う。つまり、前句とこの句とは、いずれも下句の「不自適其適者」を引き立てる前駆的役割を持つものである。 


古之眞人、其狀義而不劢'若^运而不レ 
承。與乎其觚而不 i 堅也。張乎其虛而不 i 
華也。邴邴乎其似 i 喜乎。崔乎其不 i 得色 
乎。瀋乎進_|我色 I 也。與乎止， I 我德 I 也。廣 
乎其似 > f 乎。警乎其未 i 可翻也。連乎其 
似 i 好 i 閉也。挽乎忘 I 真言 I 也。 


いにしへ 

古 f 


の眞人は、其の狀義けれども朋れず、足らざるが若くなれ 
ども承けず。與乎として其れ觚にして堅からざるなり。張乎と 
して其れ虛にして華ならざるなり。邴•乎として其れ喜ぶに似 
たるか。崔乎として其れ已むを得ざるか。藩乎として我が色を 
進むるなり。與乎として我が德を止むる方り。廣乎として其れ 
世たるに似たるか。警乎として其れ未だ制す可からざるなり。 
連乎として其れ閉づるを好むに似たり。俛乎として其の言を忘 
るるなり。 

_むかしの真人は、丈が高くとも崩れず、何か不足している様子だが、人から物を受けない。大きくて柔かい様子は、 
いかにもゆったりしているし、がらんとして飾りけのない様子は、いかにもひろびろしている。に'こにこして、いかにも嬉 
しそぅだし、何かするにしても、さしせまってやむをえずにする。潤いのある感じで、人の顔色を明るくしてくれるし、ゆ 
ったり としていて、人の心を静かにしてくれる。ひろびろして、いかにも大きな様子だし、奥深くてこちらの思ぅとおりに 



できない。切れ目のない様子で、いかにも閉鎖ずきに見えるし、ぼうっとして言葉など忘れた形だ。 

H 〇其状義而不朋その外形は、高くとも崩れない。 r 義」は「蛾」の仮借、山が高くそびえているかたち。「朋」は「崩」の仮借、崩れるこ 
と。郭象注は、 r 義」•「朋」をそれぞれ「宜」•「朋党」の意味に取り、これを受けた集釈は、一句の意味を「その外に現われたところは、人と 
調和するが、自分の好悪によって人と交わるようなことはしない。」と解く。〇若不足而不承真人の心は虚なので、何か不足しているように 
見えるのだが、真人としては決して不足しているわけでなく、従って外から物を受けるようなことをしない。〇与安らかなこと。〇其觚而 
不堅觚は大きいこと。集釈は「独」の意味とし、一句の意味を「独化の境に遊び、固執の心を起こさない。」とする。また集解内篇補正は、 
r 觚」を「棱」(物のかど)とし、一句の意味を「物に棱ある如く、心にかどがあるが、さりとて固執はしない。」と説く。〇張ひろびろとして 
いること。〇邴邴喜ばしいさま。〇崔「催」の仮借、人から促されること。集釈は「動」と解く。行動すること。〇瀋水の集まること。 
水が集まると光沢が出るように、徳を具えた真人は、その徳が表面に出て穏かな様相を呈する意とする。0進我色こちらの顔色を明るくす 
る。 「進」は増益すること。真人の感化が人に及ぶことをいう。〇広乎其似世「広」の字は原本では「厲」の字になっている。集釈の説によ 
って「広」の字に改めた。「世」の字は「泰」と通じ、大きい意。「厲」をもとのままにすると、「厲乎其似：，世」の意味は「真人は世人と同じ 
ようなことをするので、危険のように見える。」となる。〇警高遠のさま。一説に r 騖」の誤りとし、乱馳の意とする。〇悅無心のさま。 

以荊爲>體，以磕爲一翼' 以知爲 i 時、以一德 
爲 i 循■以>刑爲 fe 者、綽乎其殺也。以レ禮 
爲 k 者' 所-,以行一於世-也。以一知爲 i 時者、 

不レ得一已一一於事一也。以一德爲一循者、？其與一一有一 
足者 I 至，於乒也。而人眞以爲 - I 勤行者也。 

1真人は刑罰を政治の本体とし、礼をその翼としているし、知を時機に応じる手段とし、徳を真実に従うものと考えて 
いる。刑罰を政治の本体とするのは、ゆったりした心で罪人を殺せるからである。礼を翼とするのは、世俗に従って行くた 
めのものである。知を時機に応じる手段とするのは、やむをえず事を行なう場合を考えてであり、徳を真実に従うものと考 
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: t い もつ たい な れいもつよくな ち もつ とき な とく 

刑を以て體と爲し、禮を以て翼と爲し、知を以て時と爲し、德 

もつじゆんな けい もつ たい な もの しやくこ そ ころ 

を以て循と爲す。刑を以て體と爲す者は、綽乎として其れ殺す 

れい もつ よく な もの よ ゆ ゆ表ん ち もつ とき 

なり。禮を以て翼と爲す者は、世に行く所以なり。知を以て時 
と爲す者は、事に已むを得ざるなり。德を以て循と爲す者は、 

t あしあ もの をか いた い しか ひと*こともつ つと 

其の足有る者と丘に至るを言ふなり。而して人は眞に以て勤め 

おこな t ® な 

行ふ者と爲す。 



荘 子 二五二 

えるのは、足あるものとともに丘に到達することをいう。(真人はこのように自己を主張せず、すべてを他に任せているの 
であるが、)世間の人は、(その結果のみを見て、)真人は世事に熱心だと思いこんでいる。 

i 〇以刑為体刑を本体とすれば、人が罪を犯したとき、すべて法に照らして処罰すればよく、そこに自分を出す必要がない。〇以礼為 
翼「翼」は羽翼。「礼」は社会規約ともいうべきもので、人々はそれに従って生活していく。真人はそれに従っていくのみで、自己を主張し 
ない。前条とともに、いずれも自己を韜晦す る ものである。〇以知為時知を時の動きに対応するものと考える。知を外界の変化に応じるも 
のとするが、目的は変化に順応するにあり、ここにも自己の主張は見られない。〇以徳為循「徳」は徳性、「循」は「順」。徳性はわが心に備 
わるのであるが、それは物情に順応することにおいてのみ価値が認められ、その独自性は認められてない。〇綽乎心のゆったりした形容0 
すべてを法の定めるところに依るため、人を死罪に処しても、それは_己単独の意見によるものでない。そこで人を処刑す る 場合も平気でい 
られるというのである。〇所以行於世処世の方法。〇不得已於事事が起きたとき、やむをえずその処理をする。これも、自ら事を求め、 
積極的に処理を計るのではなく、いわばすベて受身のかたちになっている。〇与有足者至於丘足があるものは、歩いて丘に行くことができ 
る。こういったものと一緒に丘に行くようなものだという。単独で行くのではなく、他のものにつき従って行くのである。そこにはやはり自 
己というものがない。「丘」とは安住の地というほどの意。 

故其好 A 之也一、其弗&之也一。其一也 
一、其不二也一。其一與关爲 i 徒、其不 
一與入 P 徒。天與乂不，葙勝 I 也' 是之謂 
眞人？ 

さて、好むというのも一つの場合であり、好まぬというのも一つの場合である。それと同じように、渾一も|つの場 
合であり、ばらばらなのも一つの場合である。渾一ならば、天と仲間に なり、 ばらばらならば、人と仲間になる。しかし、 
天と人とは、互いに勝ちを争わない。この道を身につけたものを真人というのである。 
i 〇其好之也一「好之」とは一般に「好む」ということで、特に何かを好む という ことでない。 この 一句は下の一句とともに、好悪と 
いった分かりやすい感情を取りあげて、下の二句を導き出す役割をしている0 〇其一 r 一」とはすベてのものが一体になっている こと。 


故に^ C の之を好むや一、其'¢0之を好まざるや1なり。於の Y な 
一 るや一、其の一ならざるや一なり。其の一なるは天と徒たり、 

-1 其の一ならざるや人と徒たり。天と人と相勝たざる、是を之れ 

しんじん い 

眞人と謂ふ。 



1 以上「古の真人」という書き出しで、四箇条に分けて、真人の説明が行なわれている。四箇条のうちには、真人を各方面から観察した 
こまかい描写があるのであろうが、要するに、真人とは、すべて自然に従い、人為を用いようとしない人物である。ただ、初めのほうに、常 
識では考えられない説明がある。というのは、真人は水に入っても濡れないし、火に入ってもやけどをしない旨の記されていることである 
が、これは深々たる呼吸をするといった説明と考えあわせると、何か特別の修行法といったものを連想させる。荘子の言わんとするところ 
は、真人の特異性にあるのであろうが、その特異性を表わす材料が、何かその裏面にあるように思える。当時あるいはそのような修行をして 
いた人々があったのかも知れない。 

真人の話のなかに、聖人の話が混って出ている。真人を聖人といわないこともないので、これまでの話を、一貫したものと見られなくはな 
いのだが、聖人を主題にしたところは、真人を主題したものと多少異質的な趣きがある。他の箇処にあるべきものが、ここに紛れこんだので 
はあるまいか。 

死生、命也。其有，一夜旦之常一天也，人 
之有 i 所 i 不ブ得 i 與、皆物之情也。彼特以一天 
爲1父、而身猶愛 i 之•而況其卓乎。人特 
以 i 有 i 君爲 i 愈％己；而身猶死 A 之。而況其 
眞乎， 

人の生死は運命として定められたものであり、昼夜の常態があるのは自然の姿である。このように人間にとって関与 
できないことがあるのは、すべて世の実情である。人々は天さえ.父と見なして、これを敬愛する。まして天よりすぐれたも 
のを敬愛するのは当然であろう。また、人々は君主さえ自分たちより優れたものと考えて、君主のために命を捨てる。まし 
て真実なもののために命を捨てるのは当然であろう。 

ii 〇命運命。生あるものは必ず死ぬといった定め。〇夜旦之常 r 且」は朝。夜は暗く、朝になると明るくなるといった規則正しい変 
化とともに、昼夜の循環も含めていう。〇天自然。〇物之情物(自然界)の実際のありさま。〇以天為父万物を生み育てる天を父と見な 
す。〇卓卓越すること。天より卓越したものとは、道をいう。〇真真実なものとは、やはり道をいう。 

— i この文章は二段に分けられよう。冒頭から「皆物之情也」までが一段、それ以下がまた一段になる。初めの段は、死生昼夜の変化とい 
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死生は、命なり。其の夜旦の常有るは、天なり。人の與るを得 

ところあ みなものじやぅ かれ ただてん もつ ちちな みな 

ざる所有るは、皆物の情なり。彼は特天を以て父と爲し、身猶 

これ ちい しか いは そたく ひと ただきみあ もつ 

ほ之を愛す。而るを況んや其の卓たるをや。人は特君有るを以 
て己に愈ると爲し、身猶ほ之に死す。而るを況んや其の眞なる 
をや。 



荘 子 二五四 

ったものが、人の干与できないものであることを述べ、次の段は、天や君主より以上のもののあることをいっている。両者は道の尊厳なるこ 
とをいう点で、一貫しているように見えるが、初めの段の末尾の「皆物之情也。」の一句にこだわると、一貫性が疑わしくなる。つまり、初 
めのは「物の情」を述べたものであり、次のは道の評価を述べたものなのである。 

泉涸、魚相與處 ，一 於陸一相岣以ぃ濕、相瀉黯れ、黯與に歡にぎる。概ぎするに齡を讲てしゝ概齡する 
以 A 沫。不 A 如！！相 il 忘於江湖？與-一其*堯而非，に把を B てす。0斯に iil るるに 4 P L かず。纪の一を#"めて製を 
桀也、不 a 如！！兩忘而化-一其漠 龄るょりは、11 V がら結れて k の！！に似するに妒かず。 

泉の水が涸れると、魚 どもは 水の干あがった ところに集まり、 互いに水を吹きかけあい、つばきを出して|| らし あう 
が、(このように苦しい境遇で互いに助けあうよりは、)むしろ、ひろびろした 川 や湖で相手を意識せずに 別々 に泳ぎ まわっ 
たほうがましだ。これと同じように、有徳の天子堯を称讃し、無道の天子桀を誹謗するよりは、むしろ堯も桀 も 両方と も 忘 
れて、すべてを超越した道と一体になったほうがよい。 

〇峋息を吹く。〇漓「儒」と同じ。一本に r 濡」に作る。ぬらす。〇相忘於江湖水の豊富なひろびろとした川や湖で、相手など 
考えずに思うがままに泳ぎまわることをいう。せせこましい世間で愛情だ親切だといっても、それは相対的世界の苦しみに伴うものにすぎな 
い。それよりも人情などを超越した絶対の世界で優游自適したほうがよいというので ある。〇 両忘誉•非ともに忘れるとも取れる。 〇 化其 
道義証は「其」を「之」と解き、「之」は「於」に同じという。即ち、この一句は「化二於道1」の形になる。このほうが分かりやすい。 
oi 王懋竑 ：？±、この一節が前後の文章と連絡しないので、恐らく錯簡があろうと見ている。この一節は中途まで天運篇にも見えている0 

夫大塊載 i 我以。形勞莪以 k 生、佚レ我以.老、ぃは微を：^するに一ち&てし、齡を i するに起&て 
息 i 我以 i 死。故善 - 一吾生-者' 乃所 s 以善-一吾死-し、傲を歡するに截を5てし、傲を m ? するに&を S てす。慰に 
也 吾が生を善くする者は、乃ち吾が死を善くする所以なり。 

ii 大地はわれわれに形を与えてくれている。そしてまたわれわれに生命を与えて苦労させ、年を取らせて楽にし、死を 
与えて休息させてくれる。(このような変化はすべてわが身のことである。)故に自分の生を大切にしていくのは、自分の死 



を大切にしていくことになるのだ。 

〇 大塊大地。大地からすべてのものが生まれるという考えに基づいて、「載 k 我以；，形」という話が出てくる。 〇 佚安らかにする。 
〇 息休ませる。 

生を願い死を嫌う心に対する批判といえよう。死こそ永遠の安息なのだといった考えが前半に強く示されいる。しかし、後半では、生 
の礼賛に近い表現がなされ、一種の矛盾めいたものも感じられる。なお、この一節は前後の節と、話の内容が合わず、これと全く同じ文章が 
後の子祀の話のところに出ているため、王 s 紘などは錯簡の重出したものと見ている。まず至当の意見であろう。 

夫藏-一舟於壑；藏 ， i 山於澤；謂， I 之固一矣•然 
而夜半有力者負>之而走' 昧者不一知也 • 

藏小犬 I 有>宜'猶有所麵。若夫藏=天下於 
天下 I 而不 i 得所一遯、是恆物之大情也。 

0^^舟を谷に隠し、粱を沢に隠すならば、用心がよいといえよう。しかし、力の強いものが夜中にそれを背おって逃げる 
こともあろう。愚かなものにはその道理が分からないのだ。隠すものの大小によって適当な場所はあろうが、 どこに 隠し 
ても物は他所に移ってしまう。さて、天下を天下に隠すならば、どこにも移りようがない。これが不変の物(道)の姿であ 
る0 

〇山 「汕3」と同じ〇魚を取る梁0。〇固堅固〇隠した物が見つけられないこと。〇遯「遁」と同じ〇逃げること〇 〇 蔵天下於 
天下物を適当な場所に隠しても、ほかに もまだ 空間があるため、その物はほかの空間に 移りうる が、天下を天下に隠すとなると、天下の 移 
りうる空間は少しもなくなり、完全に隠したことになる。 

「天下を天下に隠せば移りようがない〇」というのは、いかにもとっぴょうしもない言いかただが、移りうる空間を全部塞げば、物は移 
ろうにも移りえなくなるという至極あたりまえの話である。しかし、荘子のこの話をつきつめてみると、物はなまじ隠す より 隠さぬほうがよ 
いということになる。無欲の大欲といったものであろう。 
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そ ふねたにさう やなさはざう これかた 、， しか 

夫れ舟を壑に藏し、山を澤に蔵せば、之を固しと謂はん。然り 

しか やはんいうりきしやこれお はし くらものし 

而うして夜半に有力者之を負ひて走らば、昧き者知らざるな 

せうだい ざう よろ あ な のが とこ6あ も そ 

り。小大を藏するに宜しき有るも、猶ほ遯るる所有り。若し夫 

てんか てんか ざう のが ところ え こ こうぶつ SJ V' じやう 

れ天下を天下に蔵して遯るる所を得ざるは、是れ恆物の大情 
なり。 
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特犯-入之形 M 猶喜 i 之。若 X 之形 I 者、萬 
化而未-1始有 f 極也•其爲藥、可麻計 I 邪 • 

故聖人將，遊， I 於物之所示 i 得 i 而皆存；善 レ 
夭善>老、善>始善 i 終、人猶效>之。又況萬 
物之所而一化之所 i 待乎 • 

たまたま人間の形を得て生まれてきてさえも、癌しがるのだが、人の形といったものは、いろいろに変化して、際限 
がない。(そして、それぞれの変化に嬉しさを持つとしたら、)嬉しさは ttl えきれないほどあることになろう。故に、聖人は 
物の逃れられないようなところに行き、常に生き生きしている。(そこに真実の生きかたがあるのだ。例えば、)若死にを楽 
しみ、長生きを楽しみ、始めを楽しみ、終りを楽しむといったようにして(変化に順応し、それぞれの場合を楽しんで)行く 
ならば、それでさえも人々は模倣する。まして、万物が属するものであり、一切の変化の依りどころとなっているもの(道) 
を楽しんだならば、なおさらだ。 

〇犯たまたま遭遇する。王先謙の荘子集解では、これを r 范」と同じとし、範@の意味に取っている。つまり型に入れて形を作る 
というのである，。〇可勝計邪計 («■) えきれるであろうかといった反語 〇 〇物之所不得遯物が逃れようとしても逃れられぬ ところ。天下を 
天下に蔵すといった一句に応じるもので、自然をいう。〇皆存どのような変化.境遇に対しても、心が生き生きしている こと 0 〇 万物之 所 
係世のすべての物が属しているもの。即ち、万物を超越し、万物を支配している道をいう。 〇 一 化一切の変化。0待よりかかる。たよ 
りにする。 

Hi 「特犯」から「計邪」に至る四句二十九字については王®竑が疑いを持ち、錯簡があるのではなかろうかといっている。理由はこの四 
句の説くところが前後の話とそぐわない点にある。義証はこの説を受け継ぎ、さらに、この四句は後文の「夫造化者必以為， 一 不祥之人この次 
に置くべきだと言っている。たしかに、この四句の内容は前後に照らしてみると、続き工合がおかしい。この四句を外して前後を結合す ると 
話の流れが穏かにいく。 


ただひと かたち はん な これ ょろこ ひとかたちごと もの f し 

特人の形を犯してすら猶ほ之を喜ぶ。人の形の若き者は、萬 

く b いまはじめ きょくあ そたの あ かぞ 

化して未だ始ょ.り極有らざるなり。其の樂しみたる、勝げて計 

ぺ ゆ表 せいじん 1 もの のが え ところあそ みな 

ふ可けんや。故に聖人は將に物の遯るるを得ざる所に遊びて皆 
存せんとす。夭を善くし老を善くし、始を善くし il を善くすれ 

ひとな これ なら またいは ばんぶつ かかところ 、> つくわ ま 

ば、人猶ほ之に效ふ。又況んや萬物の係る所にして一化の待つ 

ところ 

所をや。 



夫道有 i 情有一信、無一爲無一形。可 i 傳而不 i 可 
受、5得而不 i 可 i 見。自本自根•未％, I 天 
地？ 自一古以固存。神 i 鬼神 j 帝、生>天生 i 地 
在 I 太極之先 M 不窵篙'在， I 太極之下 M 不 
爲 A 深' 先，夫地>生而不 A 夢久、長， I 於上古 M 

不一爲レ老。 

H 道には心があり信(実在)があるが、行動もなく形体もない。それを伝えることはできるが、(物のように〕授受するこ 
とはできない。体得することはできるが、見ることはできない。自ら根本になっており、天地のできない遠い昔から、ちゃ 
んと存在し、鬼 や 帝 や 天 や 地を生み出している。また、最も高いところを越えた先の方にいながら、高いところにいる顔を 
せず、最も深いところより下の方にいながら、深いところにいる顔をしない。天地より先に生まれながら、長い時間を経た 
と思はず、上古より年長でありながら、年老いたと考えない。 

〇道有情有信道が真理を包蔵すること。下句の無為無形に対し、その実在をいう。奚侗の補註は「情」を「精」に作るべしといって 
いる。精とすれば、精気の意味になる。〇受受けることとともに授けることもいう。〇得体得する0 0自本自根自分自身に基づき、自 
分自身に根ざす。他の物はすべて道から生まれ、道によっていくのであるが、道はすべての物の根元であり、他の物から生まれたり、他の物 
に依ったりすることはない。.そのことを指していったもの。〇神鬼神帝「神」は生む意。「鬼」とは下文にある堪坏 (??) •馮夷 (?;) などを指 
し、 帝は浠韋2•伏戲 ( r ) などをいう。〇太極極点。「太」は添えことば。「太極之下」は原本に「六極之下」に作ってあるが、義証の説 
に従って改めた。「六極」とすれば天地四方の意味になる。 

この一節は道の実在をいったもの。道は時間.空間を越えて存在する旨を説いている。 「自本自 根」 の 一句は、 ここの眼目といえよう 0 

稀韋氏得乏' 以挈，夫地【伏戲得一之、以 
襲-1氣母；維斗得一之' 終古不一-*心、日月得一 
之' 終古不 i 息、堪坏得乏'以襲_®蝓； 
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しゐし これ え もつ てんち ひつさ ふくぎ これ え もつ き 

稀韋氏は之を得て、以て天地を挈げ、伏戲は之を得て、以て氣 

ぽ あは ゐと これえ しゆぅこたが じつげつ これ え しす 

母を襲せ、維斗は之を得て、終古 f 心はず、日月は之を得て、終 

こや かんばい これ .< もつ こんろん い ひょぅい これ え 

古息まず、堪坏は之を得て、以て崐蝓に襲り、馮夷は之を得て、 


そ みち じ やうあ しん fc な な かたちな つたべ 5 ぺ 

i 夫れ道は情有り信有りて、爲す無く形無し。傳ふ可きも受く可 

、 L 5 ベ み ベ みづか もと みづか ね 

からず、得可きも見る可からず。 自ら 本たり 自ら 根たり。未 

。 てんちあ いにしへ もつ もと そん き しん てい 

だ天地有らざるとき、古より以て固より存せり。鬼を神し帝 

» L ん てん うち 5 たいきよくさき あ たか な 

レ を神し、天を生み地を生めり。太極の先に在れども高しと爲さ 

， たいきよくした&ふかな てんち さき う 

ず、太極の下に在れども深しと爲さず、天地に先んじて生まれ 

ひさ な じや5こ ち や 5 ら 5 な 

しも久しと爲さず、上古より長ずるも老と爲さず。 



荘 子 二五八 

馮夷得 i 之' 以遊-天川；肩吾得 i 之、以處 
太山 f 黃帝得 i 之以登=雲天；顓頊得レ之 
以處 = 玄宮；禺强得 i 之' 立，乎北極； 西 王 
母得 i 之' 坐，孕少廣；莫知萁绝莫知，萁 
終；彭祖得 i 之' 上及=有虞 I '下及， I 五伯； 

傅說得 i 之' 以相 - I 武丁一奄5有天下；乘，1東 
維 I 騎 - I 箕尾 f 而比，1於列 S 

H 稀韋氏は道を得て天地を提げ' 伏戲氏は道を得て陰陽を合わせ、北斗は道を得て永久に乱れることなく、日月は道を 
得て永久にめぐり続け、堪坏は道を得て崐崙山に入り、馮夷は道を得て黄河に行き、肩吾は道を得て泰山に住み、黄帝は道 
を得て天に登り、顓頊は道を得て玄宮に住み、禺強は道を得て北極に立った。西王母は道を得て少広山に落ちつき、(常に 
わかわかしいので)その始めと終りを知るものが世間にいない。彭祖は道を得て、上は舜の時代から下は五覇の時代まで生 
きのび、傅説は道を得て、武丁を助けて天下を手中に収めさせ、東維に乗り、箕尾にまたがって、列星と肩をならべている0 

B 3 E 3 〇豨韋古代の帝王の名。〇挈一に「契」に作る。「契」の意味は「合」、即ち天地を合わせて一つにすること。〇伏戲古代の帝王 
の名。伏羲とも書く 〇 〇襲 気 母「襲」は合わすこと 〇 「 気 母」は気のもと、即ち 陰陽。 一説に「襲」を「入」と 解き、 一句の意味を「元気の 
うちに入ってい-6た。」と取.る。〇維斗北斗星。多くの星を綱維(支配)するので維斗という。〇終古永久に。〇不 ns 七つの星で同じ形 
をした まま 規則正しい変化をすること。〇堪坏人面獣身の神。〇崐崙山の名〇 〇馮夷人名。八石という薬を飲んで、水の仙人に なった 
という。〇大川黄河のこと。0肩吾神の名。〇太山泰山。〇黄帝古代の帝王。伝説にょると、黄帝が首山の銅を取って鼎を鋳たと 
ころ、竜が迎えのため鼎のところに下りてきた、そこで黄帝は竜に乗って天に昇ったという。〇雲天雲のたなびく天〇〇顓頊古の帝王0 
黄帝の孫という。羽山の銅で鼎を作り、四海の神を招いたところ霊験があった。死後、北方の帝になったという伝説がある〇 〇玄宮玄は黒 
色、北方の色をいう。〇禺強人面 鳥 身の水神。水は方角でいうと北にあたるので「北のはてに立つ」という 〇 〇西王母豹の尾、虎の歯を 
した仙女。舜のころ、舜に玉環を献じ、漢の時代、武帝に青桃を献じた。容貌は十六七歳の少女の如く、常にわかわかしかったという〇 〇少 
広西王母の住んでいた山の名。〇莫知其始…常にわかわかしく、長生きしているので、このょうにいう。〇彭祖顓頊の玄孫で、彭城に 


もつ たいせん あそ けんご これえ もつ たいざん を くわうてい これ 

_一 以て大川に遊び、肩吾は之を得て、以て太山に處り、黃帝は之 

、 え もつ うんてん のぼ せんぎよく これ え もつ げんきゆうを 

を得て、以て雲天に登り、顓頊は之を得て、以て玄宮に處り、 

ぐうきやう これ t ほくきよく た せいわうぽ これ え せうく b うざ 

禺强は之を得て、北極に立ち、西王母は之を得て、少廣に坐 

そ はじめ しな そ をはり し な はうそ これ え 

す。其の始を知る莫く、其の終を知る莫し。彭祖は之を得て、 

かみ いうぐ およ しも ごは およ ふえつ これ え もつ ぶてい 

上は有虞に及び、下は五伯に及ぶ。傅說は之を得て、以て武丁 

たす てんか えんいう とう*の きび き れつせい 

を相けて、天下を奄有せしめ、東維に乘り箕尾に騎し、列星に 
松ぶ。 



封じられ、祖とすべき道を持っていたので彭祖といわれた。〇有虞舜。〇五伯五人の覇者。夏の時代の昆吾、殷代の大彭.豕韋 {じ、周 
代の斉の桓公および晋の文公、この五人をいう。0傅説殷の武丁の宰相。死んで星になったという伝説がある。〇武丁殷王の名〇 〇奄有 
残らず占有する。〇東維箕宿と 斗 宿との間にある 星。 〇箕尾箕は 二十 八宿の 一。 ここでは箕宿 にある 星のこと。尾は後部。 

南伯子葵問-乎女偶 I 日、子之年長矣。而 
色若11子(何也•日、吾聞 A 道矣。南伯 
子葵日、道可&學耶。日' 惡。惡可。 

子非，真人一也。夫卜梁倚有， I 聖人之才；而 
無&人之道一我有■人之道；而無■人 
之オー吾欲=以敎乏、庶幾其果爲_|聖人 I 乎。 

南伯子葵が女偶に訊ねた。「あなたはお年なのに、顔色が少年のようにつやつやしているのは、どうしたわけですか 〇」 
「道の話を聞きましてな。」「道は学べるのですか。」「はて、だめでしょうな。きみは人間が違う。あの卜梁倚という男は、 
聖人の才能は持っているが、聖人の道は具えていません。それに引きかえ、わたしは、聖人の道を具えていますが、聖人の 
才能は持っていません。わたしはあの男を育てたいと思うのですが、 ゆくゆく 聖人にする希望が持てますかどうですか。 
1〇南伯子葵南郭子綦の誤りであろう。南郭子綦はすでに斉物論篇 ( 一五一一頁)に見えている。〇女偁人名。道を修めた人物と L 
て登場している。一説に婦人。〇孺子幼い子。〇卜梁倚人名。卜梁が姓、倚は名。 

不 i 然' 以=聖人之道 f 告=聖人之才；亦易 
矣。吾猶守而吿 i 之。三日而後能外， I 天下 
已外=天下 I 矣。吾又守 i 之七日、而後能外 
物。已外 a 物矣。吾又守 i 之九日' 而後能 
外 i 生。已外 i 生矣•而後能朝徹。朝徹而 
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しか せいじん みち もつ せいじん さい つ またやす 

然らざるも、聖人の道を以て、聖人の才に告ぐるは、亦易し。 

一 吾猶ほ守りて之に吿ぐ〇三0^にして而る齡に能く芳 P を啦に 

すけて-^か そと われまたこれまも なのか しか 

レす。已に天下を外にせり。吾又之を守る こと 七日にして、而る 

のち ょ ものそと すでものそと われまたこれまも ここの 

後に能く物を外にす。已に物を外にせり。吾又之を守ること加 

か しか のちょ せいそと すでせいそと しか 

日にして、而る後に能く生を外にす。已に生を外にせり。而る 


なんはく L き ぢょく と いはし としちやぅ しか いろ じゆし 

南伯子葵、女偶に問ひて日く、子の年長ぜり。而るに色の孺子 
の若くなるは、何ぞや、 と。 日く、吾道を聞けり、 と。 1伯子 
葵日く、道は學ぶを得可き や、と。 印く、！^' 惡んぞ f ならん。 

ヂは?パに賦ざ|ぎけ鬆は晋の察りて、® 

の道 無し。 我は聖人の道有りて、聖人の^ v 無し。 Mm て 器を敎 

ほつ こひね. ' i ' そ はた せ、，じ.，> な 

へんと欲すれども、庶幾はくは其れ果して聖人と爵らんや。 
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後能見 i 獨。見鬅而後能無=古今；無ュ古今 I 
而後能入=於不死不生一 

EHE 3 その希望が持てないにしても、聖人の道を、聖人の才能のあるものに教えるのは(理解されやすいだけに)楽です。 
それで、やはり、わたしは道をよく修めてから、あの男に教えてやりました。(その次第をお話ししましょう〇)わたしは、 
三日間道を修めてから天下が忘れられるようになりました。天下を忘れると、次に七日間修めつづけ、そこでやっと物が忘 
れられるようになり、物を忘れると、それから又、九日間修めつづけて、生が忘れられるようになりました。生を忘れてか 
ら、ばっと悟りが開けましたし、悟りが開けてから、道がわかり、道がわかってから古今を超越することができ、古今を越 
えてから、死にもせず生きてもいないといった境地に入れたのです。 
ii 0外天下天下を忘れる。ここでは世界という大きい框(せを忘れるだけで、それよりも小さく、また身近な物を忘 ゎる 段階に至って 
いない。0外生生を忘れる。物を忘れる ことから さらに進んで、わが身 さえ も忘れること。〇朝徹朝日が ばっと照る ように、悟りの 境地 
に入る。 r 徹」は明らかになること。〇独一、即ち道をいう。〇無古今時間を超越すること。〇不死不生死生を越えた 境地。 

殺一生者不 i 死、生 i 生者不 i 生。其爲一物無一 
不蔣也' 無^ k 也' 無』不 >毀也' 無> 不 k 
也。其名爲極寧；撄寧也者' 櫻而後成 
者也。 

生命あるものを殺すものに死はないし、生命あるものを生み出すものに生はない。道という物は、すべての死を送り、 
すべての生を迎え、すべてのものを破壊し、すべてのものを作成する。かかる道を撄寧といいますが、換寧とは、撄れてか 
ら安定することなのです。」 

H 〇殺生者不死…上の不死不生を受けた説明。物の生死を掌るものは、それ自身にあっては生死という現象がない。即ち生死を超越す 


生きたるを殺す者は死せず、生きたるを生む者は生きず。其の 
物たる、將らざる無く、迎へざる無く、毀たざる無く、成さざ 
る無し。其の名を換寧と爲す。撰寧とは、摆れて而る後に成る 
者なり、と。 


0 ち よ て5てつ てぅてつ しか 0ち よ どく み どくみしか 

後に能く朝 徹す。 朝 徹して 而る後に能く獨を見る。獨を見て而 
る後に能く古今無し。古今無くして而る後に能く不死不生に入 
る 0 



るがゆえに生死が支配できるのである。〇其為物道を物という立場に置いて見るという言い方。道の性格を言おうとするために、このよう 
な表現を取る。〇無不将…生死に任せて、それに執着しないことをいう。「将 J は送る意。0無不毁…上の二句を別な表現で説明したも 
の。「毀」とは死を、「成」とは生を、それぞれ意味する。物の生死を道の側からいうと、道が物を成し物を毀つことになる。〇撄寧「撄」 
は擾乱、「寧」は安寧。撰は生死変化のある外界の現象をいい、寧は外界の変化に乱されない心の状態をいう。〇撄而後成変化があって*. 
そ安寧があるといった言いかただが、変化に逆らわず、それに従っていくことを主張したものである。 

南伯子葵日' 子獨惡乎聞 i 之。日、聞-1諸 
副墨之子一副墨之子聞=諸洛誦之孫一洛 
誦之孫聞， I 之瞻明；瞻明聞-一之聶許；聶許 
聞=之需役；需役聞-1之於謳 f 於謳聞， I 之玄 
冥；玄冥聞， I 之參寥；參寥聞，一之疑始； 

H 女偶から右のような話を聞いて、南伯子葵「そのような道を、いったいどこからお聞きになりました。」「副墨の子ん 
ら聞いたのですよ。副墨の子は洛誦の孫から聞き、洛誦の孫は瞻明から聞き、瞻明は聶許から聞き、聶許は需役から聞き、 
需役は於謳から聞き、於謳は玄冥から聞き、玄冥は参寥から聞き、参寥は疑始から聞いているのです。」 

1 i 〇副墨「副」とは添えもの、二次的なものといった意味。「墨」は文字を書くときに用いるもの。文字は道を伝える道具にはなるが、道 
とは違う。それで副墨という。又、後世の文字は古代の文字から派生したものなので、副墨の子という。これは擬人的表現で、実在上の人物 
でもなければ、伝説上の人でもない。文字•書物を連想させる効果をねら-ったものにすぎない。以下の洛誦なども同じ。〇洛誦 r 洛」は「絡」 
の仮借。連続して切れないこと。「誦」は書物を読むこと。洛誦とは書物を反復して読むことをいう。洛誦の孫とは、そういうやりかたを祖 
先から順次に受け継いできたものを意味する。〇瞻明眼力のすぐれていること。〇聶許聴力のすぐれていること。「*」は「囁」の仮借 
で、ささやく意。「許」は「聴」、即ち、ささやくような小声でいわれても、それをはっきり聞き取ること。集釈は次のように説く。「道を悟 
ると嬉しくなるが、人にそれを聞かせるでもなく、口の中でその嬉しさをつぶやく。」また経典釈文所引の李頸の説は「聶」を r 摂」、「許」 
を「与」と訓じ、得た道を心に大切に保っておいて、人にそれを与えない意味に取っている。〇需役 r 需」は r 須」、「役」は「行」。心に得 
た道を実行する必要のあること。〇於謳歌を歌う。「於」は歎声。道の美しさを讚嘆すること。〇玄冥奥深く静かなこと。道の形容。〇参 
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なんばくしきいは しひといづく これ き いは これ ふくぽく 

南伯子葵日く、子獨り惡にか之を聞く、と。日く、諸を副墨の 

こ き ふくぽく こ これ らくしよう まご き らくしよう まご これ 

子に聞く。副墨の子は諸を洛誦の孫に聞き、洛誦の孫は之を 

せんめい き せんめい これ せふきよ ? せふきよ これ じゆえき き 

瞻明に聞き、瞻明は之を聶許に聞き、聶許は之を需役に聞き、 

じゆえき これ お. K うき おおう これ げんめい き げんめい これ さん 

需役は之を於謳に聞き、於謳は之を玄冥に聞き、玄冥は之を较 

れう き さんれう これ ぎし き 

寥に聞き、參寥は之を疑始に聞く、と。 



荘子 二六二 

寥ひっそりしていること。道の形容。〇疑始始めがあるように見えながら始めのないこと。自然の道をいう0 
E 3 E 3 南伯子葵と女偶との問答は、老人の若さから始まる。これをきっかけに道の話がながながと続くのであるが、話のきっかけに用いられ 
た老人の若さは、おもしろい内容を持っている。道との連関においてこれを見るならば、道が時間を超越しているために、これを体得した人 
間も、時間を超越し得ることになる。これは、理論として正にそのとおりなのだが、長寿と若さを願う人間的な、従って時には世俗的な心に 
端を発したものと見られないこともない〇老齢と容色の衰えとは、人力でいかんともしがたいものである。荘子流の考えかたからするなら 
ば、後の子来の話にも出てくるように、そういったことは、すべて自然に任せておいたらよいではないかということになりそうだが、ここで 
は、荘子はかかる方向は取らず、藐姑射の仙人の話(逍遙遊篇一四五頁)にも見られるように、人間的欲望を肯定する方向を取っている。 
これは道を説く際の一時的方便ではあるまい。道に冥合したばあいの精神の永久的な若さを肉体的に表現したと見られよう0 

子祀.子輿•子黎.子來、四人相與語日、孰 
能以 i 無夢首、以 i 生夢脊、以宛爲 k 。 孰 
知_一死生存亡之一體 I 者。吾與一之友矣。四 
人相視而笑、莫>逆， I 於心【遂相與爲友。 

1 子祀•子輿.子犁.子 来の四 人が 話しあった。「無を首とし、生を背骨とし、死を尻とすることのできるのは誰であろ 
う0生死 存亡が 一つであることを知っているのは誰であろう。そういう人間がいたら、仲よくしよう 0 」そういうと、四、 
は顔を 見合 ^せて 笑い、 意気投合し、やがて親交を結ぶようになった。 

〇以無為首…生前•生存.死後を身体に当てているが、首は身体の最上部にあるのでこれを生前に当て、順次に下って生•死をそれ 
ぞれ背骨と尻に当てている。また、首•脊•尻はそれぞれ分かれているが、いずも身体の部分なので、身体として見るならばそれは一にな 
る。それと同様に、生前•生存.死後もそれぞれ分かれているが、我について見ると、それは一になる。下句の「生死存亡之一體」とは、そ 
ういう思想を裏面に持ったものである。〇莫逆於心心の中で相手に逆らわない。つまり意気投合すること。 

俄而子輿？病。子祀往 S 之。日、偉哉 P して要 ir 。 411き L ふ。0;-;ぐ r るかな 
夫造物者、將，以¥爲 一一 此拘拘一也。曲僂發. Ik の辦艇軺、船に芄を m て ltt = の；を獻さんとす〇邮似齡に戤 


し•し.， . L よ， し.り しらい よにんあひとも かた いは たれよ む 

子祀.子輿.子犁.子來、四人相與に語りて日く、孰か能く無 

もつ くび な せい もつ せきな し もつ しりな たれ 

を以て首と爲し、生を以て脊と爲し、死を以て尻と爲す。孰か 

し，せいそ•ん - if ぅ いつたい し もの b れこれ とも よにんあ tS 

死生存亡の一體なるを知る者ぞ。吾之と友たらん、と。四人相 

み b ら こころ さか な つひ あひとも とも 

視て笑ひ、心に逆ふ莫く、遂に相與に友たり。 



背、上有， I 五管；頋隱 ，1 於齊 I 肩高， I 於頂一 
句贅指 i 天。陰陽之氣有 i 诊■其心閒而無 i 
事。肼躕而鑑-於井一日、嗟乎■夫造物 
者、又將苡一予爲11此拘拘 I 也。 

H 間もなく子輿が病気になった。子祀が見舞いに行くと、子輿はこんなことをいった。「あの造物者というやつは偉いも 
のだ。わたしのからだをこんなに曲げおる。ひんまがりが背中にできて、五臓の管が上を向いてしまった。あごは臍の下に 
隠れるし、肩は頭の上に出、髪のもとどりは天を指している。陰陽の気が乱れたのだ。」そういう子輿の心はいかにも静ん 
で、不安な点がない。ひょろひょろと井戸のところに行って、井戸の水に自分の姿を映した。「ああ、あの造物者は、わ +- 
しのからだをこのように曲げおる。」 

ii 〇問之子輿を見舞う。 0 造物者万物を創造した神。〇拘拘筋肉がひきつれて、体の各部分が伸びなくなる現象。 0 曲僂値僂 ( i < 
に同じ。背中が前に曲がること。「曲僂発：，背」とは、せむしになること。〇発背集釈は背骨が外からはっきり見える意に取る。〇頤下长 
ご。〇斉「臍」と同じ。ほぞ。〇頂頭部。〇句賛髪のもとどり。集釈によると、項椎(えりもとの脊椎骨)。「句」は曲がった形をいい 
「贅」はそれがつき出て贅8のようになっていること。〇陰陽之気陰気と陽気。世のすべてのものはこの二気によって支えられると考えら 
れている。例えば寒暑についていえば、寒は陰に、暑は陽に属する。そして、事物の安定は、この二気の調和による。二気の乱れによって災 
禍がでてくる。〇沴乱れる。〇閒「閑」と同じ。心がのびのびとしていること。〇胼雛よろめきながら歩く0 

子祀日' 女惡 i 之乎。日、亡。予何悪。 

浸假而化， I 予之左臂 I 以爲11、予因以求， I 時 
夜；浸假而化， I 予之右臂 I 以爲 i 彈、予因以 
求， II 炙；浸假而化予之尻-以爲 i 輪' 以一神 
爲 i 馬、予因而乘一之。豈更駕哉•且夫得 
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ししいは なんぢこれ にく いは な b れなに にく 

子祀日く、女之を惡むか、と。日く、亡し。予何をか惡まん。 

しんか われ さひ くわ もつ にはとり な われょ もつ じ 

浸假して予の左臂を化して以て雞と爲さば、予因つて以て時 

'? もと しんか われ いぅひ く h > もつ だん な われょ 

夜を求めん。浸假して予の右臂を化して以て彈と爲さば、予因 

もつ けぅしや もと しんか われしりく b もつ わな 

つて以て§1炙を求めん。浸假して予の尻を化して以て輪と爲 

しん もつ うま な. b れよ これ の ちにさら が 

し、神を以て馬と爲さば、予因つて之に乘らん。豈更に駕せん 


し、上に五管有り。願は齊に隱れ、肩は頂ょり高く、句贅け： 

てん さ いんやぅ きみだ あ そ こころしづか ことな 

天を指す。陰陽の氣沴 るる 有り、と。其の心閒にして事無し0 
姘雕として井に鑑す。日く、嗟乎。夫の造物者、又將に予を以 
て此の拘拘を爲さんとす、と。 



荘 


子 


者時也' 失者順也。安 i 時而處 JIH ' 哀樂 
不レ能 X 也。此古之所一謂縣解。懸而不，能 II 
自解 I 者、物有 fei 之。且夫物不 ip 天久矣。 
吾又何惡焉。 


二六四 

かそぅ もの とき ぅしな もの じ ゆん とき やす 

や。且つ夫れ得る者は時なり、失ふ者は順なり。時に安んじ 
て順に處らば、哀樂入る能はず。此れ古の謂ふ所の縣解な 

かか みづかと あた もの ものこれ むす あ か 

り。懸りて自ら解く能はざる者は、物之を結ぶ有ればなり。且 

そ もの てんか ひさ われまたなに にく 

つ夫れ物の天に勝たざるや久し。吾又何をか惡まん、と。 


5^その言葉を聞いて「きみはそれが憎いのかね0」と子祀が訊く。「いや、何が憎かろう。造物者がわたしの左腕をだん 
•たん変えて鶏にするならば、わたしはそれによって夜の時間の係りにしてもらおう。わたしの右腕をだんだん変えて弾丸に 
するならば、わたしはそれによって、ふくろうの炙りものを求めよう。わたしの尻をだんだんに変えて輪にし、心を変えて 
馬にするならば、わたしはそれに乗ることにしよう。改めて車の支度をせずに済むからね。そもそも生を得るのは、生まれ 
る時機だったのであり、生を失うのは、定めに順応することである。時機に安んじ、定めに順応するようにしたら、哀楽の 
感情は心に入ることができない。これが昔いわれていた県解だ。 SI しあげられた身が解けないのは、物が結びつけているか 
らである。そもそも、物は長いこと天に勝てずにいる。(やがては物の束縛が解けるであろう〇)わたしは(現在の状態に順 
応するだけだから)憎しみなどあろうか。」 

〇浸仮だんだんに〇 r 浸 j は「侵」の仮借、漸次の意〇「仮」は至る意〇宣潁の説は「仮」を r 使」と訓じ、仮使(かりに…であったら)の意と 
し、「浸」を r 漸」と訓じて「化」を修飾する語と見ている。〇時夜夜、時を知らせる役 O o sl 炙、ふ<' 6' 5'のあぶりもの。美味として珍重され 
た。0神心。0得生まれる こと。 〇失死ぬ こと。 〇県解束縛が解ける0 r 県」は「懸」と同じ。人を倒さに吊り下げる こと。 〇懸而他 
本には概ね「懸」の字がない。〇物 有 結之物が結びつけている。人が束縛から自由になれないのは、物に拘泥執着するからだとい うこと。 

俄にして子來病有り。喘喘然として將に死せんとす。其の妻子 


俄而子來有>病。喘喘然將 i 死。其妻子環 
而泣一之。子犁往問乏。日' 叱。避。無 i 
怛一化。倚 II 其戶；與一之語日、偉哉造化' 
又將 - I 奚以』汝晷將=奚以>汝適；以一汝爲，鼠 
肝 I 乎' 以 i 汝爲=蟲臂一乎。 


徵りて么&く。子窜 f て力を問ふ。1く、也。* ; けょ。似 

おどな そとょ これ かた いは ゐ 

を但す無かれ、と。其の戶に倚り、之と語りて日く、偉なるか 

ざぅく b またまさ いづく なんち もつ な まさ いづく なんぢ 

な造化、又將に奚にか汝を以て爲さんとする。將に奚にか汝 

もつ ゆ なんち もつ そかん な なんぢ もつ ちゆぅひ 

を以て適かんとする。汝を以て鼠肝と爲すか、汝を以て蟲臂と 
爲すか、と。 



1 しばらくすると、子来が病気になった。呼吸も苦しく、今にも死にそうだ。妻子はそのまわりをとりまいて泣いてい 
る。そこへ子犁が見舞いに行った。「しっ、離れなさい。死ぬ人を驚かしなさるな。」といい、戸に倚りかかって子来に話し 
かけた。「造化の神はすばらしい。いったい、きみを何にするつもりだろう。きみをどこにつれていくつもりだろう。きみ 
を鼠の肝臟にするのだろうか。それともきみを虫の腕にするのだろうか。」 

H 〇喘喘然息をぜいぜいさせる形容。〇叱妻子の泣き声を止めょうとして発した声。0無但化静かに死なせょという意。「化」は 
死ぬこと。〇鼠肝•蟲臂鼠とか虫とかいったつまらぬもののからだの部分をいう。 

子犁は造物主を「すばらしい。」といって褒めながら、造物主が子来を生まれかわらせるものとして、鼠肝とか蟲臂を挙げている。鼠 
肝とか蟲臂といったものは、つまらぬもので、常識で考えれば、いかにも情ない生まれかわりかたである。しかし無差別の一体観から見るな 
らば、道はどこにも存在する。従って鼠肝であれ蟲臂であれ、人間と何の変りもない。荘子が子犁に言わせたいのは、道の遍在である。 

ヂ於挪く、 rl : の f に F ける 〆 歡献南 *<«1|にどれし％はし 
む。陰陽の人に於ける、翅に父母に於けるがごとくなるのみな 
らず。彼吾に死を近りて我聽かざれば、我は則ち悍なり。彼何 
の罪かあらん。夫れ次塊は我を載するに，形を以てし、我を勞 
するに生を以てし、我を佚するに老を以てし、我を息するに死 
を以てす。故に吾が生を善くする者は、乃ち吾が死を善くする 
所以なり。 

r 父母は子どもに対し、何事にあれ命令に従わせる。陰陽が人に対するやりかたは、父母どころではない。陰陽がわた 
しに死ねというのに、わたしがそれに従わなかったら、わたしは乱暴者になる。陰陽に何の罪があろう。大地はわたしに形 
を与えてくれた。そしてまた生命を与えて苦労させ、年を取らせて楽にし、死を与えて休息させる。故に自分の生を大切に 
しているのは、自分の死を大切にしていくことになるのだ。 

〇東西南北四方いずれに行かせる場合も。〇陰陽造物主。すべての物は陰陽の二気で作られる。〇不翅 r 翅」は「啻」と同じ。 
〇於父母太平御覧に引用するものは「為，一父母1」に作ってある。〇近迫る。 
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子来日、父母於一子，東西南北、唯命之 
從。陰陽於入‘不勤於_|父母；彼近 in 口死 I 
而我不我則悍矣。彼何罪焉。夫大 
塊載 i 我以一形、勞 i 我以 i 生' 佚一我以一老■息一 
我以一死。故善1吾生 I 者、乃所5以善_1吾死 I 也。 



荘子 二六六 

今、大洽鑄 k 金' 金踊躍日、我且<必爲=鎮 
铘一大冶必以爲 ，1 不祥之金；今、一犯 II 人 
之形【而日，入耳人耳；夫造化者' 必以 
爲 - I 不祥之人；今、以，1天地一爲，天鑪；以，1造 
化 I 爲，天冶；惡乎往而不 i 可哉。成然寐、 

蓮然覺， 

今かりに、りっぱな鍛冶師が金属で物を铸るとする。そのとき金属が踊りあがって『俺はどうしても鍵%の名剣にな 
るのだ。』といったとしたら、鍛冶師はけしからん金属だと思うに違いない。現在、人間に生まれ、(ほかの物へ変化するこ 
とを嫌い)『人間以外は嫌だ。』というとしたら、造物主はけしからん人間だと思うに違いない。今、天地を大きい火 i '。と 
考え、造物主をりっぱな鍛冶師と見たてたならば、何に生まれ変ってもよいのではないか o ( すべてを造物主の思いに任せ 
ておけばよいので、)自分としては、安閑と眠り、ふと目を覚ますだけのことだ。」 

0踊躍はねあがる。鋳型に入れられた金属が、不服に思ってはねあがるのである。〇鎮铘名剣の名。むかし、呉の干将 という 人物 
が呉王のために剣を作った。妻の名を銕铘といったので、雄剣に干将、雌剣に銕铘という名を付けた。〇不祥之金よからぬ金属。「祥」は 
善。〇鑪火どこ。〇成然安らかなさま。〇寐眠る。死にたとえる。〇蓮然 r 遽然」と同じ。あわただしいさま。〇覚目が覚める。 
生にたとえる。. 

子来と子犁の話の中には、人の生まれ変りの思想と、生死を超越する思想と、この二つの思想が見られる。生まれ変るといった思想 
は、思想というにはあまりにも幼稚なものであろうが、生活感情として古くからあったものと思われる。人の生死の問題は重大事であるが、 
荘子の考えによると、それを超越するところに、真の道との合一がある。生死を超越するとは、ただ自然に従うだけである。人間的な希望を 
挾むことは許されない。死後、何に生まれ変ろうと、それはすべて造物主(自然)の心次第である。人は生まれるときに生まれ、死ぬときに死 
ぬ。それでよいのではないか。荘子は、かかる考えを二人の問答に托して述べている。徹底した死生観といえよう。 

子桑戶.孟子反•子琴張‘三人相與語日、 IP 熬戸•歡ヂ龄.书敷齡、『11パ概和に諷りて郎く、辄か紀く棚 


今、大冶金を鑄るに、金踊躍して日く、我且に必ず鍉，と啟ら 

だいやかなら もつ ふしや5 かね な いま ひと ひと 

んとす、と。大冶必ず以て不祥の金と爲さん。今、一たび人の 
形を犯して、人のみ人のみと日はば、夫の造化者、か必ず m て1^ 

しやぅひと な いま てんち もつ だいろ な ざ5く b もつ だいや 

祥の人と爲さん。今、天地を以て大鑪と爲し、造化を以て大冶 
と爲さば、惡にか往くとして可ならざらん。成然として寐ね、 

きょぜん めざ 

蘧然として覺む、と。 



遂無孰 


孰能相 i 與於無，葙與【相 i 爲於無_一相爲； 
能登 a 天遊 i 霧' 撓 a 挑無極【相忘以生、 
所， I 終窮一三人相視而笑、莫 A 逆， I 於心； 
相與友。 


與にする無きに相與にし、相爲す無きに相爲す。孰か能く天に 

のぽ きり あそ むきよく た5てぅ あひわす もつ い しゆぅきゆ5 

登り霧に遊び、無極に撓挑し、相忘れて以て生き、終窮する 

ところな さんにんあひみ わら こころ さか な つひ あひとも とも 

所無き、と。三人相視て笑ひ、心に逆ふ莫く、遂に相與に友 
たり。 


子桑戸と孟子反と子琴張の三人が話しあった。「関係のないところで関係を持ち、相対行動のないところで相対行動の 
できるのは誰だろう。天に昇り、霧の中を歩き、無窮の地をめぐり、すべてを忘れて生き、行きづまりがないといった人間 
は誰だろう。」三人は顔を見合わせて笑い、意気投合して、そのまま親友になった。 

_^ s_i 〇相与語他の諸本は概ね「語」を 「 KJ に作ってあるが、「語」のほうがょい〇 〇相与於無相与意識して関係を持つわけでないが、 
自然に関係が生じている状態をいう。関係とは調和した関係。〇相為於無相為相手を意識して行動しているわけでないが、行動の結果が相 
手と調和していること。前句とともに、いずれも自然の道に従い、自我意識を持たぬことをいう。〇撓挑無極ひろびろとして果のないとこ 
ろをめぐる。集釈はこれを r 換挑して極り無し」と読み、変化に随順してめぐり、行きどまりがない意とする。〇相忘以生すベてのものを 
忘れ、生さえも忘れてしまうこと。〇無所終窮「所終とは死をいう。死がないとは、死も忘れてしまうこと。〇相与友集釈本には「相 
与為 VW 」 となつている。意味は同じ。 

莫然有 i 閒而子桑戶死。未 A 葬。孔子聞 i 之 
使， I 子貢往侍，事焉。惑編 i 曲' 或琴。相 
和而歌日' 嗟來桑戶乎' 嗟來桑戶乎。 

而已反，真眞；而我猶爲入。猗。子貢趨 
而進日' 敢問' 臨 i 尸歌' 禮乎•二人相 
視而笑日‘是惡知=禮意； 

それから暫くの間無事に過ぎたが、やがて子桑戸が死んだ。葬式はまだ出してない。孔子は子桑戸が死んだと聞いて、 
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莫然閒有りて子桑戶死す。未だ葬らず。孔子どを聞き、子貢を 
して往きて事に侍せしむ。曲を編むもの或り、琴を鼓するもの 
或り。相和して歌ひて日く、嗟來桑戶ょ、嗟來桑戶ょ。一!は已 
に其の眞に反りしに、我は猶ほ人たり。猗、と。子貢豳り進み 
て日く、敢て問ふ、尸に臨みて歌ふは、禮か、と。二人相視て 
笑ひて日く、是れ惡んぞ禮の意を知らんや、と。 



荘 子 二六八 

子貢を手伝いにやった。(子貢が子桑戸の家に行って見る と) 簀を編んでいるものもいれば、琴を弾いているものもいて、 
声を合わせて歌っていた。「ああ、桑戸よ、ああ、桑戸よ。きみは道に戻っていったが、われわれはまだ人間だ 0 」それを 聞 
いて、子貢は 走り よって言った。「屍骸の前で歌うのは、礼でしょうか 0」すると、この 二人は顔を見合わせて笑った 。「こ 
の男には礼の心が分からんな。」 

^^3 〇莫然何事も起らぬさま。〇有間暫くの時間が経つこと。0子貢孔子の門人。名は賜。子貢はその字。0侍事「侍」は原本で 
は「待」に作るが、集釈本に従って「侍」に改めた。〇曲蚕を飼う簣2。〇来咏嘆を表わす語末助詞。〇真真実の道。相対を越えた 
境地。〇猗感嘆詞。〇敢問相手に敬意を払って質問するときに用いることば。〇二人曲を編んでいた男と琴を弾いていた男の二人。 

子貢反以吿 -- 孔子一日' 彼何人者邪。脩一行 : ?'- 動纪りて姐て?1?;^に纪げて故く、狐は碰！^ぞゃ0 ^ひを航む 
無 一有、 而外=其形骸；臨 i 尸而歌、顔色不レる こと护 るぎ く、 k の M ■を射にし、尸に■みて献ひ 、 M 
變。無=以命 rNT 彼何人者耶•孔子日、 らず。 S て ^ K に献ず る•し。槪は iA? ぞゃ、と。? Lf s く、獻 
彼遊-,方之外-者也。而丘遊-方之內 I 者也。 は 於の射 に齡ぶ？ り。 i して £:? は対の阳に繼ぶ截なり。 ^ 一 
外內不，葙及；而丘僖女往弔乏丘則陋磐ばず。祇 るに £:!*! をして&きておを职せしむ。赶喊ち耐 
矣。 なり。 

6^|^子貢が立ち帰って孔子に報告した。「あの男たちはどんな人間なのでしょう。することがでたらめで、自分の：^^'«'な 
どは念頭にありません。屍骸を前にして歌い、顔色も変りません。全くお話になりませんが、どんな人間なのでしょうか。」 
「あれは俗世を越えた世界に住んでいる人間だし、わたしは俗世に住んでいる人間です。この二つの世界は合わないのに、 
それを、わたしはきみを弔問にやった。わたしがあさはかだった。 

〇修行無有「無/有，一修行一」を倒置した形。〇命命名する。0方之外区域の外。相対を離れ、何にも拘束されない自由な境地をい 
う。〇方之内区域の内。人間社会。〇不相及関係を持たない。〇弔弔問する。死者を弔うのは俗世間の行事である。孔子は子貢を方外 
の士のところにやって、俗世間のことを行なわせようとしたことになる。 

彼方且き造物者 I 爲 i 人、而遊•乎天地之 一 ® 4 n は^ 1 に £-1 に鬆教と A ? と！！り、！^のぃ一* ? 1|ばんとす。 槪 



氣；彼以 i 生爲 = 附贅縣疾以宛爲，一決疣潰 
癰；夫若鉍'又惡知，|死生先後之所茬。 

假|一於異物；託，一於同體【忘-萁肝膽；遺-1其 
耳 里反覆終始' 不知， I 端倪 一 芒然彷 S 惶 
乎塵垢之外；逍盡乎無爲之業：彼又惡 
能憤憤然晷1俗之禮；以 ial 衆人之 耳目 
哉。 

子桑戸は、これから造物主と友人になり、天地の一気のうちに出かけようとするところです。彼は生をいらずもがな 
のいぽやこぶと考え、死を膿の出たできものと考えている。こういった人物は、死生優劣の所在を気にかけるだろうか。相 
対の物によりながら、心を絶対の境に託し、内臓を忘れ、耳目を忘れ、生死をくりかえして、その端がわからぬふうです。 
また何も考えずに塵の世界の外をさまよい、すがすがしい境地をぶらぶらと歩く。うるさい世俗の礼を行ない、一般の人々 
の前にそれを示すなど、どうして彼にできよう。」 

〇天地之一気天地の間にみちみちて分化しない気。〇附賛県疣附着したいぼと垂れ下がったこぶ。いずれも無用のもので、身体に 
できていれば却って煩わしい。「県」は r 懸」と同じ。0決疣潰癰「疣」も r 癰」も悪質の腫物。これが決潰すれば、苦痛から免れる。死を 
これにたとえるのは、生を苦痛あるものと考えているの.である。〇死生先後之所在死と生といずれが優れ、いずれが劣るかといった判断の 
標準。〇仮於異物「仮」は因る。「異物」は相対的の物。俗世間に生活することをいう。〇託於同体心を絶対の境地に寄託する。「託」は 
寄託、「同体」は「一体」と同じ、絶対の境地。〇反覆終始くりかえし終始する。「終始」とは生死。生死が循環することをいう。〇端倪 
はし。〇芒然無知のさま。〇業地。〇憤憒煩わしいさま。 

子貢日' 然則夫子何方之依。日、丘天 i . M 55 l く、齡らば - il ち対ヂー:の游にか^一れ，る、と。故く、£? 
之戮民也 • 雖 i 然' 吾與 i 汝共一之。子貢日、は沿の歡殿なり。船りと^も、哉と，一 i 為を财にす、と 。 ^ L 
敢問-萁方；孔子日、魚相 ii 造乎水 f 人相 ！ i 影印く、獻て史の前を阶ふ、と。^-印く、^1は於に齡|9き、 
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せい もつ ふぜいけんい5 な しもつ けつく h > んく b いょう な そ 

は生を以て附贅縣疣と爲し、死を以て決疣潰癰と爲す。夫れ 

しか ごと またいづく しせいせんご あ ところ し いぶつ 

然るが若きは、又惡んぞ死生先後の在る所を知らんや。異物 

か どうたい たく そ かんたん わす そ じ^ v - b す はんぷく 

に假り、同體に託し、其の肝膽を忘れ、其の耳目を遺れ、反覆 

しゅうし たんげい し ばうぜん ぢんこ5 そと はうくわう むゐ 

終始して、端倪を知らず。芒然として塵垢の外に彷徨し、無爲 

げふ せうえう かれまたいづく ょ くわいく. C いぜん せ•そく れい な 

の業に逍遙す。彼又惡んぞ能く憒憒然として世俗の禮を爲 

もつ しゅうじん じもぐ しめ 

し、以て衆人の耳目に觀さんや、と。 



荘 子 二七〇 

造乎道一相 i 乎水一者、穿 A 池而養給、相 d 
造乎道一者、無％而生定。故日、魚相，一忘 
乎江湖(人相志乎道術一子貢日、敢問 d 
畸人一日、畸人者、畸 n 於 A 而侔，於天一 
故日、天之小人、人之君子、人之君子、 

天之小人也。 

I この話を聞いた子貢、「すると、先生はどちらの道に従っていらっしゃるのですか。」「わたしは天から罰を受けた人間 
です(常に礼の拘束を受けて自由にふるまえない)。しかし、わたしの得た道はきみと共有する ことにしよう〇」「どういう 
道でございましょう OJr 魚は水に生き、人は道に生きる。水に生きるものは、池を掘れば栄養が取れる し、道に 生きるもの 
は、 俗事に? m わされず心が安らかです。故に『魚は川や湖で相手を忘れ、人は道の世界で相手を忘れる〇』といわれる 0 」子 
貢が重ねて訊ねた。「畸人についてお教えください〇」「畸人は、世人からは離れているが、天と肩を並べているのです0故 
に『天の小人は人の君子であり、人の君子は天の小人だ。』といわれる〇」 

〇何方方外•方内いずれの方かと訊ねる〇 〇天之戮民孔子は礼を重んじ、礼に従うことを心掛けている。礼とは一種の形式であ 
り、 この形式に従うことは、自己を束縛することになる。それはあたかも罪人が自由を失っているようなので、このようにいう。つまり、孔 
子は方内の道に，従っていることをいったのである〇 〇 吾与汝共之集解内篇補正は「_分は常にきみとともに礼儀を習って心を束縛している 
ので、きみもわたしともども戮民である〇」と解く。 〇 造生きる。集釈は「詣 ( J ) る」と解く 0 0 給十分にある0 0 生定心がおちつく。 
「生」は「性」と同じ。 i ( 越は、 r 定」を「足」の誤りであろうといっている0 0道術道。上句の江湖に合わせて二字にしただけで、「術」 
に特別の意味はない。 〇 畸人世人とは違った人。「畸」とは「偶」の反対で、並ばないこと〇 0侔等しい。肩を並べること〇 〇天之小人 
人之君子礼を修め、世事に心を用いるのは、自然の道に反するので、天から見れば小人になる。ただ、人の方面から見ると、礼に従ってい 
るので、君子といえる〇 〇人之君子天之小人上の二句を入れ換えたもので、この二句は人の方面から論を進めているのであるが、内容は全 
く同じである。そこで王先謙の集解はこれを疑い、「天之君子、人之小人」とすべきだと言っている。穏当な意見であろう。 

BBi 子桑戸•孟子反•子琴張といった風変りな男が三人いる。気が合って親友になるが、そのうちの一人、子桑戸が死ぬ。その葬儀たる 


ひ-^ みち あひい みづ あひい もの いけ う^ a . うた みら 

人は道に相造く。水に相造くる者は、池を穿ちて養給り、道に 
くる齡は 、 S くし£®!る。 S に印く、^は P に擗 

わす ひと だうじゆつあひわす しこういは あへ きじん と 

忘れ、人は道術に相忘る、と。子貢日く、敢て畸人を問ふ、と。 

い w じん ひと き てん ひと ゆ&いは てん せうじら 

日く、畸人とは、人に畸にして天に侔し。故に日く、天の小人 

ひと くんし ひと くんし てん 41うじ l 

は、人の君子にして、人の君子は、天の小人なり、と。 



や、全く無軌道そのもので、孔子の命を受けてその場に臨んだ子貢も、すっかりあきれはてて帰ってくる。その旨を孔子に告げると、孔子は 
却ってその人々を称讃する。この話は、儒家の貴ぶ礼に対する批判である。しかし、この話を孔子に述べさせているのはおもしろいし、同時 
に一種の皮肉も感じられる。 

顔囘問， 一 仲尼 一日、 孟孫才、其母 死' 哭泣 範既、 ぃ咐跟に 阶 ひて 印く、 纪孫衣 、把 P 母死せしとき、 勤が す 
無一涕、中心不 A 慼'居一喪不 i 哀。無_|是三者【 るに涕無く、中心慼せず、喪に居て哀しまず。是の三者無き 
以-一善喪 I 蓋--魯_ 固有無一其實一而得=其名|者1 に、雲を以て魯國を蓋ふ。固より其の實無くして其の名を得 
乎。囘一怪 一之。 る者有るか。囘一に之を怪しむ、と。 

1顔回が仲尼に IR $ ねた。 r 孟孫才は、母親が死んだとき、哭泣するときに涙を流さず、暗い気持にもならず、喪に服して 
いるとき哀しみもしません。こんなふうでいて、りっぱに母親の喪を勤めたという評判が、魯に行きわたりましたが、内容 
がないのに、よい評判を得るといった道理が、いったいあるのでございましょうか。わたくしにはどうも不思議です。」 
11〇孟孫才孟孫が姓で、才は名。魯の賢人。〇哭泣声をあげ涙を流して泣く。〇中心「心中」と同じ。心のなか。〇慼心がふさ 
ぐ。〇哀哀痛の心を声に出していうこと。〇無是三者無涕•不慼•不哀の三つを指す。哭泣とか居喪とかいうのは、葬儀の際の形式であ 
って、親(親だけでなく近親にも及ぶのであるが)を失ったとき、誰しも踏むべきものである。孟孫才は、その母の喪に一応はかかる形式を 
ととのえたが、淚を流したり、暗い心になったり、哀号するといった内容をそれに盛らなかった。〇以善喪蓋魯国集釈本は善の下に「処」 
の一字を加え「以善処/喪」(以て善く喪に処 (*) る)に作り、ここで句を断って、「蓋魯国」(蓋し魯国には…)の三字を下句に附けている。 

仲尼日' 夫孟孫氏盡 A 之矣。進菸知一考 
惟簡一之而不 K 得•夫已有 i 所一簡矣。孟孫氏 
不 i 知！！所！一以生一不一知 K 所！ i 以死一不一知一就一先 

不知 ki 後、若 i 化爲杨、以待-萁所 i 不知之 
化 B 乎。且方將化' 惡知禾 i 化哉。方將 
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仲尼日く、夫の孟孫氏之を盡せり。知ょり進めり。惟之を簡に 

え か すで かん ところあ まぅそんし い 

せんとするも得ず。夫れ已に簡にする所有り。孟孫氏は生くる 

ゆ11ん し し ゆ表ん し さき つ し ぅしろ 

所以を知らず、死する所以を知らず、先に就くを知らず、後に 

つし く b したが ものな もつ そし ところ 

就くを知らず、化に若ひて物と爲り、以て其の知らざる所の 
化を待つのみ。且つ方將に化せしに、惡んぞ化せざるを知ら 



荘 子 

不レ化、惡知， B 化 I 哉 • 
覺 I 者邪， 


吾特與一汝其夢未-1始 


二七一- 

ん。 系に似せざるに、^ んぞ BI に似せしを知らん。 f#I な f 
と其の夢未だ，始より覺めざる截か。 


顔回の質問に仲尼、「あの孟孫さんは十分に道を尽くしているのですょ〇礼の知識がある世間の 人 以上です 。ただ、世 
間の人は、事を簡単にしょぅとしてもそれができない。あの人はそれをちゃんと簡単にしている〇孟孫さんは、どこから b 
まれてきたのかも気にかけないし、どこへ死んでいくのかも気にかけない。生に就くことも考えなければ、死に就くことも 
考えない。ただ自然の変化に従って人となり、未知の変化を待っているのです。それに現在、人間に変化していると き、 ど 
ぅして変化以前のことが分かろぅ。現在まだ生きているぅちに、どぅして変化以後のことが分かろぅ。わたしと#'^'.こけ 
が、 夢からまだ覚めていないのだろうか。 

〇簡之而不得喪事を簡単に しようと するが、 他の、々 の手前 も あり、それができない ということ。世間の、々の やりかたをいう。 
〇先.後字死。〇所不知之化わからぬ変化。将来の変化、即ち死後何になる かという 変化。〇其夢 未 覚者世俗的な礼に 拘束され、あ 
たかも夢の中にいる如く、死生超越の道理がわかっていない。 


且彼有--駭形|而無， I 損心；有1宅，而無，倩死； 
孟孫氏特覺'人哭亦哭 。是自 其所；,以乃； 
且也相與吾乏耳矣。庸詎知=吾所_吾乏 
乎，且汝.夢爲一鳥而厲，乎天；夢爲 i 魚而沒ュ 
於淵一不一識今之言者、其覺者乎、其夢 
者乎’造適不 A 及 i 笑' 獻笑不 i 及 i 排。安レ排 
而去 i 化，乃入，|於寥(天 一。 


力 ぅ*^ ぅそんしんな たんヒく fe 二 ご£ gr— r y \ 

且つ彼には駭形有りて損心無く、旦宅有りて 淸死無し。孟孫氏 

ひと めざ ひとこく またこく こ b のづか t- ハく 

のみ持り'*め、人哭せば亦哭す。是れ gs ^ 妒の 。か f くなる 范 

A 力 • あひとも これ h れ いづく っ ' ところ 

说な”。且つ相與にウを吾とする のみ。 庸詎んぞ吾が II 1 ふ 所の 
之を！^とする ^のを 知らん。且つ ^ I は1がに鳥と啟 りて 万に 殿 
り、夢にがと！！りて祖に犯す。 M L らず％ の fa ふ！！、把れ * I めし 
者か、，其れ灌 みる 者か〇截る 上ころ 衝すれば效ふに si - ばず、船 
もて; 1 沉1 o-f るに S ? ばず。齡&ん じて 似に穿れば、 7!; J はち g 
に入り、天と一たらん、と 0 


町 SB それにあの人は、事の変化に驚く態度は示すが、それにょって心をわずらわすょぅな ことは ないし、 死を転宅と考 
えることはあるが、真実の死と考えることはない。孟孫さんは確かに道を悟っているので、(世間に逆らわず)人が泣ナば自 



分も泣くのです。これがあのようになる原因ですよ。それに、世間の人はめいめいに自分を指して自分と考えているにすぎ 
ない。めいめいの考えている自分なるものが何なのか、そういう人々にどうしてわかろう。例えば、きみが鳥になった夢を 
見て天に行ったり、魚になった夢を見て淵に沈んだりしたとして、その場合、いったい現に話しているものは、目が覚めて 
いるのだろうか、それとも夢を見ているのだろうか。どこへ行っても楽しいならば、特別に楽しみ笑うには及ばないし、善 
いことをして楽しむならば、(そこには選択があるのだから)事の推移に従えない。事の推移に安んじ、変化に従って行く 
ならば、ひろびろしたところに入り、天と一体になるでしよう〇」 

I 〇駭形 r 駭」は驚く。〇且宅住居を易£える。 r 旦」は「嬗8」.「禅」などの仮借で、伝える意。集釈は、「旦」を日に新たなこ 
と'「宅」を心の宿と説き、形の変化を宅舎の日に新たなことと見るといっている。〇情死「情」はまこと。「有， a 宅一而無， tl 死一」とは、 
生死にとらわれないこと。〇乃 r 哭泣無 k 涕」以下の三事を指す。〇吾之現実の自分を指して、これが自分だという。〇其覚者乎、其夢者 
乎目を覚まして話しているのだろうか、夢の中で話しているのだろうかということだが、前の数句に照らすと、人間が話しているのか、鳥 
や魚が人間になった夢の中で話しているのか分からぬ。さらには人間が鳥や魚になった夢を見ているのか、鳥や魚が人間になった夢を見てい 
るのか分からぬといった考えが打ち出されている。〇造適「造」は至る、「適」は意に適する。奚侗の補注は、「造」を「為」、「適」を「謫」 
と説き、「造適不 k 及/笑」を「人が責められるようなことをしても笑わぬ0」意と見ている。〇献笑不及排補注は「献」を「進」と解き、「排」 
を「誹」の誤字と見、この一句の意味を「人がおかしなことをしてもそしらない0」としている。〇寥静かでひろびろしたところ。 

孟孫才なる人物が母を失ったときの様子を中心にして、顔回と孔子の間に問答が行なわれた。孟孫才は、一応は服喪の形をととのえて 
いるが、内容は一般の常識から見て、空虚にひとしい。顔回はこの点を突いて孔子に質問する。孔子の平常の教えからいうならば、このよう 
な服喪は常軌を逸するものといわざるをえない。ところが、孔子はこれを弁護する。死生を超越した心を称讚するのである。この話も、前の 
話と同様に作り話に違いないが、このような議論を孔子の P を借りて展開する点がおもしろい。結局は、儒家の主張する礼に対する反撥であ 
り、束縛を解いて自由の境地に心を遊ばせる理想を強調する点に、この話の真の目的があるのである。服喪の話がしばしば出てくるのも、生 
死が人生の重大関心事で、それについて議論を展開するには、服喪が好個の材料になるからであろう。 

意而子見=許由一許由日、堯何以資 k 。 

意而子日' 堯謂 a 、 汝必躬服，一仁義；而 
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いじし きよゆ み きよゆいは げぅなに もつなんぢし 

意而子、許由を見る。許由日く、堯何を以て汝に資せんとせし 

いじしいは げぅわれ い なんぢかなら み じんぎ ふく 

や、と。意而子日く、堯我に謂ふ、汝必ず躬に仁義を服し、 



荘 子 二七四 

明言=是非；許由日' 而奚來爲轵。夫堯 
旣已黯一汝以一一仁義 I 而剔一汝以一是非一矣。汝 
將何以遊， I 乎遙蕩恣睢轉徙之塗 I 乎。意而 
子日' 雖 kr 吾願遊， I 於其藩一許由日、 

不 A 然。夫盲者無苡與宇眉目顔色之好； 

瞽者無苡與 II 乎靑黃黼黻之觀； 

意而子が許由に会ったとき、許由から r 堯は何をきみに教えてくれたのかね。」と訊ねられた。「堯はわたしにこうい 
いました。『お前は身に仁義を修め、物事の是非をはっきり言うようにせよ。』と。」「きみはなぜここに来たのかね。あの堯 
が仁義を用いてきみに黯の罰を行ない、是非を用いてきみに W の罰を行なっているのだ。それなのにきみは、ひろびろ 
として自由な、そして変化に富んだ道に、どのように行こうとするのか。」「ごもっともですが、わたしはせめてさかいめま 
で行きたいのです0.1「それは別だ。そもそも、めくらには眉目容貌の美しさがわからないし、目に霞のかかったものには、 
色彩や模様の美しさがわからないのだよ。」 

〇意而子意而はむかしの賢人の名。子は尊称。〇資人に物を与える。ここでは教えること。〇服仁義仁義の徳を身につける〇 〇 
职疑問を表わす語末助詞。〇黥額に入れ墨する刑罰。仁義を修めよといった堯の言葉は、意而子に束縛を与えることになる。それを黥と 
いう刑罰にたとえたのである。〇劓鼻を削ぎ落す刑罰。〇遙蕩ひろびろしていること。〇恣睢心がのびのびすること。〇転徙変化す 
る。〇藩垣根。境界をいう。〇盲上下のまぶたが付いてしまっためくら。〇瞽目はあいているのだが、膜3がかかって見えないめく 
ら。〇黼黻 r 黼」は斧の形をした模様、 r 黻」は二つの己の字を背中あわせにした模様。いずれも礼服につける。 

意而子日、夫無莊之失萁美 f 據梁之失， I s -. lr あく、ギれ％|£?の k の！|<を，於へる、*!#?，の#のが^^ 
其力 f 黃帝之亡，真知；皆在 I 一鑪錘之閒一耳。へる、辦配の！ - K の妒を， tk へる、齡紀艇の齡に|1るのみ。獻|13 < 
庸詎知、夫造物者之不1心- - 我黥っ而補-一我 んぞ妒らん、ギの射槪齡の妒が歡をぎめ、把が夢を#|ひ、概を 


〇きら ぜ>い きよゆいは なんぢなんきた な か げう 

明かに是非を言へ、と。許由日く、而奚ぞ來るを爲す。夫の堯 

すで なんぢ げい じんぎ もつ なんぢぎ ぜひもつ 

は旣已に汝を黥するに仁義を以てし、汝を劓するに是非を以 

なんぢは なに もつ15たうしきてんし みら あそ い 

てせり。汝將た何を以て遙蕩恣睢轉徙の塗に遊ばんか、と。意 

じしいは しか いへど b れねが そ はん あそ きよ 

而子日く、然りと雖も、吾願はくは其の藩に遊ばん、と。許 

ゆい. i しか そ i うじ や もつ び.，^がんし よく かう ぁづか な 

由日く、然らず。夫れ盲者は以て眉目顔色の好に與る無く、 

こしや もつ 分-いく b5 ほふつ くわん あづか な 

瞽者は以て靑黃黼黻の觀に與る無し、と。 



劓 f 使莪乘 k 以隨。先生 _ 邪。許由日' 噫。 

未レ可釦也。我爲 k 言，萁大略；吾師乎' 

吾師乎。®1萬物 I 而不 i 爲 fe ' 澤及一萬世一而 
不 i 爲一仁長=於上古 I 而不一爲 i 老覆5載天地 I 
，雕衆形；而不巧。此所 i 遊己。 

許由の批評に意而子「無荘が美しさを失い、拠梁が力を失い、黄帝が知を失ったのは、いずれも炉の中で鍛えられた 
からです。造物主はわたしの黥を消したり、わたしの鼻をつけたりして、満足なからだで先生の教えを受けるようにし てく 
れるかも知れません。」「はて、どうだか。ひとつ大筋の話をしてあげよう。わたしの先生という方はね、万物をこまかく砗 
きながらも、それを義と思わず、恩沢が万世に及びながらも、それを仁と考えず、有史以前から生きていても、長寿と思わ 
ず、天地を作り、多くの形を彫刻しながらも、技能があると考えない。これが心を遊ばせる境地です。」 

1— 〇無荘美人の名。〇失其美道を聞いて、美を誇らず、ついに自らの美貌を忘れてしまったこと。〇拠梁人名。力持ちだったとい 
う。〇鑪錘「錘」は槌 ( S )、 「鑪」も「錘」も金属を鍛錬して物を作る道具。「在-一鑪錘之間一」とは、金属が槌で鍛えられてりっぱな物にな?, 
と同じように、無荘.拠梁.黄帝といった人物は、いずれも道を聞いて、美貌•力•知をそれぞれ忘れ、執着のない、りっぱな人間になっ卜 
ことに喩えている。〇息我黥而補我劓黥によってつけられた入れ墨を消し、劓によって落された鼻をつける。つまり、自分を拘束している 
仁義是非の枷植 S を外3してくれること。〇成入れ墨もなく鼻も欠けてない満足な身体をいう。〇吾師造物主を指す。011音 r サ 
ィ」。砕く。万物の形をなくすこと。例えば、晚秋に霜を降らせて草木の嘆を枯落させるなど。〇義事物を区別する意味が含まれているの 
で、 Is と共通の面がある。〇覆載天地天を物を覆うものとし、地を物を載せるものとする。天地を作ること。 

顔 H 1 日、囘益矣。仲尼日' 何謂也。日、 

.囘忘_|仁義-矣。日、可矣。猶未也。它日 
復見日、囘益矣•日、何謂也•日、囘 
忘-一禮樂 i 矣•日’可矣。猶未也•它日復 
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がんくわいいは ち®.5ぢいは なん いひ いは 

顏囘 日く、 囘益 せり、と。 仲尼 日く、 何の謂ぞ や、と。日く、 
囘仁義を忘れたり、と。日く、可なり。猶ほ未だし、と。它日 
復び見えて日く、囘益せり、と。日く、何の謂ぞや、と。日 
く、囘禮樂を忘れたり、と。日く、可なり、猶ほ未だし、と。 


せい の もつ せんせい したが きよゆい S 

して成を乘せて以て先生に隨はしめざるを、と。許由日く、 

ああ いま し ぺ b れなんぢため そ たいりやくい 

噫。未だ知る可からざるなり。我汝の爲に其の大略を言はん。 

わし わし ばんぶつ くだ ぎな たくばんせい およ 

吾が師か、吾が師か。萬物を B くも義と爲さず、澤萬世に及ぶ 

じん な じやうこ ちやう05 な てんち ふくさい 

も仁と爲さず、上古より長ずるも老と爲さず、天地を覆-®'し、 

しゆうけいこくてう かう な こ あそ ところ 

衆形を刻雕するも、巧と爲さず。此れ遊ぶ所のみ、と。 



荘 子 二七六 

見日、囘益矣。日' 何謂也。日、囘坐 
忘矣。仲尼蹵然日、何謂， I 坐忘 I 顏囘日、 

墮=肢體 f ® 聰明 f 離形去 i 知、同菸大通； 

此 P 1 坐忘；仲尼日' 同則無一好也' 化則 
無，常也。而果其賢乎。丘也請，從而後 
也。 

顔回が「わたくしは進歩しました0」というと、孔子が訊ねた。「どうしてだね0」「わたくしは仁義を忘れました〇」 
「まあよかろうが、まだだね。」他日再び孔子に会ったとき、「わたくしは進歩しました L ! 「どうしてだね。」「礼楽を忘れる 
ようになりました0」「まあよかろうが、まだだね。」他日重ねて孔子の前に出て、「わたくしは進歩しました L ° 「どうしてだ 
ね。」「わたくしは坐忘するようになりました。」この答えを聞くと、孔子は驚いて訊ねた。「坐忘とはどういゥことだろう。」 
「手足をだらりとし、耳や目を働かさず、形から離れ、知を捨てて、大道と一体になること、これを坐忘と申します。」「大 
道と一体になれば、好悪の差別は起こらず、大道そのものになれば、人間臭がなくなろう。きみはほんとにすばらしい。わ 
たしは、きみのお供をさしてもらおう0」 

〇可よろしいという程度で、十分のところまでは許さない気持が含まれている。〇坐忘坐ったままでわが身を忘れてしまう。すべ 
ての物を忘れ、.無心の状態になること。〇蹵然びっくりするさま。顔回の口から坐忘という思いもかけぬ言葉が出たので、孔子は驚いた。 
〇堕肢体手足の力を抜いてだらりとする。下句の「離 i 形」と同じで、すべて肉体の力を去ることをいう。〇黜聡明 r 聡」は耳のよく聞 
えること〇 r 明」は目のよく見えること。聡明は知を表わす。これを除くとは、人間のこざかしい知を捨てることで、下句の「去：，知」に相当 
する。〇大通大道〇奚侗の補注は r 犬」を「化」に作るべしといっている。これによると変化の道をいう〇 〇同.化大道と一体になるこ 
と。文章を飾るため、文字が変えてある。〇無好好みがなければ憎しみもないはずで、これは好悪のないことをいう。好悪は区別の心であ 
る。渾一の大道に立てば、その区別はなくなる。〇常世間的なしきたり。 

1荘子の中でも有名な坐忘の話である。もちろん、これは作り話であろうが、話の中に出て来る人物が、儒家の中で重要な孔子と顔回で 
あり、否定されるものが儒家にとって大切な仁義であり、礼楽である。前章でも仁義が否定され、礼(楽)が退けられている。荘子は仁義礼楽 


た*しつふたた i み いは い <-* - い; t なんいひ 

它日復び見えて日く、囘益せり、と。日く、何の謂ぞや、と。 

いは く b いざ f う ちゆうぢしゆくぜん いょ な C ざばう 

日く、囘坐忘せヴ、と。仲尼蹵然として日く、何をか坐忘と 

い がんく. C いいは したい おと そ，， めい しりぞ かたち はな 

謂ふ、と。顏囘日く、肢體を堕し、聰明を黜け、形を離れ 

ち さ だいつう どう これ ざばう い ちゆうぢい ii どう 

知を去り、大通に同ず。此を坐忘と謂ふ、と。仲尼日く、同ず 

すなは かうな く b すなは じやうな なんぢはた そ けん 

れば則ち好無く、化すれば則ち常無し。而果して其れ賢な 

きう こ したが こう 

るか。丘や請ふ、從ひて後せん、と。 



といった形式に拘束されることを嫌い、それを排除して無拘束の自由な天地に遊ぼうとする。肉体的拘束を越えょ、なまなかな知を働かせる 
なというのが、坐忘の真意であるが、これは結局儒家の形式主義に対する反撥である。顔回や孔子は借りもので、話をおもしろくするため 
に、あるいは反撥を強くするために引き合いに出したにすぎない。しかし、顔回や孔子を持って来て、自分の理想を両者に語らせているのは 
いかにも皮肉である。なお、坐忘とは、道家の重要な修行法ではなかったろうか。身体の力も知の働きも、すべて捨て去って、ひたすら道と 
の冥合を計る、いはば精神統一の手段とも見られょう。 


子輿與，一子桑 I 友。而霖雨十日。子輿 日、 

子桑殆病矣。裹 fe 而往食 i 之。至-一子桑之 
門？ 則若 i 歌若 i 哭•鼓 A 琴日，父邪母邪、 

天乎人乎。有，不 fe 萁聲 I 而趣擧•其詩蔫， 

子輿入日、子之歌 i 詩、何故若一是•日' 

吾畀夫使莪至_|此極|者；而弗1得也。父母 
豈欲，吾貧 I 哉。天無_1私覆一地無-一私載；天 
地豈私貧 i 我哉。求，萁爲乏者 I 而不ブ得也。 
然而至_|此極一者、命也夫。 


f 輿と i 11 奢とあたり。 MJ して li 雨すること +) 日。ヂ歟〇!く、乎 
桑殆んど病まん、と。飯を裹みて住きて之に食せしむ。子桑の 

もん いた すなは ぅた ごと こく ごと こと こ いは 

門に至れば、則ち歌ふが若く哭するが若し。琴を鼓して日く、 

ちち はは てん ひと そ こ表 た すみや そ し 

父か母か、天か人か、と。其の聲に任へずして趣かに其の詩を 

ち あ しょい い i し L ぅた なん ゆ&かく ごと 

舉ぐる有り。子輿入りて日く、子の詩を歌ふ、何の故に是の若 

いは われか われ こ きょく いた もの 

くなる、と。日く、吾夫の我をして此の極に至らしめし者を 

おもえ ふぼあにわれ まづ ほつ てん ひそ 

思ふも、得ざるなり。父母豈吾の貧しきを欲せんや。天に私か 

おほ なち ひその な てんちあにひそ わわ 

に覆ふこと無く、地に私かに載すること無し。天地豈私かに我 
を貧しくせんや。其の之を爲す者を求むるも、得ざるなり。然 

しか こ きよく いた もの めい 

り而 うして 此の極に至りし者は、命なるかな、と。 


_子輿と子桑とは仲がよかった。たまたま長雨が十日続いた。「子桑はからだが参っているだろう。」と思って、子輿が 
飯を包んで持っていった。子桑の家の前まで来ると、歌うような泣くような声が聞えてくる。(内に入ると)于桑は琴を弾い 
て(歌って)いる。「父だろうか、母だろうか。天だろうか、人だろうか。」いかにも声が苦しそうで、早口にその詩を歌って 
いる。子輿が訊ねた。「きみは何だってそんな歌を歌うのだ。」「わたしをこんなところまで追いつめたのは誰かと考えても、 
考えつかない。両親はどうしてわたしの貧乏を望もうか。天はえこひいきな覆いかたをしないし、地はかたよった載せかた 
をしない。(天地はすべての人を平等に扱うのだから、その点から見ても)天地はどうしてわたしだけ貧乏にしようぞ。わ 
たしを貧乏にしたものを考えても分からない。それなのに、こんなひどい境遇にいる。運命だな。」 
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〇霖雨長雨。三日以上続く雨を霖という〇 〇病貧しいうえに長雨に会ったので食物が得られず、そのためにからだが疲れて病気に 
なっているだろうというのである。〇父邪母邪…怨みの詩である。自分を不幸な境遇に置いたのは父だろうか、母だろうか…といった意。 
〇不任其声歌おうにもからだに力がないので、ゆっくりと大きい声で歌えないこと。〇挙示す。早口で歌うので、調子に乗らず、ただ歌 
を示すだけに等しい。 

^^1この話の主人公は子桑である。子桑は自分の貧窮を運命と見て一種の諦めを示しているのであるが、その諦めに到達する過程がいかに 
も理屈ぼく、これを荘子の考えかたとすると、他の場所で述べられていることと矛盾するものがあるょうに思える。貧富というのは俗世間の 
区別であって、大道から見ればその区別は何の価値もない。諦めるというょりは、むしろ区別を観念的に撤去する積極性が、ほかの箇所では 
多く見られる。そういった点からこの話を見ると、いかにも消極的で、荘子らしくない感じがする。 



応帝王とは、自己を忘れ自然に 従ぅならば、帝王たるにふさわしい人物であるとの意。この篇は七個の寓話から成っていて、いずれも 
小知の否定に始まり、天地の自然に従ぅことを主張している。 


齧缺問=於王倪；四問而四不知。齧缺因 
躍而大喜、行以吿_蒲衣子；蒲衣子日、 
而乃今知 i 之乎。有虞氏不 i 及-一泰氏；有虞 
氏其猶藏 i 仁以要一人' 亦得入矣。而未*始 
出，於非人；泰氏其臥徐徐' 其覺于于。 
一以一己爲一馬、一以一己爲一牛。其知情信' 
其德甚眞。而歩始 AI 於非人； 


げつけつ 45うげい とよと よし げつけつよ 

齧缺、王倪に問ふ。四たび問ふに四たび知らずといふ。齧缺因 

をど おほ よろこ ゆ もつ ほいし つ ほいしいは 

りて躍りて大いに喜び、行きて以て蒲衣子に告ぐ。蒲衣子日 

なんぢすなは いまこれ し いうぐし たいし およ いうぐしそ 

く、而乃ち今之を知るか。有虞氏は泰氏に及ばず。有虞氏其 

i じん ざ5 もつ ひと もと またひと え しか いまはじめ 

れ猶ほ仁を' a して以て人を要め、亦人を得たり。而るに未だ始 
より！；人を出でず。泰氏は其の臥すや徐徐たり、其の覺むるや 

うう いつ おのれ もつ うま な いつ おのれ もつ うし な 

于于たり。一は己を以て馬と爲し、一は己を以て牛と爲す。 

そ ち まこと しん そ とく はなは しん しか いまはじめ ひ 

其の如は情に信、其の德は甚だ眞なり。而して未だ始より非 
人に入らず、と。 


齧缺が王倪に質問したところ、四つの質問にいずれも分からないという。齧缺はそれを聞くと躍りあがって喜び、蒲 
衣子の所へその旨を知らせに行った。その話を聞いて、蒲衣子はこう言った。「きみにはそれが今はじめて分かったのかね 
有虡氏は泰氏に及びもつかぬ。有虞氏でも仁の徳を隠して人を求めれば、やはり人が得られた。しかし、まだ物から離れて 
いない。泰氏は、眠っているときは、いかにも安らかで、起きているときは、いかにもぼうっとしている。そのため、世間 
の人から馬といわれ牛といわれる(が、それも気にかけずにいる)。それは、その智なり徳なりに偽瞞がなく、真実そのも 
のであって、物に執着していないからである。」 

—i 〇四問而四不知齧欠が王倪に四個の質問をしたところ、王倪はいずれも知らぬと答えた。四個の’質問とは斉物論に同じく齧欠•王倪 
の問答の出ているものを指すといった説明もあるが、それに拘泥する必要はない。〇因躍而大喜そこで躍りあがって喜んだ。「因」とは、 
王倪が「知らず。」と答えたのによっての意。齧欠は王倪が知に拘泥せず、平然として「知らず。」と答えたので嬉しくなったのである。〇蒲 
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衣子人名〇堯の時の賢人といわれる 〇 〇 知之知を超越することの尊さがわかる 〇 〇 有 虞氏舜のこと〇眞は地名〇舜の祖先が虞にいたの 
で 有 虞氏と称した。「有」は美称。〇泰氏太古の帝王伏羲のこと。 〇 蔵仁以要人自分の持つ仁の徳を外に表わさずに人物を求める 〇 〇非 
人人にあらざるもの、即ち物。 〇 徐徐安らかなようす。〇于于無知なようす〇〇一 以己為馬、一以己為牛泰氏がいかにもぼうっとし 
ているので、世間の人の中には、彼のことを馬だというもの も あれば、牛だというもの も ある。しかし泰氏は、世の人にどう言われようと、 
それを意に 介せず、 平然としているのである。 〇 情 「誠」 と同じ。「まことに」と読む。 〇 未 始入於非人物の中にはいっていない〇物にと 
らわれることがない0 

知は事物を分別する心の働きである。従って、 r 不：，知」という答えは、事物を分別しない心に通じる〇これに類する人物を二人、荘子 
は蒲衣子の口を通して挙げる。この二人の中にも優劣がある。優劣をつける基準は、物に拘泥するかどうかにある。泰 氏は 世間の ことな ど全 
くかまわず、のんびりと自分の生活を送っている。荘子の理想も、ここにあるのであろう。 


肩吾見， 一 狂接輿 一 狂接輿日、日中始何以 
語 A 女。 肩吾 日、 吿 A 我、 君 A 人者、以 A 己出•一 
經式義度(人孰敢不，1聽而化藷。接輿日、 
是欺德也。其於 fen 天下，也、猶，一酔海鑿^:、 
而使-一畜負山也。夫聖人之治也、治^:乎。 
正而後行。確乎能其事1已矣。且鳥高 
飛以避魯 -t 之害 ili 鼠深_1穴乎神丘之下 一 
以避-薫鑿之患一而曾二蟲之無知。 


けんご きやうせつよ み きやうせつよい it にちちゆうしなに もつ k んぢつ 

肩吾、狂接輿を見る。狂接輿日く、日中始、何を以て女に語ぐ、 
' io 肩吾日く、我に吿ぐ、人に君たる者、己を：：!て ft 式紀度を 

->だ ひとたれ あへ き これ くわ せつよい i 

出さば、人孰か敢て聽きて諸に化せざらんや、と。接輿0,く、 

こ ぎと く そ てんか を さ お な 5 Vbfc か t 

是れ欺德なり。其の天下を治むるに於けるや、猶ほ海を涉り邴 
を鑿するがごときに、產をして山を，負はしむ。夫の聖久の治む 
るや、外を治めんや。正しくして而る後に行はる。確乎とし 

そこと た か とり たか と もつ そうよく が、， さ 

て其の事に能ふるのみ。且つ鳥は高く飛びて以て增弋の害を避 

け-*そ あな しんきう もと ふ <|> もつ くんさく うれ0>さ 

け、鼷鼠は穴を神丘の下に深くして、以て薰鑿の患を避く。 
而は曾ち二蟲に之れ知ぶ無し、と。 

_肩吾が狂接輿に会ったとき、狂接輿から「日中始はどんな話をしたかね。」と，かれた。「君主たる ものが、自分の 考 
えで法制を出すようにしたら、人々は誰もそれに従って感化される もの だという話でした よ。」 「それは 欺謾だ。天下を治め 
ることは、海を歩いて渡ったり、地面を掘って大河を作ったりするほど(に危険を伴い困難な こと)だ〇 ( それを人為に よ 
って治めようとするのは、)蚊に山を背負わせるようなものだ0聖人の政治は、他を治める点にあろうか。むしろ、 b が身 



が正しければこそ政治がりっぱに行なわれるのであって、人のしごとも常にその能力の限度内に止めておくべきである。 
(いくら法度を酷しくしても、人はそれを逃れる道を考える。例えば、)鳥は高いところを飛んで矢の危害を避け、鼠は神を 
祭った壇の下に深い穴を掘り、それでいぶり出しの危難を免れる。ちょうどこれと同じである。きみは(日中始の意見に賛 
成のようだが、それでは、)鳥や鼠にも匹敵できなかろう。」 

n 〇日中始人名。一説に、「日」は日者(占者)をいい、「中始」はその名。〇経式義度この四字はいずれも法のこと。〇欺徳人を欺 
謾する徳。 r 徳」は性格のものといった意味で、必ずしもよい意味ではない。〇渉海*河海をかちわたりし、大地に大きい川を作る。いず 
れも不可能に近いこと。一説に、大海のうちに河を作る意に取る。〇確乎能其事しっかりとその仕事に堪えられる。「能」は r 耐」の仮借。 
〇雉弋「雉」はいぐるみ。矢に紐を付けて鳥を射る道具。「弋」はその矢。〇鼷鼠はつかねずみ。〇神丘土の神を祀った壇。神聖なもの 
なので、人にそれが崩せない。鼠はそれを知って、そこに穴を作る。〇薫鑿「薫」はくすベる。煙を穴に吹きこんで獣を追い出すこと。「鑿」 
は穴を掘りひろげて獣を捕らえること。〇蟲動物。〇無知「知」は「匹」と同じで、匹敵すること。 

この章から後の二章にかけて政治の要諦が述べられる。結論としては、いずれも君主の無為が強調される。この章は肩吾と狂接輿の問 
答によって主旨が開明されるのであるが、まず人為による天下平治の困難を述べ、次に治められるものの本能的な知恵を、鳥と鼠の比喩によ 
って説明する。人々は、君主の保護を待たずとも、危険を避け、身の保全を計る力は、ちゃんと具えているのだから、君主はただ自然に任せ 
ておけばよいという。政治は無為がよいといって、その理由を示している点に注目すべきであろう。 

天根遊-1於殷陽【至 i 水之上；適遭 i 名 
人 I 而問焉。日' 請 s 問爲，夫下 I 無名人日 
去，女鄙人也。何問之不豫也。予方將 
與_1造物者 I 爲一人。厭則又乘=夫莽吵之鳥 f 
以出 d ハ極之外「而遊，一無何有之鄕一以處 
壙琅之野；汝又何帛以 i 治，夫下 I 惑， I 予之心 
爲。又復問。無名人日、汝遊=心於淡 f 

内篇応帝王第七 1一八 


てんこん いんやう あそ れうすゐ ほとり いた たまたまむめいじん あ 

天根、殷陽に遊ぶ。藜水の上に至りしとき、適 t 無名人に遭ひ 

と いは てんか をさ せいもん むめいじんいは さ 

て問ふ。日く、天下を爲むるを請問せん、と。無名人日く、去 

なんぢひじん なん と ふょ f 5 れまさ ざうぶつしや 

れ。女は鄙人なり。何ぞ問ふことの不豫なる。予方將に造物者 

ひと あ すなは またか まうベう とり の もつ りくきょく 

と人たり。厭けば則ち又夫の莽眇たる鳥に乘りて、以て六極 

そと い むかいう きやう あそ もつ く b うら5 や を なんぢ 

_| の外に出で、無何有の郷に遊びて、以て壙垠の野に處る。汝 

またなん げい てんか をさ もつ b れ こころ かん な 

一 又何ぞ帛もて天下を治むるを以て予の心を感ぜしむるを爲す、 

またふたた と むめいじんいは なんぢこころ たん あそ き ばく 

と。又復び問ふ。無名人日く、汝心を淡に遊ばせ、氣を漠 
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合-一氣於漠一順-一物自然一而無 a 容 a 私焉、而天 に舒 せ、5の S L 辦にし崎ひてゎ松し をぎ るる％ くんば、 Ml ち芳 T ! 齡 
下治矣 。 まらん、と。 

1^天根が 殷 陽に行く途中、 蓼 水のほとりにさしかかったとき、ひょっくり無名人に出会った。「天下の治めかたをお教え 
願いたい〇」と頼んだところ、無名人は「立ち去れ。きみはくだらぬ男だ。不愉快な質問をしおって。わたしは、現在造物 
者の友人になっている。厭になったら、遠い空のかなたにまで飛べる鳥に乗って世界の外に 出、 無 何 有の地に行って ひろび 
ろ $ L た野に住むつもりだ。 何 だってきみは天下の政治などのたわごとで、わたしの心を動かそう とする のか0 J 天根が 重ね 
て訊ねたとこ^いさ無名人はこう答えた。「きみは心を淡清の地に遊ばせ、気を漠静の境に合わす ようにし、 物の 自然の 姿に 
従い、私心を挟まぬようにしたまえ。そうすれば天下は治まろう〇」 

〇天根•無名人いずれも人名。天根とは元来が星座の名。無名人とともに荘子の寓言である。〇殷陽地名。〇蓼水川の名00不 
豫「豫」は楽しいこと。一説に、豫は厭うこと。この説によると、「何問之不豫」の意味は「なぜ憚りもなくそんな質問をするのか0」とい 
うことになる。〇造物者世のすべてのものを作り、それを支配するもの。元来は宗教的な意味で、人格神の性格が持たされていたが、荘子 
はそのような思想を背景にして、自然を表わす言葉として用いている00莽眇深遠のかたち。鳥が飛び立って、遠い空の彼方に飛び去るよ 
うすをいう。〇六極上下四方。世界のこと。〇無何有逍遙遊篇(一五一べージ)参照。〇壙琅はてしなくひろびろとしたようす〇 〇帛 
たわごと。経典釈文には崔諜本に「為」の字に作る旨が記されている。これによると「何為…」(なんすれぞ…)となる〇 〇遊心於淡、合気 
於漠心気を清静の境に置くこと。 

末尾に近い「何帛 J の二字は分かりにくい。語釈に挙げたように、「何為」に作った書物も古くからあったようだが、「何為」 とすると 
この句の下の部分とどのように連なるのか、はっきりしない。なぜならば、句末にさらに「為」の字があるからである。少し大胆かも知れな 
いが、 r 帛」 を衍字と見たならば、文の続きぐあいがよ くなる ように思える。 

陽子居見-一老聰一日、有入，一於此；嚮疾彊梁 鼯^ L gl 、教職を妒て印く、 Itbl に A ? 护り、 15 IS り％骯艇緲嗽 
物徹疏明、學一道不一截•如 i 是者可 i 比-一明王 I にして、 iitl , 1びて SJ 5 まず。慰の M き！！は M ? 赶に吧すずきか、 
乎。老聰日' 是於-聖人，也、胥 S 係、 と。教1印く、をれ P 炉 けるゃ、 P せ il f f !を猶し 



勞 i 形怵 i 心者也■且也、虎豹之文來 i 田、 

援狙之便，執漦之狗來 i 藉。如 i 是者可 i 比 
明王 I 乎。陽子居蹵然日、敢問 II 明王之治 
老聃日' 明王之治' 功蓋_一天下；而似レ不 
自一己' 化貸， I 萬物 f 而民不一恃、有莫一?名 
使％自喜；立，乎不測一而遊， I 於無有 I 者也 

陽子居が老聃に会って訊ねた。「ここに一人の人物がいて、その人物は動作が敏捷で才能があり、道理にも明るいし、 
それに道の勉強を怠らないとしたら、りっぱな王者になぞらえることができましょうか OJ r そういう人物は聖人と違って、 
知が走りすぎ、技がひっかかりになって、肉体を疲らせ心を不安にするものだ。例えば、虎や豹の紋様は人の狩»を招くこ 
とになり、猿の便捷さや、狸を捕らえる犬(の働き)などは、紐に繫がれる原因になる。(このように、それぞれの持つ特徴 
は却って危険を招いたり、身の自由を拘束するようになる。きみの挙げた人物もそれと同じだ。)そのような人物は、りっ 
ばな王者になぞらえることができようか。」陽子居はその答えを聞き、形を改めて言った。「りっぱな王者の政治をお聞かせ 
願いたいものです。」「りっぱな王者の政治というものは、その功績が世のすみずみまで行きわたりながら' その力は表面に 
現われず、感化が万物に及びながら、民はそれを意識していない。善政は行なわれているのだが、形容の方法もなく、ただ 
物をそれぞれに満足させている。そして王者自身は無限の広野に f 立ち、束縛のない世界に遊んでいるのである。(こういう 
政治こそりっぱな王者の政治といえよう〇)」 

〇陽子居人名。陽は姓、子居は字。一説に楊朱という。〇嚮疾動作の敏捷なこと。 r 嚮」は「響」と同じ。響の物に応じるように反 
応の速かなこと。 r 疾」も早い意。〇彊梁才知のすぐれていること。 r 彊」は「強」と同じ。〇物徹道理によく徹していること。「物」は 
r 務」の仮借。 r 務」は「劇」と同じく、はげしいこと。〇疏明 r 疏」はとおりのよいこと。〇勘「倦」と同じ。〇胥易「胥」は「諝 ( i)J 
の仮借。 r 諝 j は知。「易」は r 馳」の仮借。〇技係「技」は技術。「係」は物を拘束すること。知および技術はいずれも自然に反する。〇田 
狩狐。〇援狙さる。〇便敏捷なこと。〇漦 r 貍」の仮借、たぬき。〇藉繩につなぐこと。〇似不自己荘子の貴ぶところは無為の 
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心を怵れしむる者なり。且つ、虎豹の文は田を來たし、齡紀の 

べんしつり く せき き かく ごと もの めい b う ひ ぺ 

-一 便、執簾の狗は藉を來たす。是の如き者は明王に比す可けんや、 

やうしきよしゆくぜん いは あへ めいわう ち と らうたんい ♦< 

一 と。陽子居蹵然として日く、敢て明王の治を問ふ、と。老聃0, 

めいわ5 ち こう てんか おほ おのれよ にくわ 

A く、明王の治、功は天下を蓋へども、己に自らざるに似、化は 

、 ばんぶつ し たみたの あ な あな もの 

萬物に貸けども、民恃まず、有れども名を擧ぐる莫く、物をし 

〇 みづか よろこ ふそく た むいう あそ もの 

て自ら喜ばしめ、不測に立ちて、無有に遊ぶ者なり、と。 
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為である。 ことさらに 人為を加えず とも、 世の中がよく 治まって いく。その理想を この 一句が表わしている。〇貸施£き及ぶ。〇民弗恃 
生活の安定は自らの力によるものと考え、民は明王の力を頼りとしない。〇有莫挙名実功があっても、その名称は挙げられない。かりに名 
称が挙げられるとすれば、功は名称によって制限され、普遍に行きわたるとはいえない。荘子一流の無限定の哲学である。 〇無有無のこ 
と。拘束を受けない世界を指す。 

Hi 明王の治によって、理想的な政治が示されている。いわゆる無為の為である。なまじ知力を用いて、政治の効果を求めようとすれば、 
却って災いを招く結果になるという。虎豹などの比喩は、為政者自身に災いの及ぶことをいったもので、保身の臭を強く感じる。法家思想に 
おいて、君主の身の保全が、すべてを法に委ねる点に生かされていることを思うとき、法家が道家と結合する要因の一つがこの話の中にうか 
がえるのである。 

鄭有=神巫；日 II 季咸；知，入之死生存亡、 

禍福壽夭一期以，一歳月旬日 I 若一神。鄭人見 i 
之' 皆棄而走•列子見乏而心酔、歸以 
吿，壺子 I 日、始、吾以，一夫子之道 I 爲 S 矣。 

則又有 I 室焉者一矣。壺子日、吾與 i 汝、旣 
其文【未 k - 真實 I 而固得 i 道與。衆雌而 
無 i 雄、而又奚卵焉。而以 i 道與 i 世亢'必レ 
信夫。故.使一入得而相 f 汝。嘗試與來，以レ 
予示 i 之。 

鄭の国に季咸という巫子がいて、この巫子は、人の死生存亡や禍福、それに長命短命の次第が分かり、何の歳の何月 
何日にそれが起ると予言し、神の如くぴたりと当て1。鄭の人々は、この巫子の姿を見ると、(気味が悪いので)さっさと 
逃げてしまう。ところが、列子はこの巫子に会って心酔し、戻ってきて、その旨を壺子に話した。「最初、わたくしは先生 
の道を最上のものと考えておりました.が、それ以上のものが現われました0」「わたしがきみに授けたもののうち、言葉の ほ 


てい しんぷあ きかんい ひとしせいそんばう くわふくじゆえう L 

鄭に神巫有り、季咸と日ふ。人の死生存亡、禍福壽夭を知り、 

き さいげつじゆんじつもつ > み ごと ていひとこれ み 

期するに歲月旬日を以てすること神の若し。鄭人之を見れば、 

みなず はし れつしこれ み しんすゐ かへ もつ こ L つ 

皆棄てて走る。列子之を見て心酔し、歸りて以て壺子に告げて 

いは はじ h > れふ5し みち もつ いた な すなはまたいた もの 

日く、始め、吾夫子の道を以て至れりと爲す。則ち又至れる者 

あ こしいは われなんぢ あた そ ぶん つく いま 

有り、と。壺子日く、吾汝に與ふるに、其の文を旣せるも、未 

そ じつ つく なんぢかた みち え しゆうし y 

だ其の實を旣さず。而固く道を得たりとなすか。衆雌にして雄 

な すなは またいづく らん なんぢみち もつ ょかう の 

無くんば、而ち又奚んぞ卵せん。而道を以て世と亢し、信び 

ひつ ゆ11ひと え なんぢ さ 5 こころみ 

んことを必するかな。故に人をして得て汝を相せしむ。嘗試に 

とも きた h > れ もつ これ しめ 

與に來り、予を以て之に示せ、と。 



うは終っているが、内容はまだ終っていない。それなのにきみは(言葉に固執して)道を会得したというのかね。 ' ftl がいく 
らいたって*?がいなければ、 どうして 艦ができよう。(きみはそれと同じで内容という大切なものを欠いている。： I きみが道 
を ふりかざして世人と 争う のは、 自ら 伸びん ことを 期待するものである。そのために人から占われたりする の だ。ひとつ俥 
れてきて、その巫子にわたしを会わせてごらん〇」 

11 〇期予測する。〇旬日「旬」は 十日と いう意味だが、ここでは歳月 旬日と 四字句にするため添えられたもので、特別の意味はない。 
〇壺子名は林、壺子はその号。鄭の人で、列子の師といわれる。〇至焉者「焉8より至れる者」とも読める。壺子以上にすぐれたものの 
意。〇文文章や言辞といった外形的のもの。次句の 「 iKJ に対する。〇亢「抗」と同じ。争うこと。 

明日列子與>之見，一壺子；出而謂，一列子一日、 

噫•子之先生死矣。弗 i 活矣。不以 i 旬數 
矣。吾見 i 怪焉。見， I 濕灰 I 焉。列子入' 泣 
涕沾 i 襟、以吿&子；壺子日、向吾示レ之 
以_|地文一萌乎不_不』止。是殆見1£口杜德 
機 I 也。嘗又與來。 

その翌日、列子は季咸といっしょに壺子に会った。壺子の部屋から出ると、季咸が列子に話しかけた。「ああ、あなた 
の先生は死ぬでしょう。生きていますまい。十日と持たぬでしよ-うよ。わたしは不思議なものを見たのです。湿った灰を見 
ました0」この話を聞くと、列子は壺子の部屋にとってかえし、襟をぬらすほどにさめざめと泣きながら、壺子に報告した。 
ところが壺子の意見はこうである。「さきほど、わたしはあれに地文を見せてやった。地文とは、あたかも草木の芽が地中 
から萌え出るように、(生命は内に含んでいるのであるが、)形は動くでもなく、止まるでもないといったもの。つまりあれ 
はまずわたしの杜徳機を見たの•た。ひとつもう一度連れてきてごらん0」 
ii 〇弗活死ぬこと。前句の「死」を r 活」の否定形によって表現したもの。〇湿灰しめった灰。普通の灰でさえ生気が感じられない 
のに、それがしめっているという。生気が全くないことを示している。〇泣涕涙を流して泣く。〇地文地の象。大地の持っている性格を 
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みやぅじつれつしこれ こしみ い れつし い いは ああ L 

明日列子之と壺子を見る。出でて列子に謂ひて日く、噫。子の 

せんせいし い じゆん もつ かぞ われくわい み しつくわい 

先生死せん。活きず。旬を以て數へじ。吾怪を見る。濕灰を 
纪る、と。%子 A 1 り、泣涕襟を沾して、以て壺子に吿ぐ。壺子 
&く、向に吾之に示すに地文を以てす。萌乎として震かず止ら 

こ ほと to ととくき しめ こころみ またとも きた 

ず。是れ殆んど吾が杜德機を見せしなり。嘗に又與に来れ、 
と0 
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自分の身に表わして相手に見せたのである。〇萌乎不震不止上の「地文」を説明したもの。動きを内に秘めて外に表わさない様子である。 
「止」は原本に「正」に作ってあるが、釈文所載の崔調本によって「止」に改めた〇 〇杜徳機「社」はふさぐこと、「機」は「幾」と间じで- 
きざしのこと。徳のきざしをふさぐといった、修養法の一種の型であろう。前にある「地文」というのがこれに当たる0 

明日乃與一之見，壺子；出而謂，一列子一日、幸 
矣、子之先生遇 i 我也。有 i 瘳矣。全然有レ 
生矣。吾見，萁拙 ft 矣。列子入以告=壺子； 

壺子日、鄕吾示 i 之以，1天壤一名實不 X 、 

而機發 - I 於踵一是殆見，吾善者機一也•嘗又 
與來。 

その翌日、季咸と一しょに壺子に会った。部屋を出ると、季咸が列子に話しかけた。「よかった、あなたの 先生がわた 
しに会ったのは。元気になるでしょうよ。すばらしく生気が出ています。生命の芽生えがわたしに見えます〇」列子が部屋 
に戻って、その旨を壺子に話すと、壺子はこう言った。きほど、わたしはあれに天壤(天地)を示してやった。(それはす 
ベてを自然に任せるので、)名も実も入って来ず、幾が踵から発するものである。つまり、あの男はまずわが善者機を見 
たのだ。ひとつもう一度つれてきてごらん〇」 

@13 〇遇偶然会うこと。〇瘳病気がなおる。前に季咸が壺子に会ったとき、壺子が地文を示したので、季咸は壺子の死期が近いと予言 
した。それが脳裏にあるので、前よりも元気な壺子の様子を見て「なおる」といったのである〇 〇拙権「拙」は原本に「杜」に作る。馬叙 
倫の荘子義証に従って「拙」に改めた。「拙」は「出」の仮借。「権」は r 萌」の仮借で、草木の萌え出ること。二字の意味は、草木の萌え出 
るように、生命の萌芽が現われること。〇天壤天地。「壌」とは塊のない柔かな土。天は万物を覆い育て、地は万物を載せ養う。自然の姿 
をいったものであるが、「壌」の字が用いられているのは、いかにも柔かく、物の育ちの容易なことを示している〇 〇名実物の名称と実体0 
つまり自然から外れ、人為の加えられた物。郭象注は、「名」を名誉、「実」を財利と解く〇 〇機発於踵生命の^；^じが踵(％)から現われて 
くる。踵は身体の下部にある。つまり身体の深いところを表わす。〇善者機「善機」に同じ。生気のきざしを指していう。 


みやぅじつすなは これ£しみ い れつし い いは さいはひ 

明日乃ち之と壺子を見る。出でて列子に謂ひて日く、幸な 
り、子の先生の我に遇ふや。瘳ゅる有り。全 I 生くる有り。野 

そ けん いだ み れつしい もつ こし つ こしい It 

其の權を拙すを見る、と。列子入りて以て壺子に告ぐ。壺子日 

さき b れこれ しめ てんじぞぅ もつ めいじつい きかかと 

く、鄕に吾之に示すに天壤を以てす。名實入らずして、機踵 

はつ こ ほとん b ぜんしやき しめ こころみ またとも 

ょり發す。是れ殆んど吾が善者機を見せしなり。嘗に又與に 

きた 

来れ、と。 



明日又與乏見， I 壺子一出而謂=列子一日、子 
之先生不 i 齊、吾無 I 得而相 I 焉。試齊•且_| 

復華之。列子入以告，1壺子；壺子日、吾 
鄕示 i 之以_一太沖莫朕；是殆見-一吾衡氣機 I 也。 

鯢桓之審爲翱。止水之審爲 i 淵。流水之 
審爲 A 淵。淵有=九名一此處=焉。嘗又與 
來 

S 翌日、列子はまた季咸を連れて壺子に会った。部屋を出て季咸は列子に話しかけた。「あなたの先生は斎戒なさらない 
ので、わたしには占いができない。ひとつ斎戒してもらい、その上で 占う ことにしましょう。」列子は部屋に戻って壺子に 
その旨を伝えた。壺子はそれを聞いて説明した。「わたしは先ほど太沖莫朕をあの男に示した。つまり、あの男はまずわた 
しの衡気機を見たのだ。さて、渦巻く水の集まりも淵であり、静止した水の集まりも淵であり、流れる水の集まりも淵であ 
る。淵となるものには九種あって、これはその中の三つである。(静動を問わず、いずれも深遠の境に落ちてくるのが自然 
の姿である。わたしがあの男に示したのはそれだ。)ひとつまた連れてきてごらん。」 

la 〇不斉「斉」は「斎」と同じ。斎戒すること。集解内篇補正は、 r 斉」を文字どおりに取り、均斉の意味としている。一身の陽気が盛 
んなため、陰気がそれに反撥して争い、陰陽二気の均斉が失われる。それが「不斉」であるという。〇試斉占う前に壺子に斎戒させようと 
いうわけである。第一回と第一一回は、とにかく季咸に何とか占えたが、第三回になると、いよいよその占術が窮してきた。これによって、壺 
子の測り知れぬ心の深さを表わしている。〇太沖莫朕「朕」は原本では「勝」となっているが、列子黄帝篇によって改めた。「太」は「大」、 
「沖」は「盅」の仮借。盅は器の中に何もないこと。転じて空虚の意。「朕」は始めのこと。この四字は、始めなき空虚の意味で、何にも拘束 
されない絶対の太虚をいう。これは、一つの修養法によって得られた境地をいうのであろう。0衡気機平衡の取れた気のきざし。調和した 
気は太沖に根を置いていると考え、その気のきざしをこういったのであろうが、これもやはり気を調和させるといった一種の養生法をいうの 
であろう。〇鯢桓「鯢」は「研」の仮借。 r 桓」は列子黄帝篇に r 旋」に作る。「研旋」とは、ぐるぐる運ること。〇審経典釈文所引の司 
馬彪の説は、これを r 蟠」に作るべしという。通釈はこれに従った。「皤」は集まること。安定すると説く解釈も ある。 〇淵有九名列子の 
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みや5じつまたこれこしみ い れつし い いはし せんせいさい 

明日又之と壺子を見る。出でて列子に謂ひて白く、子の先生齊 

b れえ さう な こころみ さい まさ ふたた これ さう 

せざれば、吾得て相する無し。試に齊せょ。且に復び之を相 

れつしい もつ こし つ こしいは 4:れさき 

せんとす、と。列子入りて以て壺子に告ぐ。壺子日く、吾郷に 

-R しめ たいち■'ばくちん もつ こ ほと b かうき3?- み 

之に示すに太沖莫眹を以てす。是れ殆んど吾が衡氣機を見し 

げいく b ん あつ ふちな しすゐ あつ ふち な 

なり。鯢桓の審まれるを淵と爲す。止水の審まれるを淵と爲 

りうすゐ$>つ .ふちな ふち き5めいあ こ さん を 

す。流水の審まれるを淵と爲す。淵に九名有り。此れ三に處る。 

こころみ またとも きた 

嘗に又與に来れ、と。 



荘 子 二八八 

黄帝篇に、鯢桓•止水.流水•濫水(湧き出る水).沃水(したたりおちる水〕•汍 ♦) 水(わきから湧き出る水).雍水(堤防の決潰で 外に流れ、 
再びもとの川に流れ こむ 水).汧3水(沢に流れ こむ 水).肥水 (同じ 所から出て分かれた水) の 九種が挙げてある。なお、九 種のう ち ここに三 
種挙げてあるのは、比喩上の必要からで、つまり、鯢桓は第二回の天壤に、止水は第一回の地文に、流水は第三回の太沖莫朕に 喩えて いるの 
である。 

明日又與 i 之見，一壺子；立未一定、自失而走 
壺子日、追一之•列子追>之不 k •反以報 
壺子；日、已滅矣。已失矣。吾弗一及已 
壺子日、鄕吾示一之' 以 i 未，始出，吾宗；吾 
與一之虛而委蛇。不知， I 其誰何【因以爲=弟 
靡；因以爲 ， i 波流 I 故逃也。 

I その翌日、列子は再度季咸を連れて壺子に会いに行った。ところが季咸は(壺子の姿を見たとたん、)立ち止まらぬう 
ちに、びっくりして逃げ出した。それを見て壺子は「追え。」という。列子は季咸の後を追ったが、追いつかず、戻ってき 
て壺子にその旨を告げた。「影も形も見えません。逃げてしまいました。わたしは追いつけませんでした0」「わたしは先 i 
どあれに、心底を出さぬといった形を見せてやった。あれに対しては、無心にすべて相手まかせの形だったので、 あれには 
わたしの実体が分からなかった。そこであれはわたしのことを風まかせの男だと思い、波まかせの男だと見て、 (何も 占え 
ず恐ろしくなったのさ。)それで逃げたのだ0」 

gia 〇未始出吾宗自分の主とする所を出さない。自己を外に出さないことをいう。下句にある「虚而委蛇」がそれに当たる。これも修養 
法の一つの型であろう0 〇虚而委蛇 r 虚」とは虚心、「委蛇」とは随順の意。自分というものを無くして、すべて相手に 従うことをいう。そ 
こには何も考えを働かすということもない。従って、相手にとって捉え どころ のない人間になり、相手は術を働かせて占おうにも占う ことが 
できない。その様子が下の三句にょって示されている。〇不知其誰何壺子がどういうふうなのか季咸にわからない 。「誰何」とは 「たれ」 


みやぅじつまたこれこしみ た いま さだ じ L つ tL 

明日又之と壺子を見る。立ちて未だ定まらざるに、自失して老 

こしいは これ お れつしこれ お およ かへ 

る。壺子日く、之を追へ、と。列子之を追へども及ばず。反り 

もつ こし f いは すで めつ すで しつ われおよ 

て以て壺子に報ず。日く、已に滅せり。已に失せり。吾及ばざ 

こしいは さき h > れこれ しめ い i はじめ b 

るのみ、と。壺子日く、鄕に吾之に示すに、未だ始より吾が 

そぅ いだ もつ b れこれ きよ いだ そ す*** 

宗を出さざるを以てせり。吾之と虛にして委蛇たり。其の誰何 

し よもつ たいび な よ もつ < t り5 t ゆ表 

を知らず、因つて以て弟靡と爲し、因つて以て波流と爲す。故 

のが 

に逃れしなり、と。 



という疑問の言葉。つまり、壺子が誰なのか季咸には分からなかったというのであるが、壺子に捉え どころ のないことをいったものである0 
〇弟靡草木が風になびくこと。「弟」は「彼」の仮借。経典釈文は、はてしない様子と解く。〇波流波や流れの まにまに 物の浮動するこ 
と。「弟靡」•「波流」いずれも季咸が受け取った壺子の様子をいう。 

然後列子自以爲 k 未，一始學一而歸、三年不，出。 

爲二其妻#、食 a 豕如乂 y 人。於 a 事無-與親一 
雕琢復杯、塊然獨以兩立、紛而封哉。 

一以 a 是終。 

i このようなことがあって、列子は始めて自分はまだ本当の学問をしていないことに気づいて家に帰り、三年の間、外 
にも出ず、妻君に代って飯を炊いたり、豚に人間と同じ食物を与えたりしていた。そして、世間の事には親しまず、きらび 
やかなものはすべて取り外して質素な形に戻してしまった。自分は、ぼつんと姿だけで立ち、いろいろな事が起きても、そ 
れに煩わされない。専らそのような有様で生涯を終った。 

〇列子_以為未始学この一句は、この一連の話の最初にある壺子の言「吾与/汝既，一其文--\未 k 既ュ其実--〇而固得 k 道与。」に応じる。 

列子は始め壺子について学び、自分ではすでに奥儀を得ていると思っていたが、季咸に応待する壺子の様子を見て、始めて自らの不学を覚っ 
たのである。〇爨飯を炊く。〇食音「シ」 or 飼」と同じ。食物を与えること。「為一 一 其妻一爨、食 k 豕如レ食ぃ人〇」とは世間的な上下貴賤の 
別をすっかり忘れてしまうこと。つまり人間の知によって生じる区別を外し、自然の境地に立つことをいう0 0 与親親しむ。近づける0 0 
雕琢復朴飾りたてたものは元来の素樸な姿に戻す。世俗的な装飾(ここでは主として知を指す)を取り去って、もとの自然の真の姿に戻す 
ことをいう。 r 雕琢」は玉をきざみみがくこと。「朴」は本質。〇塊然独居のさま〇 〇独以形立形骸だけで立つ。無心の様子をいう。前に 
ある r 虚而委蛇」に相当する。集釈本には「形」の字の上に「其」の字がある。〇紛而封哉「紛」とは世事が次から次へとうるさくやって 
くること。「封」とは界を設けて身を守ること。世事が頻繁に襲ってきても、それをすべてはねかえしてしまうことであるが、はねかえす心 
があってそうするのではなく、自然にそうなるのである。なぜならば、本人は無心であり、世事には関心を持たず、どのような事が起こって 
も、それに何の反応も示さないので、事の効果がそこに現われないのである。義証は「哉」の字を「戎」の字の誤りとする。この説によれば 
r 紛而として封戎(^)するも、」と読み、「世間の事は紛然として乱れているが、」という意味になる。あるいは「紛而として封戎たり0」と読 
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しかのちれつしみづかもついまはじめ まな な かへ さんねん 

然る後に列子自ら以て未だ始ょり學ばずと爲して歸り、三年 

い そつまためかし しやしな ひとやしな ごと 

出でず。其の妻の爲に爨ぎ、豕を食ふこと人を食ふが如くす0 

こと おい ょしんな てぅたく ぼく ふく くわいぜん ひと 

事に於て與親無く、雕琢せしものは朴に復し、塊然として獨 

かたち もつ た ふん ふ 5 いつ これ もつ をは 

り形を以て立ち、紛すれども封ずるかな。一に是を以て終る。 



荘 子 一一九〇 

み、「乱れたままの姿でそれを少しも整えようとしない0 J つまり自然のままに任せて おく 意味になる〇この場合の「而」は「然」と同じ。 
E 3 E 3 巫子の季咸が壺子に会ったのは三度で、一回ごとに壺子の様子が違う。季咸は人の死生禍福を占い、それがよく当たる0ところが壺子 
に対する占いはみごとに外れる。再度にわたって外れ、三度めには恐ろしくなって逃げ出してしまう。壺子の様子の変化は、修行によって得 
た術によるものであろうが、この術によって巫子の心胆を寒からしめたのである。壺子はもちろん荘子の代弁者である。生死などを超越する 
考えを、荘子は壺子に託して述べさせている。死生禍福の占いをするのは、死生禍福にとらわれているからであり、死生禍福を越えた人にと 
って、この占いは何の意味も持たない。この話はその点を強調したものである。また、この話は、占®などを主とする宗教に対する反撥とも 
見られよう。 

無窵=名尸；無一爲 ， i 謀府；無一爲=事任一無一爲 
知主；體 i 無窮 M 遊，1無朕；盡，真所 f 受，乎 
天 M 無覓 K 得。亦虛而已。至人之用^若 
鏡' 不蔣不 i 逆、應而不>藏。故能 P 物而 
不】傷。 

名誉の主人公になるな。謀慮の倉庫になるな。仕事の担当者になるな。知恵の主人公になるな。きわまりない道の本 
体をよく悟り、物のあとかたもない処に遊び、天から受けた自然の心を尽くして、その結果を見るな。 これ も物に煩わされ 
ない虚の道である。至人が自分の心を用いる場合、それは鏡に似ている。物を送りもしなければ迎えもしない。物に応じて 
その姿を映し、隠したりなどしない。(すべてを物の去来に任せている。)それだから映りに来る物はすべて映し、自分もそ 
れによって傷を受けることがない。 

〇名尸「名」は名誉、「尸」は主。世間的な栄誉を受けること。栄誉の主になれば、世間的に自己の存在を確認することになり、拘束 
された世界に身を置くことになる。荘子はこれを嫌ったのである。〇謀府「謀」は謀慮、「府」は府庫。知を働かせて、いろいろ謀を運らす 
ことをいう。〇事任仕事の担任者。事は事にまかせ、自らそれに手を下さないのが荘子の行きかたである。従って、事の担任者となり、事 
の料理に当たるのは、荘子にとって厭わしいことである。〇体尽無窮無窮の大道を悟る。「体」とは、体会•体認といったことで、身にう 
ったえてよく理解すること。 r 尽」とはそれを徹底させること。〇無朕事物の痕迹を留めぬ境地。何の障害もない、心の自由な境地を指し 


なしな な はかりごとふなな こと にん な な 

-1 名の尸と爲る無かれ。謀の府と爲る無かれ。事の任と爲る無 

ち しゆ な な むきゆ5 たいじん むちんちそ そ 

かれ。知の主と爲る無かれ。無窮を體盡して無眹に遊び、其の 

てん ぅ ところつく 5 みな またきよ しじん 

i 天に受くる所を盡して得るを見る無かれ。亦虛なるのみ。至人 
の心を用ふるは％の若く、將らず逆へず、應じて蔵さず。故 
に能く物に勝へて傷らず。 



ていう。観念的な解釈をすれば、いくら事物に遭遇しても、それによって心を煩わせることなく、すべて事物のままにしておく、そういっ卜 
心境を指すと見てよい。0尽其所受乎天天から受けた心を尽くす。「天」とは自然のこと。つまり、人間の持つ本来の性を害(：うことな 
く、それに従っていくことをいう。結局は、知を働かせることなく、自然に従っていくことをいったものである。〇無見得「得」とは結果- 
結果を見るなとは、人の行為がすべて自然に従ったものであり、その結果もまた自然であって、取りたててどうこういうことがないからで私 
る。結果を考えれば、そこにはすでに知が働くことになって、自然に背く。〇至人道徳を十分に身につけた人。荘子は理想的人物を至人シ 
いっている。〇将送る。〇逆迎える。〇応物が鏡の前に来ると、鏡がそれに応じて物の姿を映す。これと同じように、至人も物が目の 
前に来ると、それに応じて心を動かすことをいう。ただ、意があって心を動かすのではなく、むしろ自然に心が動くといったほうが適切で私 
ろう。すべては物の去来に任せ、物を去来せしめようという心は少しもない。〇不蔵物が来ると、隠すところなくそのままに映し出す。^- 
れと同じように、至人も物に接すると、それをありのまま(自然のまま)に受け取って、そこに少しの作意も加えない00勝物物に时える。 
また「勝」^^つ意味とし、「物に勝つ」とも読める。それは、物が美醜の決定を鏡に待つので勝つことをいう。また「無傷」を鏡も物も> 
もに損傷しないと解く説もある。 

この議論を要約すると、自己を主張しないところに、真の自己が生きることを言ったものである0 

南海之帝爲 fe ' 北海之帝爲 k 、 中央之 
帝爲_!渾沌；儻與 k 時相與遇菸渾沌之地 
渾沌待 i 之甚善。燃與 A 忽謀 i 報， I 渾沌之德； 

日、人皆有 I 七竅；以視聽食息。此獨無 
有。嘗試 P 之。日鑿=1竅 I 、七日而渾沌 
死。 

霞*1 南海の帝を懷といい、北海の帝を忽といい、中央の帝を渾池という。懷と忽とがあるとき渾池のところで出会った。 
渾沌が心からもてなしてくれたので、鯈と忽とは渾沌の恩義に報いる相談をした。「ほかの人には誰にでも七つの穴があっ 
て、それで見たり聞いたり、食べたり息をしたりしているが、あの人にはそれがない。ひとつ穴を明けてみよう0 」毎日、 
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鲈？前をし i くと&し、把齡の齡を i と&し、 T 始の歡を黠 

〇 な> し ■§ •く こつ とき あひとも こんとん ち あ こんとんこ n ま 

一 と爲す。 It と忽と時に相與に渾沌の地に遇ふ。渾沌之を恃っ 

はなは ょ しゆく こつ こんとん とく むく t か 、 i 

こと甚だ善し。偬と忽と渾沌の德に報いん ことを謀る 〇0 ( く、 

ひとみなしち汁ぅあ もつ しちや5しょくそく これひと fo な ここみ 

レ 人皆七竅有りて、以て視聽食息す。此獨り有る無し。嘗試に 

こホ. い: *» ひ ぃ •ちけぅ 5が なのか こんとんし 

之を鑿たん、と。日に一竅を鑿ちしに、七日にして軍' ffi 死す。 



荘 子 二九二 

穴を一つずつ明けていったところ、七日めに渾沌は死んでしまった。 

〇南海•北海南海の明、北海の暗といった明暗にょって、区別相対を表わしている。〇儻•忽いずれも帝の名になっているが、と 
もに寓意的なものである。「懺」とは現象が速かにあらわれる形容、「忽」とは現象が速かに消える形容。つまり有無の相対を示している。〇 
中央南と北の中間であるが、そこは南でもなければ北でもない。いわば未分化のところであり、相対を越えた絶対の境でもある。同時にま 
た人為を加えない自然でもある。〇渾沌これも帝の名になっているが、元来は物の未分化の状態を形容するもので、人為的な差別を設けな 
い自然のままの姿を表わす。〇七竅七個の穴。目•耳•口 •鼻はいずれも穴が明いているので、こういう。〇鑿穴を明ける。 

有名な話で、渾沌といった語、あるいは、渾沌に穴をあけるといった比喩的な意味で、現代人の書く文章の中にも出てくる。未分化の 
ものを分化させるのは人為である。分化させたために、最も重要な生命、即ち、そのものの持つ本質的なものが失われてしまう。なまなかな 
人知を用いる悲劇を、寓話の形で表現したのが、この渾沌の話である。淮南子には、天地未分の状態を指して渾沌といっている ところが ある 
が、あるいは荘子のころ、すでに天地創造の説話があったのかも知れない。 



老 





